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蕃山 全集 第三 册 目次 

00  

孝 經小解  

孝 經外傳 或 問  

大學小 解  

大學 和解  

大學或 問 (治國 平 天下 之 別卷) 

^^.^^  


孝 經小解 幷に孝 經外傳 或 問 解題 

我が 備藩 では 孝道 を 最も 重んじた。 隨 つて 孝經を 大切な 本と して 流布に つとめ 度々 翻刻 もした。 其の 源 は蕃山 先生で 

あり、 其の 源 は藤樹 先生で 有らう。 藤樹 先生が 牵經 啓蒙 を 著 はされ たり、 又 其 手書の 國譯孝 經寸珍 折 本が 藤樹 書院に 

現？^ して ゐる。 其 は 令夫人が 朝夕 誦讀 する 爲に とて、 ことぐ く 假名 を 以て 書せられ たとの 事で ある。 我が 備 藩の 學校 

でも 毎 歳 一月 二日 學生 をして 孝經 を誦讀 せしめた との 事であって、 藤樹 先生 自書の 孝經の 板が 傳 はって ゐた。 其 由来 

を 記した ものが 傳 はって ゐる 

此孝經 江 西藤樹 先生 之筆躐 也。 先生 毎 旦澄心 盧拜禮 此經。 先生 歿後 高弟 中 川 子 自祠堂 之 中 拜受。 而 命ェ鏤 梓以頒 

行 四方 同志。 旣滿于 千數。 其 后 先生 之 學遍知 于世。 物 換星移 人心 日 薄。 而信之 者 鮮矣。 故某獨 尊敬 茅屋 之 中年 已 

久矣。 竟患爲 田舍之 塵。 于鼓寬 文 十三 年 秋 七月 下旬。 從中江 子請來 奉納 備陽 之學 校。 最所令 兼 望 也。 欣躍 不斜。 

則附屬 先生 之 嗣子 中 江 彌三郞  洛 西隱士 何陋軒 

斯の 如くして 我が 藩 は 孝 經を重 じたが、 蕃山 先生 も 孝 經小解 を 著 はされ て 孝經の 普及、 孝道の 發镩 に盡瘁 せられた。 も 

つと も 此小解 等が 先生が 岡 山に ゐられ た 時代の 著で あると 云 ふので はない 

蕃山 先生の 著書が はたして 何. < が 確赏な もので 有る か、 眞著疑 ひなし と 斷ぜら る、 は 少ない ので あるが、 此孝經 小 解 は 

其 自筆 本が 傳 つて 居て、 疑 ひなき もの k 一で ある。 此眞蹟 本の 孝經小 解の 事 は 井上 先生の 物され たる 蕃山 先生の 墨蹟 

孝 艇 小 解 丼に 孝 經外傳 或 問 解題  一 


恭山 仝集笫 一一 ー册解 SB  二 

(南天 莊次 筆) と 云 ふ 文 巾に 屮： て 居て、 何れ 本 全集の 最終の 卷に加 ふる 蕃山 片影 中に セ錄 せられる 害で あるから、 重複 を 

さけて 此處に は 省略す るが、 此小解 は 井上 先生 珍蔵であって、 墨附 九十 三 丁半で g: 冊に たって 居る。 昭和 三年 十 一 月に 

私が 長 島 豊太郞 君 をして コ ロタ イブ 版に て 複製 させた。 今此 全集に 牧め たの は此 自筆 本に 據 つたので ある。 此小解 は 

木版 本 も 有って 世に 流布して 居る。 是れは 草加定 環が 仕事で ある。 板 本に は定 環の 序が ついて ゐる。 此^！-環は親賢の 

息で 蕃山 先生の 六 世の 外孫で ある。 親 賢 も 東 儀 なぞの 著述 も あり 父子と もに 學者 である。 定纖通 榊 は 和 助、 又 宇右衞 

鬥宇 は循 夫、 嵐 山と 號 した。 古河の 鮭延 寺の 先生の 墓 を 修理した のは此 人で ある。 其の 版本の 序文 は 

孝 經小解 序 

息 游 軒先 生學極 r, 天人 T 洞 n 觀" 古今 T。 人生 之 險县。 物现之 顯微。 凡.^ 天下 之 事お、 莫"〕 不 IV？ 通曉 r お。 最そ用 _1 心， 於 治 

道-一。 其， 德之 深.. 才之髙 * 人 仰，：： 之 *.。 如；. 一 泰山 北 斗？ 沒メ九 n 十八 年于玆 一一。 雖 モ窮陬 之 人 T 無.. 不稱 先. ^^7^,. 也。 其 

所 W 著四窨 小 解. 孝 經小解 及 ビ外傳 或 問. 大風！ -或 問. 集義 和書. 同" 外 書 .^liii 小懒. 夜 會記. 源氏 外 傅. 三輪 牧： せ 字 問 

答 解^ ス焉。 又 有-紫 女物 語. 葬祭 辨 il. 神道 大義. 二十 四 求 評. 女子 訓或 問？ 余 未； r 見, 也。 四書 小 解. 集 義ニ窨 • 

夜會記 往昔 刊行 シ後罹 t〕 災- 一。 其本甚 希す。 但大學 小 解. 集 義ニ書 巋然 獨存。 尺々 得- f 而) 之 § 讀 i 之 者. 酡レ弗 IV？ 粜 

尙 T 矣。 大學或 問 以-寫 本 T 行 i お。 人 皆以テ 當？； 拱 §。 其.^ 他 知； ari 之 者鮮 .Nr 余 辱； 1 姻戚 マ 故 其 書 多得覷 2。 

欲 スル. ：傳 n 諸，. 不朽 _i 久 .^r 近 者 有- 1 同志 之 人？ 縱 n 叟" 余！ 一 以テ助 其， 资マ 余 喜 可 i 知 也。 乃 今刊； 1 孝 經小解 r 然" 年 

, 代 久遠 不， 知： ，歷_1 幾 .傅5 而 i 別-， 校 TT 饕… 之 乃 NT 見識. ^所：， 及， 以チ考 n 訂 シ之マ フ而 卒滅。 以テ 


授 若？；" 夫 ノ外傳 一則 チ 期-之，^ 他旦 云。 時 天明 戊 申 仲冬 之 曰。 崑山 草 加 源 定環循 仲 題 

と ある。 是の 序文で 蕃山 先生の 著書の 事 も 大略 知られる ので ある。 奧附は 

• 天明 1^ 戊， P 歳 仲冬 良 辰と して、 京 ニ條通 I 町 東 脇坂庄 兵衞。 同 截屋町 通 御池 下 ル淡海 治 郞吉。 大阪心 齋橋轉 馬 町 

荒木 佐 兵衞。 江 都 本 石 町 十 軒 店 山 崎 金 兵衞。 同 本 町 三 丁目 西 村 源 六 

と ある 

：4 小路 俊 光 日記 元祿 三年 八月 七 曰に 「孝 經小解 校合」 と 見え、 元祿 十三 年 正月 七日に r 從淸水 谷 大納言 殿 右近 文に て 雉 

子 ニ來。 孝經小 解七册 借に 來。 使 六 兵 衞に渡 遣 了。 書寫 他見 無 之 様に と 申 遣」 と ある。 七 冊と 云へ る は 外傳或 問と 共 

ならん と 思 はれる が、 何分 「書寫 他見 無之樣 にと 申 遣」 と あるから、 秘書で あつたと 見える。 殊に 外傳或 問が 秘中の 

秘と思 はれる。 正德 元年 二月に、 流 謙 (中 根鄉右 衞鬥、 中 三 長の 事〕 孝 經小解 七 册息游 作 公家 鑑等 借と あり。 「二十 六 

日、 二十 二日 流 謙より 孝 經小解  一 二 同一 一一 四 同 外 偉一 之 上 同一 之 下 同 二 同 三 同 四 以上 七 冊 借用 來候 也」 と ある。 息游作 

と ある 事と、 冊數の 事が はっきり する。 即ち 小 解 は 一二と 三 四と 二 冊に 製本して 有った と 見え、 外 傳の方 は 一が 上下 

.*^冊。 二. 三. 四が 各 一冊に て 五 冊に 製本して あつたので、 孝 經小解 七 冊と 云へ る は外傳 共た る 事が 知られる。 而 して 

元 祿七年 九月に 流 謙より 使 札。 孝 經解四 册借許 了と あるの は 册數が 合 はぬ から、 別 本が あつたか、 又 自筆 本が 四 冊に 

なって ゐ るから、 原形 は 四 冊で 製本の 都合で 贰 冊に 合册し たもの かと 見える 

外傳或 問の 事 は、 孝經外 IS 或 問の 卷 頭に  ，  . 

孝 輕小解 幷に孝 經外傳 或 問 解題  一 一一 


春 山 仝 * 第一 一一 册 解題  B 

雷の 外の 事 を述る 故に 外傳と 云。 言外と い へど も霣の に 含蓄して 有事 也。 譬ば， 親 を 養と 云 一言の 中に、 養の 備 

品.*^含て有が如し。  政 を 以て 貴賤 共に 富 足しめ て 後に 敎る は， 愛敬の 至り 也。 其 富 足しめ 敎る 事の 品 * を 云 

時 は、 經 文に 見えざる 事 多し。 故に 言外の 事 もい へど も 道 现は經 文に ふくみて あれば 言 の 事 也 

とい ひ 又 

孝經に 如レ此 人品の 義論 はなき に、 無用の 察の やう なれ ども、 是 言外の 意に して 傳の義 也 

とも ぼって ゐる。 蕃山 先生の 外 傳と云 ふ は 凡て 此の 意味で 名づ けられ、 著 はされ てゐ るので ある。 先 外^ 或 問が 先生 

の 著なる 事 は 前に 引ける 北 小路 俊 光 日記 抄孝經 小 解 七 冊息游 作と ある にても 確で ある 事が 知られる。 . 外 ^或 問の 卷數 

の 事 は 俊 光 日記に  ーノ 上下、 二 二子 四の 五 冊と なって ゐ るから、 其が 原本の 形で 有らう。 しかし  ーノ 上下、 ニノ 上下 

と 四 卷に刖 れた本 も ある。 本 全集に 牧む るに 當 つて は、 北 小路の 本 を 源流と せりと 思 はれる 寫本を 底本と し、 外に 前述 

の 四卷に 分て る 本 を 以て 校合 をした。 しかし 此兩種 は 大略の 說は 同じい が、 何れ か？ 一つ は 訂正 せられた 本で あ • ると 

5^ はれる から、 3^ 同 を 一 々に 揭げる 事 は 到底 出来ない。 大略 其耍と ある 處、 又は大異同ぁる處を揭げる^^とした。 一方 

に訂！ =1- か增補 かが ほどこされて 有りと 考 へられる。 大鉢 異本と して 用ゐた 方が 省略の 形に なって ゐる。 底本と して 用 

ねた 方 は 北 小路 本の 影寫， 又は 影寫 の影寫 かと 思 はれる が、 影 ii- 上に m 來 やすい 類字の 誤 は 有る が、 たいした 誤 は 無い 

やうに 思 はれた。 いちじるしい 影寫 上出来 安い 字の 誤 は 異本 を參考 して 校 者が 訂正した。 此本は 富岡鐡 齋の舊 蔵本で 

あるが、 其 前 は 福 井 衣笠、 名 軏と云 ふ 人の 蔵書であって、 評 ゃ批點 など も 加 へられて ゐる 本で ある。 此人 は蕃山 先生の 


寫本 ども を 大方 揃へ て 一つの 叢書と なして ねたら しい。 今 私の 文庫に ある。 近代 著述 目錄 後編に よると 書 本義 六、 詩 

鬧 ll2 十、 春秋 折中 十二、 敬遠 錄ニ、 長思錄 二な どの 書 も 有り、 學 問の 出来た 人と 見える 

此外傅 或 問 はいつ 頃の 著述で あるかと 云 ふに、 卷 二に 蔽嗣 章、 亞相 卿の すが、 きの ふり、 目に ふれ 爪音 耳に とまりて お 

はすらん。 幼少より 器用に も 見えたり。 今 は 四十 餘 にも あらん。 此 人お はする 內 にお こさば おこさるべし (八 八 頁) と 

見えて ゐる。 薇嗣 章の 四十 歳が 元祿ー 一年であって、 先生が 元祿 四年殁 であるから、 嗣 章の 四十 餘と云 ふに 多少の 見當違 

が 有る としても 極めて 晩年の 著述と 斷定 して 誤 は あるまい 

本書に は 事 天皇に 懸る 事が 多く、 時が 時で あり、 蕃山 先生 も 秘本と せられて、 世間に 公に せられる 考は 無かった と 見え 

る。 今日 此の ま. - 上梓す る 事 はどう かと 考 へたから 伏字に して 置いた。 蕃山 先生の 此の 著述 は實に 力の こもった 著述 

であって、 吾 々蕃山 先生 を 研究す る 者 は 心 を 深めて 讀 まねば なるまい 

奉公の 功 ありて 立身す と 云 者 も、 君に 忠義の 誠な く、 民に 慈惠の 助な し。 却て 民の 良心 をけ がし、 風俗 を そこな ふ 

者 多し。 今の 忠臣 はいに しへの 民賊と 云に 近し。 利祿を 求る 事 を 知の み 

など 針 を さす やうな するど さで ある 
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大學小 解、 同 和解、 同 或 問 解題 

大馨小 解、 Hi: 和解、 同 或 問の 三 書 は 何れも 蕃山 先生の 眞 著と 斷 じて 誤 は あるまい と考 へる。 先づ小 解から 云 はむ に， 

小 解 は 自筆の 斷 簡が存 して ゐた。 南天 莊雜 筆に 寫眞も 出て ゐる、 添書 も 寫眞が 出て ゐる。 其 添喾は 「先師 息 游-ゅ 先生 真 

踱也。 和 Bg 矢 田 村-一て 受之 坂 根 宗武菊 泉叟」 とあって 疑ふ餘 地の ない 眞 著で ある。 (此 寫眞は 前述の 如く 南天 莊雜筆 

に 出て わるが、 其の 眞蹟の 方 は 大正 十一 一年の 大火で 惜しい 事に は燒 けた) 北 小路 俊 光の 日記に も 貞享ー 一年 十二 月 七 口の 

條に 「隠士 大學解 半分 出 來持參 候と て被爲 見き」 と あり、 「貞享 三年 三月 十四日 大學解 全 出 來息游 作 校合 了」 と ある。 し 

かし 此大ゅ 解が 直ちに 大學小 解と 同じき かと 云 ふ 事に 就て は 問題が あって 直ちに は斷 ぜられ ない。 と 云 ふの は 外で は 

ない が良享 一 一年 十一 一月 七日の 俊 光 日記に r 隱士筆 大擧解 半分 出 來持參 候と て 被と て被爲 見き」 と 有る、 之れ に相當 する 

もの かと 思 はれる 本が r 大 和解」 と 題して 八 r 靜嘉堂 文庫に 牧藏 せられて ゐる。 丁度 大學の 半分 位の 注に て 子 E、 聽訟 

 此 IS レ知レ 本と 云 ふまでの 註であって、 今の 小 解と は 文章が 異なって ゐる。 而 して 贞享 三年 潤 三月 廿 七日の 條に、 

脇 坂 淡路守 殿.；；^ 來坂 根正齊 初て 來訊、 對顏。 志 有 之 仁 也。 矢 田へ 見舞。 四日 逗留 隱士へ 緩々 對顔之 由。 隱士 より 書狀 

持參、 li- 一 If へ 逢 可 申 之 由 申來」 と ある。 此の 時 坂 根 氏が 矢 田 で 先生から 貰って 歸 つた 大學の 解 は 今の 板 本の 小 解と 先 

づ 同じい と 思 はれる から、 貞享ー 一年に 半分 出来と 有る 分 は 其 處で筆 を 止めて、 改めて 小 解が 書かれて 贞享 三年 潤 三月に 

全 出来した ものと 考 へねば ならぬ やうに 思 はれる。 是れは 私案、 しかも 推測に 過ぎぬ が • さう とで もお へなくて は 和解 


の 方の 解決が つかぬ。 とも 角 も 坂 根 氏が 先生から 貰って 来た 自筆 大學の 解 は 今の 小 解と 斷 じて 誤 は 無い。 さて 同 九月 

廿 七日の 俊 光 日記に 「坂 根正齋 より 參候銀 子 封 之 儘 サ目有 之 由 眞靜へ 渡。 大學 論語 下 小 解 書寫の 入用 代 也」 と ある、 此 

の 書 寫は上 木の 爲の 版下に でも か、 せた るかと 考へ て 見た ので あるが、 贞享四 年 六月 朔 日の 俊 光 日記に 「坂 根 正 齋彼賴 

候 大學小 解 書 寫眞靜 より 出 來參に 付 友 古賴坂 根へ 下 了。 去年 銀廿 目上り 其に て 論語 大學小 解 紙、 .書寫手間代等^§濟候 

也」 とあって、 さう でもない。 其 頃 は旣に 論語 下 卷も大 學の小 解 も 版行の 豫約 金まで 菅眞靜 が 取って わる。 俊 光 日記に 

贞享四 年 九月 六日の 條に 「且亦 板 行 之 事 三月 中と 方々 へ 申 參候所 延引に 成 候。 何と ぞ急度 埒明候 様に 御 了簡 可 被 成 候。 

か 様に 遲々 に 成 候て は 御た めに も いかでと 被存 候。 十一 日に は 三 以も矢 田へ 被參 由に 候。 其 前三以 共う ちわり て 御 相 

談被成 候へ かしと 被存 事に 御座 候。， 此有增 に 今日 先日 兩度申 遣 候へ 共し かと 心得 候との 返 ij! は 無 候 也」 と あるから 出版 

と は 別な 事で あらう が、 一方で 板 行 を さ. せ、 一 方で は 寫本を させて ゐ るの は 不審に は 思 はれる。 俊 光 日記 頁享 三年 十二 

月 四日に 「露 野 加 右より 来書。 菅眞靜 へ 參候板 行 代の 齡子七 拾 目 有 之 由。 請 取 置。 幷大學 解 三 以へ屆 候 様に とて 參」 

と ある。 此板行 代 は 論語 下と 大學の 小 解との 代で 有らう。 同日 記 四 年 二月 十六 日 「昨日 坂 根正齋 より 三以、 某へ 連書幷 

小 解 入 銀 或 百 拾匁來 候に 付 今日 菅眞靜 丈へ 持せ 遣 了。 眞野加 右衛門、 西 村 叉左衛 門、 坂 根正齋 三人より 參候入 銀 取次 

眞靜へ 相 渡 候 也」 と ある。 井上 先生 は 其へ 勘 文 を 加 へられて 「小 解 入 銀甙百 拾匁ト アル ハ 前年 十二月 四日 ノ條 一一 板 行 代 

の 銀 七 拾目ト アルト 同 ジク小 解版 行 ノ豫約 金 ナルべ ク小解 トイ へ ルハ 論語 下 卷及大 學ノ小 解 ナリ。 眞靜が 其 版行 ヲ引 

受ケ ナガ ラ艇 期ヲ^ グ シ シ事ハ 後一 一見 ュ」 と 云って ゐられ る。 而 して 同日 記に 貞享四 年 十 一 月ニト 曰 論 語下卷 一 部 請 取 
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了」 と あるから、 先づ 論語の 下が 出來 した。 同日 記 元 祿ニ年 潤 正月 十八 日に 「押 小路 殿へ 零。 淸水 谷に も 御 入 候て菅 M 

靜 板 行 及 延引 諸方 首尾 惡敷 笑止 成義 幷三以 諸方へ 取次 迷惑 之 事 申談」 と ある。 論語 は 版木 は 出 * して ゐた i$ は 前述の 通 

りで ちり、 ^享四 年 十一 一月 十五 曰 「昨日 論語 小 解 四 部眞靜 より 來、 以上 五部 請 取 了」 と 俊 光が 書いて ゐ るから- 41^ 小 解 

はいくら か 柳った ので 有らう が、 大挙 小 解の 方 は 彫刻 も 中 々出来 上らなかった らしい。 俊 光： n 記 元 fi 二 年 潤 li- 月廿四 

：：： に rK:: 腐靜、 論語 下 小 解 大舉小 解 板 行 寅 (〇 良享 一一 一年〕 冬より 入 銀 請 取、 卯 三月 中に 出來候 害に て 入 銀 方へ K 靜 自筆 S 

i. 三以 方より 方. - 取次 入 銀 共有 之に 付 所. < より 度々 せがみ 參 候へ 共 度々 相 遠 候 故 返答 之 品 も 無 之 由 被 申き。 就 夫 

.> ^通 不仕候 はで は 入 銀 取次 之 方へ 申 分 も 無 之 仕 合と 被^ 様子 也。 因玆 某より 今日 虞靜 へ書狀 遣、 度々 延引に 成、 ！ニ以 

取次 之 方へ 返答 之 品 も 無 之 就 夫 存寄も 有 之體に 候。 當春中 出来 成 間 敷 哉、 無 左 候 は ^ 入 銀 之 方へ 货 方より 延引 之義 御..：：— 

候て 害 狀被遣 候 は 5- 貴樣 一 分の 義理 も 立叹は 取次 之 人 分 も 立 可 申 様に 被 存候由 申 遣 了。」 同年の 四月 一 1 十 曰の 俊 光 曰 記 

に r 菅 K 靜 より 大寧小 解 拾 部 請 取」 と 有って 始めて 大學小 解が 出版 出来た。 即ち 蕃山 先生が 贞享ニ 年 (先生 六十 七歲) 

に 多分 初 稿と 思 はれる 大舉解 (是れ が 私案で は 本 全集に 牧 めし 大學和 解-半分 出來 し、 今の 小 解 は處享 三年 三月 十四 曰 

迄に 原稿が. せ 出来した のであって、 出版 は 元 祿ニ年 (先生 七十 一歳) 四月 二十 n: に は 確 實に屮 Z 來 上った。 出版 入 は K ほぬ 

凝で あらう か。 此 人の 攀は よく 知らないが 執齋和 歌集に 森繁 夫君が 添 へられた 執齋 交友の 人物 你屮に 「背 眞靜。 備 前の 

人， 京都に 住し、 巾院通 茂に 畢び、 歌學を 能くし、 源 語に 通す」 と ある 

自筆 によるに (三 七 頁) 軍法の 「法 」は<  兵」 の 誤字で ある _ ^は 井上 先生 も旣に 指摘 せられた 事で あるが、 卷 末の 「なほ 


^に 或？ I あり」 は 無 論 彻 つたので、 或 問 は 秘中の秘と せられた 爲 であらう。 さて 此の 大學小 解 は 版本 は 一 種で 有らう と 一 

思 ふが、 貞享 ニ年發 行の 一 § 廣签 書籍 目錄」 に 「大 學秘 解」 重 山了芥 作。 心 學ノ赴 ヲ以テ 朱 註 ヲ捨テ 經傳ヲ 解と 出て 一一 

册 として ある。 元祿 書目に も 同じ やうに 出て ゐ るが これ はニ批 として ある。 此本は 私 はま だ 見る 事 を 得ぬ が、 中 江 藤 M 

著に r 大學秘 解」 一冊あって 寬文七 年 九月に 刊行に なって ゐる。 或は 是が 誤られた のかと 思 はれる。 處で私 はま だ 京で； 

出来た 本、 卽ち菅 眞靜が 作った か、 作らせた かした 本 は 見る 事 を 得ぬ ので ある。 今 本 全集に 牧 めた 本 は 正宗 文庫 所蔽 の」 

「武 江、 杉 浦 三 良兵衛 梓」 と ある 本 を 底本と した。 此 「杉 浦 三 良 兵衛」 の蓽も 知れない が江戶 書籍商 史 によると 「三郞 一 

兵衛」 の 名 は、 東 歙山黑 門前、 藤 屋三郞 兵 衛と云 ふの が 一 人 ある。 或は 是か。 而 して 此の 版木、 おそらく は 京の 菅眞 M 

の 手で 出來 たの を 江戶へ 持って行つ て 杉 浦 三 良 兵衛が 刷りた てた のかと 思 はれる が、 京で 出来た 證 ある 本 を 見ぬ 事故 何 一 

とも 云 へ ぬ。 寬政丙 辰 夏 六月 再 治と 云 ふ 本 も 正宗 文庫に あるが、 是れは r 武江 云. •<」 の處を 削つ て、 寬政云 を 加 へ た 一 

ま V で 別に 再 治した やうな 處は見 當らぬ 0 版 は 求 版で 次第に 惡 しくな つて ゐ ると 見える。 是は 5^ 返の 處と 裏の 表紙に _ 

「大坂 書肆の 河内 屋源 七郞」 の 出版の 本の 廣吿が 刷って ある 處を 見る と、 多分 河 €： 屋源七 郞が版 を 求めて 大阪で 刷った) 

もの かと 考 へられる。 武江 本の 題簽に は 「熊 澤了海 著」 と 云 ふこと を 書いて ゐる  一 

大學 和解の 事 は 小 解の 解題 中へ 書き込んだ 以外に は^に 云 ふ 事 は 無い が、 此本は 靜嘉堂 文庫に ある 本を兑 せて もらって 一 

寫眞 にして、 其 を 底本と した。 もと 松 井筒 治 博士の 蔵であった。 其 先 は 押 小路 家 傳來の 本で ある。 押 小路 公 起 は 公家 一 

大學小 解 • 同 和解 • 同 或間斛 超  九  ^ 
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の 門人 中の 高？ ^である。 俊 光 日記に も 「息 淤公、 中院 公、 押 小路 公 三絃に て樂 あり」 など 出て 來る 人で ある。 此押 小路 

傳來の 本 は 可れ も 確かな 筆 躞で傳 寫本中 最も 信 を 置く に 足る 本と 思 はれる。 多分 貞享 一 一年 十一 一月 七日の 俊 光！！： 記に 見 

え し 隱士筆 大學解 半分 出 來持參 せ られし を 乞 ひ 受けて 寫 された ものと お： A せられる。 本文 を 中略せ る.^ ど 草案ら し い 處 

を 存じて ゐる 

大^ 或 問、 此 書が 蕃山 先生の 眞著 である 事が 確で ある 事 は 前に 云った 通りで あるが、 此 本の 自碑丰 ^稿 はま だ 斷簡も 間 

に 現 はれない 樣 である 

俊 光： n 記 一 兀綠五 年 七月 五日に r 隱 山より 大秘の 書 被爲見 了」 と あり。 同 十 曰に r 廿ー ケ條の 秘書 ニ篇晃 候て 今 曰隨山 

戾」 と あり。 先生の 勘に r 大秘の 書ト云 ヒサ 一 ケ條の 秘書 ト云ル ハ大學 或 問/事 ナラザ ルカ。 ffl: 今 ノ大學 或 問- ハ 二十 

ニケ條 ァリ」 と 云 はれ、 書翰 集に (一六 六 頁) 

大舉或 問/古 キ寫木 (タトへ バ湯淺 常 山 書 入 本) 一一 ハ 最後 ノ ニ條ヲ 一條 ト 数へ テ 二十 一條 トセ リ。 サ レバ 廿 ーケ條 

ノ秘 蒈トァ ル ハ果. ンテ大 舉或問 ナリ。 菊 池 武貞ノ 蕃山逮 聞 一一 草 加 定環ノ 話 トシ テ 

先生 幕府へ 上 リシ 書ハ今 傅ル 大^ 或 問 ナリト 云. 

トイ フ說 ヲ揭ゲ タレ ド書ヲ 幕府 一一 上 リシ 寧ナケ レバ (本書 四十 四面 ヲ見ョ ) 其 草案 ノ存ス ベ クモ了 ラズ。 否 大學或 

S ガぉ^ 一一 下 ラザル 前 一一 ハヤ ク成 レリ シ事ハ 貞享 一二 年ノ 春 一一 脫稿セ シ 大 m 「小 解 ノ装尾 一一 なを^に 或 問 あり ト丁ル 


一一 テ明 ナリ。 5- 此句 先生 自筆 ノ 稿本-一 ァリテ 版本 一一 ハ無シ 

と 云 はれた。 此. K 秘の 書と 云 はる k が 大學或 問なる 事 は 聞 違 ひない。 大鉢蕃 山 先生の 寫本類 は 秘書と して 中. - 世間へ 

出す 事 を 嫌った と 見えて 俊 光 日記に も 元 祿六年 八月 廿 八日の 條に 「志 有 之 候 とても 少. -之 衆へ は不參 秘書に 候へ 共、 貴 

丈 御 佼義柄 故 若 益に も 成 候へば 君の 爲國の 爲贵樣 爲と存 、三以 へ も內談 候て 懸御目 候 御 事に て 候」 と ある は 削簡の 事で 

あるが、 此本も 「他見 無 之、 尤寫被 申 候 事 も 先 無用に 候」 とこと わって ある 位で ある。 俊 光 日記 元 祿八年 十月 五日 大學 

或 問 本末 二 册中公 御 本 御 申出 候て 流 謙 借 許 了。 大秘 の 書 可秘。 同 六日 「或 問 二 冊 周覽」 など 大 秘書と して 蕃山 先生 歿後 

門人 連中が 請んだ と 思 はれる。 正 德四年 三月 十日 r 朽木 修理 内 岡 田 十 之 亟息游 軒 か まへ かた 逢 候 由。 久 敷に て被尋 

對顔。 大學或 問 時務 卷 一 冊 上下 合卷 兼て 中 根 流 謙へ も 被 申 此度借 許。 近々 返 辨可申 由 也。 隱者 I- 共。」 など 有って 秘書 

として 同門 中に 大切に せられた 本で ある 

此ま或 問の 事に？ は 井上 先生の 霊が 南天 莊 豪に 出て ゐる。 何れ 蕃山 片影 中へ 牧 めら れる喾 であるから、 重複 

を さけて 其方に 讓る 事と する が、 大學或 問が 大學小 解の 自筆 原稿 本に よれば 貞享 三年 春 迄に 出来て ゐ たやう であるが、 

よくしら ベて 見る とさう で 無い。 として 女婿 稻葉彥 兵衛昌 通に 贈られた 書狀 によって、 貞享 三年 八月 迄に は 大學或 問 は 

目錄 だけで、 事 書 は 無かった 0 即項 だけで 目 は 無かった ので ある。 と 云 はれ、 翌貞享 四 年の 秋 先生 は 更に 此書を 新に 幕 

府の 大目 付 を 命ぜられし 門人 田 中 孫 十郞友 明に 送られ、 友 明より 其 書 を 老中に 呈し、 それによ りて 先生 は 古河に 閉居 を 

命ぜられ、 友 明と 其 同僚 河野權 右衛門 通 成と は 職 を 免ぜられ たので あるが 友 明に 经ら るるに 就いて 所謂 事 書 を 書かれた 

大學小 解 • 同 和解 • 同 或 問 解題  一 
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ものと すると 時日が あまりに 少 いから らく は貞享 三年 八月と 同 四 年 八月 (友 明の 就職 は 八月 十 一 リ) との 間に 執^せ 

られ大 學或問 は 項目と もに 完備したの であらう、 と 云 はれて ゐる 

此大舉 或 問 は 版本 三種 (明治 以前) ある。 一 種は整^^-で凌霄閣蔵板でぁって、 「天明第八^^ス戊申十 一 月」 と あり、 發 

行 書肆 は 「江 戶本石 町 十 軒 店、 山 崎 金 兵衛。 京都 一 一條 通 柳 馬場， 林 伊兵衛。 大阪佐 野屋撟 通博勞 町、 小川 新兵 衛。 同心 

« 橋 通 北 久太郞 町、 山 口 又 一。 同 同 通 南 久賓寺 町、 泉 本 八 兵衛」 と ある。 又 表紙 裏に 

了 介熊澤 先生 著。 大舉或 問 とし 

先生の 學偏 因なら す。 條身齊 家 五倫 五常の 外。 聖人の 道な しとし。 堯舜の 近 を 取て。 時處 位の 發明 あり。 

に津し 給 ふ 事。 世の 知る 所な り。 此書 一に 經濟辨 と 云。 是王俟 より 士庶に 至る まで。 常に 左右に 置て 熟讀 して 犬 

に裨益 ある 所 也。 因て 家に 刻して 謄寫を 助と 云 

として ある。 天明 戊 申 夏 四月、 隨心王 府芝龍 書 於 赤 城 凌霄閣 とし 序文 を 添へ 上下 二 冊と して ゐる。 木 活字 版 は 二種 あつ 

て 一は 午 壯棗叢 寄と して 二 冊、 發行 年月 は 不明で ある。 今！ 種 は文久 三年 汲 古堂 藏三冊 本で 經濟辨 とし、 題^ は 「新政 

經 it 辨」 とし、 卷頭は r 經滴辨 一 名大 學或問 治國平 天下 之^ 卷」 と ある。 瀧 本 博士の 日本 經濟 典籍 考 によれば 「r 海 書」 

とか 「經 As^is 法 耍錄」 と 題す る 寫本も ありと ぞ。 さて 享保 以後 大阪 出版 書籍 目錄に 「大舉 或 問 ニ册。 作者 熊渾恭 山、 

板 元 小 野 御 K (京都 )0 資弘、 河 內屋八 兵衛、 山 口 屋叉市 0 出願 播磨屋 新兵 衛。 天明 八 年 十 一 月」 となって ゐる分 は 前述 

C 整版の 方で あるが、 寬政元 酉年 四月に 「公 俵 法度 之 筋 有 之 寶止申 渡、 賀買並 貸本 堅く 差留中 付」 と あるから 出 板の 翌 


年に 絶版に せられて ゐる o 出版 届出が 前年の 十一月で あるから 僅々 五六 ヶ月で 絕版 にせられ たので あるが、 其に して は 

割合に 現存 本が 多い。 是と 同時に、 やはり 播磨屋 利 兵 衛が開 板 願 出 人であった 「熊澤 了 介傳」 著者 菱川 右門 (備前 C 人で 

名 は賓と 云った。 正名緖 言の 著述が ある。 大阪 天滿に 住んで ゐた) も 板 行 を 留められた。 ハ 理由 は 「御 公儀 思 召 有 之 板 

行 聞 濟不相 成、 願寫本 (稿本) 奉行所え 取 上、 闕所 (沒收 ) 申 渡」 と あり、 「附記、 已後 「熊 澤了介 *| 並 n 同様 之 書 板行不 

相 成、 開板不 免許の みならす、 寫本 にて 取扱 之 儀 も 接く 差留申 付ら る」 とあって、 蕃 山の 傳記 類の 出版 迄 留められ たの 

である。 木 活字 版 は 何れにしても 無屆の 秘密 出版であった 事と 思 はれる 

本書が 版本 三種と もに 二十！ 一箇 條 であるが、 俊 光 日記に 二十 一 爵條の 秘書な ど 云 へる に 就て。 刈な 本で は 無い かと 疑 ふ 人 

も 有るべき であるが、 其 は 井上 先生が 南天 莊次 筆に 云 はれし 如く、 別な 本で はなく、 湯 淺<ぉ 山が 男 明 善 をして 寫 させて 

ゐて 所持して ゐた 本が 二十 一 條 になって ゐる。 終の 廿 一 條が刊 本 は 一 一條に 分れて ゐ るので ある。 即ち 「或 問、 前に 承る 

富有 大業 は 古今 有が たき 仁政 云々」 が廿 一條であって、 廿ニ條 に 版本が 立てて ある 「或 問、 前にい へる 富有 大業、 其 外の 

數ケ條 は」 が 刖條に 立て、 ない。 (實は 形 も 同じで あるが 廿ニ條 としてな いのみで ある )0 其爲に 一條 少なくな つて ゐる 

に 過ぎぬ。 そこで 廿 一條 本に 終の 「諸國 米穀 捨り候 事」 の 目錄が 無い 

本 全集に は 前述の 常 山 所持の 明 善 筆 寫本を 底本と した。 此本は 《^ 蔵書の 印が 題簽に も卷 頭に も 押されて あり、 題簽 は 

「熊 澤 先生 大學或 問 全」 と 是れも 明 善の 筆で 書かれて あり、 r 淸水」 と 云 ふ 印も抽 されて ある。 此の 淸水氏 は 多分 蕃山先 

義露碁 はした 淸水信 氏の 事で 有らう 急 へられる。 外に 「塚 本家 舊書」 S が ある。 これ は 岡 山の 人で 幕末 か 

, 大學小 解 • 同 和解， 同 或 問 解！^  ,  ；  ：  ニー 一  ；'' -, 
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ら 明治に かけての 鄕土史 研究へ 豕 であった 吉彥 翁の 事で  ある。  此本は 今 は財團 法人 正宗 文 庵の 所藏 になって ゐる 

尙ー つ 研究すべき 問題が 殘 つて ゐる。 其 は 本書の 一名 「治國 平 天下^ 卷」 と ある 事で ある。 ^卷と あるから に は 「治國 

平 天下」 の 本卷が 無くて はならない 害で あるが、 私 は 今まで 其の 有る 事 を 聞き 得ない。 此の 事に 就て 井上 先生 は 俊 光 日 

記抄 二八 頁 (贞享 三年 八月 六日の 條) 

三以丈 同道、 押 小路 殿へ 參。 中 院公御 出、 天下 治 政の 一 册 吟味 有 之 了 

と ある 51 で 

勒 天下 治 政の 一冊 ハ前月 十三 日ノ條 一一 「誰に も不見 大事の 書に 候へ 共み せ 候 云. -當時 治世の 耍政也 目 六 ra- 十筒條 

一 程 あり」 ト 云へ ル モノ 並 一一 前 月 二十 九日 ノ條 一一 治 道の 解 一冊 ト 云へ ルモ ノト 同 ジキ書 一一 テ大學 或 問 ノ卷首 一一 治^ 平 

天下^ 卷ト アル ハ本書  一 I 對 シテ^ 卷ト云 ヘルー 一 ァラザ ルカ 

と 云 はれた。 先生の 勘 文の 如くで あらう と 思 ふが 其 本 は 見當ら ぬのが 淺念 である。 草 加 定環を 始め^も 蕃山 先生に 此 

著 ある 事 を 言 はない 所 を 見る と 秘中の秘と せられて 終に 亡んだ もの かも 知れない 

木 全集に 收む るに 當 つて、 常 山 藏本を 底本と し、 天明 八 年 本 を 以て 校合した。 天明 本に は 傍註 を 付して ゐる。 其れ は 

其 處に番 號を附 して 卷 末へ 集めて 出して おいた 

校訂の 凡例 はィ 本に 無き は 左 傍に 厶を加 ふ。 ィ本 にの みある は ( ) をして 加 ふ。 異同 は 横 又は 下に 書す。 下に 入る， る 

寺 は 一字の 時 はた i-c  〕 をして 下に 挿入す。 二字 以上に 渡る 場合 は 相異の 文字の 左 傍に • 印 をす る 
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此の 書 も蕃山 先生 眞著 として 疑 ひ 無き 書で ある。 延寶七 年 六月 (先生 六十 1 歲) 贈 北 小路 石 見 書 (書翰 集 八 九 更) に 

中庸 解 も淸書 出来 進 申 ゆ。 其 元 御 同志 中に 一部 御う つし 留可被 成 ゆ 

と ある、 此の 中庸 解、 即ち 中庸 小 解なる 事 は 疑 無き 事と 思 はれる。 俊 光 日記 元祿 十一 年 二月 十五 日の 條に 「昨 曰淸 水草 

春へ 息 游軒作 中庸 小 解 一冊 全 借 許 了」 とも ある 0 先生の 眞著 たる 證據の 一 つで ある。 同日 記元祿 元年 三月 十 SI 日の 條に 

「中庸 論語 小 解 全 六册代 十一 一 匁 五分 肝 煎 遣 候」 と ある。 こ- -に 云へ る 論語 小 解 は 或は 下 (即ち 論語の 十 一 卷 からの 註) と 

中庸 小 解との 事 かも 知れない。 丁度 前年 募に 論語 小 解 下卷が やっと 出来た ので ある。 此の頃に は 中庸 は旣に 版が 出来 

てゐ たものと 見える。 出来た 年 は 今の 處猶 不明で ある。 中庸 小 解 は 延寶七 年に 一 應稿を 了せられ て 門人に 示され、 寫本 

も 許された ので ある。 其の 當 時の 寫と見 ゆる 一本が 私の 手許に ある。 外に 柴田甚 五 郞氏藏 、北 小路 俊 光 自寫本 中庸 小 解 

を 借用して 比較して 見る に 俊 光本と 拙 蔵の 古寫 本と は 同 一 であるが 俊 光本の 方 は 後から 補訂が 加 へられて ある。 即ち 

延寶七 年に 出来 上った ま、 なのが 拙 藏古寫 本、 其 以後に 補訂 を 加へ た 本が 俊 光本で ある。 板 本 は 如何と 比較す るに 大部 

分 は 俊 光本の 補訂と 一致す るが 全部 一致す ると は 言へ ない。 開 板 後 も 補訂 ありし とすれば 俊 光本 を 完成せ る 本と 見ね 

ばなら ぬが、 補訂せ る を 開 板の 時に 更に 叉增訂 せられた やうに 思 はれる 處が ある。 f 齊明盛 服の 處の 註な ど、 それに 蕃 

山 先生 生存 中の 出版で も あるから) 其で 先 づ板本 を 底本と し、 俊 光本の 異同 は 註して 刊行す る 事に した。 柴田 君が 貴 
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重なる 本 を 貸 與し給 ひたる を 深謝す る。 昭和 十五 年 六月 一 一十 八日 正宗 敦夫 

附記 五 〇 頁 一 二 行 (有レ 道 反-, 諸 身- 不レ誠 不レ順 二 乎 鋭-) は 一 ッの 版本 無し。 藍し 脫 せる 事 を 心 づきて 後 前 入せ るな 

り。 古寫 本、 北 小路 本と もに あり。 補 入の 刷 本 は此處 字形 小し。 されば 訂正 本と 兩様 ある やうな り 

因 云。 靜嘉堂 文庫 蔵 (もと 松 井 博士 藏 にて 奮 押 小路 家傳來 本) に 「中庸 解義」 熊 澤伯權 撰、 寫、 一、 と 云 ふの が ある。 

蕃山 先生の 小 解と は 全く 異 つて ゐる 

中庸 解議  ， . 

仲 尼 曰、 君子 中庸。 小人 反 中庸 云々 

から 始まって ゐる。 註解の：^ 全く 蕃山 先生の 著に 似す と は 1 見して 思った が、 取り あへ す寫眞 にさせて もらって 熟讀 

しか、 つたが、 どうも 先生の 著と は 思 はれない。 其 處で先 づ藤樹 全書 (明治 廿六年 版) を披閱 した 處が卷 三 に 「中庸 

解 一 が收 めて あって 終に 

此後 門人 加 世 氏 先生 ノ 講義 ヲ聞テ 私-一記 ス處卄 余 章此解 一一 附會ス ル本ァ リ詞甚 鄙 個 也 後世 誤テ 先生. S 解- 1 混ズべ 

カラ ズ 

と 云 ふ が 書いて ある。 私 は 恐らく は靜嘉 堂文寐 本の 中庸 解 義は是 ならん と 推察した。 解の 様子 も 藤樹の 解と 大略 

似て ゐる。 しかし 共 時 は 私 は藤樹 先生 全集 を 持って ねなかった から 調べが 出来なかった。 其 後 岩波 寄 店發 行の 昭和 


十五 年 四月 一 一十 五日 增訂第 一 刷發 行と 云 ふ、 藤樹 先生 全集が 到着した から 早速 調べ て 見る と、 中庸 精 解と して 載せら 

れて あるの が 即ち 此靜嘉 堂 文庫 蔵の 解義と 同じ 本で 有って 私の 推察 通りであった。 うっかり すると 大 失態と なる 處 

であった。 今 岩波 刊 本と 比較す るに 靜嘉堂 文庫本が 確かな やうな 氣 がする。 全 鉢が 漢文 的に 書かれて ある 點が 多い。 

例へば 三 頁 二 行 「只 戒慎 スルト 戒慎 セザ ルー 一 ァリ學 者ョク 看得ス べシ」 の處、 校 者が 愼の下 ス字を 補 はれた と 頭註 

せられて ゐ るが、 靜嘉堂 文庫本 は 「只 戒愼與 不戒愼 ァリ學 者 好 ク可看 得」 とやう になって ゐる。 同 頁 終 ヨリ 三 行、 提 

醒を 頭註に 「或ハ 提撕ノ 誤」 と あるが 靜嘉堂 本 は提撕 となって ゐる。 岩波 本に 此靜嘉 堂 本 を參考 せられ ざり し は、 念 

に は 念 を 入れられた 本 だけに 惜レ 事で ある 
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一 

孝の 道理 を 敎へ給 誓なる 故に 孝 經と名 付た hso 聖人の 道を傳 たる 書 を經と 云。 經は常 也。 聖人の 道 は 万古 不易の t 一 

道に して、 無始 無 終の 理也。 夫 孝 は 天地 生々 の理 にして、 至誠 眞實の 心 也。 故に 孝子に は 神明 不測の 靈感 あり。 孝 一 

經は曾 子に よりて 發 明し 給へ り。 曾 子 は 質 美に して 天然と 孝子 也 0 しかれ 共學 いまだ 至 所に 至らざる 以前 は、 大舜ー 

の 孝に 不及 こと あり。 大舜は 誠より 明なる 聖人 也。 曾 子 は 明なる より 誠 ある 大賢 也。 其 至れる に 及て は 一 也。 曾 Hi 

も 孔門に 不 入して、 大 舜を師 とする の學 なくば、 た 孝子と 云に 終ん のみ。 孝子 なれ 共 賢人と は 云べ からざる 人 多 一 

し。 善に 明に して 身に 誠 有 は 君子の 孝 也。 故に 德 聖賢なら ざれば、 大孝 とはい ひがたし 0 曾 子の 學 すでに 至 所に 近 j 

して、 大舜の 孝に 及ん とす。 故に 孝の 大本 大用 を說 給へ り  一 

仲 尼 間 罟シ 玉フ  仲 尼 は 孔子の 字 也。 間 居 は 事な く獨 座し 給 時 也。 申々 夭々 の 氣象思 ひやるべし。 數 千歳の 後、 一 

東夷の 小生と いへ 共、 まのあたり 其德 容を拜 する がごと し  ： 

曾 子 侍 坐セ" 孔 夫子 獨 座の 折節、 曾 子 来て 侍 座せ り。 君 父師の 前に は 侍と 云 也  一 

子ノ曰 參 先王  參は曾 子の 名 也。 父と 師と 子弟 をよ ぶこと 同じ。 人 は 三に 生す。 父 生じ， 師敎 へ、 サ：. 養 也。 一 

故に 是に 事ル こと 一 の ごとしと い へり。 先王 は 古昔の 聖王 也。 上古 は 天爵 人爵 相應 す。 天子の 位に 在す 人 は聖德 あ. 
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り。 ^人 は必す 天子の 位に のぼり 給へ り。 堯は唐 侯より 天子と 成 給 ひ、 舜は 野人より 堯のゅ づりを 得て 帝と 成 袷 ひ、 

禹は 諸侯より 舜の饑 を 得 給が ごとし。 王の 字の 三 富 は 天地人 也。 中 を ー は 天地と 德を 合て、 三才 一貫の 道德 ある 

象 也 

有ーァ I 至德要 直 一 德は得 也。 天に 得て 心に 主たる 者 也。 人. < 同 有の 善 也。 此 固有の 德を先 明に して、 衆に 先達 人 

を 賢者と も先覺 とも 云 也。 純粹 至善 天と 同 鉢に して、 名 付い ひがたき を 至 德と云 也。 道 は 人の 共に 由と ころ 也。 一 

を 以て 衆 をす ぶる を耍と 云、 或は 知て 行 ひ、 或は 不知して 由、 天下の 大道 也。 德は朱 發の善 3。 道 は 已發の 善 也 0 

已發 にあら ざれば 天下 共に 由 こと あた はす。 未發 にあら ざれば 心の 根た る こと あた はす、 溥博淵 泉に して t- に 出す 

こと あた はす、 故に 未 發の善 を 至善と 云 也 

7^ チ頂； 一一 ス 天下一 順にす る は治ル よりも 大也。 よく 其 性 を 1^ し、 人の 性 を 藩し、 物の 性を盡 し、 天地の 化育 を 助 

て 人物 备其生 を とげ、 其 所 を 5r 無爲 にして 無事なる を 順と い へり。 井 ほりて 水の み、 耕して 食す。 帝 德何か 有と 

い へる は 順の 至 也。 政 を 以て 民 を 養 ふとい へ 共 民 これ を しらす 

民 ハ；； P チ 和^-" 民 は 衆多の 稱也。 位な き 人 也。 多 を あげて 少を かね、 かろき を あげて 重 *0 をかぬ。 公卿 請侯大 

夫 十 は 位 有人に して 数 少し、 重き は數 すくなく、 かろき は數 多し。 數 かぎりなき *i 人と いへ ども、 人 は^ 先王と 同 

心 同 始也。 故に 至 德耍道 を 用て 受用 とせす と 云 事な し。 いはん ゃ士 以上の 位 有人 を や。 至德耍 道の 德敎 人倫に 及て 

畢 党 

和睦せ 十と 云 事な きこと、 春 人間に いたりて 賤 夫の 小 家まで も 春風 和 氣を樂 がごと し。 ひつけう 贵賤 共に 至 德耍道 


1 一一 

の 化 を かう ぶりて 和睦す る 也 

上下 無 t 怨ミ。 女 知" 之. '乎  至 治の 代 王公 諸侯 は 君た る 事の かたき こと を 知 袷 ひ， 卿大夫 士は臣 たる 事の 

やすから ざる こと を 知、 .^i 人 は その 樂を樂 しみ、 其 利 を 利と して 外 を 願 はす。 故に 贵賤 共に 自反 愼獨 して 己 を修る 

に 厚ク、 人 をせ むる にう すし。 上天 を もうらみ す、 下人 を もとが めす、 上下 共に. S きど をり うらむ る 心なき 也 

曾 子 避-い 席ヲ 曰ク。 參 不レ敏 カラ。 何ゾ足 一一 フー ン以テ 知 レニ 之？ 

曾 子 たる 所 を 退き、 愼て 答て 云、 參敏 明の 質に あらす、 敎を不 待して いかで か 知らん と 也 

子 曰。 夫 レ孝ハ ラ之卞 ナリ也 孝 は 太虚の 神道に して、 造化の 含德 也。 人に 有て は 万善の 淵 泉、 百行の 源 也。 

故に 德の本 也 

喉/之 听ひリ 由 テ生づ 也 人の 心に 天より 得た る 孝德有 こと 穀の 種に 生 意 を ふくめる がごと し。 故に 敎 によりて 

其 固有の 善心 を ひらき 生す。 是を， し， 是を 舞して 生す る 所 也。 造化の 鈹舞、 敎の鈹 舞、 同じ 種 を 地に まく こと、 

人に 天より 得た るが ごとし。 種 は地氣 これ を 含 養し、 雨露 これ を 潤し 風 雷 これ を 被し、 日月 是を覆 育し、 是を 生じ 

是を長 じ 是を實 のらし む。 物の 春 生す る は 幼に して 學 がごと し。 夏 長す るは壯 にして 行が ごとし。 秋實 のる は老て 

敎 るが ごとし、 先王 人の 善心 を 生じ、 長 じて 和睦せ しめ 給へ り。 德敎 法式 は 是を鈹 し、 是を 舞す るの 備 也。 德は先 

王 民の 父母た る 慈 仁の 厚 心 也。 是 天の 生理の 先王の 心に 有 孝 德也。 敎 は大學 校小學 校禮樂 弓馬 書數 の六藝 也。 法 は 

今の 法度の ごとし。 式 は禮式 也，" 法 は そむく 者に は刑罸 あり。 式 は そむきても 罸 なし、 禮 を- 个知を 恥と する のみ。 
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故に 法は數 すくなき をよ しとす。 多ければ 人 くるしみて 邪 偽 生す。 政 は 人の 心 を 直にす るより よき はなし。 しかる 

に 法度に よりて 人心 邪 偽になる は 本 を 失へ る 也。 式 はく はしき をよ しとす、 く はしければ 上下 贵^ 安 じて 無事 也。 

つまびら かなる 事 は 或 問に 論す 

まゆ 坐-吾 レ jj^n ぶ 女-一 0 五 等の 孝を說 たま はんとす。 一言 C 盡 すべきに あらす。 故に 本 座に かへ らしめ 給 也 

身 體髮膚 ハ受； パ乂母 r 不 |1ハ 敢-, 毀傷？ 孝 ノ之始 ナリ也 

人我 身 を 愛せざる 者な し 0 然共 父母に 得て 遣躲 たる 理を思 ひて 愛する 者 はすくな し。 父母の 我 を 生じ、 -:六^?^して長 

成した る 身 也。 父母 或は 老、 或は 死しての ち も その 遣お の 身 也と H 心へば、 一 入 大切に て、 そこな ひやぶ るに 不忍。 故 

に 一 朝の いかりに 其 身 を 忘る k は 不孝 也。 古人の かみ ひげまで を 愛した る は此心 也。 孝 は 天地万物 一 体の 现也。 先 

此身を 父母の 身と し、 親子 一 鉢の 思 ひ を 生す る は 孝の 始也 

立け きバ マ" 道ヲ 立身 は 全人と 成 也 U 全人と は 道 器 合 一 の 身 也。 形より 上なる 者 を 道と 云、 形 色な くして 身の 主 

也。 形より 下なる 者 を 器と 云 0 器 は 此形也 0 道の 舍也 0 道の みに て 欲な き は 未 生 以前 也。 これ を 人生れ て靜 なる は 

天の 性 也" 靜 なる 以上 は說 ベから すと い へり。 聖人と い へど も此形 ある 時 は、 此 形の 砍 あり。 凡人と い へ 共 此性ぁ 

る 時 は 義理な きこと あた はす。 形の 欲、 性の 義理に したが ふ を 道と 云。 欲 あれば 義理 あり、 物 あれば M 有と 云 是也。 

天下 共に 由 所 也。 此道 聖人に よりて 全し。 敎の 生す る 所 也。 自然の 理を 以て 云 時 は、 天地の 間た ^ 天理 至實 にし， て 

無妄 也。 故に 天理 誠の 名 を 得たり。 天の 道 鬼神の 德の ごとき 是 也。 德を 以て 云 時 は 有 生の 類た Y 聖人の 心至實 にし 


て無妄 也。 故に 聖人 誠の 名 を 得たり。 不勉 して 中り 不 思して 得が ごとき 是也、 とい へり。 吾人の 不及 所と い へ 共、 

立身の 的 は 誠 也。 吾人の 誠 は 善に 明に して 身に 誠 あり。 善に 明に して 身に 誠 ある を 立身と 云 也-" 道 器 合一 の 身 を 立 

ル時は 五倫の 交り 皆 性に したが ふ 道 也。 道 を 行の 條目は 左に 見えたり 

場； ァ 一名 ヲ 1^ 後世 一 當 世の 名 は ほめ そしりに あやまり も あり、 其 上 利に 近き こと あり。 後世の 名 は あやまりの ほ 

め そしり 消して 公論に なれば、 君子の 名 は 後世に 立ル者 也。 上に 在て は 仁君 良將 等の 名 あり。 下に 居て は忠 Hi 義士 

等の 名 あり。 慈父 孝子 良 夫 貞女 友愛 爭友 等の 名 あり。 知者 は 不惑、 仁者 は不 憂、 勇者 は 不惯、 等の 名 あり。 不惑 不 

憂 不懼の 中、 右の 善行 あり。 書に 記せる 所 分明 也 

. ^テ顯 一 スハ、 乂 a-T 孝" 之.^.' ナリ也  父母 を あげて 先祖 を かねたり。 嘉言善行 によりて 家名 を あら はすな り。 名 後 

世に あがり たれば、 善人の 德行 全し。 家の 名 を あら はす は 先祖 父母に 孝 ある 事 至れり。 孝の 成就 也 

夫 レ孝ハ 台；. 一 、事 = 親-一 孝の 生理 情に あら はれて 愛敬と なる。 子 生れて 母の 懐中に そだち、 父の ひざに いだか 

れて 神の 知 を 開く に隨て 父母 を 愛する 心 生す。 花の つぼみの ゎづ かに 火と ぼした るが ごとし。 漸々 神 知 開て 子の 心 

に 親 を 敬す る 心 生す。 花の 漸 ほころびて 淸 香を發 する がごと し。 心の 愛敬 親に 始て發 する 故に 始事 親との たま ふ。 

五倫 皆 相愛 敬して 孝 なれ 共、 本分の 名なる 故に、 親に 事ルを 孝と いへ り。 故に 經には 五倫 皆 孝なる 道理 を說 給へ り 

.0..ー--)ゃ事|!1君 親に ひらけた る 天性の 愛敬 を不 失して、 君に 事ル 也。 君臣 は 三 綱 Q 1 にて 重 故に、 事 君 を 以て 

朋友の 道 を かね 給。 夫婦 兄弟 は 家 道 なれば、 事 親の 中に あり。 朋友に は 品 あり。 或 問に 見えたり。 長 じて は 父に 
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か はりて 公用 をつ とむ。 學 校に て學び 家に て 習た る 道 を 仕官に 行 也 

畢 竟 

終、  > 、立 身ヲ 道 器 合一 三. K- 一貫 G 身 也。 故に 此 立身 は 明. "-德 也。 終 は ひつけう 歸 の義 也。 五倫の」 义り错 明 

德の受 用 也。 曰 用 常 行 六藝の 遊に いたる まで 明々 德の 功に 非と 云箏 なし。 德を成 こと は 善 を 行に しく はなし。 雞 

.g- てお きて 孳々 として 善 をす る 者 は 舜の徒 也と いへ り。 善 は 五倫の 交りに 道 有を大 也と す。 父子 親 あり、 升？ 臣義ぁ 

り， 男女 刖 あり、 長幼 序 あり、 朋友 信 あり、 是を五 典と 云。 わかちて いへば、 父 は 慈に、 子 は 孝、 君 は 仁に、 臣は 

忠、 夫 は和義 に、 婦は貞 順、 兄 は 愛、 弟は悌 * 朋友 互に 信 あり、 是を 十義と 云。 これ 孝の 條理 也。 同じく 五 典十義 

を 行へ ども、 心外に 向と き は 明々 德の 功と ならす、 眞の 善に 非す。 心內に 向と き は 五 典十義 はいふに をよ ばす、 六 

^の 遊に 至まで 明 々德の 功と 成て 善行 也。 たと へば 路頭に て 朋友に 逢て、 彼ハ 歩行、 我" 馬 なれば 下馬す。 むつ かし 

ながら 1^ 馬す ると 思 ふ は 外に 向た る 心 也。 德を 積の 善行なら す。 人道 は禮 ある を 以て 尊し、 禮を行 は 善行 なれば、 

善 をす る こと を樂て 下馬す る 時 は 積德の 功と 成 也。 日々 に 事. に 如 此心を 用る 時 は、 德 つもりて 名 を 成 者 也。 他 は 

をして 知べ し。 身 を 立ルに 終の かぎりなき 善行 は受 用の 人知べ し  - 

大雅- ー云ク 0  ,瞎 ン" 念 D 「爾ノ ：g 一. Jlj- 『一修 ム M ノ德ー  尔ノ祖 は 人々 の 祖也。 人々 の祖は 太虚 天地 先祖 父母 也 0 

太虚 は 天地 を 生じ、 天地 先祖 を 生じ、 先祖 父母 を 生じ、 父母 我 を 生す。 天地 は 人の 太祖 也。 天地 は 生々 を 以て 心と 

す。 . ^は 天地の 心 を 以て 心と す、 故に 厥 德は孝 也。 孝德を 身に 條め 人事に 行 を 孝子 孝 孫と す。 人心の、 缺 父母 を 思 は 

すと 云 車な し。 祖を思 はすと 云 事な し。 本 をお も ひ 本に 報る は 孝 也。 我 性 命 身体 父母 先祖に 受 たれば 也 

穴 


愛ュ 親.^ 者ハ不 H 敢テ s 於 入 r 敬 ス疏ヲ 者ハ不 慢 於 人？ 

魏 愛する 者 は 心の 德 愛也。 五倫に おいて 二心な く 二道な し。 故に 天下に に.，^ むべき 人な し。 親 を 敬す る は 心の 德 

敬 也。 天下に あなどるべき 人な し。 親に 向 心、 他人に 向 心と て 二なければ 也。 不悪 不馒は 愛敬の ひろき を 云 也。 四 

海 一家 中國 一 人の 意 也 

愛敬 盡ス、 "、事 さ 一親-一 其 親 を 愛敬す とい へ 共、 天下に 一 人 もに くみあな どる 人 有 時 は 愛敬の 全 を 極た るに 非す、. 

盡 とい ひがたし。 天地の 化育 を 助く る 道に 非す。 善 を 好して 不能 をめ ぐみ 給 は、 大君の 親に 事、 德に盡 の 愛敬 也。 

大君 は 天下の 父母たり。 人の 親子 を 愛すれば 愛の 實 あり。 實の備 は 子の 田 宅飮食 衣服 家財 等 也。 此備を はからす し 

て、 た に 子 を 愛する は、 犬馬 を 愛する がごと し。 犬馬 だに 養 ふべき 物 あり、 人君 士民を 愛し 給へば 愛の 實 あり。 

實は 仁政 也。 仁政 中の 備は田 畠 五穀 桑 麻 山林 川 池 魚 鳥 牛馬 等の 政 有。 仁政 犬なら では 愛敬 盡 とい ひがたし。 まなる 

こと は 或 問に 見えたり 

而德敎 加 n 於 百姓 r 刑 r- ル於 四海 r 蓋シ 天子 ノ之孝 ナリ也 

大君 は 天下 第一 の 位に 在して 高ければ、 德 不德、 善 不善 かくれな し。 德 あれば 自然と 感化して 敎と成 者 也。 其 上に 

政教 法式 時の 中に かなへば、 天下 草の 風に なびく がごと し。 百姓 は 百の 氏 也。 中 國の民 也。 昔 は 日本 も 農兵に て士 

民間に あり。 今の 武士 國主郡 主まで も 昔の 百姓 也。 故に 在 名 あり。 德敎 百官 士庶 人に 及 也。 四海 は 東西南北の 鱧 儀 

にう とき 國也。 各なら はせ る 風俗 あり、 しいて 敎 へす といへ ども、 德澤に 潤 はすと 云 事な し。 風 を のぞみ 尊信し し 
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たへば、 令せ ざれ 共 自然に 化する を 刑と ると 云 也。 舟 車の いたる 所 人力の 通す る 所、 天の 覆 所、 地の 載 所、 曰 月の 

照 所、 IS 露の 墜所、 凡血氣 1^ 者 は 尊信せ すと 云 事な し。 是を德 敎加於 百姓 刑 於 四海と 云 也。 天子の 孝の 至 也 

甫 刑-一 云ク。 一 人 有レ. i 慶兆 民賴 1 之ヲ  上 一 人 也。 慶は善 也。 福 也。 善 ありて 福 を得ル の よろこび 

也。 上 一人天下の 父母た る善德 あれば、 生 付 給 天命の 上に、 又. _< 天より 命 を 重 給て、 福 かぎりなし。 天下！^ 兆の 人 

民 子々 孫々 道 ある 治世に 住て 安樂 也。 是 兆民 頼 之 也。 舜は それ 大 孝なる が 德 聖人たり、 尊 天子たり、 富 ra: 海の を 

有ッ。 大德は 必其壽 を 得と い へり 

居" 上- -不 ぶ驕ラ 高" 而 不レ危 カラ 諸侯 は ー國の 上に 居て 國の君 也。 一 國皆臣 也。 民 也。 を そるべき 者な し。 

1 國の 富は大 也。 彼是 以て 驕 易し。 或は 才知に 奢り、 或は 年に 奢りて、 下の 諫を いれす。 されば ー國の 才知 を 用て 

1 國を治 ル道を 不知、 我才 に自滿 して 我 知 ありと する 時 は、 政令 下にいた りて 人情 事變 にもと る 事 あり。 位に 驟り、 

富に 竊 り、 知に 奢ル、 此三有 時は國 長久なら すして 危し。 諸侯の 大 不孝 也。 故に 公侯の 孝なる は、 其 位に 不 竊 して、 

^中の 老人 有^ ネ 知に くだりて、 問 こと を 好み、 人情 事變に 通じて、 政 敎を行 時 は、 位高 けれ 共 不危の 道 也 

制- 1- 節" 謹" 1 度， 满 "而不 レ溢レ 制 節 は 一 國の 貢物 を 用る 法 也。 謹 度 は 在國の 諸侯の 行儀作法 禕- 有事 を愼む 

也。 いにしへ は 一 國を 以て 一人に あたへ す、 一人 を 以て 一 國を 治しむ。 故に ー國 の富大 也と いへ ども、 阈の爲 民の 

爲に 剤ん とすれば、 よく 心 を 不用ば 不足 者 也。 蓮氣 にて 或は 早、 或は 風水 等の 損 毛 あり。 其 時に 國 中のう へざる た 

く はへ 有。 又は 夷狄の 難の 備 あり。 兵 を 用る に は 積 米 多からで は、 內堅 固なら す、 兵强 からす。 國 中には 毎年 井川 


池 堤 舟橋 路次 等の 普請 あり。 百官の 屋 町民 屋の被 損 あり。 山澤の あれす、 財 木 薪の 多なる 制 法 有。 士家 町、 在 在 火難 

の備 あり。 貧乏の すく ひ、 諸宫諸 職の 设領、 冠婚 喪祭の 用、 大 學小學 の領、 王 都の つとめ、 隣国の 交、 其 外 不時の 

用 多ければ、 無用心に て は 一 國の富 も 足が たし。 故に 公の 一年の 藏入を 四に し、 三 を 以て 諸 用 をと、 のへ、 一 をた 

く はへ とす。 是則 天道の 四時に 則と る 者 也。 春 生じ 夏 長 じ狄赏 のり 冬藏 すの 道 也。 三年 積て 一年の 貢 あり、 九 年 積 

て 三年の たく はへ あり。 三十 年 積て 十 年の 用 あり。 三十 年 を 通と 云、 此 通なければ 水 旱風火 兵事の 備 全から す。 是 

制 節の 第一 也。 一 國の富 は大也 。其 上に 如此 たく はへ 有と いへ 共、 民 と共にして 君 一人の 驕 なければ 滿て不 溢。 く 

はしき 事 は 長々 敷ければ 或 問に 論す 

高く 而不ル i 危 カラ 所- 以ナリ 長ク守 プ貴ヲ 也。 満テ而 不ルゅ 溢 レ所ー i 以ナリ 長 ク守ブ 富ヲ也 

諸侯 は 其國に 君と して 位 尊し。 高き 者 は必す 下ル勢 あり。 危地 なれ ども 謙德を 養て 賢才に くだり、 匹夫の 言 にても 

善 なれば 好し. 可に 當るを 用 給へば、 人情 事 變に應 じて 長 ク貴を 守り 給 也。 一 國の 五穀 財 寶滿れ 共國人 と共にして、 

私欲の 用少 ければ、 民と 共に 樂て あふれす。 故に 長ク富 をた もち 給 也 

富貴 不， 離 一 レー 其 iT。 然メ 後チ能 ク保 一一 ァ -其ノ 社稷 To 而メ和 M ハ 民人 To 蓋シ 諸侯 ノ之孝 ナリ也 國君富 

貴 を はなれて は 君の 用な し。 謙德を 以て 貴 を 保チ。 仁政 を 以て 富 を 保て 富貴 其 身 を はなれす。 故に 君の 天命 長し。 

其國 土の 神 を 祭て 社と し、 五穀の 神 を 祀て稷 とす。 人民 を 養 ふ は 土地と 五穀 也。 君 は 人民 有に よりて 君 也。 人民の 

心 はなる、 時 は獨夫 也。 故に 其 國を有 を 社稷 を 保と. S へり。 社稷 を 保 こと は 民人 を や はらぐ るに あり。 和と は 人民 
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の 心 を 得 ル也。 上 父母た るの 誠 あれば、 下 子の ごとくなる 實 あり。 人民と つ 5^ きたる 時 は、 士 以上 を 人と いひ、 *i 

人 を 民と 云 也。 夫 諸侯の 寶三、 土地 人民 政事と いへ り。 政の 中に 敎 あり、 學 校の 政と もい へり。 政敎 よく 人 K 和ぎ 

長ク其 土地 を 保て 先君に つかへ 給 は 諸侯の 孝 也 

詩 一一 云ク。 戰々 兢々 トち 如 t 臨 S 深淵 一一 一」 如 t 履， 薄氷 T 

深淵に のぞみ 雜氷を ふむ 時 は 懼愼の 外 他念な し。 諸侯 富贵 なれ 共 危地 なれば 戰兢 の戒 あり。 易の 乾の 九 三 も、 下の 

上に て、 諸侯の 位 なれば 戒 あり。 五筹 共に 戒慎 恐懼 あらす と 云 ことな けれ 共、 取 分 諸侯に 東し。 ^して 長 ク國を 

有て 子孫に 傳へ、 先祖 父母の 祭祀 を 奉す る を 孝と す。 天下 道 あるに も 道な きに も、 危地に して^ E ふかき 人情 時勢 

あり。 諸侯 善に して 懼 ふかき は 道な き 代の 事 也。 大君の 恥 なれば 治 道に 志 あらん 大君の 爲或 問に 論す。 生れながら 

の 上ら ふ はしろ しめしが たき 人情 事變 あり。 大舉中 赚の或 問に ものせ たり (詩 は 小雅小 安の 篇 なり R ァリ) 

•  • (十 シ) 

非， づ 先王， 之 法服 一一 不二 敢テ服 y 法服 は 1 儀 儲れ る 服 也。 禮儀備 る 時 は易簡 にして いやしから す、 質素に し 

てつい え すくなき 者 也。 衣服 は 人の 身の 文章に して 禮 儀の あら はる V 所 也。 人道の 美 也。 是 先王の 法服の 名 也。 

世間の はやり 物に 習 ひもて ゆけば、 禮傲 粗略に なりて、 風俗い やしく 却て 過 美に 成 者 也。 過 美 なれば 數多 なりて 易 

簡 ならす、 次第に 十^ 贫乏 する 者 也。 如 此の 人情 を 知て、 卿大 夫の 家に 法 を 守て 時の ついえに うつらす、 卿大夫 は 

万^^-古風に公道なるをょしとす。 君 を みちびき 士を敎 へ、 民 を 安す る 事 を 職分と する 家 なれば 也。 しかれば とて 時 

にあ はざる 事 を かたくなに 守 ルには 非す。 世 中 五十 年に 小變 し、 五 百年に 大變 す。 されば 昔の^ 全クは £ ひられ ざ 
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る 者 也。 いにしへ を 守て よき 事 あり。 よからざる 事 有 0 衣服 を あげて 文武の 道具屋 作家 財 等 を 其 中に ふくみた る 

也。 文く はしき 事 は 或 問に 見えたり 

非 1  レー バ 先王 ノ之法 言- 1- 不二 敢テ言 一 言葉 も 昔の は 文字に も 道理に も あたれり。 俗の はやり 詞、 夷 中の かた 言な 

どひろ ごり て、 しらすく いやしく 成りて ゆく 者 也。 往来の 書簡 も、 昔の は易簡 にて 事 達せり。 俗にした が ひゆけ 

ば、 無用の 文 言 多く、 文 鉢い やしく 成 ゆく こと あり。 言葉 も 文章 も 古法の 禮儀 正しき を 不失を 法 言と 云 也 0 古家 遺 

俗流 風 善政 存 する 者 あり、 と は卿大 夫の 世々 にして 古き 家 有 を 云 也。 言葉 文章 衣服 道具 等 正しき を 用る は士も 同じ 

事 なれ 共、 士は入 か はる 事 あれば、 他の あやまりに 習な どして 失 ひ 易し。 故に 大臣の 家のう ごかざる を 手本と する 也 

非 l1 バ 先王.' 之德 行-一-不二 敢テ行 一 古を師 として 道 ある 行跡 作法 也、 繼君法 をと り 百官 問學 する 家 なれば、 言 

、 みだりに 不發 行、 みだりに 動かす、 必 よる 處 あり。 卿 は 善 を 明に し理を 明に し、 大夫は 人 を 助進ル 職分 也。 すべて 

賢 を 進 メ能を 達する を卿大 夫と 云と い へり 

是， 故-非 レ 1 法- ポレ 言ハ。 非レ. 1 道- 不ュ仃 ナハ。 口-無 ^ 擇 ハン 言？ 身- -無； _ー擇 ハン 行 7 言滿 _;1 天下一 

無 r! 口， 過 t。 行满 r- 天下- i 無； 1 怨ミ惡 t ル； 天子の 卿大夫 諸侯 百官 天下の 人に 逢て 私の 言な し。 いふべ 

き は 公事の み。 是法 にあら ざれば 不言 也。 行事 は 君の ため、 天下の ため、 扱 は 文武の 業 也。 是道 にあら ざれば 不行 

也。 言行 は 君子の 框機 也。 柩 機の 發は榮 辱の み 也。 これ 口 好 を 出し 兵 をお こす、 君子の 愼所 也。 えらびす て、 そし 

るべき 言行なければ、 天下に 滿て 過な く、 人の 怨惡を 取； J となし。 言 は 心の 聲也。 仁心より 出ル もの は 仁 言 也。 行 は 

孝お 小 解 一  1 1 - 
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心の 動 也。 仁心より 動 もの は 仁 行 也。 たと ひ 過 あり とても 仁者の 過 なれば、 人 感心す る 事 ありて 怨悪 する ことなし 

コマ：^ 備"/ う 然，. 後チ能 乂寸 1 つ 宗廟 一。 蓋 シ卿大 夫.^ 之 孝 ナリ也 

服 言 行の 三の 者 道に かな ふ 時 は、 長 ク其家 を 保て、 父母 先祖の {示廟 を 守り、 祭祀 を賠 ことなし。 中 江 氏 云、 宗は尊 

也。 廟は貌 也。 先祖の 尊貌の 在所 也。 曾 子の 君子 道に 貴ぶ 所の もの 三と いへ る も、 士大 夫の 德 行の 受用 也。 事 は そ 

れ くの 位 人 あれば、 時に あたり たづね 問ても 可也 

；&- 一 云ク。 夙夜 匪 "-懈 ル-ー 以テ事 コル 一人- 1  一 一人 は 君 一人也。 さめても いねても 君 一人に 忠 ある 心の 外 無 他念 

也。 全體の 精神 君に ありて、 私の 威勢 を 思 はす、 是卿大 夫の 德 行の 第一 也。 家老 大臣に は 威勢 付よ きお 也。 私の 威 

勢 ある は其國 にも 害に、 其 家に も 凶 也。 此には 天子の 三 公卿 大夫 をのた まひて、 諸侯の 卿 大失を 其 中に かね 給へ り。 

位綠 政事 大小 あれ 共 職分 は 同じ。 君 一 人に 事ルを 以て 孝との たま ふ 道理 至極 也 

fj-; ザ 一 於 事 ti 父-一 以テ事 一け 母-一而 ^ 愛同ジ C 资 r 一 於 事 レュ父 一一 以 テ事レ W 君-一而 メ敬 同ジ。 - 故 一一 母-一 ハ取 r, 其ノ愛 T 

而ノ 君- ハ取 昼つ 敬 一。 兼 ュ之ヲ 者ハ父 ナ "也 

父に 事 ルに發 する 天然の 愛敬、 母に は 愛子 を 用 ひて 敬 存す。 君に は 敬 事 を 用 ひて 愛 存す。 父に は 愛敬なら び 行ル。 

心 ありて さやうな るに あらす、 心の 祌通妙 用 自然にして しかり 

故- 以け孝 ザ事ル トキ i 君-一則 忠 ナリ。 以-け 敬？ 事 „ ^ト t 長-則 チ順 ナリ。 忠 順不， 失ナハ 以テ事 S つ 上？。 然メ 

後妯， 保 S ハ， 爵祿ー 而 MKi せつ 祭祀 一。 ST +r 之 孝ナ" 也 

,  1U 
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親に 事ルの 孝、 君に 事て は忠 となり、 兄に 事ルの 敬、 長に 事て は 順と なる。 二心な く 二道な し。 忠臣 は 孝子の 門に 

出と 云 もの 是也。 故に 忠臣なら ざる は 孝子に あらす。 もし 利祿 のために 外忠順 をな すは忠 順に あらす、 失 ひたる 也。 

君子 小人、 形 同して 心 異也。 贵賤 男女 君子 小人 共に 五 達 道に よらす と 云 事な し。 故に 無事の 時、 外より 見た る 所 は 

さの みか はらす、 年 突 一して 松栢を 知、 國亂て 忠臣 を 知と いへ り。 變に あは ざれば 孝子 忠臣 共に 知が たし。 然共 天地 

鬼神 は あざむかれす。 孝悌の 誠を不 失して 國に 仕て 忠 順なる 時 は、 よく 其爵 rt を 保て、 其 父母 先祖の 祭を不 絶は士 

の 孝 也 

詩-一 云 ク。 夙-一興 キ 夜-一 寐テ無 i 恭ール 「爾 ノ听生 T 所 生 は 己 を 生す る 所 也。 父母 先祖 天地 太虚 也。 天道 は純粹 

• 至善 也。 其 中より 生来て 善人なら ざる は 所 生 をけ がす 也。 士は 士君子と て 文武 ある 稱也。 しかるに 文 道に くらく、 

武道に も 不達 は、 何 をして， そだち けん、 と 父祖の 家風まで 人に おも はる V は、 眼前の 父祖 を もはづ かしむ る 也。 故 

に 夙に 興、 夜に 寐て、 問 學諸藝 を 心がけ、 其 身 善人と 成て 家に 稱せ られ、 國に用 ひらる- -を士 の 孝と す 

用 一 ヒー 夭 ノ之道 一因, ルー 地ノ之 利-一一 天道の 時節 をよ く考 へ、 地の 五穀に よろしき 利に したが ひ、 農業に おこたら ざ 

る 也 0 天下の 事 は 農業より 大 なる はなし。 時に 先達て 用意し、 時に を くれす してた ねまきう ふる 者 なれば、 いにし 

への 聖主、 民に 時 をさづ くる 事 を 政の 第一と し 給へ り。 上古 は曆 なし U 天文の 官 たかき 屋に 居て 晝夜 天氣 をう か？ 

へり。 十一月 幾日の 何時より 一陽来復す、 冬至 也。 それより 惑に 入日 時、 立春の 日時、 仲春、 立夏、 夏至、 秋分、 

置  ^ 

四時の 土用、 月々 の 節 等 • 空に 氣を 見て 天下 四方の 國々 に 命令す。 ちゆ」 „i して 命 を 偉る こと は、 いにしへ は此 事よ 

孝 經小解 1  1W1 
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り 外 はな かりし 也。 よく 治りた るし るし 也。 道德 ありて 問學 ひろく、 天文に 器用に て、 好て 見覺 たる 人 を 此宫に 用 

ひられたり。 帝 堯の時 義氏和 氏 を 四方に 置て 氣を うか 5^ はしめ 給 ひし も、 民に 時 をさづ くる 政 也。 此 時分よりも は 

や 此官に 居 人 まれな りしと 見えたり 0 上より 命じ 給 ふば かりにて はなら す、 其 身 天然と 好 者 を 用 ひられたり。 好 は 

器用 なれば 也。 如此 まれに て は 後世 は 此官に 置 人な からん。 しからば 農業 も 時 を あやまるべし とて、 大舜薄 璣玉衡 

曆 算 

を 作 給 ひて 暦 を 命じ 給へ り。 是 より 後 は 平 人 にても 此れき さんだ に傳受 すれば、 曆を作 ことの 成 やうに し 給へ り。 

これ 聖人 神明の 知 也 

因 地 之 利 は地義 各よ ろしき 所有 を 利と 云。 田に 早 田 中 田晚田 あり、 地髙 なる 田 は 早 稻中稻 に 宜し、 地 低り なる 田 は 

晚稻 によろ し。 早 中晚の 中に も 種々 あり。 古老の いひ 傳ぁ. 9、 自身の 作覺 あり、 國 によりて か はる も あり。 先天の 

道 を 用て 地の利 を はかる に、 五月 はさみ だれと て、 雨の ふる 時節な り。 此 雨水 を 用て あまねく 田に 稻を うへ 付 ル也。 

所に より 四月より う ふる も あり。 年に より 時分に 雨 ふら ざれば、 池に たく はへ たる 水 を かけて うへ、 川が、 り は 井 

手 を かけて 根付す。 六月 は 雷雨の 時節 也。 タ立を 以て 植付た る 田 を 養 ふ 時 也。 山澤の 政なければ 夕立せ ざる 所 あり 

て 日 扱す。 故に 名山 大澤 は封ぜ ざる 事 あり。 七月 は 天地 否の 月に て 雨 ふらす、 俗に も 七月の 藪から しとい へ. 9。 地 

髙 なる 田 は 山 谷の 池 水の みに て 水す く& ければ， 七月の 早に あはざる 前に、 六月 中 七月へ か V り 熟して、 七月 中 八 

月へ か、 りて かり 取、 早稻 を作ル 也。 地 低り なる 田は濕 地に て 下地に 潤 も あり、 水が、 り も 多ければ、 取實 多き 晚 

稻 をう へて、 秋の 末より 冬へ か、 りて かり 取 也。 年に より 五月雨 も ふらす、 夕立 も すくなく、 七月に 至て 却て 大雨 


I 五 

ふり、 洪水す る こと 有は變 なり。 高 田の 池 水 すくなき は 日 損す。 俚 田 も 川が & りならざる は取賈 すくなし。 國は國 

君の 力、 天下 は 大君の 力なら では、 民の 分に て は 全 ク地利 を 得 こと あた はざる 事 あり C- 畠 物 も 竞梁麥 禾黍稷 等 各よ 

ろしき 地 あり。 心 を 用て 栽植 する は 地の利に よる 也。 木 も 土地に 相應 あり、 地餘 あらば 植 置て 子孫の 餘慶 とすべし 0 

他人 にても 前人の なし 置し 物、 己が 用と 成 事 多し。 我 も 又 後人の 爲に成 こと をな し 置べ し。 じて 名物 は地氣 のし 

からしむ る 也。 

謹 r 身 "節-" 用" 公義 を 恐て 法度 を 守り、 身 無病に 手足 達者なる 様に 養生す る 事 第 一 也。 身 を 慎む 事 は 五 等 同 

じ けれ 共、 取 分 庶人は 力 を 以て 親 を 養 ふ 者 なれば， 身の 達者 を 本と す。 庶人は 下に 居て 人に かろし めら るれば 進 こ， 

も あ ひ 易し。 ことわざ にもよ はき 者步に とらる、 といへ り。 用 を 節する 事 も 五 等 同じ けれ 共、 取分庶 人は定 りたる 

祿 なければ、 よく 心 を 用 ひざれば 用 不足に て、 父母の 養 も 乏しき 故に かくの たまへ り 

以チ 養ひフ 父母 r 此レ庶 人 ノ之孝 ナリ也 士 以上 は祿 あれば 養 ふ 事 は 言に 不及。 故に 庶 人の 孝に のみ 養との た 

まへ り。 謹 身 は 父母の 心 を 養 ふ 也。 節用 は 口 体 を 養 ふ 也。 庶人は 農工 商 也。 居ながら の 職人 をェと 云、 往来して 有 

無 を 通す る を 商 云、 農 を 本 民と す 0 天の 道 を 用 ひ 地の利に 因 こと は、 品； J そか はれ ェ商 にも ある 事 也 

故-一 自 n 天子, 已下 至， 1， デ於庶 人？ 孝 無 r, 終始 一而/患 ヒ不レ ル及ハ 者ハ未 一, 一之 レ有 -づ也 孝 は 愛敬の 心 也。 

* シ  • 

孝 字 愛敬の 象 あり 0 上より 見れば 老 者の 子 をいだ ける 象に て 愛也。 下より 見れば 子の 老 者に したがへ る 象に して 敬 

也。 故に 孝 終始な しと は、 愛敬の 心 亡びた る義 也。 上 一人より 下衆 人に いたる まで 愛敬の 心少 もな く 成て は、 災害 

. 孝 I  -  一  一  W  . 
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いたら. f と 云、 事な し。 天子に て 愛敬の 心 亡て 禍 のいたり たる は、 桀紂秦 の始皇 など 也。 いまだ 其 外に も あり。 諸侯 

卿大 夫に も 多し。 武士の 喧嘩な どして はつる も、 愛 i の 心 亡て に 及 者 多し。 人 は 心に 生理の 德 ある を 以て 人と す。 

なく 成て 虎狼 心に 成て は 人に あらす。 故に 天刑 忽及者 也。 聖人 必然の 理 をのた まへ り。 和漢 共に 古今の ためし 多 

し。 日本に て 敬の 道 を 失 ひて、 天下 を 失 ひ 給へ る は xxxx、 〇〇〇 の 〇〇、 武家に て 北條高 時、 足 利 (冰の 末 也。 

信 長 も 敬 を 失て 反逆 を まねかれ たると い へり。 大君の 敬 は あなどらざる を 敬と す。 天下の 人心 を 察して 鱧 式 を定給 

ひ、 贵賤 共に 無禮 のな き 様に 政敎道 ある は、 人 を あなどら ざるの 敬 也 0 大君 自ラ人 を あなどり 給 は ざれ 共、 王 代に 

は 公家に 諸 國の士 を あなどら しめ 給 ひ、 武家の 代に ははた 本に 諸 大名の 武士 を あなどら しめ 仏 S は、 自ラ あなどり 給 

に 千万ば いせり。 武士 も 叉 我 本 生なる こと を 忘れて、 民 聞の 士を 百姓と て あなどれり。 是を士 の 鱧 儀 を 失て 教 なし 

と 云 也。 孝 を 以て 天下 を治ル 道に 非す。 故にい まだ 數 代つ くべき 代 もつ かす、 亂 世と 成て 大 なる 褒 子孫に 及べ 

P0 まことに 聖言 たが はす。 日本の 王者 は 深き 故 あり、 天 照 太神宫 C 御子 孫に て 神武 帝 大和 國に 都た てし 給 ひしょ 

り千歲 うごきな かりし 御代.,^ れ共、 人 を あなどり 給 作法 出来て、 ほどなく 武臣 淸 盛に 成 をう ば はれ、 頼 朝^ を 取て 

より 終に 天下 を 失 はせ 袷へ り、 事 は 或 問に 見えたり。 孝 終始な ふして； ま 不及者 は あら じの 聖言、 鋭に かげ をう つす 

がごと し。 天子 大樹 だに しかり、 况ゃ士 庶人は 古今の ためし、 かぞ ふるに いとまな し  - 


一六 


曾 子" 曰 s 甚シィ 哉 孝" 之 大ナル 「也  世人 孝 は 唯 父母に 事ル 道と す。 <HK 子の 敎を きけば、 五倫 皆 孝なる 

のみなら す、 五 等の 人のお こな ふ 所 も 皆 孝 也。 齊家 治國平 天下 も 孝の 一事 也。 故に 孝の 甚大なる こと を 賛美して か 

くいへ り 

子つ 曰。 夫" 孝" 天，^ 之 經ナリ 也" 地ノ之 義ナリ 也。 民 ノ之行 ナリ也  經義行 は 天地人 一一 一 極の 道の 象 也。 

其 本 は 孝の 一 理 也。 天に 在て は 天の 道と なり、 地に 在て は 地の 道と なり、 人に 在て は 人の 道と なる。 一 理三 極の 道 

と 成た る 所の 象 也。 天地の 大德を 生と 云、 人 は 天地の 心 を 以て 心と す。 孝 は 生理の 至赏 にして、 天地人の 心 也。 經 

は をり はたの たての ごとし。 天地 常 あり、 万物 其 中に 造化して 窮な きこと よこぬ きの 入 か はるが ごとし。 造 は 無よ 

り 有に 來り、 化 は 有より 無に 歸す。 造化 をな す もの は 鬼 祌也。 鬼 祌は福 善 禍淫を つかさどる。 王侯 則と りて 功過 を 

順にす。 義は宜 也。 天道に 受て 生長 實蔵 をな せり。 なを 五穀 草木 地氣 のよ ろしき あり。 行 は 善行 也。 人 は 動物 也。 

動て やます。 不已は 善行 也 

Jl^ 也ノ之 淫-フ 而民是 レ則ュ 之-一  天行徤 也。 君子 以ィ テ自 强テ不 レ已。 是 これに 則と る 也。 天地 を師 とすと い 

へ 共、 其 道 本より 人に 固有す。 天地の 經義を 見て、 固有の 性 ひらく る 也。 民ゾ之行民是レ則ト^^-ー等の民字を見て、民 
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は 土民 百姓の みに あらざる こと を 知べ し。 今 を 以て 見れば 人の 字の 意に て 贵拽を かねたり 

則 r- リ天ノ 之 明 r 因 地 ノ之利 一- 以順 ；-ース 天下 T 天 はィ 易 を 以て 知な り。 地 は簡を 以て 能 也。 ；》e 簡 にして 天下 

の理 得たり。 易 简の善 は 至善 也。 禮義 立て 無事 也。 民 日. _< に 善に うつりて 自 不知、 家 ごとに 孝子 國宵 忠臣たり。 五 

典 十義其 中に 行 ハル、 是大順 也。 明 は 天の 知な り。 天 を 見れば 四 象の み、 四 象 は 日月 星辰 也。 天 は 悠遠な れ共县 

なる が 故に、 大-始 を 知 * 高 明に して 万物 を 覆 育す。 日月 地 を 去 t と 一万 五 千里に して、 よく 下 土 を 照臨す。 徑育照 

臨は髙 明の 德也。 大君 是に 則と りて 位高し といへ 共、 よく 人民 を 親み て 人情 事變 をし り、 下 を 親む は大 の 德也。 

利 は 地の 福 也。 義 より 生す。 故に 國を 治ル道 は義を 以て 利と して、 利 を 以て 利と せす。 地 を 見れば 四 化の み。 四 化 

は 水火 土石 也。 是地は 博 厚な れ共簡 なる が 故に、 生物き はまりな し。 大君 是に 則と りて 濟渡利 生の 道 あり。 濟渡利 

生の 道 は 富有 大業 也。 富有 大業 をな す 者 は 人才 也。 故に 王者の 天地の 造化 を 助 クル 道ハ 賢才 を あぐる より 先なる は 

なし。 順にす る は 天生 じ 地 成人 裁 制して 各 其 所 を 得せし むる 也 

Hy ，以チ 其 ノ敎へ 不パ省 ナラ而 成"。 其 ノ政不 "レ嚴 ナヲ而 治. 人  天地 易 簡の善 を 用て 行な ふ 故に、 其敎知 やす 

く、 其政隨 ひやす し。 知 易き 時 は 親み あり、 故に 不肅 して 成。 隨 ひやす き 時 は 功 あり。 故に 嚴 ならす して 治ル也 

先王 兑！ t! フ敎ノ 之 可 ？T ヲ以テ t^? レ民ヲ  民 は 五行の 秀氣 万物の 靈也。 純粹 至善の 天 近より 生じた る 者 なれ 

ば、 性 は 皆 善 也。 今 不善 をす る 者 は、 本く せ.^ き 馬 を 下手の のりて、 くせ を 付た るが ごとし。 敎 よくば 不善 を 化し 

て 善と 成べき 所 を 見た まふ 也。 敎も 跡に な づみ格 法に 落て 時虑 位の 至善 を しら ざれば 行 はれす。 故に 葡 きを たづね 


1* 

て 新 を 知を師 たるべし といへ り 0 舊きは 古人の 言行 也。 いにしへ を師 とす 0 新 は 今 可 行 至善 を 得 也。 古人の 跡 を 見 

て 其 世の 時 虚位に かな へ る 心 を 知べ し 

是" 故-一先" ルュ 之-一 以 つ 博愛 T 而 民莫. け 遣 一 ルール 「其" 親 r 大君 は 三 公 九 卿 大夫士 を 以て 耳目 口  <4 手足と し、 

諸侯 を 兄弟と し、 民 を 子と す。 是を 博愛と い へり。 先王の 心に 此 博愛 ありと い へ 共、 政敎に ほどこさ れば、 ひろ 

く 及ぶ ことなし。 故に 禮樂 政教 を 以て あまねく 及す を 先す ると 云り。 是を铍 し是を 舞して 民 感化す。 天性の 親愛 を 

興起して、 五倫 和睦す。 これ を 其 親み を 忘る >- 事な しとい へり 

陳ル 1 之- -以 r ー德義 T 而" 民 興 U 仃ヲ 德義は 義理 也。 陳は 人. -に 一 々敎 ざれ 共、 或は 嘉言善行 を 書に 記し、 或 

は樂 章と する 時 は、 聞 者うた ふ 者 義理の 心 を 輿 起す。 窮屈に かたつ まりた る 者 も、 柳 下 惠の風 を 聞て は、 ゆるやか 

力 タクナ 

なる 心 生じ、 頑に 欲心なる 者 も、 伯 夷の 風 を 聞て は いさぎよき 心 生す るが ごとし。 輿 行 は 道の 志の 輿ル也 0 民 だに 

しかり、 いはん や 士大夫 を や 

先ズル i 之- -以 r 一敬 讓 T。 而" 民 不レ爭 先王 聖知を 忘て 天位 を 敬 たまへば、 常に 公卿 大夫士 にゅづ りて 己 を 

すて、 人に したが ひ 給 ひ、 庶 人までに ゅづ りて 諫被誇 木 を置耠 へり。 故に 百官 皆 天職 を 敬み て 公卿 は 大夫士 にゅづ 

り、 大夫 士は庶 人の 秀才に ゅづ り、 たが ひに 問 こと を 好みて、 善 を 人と 同じく す。 XJ の 故に 其 代の 人 ゆづる を 知と 

し、 ゅづら ざる を 恥と す。 路を ゆけ ども 右 は 女に ゅづ り、 左 は 男に ゅづ りて 男女 まじ はり ゆかす、 男女 も 又た が ひ 

タタ  ヅ ゼイ ゥブタ へ 

に 相ゅづ りて 鱧 あり。 落た る 物 を も ひろ は ざれば、 まして 爭訟の 事な し 0 言 を 以て 格 さ れ共、 虞 ira の訟 やみた る 
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は 先 すれば なり。 夫 知の 深く 明なる は 聖人に しく はなし。 しかるに 公卿 大夫士 は 云に 不及、 凡 民までに くだりて 問 

こと を 好み 給 は 敬 譲の 至 也 

導 クー-之 ヲ.^ ジ M 樂 而民 和睦" 人道 は禮 ある を 以て 尊く、 禮 によりて 亂れ す。 故に 無蹭を 恥と し、 禮を 知と 

する 時 は、 戒 ざれ ども 禮 譏 の 風俗と なりて 刑罸を 不用して 治ル者 也。 禮に 吉凶 軍 賓賀の 五 あり。 吉は祭 禮也。 Ml は 

喪 禮也。 軍 は 軍法 也。 賓は 主客 往来 交接の 醴也。 賀は冠 婚の禮 也。 日用 常 行 五倫の 交り 禮に 非と 云 ことなし。 樂に 

、  肇篥  竊跌鑪 被 力 ゲラ 

八 音 あり、 4- 殘 りたる は 糸に は爭 琵琶 和 琴、 竹に は笙笛 ひちりき、 打 物に は 太 被 かっこせ うこ 也。 神 樂には 本末の 

拍子に 木 も ある 也。 古 は樂章 あり、 今は絕 たれ§ ばかり ありて 言葉な し。 中 夏に も 後世 は聲 ありて 言 紫な き樂ぁ 

り。 樂章 なけれ 共、 絃の宫 商角徵 羽の 五 聲 によく 合て、 音律 を ふく ごとし。 笙笛 ひちりきの 譜を 唱歌 すれば、 俗の ゥ 

たい 物な どより はあく ことなく 面白き 物 也。 人 は 動物 也。 善に 動 ざれば 淫に 動き、 雅に 吟詠せ ざれば 浮に 歌； ^す。 

是を 以て 先王 禮に 動かし、 樂に 歌舞せ しめ、 邪 機を蕩 維して 德に 入し めんと 也。 故に 德に 導く に 禮樂を 以てせり。 

禮の本 は 敬な り、 樂の本 は 和な り、 敬 ありて 和す。 是道德 の 親み 也。 故に 和睦す  , 

示ス II 之-一 以 r- 好惡 一而 民知レ W 繁" 好惡 は、 と 一人の 好み 給 は 仁義 禮知 信の 道 也。 惡み給 は 不仁 不義 不？ i 不 

知 不信の 無道 也。 示 は 言 を 以て 令す るに 非す。 日月の 天に か&れ るが ごとく、 日月 言な けれども 日出て は 起てつ と 

め、 日 入て は 休 こと を 知が ごとし。 上 ，の 至 K の德、 貴賤の 心に 感じて 禁戒を 知 也。 感じて 知 ゆへ に 衆 もまた 仁義 を 

好て、 不仁 不義 を惡 めり。 如此 なれば 法制 禁令な くして 天下 無事 也。 注に 好ハ謂 ぺ赏？ 惡" 謂レ 。賞 gg 明う 而法禁 


二 一 

行ル といへ る は あやまれり。 有 虞 氏は不 賞不罸 といへ り。 これ 至 治の 代 也。 成 湯 は 賞して 不罸、 これ 時 を 知 也 0 後 

せは赏 して 不罸時 多し。 孔子 も逭を あげても ろくの まがれる をす て £直 とのた まへ り。 賞罸 ならび 行 は 德の衰 たる 

なりと い へり。 賞 lis を 明に する を 以て 政と する は 本より 行 はれ ざれば 也。 孝 を 以て 天下 を治ル 道に あらす 

詩-云 S 赫々 タル 師尹 民具- -爾 ヲ瞻ル 小 雅の詩 也。 赫々 は顯 はに 盛なる 也。 師は 大師の 宫、 周の 三 公也。 

日本の 太 政 大臣 也。 尹 は 尹 氏、 其時此 重職に 居ル人 也。 天下の 人、 此師 尹の 心行 を見ル 也。 下 は 上から は 見が たく， 

上 をば 下から は 見やす き 故、 其 心 其 行か くれな し。 三 公 だに 如此、 况ゃ 大君 を や。 惡 もはやく うつり、 善 もす みや 

かに 感す。 上に 立 人 ははれ がまし き 事 也。 其 君の 在世の みに も あらす、 万々 歳い ひ 傳る者 なれば、 愼 べき 義 也。 秦 

の始皇 など 大君の 威猛 にて きびしく かくし ふせぎ たれ 共、 後世天の史宫5^て其惡かくれなし 

昔 者 明 王 ノ之以 け 孝ヲ治 一天 下. -也 明 王 は 知 神明 也。 孝 は 天地万物 一 貫の 理の 至實 也。 孝 を 以て 天下 を 治 

ルは 四海 一家 中國 一人の 德治也 

不一 一一 敢-ァ 遺 一 レー 小國， 之臣 1 而ル ヲ况ャ 於； ァ ーヲャ 公侯 伯 子 男 一-乎 小國の 臣は附 庸の臣 也。 公侯 伯 子 男 は 諸侯 

五 等の 爵也。 公侯の 國ハ皆 方 百 里、 伯 は 七十 里、 子 男 は 五十里 也。 . 五十里より すくなき は 一分と して 朝す る こと 成 

がた き 故に、 大國の 諸侯に 付て 天子に， 達する を 附庸と 云 也。 公一 位、 侯 一位、 伯 一位、 子 男同ク 一 位 なれ-は 四 等と 

もい へり。 此百 里、 七十 里、 五十里 は 田地ば かり を 云 也。 山野 川 澤は外 也。 百 里 を 千 乘の國 と 云。 軍 俊に 車 千乘を 

出す。 ー乘に 七十 二人 づ」 なれ は、 七 万 二 千 也。 他 は をして 知べ し。 先王の 軍役 はかろ し、 跡に 耕作 も あれざる や 
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うにの こす 事 なれば、 成人 百 人 ある 里より 十 人出 ル にして、 七十 二 万の 衆 あり。 廿歲 以下 男女 共に はか ぞ へがた し. - 

附膪も 二百 乘 三百 乘の 不同 あり。 成人 十五 六 万の 衆 有べき か。 中 夏 は大國 にて、 諸侯の 國々 より 京都への 道路 速し 

といへ 共、 上洛の 人数す くな く、 禮易簡 なり。 六 年に 一度の 來朝 にて、 逗留 もす くなければ、 附庸 とても 一分と し 

て 上洛 成べ けれ 共、 軍 位 を かねて 大國の 諸侯と 平生 親み 有 やうに との 事なる べし" H 本 にても 小身の 城主 郡 主 一人 

備 をた てがたき 故、 旌下 とて 大名の 與に 付が ごとし。 天子 は 天地 を 父母と し、 天地に か はりて 土民 を 子と し 給へば、 

小 國の臣 といへ 共、 多の 子 を あ づけ 置 給 故に、 其 人品 を 知て わすれ 給 はす。 况ゃ 五十里 以上 は 子 を あ づけ 給^い よ 

く 多き 故に、 諸侯 を 兄弟と し 親み 給へ り。 字 註に 公 は 正 也。 公 は 義理に したが ひて 私な き 也。 侯 は 人に 從ひ 弓の 

省に 從ひ 矢に 從ふ。 人 弓矢の 道に 達する 義也。 諸侯 天子に 朝して は射禮 によりて 親み 給へ り。 古 は 弓 をい させて そ 

の德を 知、 諸侯に 封 ぜられ し 事 あり。 弓の 後 酒宴な ど あり。 彼是 以て 上下 親み 交りて 其 人品 を 知 給 ひ、 よき を稱し 

不足 を 敎へ給 ひし 也。 諸侯 弓矢の 道に 達すれば、 夷狄 恐れて 王宮の 干城と なれり 0 伯 は 長 也。 ー國の 長た る德 ある 

也。 子 は 字 也。 小人 を 字 愛する 也。 男 は 任 也。 王の 職 事に 任す とい へり  ， 

故-導；.，， 萬國， 之 s"、 し， f 以テ事 一へ 一玉" 其" 先王-一- 大小の 國附庸 まで を 合て 極て 數多 故に. 乃國と 云。 懼心は 上 

下 を 子の ごとくし 耠 へば、 下 又 上 を 親の ごとく 思 ひて * 天下 貴賤 共に 心服す る 也。 事 其 先王と は 父 帝の 祌に 1^ 給 也。 

天に 二の 日な く、 國に 二人の 君な き理 なれば、 天子 大老に 成た まへば 攝政 あり。 太子 とても 天子 在世の 聞 は 捣臣と 

まじ はり ゅづ りて 臣の 綾に て 事 給へ り。 崩 じ 給て 三年の 後 位に 即 給へば、 御 在世に は 君との たま ひ、 神と 成 給 ひて 
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は 先王との たま ふ 也。 大君の 子 なれば 天下の 人 を 来し、 天下の 物 を あつめて 祭り 袷 はんに 不足な し。 然共 天下の 人 

心 不服 時 は、 先王の 祌 受給 はす。 たと ひ 事物 は 時に よりて 省略し 給ても、 天下の 懼心を 得て 祭り 給 は 5.^、 先王の 神 

安 じ 給べ し 0 天子の 永ク 天下 を 有て 祭り を 奉じ 給と、 早ク 天下 を 失て 祭を絕 給と は、 人心の 服、 不服に あり。 故に 

權心を 得 を 以て 天子の 孝と し 給 也 

治 は 國，^ 者ハ 不一 一一 敢-- ，侮 マフ 於 鰥寡 r 而" 况ャ於 r- ャ士 民-一-乎 鳏寡を あげて 孤獨を かねたり。 疲瘦 淺疾顚 

として 吿ル ことなき 者 皆 その 中に あり。 老て 妻な きを 踩と 云、 老て 夫な きを 寡と 云、 老て 子な きを 獨と 云、 幼に し 

て 父な きを 孤と 云て、 みな 天下の 翁 民 也。 侮 はこれ を忽 にして あはれ み、 めぐまざる 也 ひ 村里 にても 此 四民 は 家な み 

の佼を つとむる 事 もな りが たし。 里 中の 厄介と 思へば、 屋數 にも 不入、 人の あなどる 者 也。 この 故に 一人 君より め 

ぐみ を たれて、 村里の 者の あなどらざる やうに し 給 也。 無告の 者 だに しかり。 况ゃ士 民の 圃用 をつ とめ、 人 を 養 ふ 

者 は 君の 愛敬 ふかし。 民 は 人の 本 也。 士は iF 位の 始也。 故に 一 命 以上 を士と 云と い へり。 古 は 諸侯の 士も 天下より 

爵位 を 命ぜられし 也。 今 を 以て 見れば、 民 は 農工 商 賈也。 卿大夫 をのた ま はざる は、 君 を 助て 孝 治 を爲者 なれば 也 

故-に #T 一 百姓/之 權フ 心 マ 以チ事 ー1 其ノ 先君 一 百姓 は國 中の 人 也。 卿 大夫士 心服して 君 を 助て 孝 治 をな す、 

故に 國 中め. 懼心を 得 ル也。 諸侯 も 又治國 のうち は 自分と して 世子の 定 なし。 天子より 誰 を 願主に 命じ 給べき や、 諸 

子 同姓の 中、 人品 次第 なれば、 私に 世子 を 立べ からす。 其 上 治 道の 學問 修行 にても あれば、 大方 世子た るべき も 諸 

臣と 相ゅづ りて、 共に 君に 事 給 也。 故に 生に は 君と いひ、 祭に は 先君と いへ り。 先君の 志に 繼て國 中の 權心を 得 を 

*£ 小 解 二  二三 
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以て 孝と す。 これ 本 天子の 御 心なれば 則忠 也。 如此 なれば 永 ク其國 を 有て 祭祀 を 奉す 

治 考不ミ 敢チ失 ハ於臣 妾 T モ。 而„ ^ヲ况 ャ於 コャ 妻子 一 乎 S 卿大夫 士庶人 大小 を幷 5 り。 屬は 

家 の 男女 也。 仁愛 を 以てつ かふ、 故に 心服す。 妻子 は猶以 愛して 敎 べき 者 也。 主人 德 あれば 不怒 とも 威 ありて 妻 

子臣 妾恐ル 、者 也。 仁愛に な づき、 德 威に 恐. ル 、は 家 治の 本 也。 父子 篤ク 兄弟 睦ク 夫婦 和 ザん "家， 之 肥 とい へり 

故-一得； ァ入， 之灌心 To 以テ事 1 つ 親 一-夫 レ 然リ。 故 一一 生 ル寸ハ 則チ親 安に ノ之 ヲ。 祭ル オハ 則 チ鬼享 け 之，' 

人は赛 子臣妾 也。 主人の 父母 なれば、 一家の 者した が はすと 云 事な けれ 共、 面ば かり 主人の 令に したが ふと、 中心 

より 悅て まことにした がふと 大 にか はれり 0 家內の 者、 主人の 德 愛に 服して、 主人の 愛敬す る 所 を 愛！^ す。 主人の 

愛敬す る は 父母 なれば 令せ ざれ 共 父母 を 愛敬す。 他家の 者來 てまで も 主人の 德 によりて 父母 を 愛敬す。 故に 父母の 

目に ふれ、 耳に 聞 所 よろこばし。 この 故に 生る 時 は 親の 心安 ク、 祭 ル時ハ 其魂來 格す。 鬼 は 親の 鬼神 也。 人、 死して 

鬼と 云、 氣 屈して 歸ル也 0 虞 氏 云、 凡 ゾ人怒 を ふくみ 導 を 忍び 意 を 屈して 人に 事れば、 面前 甘心せ ざる 顔& あり。 

背後せ 心せざる 霄語 あり。 如 此の 服事享 用 を 受ては 安樂なら す。 人の 懼心を あつめて 親に 事 ル時は 父母の 心裹 もま 

た權悅 す。 亡に 事ル時 は神靈 もまた 懼 喜す といへ り 

是>以-^ 天下 和平 一；： お 害不レ 生ゼ。 禍 亂不， 作 - 7」 故-一明 王， 之以 孝，^ 治， ルー 「天下 T 如 t 此ノ 

災害 は 天より 生戒 也。 日月 星の 變、 長雨 洪水 早大 風 地溢霹 霸疾疫 など 也， - 天道 は 常 也。 災害 は變 也。 變は 人心の 乖 

展怨思 淫行 等、 天地の；^ に 感じて 生す。 明 王の 孝 治に よりて 人道 禮儀. しく、 雅樂行 はれて 和 すれば、 天地の 氣も 


常に 歸 して 災害 不生 也." 禍亂は 人より 生。 敎なく 道行 はれ ざれば.. - 利欲 を 事と して 仁義 を 尊びす。 利に よる 時 は 主 

從 父子 兄弟 伯父 甥の 親しき も 欲の 心より 口論 出來、 爭訟す 0 たと へば 儈は家 族 を はなれ、 田 宅財寳 をす て、 樹 下石 

上 乞食 を 修行と する 故に、 出家と 名 付。 それ だに 師 弟 相弟子 爭訟 す。 いはん や 其 外 を や。 如此 たぐ ひ を 人禍と 云。 

甚 しければ 匹夫 は喧啼 して 兵 に 及び、 大身 は 君臣 父子 兄弟 伯父 甥 も 合戰に 及ぶ。 况ゃ 他人 を や。 これ を 乱と 云。 

其 外人の 物 をぬ すみとり、 人の 妻子 をお かし、 おいはぎ 剛盜 などの 人 を 殺す は 皆人禍 なり。 今 明 王の 政教 平 かにし 

て 人 仁義 を 尊て 利欲 を 忘る k 故に、 口論 爭訟の 事な し。 况ゃ乱 を や、 故に 禍乱 不作、 明 王 上より 忠 あれとの 敎 はな 

けれども、 孝の 敎 によりて、 家 ごとに 孝子と 成 たれば、 天氣 和し、 人氣 平にして 災害 禍乱 なし。 是國皆 忠臣と 成た 

る 也。 天地人の 氣大に 和して 淸 明なる 時 は、 鳳凰 來 儀し 麒麟 出 龜龍靈 あり。 如 此の 至極の 治 は 孝より 成 こと を 知 給 

ところ 明 王の 明 知 也。 天地 易 簡の善 を 得て、 至德に 配す る 所 也。 彼 高 明廣大 玄妙 深遠の 理を說 て 大道と 云 者 は 却て 

小道 也。 孝道の 問學 による 一 事の み 

詩-一 云 S 有, レー バ覺 タル 德行 „5 四國 順い 之-  覺 は明覺 也。 知 覺の意 也。 人の 一 身 指の さきまで も氣血 流行 

して 知覺 す。 さすり つみて、 いたき、 こ、 ろよ きを 覺 ゆる ごとく、 明王德 行の 敎へ、 東西南北の 國に 及て 貴賤した 

が はすと 云 事な き 者 は、 人々 固有の 善 を 敎へ給 ひ、 明 王 先達て 德行 あり、 無言の 化 流行す。 其 上に 禮樂 の學び あり 

て、 これ を 跛し、 これ を 舞す。 昔 周 公旦攝 政の 時、 南 蠻遠國 より 使 を 以て 土 產を献 す。 周公旦 のた まふ、 中 國の正 

朔を不 t 受國 なれば、 其 土産 を受 ベから す 。使 云、 國 に黄老 あり、 海 を 見る に 三年 大 なる 波 を あげす。 思 ふに 中國 
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に 聖人 出て 政 fc し 給なる べし、 と 云て 德 をした ひて 献 すと。 使者 歸路を 失て 歸 りが たしと 云。 其 時 周 公 指南 率 を 作 

て 使者に あたへ 給へ り。 三年に して 歸國 す。 指南車 は 車の 上に 羽毛 あり、 何方へ 行ても 南 を 指す。 羽毛の 指に した 

が ひて 歸 ぬ。 是 より 人に 物 を 敎ルを 指南と いへ り。 此 老人 南蠻 にて 知識 有 者と 人に 重 ぜらる k 者なる べし。 しから 

すば 國 王に 吿て 使者 土 產 をが する 事 あた はじ。 中國の 天子 聖人 なれば 正朔 を 不受、 通路な き 九 夷 六 楚七戒 八 狄の外 

國も、 天災 地 夭人禍 なく おだやか にして、 無事 を 樂む理 あり。 黄 帝の 代 堯舜禹 の 時に、 彼國々 の 天地の 氣色 海上 ま 

でも 靜 なりし、 古老な どの かたり 傳 有しなる べし。 周の 盛德 はしら ざれ 共、 海に 大波 あがらざる によりて、 聖人 有 

こと を 知た る 也。 文 王 は 諸侯 なれ 共大德 故に、 天下 三分が 二 其 化に 心服す。 武王 大惡を 亡して 衆生 を 安じ耠 ひ、 周 

公攝 政して 化大 に行ル 故に 如此 


曾 子ノ曰 ク。 敢チ 問フ。 聖人 ノ之 德。 其レ 無； つ カ以 _T 加 一 ルー 「於 孝-一-乎 

聖人 は 盛德の 名、 神-明 1^1 i. の 号 也。 時に 順て 大業 を 立て、 天地と 其德を 合せ、 曰 月と 其 明 を 合せ、 鬼神と 其 吉凶 を 

合せ、 四時と 其 序 を 合せ、 天に 先達て 行 時 は、 天地 鬼神 も 聖人に たが はす。 天に 後れて 行 時 は. 聖人 又 天の 時 を 奉 

す。 聖人と いへ 共 五 尺の 身、 方寸の 神舍は 衆人と 同じ 。然るに 太虚 廖 廓の 神道と たが ひに 先 後を爲 ほどの 廣大の 

德 なれば、 孝道 犬な りと いへ 共、 加ル事 あらん やと 也 

子 曰。 ミ地ノ 之 生。 、ヲ g レ 貴シト 性 は 天地 生. -の心 也。 いまだ 形 あら ざり し 時 は， 唯 生 の理 のみ 也。 聲 

もな く 臭 もな し。 是を 人生れ て靜 なる は 天の 性 也と いへ り。 靜は 寂然 不動の 謂 也。 すでに 形 ありて 後、 是を 性と 云、 

又 本心と も 云 也。 天地の 生す る 所、 人 を 貴と する 者 は、 陰陽 五行の 秀氣 にして、 五行の 神靈 全く 照せ り、 是 を明德 

と 云。 五一 了の 神靈は 仁義： 知 信 也。 明 德の條 理也。 他の 万物 此性 あらす。 故に 人 は 天地の 性と も 心と もい 〈 り。 ヂ 

地の 間に 人の ある は、 人に 心の 有が ごとし、 万物 は 造化の 人 を 生す る糟粕 也。 この 故に 万物に は 神繫の 照し なし。 

た 血 氣の生 あるの み。 故に 人 は 万物の 靈 とも 長と もい へり。 天地の 德也 

に， 之 行 莫シ大 ナルハ 於 孝 ヨリ 其 lili^ たる 人の 行と ころ 孝より 大 なる はなし。 孝ば 德 愛の 心 也。 則 天地 生々 の 
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理 也。 五倫 皆德 愛に あら ざれば 和 順なら す、 是 先王の 孝 を 以て 天下 を 治 給 所 也 

孝 ハ莫. ぃ大 ひルハ 于觳， r ズ乂ヲ 愛の 至 を 敬と す。 故に 德愛は 父 を 尊ぶ より 犬なる はなし 

t-M 父" 莫. い 大/! ルハ于 配， ョ "天-一 天道 は 至誠 也。 人の 天に 事ル、 誠に あら ざれば 感ぜす。 孝子の 親に 事ル、 

至誠の 心より 生じて 愛敬と 成。 是天に 事 ル道を 以て 親に 事ル 也。 是を父 を 尊て 天に 配す と 云.^ 

ぎ S 公其ノ V 也 父 を 尊て 天に 配す る 孝 は 聖賢 何も か はりな しとい へ 共、 合莫の 孝に て 跡の 兑 るべき なし。 唯 

周 公の み 跡の 見るべき あり。 故に 其 人 也との たまへ り 

昔 者 周 公 郊祀- ーハ后 稷以テ 配-い 天- -0 宗祀- -ハ文 王 於； ァ 一明 堂-一一 以 -7sr 一 上帝？ 武王崩 じ 給 ひて 成 王 幼年 

カウ テン  ダン キズ エンキ ゥ ナジ 

にして 即位 あり。 故に 周 公攝政 也。 郊 天の 祭禮は 十一月 冬至に 國 門の 外 南郊に おいて、 擅 を 築き 圓\^^ おおて 天を祀 

キ  ホド n シゥ フル 

ル 0 周の 始祖 后 稷の木 主 を 南郊に 出し、 天に 配して 祀り給 ふ。 后 稷は舜 の臣、 名 は棄、 帝舜 命じて 民に 百毅を 播 種 

こと を敎 しむ。 犬に 生 民に 功 あり。 故に 後世 后稷を 以て 五穀の 神と す。 始て封 ぜられ て 諸侯と 爲。 周 公 此纏を 行 給 

時分まで は 千 一 一 一 百年に 及べり。 周の 代の 王 業 は 千 有餘年 以前の 后稷の 功に 根ざせり。 半 歳 造化の 功 用 冬至 一 陽來 

復に极 ざすが ごとし。 故に 配して 祭り 給。 文 王 は 周の 大王の 孫 王季の 子、 武 王の 父、 名 は昌、 后稷 より 千 五餘？ I の 

孫 也。 如此 久しき 諸侯の 國は衰 る 者なる に、 却て 天命 を 受て新 也。 大王 仁人 也。 王 季贤人 也と. S へ 共、 文 王^ 德な 

る 故に、 舊邦を 興して 天命 新 也。 周の 王 業 文 王に 至て 成就す。 冬至 一陽より 春 生じ、 夏 長 じ、 秋. はの りて 造化の 功 

成就す るが ごとし。 故に 季 秋の 月、 上帝 を 明 堂に 祭て、 文 王 を 以て 配し 給へ り。 冬至 は 造化の 本始 なる 故に、 尊て 


二 九 

天と 云。 季秋は 造化の 成就なる 故に、 親て 帝と 云。 天と 帝と 二に あらす 

是 ヲ以テ 四海 ノ內 各以； i つ 職 T 来- • "助 t 祭ヲ。 夫レ 聖人 ノ之德 又 何.^ 以カ加 r 一 於 孝 一 乎 四海 は 東西 南 

北海 濱に 至までの 諸侯 来朝し 方 物 を 貢す。 方 物 は 道 有に も 道な きに も定れ る禮儀 也。 以其職 は 各 諸侯 國の 父母た る 

天職 を修 て、 國 中の 悅心を 得 を 以て 天子 を 助 クル 也。 故に 天 祌地祗 宗廟の 神感應 せす と 云 事な し。 孝 治の 至 也。 堯 

舜の至 治と いへ 共是 より 外なら す。 故に 聖人の 德 といへ 共、 孝に 加ル 事な きと 也。 中 江 氏 云、 聖人の 峻德 といへ ど 

も孝德 本然の 量 を充ル のみ。 故に 云、 聖人の 德又何 を 以て か 孝に 加 へん や。 此 解至當 也。 夫 孝 は 聖人に よって 廣大 

の德 あら はれ、 聖人 は 孝の 全 德を充 と 欲し 給、 則 堯舜其 人 也。 

故-一親 ミ生 11 之" 膝下 一 飞 以テ養 ナヘ. ハ 父母 日-一 嚴ナリ 親 は 五 典の 第一、 父子の 親 也。 是を 膝下に 生す る *1 は 

胎 を下ル ー聲 より 赤子の 純一 無雜の 心、 親の 本源 也。 是 を^して 養へば、 神の 知 を 啓 クに隨 て、 父母 を 愛 スル心 生 

す。 是に 食せ しめ 是に 衣て 養へば、 子の 心に 父母 を 敬 スル思 生す。 成人に 隨て 父母 を 敬 心 益 厳 也。 家人に 嚴君 

ある は 父母の 謂 也と 易經 にものた まへ り。 故に. 君臣の 義、 夫婦の^、 長幼の 序、 朋友の 信、 皆 親 あらす と 云 事な し。 

人の 頭と 成 者を與 親と 云、 與子 といへ り。 人の 頭と 成 者 はおとな しく、 父母の 心に 成て 親む 義也。 故に 大學の 三 網 

に は 五倫 を 民の 字に すべ、 五 典 を 親字に すべて、 在 親 民と いへ り。 五 典 十 義は相 親む 中の 條理 也。 此親 父子に より 

て 生 すれば 父子より 親き はなし。 故に 父母 を 親と いへ り。 五倫 皆 孝 なれ 共、 父母に 事ルを 孝と 云が ごとし。 人 を 親 

むの 道 も 欲 あり 惑 ありて は 親む こと あた はす。 故に 明德を 明に して 全ク 親まん 事 を 欲す。 又 人 を 親む 修行に あら ざ 
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れば、 明 德全ク 明かなら す •  , 

聖人 因-け 嚴-- 以テ敎 1 敬ち 因-け 親 一- 以テ敎 レ愛ヲ 嚴敬 親愛 は 性の 固有 也。 木 火 土 金 水の ...ng: 八-て 物と なれ 

1>ラ 

P0 ことに 人 は 五行の 秀氣 なれば、 五氣の 神靈明 也。 親愛 は 木氣の 神の 發也。 故に 先 啓ク。 天の 造化 も 木 氣事を 用 

て 春 を 成、 年の 始な るが ごとし。 故に 聖人 父子 相 親 を 本と して 五倫 皆 和睦す る 道を敎 給。 嚴敬は 火氣の 神の 發也。 

禮は 人道の 美 也。 天の 造化 も 火 氣事を 用て 夏 を 成、 物 盛 也。 禮は 人道の 盛なる 也。 故に 聖人 子の 成人に 隨て 禮の大 

なる 事 を敎袷 

聖人， 之敎ポ ：肅 t フ而 成"。 其.^ 政不， レ嚴" ラ 而治ル 

聖人 有に よりて 政 敎を成 給の みならす、 幼少より 善に なら はす 事 曰 久し。 されば 幼子 は 人の 爲 こと を 遊び わざに 

も 似 をす る 者 なれば、 里 ごとに 小學 あり。 八 歳の 頃より なしよ き 事 を 敎ルを 二三 歲の 比よりも をの づか らリ 元なら 

ひ 聞なら ひ、 耳目 ふる、 事 なれば、 八 歲小學 に 入て 舉ぶ事 は 成よ き敎 ながら 、一入 苦勞 なく 覺 ゆる 也。 ^害な ども、 

村里に てよ む聱、 家々 にて よむ f^、 をの づ から 耳に 入て、 八 歳 以後 讀 時に 勞 なし。 樂音は 取 分 成人の 後 俄に は 聞 得 

がた き 者 也。 母の 胎 中より 樂音 にやしな はれ、 出生して は 二三 歳より 糸竹の 調 自然と 平生 耳に 入 は、 十^ 餘に成 

て 誠 子 をき かんと 思 ふ 心 だに 付 ぬれば、 一二 月の 間に も 通す る 者 也。 聖人の 政教 は 急 度敎の 事 をせ め、 制札に 法度 

を 出す にあら す。 善事 を ひろく まう け 備て其 中に 遊し め、 つとめし わざれ 共、 不知 不識 人民 善に よる 故に、 を 

不 待して 治ル者 也。 
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其 ノ听" 因ル 者本ァ レバ ナリ也  人民の 本性に よりて 善 をな さしむ。 彼 日々 に 善に うつりて 不知 也  一 

父子 ノ之 直ハ 天性 ナリ。 君臣 ノ之 養ナリ 慈 孝の 道 外より 敎ル にあら す、 梅花 開けて 淸香發 する がごと し。 固； 

有の 天性 也。 父 尊ク子 卑シ。 父 使 イ子 仕フ。 飮食 衣服 等 皆 父に 受る 事、 祿を 君に 受 ルガ 如シ。 父敎、 子述る は、 君 

ァ ラソフ  】 

ジ、 臣務 ルガ 如シ。 父 不義 あれば 子 角 。 君不政 あれば 臣諫 ルガ 如シ。 是 君臣の 義有  一 

父 ほ 生" 之ヲ。 續コ ト莫. ぃ大 ナニ焉 ヨリ 天地 生 々の 理の眞 は 人倫 也。 人倫の 本 は 親子 也。 造化 G 不息 と共に 親 一 

子 相 績を大 也と す。 孔子 1 のほとりに 在して、 ゆく もの は如此 か、 晝夜 をと めす、 とのた まへ り。 是道体 也 一 

君 親ト/ 臨 は 之-一 C 厚キ 「莫 -1" 重キ i 焉 ヨリ 人の子の 身氣は 父に 始、 形 は 母に 成、 至 親 也。 父母 是を 生じ、 君是ー 

を 養と い へど も、 家に 居て は 父母に 養！； ル。 故に 尊より 見れば 君 也。 親より 見れば 父母 也。 君 魏の道 を かねて 上に 一 

のぞめり。 厚恩 是 より 重 はなし  一 

故ポ 1 愛 1 つ 親 一而 愛； ール 他人 一：^。 謂 芝 7 悖 德ー。 不鈑 1 つ 親 i 敬； T 他人 一き 謂； -之 ヲ& 

禮ー  一 

親に は 孝 愛う すくて、 他人 を 愛スル 者ハ德 愛に あらす。 氣合か 又は 欲の ひく 所 か 也。 愛は德 に出ル とい， へど も 本 を 一 

すて、 末に おもむく は逆德 也。 親に は敬禮 をろ そかに て， 他人 を 敬す る 者 は利祿 のた めか、 欲する 事 ありて 也。 敬 一 

は蹭 なれ 共 似て 非 なれば 悖禮 なり。 小人に て 外 君子の 類 也  一 

以スレ 1 順ヲ則 トル。 逆 ナレ， ハ民 無. い 則 トル 「焉 父母に よりて 發 する 德 性の 愛敬 は、 山 下の 出 泉の ごとし。 流て 不一 
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息 百 流 千 派 一 源に 出る 也。 君子の 存ズ ル所祌 なれば 過ル所 化す、 家を不 出して 敎 を^に なす 者 也。 是を順 を 以て 十 

れば 則と ると 云 也。 仁義に よりて 行 は 王道 也。 天下 仁義の 心 を 輿す は 則と る 也。 仁義 を^て 行 は 伯 道 也。 主と する 

所 は 利 也。 故に 民 則と る 事な し。 これ 逆 なれば 也。 齊-桓 晉-文 は 伯 者の すぐれたる 也。 後世 戰國の 分 諸侯 大夫士 

共に うらやみした ひて 學 びん こ KJ を 欲す。 然共 君子 は 不用 

不" 在 H 於 善 一而 皆 在； 一 於 凶 德「 雖、 ュ 得芝ヲ 君子 ハ 所"： 不 i ビ也 

心の 存 する 所 自然の 善に あらす してよ る 所より 愛敬 を 行 ひ、 國 天下 を得ル といへ 共、 共跡賤 して 子孫 長久なら す、 

君子の 賤悪 する 所 也。 桓— 文の ごとき も 得ル者 ハ才と 力と 也。 才力の みに て は 衆の 心服せ ざる 故に、 仁義 を^て 行 ひ 

C  鉢 

衆の 悅 やうに す。 よく かりたる はたいて いよき 者 也。 後世は伯道にだも及ばざる^？&ぁり 

君子 ハき不 kr。 言 ハ斯レ 可 • &。 行 ハ斯レ 可. i ム 

此 君子 は 有德 在位 かねた る 人 也。 一旦 衆の 心 を 得ん がた めに 仁義 を かるに あらす。 故に 不 然との たまへ り。 必 しも 

伯 者なら ね 共、 愛敬の 本心より 出ざる は 匹夫と いへ ども 仁義 を 借の 徒 也。 言斯可 道より は 仁義に よりて 行事 を 示し 

袷。 言 は 在位の 君子の 嘉言 也。 可 道 は 天下に 聞傳 て道述 する 也。 行 は 善行 也。 國 天下の 爲 によく 子孫まで も 恩澤を 

かう ぶる 慈 行なれば 万民 君 上の 善行 を樂む 也。 畢境 億兆の 父母た る 仁心より 發 して、 父母た る 天職に かな ふ 言行 也。 

s*.^ 贤 とても 下位に 在て は此益 少し。 君 上の 言行 は大に 天下の 人心 を 感ぜし めて、 風化の 道と 成 者 也。 是 位の 德也。 

たと ひ禳 いまだ 賢に 不及 とも， 志 だに 眞實 なれば 此益 あり。 故に 大君の 眞志は 思 ひの 外に 風化 すみやかなる^ 也 

111  二 


德義 可. け 5^ ブ 德は眞 志 ありて 心 法を受 用し， 心に 得 所の 道德 也。 義は 無欲に して 好む 事 もな く 惡む事 もな く、 

義 と共にした がふの 義理 也。 可 尊 は 德容德 行 也。 温に して 勵し、 威 ありて 猛 からす、 恭して 安と いへ る は德容 也。 

人の 君と して は 仁に 止り、 人の 父と して は 慈に 止ル。 君 上 は 天下の 君な り、 父母 也。 故に 行 給 事 は 皆 仁慈の 德行 也。 

君の 德行は 仁政より 犬なる はなし U 天下の 人の 死生 安否 は 大君 一 人に か&れ り。 故にた のむ 所 は 君の 仁義 也。 聚斂 

の臣 あらんより は盜臣 あらん 國は、 利 を 以て 利と せす * 義を 以て 利と すと いへ る は、 民 を 子と する の 義理 也。 其 外 

言の たが はす、 功を不 忘、 表 をす くひ 無 吿を助 クル 類 は 仁 中の 義理 也。 しかる 時 は 天下の 人 見る 事 聞 事に 付て、 君 

の 德義を 尊信せ すと 云 事な し 

作 事 可. り 法 トル 作 事に は 品々 あり、 聖人の 作 事 有、 作者 これ を聖と 云、 是也。 賢人の 作 事 あり、 仁人 豪傑の 作 

事 あり。 天地 ひらけて いまだ 跡な き 事 なれ 共、 其 時代に なくて 不叶事 を 初て 爲給は 聖人の 作 事 也。 鬼神の 造化に て 

空中より なき 物の 生す るが ごとし。 聖人 神明の 德 也。 古を師 とし、 今の 時處位 をし り、 時 中の 至善 を 行 は 賢人の 作 

事 也。 仁人 豪傑 は 心の 位 は 賢人に いたら ざれ 共、 衆に 父母た る 仁心 厚ク、 よく 人 を あげ 用 ひ、 人情 事變に 達して 式 

を 定メ、 四海 おだやか にて 人民 万歳 を樂 むは 仁人 豪傑の 作 事 也。 時處 位に 叶た る政敎 なれば 諸國 則と り、 後世 稱す 

べし 

チ 3 ク  シ  キヤウ  チャウ 

容止可 t 觀ッ 容は 一 身の 諸容 也。 頭- 容は 直、 口. -容は 止、 手- 容は恭 、足 1 容は 重と い へり。 .i- は 言 を愼貌 也。 一 身 

の： 衽は 言より 重 はなし。 故に 止 を あげて 直 恭重を かね 給へ り。 可 觀は美 稱の言 也。 世 聞に も 人 がらの よき をば 見事 
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なる 人と い へり。 事の 善なる をば、 見られた る 事と 5 へり。 諸宫備 はりて 仁政 あまね き 時 は、 衣裳 を たれて 天下 治 

ル。 天 不言 m 時 行 はれ、 ガ物 育す。 乾坤に とれる 堯舜至 治の 德容也 

進退 可..〉 度 トス 進退 行藏は 君子の 大義 也。 舜の歷 山に 耕し 給 時 は、 野人に 異なる 事な し。 聖德を 知人な し。 退 

蔵の 至 也 0 帝堯の 召に よりて 出て 雲上の 交り をし 袷 ひ、 攝政を 命ぜられ 給へば、 生 付た る 公卿の ごとし。 進行の 至 

也。 堯崩じ 給 ひて 三年の 間 は 天下の 政道 一人して 取 行 ひ 給 ひ、 うたが ひ を さけす、 辭 する 所な かりし は 進行 也。 三 

年の 喪 終りて 堯の 子に ゅづ りて 去 給 は退藏 也。 諸侯 百官 堯の 子に 不 行して 舜に 行。 天與 へ、 人應 す。 -个^ じして 出 

て 帝位に 即給は 進行 也。 其 間に 一毫の 雜 りなし。 天下 後世 法度と すべき 也。 周の 泰 伯に ありて は 三度 天下 を 以て 餽 

ル。 民 其 至 德を稱 する 事 を 不知、 退 藏の至 也。 大舜泰 伯 地 を かへば 同じ からん。 其 外 日用 動靜 進退 あらす と 云 事な 

し。 君子 は 仁に 進み 知に 退き、 義に 進み 禮に 退く、 百世 度と すべし 

以チ臨 1 つ 民 r 是 ヲ以テ せつ 民 畏_ ァ而 愛. ン之。 則- ァ而象 トル 之 

人^ 此 六の 道 ありて 臣民に 臨 こと 日月の 上に 照臨す るが ごとし。 其 神武の 德に 長れ 慈 仁 を 愛す。 冬の 夜 ざむな るに 

は 夜の 明 ルを悅 び、 日の w ルを 愛す。 夏 秋の 夜 は 月になる を 待、 明の 生やる を 愛す。 人民 日月に あら ざれば 生育せ 

t 愛すと い へど も 神 の德 なれば、 自然に 長 敬の 心 あり。 衆の 仁君に おける 如此。 其 代に 生れて は髮形 衣服 だに 

&風、 &倉樣 など、 て かたどれり。 い はんや 同心 同德の 性より 出る 者 は^び やすし。 故に 則と りて 象 どる 者 也。 い 

にしへ 善人 をば 邦^に 封 ぜられ たり。 堯舜の 民 は 皆 善人 なれば 比屋 封すべし とい へり。 則と りて 象 どるの 至 也 


三 五 

故-一能 ク成 r 一 其 ノ德敎 T。 而行 「一 其，' 政令 T 慈父 孝子 父子の 德敎 をな し、 家人 其 事に 服す るが ごとし。 君 

の 德敎は 衆の 心に 得 所の 天理 也。 其 政令 は 人道の 可 行當然 也。 衆 皆 己が 事と していと はす 

詩 _ 二 fro 淑人君子ハ其^-儀不レ^！^^ハ 淑人は 善人 也。 淑人 君子 は道德 ある 人の 号 也 0, 道德は 天理の 規矩 也。 

性に 求る 時 は 得すと 云專 なし。 君子 先是を 得て 天理に たが はす. - 是を 以て 四方に 正して 衆 本心の 善 を 輿 起して 君子 

に不 ャ6  - 

# 子 ノ之事 パ i^-l 五の 孝 事 をのた ま はんため に 端 を發し 給へ り 

居 オハ 則 致；) 其" 敬 T 居 は 父母 を はなれて 居 也。 致 は盡の ごとし。 推て 其 極に 至ル 也と いへ り。 子の 身 は 父母の 

分身 逾鉢 也。 身 をけ がし そこな ふ は 父母 をけ がす 也。 故に 父母 を はなれ 通 鉢 を 奉じて 居と き は、 全 鉢の 精神 敬に 專 

也。 敬の 至 は愼獨 也。 己獨知と^Jろを愼ときは、 內外 一致に して、 敬せ すと 云 事な し。 我心に かへ りみ て恥ル 事な 

きを 君子と 云。 故に 君子に あら ざれば、 孝の 至に あらす 

戔寸ハ 則 致；) 其. '樂づ  父母 老て子 養 ふ 時 はよ ろづ 父母の 心に かな はん 事 を 欲す。 夂- 一は あた、 かに 夏 はす し 

く、 飲食 口腹に 應 ぜん 事 を 欲す。 七十 ハ非レ 1 肉-一 不， 飽。 人生 有け 綠親白 頭 ナラさ 何 ゾ能ク 一 日,. 無つ ン甘饌 一哉と い へり 0 

四時の 佳 興に 隨て、 月 花に も 心 を なぐさめん 事 を 欲す。 親の 心に 叶 を 以て、 子の 樂 とす。 故に 愉色 婉容 あり。 是ロ 

鉢 を 養 ふの 二三 也。 父母の 志 を 養 は ざれば、 其樂を 致す とはい ひがたし。 父母 仁慈の 志 あれば、 是を 助て 大 にし、 

父母 義理の 志 あれば、 是を 感じて 遂 しむ。 父母 道 を 行事 を樂 むは 孝の 至 也。 其樂を 致と 云べ し 
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# ル寸ハ 則 致- ス 一： H ハ/ 憂 一  父母 病 煩 ある 時 は 憂 盧を盡 して 醫治を 求む。 我 身に 病 あるよりも 切に して 昼夜 を 乙た 

る 事な し。 Is の 方いたら すと 云 事な し 

喪- ハ 則^； っ哀 T 父母 天 年の 數盡 て、 長き 別の 戚に 服す る を 喪と 云。 孝子 全 鉢 Q 精祌父 © にあり。 不幸に し 

て 父母に を くれ、 其聲 昔を不 聞、 其 顔色 を不 見、 寂莫 としてよ らん 方な し。 哀 心の 痛切 を盡 すの み 

祭- ス則 致- スー 其.' 嚴 T 死生 は晝 夜の 道に して 天理の 常 也。 かぎり あれば 久敷 なげく ベから す。 喪 を 除て 祭 ルは吉 

艚に變 す。 夫 祭 は 人 鬼 相 交ル道 也。 父母 人身 を 去て 鬼神と 成、 子の心誠に身淸からでは來格し受ざらん^^を恐ル。 

故に 齋戒 沐浴す。 五 辛幷に 厚味の 物を不 食、 酒 を 不飮、 精神 淸ク、 心靜 ならん こと を 欲して 也。 殿 敬 至らす と 云 事 

なし  V 

五， 者備リ ヌ矣。 然， 後 能， 事 ルレ^- 敬 樂里& 厳の 五の 行 傭ルは 子の よく 親に 事 ル者也 

事 1 親-一 者ハ 居-け 上-一 不レ 鶴- フ 此節は 魏に事 ル本は 身 を 守ルに 有事 をのた まへ り。 上 は 王侯 卿 大夫其 外 奉行 職 

にて 民の 上に 居 者 をかぬ。 年長 じ 才知 まさりた る も 上 也。 大君 は 天下の 五穀 財 用 を 天下の 爲に用 ひ、 諸 % は 一 國の 

五穀 財 用 を國 人の 爲に 用て、 上の 好む 事に ついやさ る を、 上に 居て 不驕と 云。 これ 大君 諸侯の 孝の 本 也 

下ト下 レ亂レ  祿を受 て 不臣の 心 あり。 其國に 居て 國 法に そむく は 乱 也。 時節 を 以て k 逆の 乱 をな すべし。 

:s は 強に 敵す ベから す。 少は 多に 敵すべからざる は 天に 順 也。 况ゃ 君臣 上下 を や。 君. - たらす 共、 臣は臣 たり。 國 

法 可に あたらす とも、 其國に 居て は そむかざる を不 乱と 云 也。 唯 位の. のみなら す、 老 たる 人に は順從 して あな 
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どらす、 才知 有人に は 鳍て敎 を受、 藝能 まさりた る をば 師 とす。 是又 下と して 不乱也 

在々 醜-一 不 レ爭ハ 醜 は 朋友 也。 位 等 ク年數 相 寄、 才知 藝能 大方 同じき 者 也。 其國に 仕て は 士と庶 人と 貴賤の 品 こ 

となれ 共、 他國へ 出て は 庶人も 醜 也。 旅 卦に竟 蒙の 吉 をい へり。 故に 醜 は 衆 也と いへ り。 和 順にして 禮讓を 以て 交 

りたが ひに 益 を 取 を 道と す 

罟 上-一而 驕 ル寸ハ 則亡ブ  天道 天下の 爲に 一人 を 立、 一人の 爲に 天下 を あたへ す。 大君 諸 國の爲 に 諸侯 を 立、 

諸侯の 爲に諸 國を與 へす。 しかるに 位に 驕て下 を あなどり， しのぎ、 富に 驕て 好む 事に 財 を 費し、 國人を 困窮せ し 

むる 事 は、 天道に そむく 也。 天道、 大君 諸侯の 爲に 賢才 を 生す、 賢才 は 多 は士庶 人の 中に 生す る 者 也。 何ぞ ひとり 

髙宗 のみ 天の 與 ふる 賢 あらん。 賢人な き は 求めざる ゆへ 也。 君幷 公卿、 予知 ありと して 賢才 を あげす、 諫言 を いれ 

ざる は、 知に 驕て 天道に そむく 也。 此 三の 驕を 無道と 云。 無道にして國天下を有者は古今なき13^^也。 天命に そむく 

者 なれば 終に は 亡る こと はり 也 

爲" 下ト亂 ルル 寸ハ則 刑セ ラル  人の 臣下と 成て 君 を 君と せす、 上の 法令 を 不用、 國 の 大禁 など を 犯す 事 は乱ル 、 

也。 其 平常 老 たる をう やま はす、 知識 有人 を師 とせす、 我意 を專 にす る は、 乱ル 、 の 本 也。 禍其 身に 及 者 也 

左-け 醜-一而 爭 オハ 則 兵セ ラル 同輩 不相 譲して 上た らんこと を 欲し、 藝能 たが ひに 益 を とらす して、 我に 自滿 し、 

人 を そしり、 何事 も 我慢 を 本と して 爭 とき は、 衆 皆惡み 怒ル。 かんにん せざる 者に 逢て は 相 して 犬 死す、 世 聞に 

是を 喧嘩と 云 
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三ノ 者， 不レ、 I 除 力。 雖 S モ曰 一一 用 M ニ牲， 之 養 1 猶爲 -スー 不孝 T 

職 乱爭の 三の 悪 は 身 を 失 ひ、 家 を 亡す 凶德 なれば、 父母 を 養の そな へ、 美を盡 すと いへ ども 不孝 也 

五 刑 ノぇ虱 三千-,。 而 罪莫. -大， ルハ於 不孝 r 

五 刑 は 墨、 则、 剕、 宮、 大辟 也。 墨 は 額に 字 を 刺て 墨 を 以て 涅 にす、 釗は暴 を 割、 剕は 足の 筋 を 絶、 ^51は淫刑也0 

男子 は 勢 をき り、 女子 は 外に 出ル 事なら ざる 樣 にす、 あがり^な どの 內所 にっか はる、 がごと し。 大辟は 死罪 也。 

墨 翳の 凝 千、 剔 5^ の屬 千、 剕 翳の 奥 五 百、 宮罸の 翳 三百、 大 辟の 罸其屬 二百と い へり。 如 此數多 5^ は 罪 を かろき に 

出さん ため 也。 娃乱 無作法の 者、 男女 共に 死罪た るべき を も、 なだめて 宮刑に する ^あり。 男 は 勢 を 絶て 閱鬥の 

番 などに 使 也。 女 は 外へ 出さす、 所の 使者と する 也。 盜の罪 も 剛盜は 死罪 多く、 弱盜は 入墨して、 米つ き 水く む 

やうの «^ に 使 也 0 其 外 死刑 をな だめて、 鼻き り、 足の 筋 を絕者 あり。 遠く 行 こと あた は ざれば、 門番な どに 使 也。， 

惡 人の 大剛 なる 者 を 深山の ふもとに 置て、 魍魎 を ふせがし むる も あり。 功 すくなき を赏 する 過 は あれ 共、 卵 かろき 

を する 過な き は 仁者の 政 也。 三千の 罪の 中に て 不孝 を 重し とす。 仁者 も ゆるす 事 あた はす。 不孝 は 愛敬の 本心 を 

失 ひたる 者 なれば、 虎狼 心に して 人に あらざる が 故 也 

耍 二君. -者 ハ無ス ルナ "上-' 耍 する は 君 を おびやかし、 おどろかして、 己が 欲する 所に したが はしむ るな り。 平 

の淸 盛が 曰 本國を 多領 し、 其 身 一門 皆 高官に のぼりし たぐ ひ 也。 君 は 臣の命 を 受ル所 なれ ども. 臣の 威つ よき 故に、 

臣の望 事 を 君の 御 心に かな は ざれ 共、 是非な く 求に したが へ る 也。 是臣の 心に 上と する 心なき 也  ， 


非， ル 一聖..^, 一-者 ハ無ス ルナ"^ ヲ  人 皆 我 身を賤 する 事 をい とひて， 心を賤 する こと をい と はす。 身の 尊 からん 事 を 

欲して、 心の 尊 からん 事 を 欲せす。 もし 心の いやしき こと をい と は t -、 聖人 を師 とせ ざれば 尊から す。 心 法の 出ル 

所 は 聖人 也。 然に 聖人 を 尊信せ す、 其 言 を 侮 どり、 道學を そしる 者 は 心に 法な し。 世俗 も禮儀 を- 个 知者 を 無法なる 

者と いへ り 0 禮儀は 聖人に よりて 知 所 也。 故に 心の 師を そしる 者 は 心に 禮 儀の 法な し。 禮儀 をな みする 者 は 人に あ 

らす 

非 ゆ 孝ヲ： fja ハ. 蹄ス ルナ" 塌ヲ  必 しも 口に 孝道 を そしら ざれ ども、 愛敬の 心う すき 者 は 孝 を そしり 親 をな みする 也 

此レ 大亂" 之 道 也 ま 註 云。 人 必ズ有 8 以テ生 さ 有 S 以テ 安"。 有- S 以" 治 S 而 〃後人 道 不.！ ir。 國 家不レ 乱レ。 

若.. ニニ， 者 皆無ち" 豈-非 • ^ャ 大乱， 之 道 一 乎。 正義 _ 一 云 さ 人不 k「： ，於 君 r 不レ法 IV ，於聖 一。 不， 愛 於 親 此 レ皆爲 一； 不孝 r 

乃是 罪惡， 之 極す。 董氏 JK。 三， 者叉以 不孝 T 爲レ 首ト。 蓋" 孝ハ則 必ズ忠 IT 於 君 r 必" 畏 1 聖人， 之 法 ？矣。 夫人 愛敬の 心， 

うすき は、 君と しても 臣 としても、 父子 兄弟 夫婦 朋友と しても、 たのみすくなし。 虎 迫の 倫 中に 有が ごとし。 大乱 

のよりて 出ル所 也。 故に 大乱の 道 也との たまへ り 

敎ュハ 民-親愛 T 莫 -S 口 S ハ於孝 r 本心の 愛敬 初て 父母に ひらけ、 五倫 皆 孝なる こと を敎ル 也。 心の 靈妙 至誠 

より 發ル 道理 を 知と き は、 相 親愛せ すと 云 事な し。 なを 禮樂 の敎 ありて、 これ を皲 しこれ を 舞す 

敎， ルー ハ 民-一 禮項 T 無- M ョ ハー 於 弟 r 兄 を 敬 ひ 年長 ぜるを 先と する、 是を 弟と 云。 大 父母の 天地より 見る とき は、 

年長 ぜる人 は 皆 兄 也。 故に 年 は 天下の 達 尊の 一 に 居れり。 禮 順のお こる 所 也。 夫學は 君父師 たる こと を學 ぶに 非す、 
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臣 子弟た る 事 を舉 也。 よく 臣 子弟と 成て 後よ く 君父師 となる 者 也 

移.〕 風ヲ 11^ ユ 谷-^ 莫. Mn?I ハ於樂 r  風 は 上の 化の 及 所、 俗 は 下の 習の なる 所 也。 上 行 ひ下效 ふに 疋を 風と 云。 

民 志 一定す る是を 俗と 云と いへ り。 移は遷 して 其 善に 就 を 云 * 易 は 其 惡を變 じ 去 を 云。 風上に 隨て遷 り、 俗 下より 

して 變す といへ り。 夫人 心 は 活物 也、 生と しいけ る 者、 たのしみ を 不知と 云 事な し。 善に たのしま ざれば 悪に 樂 む。 

天下に 道 二、 仁と 不仁との みとい へり。 故に 聖人 雅樂を 作て 人心 を みちびきて、 仁 # を たのしま しむ。 货賤 共に 不 

知不識 善に うつりて 惡を 忘ル。 世 中の 風俗 をう つし かふる こと 樂の德 によれり。 五 帝 三 王の 盛な りし も政敎 風化の 

道 は、 文武 禮樂に 過た る はなし。 孔聖の 時分 は 王道 亡びたり といへ 共、 民間までに 先王の 餘澤 のこりて、 孔門の 諸 

生 耕せ： ム采 薪の いとまに 文 を學、 武 をなら はし、 琴瑟を もて あそべり。 家業 をつ とめ、 鳢樂弓 > ？の邀 に 遊 ぶ^たが ひ 

にす。 農業 時に 先達て 用意し を； J たらす とい へ 共、 せ はく. しからす。 又 六 f5 の 遊に も 流れす。 是 聖代の 餘風也 

安 t 上 ゾ治ュ 民" 莫. ひ於禮 r 禮に 上下 尊卑の 分 ありて、 犯し 陵ぐ こと あた はす。 故に 上た る 人 不危、 下 

たる 者不 乱。 漢の 高祖 天下 を  一 してい まだ 安から す、 禮式定 て 後、 初て 天子の 位の 尊き こと を 知と い へり。 禮に 

吉凶 車 {if!; 貨の五 あり。 吉は祭 禮、 凶 は 喪禮、 軍 は 軍法、 賓は 主客の 往来 交接 也。 諸侯の 天子に 朝す る も、 天子の 諸 

侯の 圃を 巡狩し 給 も、 賓禮の 犬なる 者 也。 夫婦の道 も賓禮 也。 妻 は內に 主たり、 夫 は 外より 入ル、 賓 主の 交の ごと 

くなる を 善 也と す。 賀は冠 婚幷に 人の 慶を賀 する 類 也。 人道 は禮を 以て 尊し、 善 を 行 ひ 善に 習の 第一 也。 天下 禮讓 

を 尊て 爭訟を 恥と す。 故に 上 安ク下 治ル。 鱧の 德 より 善なる はなし 

EQ 


I- ハ者敬 ム矢  禮に 本末 あり、 敬 は禮の 本な り。 實 ありて 後、 禮文學 ぶべ し。 樂 にも 本末 あり、 和 は樂の 

本 也。 五倫 和睦す る は 樂の實 也。 本 を 知て 後、 樂文學 ぶべ し。 禮の用 は 和 を 貴し とす。 和なければ 禮行 はれす。 敬 

なければ 樂不 成。 故に 禮樂 たが ひに 其 根 をな す。 君子 は禮樂 しばらく も はなる ベから す 

故-一敬 一 スーさ ハ其ノ 父 T 則 子 悅ァ。 敬 一 スール オハ 其ノ兄 T 則 弟 悅プ。 敬 ラオ ハ其ノ 君 1 則臣 悅.^ 

= ^户子 忠臣 悌弟は 百世の 師也。 其 行 を 聞 者 本心 感 通して 歡喜 せす と 云 事な し。 義理の 我心 を悅 ばし むる 者 也 

敬 1 人 T 而千萬 人 悅ブ。 所" 敬スル 者" 寡フメ 而悅ブ 者" 衆シ。 此レ 之. t 巧 ー耍道 T 上老 .2 して 天 

下 孝 を 興し、 上長々 として 天下 弟 を 興す 0 是 一人 を 敬して 千万 人悅 なり。 天下の 人の 多き 何ぞ 千万 人の みならん。 

千万に か、 はるべ からす、 唯 数多 を 云 也。 其 代に て だに 數 しらす、 况ゃ 後世 万代の 人、 其 風 を 聞て 悅者を や。 1 心 

無窮に 至れり。 故に 耍 道と 云 

君子 ノ之敎 ルー- 以ス i 孝ヲ 也， 非？ U 豕ゴ トー 一至 テ而 日-一見？ ド之ヲ 也。 敎 ルー- 以スル S ヲ所" 以ナリ 敬れ ル 天下 ノ之 

爲ひ人 バ乂ー 者 ：；％1。 敎ル 一一 以スル i 弟ヲ 所-. 以ナリ 敬 "天下，' 之爲 -1 人 ノ兄ー 者 也。 敎 ルー ー以 i 臣ヲ所 

以ナリ敬-スル天下"之5^^^!ル1人.'君1者ぉ也 天子い まだ 太子た る 時、 至孝の 道 を 身に 行 ひ 給。 父 帝 則 君 なれば、 

忠 敬の 道 を盡し 給。 大臣の 齒德 長ぜる 人と 相 ゆ づり給 は、 弟 順の 道に したが ひ 給 也。 是 太子の 身、 孝忠 弟の 道 を か 

ね 給、 天下の 敎の本 也。 生れながら 太子 東宮な ど. - あがめす へられ 給へば、 後世の 武家の 若君の ごとくに て， 此道 

を 行 ひ 給 事 あた はす、 二の 日 有が ごとし。 君み づ から 行 ひた ま はで は、 德の 流行なければ、 鄉 里の 師家 毎に いたり、 
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日々 に 見て 敎 とい  へ 共、 風化の 道に しかす。 風化の 德 有て 後大舉 小學 あり。 鄕 里の 師 ありて 孝逍 を敎ル は、 天下の 

人の 父た る 者 を 敬す る 道 也。 忠道を 敎ルは 天下の 人の 君た る 者 を 敬す る 道 也。 弟 順 を敎は 天下の 人の 兄た る 者 を 敬 

する 道 也 

詩-云 S 豈弟" 君子 ハ民ノ 之 父母 ナリ 大 雅涧， 酌の 詩 を 引て 上文の 餘情を 吟詠し 給。 32^は樂也。 お 也。 

君子 は 道 德を樂 て 理に順 を 安易と す。 如此 にして 民の 父母 たるべし。 父母の 子に をけ るよ く 養 し、 よく 師友 をと 

る。 君子の 民に をけ る、 政 を 以て 富 足しめ、 敎を 以て 善に みちびく。 凡人 は 身に 富贵有 をた のしみ とし、 に 災害 

なき を：！ とす 0 富貴 を 欲する 者 は險を 行て 幸 を もとめ、 險を 行て 幸 を もとむ る は 災害 を まねく：！：^, なること を 不知。 

君子は無*^^を行へり0 無事 を 行者 は 居- ^ 易-一 俟：， 命， 也 

非，. づ至德 一一 一 其 レ孰カ 能ク 順-一 スルぃ 民ヲ。 如い 此其レ 大ナル 者ナ？ ノヤ 乎 

孝 を 以て 天下 を治ル にあら すば、 天下の 衆生 を 和 順す る こと 如此大 ならん や。 其 化の 廣大 を^て 孝の 至德 たる 道理 

を 知 也 

昔 者 明 王事- ズ乂 "孝 ナ リ。 故-事 t 天-明 ナリ。 事 t 母-孝 ナ"。 故-事 t 地-察 ナ 

先王 明 王 一也。 i_ ！: いにしへの 聖主 也。 氣象大 にして 聰明 容知、 照 さ M る 所な く、 ェ. 夫 細に して， 文理 密察、 周から 

ざる 所な し、 故に 明 王と 云。 天に 父の 道 あり、 地に 母の 道 あり。 上に 在て 覆 育の 惠み大 なる は 父の 道 也。 下に 居て 

養生の 恩 厚き は 母の 道 也 C 天地の 心 は理也 0 理に隨 てた がふ 事な き は 造化 を 助 クル 道に して、 天地に 事 ルの孝 也。 


理に隨 は 順 德也。 子順德 ありて 事ル とき は 父母 安し、 是を 仁人の 父母に 事ル こと 天地に 事ル がごと く、 天地に 事ル 

こと 父母に 事ル がごと しとい へり 

長幼 順 ナリ。 故-一 上下 治ル 人 一 たび 幼なら ざる 者な く、 長なら ざる 者な し。 家に 居て 幼なる 時 は 父兄 伯叔に 

順從 し、 長す る 時 は 子弟 甥 を 慈愛す。 國に 出て 我より 上なる 人に 從は、 家に 居て 習し 幼 道な り。 我より 下なる 人 を 

助ルは 家に 居て 長た る 道 也。 家に 居ての 長幼、 國に 出ての 上下、 其 心 二 あらす。 其 道た が はす。 故に 有 道の 代 は 長 

幼 順にして 上下 治ル 也。 天子と いへ 共 幼に して は 父母 あり、 伯父 庶兄 あり。 學校 にして は師 あり、 長者 あり。 成人 

に 及ても、 朝に して は 公卿の 年長 ぜる 人に 從て 君に 事 給 ひ、 身に 孝弟の 道 を 行 給 は 風化の 本な り 

天地-明察 ナレ、 、ハ 神明 彰ル矣 大君 天に 事て 明らかに、 地に 事て 察 なれば、 天地人 三 極の 道 立 也。 故に 造化の ェ 

シ クレイ  シ タザ フ 

を 助て 陰陽 和し、 風雨 時 あり、 人疾癘 なレ。 是を天 時 順に、 地道 若と 云。 天地の 神明 あら はる. ^也。 人道 正から ざる 

時 は 陰陽 不和、 風雨 時 あらす、 人疾癘 多し。 大風 大雨 地震 火災 等の 夭し げし。 天地の 化工 を 害して 神明 あら はれす 

故 _ "雖 57 天子 t 必" 有 W 尊く 也。 言.^ ^ 有ヲ、 乂也。 必ズ 有： 先スル 1 也。 言ナ^^ル^兄也 

父 帝 在す 時 は 太子と いへ 共 君臣の 禮 也。 兄 は 公卿の 齒德 ある 人、 幷に 諸兄 伯父 也。 君 在す 時は禮 先す る 事 あり。 父 

帝 崩 じ 給 ひて 太子 即位 以後 も、 宗廟に をいて 亡に 事ル こと 存に 事ル がごと し。 孝子 は 親 を 死せ りと せす、 孝 は 死生 

一貫 也。 たヌ 鋭の みならす、 先王の 神 皆 天子の 尊び 給 所な り 0 叉 宗廟に して 諸兄 伯父 先 じて 事 を 行 はしめ 給 こと あ 

り。 先王の 神より 見 給 時 は 共に 孫 なれば 也 0 又 天 民の 先 覺は道 德の兄 也 0 謙讓 して 問； J と を 好み 給 は是を 先す る 也 

*s 小 解 一一 一  四 一 11 
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宗廟-一致 ラ； 敬 プ不レ ""忘-親"； 也。 脩 ^ 身 isuta 恐 t ，ハナ ^ 辱ゲ； ヲ， 先 7 也。 宗廟-一致" 敬 7 鬼神 

著ル矣 天子の 敬 を 極 メ盡し 給 所 は 宗廟 也。 父子の 親み は 天性 也。 膝下の 親み を 失 は ざれば なり。 親子の 道 は 天 

子 諸侯 卿大 夫士庶 人に 至まで 貴賤と なく 一  也。 修身 愼 行事 も 一 也。 此身は 親 先祖の 遗体 也。 故に 先 を ル こと を 恐 

ル 、也。 宗廟に 誠 ありて 敬を盡 せば、 父母 先祖の 鬼祌來 格して 祭 を享。 故に 著と 云。 著 は洋々 として 其 上に 在が ご 

とく、 其 左右に 在す がごと し。 よく 誠 ある 故 也。 微の顯 照 著に して 掩べ からざる 也 

孝弟， 之 至り 通 羊 神明 r 光， ルー 于 四海 it 所レ不 if 

天の 万物に 賦與 して をの づ から 已 こと 不能 もの は 命 也と いへ り。 故に 天地 は 性 命の 父母 也。 孝弟の 道 父母 先祖 天地 

に 及て 一 也。 この 故に 至誠なる 者 は 神明に 通じ、 四海に 光ル。 通ぜ ざる 所な し。 中 江 氏 云、 弟 モ亦孝 中， 之 一 件 而已。 

故ュ雖 IT 孝弟 兼擧 孝 上 1 ク看ル 

詩-一 云. ，o 自 I 西自" 東自！ 南 自リレ 北 無； 首- 5- 一， 不. r 云 服セ 

詩は大 維文 王 有 錄の章 也。 武王 孝德の 致て 四方 皆來 て服從 す。 中心 悅て 誠に 服す る ことお 美稱す といへ り。 孔 夫子 

孝^^-の行、 愛敬の 美 を述給 こと 畢れ り。 詩 を 引て 赞 美す。 近より 遠に 及て 四方 德 化に 感す。 通ぜ ざる 所な きこと 

明す とい へり 

君子 ノ之事 1 親 ，-孝 i 故 _-忠 可. 溪； 一 於 君 r 事 ルレ 兄-弟 ナ"。 故 威 可 .§rl 於 長！。 居 _ 篆理さ 

故- ムロ 可.^ 移 I ス I 於官 i 1 人の 人 也。 に對 して は 子 也。 子に 對しは 親 也。 君に 對 すれば 臣也。 臣に對 すれば 君 


也。 兄に 對 すれば 弟 也。 弟に 對 すれば 兄 也。 職 位 己が 上に 在 人 は 長 也。 己が 下に 在 人に 對 すれば 己 長 也。 家に savj 一 

一 

家 道 を つかさどり、 朝に 事て 國政 にあ づ かる 皆 一人也。 故に 親に 事て 愛敬の 誠 あれば、 君に 事て 敬忠 也。 兄に 事て 一 

弟 なれば、 長に 事て 順 也。 家に 居て 家人に 慈惠 あれば、 國に 出て 仁政 を 行 はる。 皆 二心な く 二道な し。 中 江 氏.' 云 s 一 

理" 謂？ 物 其^ S 不 i け亂レ 也。 治モ 亦理ナ "也。 居に ァ家-- 理ル rir 齊 S 人 7 而 各.. 得 r_ せつ 理 V 而不 ぉ紊レ 也。 治 rt¥ 政 一 

得：^ 其， 理 T 而不 ぉ亂 レ0 云 理云治 皆 孝 中， 之 ー德也  -  . 一 

是 ヲ以テ 行成； ァ ー於內 一而 名 立 一 ツー 於 後世 一- 矣  行 は 孝弟 理の行 也。 內は心 也。 可 移の 實 心に 成て 身に 施し 外 一 

にあら はれ 名 後世に 立 也。 名 は 君子の 求る 所に あら ざれ 共、 名 は 實の賓 也。 其實有 もの は 必す其 名 あり。 沒 世まで 一 

名の 稱 せられざる は 終身 爲 善の 實 なければ 也 0 こ i を 以て 君子 これ を疾 めり 0 もし 其 名の 稱 せられざる を疾 まば、 一 

其 實の不 立 こと を 恐て、 常に 孜 々として 勉て 善を爲 べしと いへ り  一 

閨 門/之 內 具へ タルカ t 禮ヲ己 乎。 嚴ズ乂  "嚴げ 兄 S 妻子臣妾ハ猶ーー百姓徒役.^也 閨門は 小 門 也。 二 

家の 小 鬥の內 といへ ども、 1 國の 禮備れ り。 嚴父は 事 君の 道、 嚴兄は 事 長の 禮也。 妻子 は 百宫の ごとく、 臣妾は i 

役の ごとし。 慈 は 衆 を 使 所 也。 慈 は惠み 厚して 愛に 流れす、 おとなしき 心 也。 父の 道 なれば 民の 父母た る德 也。 妻 一 

子 は 家內の 貴き 者 なれば 百官の ごとし。 臣妾は 家 內の賤 き 者 なれば 徒 役の ごとし。 此 百姓 は 百官 也。 徒 役は庶 人の 一 

宫に在 ものな り。 士 も中士 以上に は 家內の 人品 A あり。 侍 下人 段々 數 あり。 女に も 上中下 品々 あり。 男女の 召使 を 一 

なべて 臣妾 といへ り。 妻子 は 恩に 押、 愛を恃 て！？ 易し。 主人 慈 厚して 禮儀 正しき 時 は 和して 不奢 0 臣妾は 遠ければ 一 

孝 赵小解 111  四 五  一 
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をろ そかに て 恨み 易し。 主人 惠み紬 にして 其 所 を 得せし むれば、 中心 悅て 服從 す。 是則 妻子 を 齊ルは 百官 を 理ル道 * 

臣妾を 御す る は 徒 役 を 使 道 也 


、  ei 七 

孝 經小解 四  ， 

曾 子 曰。 若" 夫， 慈愛 恭敬 ラ安レ 親ヲ揚 名ヲ。 參聞レ 命ヲ矣 

是 人倫の 常にして 順境 也。 常道の 順 孝 は 夫子の 敎を簡 たる 也。 安親 は 父母の 心 を 安す る 也。 魏の心 を 安す る は 子 善 

人 也。 子の 善 を悅 は 父 も 善人 也。 慈父 孝子 は 善人の 名 也。 父子 共に 善人の 名 を 後世に 揚ル 也。 慈 は 愛の 体 也。 心に 

慈 あれば 愛情 發す。 恭は 敬の 也。 敬 內に存 すれば、 恭外 にあら はる。 愛 は 親の 子 を 愛する より 厚き はなし。 故に 

慈 を 父の 道と す。 慈 は 子 を 善人と する より 犬なる はなし。 敬 は 子の 親 を 敬す るより K なる はなし。 故に 心に 敬 あれ 

カタ チウ ャゥ ヤシ 

ば ft^ 恭  ゾコナ 

敢チ問 フ。 從， r 父ノ之 令-一-可 シ S レ孝ト 乎 親の 命令 不可なる 時、 諫め 格す I 逆して 父子 善を. if ぼ 

はんこと を 恐ル。 しからば 可否 を 論ぜす、 專 令に 從 べき か、 此さ かひうた が はしく 思 ふ 故に 此問 あり 

子，'， 曰。 是レ 何ノ言 ゾ ャ與。 是レ 何ノ言 ゾ ャ與。 言 ノ之不 ルナ" 通ゼ也  . 

非 を 見て 從は 親の 不義 をな す 也。 故に 是 何の 言ぞと 再び 云て、 其 不可 を 明し 給。 ぎ „ ^子の 親に 事 ル順從 ありて 違 逆な 

しとい へど も、 親 過 ありて 從順 する は-親 を 不義に 陷ル 也。 故に 氣を くだし 色を抬 しめ、 聲を柔 にして 諫 む。 親 逆し 

で 不入時 は 号泣して 隨 といへ り。 隨は 不可に 隨 にあら す、 しばらく 親の 氣 色に 順從 して 和す る 時 を 待 也。 言の 不通 

孝 輕小解 四  P ィ 
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は 其 言理に 達せざる 也 

昔 者 天子-有， V ハ爭臣 七 人。 一 雖 r- モ 無道 r ト不レ 失  >ナ-ハ 其， 天下一。 諸侯 有- づ爭臣 五 人。 - 雖っ，モ無^3ーリト 

I 不， 失う 其 齜ー。 大 夫-有 一 づ爭臣 三人？ 雖 riir ト不 レ失弋 其乂豕 T  爭 I 也。 共 非に 不 

從 して 諫め 止 ルは爭 が どし。 無道 は 君 道 を 失する どに 臣 諫め 爭時 は、 失すと いへ ども 甚 しきに いたらす。 故に 危亡 

を 免ル 、也。 七五三 皆陽數 也。 諫爭 の臣は 陽剛の 忠臣 也。 陽 剛の才 は必す 明敏 也。. 數 にか、 はるべ からす、 又 下と 

して 上 を^せ す、 自然の 分 ある £ を 示し 給 首 外の 意な り。 傳に 云。 天子-一有 r, 爭臣七 人 I 云々 昔" 殷 王肘殘 r 賊 百姓 7。 

犖逆， 天道 r 然 レ.. そ 所 二 以ハ不 tt ビ者。 以 rr 其.， 箕子比 千 7 之 故へ ふ 也。 微子ハ 去： 之..。 &?" 執 囚レ， 爲 Kt- 比 干" 諫， 

而 死ス。 然メ後 周加パ 兵" IffilaT 之 マ 諸侯 有 ¥臣 五 人， 云. -吳王 夫差爲 一， 無 S ？。 然 "そ 所 n 以" 不 P 亡 ビ容有 r_ 伍子 胥ー 

之 故 也。 子 胥死メ 後三年- フ趑 乃能ク な" 之 さ 大夫有 r 爭臣 三人 一 云云 季氏爲 一一 無道 マト 0 僭！ < 一 天子 1 然 トそ不 ルレ 亡-^" 以 

冉有 季路爲 f 一， 宰臣， 也。 故 * 一 曰、 有？ 一 誇. r 爭臣 I 者"。 其， 圃昌。 有 f ー默. r 諛臣ー 者" 其， 國亡プ とい へり 

士ュ 有- 1 寸ハ爭 友 „i 則 身不レ 離-レー 於 令名 T  士は 小身 なれば 爭臣 ありがたし。 心 友 ありて 爭 とき は 士の善 名 

を 不失也 

父- -.i^J- ハ爭子 則身不 レ陷； r 於 不義- I- 父に 1^ 子 ある は 上下 貴賤に 通じてい へり。 爭子は 善 子 也。 子に 

善人 あるとき は 父 無道な りと. S へど も 不義の 罪に 不陷也  . 

故- 當 f- ハ 不義 一。 則チ 子不. 可 n 以 _7 不 ri 爭， ハ, 於 父 r 臣不レ 可 r- 以禾. ri 爭 Iv^ 、君？ 君臣と 


B 九  一 

朋友と は義を 以て 合 者 也。 故に 君 過 あれば 諫む 0 三た び 諫めて 不聽 とき は 去ル。 友に は 忠告て 善導 ク、 不可なる 時 一 

は已 といへ り。 父子 は 恩 を 主と す。 君臣 朋友の たぐ ひに あらす。 故に 父母 過 ある 時 は 氣色を 取て 諫 む。 父母 不從と 一 

き は 敬して 共氣色 をお かさす、 父母の 心 や はらぎ 感 悟すべき 時節 を 見て 又諫 む。 爭友爭 臣に諉 する 事な し。 故に 孔ー 

夫子 父子 を 先にして 君臣 を 後に し 給、 其 3 曰 深し とい へり  一 

故 一一 當； ァーハ 不義？ 則 チ爭ぃ 之ヲ。 從 ーフ| さ、、 父ノ之 令？ 焉ゾ得 ンャ爲 "「ヲ レ孝ト 乎  ふ 

無道の 事 不善の 令諫爭 せざる 事 あた はや。 可否 を 論ぜす、 ひたすら 父 命に したが ふ を 孝と する の理 なし。 しかれ ど 一 

も 直諫 遠 逆す る も 又 不孝 也。 故に 幾諌 すと い へり  .： 

君子-之 事 ^ 上-也 君子 は举子 也。 孝子の 賢なる は 人臣と 成て、 其 君に 事ル也  一 

^ テハ S5 "盡ン 「バ. B ヲ。 艮 j テハ 補 ハン 「バ咼 j チヲ  心 を盡す を忠と 云。 君 前に 進て は 君 を 賢 君と し、 政 は 仁政な： 

らんこと を 欲す。 善 あれば 君に ゅづ り、 君 前 を 退て 君の 令 命 過 あれば 己が 過と す。 補 はかくして 非 をかざる にあら 一 

す、 己が 過と すれば、 あら はして すみやかに 改ル 也。 則 衆の 過 を 改ル師 たり。 君 言 善 なれ 共、 いまだ 不全 事 あれば 一 

是を捕 ひ、 かけた る 事 あれば 增 益す。 士 朝に 業 を 受昼日 講じ 行 ひ、 夕に 復 思し 夜に 過 を 計と. S へり  一 

將； j ^シ其 "美 T。 匿 二救ス 其.' 惡 To 故-上下 能 ク相ヒ 親ム也 忠臣の 君に 事ルは 親に 事ルが どし。 象に 居 一 

て は 孝子 也。 國に 出て は 忠臣た り。 君 善の 兆 あれば 是を 助て とげし め、 命令 出れば 導きて 其 善を大 にす。 君過惡 d 

きざし あれば、 是を 未發に 正す。 もし 事に あら はるれば、 是を 救て 其 事 を 止ム。 善美 は 君に 歸し、 過惡は 己に 歸す oj 
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故に 君 忠臣の 誠 を 感じ、 其 諫に從 順す。 道義に よりて 上下 親む。 故によ く 相 魏也。 

詩-云。 心； 一… 乎 愛 i 遐ト不 ig}<。 中心 滅 2 ヲ。 何レ， '日 力 忘 .2 ヲ 

小雅隔 桑の 篇の詩 也。 忠臣 親 を 愛 スル誠 をう つして 君に 事ル 故に、 君 を 大切に 思 ふ を 以て 心と す。 上下 赏賤を はこ 

遠 L とせす、 近ク 父母 を 思 ふが，： t し。 中心に 蔵て 忘ル 、事な し。 是進思 盡忠、 退 思 補 過、 將順其 美、 IHU 救 其 ls、  ^ 

忠の本 也 

孝子 ノ之 喪スは 親ヲ也 父母 沒 して！ 爱に居 を 喪と 云 

哭不 レ偯セ 哀痛の 極 聲に發 する を哭と 云、 俵 は 聲從容 として 餘 あり。 父母 0 喪 は 哀痛の 極 なれば、 其哭 ま^て 

息、 餘聲 なしと いへ り 0 幼少の 子の 泣が どし。 聲を 引て ながく 泣 はつよ く かなし からぬ 也 0 つよく 泣と きは聲 絶て 

なき 入、 しばらく ありて 聲發す 

喪の 禮の 進退 かづく 其 IB! を 行て、 容^-0ぅゃくしき鉢なき也0 平生は 恭しき を禮 とすれ どもき 

也 

llln 不レ 文ァ， いふべき 事 あれば やう やく 其 事 をい ひて、 うる はしき 言葉な し。 平生と 異也 

服 "美， 不. 安 力- 7。 聞ュ 樂ヲ不 ，§ノ。 食スュ 旨キ ヲ不， 甘 カラ 

平生 無事の 時た のしめる 事 も、 なぐさめる 物 も、 心に 憂 あれば 其 用な し。 鳥に も 心 を おどろかし、 花に もな みだ を そ 

、ぐと いへ り。 美服 を不 衣、 樂を不 聞、 厚味 を不 食、 すべて 人間 Q たのしみに ぁづ か I。 酒肉畢 をい める 事、饮 


せざる のみなら す 主意 あり o 或 問に 見えたり  一 

此レ 哀戚. '之 情 ナリ也 孝子の 親 を 喪す るより 六の もの は 孝子 哀戚の 眞 情 也  -  一 

三日-.^ 而食ス ルハ。 敎 1 民- -無 マ- 以 i ヲ傷 V ル： 生ヲ if モ不さ 滅.^ t 性ヲ。 此レ 聖人 i 政ナ" 也 一 

上古 は 人の 情 厚く、 元氣 すこやかに 脾 SE つよし 0 故に 父母の ながき 刖に 逢て、 贪 のどに くだらす。 しかれ ども 三日 一 

を 過ル時 はし ゐて かゆ を 食せ しむ。 父母 死す る 家に は 三日 火 を あげす。 隣家より 家內の 者の 食 をつ か はせ り。 主人 一 

は 三日 Q 後 も 食 を 欲せ ざれ ども、 親の 死 を 以て 子の 生 を やぶり、 やせお とろへ て病氣 になり、 性 命を滅 すに いたる 一 

は不牵 なれば、 三 曰の かぎり をな して 食せ しむる は 敎也。 聖人 民の ために 禮を 制し 哀情 を 節して 其 生 を 全し 給 政 * 

喪不ュ過-ー三年ー示；^ナリ民-ー有？ "終リ也 上古 は 喪 期の 數 なく、 人の 情の 厚薄に したがへ り。 親子 g れ夫ー 

婦 はなれて、 五 年 も 十 年 もな げく 者 あり。 半年 一年に て やむ も あり。 長き を ほめす、 短 かき を そしらす。 俗にい へ 一 

る 鈍 知 贫福下 戶上戶 のか はりの どく 思へ り。 太古 質素の 風な り 0 後世の 聖人、 その 久しく 哀戚 して 性 命 を ほろぼす 一 

者の ために を さへ て 三年の 喪を定 給へ り。 人生 あれば 死 あり、 理の 常にして 晝 夜の 道 也。 久しくな げくべ からす。 一 

子 生れて 三年、 父母の 懷中 をまぬ かれ ざれば、 是を 以て 喪 期の 數 とし 給。 喪 を 除て は吉 鱧に 變す。 故に 祭祀に ガ i す 。一 

是終 ある KJ を敎給 也。 今の 俗 親の 子の 精進す る は 逆 也と 云て せす。 孝の 理を知 ざれば 也。 老少不定 は 天命 也 0 其 上： 一 

子 も 親 先祖の 性 命を傳 たる 者 なれば、 我 子と し 私すべ からす。 故に 聖人の 定は宗 子に は 三年、 次男より は 期 也。 是ー 

親 も 子の 喪に 居 也。 S 校 云、 此 本 「嫁した る 女子に は 父母 兄弟 共に 思 麻 三月 也、 嫁 女 は 本 生の 父母の ために 期 也。 夫 一 

S 小 解 四  五 一  I 
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の 父母 を 父母と して 夫婦 三年の 喪なる が 故 也」 トァ i テス i ケシ シナ * 「日本一 一 ハ此法 有 まじき と 除キゅ 也」  >  注 ァリ〕 夫^ 兄 

弟 s«s 云 .1 ハ 「伯父 兄弟 甥」 よ〕 は 期 十三 月 也。 伯父 甥 〔01、 粗* 「從 弟」 トス〕 は 大功 九月 也。 〔cs、s* 「叉」 ァ"〕 い 

とこ は 小 功五 月 也。 又い とこ は思庥 三月 也 〔oa 云、 xcs 下 + シ〕 母方の 叔父 甥と 妻の 父母 は 思 麻 也。 母方 はいと こ より 服 

參 

b ォホ v- ヒマゴ  タチ 

なし 0 祖父と 孫 は 期 也。 曾祖父、 曾孫 は 大功 也。 餘は をして 知べ し。 期より は 諸侯 は絕、 大夫は 下す。 いはん や 天 

子 を や 0 天子 諸侯 は 兄弟 伯父 甥 等皆臣 なれば 也。 父母の 喪 は贵賤 となく 一也。 日本 は 小！！ にて 土地の 氣 うすし。 聖 

人の 定の 時より は 世 も はるかに 後世に て、 人の 情もう すく 成たり。 故に 中 夏 より 官位 衣服よ ろ づの禮 法 を炼給 ひし 

に、 國の水 土に かな ひて 喪の 法 を 制し 給 時、 三年の 喪 は 期に し、 期の 喪 は 大功に し、 大功 は 小 功に し、 小 功 は思寐 

にして、 藤 衣の 色 こきう すき あり、 ま KJ に 殊勝の 風俗 也。 期 大功 小 功 思 麻 を 服と し、 服の 聞 は 神事に ぁづ からす。 

期に は 暇 五十 日、 大功 は 暇 三十 五日、 小 功 は 暇 二十日な ど、 定られ たり 0 暇 を 今 は 忌と いへ り。 その 問 は 出仕せ 

す。 暇 過て は 出て つとむ。 朝へ は 藤 衣 をぬ ぎて 常の 衣冠し、 歸ては 藤 衣 を 着す。 親族 朋友の 交 も 藤 衣 也。 夫 法 は 後 

世 時 位に よりて 立た る^せ。 故に 日本に て 三年の 喪 を 云は義 にあら す。 聖人 も 天子に あら ざれ ぱ、 下位 に：：5 て は 

法 を 制し 袷 はす。 况ゃ 我國の 君の 法 を 用す して、 他國の 君の 法 を 用べき 義 にあら す。 佛を 信す る^ を も 我 阔の神 を 

尊びす して^ 國の祌 を 尊ぶ は義 にあら すと い へる が どし。 中 夏 とても 後々 聖人 起り 給 は 、喪祭 共に 時の 制 有べ し。 

時^ 位に かな はざる 事 をし ゐ てな したる 故に 異端 盛に 成たり。 佛 のために 民 を かりたる 者 は 11 也。 孔 夫子の 時 だに 

も、 喪に 歌うた ひ し^を、 子路の 笑し かば、 由が 人 をせ むる ie^ やます、 三年の 喪 は 久しとの たまへ り。 同じく 喪に 


居と いへ ども、 人の 氣質 により 淺深 あり。 太 鉢 喪の 法 あれば、 く はしき 事 は 聖人と がめ 給 はす、 三年の 喪 は 久しと 

のた まひて、 歌うた ひし 者 をせ め 給 は ざり しも、 凡人の 爲に のた まひし 也。 叉 1 品の 人 あり。 凡人に は あら ざれ ど 

もっとめ ざる 者 あり。 原 壊曾哲 など 也。 原 壊 は 孔子の 前にても 母の 喪に 歌たり。 曾哲は 喪のと ぶら ひに 子 貢 をつ か 

はされ たるに 敬て 居たり。 情の ま、 にて かくす 事な し。 是聖德 の 量の 廣大 なること、 大 {4j の ごとく、 大海の どくに 

して、 鳥の 飛に まかせ、 魚のお どるに したが ふが どし。 後世の 儒者 量せば くて、 衆人の 志と 氣 質と 品々 ある 事 を わ 

きまへ す、 なべて 一に せんと 思へば、 とがめせ むる 亊出來 たり。 故に 弱なる 者は僞 り、 强 なる 者 は そむきて、 異端 

に 入ぬ。 く はしき 事 は 水 土の 解に 見えたり。 又 一品の 人 あり、 若ク學 未熟なる 時 はっとめ 得す。 年た け學 熟する に 

從て よく つとむる 者 あり。 又 一品の 人 あり、 若ク學 未熟なる 時よ くつと めて、 年た け舉 熟する に從 てつと めなら ざ 

る 者 あり 0 年 わかき 時つ とめ 得ざる 者 は血氣 盛に 情欲 制しが たき 故な り。 年た け舉 熟して つとむる 事 は 本より 愛情 

ふかき 生 付に て、 氣. 血 鼓へ 情欲う すくなり、 其 上に 學 熟して 制する 道 を 3:^ れば 也。 年 わかき 時よ くつと むる 者 は、 

志 進て 淸 ク、 何事 を もな すべき 强カ あり。 好 名の 心 深ければ、 諸 欲 を 忘れて けがされす。 年た け學 熟して つとめ 

得ざる 事 は、 學カ にて 好 名の 志う すくなり、 强カ進 淸の心 もや はらぎ、 德に は近ク なりたれ ども、 本より 愛情う す 

き 生 付 故、 つとめ 得ざる 者 也。 一人の 身 にても 少老 にて か はりあり 。故に 君子 は 大に人 を ほめす、 つよく そしらす 

，ン午 ヲ* フ  タ ，\ヒ 

爲； ァ 一之 ガ ffi 構 衣 衾 づ而擧 "之ヲ 衣 は 死者 を 沐浴して 衣す る 也。 衾 は 尸に 德-盈 に 用ル單 被な り。 棺は木 を 以て 

箱 を 作て 尸 をい る、 也。 槨 は外棺 也。 擧は 心を盡 しと- - のへ 終て 擧置 也。 上古 は棺槨 なし、 中 野に 葬れり 0 直に 土 
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に歸 して 其 上に 木 をき りかけ て、 犬 狼の 害に 備 たり 0 其 時 は生ル 人も屋 なし。 穴居 野虚 なりき。 人 死して 魂 氣は天 

に歸 す、 ゆかす と 云と なし。 魄体は 土に 歸す。 理の常 なれ ども、 後世の 聖人： niH の 象に よりて 家屋 を 作り 給 ひ、 人 

穴居 野 鹿 を はなれた る 時より 見れば、 妻子 屋に 住て 父母の 尸 直に 土に 着 £ 死に 事 ルと、 生に 事ルが どくなる 孝子の 

情に 忍びざる 心 有。 故に 後世の 聖人 大過の 象に 取て 棺槨を 作り 給へ り。 一は 風 木-化 澤の 下に あり、 木 土に 入 也。 

是 によりて 木 を SV 箱 を 作り、 尸 を 入て 土中に 葬れり。 初は柁 ばかり なれ ども、 厘の 外に 鬥！ S ー出來 たるに かたどり 

て槨 出来たり。 次第に 念 入 過て^ ダ木 Si; うなり、 石槨な ども 出來 しかば、 木の はさの 制 法 はじまれり。 孔 夫子 石槨 

を作たる；！！：^？を見給ひて、 死し Vi はすみ やかに 朽 なんが まされる にし かじと ハ たまへ り。 木理 を しらす、 末にな づみ 

て 却て 道理 を 失 へ る..^ のために 此言 あり。 過た る はな を 及ばざる が *^ くの 意 を 示し 給 へ り 

陳 r 一 其， 璧 1T。 而哀 71 戚ス之 T 篮簋は 祭器 也。 祭器 を陳て 飲食 をす、 むれ ども、 親を不 見、 故に 哀戚 す。 是 

喪の 中の 祭 也 

，^^ガ5卞ゴ^^チ.；^チ送ルレ之ヲ 擗は手 を 以て 胸 を筚、 踊 は 足 を 以て 地に 頓す。 哭は 口に Is り、 泣 は 目に 淚 あり。 

是 ir の m 時、 形 を 送て 往て不 返と を哀 也。 踊 は 幼少の 子 を 見る に甚ダ しく かなしむ 時、 口に 聲 あり、 目に 淚 あれ ど 

も、 情 をのぶ るに たら ざれば， 足す りする がごと し 

トコ 其ノ宅 „ ^一  P 安一ば： 《-< 之 一 宅 は 墓穴 也。 兆 は 墓の 外の かこ ひ 也。 卜 は うらな ひて 神に 決す。 先人 知を以 

て はかりて 後 に 及 也。 所レ Ki 及 マ-乃/心 r  lii 及 ズ士民 r 而メ後 *i 及 r; ト S とい へり。 人知の 釋は 水" お 沙礫樹 根 


、  五 五 

嶁蟥の 霸 なく、 後々 城郭 溝 池 近路と 成べ からざる 處を 見る 也。 中州 は 土 厚ク、 水深して 多 は？ お 地に よろし。 偏土 は 

土 薄 ク水淺 し。 多 は 葬 地に よから す。 人知の 擇 心に 叶 ひたる 上、 なを 神に 決して 吉也。 故に 安廣す。 安 暦 は 安 じ 置 

也  / 

爲； ァ 一之 ガ 宗廟 r 以け、 鬼 ニ孚ス レ之ヲ 宗は尊 也。 廟は& ^也。 父母 先祖の 尊 在す 處也。 尊 良は祌 主な り。 中 江 

氏 云、 案！ r- 王制 祭 法 1 官 g 已上 51^ 立 K§ 庶人ハ 無滅。 祭？ -於寢 r 此 レ擧禁 5 以テ包 ー于寢 __-者¥。 みな 神主 

あれば 也。 以鬼享 之 は 鬼神に 事 ル禮を 以て 是を 享祀 する 也。 享は人 鬼 を祭ル 名な りと いへ り。 是 より 專吉禮 に變す 

る 也 

春秋-一 祭祀 スル ハ以 _に 時 ヲ思" 之ヲ 吉禮は 天地 Q 神道に 合す。 故に 四時 を 以て 祭祀す。 ^！の始は物易簡也。 上古 

は 春秋に 祭れり。 春 は 陽の 始メ狄 は 陰の 始 なれば 也。 祭 義-ー 云ク。 春。 雨露 旣- ー濡 へバ。 君子 1 さ" 必ズ有 r 一休^, 之 心？ 

如ゅ^^：！見ぃ之"。 秋〕 霜 露 旣-" 降レづ 君子 履い 之 プ必ズ 有 r; 瞎^, 之 心？ 非！^ 其， 塞.' 之 謂 r 也と い へり。 春 は 霞 立 鳥 鳴 花^に 

ス ルカ  ャム 

よりて、 時のう つり か はりた るに 感す。 秋 は 草木 黄ばみ 虫 鳴 風 身に しむに 感じて、 父母 先祖 を 思て 不 能レ已 コト。 故 

に 俄に 齋戒 して 父母より 四 代 を祭ル 也。 いにしへ は 一夜 神事と 見えたり。 今 も 一夜 神 亊の遗 法 あり。 後世 三日 齋戒 

し、 夏 冬 を 加て 四時に まつれり。 今 も 初て 祭 を せんと. ぶふ 人 は、 先 春. 秋に 祭り、 年 をへ て S 夂 A を 加て 可也。 神 を 祭 

ル事 はしば/ \> する, を い めり。 不敬に 至らん 乙 と を 恐て 也 

生 一一 ハ 事-一， 愛敬."" 死-一 ハ事ま 戚ス。 生 民 壬 本靈セ リ矣。 死生.^ 之義備 レリ 矣 生に 事 S せる 愛敬 
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0 心、 死に は變 じて 哀戚と 成 也。 同じく 天地 Q ー氣 なれ 共、 春 夏の 氣は 愛敬の どく、 秋夂- 一の 氣は哀 成の どし。 中 江 

氏， 1 ラ。 人， 之 有 孝德- 木， 之 有 t ぼ。 故- -Z2r 爲， -生 民， 之 本 I。 盡ハ舊其，極；-而無，レ1^,<ヌブ「|§與，-^^:性，之， 

同 .シ0 死生の 義は 死に 事て 哀戚 すと いへ 共、 哀戚に 終べ からす。 死生 は 昼夜の 道に て 理の常 也。 形 死す といへ ども 

神 は 天地の 氣に 合して 不亡。 故に 孝子 は 親 を 死せ りと せす、 喪 を 除て 吉禮 に變 じ、 父母の 神に is! ル こと 存に 襄ルが 

ど し。 形 死して 祌 生す。 是 死生の 義 也。 生に 事、 死に 箏、 神に 事 道理、 森 然として 備れる 也  - 

孝子 之 事 終 矣 生 民 之 本 盡矣。 死生 之 義備矣 。孝子 之 事 親 終矣。 この 三 句 は 孝 經ー篇 の 結語 也。 

孝の 始中終 を 經に說 給 KJ 終りた る 也。 孝子の 親に 事ル其 身 死せ ざれば 不已。 死しても 子孫に 祭 を不筢 やうに 仕置 事 

なれば、 死しても 不已 也。 孝子の 親に 事ル 始終 は 孝 經ー篇 に 見えた ft- 


孝 經外傳 或 問 一之 上 

外傳 

言の 外の 事 を述る 故に 外 偉と 云。 言外と い へど も 言の 內に 含蓄して 有事 也。 譬ば親 を 養と 云 一 言の 中に、 養の 傭 品々 含 

て 有が 如し、 養の 備は 居所 衣服 飮食 家財 道具 召 仕の 男女 等 也。 國を 治と 云 一 言の 中に も、 治の 備品々 あり。 先 賢才 を あ 

げ藤能 を 用る 事 治の 備の第 一 也。 民の 父母と いふ 中に もふくむ 事 多し。 とりわけ 士民を 愛敬す る 事 第 一 也 0 主として 愛 

將 7) 

する 道 あり。 侍と 成て 愛する 道 あり。 主將を かねて 愛する 道 あり。 人の 親、 子 を 愛すれば 愛の K あり。 實は備 也。 大君 諸 

侯 衆 を 愛し 給へば 愛の K あり 、赏 は備 也。 備の第 一 は 天下の 衆 を 養 ひ 貴賤 を敎 るの 専 也。 小人 耕して 君子 を 養 は 先天の 

？  >-) . 

理也。 君子 政 を 以て 小人 を 養 ふ は 後天の 義也。 民に 作り 取に 皆つ か はしても 政 悪ければ 不レ足 也。 政 を 以て 貴賤 共に 富 

足しめ て 後に 敎るは 愛敬の 至り 也。 其 富 足しめ？ sf^ る蓽の 品々 を 云 時 は、 經 文に 見えざる 事 多し。 故に 言外の 事 も. S へど 

も 道理 は經 文に ふくみて あれば 言 內の事 也。 或 云、 經傳 などと 云 は 漢字の 書に あり、 かな 書に 傳と云 事 は 聞 侍らす。 

聖經を 解 せらる .-事、 義理 は漢の 書に か はらす といへ ども、 かな 書 なれば 淺く 思へ り。 何ぞ 漢字に 直して 書せられ ざる 

や。 云、 中 夏の 風 は 漢字 を聲 にて すぐによ み、 句讀に 義理 を ふくみて 知 也。 聖語は 含蓄 深 故に、 句讀 にて は 全く は 通じ 

がた ければ 註解 あり。 和國の 風は訓 によむ、 故に 其 註解 を 見て かへ りてん を 付、 義理 を 心うる 也。 しかれば 日本に て は 

四書 五經 とい へど も かな 書 也。 故に 義理 を 其 ま- - にかへ りてんの く 直に 書く だすな り。 和國に 生れ たれば 和の 風 也。 

孝 經外傳 或 問 一之 上  1 
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註解 は 本 經の字 * 句々 を あげてと く 也。 偉 は 本經の 文に はな けれども、 道理の 有べき 事を發 して、 聖經の 首 外の 意 を^ 

る 也。 いま 孝經の 文に は 見え ざれ ども、 道理 を 以て 推 時 は、 なくて 不レ叶 事 をい ふ は、 傅に あらす して 何ぞ や。 或 問， 

論語に は 仁 を 全德の 名と し、 ^!5-悌は仁を爲の本と見ぇたり。 其 外經傳 にもし かり。 孝 經に德 の 本との 給 は 何 ぞゃ。 

旺 (ィ) 

云、 たが ひに 賓主 をな すなり。 論語 は 仁 主と なりたれば 孝賓 たり。 五行の 四時に 互に 王す るが 如し， 孝 經は孝 主と 成た 

れば 仁も賓 たり。 孝と 仁 と^なる に は あらす。 ともに 心の 德 なり。 仁を體 とし 孝 を 用と する は、 先天の 理 のどし。 孝 を 

體 とし 仁 を 用と する は 後天の 義 のどし。 故に 孝 を德の 本と する 時 は、 仁義 禮智も 車の 修理 也 0 た 人性の みならす、 

元 亭利歲 の 天の 四德も 孝の 時 也。 問、 孝 は 人倫 ありて より 以来の 名 也。 然るに 天の 四德も 孝の 時と い へる は 何 ぞゃ。 

云、 詩 云、 維 天 之 命、 於穆不 レ已、 穆は 幽深玄 遠の 象 也。 不レ已 は 天理 也。 天理 は 至 寅 無 忘に して、 元 亨利贞 の四德 

の 至 理 7) 

あり。 四 德 四時 をな せり。 天理の 至實を 孝と す。 故に 孝の 時と 云 也。 詩 云、 於乎不 レ顯、 文 王 之德之 純。 不レ顯 は 形 色 

整 臭の；：^ るべき なき 也。 純 は 至誠 無 息の 天理 也。 則 孝 也。 孝 は 人性の 名な りと いへ ども、 其 K 理は 無一物の ときに あ 

り。 同じく 湖水の 末 なれ ども、 宇治に て は 宇治川と 云、 淀に て は 淀川と 云。 皆 湖の 水と いはんが 如し。 た 孝の みなら 

す、 天地 ひらけざる 以前 を 太虚と いひ、 理氣 のみと 云 も、 人生 以後に 名 付、 天地 山川 も 人の 付た る 名 也。 人生 以前 は砵 

のみ ありて 名 はな かりし 也 

或 問、 聖人の 道 は 不易の 常道と いへ ども、 損益す る 所 ある は何ぞ や。 云、 よく 時處 位に したが ひて 报 益して、 時に 中す 

に、 KLB^ の 也。 投ハ おする 者 は 鰭 1. 法度 也。 疆に賴 翁な レ。 其 尊 高 をい へば、 道より 尊き はなし。 其 明察 を. S 


飾ば も：^; 背 
と大贤 i 至 子 
し 舜な甘 善の 
て をれ 子 を i 


、  五 九 

へば、 道より 明なる はなし。 共 深遠 をい へば、 道より 深き はなし。 其 神妙 をい へば、 道より 神妙なる はなし。 其 精微を 

い へば、 道より 精なる はなし。 其廣大 をい へば、 道より 大 なる はなし。 其謙讓 をい へば， 道より ゆ づれる はなし。 功 成 名 

とげて 身 退 は、 天の 道 也と いへ り。 日月の か はるぐ 明に、 四時の たが ひに ゆく、 ゆ ：！ 功 成て 不レ居 は、 身 退く 道理 也。 

仁愛に して 自不レ 知、 明 知に して 自不レ 知、 勇强 にしに 自不レ 知、 不 A 知と 云 は、 善 を 有せざる 也 

或 問、 尊 髙廣大 深遠 祌妙 精微 にして、 智仁： の德 全き 人、 何ぞ 謙に して 讓れる や。 云、 至虚 にして 己な く、 至 明に して 

人 を 知、 己な くして 能 人の 善 を 知と き は、 天下の 人 皆 己に まされる がごと し。 故に 人に 取て 善 を爲は 謙の 至 也。 虚 中 に 

天下の 益を來 す、 其大 外な く、 其小內 なし。 形な く、 色な く聲 もな く 臭 もな し。 何の 有する 專か あらん。 何の加^1がかぁ 

秦  秦 

らん 

或 問、 大 舜を師 とすと いへ ども、 父繼母 第三 人と もに 惡人 にて、 養 夜舜を 殺さん 襄 をのみ たくめ り。 もし 殺しな ば、 父 

は 孝子 を 殺す 罪の がれが たし。 象 は 兄 を 殺し、 繼 母は讒 人な り。 三人 共に 死罪 たるべし。 不レ 去して おたまへ る は何ぞ 

や 0 云、 これ は 君子 は 時處位 あり、 他の 孝子 なれば 去て よき 也。 大舜は 知 仁 勇の 德 全し。 勇よ く 危地に 居し、 知 神明に 

してよ く 難 をの がれ、 仁よ く 父子 兄弟の 道 を 全くし 給 ふ。 是帝堯 の gt,: 德 ありと 知 給 ふ 所 也。 た 小 杖 を 見て はう たれ 

て 退き、 大杖 をみ て はう たれす しての がれ 給し，：；， J きの 苦心、 他の 孝子の 師 とすべき 所な り。 曾 子の 賢に して 舜の 父なら 

ば， さる を 以て 舜を學 ぶなる べし。 是 至善 を 期して 其爲 によら ざるの 中道 也 

或 問、 聖人の 聞 居、 共 形容う やくしく して ゆるやかに、 其 顔色 潤に して 悅べ るが 如くなる 物、 其し かる ゆ へんの 心 は 

孝經外 il- 或 問 一 之 上  =1 


其大 …：. 

內 なし 

(ィ) 其大 

內外 なく 

其 内外 領 

て 


i® も 9 に ゆ に S ふ 去 

く る やで. ；る 入 ま は 
かが は 間ぞゃ のじし 
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いかむ ぞ や。 云、 心に 道德 の至樂 あり、 樂む所 はい ひがたし といへ り。 詩 云、 樂 める 君子、 民の 父母 也。 民の 父母た る 

君 (i  .  何 7〕 

孝德 厚して、 樂其 中に あり。 問、 詩の 意如此 なる か。 云、 耷 を絕、 義を 取の 意 也。 前後の 文 を 考て義 をと る は 訓詁の 學 

也。 訓詁 も 初 舉には 用る 事 なれ ども， 後まで 訓詁の みに 岡 する は • 道義 を 書に あ づけ S て 我物と ならす。 問、 下位に 

居 者、 いかむ して 民の 父母た るべき や。 云、 孝 慈の 德 ありて 心お となし く、 人 をに くます、 あなどらざる 者 は、 民の 父 

•  暑 

母た る德 なり。 無 攀の平 人と いへ 共、 子ども.^ 一事に て、 前にな み 居た る 時、 不 レ知不 レ識樂 める 心 生じて、 其 面 よろこば 

親 の 道 r) 

しく、 其砵 おだやかなる 事し ばく 有。 子 を 我 私と して 愛る は 孝の 德愛 にあら す。 子 も 親 先祖の 孫 なれば 我 私に あら 

す。 親 先祖の 孫と おも ひて、 愛敬す る は 孝な り。 子 を 善人と なさん とする は、 子 を 敬す るの 道 也。 親に も 善人 君子に 事 

善たり (イ) ァリ 

る 道 を盡す は、 孝の 愛敬な り。 

或 問、 德と 道と、 不二の 二なる か。 云、 善の 心に 根た る を德と 云、 善の 行に あら はる、 を 道と 云、 善 は 天下 共に よる 

0 に 7) 

所な り、 人のと もに よる 所の 道 を 心に 得た る を德 とい ふ 

或 問、 盡 性い かむ。 云、 盡，, 其 性 一は 大君 自明 德を 明に し 給 ふ 也。 盡，, 人 之 性, は、 公卿 諸侯 大夫 士、 各 賢人 君子の さか ひ 

に 至り， 庶人 みな 善人と 化する 也。 堯舜の 民 は 比 屋可レ 封と い へり。 是明德 を 天下に 明に する 也 0 盡，, 物 之 性 一は、 天生 

じ 地 育し 人 制す。 人の 裁 制、 天の 時 を 得、 地の 宜に應 する は、 物の 性 を盡す 也。 年に 有餘 あり、 不足 あり。 有餘 をた く 

はへて不足を補ふ|3^^ぁり0 有餘を その ま V にて 置ば、 却て 世間の 困窮と 成 者 也。 况ゃ 不足 を や。 人才 を 以て 天地の 造化 

を 助く るの 政 あり。 又 物の 性を盡 は、 草木 禽獸 魚類、 各 其 生 を とげ、 其 所 をうる 道 也。 斧斤 時 を 以て 山林に 入 は、 草木 


あなどら 

ざる は 

(ィ) ナシ 


穴1 

性 (ィ) 

の 生 をと ぐる 也。 魚 尺に みた ざれば 市に ひさが す。 鳥獣 はら ごもり、 子 を あた- 1 むる を 不レ取 は、 id? 徵の生 をと ぐる 也。 

明君の 代の 人 は、 贵賤 ともに 武威 盛に、 弓馬 達者 なれば、 虎狼お それて 深山に かくれ、 蛇蝎 海淵に 伏す。 其 所 を 得る 也 0 

他 は をして 知べ し 

或 問。 中 夏に て は 本人に 高下な く、 日本 にても 本士に 高下な しと 云 は何ぞ や。 云、 中 夏と 日本と 民 字輕重 あり。 其應律 

呂 にあら はれたり。 中 夏の 昔 は 角徵の 聞に 二 律 をへ だつ。 日本の 昔 は 商 角の 間に 二 律へ だつ。 人の 言語うた ひま ひ、 小 

歌に 及ぶ まで 皆し かり 0 夫 天地 ひらけて 人い まだな かりし 時、 天地 を 父母と して 氣化 にて 生ぜし 人 少.. - あり。 男女 こ，, 

かしこに 生れて、 後 形 化に ゅづ りて 氣化 やむ。 この 時い まだ 王公 卿 諸侯 大夫士 の 名 あらす、 皆 天 民 也。 故に 人 は 皆 天地 

の 子孫な り .0 始氣 化の 人數人 あり、 其 姓氏 を傳て 百姓と い へり。 故に 百姓 は 百の 氏人 也。 中 夏 は 皆 天地の 子孫 なれば、 

本人に 高下な し。 德 ある を 尊と し、 德な きを 賤 とす 0 有德は 善人 信 人 美人 大人 聖人。 なり。 善 信 美大な ベて 賢人と 云。 

K  ,  m.f  別る (ィ) 

君子と 云は聖 の 名な り、 XJ れ 天爵 也。 王侯 公卿 大夫士 の 名 を 以て 位 を 列す、 是 人爵 也。 上古の 道 ある 代 は、 神聖 は大 

君の 位に つき 給 ひ、 大人 は 三 公と なり、 美人 信 人 善人 は 九 卿 諸侯 大夫士 となり、 天爵 人爵 相應 じて、 天地の 造化 を 助く 

る 大本な り。 昔 は 農兵 也 0  士民 聞に あり、 共 上位な き 人 を 民と いへば、 聖賢 君子 を も 天 民と いひし 事 有 0 大舜も あげら 

れ給は ざり し 程 は 天 民 也。 太公望 伊 尹 博 說も天 民 也。 いにしへ は 人生れ ながら 位な し。 ^ (子幷 に 公侯の 子と いへ ども 

生れ 出た る 時 は 天 民 也。 後世 兵 農 を はなれて より、 世 聞の 思 ふ 所の 民； J との 外 かろし、 故に 此解 ある 也。 問、 五聲 十二 

律 は 天地の 閒何國 も 同じ 事 也。 然るに 中 夏と 日本と 國 風に 應 じて か はりある は何ぞ や。 云、 宮 商角徵 羽の 五 音 は 君臣 民 

孝 赵外傳 或 問 一之 上  五 


ッり jff も i  fi  SiPf 
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ク き か シへ愼 ふや 
- ぎテ る W 曰 ： 
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察 物 也。 臣民 は 人倫 なれば、 宫商^ は 皆 一律 をへ だて 、はなれず。 事物 は 人倫に あらす、 故に角徴のぁひだニ^^をへ 

だつ。 羽お の 問 尤ニ雜 をへ だつ。 中 夏の 樂昔、 人の 言語 是 也。 中 夏 は 民人み な 天地の 子孫に して 根本に 、高下な き ゆへ な 

り。 口 本の 樂 ：- 甘- 人の 言語 はしから す、 商 角の 聞に 二 律 をへ だつ。 其し かる ゆ へんは 士は 王孫 なれば、 源氏 平氏 等 を 姓， 

として 氏 筋 あり。 王 は 日本の 地の 生に おはし まさす、 神明の 後な り。 民 は 日本の 土民 也。 此 故に 士民 問に 入て 民と 成と 

いへ ども、 姓氏 あれば これ を 地士と 云、 所の 百姓と は 座席 乙と なり。 これ 日本の 風俗な り。 故に 聲昔 言語と もに、 商^ 

lsl:i- の 間に 二 律 をへ だつ、 政の 道聲 昔に あら はる、 自然の 妙 也。 XJ の 故に 民と 成と いへ ども、 士は 王孫 也。 將軍 家國主 

城主と いへ ども、 民 聞の 地士 より 出た る 人 多し 0 大身 小身 は 時の 運 也。 本士に 高下な しと 云 は 是也。 故に 諸侯と いへ 

家 M 

ども、 我臣 ならざる 他家の 士には 態 勤-にの たま ふなり 

或 IT 民 はよ らしむべし、 知し むべ からすとの 給 ひ、 また 用て との 給 ふ は何ぞ や。 吾子 自反 愼獨 といへ る も 心得が た 

し。 云、 かぎりなき 天下の 人に、 あまねく 道を說 きかせて 得心せ さする と 云！^ はならざる 者 也。 上より 秘 して 知し めざ 

るに は 非す、 いき ほひ 知し めが たし。 大君 天に 繼て 民の 父母なる 至德耍 道お はし ませば、 共德敎 にて ぬ 民 不レ知 不レ識 道 

によりて 善人と 成 者 也。 用と 云 も 心 法 を 知て 受用 する 者 はすくな し。 善に 習て おの づ から 用る 者 也。 自反愼 レ獨と 云 も 

誠 ま 正 心の 心 法 は不レ 知と も、 次第く に 上た る 人の 心行 を 見 及び、 鋭 先祖 を =^ 習 ひて、 風俗の どく 成て， 人 をと がめ 

す、 身に かへ り见る ^也。 其 上 徒 善 は 政 をす るに 不レ足 者 なれば、 德 敎の備 あり。 下 文に 见 えたり  、 

.  し (ィ ) 

或 s:o 孝 は 万善の 淵 泉と は 何 ぞゃ。 云、 生 现には 神化 あり、 山 澤氣を 通じて、 神化に て 川 流の 出る が 如く、 博 傅 淵 泉に 

六： 


おの づか 

ら W (ィ」 

化す 


_  <0 一一 

して 時に 32 す、 溥博は 天 QAo く， 淵 泉 は 淵の 如しと い へり 

或 問。 德敎 法式の 四と やへ り。 德は中 夏日 本 か はり 有 まじき か。 云、 德は形 色な く聲 臭な し 0 中 夏日 本お なじ。 中 f 

に 知 仁： 男 は 天下の 達德 なりと いへ り。 日本に て 天 照皇の 三種の神器 を 作 給へ る も、 知 仁 勇の 敎也。 孝 も 知 仁 異なくて は 

全く 行 はれす。 前に 大舜の 孝に 云が ごとし。 問、 大學小 學の敎 は、 小學の 書の， io くなる べき か。 云、 小學の 書に いへ 

る は、 上代 道 盛な りし 時の 風俗 也 0 中 夏 とても 後世 は 行 はれざる 事 多く、 まして 日本に 用 ひて は、 十が 八 九 は不レ 可レ, 了、 

十に ニー  可 行事 有 も、 其 ま- - にて は 不レ 可レ行 0 時處 位に あはざる 事 を 用て は德 性の 種 を 生す る、 被 舞の 敎 にもなら ざる 

也。 問、 儒道 行 はれば 祌道佛 法 は 結べき か 0 云、 賢 君 輿り 給 ひなば、 惟仁 君の 仁政なら むの み。 彼是 を 立る は 大道に te- 

す。 神 儒 佛其外 いづれ も 仁政の 中に やしな はるべき のみ。 えらびす て > -, 迷惑す る 者の あらん は、 仁君の 道に あらす。 

風俗の ま. - にて 置 給べ ければ、 十が 八 九 は祌佛 なるべし。 王 代 武家 昔 有た る 事の 中 絡した る を 再興し、 裁 制して 孝心 を 

被 舞す る 敎に便 あるべ し 0 王 代に は 都に 大舉寮 あり、 其 外 叉 勸學院 • 淳和院 • 樊學院 . 學館院 • 弘文院 など 氏々 の學校 

あり。 國々 にも 國學 ありて、 京都より 師を 遣し 給、 こ、 ろ みられて、 國學 より 大學 寮に 入 も ありし 也。 足 利に 跡ば かり 

殘 りて、 今 手 習 所の 様に 成て ありと いへ り。 備前國 藤 野と 云 所に も、 和 氣の淸 丸の 取 立に て學校 あり。 舉校領 田地 百 q 

ありた ると いへ り。 京都の 學校を 始め、 昔の ま、 にて は 今の 益少 かるべし。 賢 君の 時なら ば、 其 才器 有 者 を あげ 給 ひ、 

講明義 論の 上に て 今に 相叶投 有べ し。 小學も 昔より 日本に 傳來事 を 取 あつめば 大方 1.^ へる.^。 禮は譜 家の 作法 あり。 裁 

制して 幼少の 子より 成人までに 用ら るべ し。 手 習 文字よ みな ど 師も勞 せす、 弟子 も不， 苦して 用達す る敎 あり。 うた ひ 

孝 外 傳或問 一之 上  七 
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もさし くせ 小うた ひに^よ き あり。 叉ょき古18$を；1^ひて作せばハま，2戌？3有べし。 雅樂は 王 代 は 不レ及 JE, 平家. 頼 朝 

{ぶ， 北條 家， 太平 記 戰國の 時分まで も、 公家 武家 用ら れ たり。 近代 公家 武家もう とく 成り、 是又取 立ら るべ し。 弓馬の 

道 も 次第にお とろへ 来れり。 賢 君 與り給 は 昔に かへ りて 上手 出來、 武用備 るべ し。 八 九 歳より 三十 まで 文武 道^に 

いとまな く、 天下 國 家の 用 を 達する 人才 多 出来、 人 も 無病に 成、 風俗 美なる べし。 其 本 は 君と 師と にあらん のみ。 問、 

法 は 何 々ならん。 云、 仁君 は 法 を 出す 事 を 慎み 給へ り。 出す まじき 法 を 出して， そむける 者 を 刑す る は をと し 穴の 額な 

り。 人を紋 すに 政を以 する は、 よりも S し。 匁 はかぎ り 有、 不 政の 狡 はかぎ りなし" 故に 法 は時處 位の 勢に したが 

に 2 

ひ、 不レ 得レ已 して 出す 蓽也。 求て 立べ からす。 漢の 高祖、 法 三 章 を 約して、 秦の多 法に かへ て 足り、 人 を 殺す 者 はこれ 

を 狡す。 盗賊 は其輕 重の 品に より 或は 殺し、 或は 入墨して 扠僕 とす。 十ド  1 上 は 左遷の 法に て、 罪に より 位 を さけ 綠 を そ 

ぎて、 かろき 位 人と す。 大方 是 にて 足べ し。 有 道の 代に は、 次第に 惡を する 者、 罪 ある 者 すくなし。 問、 法度 多ければ 

邪 偽 生す ると は何ぞ や。 云、 人情 時勢に 不レ 叶、 法度 出れば 衆是を 守りが たき 者 有、 故に を かして はまぬ がれん とし 

て 偽る 也。 刑 をのが れんと はかりた くみて、 耻の 心なき は 邪 偽 也。 人心の 邪 偽 は惡の 本な り。 究 して は 亂を願 者 也。 

故に 明； 一! わ は 法 を 出す 事を愼 て、 條目 すくなき は是 なり。 問、 式 は 何々 ならん。 云、 かねて 云べ からす。 消 近に 志 ふかき 

仁君み 給 は J -、 賢 知の 人 を えらびて 國師 とし、 本 才の人 を 用て 執政と し、 君と 國師と 執政と つかさどりて、 公卿 侯大 

夫 土と 義^ 講 明し、。^ を 取て 時に よろしき 式 有べ し。 古人の 式 今に 用べき 有、 不レ 可レ用 あり、 武家の 代と 成て 治世 久 

しからざる は、 時 中の 式な き 故 也。 式なければ 世間 21. く 多事に 成、 諸！： の潤澤 早く かれて 贵賤 困窮す。 困窮 すれば 天 

S 


-) ナシ 


りに 夫と 夫 り はは" 7 知 

と 三 ザ-ハイ- ァ奴- お 、し' は 

sfLM 二 も 9 仁 リ と微 3$  ノ 

しあ；! 2: 者 な 子 子 下 


六 W 

牧ゅ (i 

命 あらたまる 者 也。 堯曰、 四海 困窮せば、 天祿 ながく 絡と、 聖人の 言た が はす。 其 上 式なければ 士の禮 すたれて、 うら 

(ィ) ナ シ 

みいき ど をり 有。 故に 式よ からざる は、 眞の 治世に あらす。 後世 志お はし まさん 大君の 爲に、 大學平 天下の 式、 或 問に 

0t 問、 德敎 法式とば かりい ひて、 政な き は何ぞ や。 云、 德敎 法式 皆 政 也 0 敎 は則學 校の 政 也。 國師は 大君の 師保 

才 2 

也。 學 校の 別 當也。 本手の 人 を 宰相と して、 天下の 政 をすべし む。 政 は 人 を 得に あり 

或 問、 身 體髮瞎 を だに そこな ひ やぶらす とい ひ、 又 君子 危を 見て は 命 をさづ くと いへ る は何ぞ や。 云、 身体 髮 ^りかろ 

きを あげ 給へば、 心性の 重き は不匕 一一 n して 其 中に あり。 毀 は德を そこな ふ 也。 傷 は 身体 を やぶるな り。 天地の 性、 人 を 尊 

とする 者 は、 心に 知 仁 勇の 明德 ある 故 也。 心性 身 休、 父母 全して 吾 を 生す。 故に 吾 全して 終に 歸 する は 牵也。 是 人生の 

常 也。 變 にあ ひて 心性 身体 一 一ながら 全くし がた き 時 は、 身体 を やぶりて 心性 を 全くす る を 孝と す 0 志士 仁人 は 身 を 殺し 

て 仁 をな す 者是也 0 義理の 行 を かぎ、 身 をはづ かしめ、 生 を 貪り、 死を怕 る、 は 人の 至 貴た る明德 くらき 者 也。 禽獸に 

•  • を 以て 君に 事へ (ィ) ァリ 

して 存 する 者 なれば 大 不孝 也 0 故に 曾 子 も 戰陣に 勇な き は 孝に 非す といへ り。 親に 事る 愛敬の 心。、 君の 難に 逢て は變 

じて 大 £ 力と 成な り 0 故に 戰陳に 勇な き は 親に 事て 愛敬の 心すくな き 事 を 知 也。。 比 千 は 諌て身 を 殺し たれ 4r 孔 夫子 仁 

者との たまへ り。 楊 香よ はくや はら かなる 女子の 手に て、 父に か はらんと 虎に むかひ し 勇 は、 范 喰辨慶 も 及が たき 心 也。 

孝子の 君 父の 難に 逢て、 身 を 忘れて 勇 有事 かくの 如し 

或 問、 世 聞に 立身と 云 は、 知行 加增を 取、 身代よ くなる をい へり。 非なる か。 云、 道 を 行 ひ、 義理に 叶て， 身代よ く 成 

は、 天人 相應 してよ き 立身 也。 其 次 は 功 ありて、 立身す る もよ き 也。 取 入才覺 にて 立身す る はよ からす、 一 旦 富貴に 成 

孝 811 外 傳成問 1 之 上  九 
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て も i 跡より いた I 也。 道 t 代 S 裏 S 多ければ、 Asi^f,  g は 神明 SS る 者 也 

或 問、 名は挈 Q 求る？ 非す や。 云、 君子 名に 心 は S れ ども、 名婆 S 也、 形 あれ まげ 有が 如し。 たと ひ 名 を 

あげす 共、 世 S て 恥べ からざる 實 あらば 可也。 問、 友 撃 友の 道い かむ。 云、 襄は 兄弟 中よ き 也。 佐 藤. S 备 

我 兄 7 鈴 木 兄弟 皇 兄弟と て、 中よ きため しにい へり。 一二 兄弟 共に 勇者 也。 義士 也。 兄弟 は 愛 を 本と すれ ども、 友の 

義を かねて Is 者 なれば、 友愛と 云 也。 爭友 はたが ひに f さとし、 相 助く る 友 也。 S 過 を 聞 i 悅 ベる を 百世 

の師 といへ るが 如し 

或問、 中， チ君， 君に は 明君 あり、 簡君 あり、 共に 中すべき か。 云、 明舊羅 合て？ 一にし S を 行 時 は 極 I る 

のまに し 一」、 德業大 也。 f  sis ろむ る も 君臣ず。 天下の 人 を 慈父 擎と し、 f  I しノ にす る 

も舊 也。 賢者と いへ 共 にあ ひたる 時 は、 此德^^ なす i たはす。 君々 たら ざれ 共、 臣 々たる 道を 季 のみ。 ^ 

はま ま 退き、 或は I は 去。 或は f 守る。 S 位に よって 行 も、 皆 中す るの 事業 也。 問、 朋友に 品 i と は 養 

あり、 不善 友？， か。 云、 ？ 5Q 1 也。 舊 父子 夫婦 5S 外の 人 は I 友 也。 己より 長した る 街、 まる 有、 若 

き有、 幼なる 有、 位高き 有、 ひとしき 有、 おとれる 有。 道德 才能の 己に まされる 有、 おとれ I、 ひとしき 有。 老 たる 

a:iz. 長 臭と すきと 兄に きらへ」 P たすけ、 幼 をい つくしみ、 同年 相ゅづ り、 位 まさ 

れる にした S おとれる I し、 同位 相 助け、 道德 才能？ さ SI とし、 おとれる を 道び き、 m 

^<^を得、 II 道に 至て は 一 也。 是皆 中す るの 事 f  一 

穴 <t 


すて 善 普 7 ； あ 
る身發 を こ ： た 
はに 散 待 ま 行ら 
歸 してた は 善 


穴 七 

或 問、 終は歸 宿の 義とは 何 ぞゃ。 云、 五倫 共に 善 を 行て 報 を 求む る 者 は、 あたら 善發 散して 身に 歸 せす。 道 を 行 は 己が 

成べき 善 を 行の み 0 君に 奉公の 功 ありて、 恩 赏を望 は 利 也。 善行に 非す。 忠功は 己が なすべき 當 然の理 也。 君 は臣の 

忠 功に 赏祿 する を 君の 道と す。 是 君臣た が ひに 禮有 也。 故に 善行の 士は賞 を 得て おどろく が 如し、 求めざる にい たれ 

受用 (ィ)  せぱ i  - - 

ば 也。 五倫の 交りに 道 を 行 ひ、 日用 常 行を受 用と して 德を なす は、 修身の 行、 己が 明德を 明かに する に歸 宿す るな り 

或 問、 大虚の 人の 始祖た る理 はいかむ。 云、 太虚 は 無 1 物の 時 也。 理氣 のみ。 孝の 字 則 现氣の 象 也。 老と 子と 合て 孝 字 

とす 0 理は老 也 0 氣は子 也。 生す る 者を老 とし、 生ぜら る  者 を 子と す 0 理は 無欲に して 寂然 不動 也と いへ ども、 至 神 

なる が 故に。 感す。 感 に動靜 有、 故に 動き 陽 を 生じ、 靜 にして 陰 を 生す。 1 動ー靜 たが ひに 其 根 をな す、 生々 やむ と 

なし。 久しくして 天地 を 生す。 天地人 物 を 生す 0 宇宙 有て より 此 かた、 曰と して 生ぜす と 云 事な し。 故に 孝子 は 日 を 愛 

すと. S へり 0 問、 曰 を 愛する の義 いかん。 云、 今日の 日 も 天命 也。 むなしく 過す ベから す 。寸 陰を惜 といへ り。 善 を 

爲て やまざる は 日 を 愛する 也  ，， 

或 問、 天子の 億兆の 人民 を 愛敬し 給 は 天職なる か。 天職との みおも ひて 眞實 なくば、 つとめば かりに 成て 間斷 おはし ま 

すべき か。 云、 王者 は 天 を 父と し、 地 を 母と す、 故に 天子と い へり。 公侯 伯 子 男附庸 の國卿 大夫士 は不レ 及」 一目、 農 H 商 

の庶人 無告の 者まで も 皆 兄弟 也。 其 中天 下 第一 の德 たかき 人、 天に 繼て極 を 立、 是 天の 宗子 也。 宗子を 王と す。 王に 次 

て德 厚き 人 を 三 公と す 。其 次 を 九 卿と す。 其 次 を 大夫士 とす。 其 外 有 德の人 を 諸侯と し、 又 其 次 を 諸侯の 卿 大夫士 と 

を (ィ ：>  とし (ィ ) 

す。 德 なく 才能な き 一愚 不肖 を庶 人と す。 是 天子の 兄弟の 中の 品位 也。 故にい にしへ は詣 侯の 王 都に 来朝す る を 兄弟 

孝 經外擰 或 問 一之 上  1 J 


る 事 也 

(ィ〕 是朋 

友に 交る 

*3 な り 
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とし、 賓 とし もてなし 給へ り。 .&! 人 無告の 者な ど は 位 はるかに くだりて、 兄弟 共 見え ざれ ども、 天地より 兑 袷へば^ 子 

也。 兄^^也。 何ぞ 愛し 袷 は ざら む。 何ぞ あなどり 給 はんや。 是 天子の 愛敬の iKK 也。 故に 一夫 も 其 所 を 得ざる は大 1«J 

の不 愛也。 日本に て 頼 朝 卿 以来 は、 大樹 此任 にあたり 袷へ り。 王は隱 居の 位 なれば り 給 はす。 た 王者の みならす、 

土庶 人と いへ 共 天地 を大 父母と し、 親 を 小 父母と す。 故に 人 は 皆 天地の 子孫 也。 形 は 父母 生す といへ 共、 性 命 は 天の 

賦與 也。 父母 此身を 生て 性 命 を 生 MJ あた はす。 故に 堯舜を 父と して 其 子 平 人 也。 瞽^ を 父と して 舜は 聖人 也。 故に 俗 

f  天地 (イ) 

語に も、 子 は 生 ども 生极 は不レ 生と い へり。 生 根 は 性 命 也。 然 ども 小 父母と いへ ども、 性 命 を 天に 得て 性 命の 父母 也。 

我 も 又 性 命 を 大小の 父母に 得て、 迸 器備れ り。 故に 一念 不善 あれば 性 命 を そこな ひて、 大小の 父母 をけ がす。 故に 其 意 

Q 不 (ィ) 

を 誠にして、 不，, 自欺, を 孝の 心 法と す 

ナジ (ィ) 

或 問、 人 は 皆 天地の 中に 居て 子 なれ ども、 大君 一人 を 天子と 申 事 は、 天地 Q{ 示 子に て、 天に 繼て極 を 立、 造化 を 助て、 

天地人と ならび 立 給 人なる 理と 聞。 然 ども 德 §1.1- なら ざれば、 造化 を 助る HJ 成が たく や 侍らん。 たと ひ大 大道に 志 

出来 給 共、 俄に 聖賢に も 至りが たからん、 いか J-。 云、 德を 以て 造化 を 助る は、 賢の 事 也。 政 を 以て 造化 を 助く る は 

人才 也。 大君 德 いまだ 賢人 子に 至り 給 はす 共、 人民の 父母た る 天職に だに かな ひ 袷 は i -、  ^^を以て造化を助る時多 

し。 古今 其 時に 不レ 行して 不レ叶 あれ ども、 空く 過れば、 世 中の 困窮と なれり。 直 を あげて まがれる をす て、 近、 まが 

れる 直く 成べき 政 あれ 共、 行 は ざれば まがれる 者の み 多 成て、 造化の 祌功を 寄す。 大君い まだ 暨 人の 心に 至り^ は 

16- 色 ハイ) 

す 共、 资を 好み、 色 を 好の 凡 心 あり 共、 時に 可 U 仃事を 行 ひ、 善人 多 からん 政敎を だに 成 給 は S -， 造化 を 助けす と 云 « 


六 八 


L 頼 時: Tit ラ本 

と と >i ぁン時 J; 
もも はり の 敏;^ 
な 時-藜 傍ナ底 


穴 九  1 

なし。 世 中な ベて 凡人 なれ ども、 子に 仁愛の 心なき 者 はなし。 故に 子の 養育 ゆく くまでの 有 付 を はかれり。 是 一家の ュ 

愛の (イン ァリ  " 

仁。 政 也。 大君 四海の 父母た る 仁心 ありて、 仁政 を 行 ひ 給 は J -、 天職に かな ひ 給 はん。 大君の 仁心の あら はる、 所 は 一 

仁政 也。 仁政 は 其 人 を 得 を 以て 第一と す。 其 人 を 得ば 天下の 人心 を 正しく せんとな り。 政 は 人心 を 正しくす る を 本と- 

す。 人心 正しから ざれば 造化 を 助く る 事 あた はす、 行儀作法に ていため て、 正しく せんとす る は あし、、 却て 偽 生じ 一 

て 不レ正 者.^ り。 善事 を あたへ てな さしむ る 時 は、 惡は をの づ から 忘る、 者な り。 善事 は 面白く も あり、 なし 得れば 其.) 

身の ためによ き 事 なれば、 進で 善 Is! をす る 者 也。 善事 を も あたへ すして、 法度の みきび しければ * 刑罸 やむ 時な く、 民 一 

手足 を 置に 所な きが 如し。 人心 は 生物 なれば、 善に うごか ざれば、 悪に うごかん より 外の 事な し。 善事 を あた へんと 一 

欲する 時 は、 富有 大業の 政 を 行て、 万民 富 足 やうに する 也。 困窮して せ はくしき 人民に は敎を ほどこしが たし。 何の 一 

いとま ありて か、 禮儀 を修 べき や  一 

問、 人 を 得と は 賢者なる べし。 賢人 は 凡 心 をす きと 去た る 人 なれば、 後世 は 有が たかるべき か。 云、 賢人 は 有が たから 一 

鲁  攀 

ん。 善人 英雄 本 才の人 は M 實に 求め 給 は f 有べ し。 たぐ ひに か、 はりて は 得が たし。 問、 たぐ ひに か- - はらぬ 求 はいか 一 

s< -。 云、 上に S: 實て求 給 ふ 御 志 ありて、 昌 言を來 し、 そしりの 言まで も いれこ、 ろみ 給 ふやうならば、 四方より 善 を 吿ー 

. 時輯ナ ラン 力 (？  一 

べし。 青砥 左 衞鬥が £义 屑の 政 をそレ りたる を 聞て 泰時 あげ 用ら れ たり、 はたして 善人 也。 まして 學校は 英才 を あつめ 一 

て、 其 人 がら を 知べき ところ 也  . 

問、 善人 英雄 本 才の品 はいか？。 云、 心の 位 を 以てい へば、 善人 英雄 本才 也。 政の 才を 以てい へば、 本才 英雄 善人 也 。一 

■  孝お 外傳成 R 1 之 上  ： ！  ,  :  .  .i  ニー 一  1-  r  ^ 


なる べし 

人 (ィ〕 

ナ シ 


て 入 fr のべな 
も しべ 入し る 
てし に 7 も 
ill 十に 杯 


蕃 山仝巢 第 in 册  一 四 

善人 は 心 上に も 行跡に も惡 のな き 人 也。 凡人に は 非と いへ 共、 聖人の 精微 中庸の 心 法を受 用せ す。 又 架 人の 跡 を も ふま 

ふ (ィ)  m なる (ィ) 

す。 舉カ有 も あり、 すくなき も あり。 た 其 善なる ま、 に 道 を 行人 也。 英雄 は 無欲に いさぎよき 人 也 0 いにしへの 英雄 

多 は學カ あり。 大將 の才は 賢人に もお とらす。 治世の 德敎 風化 は 賢人に 及ばす、 是も精 微の心 法は受 S せす といへ ど 

なさ (ィ) 

も、 大脉 ：51- なき 人 也。 一人の 罪 かろき 者 を 殺して、 大 國を與 ふと も i ともせざる 者 也。 中更に て は 張 良. 范^ • 孔^ 

霧 人に (ィ) ァリ  •  • 

など 也。 其 中孔明 は。 本 才をも かねたり。 本才は 治國平 天下の ネ 也。 危を たもち 亂る、 を 治め、 大變 大難に のぞみて iiS 

人の 及が たき 才知 あり、 まか すれば 大功 を 立る 者 也。 問、 賢人に は 何も 本才 有べき か。 云、 賢に 品 あり。 善人. 信 人 • 

美人. 大人 是也。 なべて 賢人と 云 也。 叉 狂者. 狷 者. 中 行の 名 あり。 皆 賢人 也。 本才を かねた る も 有、 かねざる も 布。 

凡人に して 本才 有人 も あり。 宫仲 など は、 凡 心 をまぬ がれす どい へど も本才 あり。 天下の 大難 を 救 ふ 功に をいて は、 仁 

管 (ィ〕 

^にもお とらざる 所有 0 孔子 才か たしとの 給 ひし は、 此本才 の 人 也。 官仲も 學カ有 0 名言 多し。 學カ ありて 古今の 人情 

都變 に通ぜ すして は、 生 付た る本才 ばかりにて は、 大功 は 立が たからん。 日本 にても 本才に 近き と见 えし 人、 昔 語に も 

るべ けれ (ィ)  無學 にて は (ィ) ァリ 

聞、 まれに は 今 も ありつれ 共、 無學 なり。 。みが- - ざる 玉の どし。 仁君の 下にて 良臣 あり、 明師 あり。 ^校に てみ がき 

なば、 後に は良臣 も明師 も、 政の ネには 及 まじき 人 あらん。 世人のお も ふ は 治國平 天下の ネ知 有人 は， 重々 敷 分別ら し 

く、 共 人品 物い ひ、 立 居 ふる 舞 さも 有べき 人な らんと 思へ り。 左様に て は 見 そこな ひ 有。 尤 左様なる も 有べ し。 三人 

本才 7)  さえ (ィ)  さえ (ィ〕  • 

か 二人まで は < ^相に 見 ゆる 人に ネ 有人 あり。 本 *S 相に は 非す、 淸 たる 生 質 也。 人の 氣 質に 靜 なると 淸 たると 二 品 あり， 

いづれ もよ き 也。 人の 心 は無聲 無臭 なれば、 見かけに て はしれざる 者 也。 武士の 名大 將も、 1. 戦陣 を閱 つ、 见 つして、 生 


すくなき 

(ィ) なき 


與ふ とも 

CJ とも 

〔ィ) 得る 

i& は 


所？^  (ィ ) 

所を發 3- 


よ り 見て 

も (ィ) に 

て くら 

ベ みれば 


付た る 大將の 器量、 勝負の 利の さとき 所發 す。 た M 一度 戰場を 見て、 名將と 成人 も あり、 度々 の 功に て 成人 も あり。 一 

詹 

度 も不レ 見して 初より よき も あり。 書の 上に て 軍談して は、 名 將の師 とも 成 者に、 戰 場に て將の 器な く、 勝負 Q 利もう 

とき 者 あり。 冶 平の 才も しかり。 かろき 事より 仕 習、 漸々 功 ゆきて 後に はよ き 執政の 人と 成 も あり。 ^たる は 初より よ 

有らん C イリ 

きも 有。 無事の 時、 書の 上に てい ひて はよ きも、 其 者に 政 を とらせて はよ からざる 有。 又才 にも 稻 のどく、 わせ 田. 

をくて あり。 ニ卜歲 ばかりにて 發 する 才も 有。 三十 四十に て ひらく る も 有。 六 七十に 成て 眞知 熟する も あり。 大方 本 

ォは 小^に は 不得手に て、 大事に よき 者 也。 大國 にても 天下 にても、 貴賤 共に あぐみて、 何ともすべき やうの なき 大難 

才？ 

を 任 すれば、 たやすく 其爲 べき 道 を 得る 者 也。 問、 善 .信. 美 .大* 狂. 猜* 中 行の 心の 位 はいか 7。 云、 善人 は 凡人 を 9,1 る 

初 也。 氣質 美に して、 少し 問學 し， 其 ま、 善人と 成人 も あり。 前に 云が 如し。 鄭 の子產 など 也。 聖人の 跡 を も ふます、 

心 法 をも受 用せ すと いへ 共、 學カ ありて 道 を 行し 人 也。 信 人 は 心 法を受 用して、 善に 明に、 身に 誠 ある 人な り 。美人 

は 善 信 熟して。 氣 質を變 化し * 道 德充實 し、 面に あら はれ 背に あふれ、 四 休 不；， 言して さとる 位 也。 大人 は 其 美化して 

跡 見えす、 大方 § マ： 人と ひとしく、 ォ德 兼備る 人 也。 美人まで は 本 才有も あり、 なき も あり。 大人 は 文武の 才德 全き 故に、 

治平の 才大 將の才 共に あり。 大公 望、 伊 尹な ど 也。 猎者 は德行 厚して 知 少し 不足 也。 故に や 人より 見ても 賢人と おも 

•  、い 法 を (ィ？ ァリ 

はる、 人 也。 狂者 は 道 を 見る 所 高 明 也。 見所 は 大方 幾人に ひとしと いへ 共、 心 法を受 用せ す、 行跡-^ 略 也 。。受 用 はせ ざ 

勝た る？)  ，  獨 (ィ) 

れ ども、 兒所 のぬ けたる 故に、 名利の 凡 心 はすき と 去たり。 治國平 天下に も 心なき 人 也。 又氣 質よ き 人の 狂 見に 至りた 

る は、 あらき 行跡な く 狂者と は 見が たき も 有。 中 行に 對 して 狂 捐の名 あり、 信. 美. 大皆中 行 也。 時に 中す る 故に、 平 人 


孝 經外傳 或 問 一 之 上 
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より ケては 跡な し。 稱-.!<？ は 時に 中す る 知 不足に て、 厚く 道 を 行 故に、 人の 感心す る 行跡 多し。 #-經 に 如レ此 人品の 義翁 

はなき に、 無用の 事の やうな、 れ ども、 是. 一目 外の 意に して 傳の義 也。 天子 諸侯の 孝 は 治國平 天下 也。 治平 は 其 人 を 得 ざれ 

ば 治平なら す。 求經の 孝に は 不レ叶 £ なる 故に、 少し 論す る 也。 孝 を 以て 天下 を 治めた る 人は舜 にしく はなし。 舜は燹 

を あぐる を 第 一 とし 袷へ り。 後世 賢人 はまれ 也。 本才 ありて 道學を 好む 人なら ば、 治平の 功 あるべし。 宰相^ を 澄て、 

天下の 賢才 を 用る 法、 後世の 時に あにれ り。 大學の 或 問に 少し！ i す 

或 問 * 天子 は 天下 皆 la. なれば、 愛すと は 云べ し。 敬す る 事 は 有べ からす。 然るに 天子に 愛敬 をの 給 ふる は何ぞ や。 云、 

愛の 心すき と 亡て 禍亂 たちまち 至りた る は、， 桀紂秦 の始皇 たど 也。 敬の 道 を 失 ひて、 天下 を 失 ひたる は、 

XXX-00000. 武家に て は 北 條の高 時、 足 利 家の 末な ど 也。 信 長 も 敬 を 失 ひて 逆 死に 及べり 0 大^；；の敬はぁなど 

ら ざる を 敬と す。 •  尺ドの 人、. を 察して！？. 式 を定給 ひ、 無禮のたき^！^^に政をし給ふは、 人 を あなどら ざるの 敬な り 

子 2  •  •  、 

或 問、 政八"下にぃたりて人情事變にもとる事は、^^侯ょりも天下はなをしかり。 富貴に 驕り知 に^て 治^ 久しから す 

大 不孝と 成と も 天子な をし からす や。 云、 天子 諸侯の 孝の みならす、 五 等 いづれ も 相 通す。 諸侯 は 天子 のぶを 兌て， 

や： ん已を 格し 給と 知。 天子 は 諸侯の 孝 を 見て 吾 を 諫と知 給 はに、 共に 有 道の 君なる ベ し 

或 問、 一年の 蔵 入 を ra: にして * 一 をた く はふる 事 は、 卿 大夫も 可成 か。 云、 いにしへ は 卿大夫 もし かり。 士も上 セ.^ 丄 

は 可成、 下. は祿 すくなければ 成 まじき か。 是も禮 式定り 可成 やうに、 上より し 袷 は 可成^ 也。 問、 近世 は？ 5 侯の 一 

不殘 (ィ) ァリ  、 i  - 

W の^ 物、 いにしへの 二倍 三ば い 多 取と いへ ども、 一年の 用不レ 足。 家老 を 始め、 家中の。 不足の みならす、 分に 過た 

.51 


人 t あな 

どら ざる 

o) 天子 


リ るれ 下い シ 
べぱ 9 か 
き 貯。、 ♦ 
ァ なすノ 


る @ 物 多し。 郡の 主 も 借物 多し。 たく はへの 可レ成 勢に あらや、 いか i-o  。云、 今の 勢に て は 不レ成 事 也。 然 ども 大君 

•  •  ベ (ィ) 

に 大道の 志 だに 出來 給へば、 今は尙 以て 昔よりも たく はへの 成よ き 時節 也。 上下の 用に 不レ 立、 ついえて すたる 物お び 

た し。 政 を 以てすた る 物 をす てす、 仁政 を 行 給 は 1-、 かし 主 も悅て 天下の 借物な く 成べ し。 大君より 始て國 郡の 主 

の 蔵々 に、 五穀 置 所な き ほど 澤 山に 可レ成 は此時 也。 富有 大業 事 は 古への 人の 十が 一にして、 功は陪 せん。 如レ此 時節 

を 知て 爲と ある を 本 才と云 也。 此節を 過て あしく ほどこし、 惡敷散 じな ば、 たと ひ 本 才の人 あり 共、 いかむ ともす る 事 

なかるべし。 長々 しければ 略す。 後世 志お はし まさん 大君の 爲に、 大學の 或 問に 少し 論す 

或 問、 今 は 五六 十万 石の 諸侯 も、 不足の みに て滿る 事な し。 あ ふるべき やうな し。 昔の 滿て あふれた る 者い かむ。 云、 

君の 榮耀、 欲の 爲に 財寶を 多つ いやす を あ ふると 云 也。 內に 色の すさみ をな レ、 外に 田 獵の遊 を 過し、 屋作 • 器物. 飮 食. 

大 (ィ)  . 

衣服 等に 美 を！^ し、 天祿を 以て 氣に 入た る 小人に 與て賢 良. 才能 を あげざる やうの 事 を あ ふると 云り。 國 中の 貢物 • 財 

も (ィ) ァリ 

用 を 蔵に みちて。 欲に あ ふる、 時 は、 國脉 みじかし、 今 は 不足の みに て、 不レ滿 といへ ども、 欲に あ ふる、 は 同じ 事 也。 

初 榮耀に 過て 今 不レ足 あり、 榮耀 ならで も 勢に て 不レ足 も あり、 勢に て不レ 足は變 化して 取つ く 道 も あり。 自不覺 にて 

不足 は 終に は 家の 衰微と 成 者 あり。 後世 は ー國を 以て 一人に 與ふ 故に あふれ 易し。 一人 を 以て ー國を 治しむ る 時 は あ 

ふるべき やうな し 0 上下 共に 道 を 失へ る 時 は 久しから す 

き. 民 Q  (ィ) ァリ 

或 問、 天下 道 あるに も 道な きに も、 諸侯の 富貴 を 危地 也と は 何 ぞゃ。 云、 道 有 時 は 大君より ー國の 。父母たら しむる 

ゆへ に、 民の 父母た る德 にかな は ざらん 事 を 恐る。 故に 賢者 を あげ ネ能を 用 ひ、 諫言 を 好み、 昌言 を拜 し、 そしりの 言 

孝 經外傳 或 間 一之 上  1 七 


國郡… 多 

し (ィ) ナ 


屋作 (ィ ) 

和漢の 珍 

0 


ナ大 R 果 

シ名 所し 

ィ しィ 


蕃山 全集 第三 册  -  一 < 

學 00  大君 (•".) ァリ 

まで を も 取 用 ひ、 大老 を 敬し、 有德を 尊び、 君子 位に あり、 小人 野に ありて 國家 無事 也。。 民の 父母た る；： 心た く、 賢 を 

大老 70  は M 

きら ひ 才能 を そね み、 諫言 を こばみ、 そしり をい かり、 老者を あなどる を不德 とい ふ。 國を 治べ からす、 しかれば 終に 

攀  書 

1^ せらる、 故に 危し。 天下 道な き 時 は 諸侯 はことの 外む つかし。 惡 敷て 凶事 あれば 國を取 あげられ、 よければ 11 者 あり 

て 危し。 そしり もな く ほまれ もな く、 眞の 中には あらで、 世間の 中分に 居らむ 事 を 欲す。 善 も 大善は 行 tj あた はす、 我 

おぎな ひに (ィ) 

身 作法 あしく 疵有 諸侯 は 身の かきに、 けいはく へつら ひ、 まいな ひ 多し。 故に あしき は 却て 關内 侯な どの 氣に 入て よ 

あしき (ィ ) 

きゃゥ 也。 正しき は大 やう なれば、 公義 を 大事に せざる やうに いひな さるれば、 無， 一 是非 1 惡 却な みに つとむ • 故に 次 

第に^ 多くな り、 つ ひえ 多て 諸國 困窮す。 關內侯 は國主 城主の 身代 はつる を悅 といへ り0 明 地お ほき 時 は 面. "-の 身に 

も 得られん かとお もへば 也。 取 立の 普 代の 大名 多 を 上の 爲 によき 様に いひな せば、 大君もそれにぅっり：r,iひて、^^^^とぁ 

れば 郡の 主 を して、 普 代の 臣に あかち 給へ り。 是 後世 はいよ く 諸侯の 危也。 大君の 長久 は 天下 事 すくなく、 諸國 

(A  •  つく  7)  し (ィ〕 

ゆるやかに、 大名お ちつき 流浪 人な く、  士民 富る よりよ き はなし。 如レ此 なれば、 天命の 冥加 ありて 幸福 かぎりなく、 

秦 

無用心 は 世 中次 第に 事し げく、 せ はく 敷、 貴賤 困窮す るより 惡布 はなし。 如レ此 なれば 大君の 天命の 其 加つ きて、 お 

/  ち (ィ) 

も ひ よらぬ 災 出 來て亂 る、 者 也。 普 代の 臣取 立の 大身に 冥加 盡て は、 何の 用に も不レ 立。 和漢と もに そのためし 明白 

也。 記す に 及す  ， .. 

或 問、 諸侯の 亡び、 又 微賤なる 者の 大身になる も 命なら す や。 云、 道な き 世 Q 勢 也。 有 道の 代 は 諸侯の 子 生れながら 

世子の 名な く、 皆學 校に 入て ネ德 器量 を えらびて、 世子と す。 子なければ 家臣の 中に 先祖より わかれて、 同姓なる 中よ 


る を不德 

i いふ 

(ィ) り 不 

德を用 ひ 

如レ 是な 

れば 


*2 


r*  (ィ) 


又は… 有 

の 代 

(ィ： >  ナシ 


りよき を えらびて 世子と す。 たと ひ 世子 不 レ定、 子な き 前に 諸侯 死去め りても、 天子より 其 同姓 を たづね て、 君 を 立 給 

へり。 ® 跡 わかれ、 或は 小身に 成と 云 事 もな く、 若 諸侯 惡には あら ざれ ども、 國を 治べき 器なら ねば、 共 國學の 師に才 

德 有人 を 遣して 助し む。 叉 名山 大澤は 封せ すと て、 國 中に 有名 山澤 には^に 太守 ありて、 其 山澤を あれざる やうに 守ら 

しむ。 此大 守に よき 人 を 遣して、 國政を 助し む。 とかく 國の 亡びざる やうに し 給へば、 諸侯の 跡の 絶る £ はまれ 也。 又 

君 (ィ) く  7)  の德な き (ィ？ 

子孫 もな く、 同姓 もな く、 若 有ても 惡 にて、 人君と せられざる は 天命 也。 しかれば 微少の 中より 其 器量 有人 を えらびて、 

もの (ィ) 

國を 治しむ。 其 人 一 人 行て 先 侯の 諸臣を 以て 臣 とす。 國 中に 有人 は、 動 ざれば 浪人と 云 事 はなき 也。 其 人なら すと も、 

先 侯の 同姓 を たづね 求て、 先祖の 祭を不 レ絕樣 にし、 その子 を 取 立、 擧 校に 入て、 よく 生 立な ば、 ゆく く 天子に 申て、 

其！！ 主と 成 を 本意と す。 我 子は國 君と なすべき もてなし なく、 かろく そだて、 其 國の士 とし、 民と する やうに す。 我 死 

後に 天より 我 子に あた へられん は不レ 知と 也。 如レ 此の 志 ある 人なら では、 微少の 中より 諸侯と はせられ す。 其國の Hi 

民 も 和せ す、 あげられ たる 甲斐な き 也。 問、 忠臣 二君に 不レ 仕と 云 事 はいか Mo 云、 道な き 代 、又は 戰國 などに は 其 道 も 

有事 也。 有 道の 代に は與に 天位 を 共に し、 共に 天祿を 共に する 理 也。 其 上 農兵の 士、 其國に 付た る^ なれば、 誰々 にて 

も 其國に 主たる 人 を 君と する 也。 問、 小身 中身の 人、 大身に 成て は、 召使 皆 立身す、 さなくて は 人の 望 はなく、 先々 に 

て國 郡の 者を臣 とせば、 今までの 者 は 浪人と 可成 か。 云、 今の 風俗に て 見れば しかり。 昔 は 農兵 なれば、 其 小身の 時の 

に も C ィ) ァリ 

召使 も 皆 本 田 宅 有、 本の 農に 入 也。 其 中。 小身の 時、 君臣 共に 志 相 叶、 よび 度と おも ふ 者 あらば、 本 田 宅 には子 か 甥 か 

置て、 其 身ば かり 可 行。 先にて は 君の 藏 入の 貢物 有餘 あれば、 其國の 農より 出て 仕る 士の 例に して を かるべし。 後世 兵 

孝 經外傳 或 問 一之 上  1 九 
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田 (.0 ァリ 

奥と はなれて、 士本。 宅 を 失 ひて より、 主君の 身代 ぬれば、 大勢 浪人と なり、 高 知 取た る 者 も あさましく なりはてぬ。 

数 代よ くなら はした る 身 なれば、 下賤の 事 も かな はす、 數 度の 飢 tii に 餓死す る 者 は、 此 浪人の はて 也。 闕 天下に 一 人 も 

飢！^ の ある は 天子 諸侯の 不孝 なれば、 不孝の ゆ へん を述る 也。 拉 小身の 關 -5： 侯 大身に なれば、 本の 微賤の 者 ども 立身す。 

それ も 二三 代 四 五代に て、 主人の 家絕、 子孫 浪人と 成ぬ。 身に 過た る 立身して、 才も功 もなければ、 主の {豕 亡ざる 以前 

にも、 子孫の 不覺 悟に て、 扶持 はなさる、 も 有。 身 や はら かに^ たれば、 父 まの 下賤の 察 もなら す、 是も はてく は飢 

波に 及び、 不^の 者 は 盗賊と も 成ぬ。 一 旦の 立身 却て 破滅の 本に 成ぬ。 にて せ 中の 風俗 次第に 惡敷成 行 MJ 也。 諸士 

の禮 依す たれて いき ど をり-、 治世 長から ざる 其 一也。 平家の 代 盛に 立身せ し 者、 右大將 {么 の 時 は 跡 もな し。 頼 朝 { 杰北條 

おの 時 立身せ し 者、 足 利 家の 時 はの こりな し。 足 利 家の 時 立身せ し 者、 公方 {豕 の 末に は、 戰國と 成て ©賤 か はれり 0 國 

主の 子孫、 公方の 末と 云 人、 あさましくな り くだりて、 う ゑた る 者 多し。 是皆農 を はなれて 立身せ し 故な り 

或 問、 奥 兵 はよ き^ 多し。 戰場 にても 各训 つよき 者と 傳聞。 然共今 は 本の ごとく かへ しがた からん か。 云、 かへ しがた 

き^^なり。 され ども かへ すべき は 今 也。 士も 民も悅 やうに なくて はかへ されす 0 今 は 共に 悅 べき 道 あり。 此時を 過な 

ばた とひ 志お はします 大君 出 給と も、 業 を始、 統を たれ、 数十 年 をへ すば かへ る まじ 0 今 なれば 五 七 年の 閱 にも 可成 事 

なり。 大 5^ 平 天下の 或 問に 論す 

或 IT 昔^ 兵に て 在所 を不レ 失、 浪人な かりし 風俗 はいか 云、 才能^ 人 其 器 ほどの 祿を受 て、 王 都へ W て 仕 f<i 事 

有、 ^都へ 出て 仕る もお、 在所の 田 宅 は 其 子弟 を 置て 守し む 0 出て 仕る 祿は共 身 一代 也。 或は 三 五 年 仕て 暇 乞て 歸鄉 

七 穴 
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ノ  七 七 

する も 有、 十 年 二十 年 仕て 歸も 有。 五三 年 ii 宫 して 古 鄕へ歸 れば其 身 一代、 子の 代まで も 心 やすく くらす 事き 宰 ほの 

^は 天下 を 一人して 統治る 人 なれ 共、 五 七 年 仕て よき 跡 職の 人 を 聞 立 見 立、 ゅづ りて 歸鄕 する も あり。 十 年 二十 年 執 

政す る も IT  £ に 宰相。 は fi ゆたか なれば、 三年 其 職に 居 時 は- 一家 一類 知 昔の 宋々、 在所の 貧乏。 の *f でも 龕く 救 はれ、 

子孫に 至て ゆたかに 生產 あり。 問、 左様に 官職. の祿 をた く はへ て 退く 事 は 小人の わざなら す や。 云、 今 此國の 風俗に 

て 見れば 甚 不義なる がごと し。 日本の 武士 は祿を 愛る と、 共 ま 、公位 軍役 を つとむる 故に、 たく はへ がヒ し。 しひ 

てた く は ゆる 者 は、 公用 を 私する が 如し。 中 夏 は 軍 位 民間に あり、 出て 仕る 者は设 人ば かり 也。 役人 は 其 才知 を 用る の 

み。 其祿 ほどに 人 を ふぢし、 手 ひろく すれば 却て 公用に 害 あり。 其 上祿を 子孫に 傳へ ざれば、 公儀より ゆるして たく は 

へしめ、 在所 を ゆたかに せし む。 道 有 代に 出て 仕る ほどの 人 は 善人な り。 善人 を 富し むる は 賢 君の 政 也。 善人 富と き 

は、 其餘澤 貧乏に 及ぶ さある 者 也。 宰相より 初め 諸 役人の 祿 一度 置て 天下の 賢才 を 用 ひ、 一 國の 才能 を 用 ゆ。 公 の祿 

其 知 行 ^,^2 を (ィ) ァリ 

も 常に 有餘 あり。 日本の 武士 立身と て 知行 加增を 取て。 子孫に 傳。 子孫 其 人なら ね 共、 立され ばなら ざる やうなる 故、 

子孫 次第にお とり 行て、 役人 あしく、 民 其 害 を かう ぶり、 君の 國脉 みじかく、  ^人 も 家 亡て 子孫 飢襄す 

詹 

或 問、 禮儀備 る 時 はい やしから すと はさ も 有べ し。 質素 易簡 也と は何ぞ や。 又禮 儀。 粗略 なれば、 風俗い 6- しと まさ 

も 有べ し。 略して 過 美に 成と は 心得が たし。 云、 古昔 は 貴賤 色 を 以て 分て、 美惡 精粗 を 以て わかた す。 士は ゑぼう し • 

ひた 、れ* はかま、 た 1 具有て 公儀の 禮 儀と、 の ほれり。 內外 共に ちいさ 刀 一 腰 也。 是易簡 にて 禮儀 儲れ るに あら 

す や。 したが さねの 小袖 色々 なし、 何 にても 寒 を ふせぎ、 暴に た ゆるば かり 也。 是 質素に て、 ついえ すくなき にあら 

孝 經外傳 或 間 一之 上  一二 


13 可 M 不時 か "7 
ト なし レは ら己 
ス らて分 I'i ざ 正 
んか如 115  6 し 


蕃山 全集 第一 1 ー册  ニニ 

す や。 後世 ゑぼう し を 略して、 かみ をお り わげ、 ひた、 れは つま を 略して 上下と す、 かいとりて 質素に 似 たれ 共、 贵^ 

の 色 { やらねば、 小袖 &々 數を し、 上下 もこ はり、 うら 付な どい くく だり も 有、 上下の 風俗 はい やし けれ 共、 過 美なる 

t も も (ィ) 

^は 昔に 十倍せ り。 も 他出 もちいさ 刀 一 腰な りき。 軍陣に はちい さ 刀 を 打 刀と し、 其 上に 太刀 を はきたり。 後世 太 

刀 を- 峪 して 刀と し、 ちいさ 刀 を 略して わきざし とす。 質素なる やう なれ ども、 大 わきざし、 屮 わきざし、 小 わきざし 

^0 刀 もさし かへ 共に いくこし も あり。 是も 古へ に 五ば いせり。 是禮儀 略して 數多過 美なる にあら. f や。 世間の 士の 

贫乏 する 共^ 一也。 貧乏 なれば むさぼりて 心い やしく、 下 を くるしめて 不仁になる 者 也。 孝の 道理に そむけり。 北條 

の 時 は 老中 小身た るが 知行 三 万 石 也き。 今の 六 七 万 石に あたるべし。 しかるに 公儀の 蹭 服た 1 具にて、 非 希に せんた 

^  あはれ み 窓み しむる tj  (ィ〕 

くせられ しと 也。 時 K 仁君に て 青砥 左 衞門を あげられし 故と 聞。 其 身 質素に て、 士を ひ 民 を めぐみし むる、 贫乏に ま 

で 及び、 武備の たく はへ 有 や』 ありし と 也。 問、 貴賤 色 を 以て 分て 素 美 精粗 を 以て わかた すと は 心得が たし。 贵人は 精 

にして 美なる を 着し 給 ひ、 官位 ひき、 者 幷に庶 人 は 粗に して 素なる 物 を 着すべき 襄 ならす や。 云、 ！！^^^後世のぁゃまり 

也。 天の 物 を 生す る 官位 ありて 貧なる あり、 賤 して 富る 有、 贵富 かねた る 有、 貧賤 かねた る 有。 故に 精粗 素 突の 服を以 

て 货賤を わかちが たし。 色 を 以て わかつ 時 は、 庶 人の 富る 者 はい やし けれども、 衣服 飲食 屋作 器物 等 美 也。 士の贫 なる 

は 官位 あれ ども、 衣服 砍食屋 作 器物 等 粗 也。 素に して 粗 なれ ども、 色 尊ければ、 富る 者の 美服した る も くだりし たが 

萬 *J;4、„. リ (ィ) ァリ  大夫士 7.) ァリ 、 

ふ^ 也。 た！.-衣服のみならす、。カ^^德にくだり、 愚 は 知に つか はる。 有 道の 代の 勢 也。 天子 諸侯 公卿。 は、 窗货 共に か 

ねたまへ 共、 后歸 人に 至る まで、 色の 尊き を 用て、 美 を 尊びた ま はす。 白衣の やう だ ひけ だかき あたりに は、 美服 却て 

七 八  V 
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^しく 見 ゆ. 禮の 高き 所 也。 後世 儉約 とて、 大夫士 もめん を 着す るは禮 にあら す。 贵者、 賤 者の 服 を 服す る を 儒 下と 

緩 (ィ) 

云、 假 下 は 失 位 也と い へり 

或 問、 卿大 夫不敢 言の 語 は、 浓カ亂 神 其 第一た るべき か。 曾 子の 君子 道に、 貴所の もの 三と いへ る も、 刖士 大夫德 行の 

受 用と 聞と き は、 辭氣を 出して 鄙 倍 を 遠と 也。 鄙 倍の 言 は何ぞ や。 云、 夫 士君子 は 言 道德に 及び、 嘉言善行の 物語し、 

文武 禮樂 を敎學 し、 經傳を 講習し、 弓馬の 藝に 遊び， 日 を 不足と し、 寸陰を 惜む者 也。 鄙 倍 は 小人の 胃 也。 夷 中の かた 

言な まり 曾、 金銀 米穀 报得 利害の 事、 淫風の 物語、 人の 非 を あげて あ ひそし り、 善 を そね み、 卑俗の は やり 言 をい ひて 

あ ひた はぶれ、 又 日 を 不足と す。 條カ亂 神 は 君子の 不レ語 事 なれ 共、 近来 小人の 物語に は是を 上と す。 問、 恢 は何ぞ 

や。 云、 今の 世俗に ていへば、 神佛 のきと く。、 ばけ 物の 物語、 狐 V 裡の大 依な ど 也。 問、 曰 本 は神國 也。 神佛 のきと く 4^ 

に (ィ) 

有べき 事 か。 云、 正 神の 妙 あり 、邪神の 夭 あり。 正 神の 妙 は 不測に して 其 跡な し。 伊勢 太 神宮 は 聖德の 正 神に てお はし 

ませば、 神明 不測の 妙 有に よりて、 昔より 日本 國 中の 人參宮 たえす といへ 共、 跡の 見るべき なし。 邪神の 夭 は 跡 見え 

る .H  (ィ) ァリ 

て 久しから や、 狐 強 性に 同じき 事 をい ひて、 神佛を 信す。、 愚 夫 愚 婦の事 也。 又 日本 を 祌國と 云 事 は、 君子 國 といへ る 

人々 (ィ) 

道理 也 。神と 云 は 古への 賢き 人 也。 か みの £ く 知 明なる 人と いふ 心 也。 か みの 中の か を 略して かみと いへ り。 是 

を 中略と 云 也。 やまと 言葉 三 字 を 1 字 略してい へる £ 多し。 鏡の 美惡 をう つす？ く、 善 惡邪正 をて らして まど はざる 人 

を 神と いへ り。 もろこし にても 神聖と て 聖人 を； w といへ り。 日本 を 神國と 云と て、 きとく ふしぎ をい ふに は あらす、 

肇  • 

天照皇 より 五代 は 神聖の 德 おはします、 其 神人の 敎へ 開き 給國 なる 故に、 神國 といへ り。 上古 はもろ 乙し よりも 日本 を 

孝 經外傳 或 問 一之 上  ニー 一  一 
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1?；； 子^と いひし 也。 祌圃 转子國 同じ 道理 也。 問、 力 は何ぞ や。 云、 今の 俗にて いへば、 力 わざ • うで だてな どの 物語 

也。 力 を 用る 時 は； B 傻を亂 る、 聖人の 五 鱧に 軍法 を 入た まふ も、 知 を 以て 力 をつ かはんが 爲 なり。 劎を帶 する も 力 ある 

ものに 體依 をみ ださせ じと 也。 問、 亂 は何ぞ や。 云、 今 を 以てい へば、 亂 世の 物語、 武篇 物語な ど 也。 今の 俗にて は， 

利^.  風 • きとくの 物語な どに くらぶれば 是を 上と す。 問、 文武 は 聖贊の 左右の 手の どし、 合 戰武篇 の 物語 はよ き 

^ならす や。 云、 文事 ある 者 は必す 武備 あり。 戰國に は武を 以て 亂を 治め、 治世に は 武を備 て 民 を 安す、 た 7 夷狄 を 

ふせぐ のみなら す。 山海の，^ 獸她 龍に は 人よりも 力つ よくた けき 物 あり。 故に 弓矢の 道 達者に て、 かりすな どり する 

は 士の武 をなら はす 車に して、 虎狼 毒蛇 を 退て、 人倫 を 害せし めす。 かねて 田 島の 害 を 除く 者 也。 赳々 たる 武夫 は 公 

侯の 干城 也と いへ り。 後世 Q 法度 場お ほく、 弓矢 をと め、 かり 人 を 禁じ 民 を 養 は、 田 島の 作物、 禽獸に はまし めて 一 

人の 架と す。 是默を ひきいて 人 を くらはしむ るの 類 也。 しかの みならす. 士 弓馬の 業に うとく 山川の 逮ぉ なく、 身体 や 

•  君 (ィ) 

はら. 式て， 口  C のみ 武篇を 出せば 何 の^か あらん。 是士の 罪に あらす。 後世の 主將、 文に うとき のみなら す 武を 

攀  • 

も 不：， 好 故 也。 故に 士を 愛する 逬を 失へ り。 不レ敎 して 戰 はしむ る は、 士 をす つる 也と いへ り。 孝の 道に くらければ 也。 

Iwrw こて 無下に 士を失 ふ は 馬 川 也と いへ り。 今の 世 中の 勢に て は、 士 自分に 術 を 習£ なりが たし。 將 より 命じて のら 

其 (ィ) 

しむる 寺 は、 少しての る 者 多 出 來る術 あり。 將の命 は 術 を 得 ざれば、 馬 多 けれども のる 者 少し。 =； も 今の 風俗に て HI 

地勉 (丄  も かたまら ずして (ィ〕 ァリ 

555 がた し。 法度つ よく、 かりすな どり の處 すくなく、 他行の 步行 まれ なれば、 身 。や はら かに 病 者なる 者 を、 俄に 水に 

入る、 時 は、 IS はすと 云 取な し。 來 年の 夏 川 をなら はせんと 思へば、 今年の 秋 冬より、 し、 鳥に より ，て 山野 を 歩行し、 

八 0 


らして 惑 

ざる 人 


し >-t5 に 

よ Iv て 

(ィ is 

» に 出て 


つ とめ (ィ) 

方. „< 他行せ しめ、 身 堅 同に 成て、 暴^|^ にいたり 鐘 太刀 等の 武藝 をして、 汗に 成て 川に 入 やうに すれば、 煩， AJ なし。 叉 今 

の 時た まく はしり くらべな どと て 馬場に て はしらし む。 ！：：^-叉士をそこなふの 一 也。 楠 正 成士を あつめて はしり くら 

ベせ しと rr 一審 を 聞て、 其 本 を 不レ知 也。 古へ 正成此 なら はしせ し^は、 先 常々 弓矢 を 持て 山野の 達者 わざ をなら はし、 

その上に 時 ありて はしり くらべせ しむれ 共 息 きれす。 先にて 用に 立 やうに しづかに せし 也。 人の 一 さんばしり、 馬の 1 

さんかけ、 益な き 事 也。 馬 は 野が け 犬 走り をなら はして 馬戰 す。 野が け を 段々 のり あぐれば， 一 さんがけ に 近き ものな 

れ共、 一さん と は 各^ 也。 人 は 地み ちの 達者の 上に、 少 はやき 息 きれざる 走りに て 軍用に 立 事 也。 そのうへ 正 成 主從ぅ 

くらべ (ィ)  び (ィ) 

ちま じり、 はしり ごくと 云て、 士を 親み 才知 人 がら を もよ くしらん と 也。 古への 士は 武事に 達して 言 道德に 及す 身禮儀 

になら へり。 問、 鄙 倍 を 遠る！！ &は 前に 聞ぬ。 正-一 顔色 1 の受 用た る 事 はいかむ。 云、 孝子 親に 事ての 愉色、 朋友に 交る 時 

は變 じて 正色と なる。 額 色 を K くせんと 心 有 はよ からす、 信 を 主と する 時 は、 をの づ から 顔色 正しく 成な り。 正色の 中 

敬禮 おとろ へす、 晏平 仲よ く 人と 交る、 久して 敬す と、 聖人 ものた まへ り。 世間に XJ れを態 敷なる 人と. S へり。 或 云、 

かしこき 者 は 盤 翻 也。 無禮 なる 者 はかし こから すと 知と。 是 名言な り。 予昔 容貌 を 動して 暴慢 を 遠る の 受用を 山賤に 

得たり。 山 賤數人 荷 を 持 つれて 行ける が、 荷 をお ろし、 こしかけて 休み 居たり。 其 中 一 人 云、 いざく 行ん、 休み 過れ 

ば 草 臥 51 ると ていざな ひ 行たり。 賤夫 といへ ども、 其 業に 心 を 用 ひたる 者 かなと 感ぜし 也。 夫氣 には數 あり、 數 極る 時 

は 休す、 つかれ やみた る 時 は 又つ とむ。 書 をよ み 藝を習 ひ、 家業 をな す、 何事に も 此受用 あり。 氣 つかる、 時 は 養 ふ、 

動 (ィ) 

養 ふて 氣復 する 時 は 則つ とむ。 やすみ 過れば 惰 馒の氣 生じて 物く さくなる もの 也。 人 は 勤 物 也。 善 をな してやまざる 

孝 軀外博 或 1 之 上  ，. 1 ,  二 五  „ 


o をぬ をのし をに 
SS,  wi のか 事て:^  ： 

に て首きに^5已£$ 

ナ mTMin^m 


0SM 笫ー 1ー册  二 六 

者 也。 問、 遙 豆の 事 は何ぞ や、 云、 鱧 を 云 也。 冠婚. 喪祭 • 賓禮 • 軍禮 等、 卿 大夫士 あらまし は 知と い へど も、 く はしき 

^は 一 々覺 がた し。 其^ 者 ありて 存す、 其 事 あらんと て は、 其 位 者に 問て 習禮 する 也。 昔 孔子 大廟に 入て、 事 J. 母に 尋問 

たまへ り。 知と いへ ども 問に あらす 、細事 は 覺給は ざれば 也。 事の 細事まで 知む とて は 、犬なる 德業 にさ またげ^ 故 也。 

故に 士君子 は 有司に あ づけ 置 察 多し 〔〇 ィ本 上羅 トス〕 

或 問、 卿大夫 私の 欞威 は、 其國 にも 害に、 其 家に も 凶なる 者 は何ぞ や。 云、 卿大夫 はよ き 身上 なれば、 公^の 外、 私の 

兑舞 出入 はや かましきに 無用の 事 也。 公事の いとまに は 琴 書を樂 しみ、 藝に 遊び、 山水に も 心 をす まし、 武 をなら は 

し， { 永 事 を 治むべき に、 我 扶持せ ざる 家中の 士 をい 家 頼の どく 出入 さする は 何の 用ぞ や。 公事に あら ざれば 不來 を贤と 

せば * 誰かへ つら ふ 者 あらん。 むつ かしき 事を好て、 威勢 を：^ ぶ は、 君 をない がしろ にす るに 似たり。 しき は 反逆 

を (ィ)  なら  <- ィ)  • 

のた くみの 爲 にす。 そのたく みはせ ざれ 共、 主君の 足 本 を 見て、 折よ く は國を かたぶ けんとす るが 如し。 敵國 よりも 左 

の 臣 をみ て は 間 を 用る^ 也。 是其國 に 害 有 也。 反逆 あら はるれば 家 を ほろ ぽ さる。 仕す ましても 終に は 亡る^ 也。 

人 亡 さ れ共天 亡す 也。 是其 家に も 凶なら す や。 それまで もな く 常に 士の 風俗い やしく みぐるしき： S<? 也 

或 s:、 式なければ 世間 多事に なり、 諸國 の^ 澤 かれて S 賤 困窮す る^ はさ も 有べ し。 士の禮 すたれて、 うらみい きと を 

る^ は何ぞ や。 又 小身の 人 大身に なり、 微賤の 者 立身 すれば、 諸 士の體 儀 亡び、 治世み じか き^は 何 ぞゃ。 云、 古昔の 

職 倍臣に はよ は ひせす と 云 を 至極と す。 朝 庭は爵 にしく はなし。 年に よらす 位次 第な り。 其 外 はよ は ひ 次第に 上に 座 

し、 にても 先へ 行者 也。 直臣と 倍臣と は、 倍臣 年長 じ 臣 若ければ、 倍 臣少を くれて 行、 少し 下に 座す、 共 他 はさ 

八 二  ， 
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少し 下に 

(ィ) 也 S 
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につく に 

も 少し 下 

に 


出しぬ… 

…もてな 

せり (ィ) 

出して じ 

ぎす る も 

あり 


のみ か はりな し。 倍 臣下 馬 すれば、 直臣も 下馬す。 後世 此鱧 式な き 故-に 倍臣 の鱧甚 くだりて， 直臣 にあへば 昔の 奴 僕の 

體の ごとし。 是諸 國の士 のうら みいき ど ほる 所 也。 又 小身の 人 大身に なり、 微賤の 者 立身 すれば、 昔の 傍輩の 召使 は 小 

者お。 刀 を さした る も 侍 若 黨には あらす、 小者の 刀 さし 也。 この 故に 路次 にても みち わきに かしこまり ぢ ぎす。 心安き 

1 友の ト 者な 比ば 手ば.^ り 出しぬ。 立身しても 久敷 者と て、 彼等 侍と なれり。 本より 姓氏 ある まとの 士、 若 黨も其 小 

-  •  i やお (ィ) ァリ 

者 あがり 同事に もてなせり。 故に 公方 家の 直臣 は、 諸侯の 倍 臣をも 右の。 小者 同前に あへ しら ひ 也。 公方^の 直 臣も諸 

•  上 广ィ) 

民の 倍臣 も、 もとは か はらぬ 士也。 却て 倍臣 のまされる も 有。 此 故に 昔の 士は、 士に 高下な しと 云て、 國 郡の 主 なれ 共、 

他家の 小身の 士 にとの を 付ての 給へ り。 倍 臣下 馬 すれば、 國 主も乘 物より おり 給 ひ、 近き 比まで 大名 は 却て 感勤 なりき。 

關 €： 侯の 無禮、 是非な き 鉢 巧ん。 勢の つよき 聞 はかし こまれ ども、 下地 はなれた る 心なれば、 勢す こし くじけて は臣 たら 

ん事を 欲せす、 是武 の 治世み じか かりし ゆへ む 也。 足利^：杰の天下もニ三代は傍輩たる^^、 昔 近所 故に 禮 あり。 代 を か 

さぬ る ほど 威 高く 成て 無 「13 を 不知。 諸國 の士 無念に はお もへ ども、 勢の 盛なる 間 は、 いかんと もす る 事な し。 人の 奢 は 

ヮ (ィ〕 ナシ (ィ)  + シ (ィ〕 

無禮 より 甚 しき はなし。 者 久しから す、 天道の， 4 く 所、 地道の 變 する 所、 人道の 惡む所 なれば、 田ん ひ よらざる 變出來 

て、  <:ん.^1^の威勢さめたれば，^^が§向て歒する者はなかりしかども、 無 禮を惡 みて 參勤 せす。 是 より 諸國 わかれて 戰. 

21 となりぬ。 宰相の 職 を 立て、 式よ く 士の禮 だに 不レ 失ば、 今まで も 足 利 家の 天下 はつ 5- く箏も 有べ し。 足 利 家の 譜代 

の 小身 を 取 立て、 大名に なし たれば、 旗本 は 小身なる も 皆 傍輩 也。 いづれ にも 様 を 付て いへ、 路次に 逢 給ば かしこまれ 

と 下知す。 旅 本に 威勢 を 付る i なりと 思 はれし 2 も、 却て 足 利 家の 天下の 樯勢 失へ る 根本なる 事 を不レ 知、 域." < の 大名 


孝 經外傳 或 間 1 之 上 


二 七 


さ る 家た るて 及 非る 7  ：  ！ & 
也お' はの る iWF 胸 にれ こ 根へ 
9 自亡 足代し を不 共, ffi 本 共 
しレ た 利 8( け按レ dB: は 也 ミ 


蕃山仝 集 笫 一一 ー册  二八 

へ 出入す る 旅 本、 他 は 皆盤數 也。 ^Jなたの衆は無禮なりとぃ へば、 いやく 上 をう やま は ざる^に 取な されて は あしか 

りなん 。旗本 衆なら ば 切 米 取に も かしこまれ、 様 を 付よ と 下知 せらる。 口お しく 思へ 共不レ 及- 1 了 0- 一、 ぃまだ是ょり^^ 

鲁 

しき 事 有、 數 代つ きょく しづ まり、 公方 家とう やま はれて うごきが たき 足 利 .Ik ぶの 天下の 權をゥ しな ひたる 根本 也。 

惣 じて 大名の 家中の 士は、 我 同じ 身上の 人の 家 頼に も態勲 也。 小身の 家中の 士は又 者に 無禮 なり。 共 故 は 大名の 家中に 

は、 又 者に 筋よ き 者 多ければ 也。 小身の 家中に て は 又 者 多 は 刀 さし 也。 それの み 知 たれば、 大臣の 倍 臣をも 微賤の 又 者 

も 同じ やうに 覺 ゆる 故 也。 是も かしこき 者 はしから す、 旗本の 關内侯 も かしこき は無禮 ならす 

或 問、 孝の 生理の 發 して 用 をな す 者 は 愛敬 也。 故に 愛敬 は 孝の 心 法 也。 しかるに 天子の 翠と士 の にの み 愛敬 を說給 

は何ぞ や。 云、 天子 は 天下の 父母 なれば、 他 は 全く 不レ備 ども 愛敬 だに 誠お はし ませば、 天^に そむき 袷 はす。 他の 堪 

は 聰明 にても 愛敬う すき 時 は、 父母の 德 にあら す。 天の 明 命に 叶 袷 はす、 故に 天子の 孝に^ 愛敬 を說 給へ り。 夫 4.: は 天 

下の 道德を 任す る 天 宵 也。 公侯 卿大 夫の 本 生 也。 天子の 師 保の 出る 所 也。 宰相の^の えらばる V 所 也。 数 すくなき 中 

才 の 人 も 有べ し 7) 

に は、 才德の 人 も 有が たし、 ？，^ 多 中には 賢者 も 有、 不レ 仕士の 民間に 在 も可レ 仕才德 ある を 居士と いへ り。 お 問 仕官 かぎ 

りなき 人 也。 其 上大夫 以上 は窗有 なれば、 道學藝 能に 心 を 用る こと 厚き 人 まれ 也。 庶人は 業に いとまな し、 士は贫 なれ 

どもい とま 冇、 心 を 精義に S ことなら はしと なれり。 故に 道德を 尊て 問學に 精神 を収歛 し、 に 遊て 才途 せり。 此 故に 

才知ぁる^^は、多はま乏の中ょり出る者也。 贫賤 憂戚 は汝を 玉に する 理り 也。 せを直て富货なる^|<?は天職に不レ叶して、 

天^iを食者多し。 故に 天の 踐 する 所に て 子孫 衰 ふる 现り なれば、 積善の 家 は不レ 知、 子孫に 乃才の 人生れ がた し 

八 E  ., 


K こと… 

…故に 

(ィ /"が 

を 習し 


或 問、 士には @祿 も あれ 共 今の 士に は祿 のみ ありて 爵 のさた なき は何ぞ や。 云、 王 代に 太 政 大臣、 左右 大臣 は 三 公也. - 

大納 1H 中納言 宰相 は卿大 夫の どし、 中 將少將 侍 從は上 士中士 の し、 五位の 誇大 夫 は 下士の 如し。 武家に て 老中 は 公卿 

e  •  n! す (ィ〕 

のどし。 若 老中 は大 夫の 如し、 番頭 は上士 のどし、 物 頭 奉行^ は 中士の し。 與 力の 旗本 は 下士の どし、 老中 若 老中 

下士  (ィ) ァリ 

に は 少將侍 從四品 あり、 上 士中士 。に は 五位の 諸大夫 あり、 是爵 也。 いにしへ は國々 の 卿 大夫士 にも 天子より 爵位 を 

命じ 給へ り。！ 諸侯の 家老 は卿大 夫の ごとし、 士の頭 は 上士の 如し、 物 頭 は 中士の ごとし、 馬 週の 士は 下士の ごと I。 

日本の 上代 は ® 素 にて 物の 定易簡 也。 人 王 七 代に 徐福來 朝せ り、 秦の惡 政 を さけて 徐 福に 付て 渡りし 者、 男女 三千 人 

上 (ィ〕 

也" 粲の 代の 者 なれば 案の 政 法 をい へり。 故に 日本の 王 代 は 案の 法 を 用ら れ たる 事 多し。 國々 に 諸侯な く、 守 介 を 遣し 

て 治む。 是泰の 代に 侯 を やめて 守 令 を 置し 法 也。 昔 は 公 { 欲の 象賴の 地下 を 受領に なして 國々 へ 遣し、 一 任四ケ 年に て か 

の 如 く (ィ) 

はらしめ 給へ り。 今の 代官の よき 者 也。 近江國の仕歷をする四ケ年のぁぃだは近江守とぃひ，かはりて伊勢^1へ っかは 

さるれば、 ^勢 守と いひし 也。 詣國 受領 治に て國主 なき は 天地 自然の 道理に あらす。 故に 後に はいつ となく fi 侯の ご 

とき 人 m 來 たり。 易の 六靈 にも 諸侯の 位 あり、 九 五 は 上 卦の中 を 得 たれば、 大君の 位 也。 九 四 は 大君に 近ければ 大臣の. 

位 也。 三 公 九 卿の 爻也。 九 三 は 下の 上 なれば 諸侯の 位 也。 九 二 は 下卦の 中な り。 宰相の 位に して 政の 爻也。 初 九は士 

の ィ) ァリ 

民。 也。 上 九 は 大君の 上に あれば 師 保の 位 也。 祭 絃もニ を宫に 立て、 ーを師 保に なぞらへ たり。 尊して 位な く、 尊して 民 

なし、 大君 愼て敎 を 受給へば なり。 問、 執政 は 九 四の 大臣の 職に あらす や。 云、 大臣 は 天下の 後見 也。 大臣の 政 をと る 

は 天下に も 害 あり、 其 家に も 凶 也。 大臣 は 子々 孫み fi を卅， U にす る 家 也。 世 * 覺 者の 生るべき やうな し。 共 器に あらす 

孝 經外傳 或 問 一之 上  二 九 


止て D$ 出 <7 を ： 守 
て 守？？ 來 1 や ： 令 
令 をた'、)'' め ゆに 
1づ4 り 令て 介て 
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大臣 は 君の ハイ〕 

して 政 をと る は 天下に も 害 あり、 家に も 凶なる にあら す や。 故に 九 四 Q 大臣 はう しろみして 宰相 執政 はネ德 次^に、 倍 

臣民 士を きら はす、、 何方から 成 共 えらび 出す 者 也 。倍 臣と云 も 本 は 民士 也。 執政 職 は 多 は 民士の 中より 出る 逬现 なれば * 

九 四に あらす して 九 二に あり。 師 保の 職 も 多 は民士 より 出、 $1 天理の 自然 也。 天理の 自然にした がふ を 有 道 C 代と いふ 

也。 突の 代に も  一 B! 侯 を やめて 守 令に て 天下の 仕置せ しか ども、 終に はや ぶれて をの づ から 諸侯 出來 たり。 ：：： 本の 王 代 

•  はらば (ィ〕 

も 諸侯の 如き 人出 来たる 時勢 をみ て、 守 介 を やめて^ 侯 を 立 給 ひ、 倍臣 までに 爵位 を 命し へ， i は i -、 今まで？. -王 代なる ベ 

,  銜 (ィ) 

し。 源 義朝は 家来に だに 奥州 五十 HI 郡を領 せし 秀平を もたれた る 人に 昇殿 を だに ゆるされす。 昔の 公 {豕 被 の t< ：顿同 

を や (ィ)  成 (ィ) 

前にし 給へば、 人情 安から す。 况ゃ其 家中の 士は 俗にい へる， 人に も 九 位に も あらざる 鉢 也。 故に 王位 を 背て 我 威 を 立 

攀 

る 人 あれば、 是 になび きした がへ り。 淸盛王 威 をお かし、 頼 朝の 天下 を領 せし はこの 故 也。 人 を あなどる 仕 © にて 天下 

人？)  平 の (ィ) 

を 失 ひ 給へ るに 非 や。， 日本の 武士 民間に 入て 農兵と なる 者 も、 多 は 源氏に て 王孫 なれば、 賤 しき 筋に も あらす。 近 江^ 

に 佐々 木の 十七 流と て、 今 も 問に くだり 百姓と 成て 居 者 多し。 朽木 • 京 極 • ゆ 庭 野 • 一  色 •  淵な ど 佐々 木の 十七 流 

の 中 也。 其 外 平氏 藤氏 等の 末流、 秦の 時に 渡りた る 唐人の 子孫、 諸国に みちく たり。 みな 土民と は 各^ 風俗 か はれり。 

に 住 (ィ) 

土 K に 宵 有なる もの ありて、 家屋 ひろく 男女 多 使者 あれ 共、 貧なる 士 筋の わ づ かなる 小屋す み、 やぶれた るかた びら 着 

たる 者と 同座 を ゆるさす、 田舍は 却て 行儀 かたし。 また 北條の 末に 髙 時が惡 政 をに くむに 乘 じて、 〇〇〇 の 〇、 一度 天 

參 

下 を 取 かへ し 給へ 共、 前！ のく つがへ りたる ゆへ を も 薄へ 給 はす、 時 を も知耠 はで、 叉 天下の 士を あなどり 給へ り。 さ 

しも 功 ありし 楠 正 成に 攝律河 >r 和 泉 をた まふ ほどの 大名に、 昇殿 を だに ゆるし 給 はす、 昔の 地下の 受領の どくし 給へ 

八 六 


あらず し 

て (ィ ：>  こ 

して 


人に も 

(ィ) ナ 


着た る*! 

と (ィ) 诺 

て も 


A* 


反逆^し 

へ (ィ 

153 はしい  1? 

ふべ から 

ず 

方に て 

(ィ) ナシ 


り。 まして 其 外の 武士 は 京都 を氣の 毒に おも ひ、 又武將 によき 楝梁 出来よ かしと^ へり。 故に 其 時の 人 新田 義貞 をす i 

さへ (こ  ィ) 

めて 云、 反逆し 給へ、 謀反 だに し 給 は 天下 は 手に入べ しとい へり。 果して 足 利 高 氏 反して 王 成 を そむかれ しかば 天 

.  尊？〕 

下 をと り、 義負 は宫方 故、 高 氏よりも 將の器 まさりし か. ども、 したが ふ 人 次第に すくなく 成て 亡びたり。 正 成 も 反逆に 

付と は 本意に あらす、 宫方 にて 二度 蓮 を ひらかん RJ かたき を 知て 好で 死たり。 それまで はい まだ 王 代の 還 風す こし 

楚を枯 し 51? へり？、  、 

りたり し を、 根 を 絶て 失 ひた まへ り。 愛敬 終始， i なくして 憂 不レ及 者 は あら じの 聖言 むなし からす 〔〇 ィ本ハ 下 ト^ク〕 


孝^ 外 傅 或 問 一 之 上 


一一 二 
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孝 經外傳 或 問 一 之 下 


111 二； 


一 殿 を 


代々 子孫 

に (ィ) ナ 


或 問、 08 の 0 の 取 かへ し 給た る 天下 を 又は どなく 失 ひ 給へ る は 、敬の I 失 ひ 給ば かりにて は 有 まじき か。 云、 し 

かり、 天下の きたる 愛 St 失 ひ 給へ り。 兵亂 Qsvi 民と も S かれた る 時 S れば、 よくいた はり 給と も 

•I 七 f は 有 付： r" まらん に、 i も S かり も，、 大 內讀雷 さた t て、 B に f を かけ 給へ り。 10 

寅、？ 入、 iQS まりなら ば 8SI 作りぶ 5 き.？ ま S 給べ I、 何ぞゃ S 望が i を 

失 ひて、 子孫 亡びに し i より 咸 IQ  一 -f うつして、 大 S と し給ふ事、 治世 翠 の| りと も S なるべき 

に、 戰 SSC 後天 下 困窮の 時^に 作り 給 ふべ き^に は あらす。 易 云、 璺" 大也。 窮レ ぃ大ヲ 者 ハ必失 一-其 居 1 故-一 受レ 之， 以 a 旅， と 

いへ り。 靈 S にして あきらかなる 占 也。 大內裒 作りた まひて、 ほどなく i を？ 山門よ し S 旅に さまよ ひた ま 

へり。 S 始皇 天地 Q あらむ かぎり は、 で 子孫に 天下 をた もたせん とたく みて、 if 作り たれ ども、 天下： tiJ 

せし 年より 十六 年に て、 漢の 高祖 秦を 亡せ り。 窮， 大者必 失， -其 居-の 聖言、 むなし からす。 夫 王者 は 私な し、 ケ^ に 私な 

く、 大公に 私 鋭な き逍理 なれば、 赏は 天下と 共に 赏し、 罸は 天下と ともに 罸す、 故に 賞に 私 愛な く、 莳 に私忿 なし。 この 

ゆへ に訟 なく 怨 なし。 しかるに 〇£ 綠 によりて 忠功 なきものに 賞 を 行 ひた まへば. 人の 怨みい きど をり おはく して 訟ゃ 

むと なし。 たまく あつまらん とせし 人心い まだ かたから ざる。 に はなれたり。 た I つまりが たき 物 は 人の 心なり。 

八 八 


あつまりて 久しければ 散 じがた し。 はなれて は 叉 あつまらざる ものな り 0 人心 は 仁に あつまり、 不仁に はなる • 公に あ 

つまり 私に はなる。 道に あつまり 非道に はなる。 無事に ゆるやかなる にあつ まり、 多事に せ はくしきに はなる。 政道 

の 時に 叶 ひ、 可に あたる にあつ まり、 時に 叶 はす、 可に あたら ざるに はなる。 天下の 政道、 武家の 手に 渡りて 後、 年 久し 

く、 公家 は數代 天下の 人情 事變 にう とし。 其う とき 公家の 評 誌に て 天下の 事 を 取 行 給へば、 時に 不， 叶、 可に あたらざる 

メ； jA? ハイ) 

のみな り。 正 成は氣 質に 知 仁 Isl^ 有し 者 なれば、 宰相 納言 などの 位に のぼせて、 政道の 評； S を つかさど らしめ 仏？ ま J -、 天 

となし (ィ)  的 (ケ 

下の 人心 は竪く あつまるべし。 高 氏 義貞と は 共に 武士の 長者な り。 軍功 は義貞 まされり。 官位 同じく 領 i も 同じ ほ 

にして、 西 國の內 に を かるべき 事なる に、 高 氏內緣 によりて 取 入ければ、 宫 位高く のぼせら る、 のみなら す * 關 東を領 

ぜ させ、 鎌 倉に 置れ しかば、 やがて 頼 朝 北 條を學 びて， をの づ から 將 軍と なれり。 其 上に 高 氏の ために 武士 を かり If 

ば、 いよく 彼に 歸 したり。 關 東に を かるべく は、 鎌 倉 をば s 地に なし、 高 氏義貞 同じ 位、 同じ 身上に して を かるべき 

蓽也。 兩人 左右に 相 守て 守護せられ、 左 職ば 右より おさ ゆる やうに せば. 堅く 禁中の 天下と 戎 べし。 保 元の 亂は 近き か 

、い (ィ) 

みなる に、 御 心：^ なき は をろ かなる 事 也。 昔 源平 雨 家 左右の 手の ごとく 相 守て • 君 を 守護 せられし 程 は 王 威つ きた 

り。 義朝は 源 家の 長^ 也。 義朝 父子 兄弟 亡て 後、 ほどなく 淸盛王 威 をう ばへ り。 源氏 又 平氏 を 亡し、 淸盛 になら ふて 王 

威 をう ばへ り 0 保 元に 公家 も 義朝も 知 不足 也。 其 時は義 朝の あらん 方 合戰は 勝に 成べき 勢 也。 義朝 内裏 方に 有し 故、 終 

に S: 奥方の 勝に 成たり？ 故に 父爲 義弟 数人 朝敵と いはれ て 殺されたり。 XX に 知 あらば 忠 功の 賞に 父と 弟と を義 朝に 

給 はり、 源平 兩家を 立 給 は 、王 威の かたぶく 事 あるべ からす。 淸盛姦 邪の 男な りし 故、 義 朝に 父と 弟と を 殺させ、 一 人 

孝 經外傳 或 問 一之 下  一 11111 
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身に し 終に 亡すべき 謀ば かりに、 淸 盛が 伯父の 新院 方せ し を 首を切て 出したり。 是を忠 也と して、 義朝 にも 父：？ S を 殺す 

べき 仰 あり。 〇 知 あらば 淸盛義 朝 身方せ し忠 功の 賞に、 一 家の もの は 助くべき に、 不問して 何とて 討た るぞと 御と がめ 

て (ィ： -ァリ 

あり o、 義 朝に は 父 弟 を ゆるし 給 は 、仁 知の 〇 なるべし。 然るに 王 威 をう ば ふべき たくみ をす る 者を忠 とし、 ほしい ま 

、に 赏祿し 袷 ひ、 後に は あぐみ 給へ り。 義朝知 あらば 忠 功の 賞に 父と おと を 申請べ し。 ゅるされなくば父^^を同近し、 

情 (ィ： -をナ シ 

關 東に くだらるべき 亊也。 勅命 そむきが たきとの み 心得て、 父お を 殺し 助 をな くせられ て、 其 身 亡び 王 威 終に うば、 れ 

し 事 は、 〇 臣 ともに 不知 也。 不仁 也。 故に 知 仁 勇なくて は 忠孝の 道 立が たし。 帝王 武を 失な はせ i^i てより、 武臣 出來て 

事と あれば 武臣に 命じ 給へ り。 故に 武臣 次第に 勢猛に 成たり。 源平 兩家 双に 相 守て、 君 を 守護し 奉る 故に 王 威つ V がな 

し。 一方よ はくならば 王 威 をう ば ひ、 大君と なるべき 時 變を知 給 はす。 終に義朝亡て淸^^^大君となれりゥ 大君と は 名の 

ら れ ども、 公家 を も 世 を も 心の ま 、にして、 上み ぬわし とふる まひ たれば， K は大 Iff- なり。 頼朝以 來は呰 武人 大君 也。 

むかし は 公家 武家と 云 名な し、 天子 文武の 德 業を受 用し 給 ひ、 山野の 田獵 など を もし 給へ り。 故に！  二.：^ r との 合戰 にも. 《 

仲 哀應祌 自身 將と 成て 馬に のり、 むち を 取て かけひきし 耠 へり。 かくの どくに なくて は 終に は 成 を 失 ふ ものな り。 問、 

應祌 天皇 は 三韓と 十八 年 合戰し 給と いへ り。 今の 朝鮮人の よはき 鉢に て は、 左様に 手間 は 取 まじき か" 云、 朝鮮 國 治世 

琳 (ふ  合お-に 勝て (ィ) 

久しき 故に、 武 おとろ へたり。 昔百濟國ょり林^^太子長門國へをしょせしたが へはて、數代九州を^せし^有。 大 -s: 其 

孫 也。 大 S の 臣に陶 と 云 者 あり、 陶 氏に て陶淵 明な ど V 同姓 也。 其外大 -S: の 臣は本 朝鮮人 なれば、 彼 國の姓 多 かりし 也。 

林 7.) 

毛 利 元 就 も 林 聖の臣 の 孫 也。 是は 日本人の 臣と 成た る 末 也と 云へ り。 應 神の 時分 は 朝鮮 も 弓矢 はつよ かりし なるべし。 


武 fSf! の 名 を 得た る國 も、 治世 久しければ 弓矢よ はく 成 もの 也。 是も 先王の 道 を 失が 故 也 

或 問、 公家 武勇 を 失て 天下の 樯 長く 武將の 手に 渡り、 王者 天下 を 失 ひ 給べき 前表に、 〇〇 海に 入て 失 ぬと 偉 聞 侍り。 

云、 武 より 前に 知 を 失 はせ 給へ り。 天下 國家 政道の 治 鉢 は 知 也。 知 明かなら すして は、 仁 勇 も 行 はれす、 故に 大學の 

道、 先 明德を 明かに すと いへ り。 君と 師と 知に 先 後 あり、 師は知 を 明に して 先達て 人 を みちびく 者 也。 君 は 知 を かくし 

て 天下の 諫言 昌言を いれ、 其 兩端を 取て 中 を 用 ひ 給へば、 畢竟 君の 知に 成就す。 大知は 愚なる がごと しとい へる 是 也。 

君 衆に 先達て 知 を 用る、 是を 小知と 云、 終に 國 天下 を 平 治す ベから す。 天 照 太祌宮 より 三の 神器 を傳 へさせ 給 こと は， 

知 仁 勇の 德を失 はせ 給な との 祌敎 也。 敌に 世々 の 帝、 神器と 同座お はし まし、 其 象 を 以て 御 心の 師 とし 給へ り。 末に 成 

て 帝王の 德、 神器に かな はせ 給 は ざり しかば、 同座 を 恐れ 給 ひて 別殿 を 作て、 內侍所 を 祭り 給へ り。 其 後い よく 德衰 

へ 給て、 禁中に おはし ますと を 恐れ 給へば、 大和 姬 かげの 鏡 をい させて、 眞の 内侍 所の 鏡 をいた かせ 給 ひ、 みむろ 山 

を 越て靈 地 を たづね、 終に 伊勢 國 五十川の ほとりに 御宮 殿 を 作り、 內侍所 をお はし まさせ 給 ひて、 天 照 太 神 を 祭り 給へ 

り。 其 後上の 威 を わくる 臣、 度々 出來 たり。 次第に 君 威 かろく 成て、 公家に ikw と 云 もの 出來、 五攝 5^ など さだまり たる 

も、 君 をな ひがしろ にして、 我家に 私せし 始也。 近世 は箏 琵琶にまで 家と 云 KJ 出來、 地下 はいふに 不, 及、 堂上に も {豕 の 

外に は ひく 蓽を 制し、 弟子に 成て ひく 者に も 爪 を ゆるさす。 も 日本 も 昔 は皆自 爪な りき。 か 1: 爪 は 婦人 女子の もの 

也。 自爪 にて は 糸の 音色よ ければ、 人 を ふせぎて 我の みよ からん とする 也。 樂昔は 神明に 通す る 妙 あれば、 心の 位、 糸 

の 昔 色に あら はる、 もの 也。 左様の 我慢 邪心 ありて は自爪 にても よから す。 古人の 遠き 唐國へ 渡り 命 を かけて 習來し 

孝 外 傳或間 一之 下  三 五 
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雅樂 も絕 るに 近し。 北 條の末 戰國の 時分まで も， あづまの はて、 つくし 人 も あまねく 學び たる 糸竹 なれ ども、 今 はた ま 

く 志 有 もの も師 なければ 習 KJ あた はす。 この 故に 淫聲 ますく みちて、 風俗い やしく 成た る こと は、 日本の 恥 なれ ど 

もノ これ を だに 正した まふ 帝お はし まさざる 也。 いつの 比よりか 王 は 土 を ふませ 給 はぬ もの 成と いへ り。 これ^？^威をゥ 

ば、 んと E わ ふ 大臣、 君 を あがめ 奉る やうに して、 上下 を 遠くし、 女 上ら ふの どくに かし づきす へたる 時 は、 下の こと を 

お 邪の *9 出來 ？) 

知た ま はねば、 下に 知お 出 來て成 を 取の はかりごと なるべし。 武家の 代と 成ても 氣 遣なる 人の子 を、 至； 馳ホ 化する やう 

にもて なして、 うつけ にした ると 云 物語 あり。 馬鹿の 古事に 以. たると なるべし。 天 rai 皇ょリ 五 t:、 日向^に おはし ま 

す^、  土 を ふませ 給 はすと 云、 となし。 神武 帝 大和 國に都 作し、 日本 國 中に 命令 あらむ とて、 n 向 II： より 攝雄 §： 難 波の 浦 

に 蓊せ給 時、 大和の 賊徒、 君 王の 命に したが はん 135^ をい とひて ふせぎ 奉る。 官軍 度々 利 を 失へ り。 帝 仰け る は、 東に 賊 

を受、 曰に 向て 戰、 故に 利な しとて、 紀 Si 圃へ 廻り 吉 野より 入、 賊を 南へ むけて 戰 給へば、 合 戰大に 利 ありて， 賊徒 

を 亡し、 大和 國 うねび 山に 都立し 給へ り。 其 時 大王 騎馬に てむ ち を 取て かけひきし 給。 吉野越 は にの りながら ゆか 

れ ざる 所 多し。 かち 立に 成、 馬 を ひかせて やう やく 越る 險蛆 也。 叉應神 天皇 三韓と 取合、 九州に 陣し、 十八 ハ+巾 W: を 枕 

啄 木 

とし、 山野 を {效 とし、 雨露に 儒 給へば、 黑糸 威の 御よ ろ ひに しらみ わきて、 靑 きに 白く は ひたる を 博て、 たくぼくのお 

どし と. S へり。 武士の 具足の 着物に は、 此 たくぼく を 用る 事な り。 應神は 人 王 十六 代の 帝 也。 今の 八 ^宵£ 也。 土 を 

ふませ 給 はすと 云 なし。 然 ども 今 は 其 あやまり を 改め 給 は 却て 凶 也。 女 上ら ふの やうに て、 文^ 禮樂を 事と し 給 ひ、 

在 さば (ィ ァリ 

にけ だかき 風体に て、 俗に 落す。、 代々 の 武家 米て 法 をと り、 其 外 は 何 is^ も 武家に まかな はれ 給 ひ、 君 客に てお はし 


九 1 一 I 


へ 一 侯 (ィ) 

王侯 公 


ますこ そめで たけれ  - 

或 問、 治^ は 知 也と いへ ども、 才知 を 生 付人 はまれな り。 王子 公侯の 子 生れ もっかぬ 才知 はいか M し 給べき や。 云、 玉 

みが、 ざれば 器と ならす、 人學び ざれば 道 を不レ 知。 才は氣 質に よりて 異なりと いへ ども、 五常の 知 は責賤 共に 固有の 

天性 なれば あらす とい ふ 事な し。 繼 体の 君才 なしと い へど も、 道 を 知 給へば 天下の 才知 皆 君の 才知と 成 也。 道 を 知 給 は 

本ォに 非ず 7) ァリ 

ざれば、 君才 ありと. S へ 共、。 却て 不祥と なり、 天下の 才知 埋れ て、 邪知 赛俊時 を 得る 者 也。 道 を學て 人情 事變に 通ぜざ 

れば、 治 体の 知 は 生ぜざる もの 也。 故に 大學校 は 公侯 卿 大夫士 の子庶 人の子の、 秀才 を敎る 所と いへ ども、 第 一 は 王侯 

の 子 を 敎る所 也。 王侯の 子 道なくて は 衆人の 道學益 すくなし。 王侯の 子の 知 をみ がく 所 は學校 也。 書 をよ み講 をき く 

KJ も、 何方 にても 成 事 なれ ども、 其 分に て は 用 をな さす。 いにしへ は 天子の 御子 達と いへ ども、 生れながら 東宮に そな 

學 2  其 上. ィ) 

はり 給 ふ 事な し。 公侯の 子 も 世子の 定 なし。 况ゃ 卿大， 夫 を や。 學校 にて は士庶 人の子と 共に 文字 を 共に し、 共に 禮樂弓 

馬 を 共に し、 成人に したが ひて 親み ふかければ、 下に 居て は 知らざる 上の 事 を 知、 上に 居て はしらざる 下の 人情 事變を 

公 (ィ) ァリ 

知、 たが ひに 益 をと り 人 がら を もよ くしり、 いにしへ は 王 。侯の 子と い へど も、 愚 不肖に て 君子の 相な きは庶 人に 下す 作 

士の子 (ィ〕 ァリ 

法 也。 况 ゃ卿大 夫。 を や。 故に 天子の 御子の 道 學內に 向 ひ、 德業を 成 給べき は謙讓 にして、 士庶 人の子の 秀才 を 親み、 我 

.  皈 (ィ〕 ァリ  農 (ィ ) 

ゆく く は庶 人た らん、 汝と友 たるべし とて、 たが ひに 尊卑 を 忘て 心 を 友と し、 庶 人の子の 里へ。 も 伴 ひ 行て、 野人の 家 

に あそびな どし 袷へば、 其 德を成 給の みならす、 人情 事變に 通じ、 よき 人な ど を 見聞 置 給へば、 是 そ繼 体の 君の 相お 

はし ませ、 と贵賤 にい はれ 給 ひて、 終に 位に 即 給へば、 眞の 天下 を 知 給 ふ 賢 君 也。 如 レ此成 給べき 御子と いへ ども、 む 


孝 經外傳 或 問 一 之 下 


三 七 一 


一 
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まれながら 東宮 坊、 太子な ど、 か しづかれ、 武家 なれば 若君と あがめられ 給 ひて、 腐 の攀 びな く、 入 情事 變を 知た ま は 

ざれば. よのつねの 凡 君に て 床 道具の ごとし。 たまさかに 器量お はします；！？ r 權威 をつ よくし 給 はんため、 賞 IS を 厳に 

故 (i 可？〕 . 

取 行 給 ふ は 時の 中に あたらす。 人情に もとりて 强惡の 類に 近ければ、 人心の はなる k 端と なる 窜也。 問、 王侯の 御子 途 

君子の 相な きとて、 庶 人に 下す 事 はなさけ なく、 其 身 も 難儀なる 事に あらす や。 云、 しからす。 いづれ か 天子と 成、 い 

かろく そ づれか 詔 侯と 成、 卿大 夫士庶 人と 成 給 はん、 しれざる 亊 なれば、 生 給よりか ろく そだて、 學 校に 入て かろき 住居 も 迷惑 

だて (ィ)  .  . 

*f ほュ ならざる 6- うになら はし 給な り。 庶 人に 下りても、 庶人 なみの 位に て 民間に 住ば かり 也、 - 化ハ身 一代 はなら はぬ わざ を 

もす るに も あらす。 其 子より は 民間の そだちに て、 民の 子 と共にお そび。 しらす /\ 如レ此 ものと 思 ひて 其 業に 入 也。 

王侯の 子 なれば 二三 代 四 五代 は 富有に て、 庶人 C 中に 居ば かり 也" 瞽暖も 黄 帝より 四 五代の 孫 たれば、 庶 人に はく だり 

たれ ども 、富有な りしと い へり。 民 聞より 仕官に 屮 I て歸鄉 したる もの、 富有なる がご こし 

或 問、 川 堤 川よ け 井手 池 堤 等 はさし 當 りての 急務なる ゆへ、 今 も 詣國に 有事- リ" 大方 は 百姓 佼町 佚足輕 中^人な どに 

てま 2 請 也。 或は 在 鄉町屋 より 出る 役人に、 扶持米 遣す とい へど も、 不足なる 体 也。 有 道の 代に はいか たる や。 云、 

民は不 i 使 を 以て 惠 とし 救と す。 少々 米麥を ほどこしても、 使と き は 困窮す。 公佼 に不レ 使、 全く 自分の 業に 力 を 用る だ 

に、 田 息 を かへ し 草 をき ると いへ ども、 草 跡より 生て 手の いとまな きもの too 一年中に 正月と 七月と た J.- 兩月少 いとま 

あり。 六 n; 中に 田 の 草 大方 取 仕 廻 故に、 七月 は少息 をのぶ る 也。 冬 中に 諸 用 を 仕舞て 年改 り、 いまだ 地 こほりて 田 畠 

こと 出來、 ")  の 接 (i ァリ - 

かへ すに 及ば ざれば、 正月 中少 いとま あり。 然 ども 此兩 月に 家 內の諸 用 をと &の ふる 事 なれば 隙 。にて 隙な し。 故に 民 

九 E 


は り 二に 日ぱは ； 各 
休お 十 は 一 右 7 休が 
曰の 曰 凡ケの ご, み 勝 
を 外 あ 百年 休 然に手 


»  九 五 

ffl さする (ィ)  者 7.) ァリ 

を 使に 農の 時 をゥば ふとて 第一 の惡敷 事と す。 家な みに かけて 佚 人 を 出す 時 は、 不達 者に 不功。 なる もの 多ければ， 人 

のみ 多つ か はれて、 普請 は人數 程に は 出来ざる 者 也。 達者に 功 者なる 者 を 日 傭 代 多 とらせて、 彼 進て 出る 樣 にして つか 

へば、 百姓 佼 一 萬に て 出来る 所 は 四 五 千 にても 出来る 者 也。 忿を發 し 杖 を あて、 つか ふ 奉行 は 下の 下と す。 役人の 力 を 

め 痛て は (ィ〕  , 

き はめ 苦み 病て、 大 なる 箏は 成就せ ざる もの 也。 上の 奉行 は 不：， 忿不 i 杖、 役人 は 十分に はたらかむ とする を も 八九分に 

使て、 佼 人の 力 をき はめす。 如レ此 なら ざれば 普請 堅固なら す。 大 なる 事 は 不，, 成就, ものな り。 日 箭は能 すれば 我 身に 

利 多く、 よくせ ざれば 利 すくなき やうに して 使者 なれば、 彼み づ から 油斷 せす。 我 身 を 愛し 我 身 を はかりて 勞 すれば、 

休息して 不出は 出る ほど なれば 奉行の せわに 不レ 及、 よくす る 者 也。 足 輕幷に 家中 位の 普請 はみ かけよくて、 實は不 堅 

固 あり。 日慵の 様に は 不レ磡 者 也。 給 分 扶持米 取て 居 もの なれば、 千 人が 九 百 人 餘加惰 に 心 あり。 右の よき 日 傭の 者 も 

扶持 人と なれば、 加惰に 成て 下手 功 ゆき 次第に 不達 者に も 成 者な り。 故に 足輕は 弓なら ば 弓、 鉄炮 ならば 鉄炮 にかけ を 

に 使 はる ィ〕 ァリ 

き、 番所 供 使の やうなる 事の みさせて、 普請に はかけ ざるが よき 也。 農兵 なれば 家中。 仪も なし、 百姓 を 使 事 もな し。 

富有 大業の 餘米を 以て 日慵 にして 使 也。 此日傭 多 は 民間の 餘夫 也。 一日に 米 三 升づ. *、 一月に 九 斗、 十月に 九 石 也。 二 

ヶ月 は 休み 也。 一月に 六日 づ、 の 休み、 六十 日に は 公儀より 二人 扶持 を 給 ふ 。各が 勝手次第、 一年に 百 曰 休 も あり、 百 

•  を 付 (ィ ) 

五十 日 休 も あり。 定六 十日の 外の 休みに は 給 はらす。 日瞎 二十 人に 二人 づ k の 杖 つきあり、 引 廻して 出る 也。 此杖 つき 

は 里に て 少しよ ろしき 者 也。 一 一人 なれ ども 出る は 甓人づ 、也。 給 分 扶持米 曰 傭に なぞら へ て 少し 品 あり、 よき 者 なれば 

位 祿佚義 段 々あがりて 、奉行 職に 成 者 も あり。 右 の 役人 達者 の を とらぬ た め、 加惰 の 情な からむ ために、 使 事 は 日. 慵 なれ 

孝 經外傳 或 間 一之 下  一一 一九 


出る ほど 

(ィ) 又 出 

て 勤る 也 

如レ此 
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(ィ) ナシ ち (ィ) ァリ 

ども、 焚 は 公義の 扶持 人 也。 足輕 にも 使 事。 あり、 其 時 は 衣類 妻子の 扶持 等 をた まふ。 足輕 小者 妻子 を 持て 城下に 多く 

住する^^は軍用のためにも大にぁしきもの也。 戰國に は 民 聞の 里く に 小屋 城と て、 里 中の 妻子 をのけ をく 所 あり。 足 

に s(i 

村 中の 者 輕 小者の 妻子 も 里の 者と 一所に 此 小屋 城への き、 村 中の 者と 共に 進退す。 農兵 なれば 士の 妻子 もし かり。 仁君の 下に 人 

と ハイ) ナ  •  •  • 

む 兵 レ 質 はな けれども、 もし 人し ち を 取に しても、 其 村里に 庄屋 年寄の 入し ち をと りて 、叙の しまりと すれば、 人く の 人質 

t シ (ィ) は 不レ取 也。 楠 正 成 一 城に て 一 天下 を 敵に うけて だに、 城 中の 士卒の 妻子 を 城に 不 i 澄。 ^に耍 害の 地に のけ-返て、 人敉 

付 (ィ)  W へ S ば ハイ) 

を 分て 守し む。 常に 民に 情 ふかく、 民と 心 ひとつに 成た る ゆへ に、 敵に 吿 しらする もの もな し。 一所に 城に こめて は邀 

を ひらく までの 長 籠城 とげが たく、 其 事 長く しければ 略す。 問、 物の 麁 相なる は、 日慵 普請と いへ り。 然るに CI 慵普 

♦  も 不レ. si) 

請 をよ きに 定 たる 事 は何ぞ や。 云、 日储頭 ありて 請 取に する 故に 齒相 也。 屋作も 工匠の 請 取 は 不，, 堅固, 也。 傲 じて 何 

ェは C ぇァリ 

事 も 請 取と 云 事 は あし、。 商。 天下の 萬 事 を 心得て、 武士 は 次第にう とく なれば、 何事 を も 請 取に させて、 武士の 奉 

得て： 丄 

行 は 町人の 跡に 付て めぐる もの 也。 武士の 奉行 こそ 世 中の 事 を 心に 知て， ェ商を さしつ かひ、 町人 は其大 廻し は不レ 知、 

さし あたる 其 身の 家職の み を つとむる をよ しとす。 問、 池 川 は 堤よ ければ 田 畠 を 養 ひ、 堤 あしければ 田 d を やぶる 大事 

の 物 也。 普請の 仕樣 あり や。 云、 大學平 天下の 或 問に 少し 論す 

ES2 ァリ 

或 問、 城下 諸士の 新宅 修理、 各自 力に てな す 事 也。 况ゃ 民屋町 屋は國 君の かま ひなし。 是等を も。^ よりな し 給 は は 

てし なき 事 也。 ^君の 諸 用 多 ことなれば 、左様に は 成が たかるべき か。 云、 今の 勢 を もって みれば 成が たき^ 也。 窗有 

大業の 仁政の 時には、 か 様の 事 を いかほど なしても 不足な し。 士の 新宅 は 公義より 作る 法 也。 今髙 二三 百 石の 士、 新宅 


>c 仕 7  ； つ 少体だ 米 今 

て 廻 W つか 宛 年 7  ； 年 

はや it ま は 々ご A  、の 
迫うて りし に 惣ま納 


九^ 

を 作らば 二 年の 納米を 入ても まったく はと、 Q ほる ベから す。 しからば 何 を 以て 家 €： を 養 ひ、 公役 軍设 をつ とめん やひ 

は (ィ、 な (ィ〕 

借金と なえば 其 身 一代、 子の 代まで も 困窮す。 破損 とても 大破に 及て 修理 すれば、 一年の 納米を 入 事 あり。 t 年の 納米 

にて 來. E. おの 用 をと、 のへて、 いまだ 有 餘有樣 にせす して は、 人の 所帶 はつ f かざる もの 也。 今年の 納米を 今年つ か 

して 、来春より 何も なきやう にて は、 年々 に 勝手つ まり 、一生 困窮す。 後に は 武士 大方 左様に 成 もの 也。 大勢に 成て は 心 

付 給ても、 國 君の 力に も 不レ及 もの 也。 如レ此 ならざる 前に 十 家 二十 家、 或は 三十 家 四十 家、 主人の 分限に 隨て 毎年 かへ 

りみ すく ふ を 父母の 道と す。 年 を かさね 代 を かさねて もらさす すくへば、 家中に 貧乏の 者 は 一 人 もな きもの 也。 町人 も 

其 日 送り 其 月 送り、 其 年を漸 かつく くらす 者 多し。 破損 を 修理し がた し。 故に 町 年老 見 はから ひ、 町奉行に 達し、 大 

破に 不レ及 前- ノ しっか はす 也。 富有の 者 好て 新に し、 よくす る は 公儀の かま ひなし。 民屋は 村く の 庄屋 年寄み は 

置き (ィ) 

から ひ、 郡 代 代官に 達して 破損 新宅 等 作りつ か はす 也。 竹木國 中に かねて 備 あり、 毎年 次第 送に する 事 也。 水火の 難の 

時 作り 給 事 は 多き 事 あれ ども、 富有。 大の % 米 多ければ、 公儀の 手づ かへ はなき 也。 土民と もに 自分に して は、 子孫の 代 M 

で 困窮して fsl なし。"。 tr 母， 愛敬の 道 £1、  士還窮 すれば 町人 も I す。 後に 大勢 S が、 „ り 111^) 

、身代 やぶる. - 町人 多し。 武士 困窮 すれば、 民間の 年貢 高めな りと は 知ながら ゆる たはす。 。すく ふべき 

i リ分 あれ ども、 すく ふ 事 あた はす。 上下の 困窮に 成 もの 也。 人の 困窮 を 利と して 大 富有の 者 出来、 諸侯と 富 を あらそ ふ 

者 有 は 不祥 也。 四海 困窮の 上に 此 不祥 ある は亂 世の 相 也。 こ C ゆへ にむ かし 世 を 再興し 給 ひし 武將 は、 士に新 知 或は 加 

增 たま はる 時、 三年 は 前の 格に て 居、 三年の 物 成 をた く はへ て 後、 其祿 ほどの 人馬 を 持 佚義を つとむる 法に し 給へ り。 

孝 經外傳 或 間 一之 下  四 一 
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四 n 


めさす る 7) 

出 人に て 急に 其 身代 ほどの 格 を つとむる 者に は、 三年 前よりの 貢物 をた まひし 也。 如 レ此ぉ 一圃の .：1^ 中に も 一年に 五 人 

七 人なら ではなき もの なれば やすき 事 也。 親の 跡目 を 袷る 時 も、 三年 は 公 佚 を ゆるして たく はへ しめ 給 ひき。 其 外に 屋 

作 hv 或は 不時の 用 をた すけて、 數十年 すれば 家中の 諸 士千も あれ 二 千 も あれ、 貧乏なる ものな し。 故に 人 を 扶持 すれ 

どもよ き 者 あり、 馬 を 持ても よき 馬 也。 兵器 利して 堅固な り。 勢の 威 ありて 戰に 利^. 女 事 有 者 は 武備 有 也。 今 はし 

からす。 新 知 加墦し 給へば 貢物 もお さめぬ 前に、 其 格 をす る ゆへ に、 今年 中の 入用 は 今年の 暮の納 米 を あて、 すれば、 

年明來 年中の 用は少 も淺ら す、^ 借物に 成て 來慕 にい たれば いよく 不足す。 其 上に 家の 修理に 不時の 入用 出來 れば大 

に. 个 足す。 他國へ 使に ゆく だに 往来の 路金 すくなければ 半 は 自力 也。 如レ此 事つ もりて 家內 貧乏 なれば、 父 妻子 やす 

き 心なし。 人 を 扶持 すれ どもよ きものな し。 馬 をつ なげ ども 用 馬な し。 兵器 不利 不堅 也。 勢よ はくて 戰に利 すくなし。 

土民 困窮 すれば 國君も 共に 貧乏す、 亡び ざれば やます。 故に 明君 は 是を始 に 知て、 火の はじめて もえ、 の始て 達する 

が どく、 なる 時より 心 を 用て 始に すくへば、 ほどこす 物 すくなく して 助る 事大 也。 後に すく はんと すれば、 ほどこす も 

の 多して 助る^ 少し。 國 天下の 贫乏 かぎりなし。 王侯の 藏物 はかぎ り あり、 十が 一 も 不レ及 もの 也。 富有 大業の 政を以 

てす く ふ 時 は、 常の 蔵 物 を不レ 出して、 ほどこし すく ふ 事 たれり。 然共是 にも 時 あり、 仁君 資臣 ありと いへ ども、 時に 

よりて 急に は 救 はれざる 勢 あり。 君臣 は 古の 人に 不レ 及と いへ 共、 君 仁に 志 あり。 臣才 あれば 4. ふに 救 はる k 時 あり。 急 

に 救 はれざる 時 は 業 を 始め 統を たれて 、或は 數十 年、 或は 代 を かさねて 後 ゆたかな り。 是は 君臣と もに 道德厚 がら ざれ 

ば 功 成就し がた く 却て むつ かし。 急に すく はる、 時 は、 は 古人の 十が 一 にして、 功 はおす る 勢 也。 君臣 共に 德 厚から 

九 八 


一  九九 

ざれ ども、 君 は 人の 父母た る 天職に かな はん 事 を 思 ひ 袷 ひ、 臣才 ありて 欲な き 時 は 其 功 をな す もの 也 

或 問、 山 深し げり 材木 薪の 多き 法 は 如何。 云、 春 生じ 夏 長す る 時に 木 を きらす、 来年 春 夏 中の たき 1- 材木 は、 今年 秋 冬 

其 仕 3^ は 「1 ァ." 

中に きり 置 也。 庶 人の 末ぐ 迄 も 其た く はへ をす る 政 あり。 。 二三 年上より 力 をく は へ てな さし むれば、 後に は 常と 成 

て 次第お くりに 成 もの 也。 先 二三 年 は 子に 所帶を わくる どく、 上より 命ぜ ざれば ならす。 富有 大業の 餘慶 ならでは 成 

し (ィ ) 

がた かるべく、 今の いき を ひよりみて は 思 はる、 也。 後世 は 四時と もに 材木 薪 をき る 也。 春 夏の 生長 を そだて を かすし 

てきる は大 なる 費 也。 其 上 一草 一木 も 其 時に あらす してきる は 不仁 也。 人 も 志 を とげて 後 死す るは遗 恨な し。 こ、 ろ 

ざし を遂 すして 死す る は 遣 恨 有。 春 夏の 生長 は 草木の 志 也。 なを 山澤 しげるべき 政 有。 大學或 問に 見えたり 

或 問、 病 をと ひ 喪 をと ふに あらす して 君臣の 家に いたる は 纏に 非す といへ り。 病 喪 をと ふの 禮 いかん。 云、 君み づか 

ら臣の 家に いたりて、 其臣の 病の 重き をな げき、 其 子 の 喪の 哀を とふ。 自 ゆく ほ どの 者に あら ざれば 使 を 遣して 問 也。 

た に 病 喪 を 問の みに あらす、 助く る 事 あり。 家 貧ければ、 もし は 其 身 もし は 父母 妻子の 長 病に て 家業の 立が たき 者 あ 

•  誠 ハイ〕 

り。 君是を 問て 不足 を 助く、 喪の 禮と k のへが たければ 助く、  >A1 に 庶 人の 貧乏なる 家に 長 病 あれば 其 家業つ とめが たき 

听の  <1 

のみなら す、 看病の 用に 家財 を盡 して 家 を やぶり、 乞食の，： t くなる 者 多し。 庄屋 年寄 其 品 を 奉行 代官に 達して 家 を やぶ 

ら ざる 公儀の 救 ひ あり 。是 仁政の 重き 品の 一な り  、 

或 問、 士庶 人の 多き 冠婚 喪祭 を 助く る 道 はいか 云、 近代 こそ 冠禮 すたれて 元服と て前髮 をと すば かりなれ。 昔 は 

日 木國中 無官の 士も、 ゑ ほうし • ひた- -れ • はかま. ちいさ 刀を帶 せり。 是 冠者の すがた 也。 家 貧 けれ.， H 子の わら はすが 


孝 結 外 傳或問 一 之 下 


EI 一一 一 


K9t  く  -; AiCT  ； - や- 
し 敬す 下 ふに ず 
ての るに g し る 
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た を かふべ 用な き 者 あり。 是を たづね て 其 用 を 助く るな り。 妻 をめ とるべき 年 なれ ども、 家 貧しく と 、 の へざる 者 有。 

是を たづね て 其 用 をつ か はして めと らしむ る 也。 親 先祖 を 祭べき 備 なき 者 有。 外に 祭 田 を あたへ て 祭らし む。 <fr を 以 

れ 2 

てみ て は 如 レ此廣 大の助 は 成が たかるべき やう なれ ども、 富有 大業の 餘慶 にて、 如此 仁政 はやす く 行 はる V もの 也。 故 

じ 〔ィ) 

に 彼 本 才と云 もの を 重ん する 也。 賢人 君子の 德 有ても 本 才を用 ざれば、 五穀 を 水火の どく 生す る 時の 中 を 行 こと あた は 

す。 本才 ありと いへ ども 道德 なければ 天道の 誠の； ：o  く、 仁政 あまね き 事 あた はす。 一 人かぬ る K1 あた は ざれば、 君幷に 

大臣に 道德 ありて 本 才の人 を 宰相 職に 置て 政 をな さしむ、 百 歩の 外に 弓い るが どし。 其いた る 事 は 力 也。 其 あたる 寧 は 

力に あらす といへ り。 仁 はたと へば 力 也。 知 はたと へば 巧 也。 あたる は才也 0 其 生す る 富有 を あまねく する は 愛敬の 

詹 

誠にして 仁の 力 也。 本才の 知の 善 を 好して 進む る は 大臣の 德也。 君の 仁 德を悅 て 其 力 を 助く る は 大臣の 忠也。 大臣 凡 

心 あれば これに 反す 

或 問、 傳に 云、 先王の 禮を なす は 其嫡を 尊びて 世 をつ がしむ るに あり。 太子 賤 して 庶を 尊ぶ は亂の はじめ 也。 かなら す 

危 邦に いたる とい へり。 保 元の 世の みだれ も、 宗を くだし 庶を 位に つけた まふより 亊 おこれり。 然るに上古は^-宮太子 

の定 なく、 皆學 校に 入て、 公卿 大夫士 の 子、 庶 人の 秀才まで を 友と し、 文武の 業 を 學び給 ひ、 君 在と き は 臣と稱 して、 

公卿と 相 ゆ づり袷 ふとうけ たま はる はいか t-。 云、 道 ある 代と 道な き 代との 別 也。 問、 道 ある 代 近. なき 代、 何 を 以て 

かみるべき。 云、 貴賤と もに ゆづる 事 を 尊びて 爭 乙と を耻 とする は 有 道の 代 也。 貴賤と もに 勝 MJ を 好み、 人に 上たら 

ん事を 欲し、 爭訟 やまざる を 道な き 代と 云 也。 故に 道行 はれざる 時 は宗を 尊びて 世 をつ がしむ る をよ しとす。 〇o〇 

•  参 

1 〇〇 


故に …：. 

よしと す 

(ィ) 然る 

に 


る ほな はて り •: さ 

な? り ft: も 7 た ま 
り は 故と 後 W め し 
ざに 成に 醒 な ； 


.  一 一 九 

住し 給 ふ 也。 小道の 善 は 世人 目 を さまし、 おどろく ばかり 尊信す る もの 也。 大道の 善 は 常 なれば 人 不知 異端の 非 をな 

雪  翁 

し 給 は ざらん が ためなり。 

-  上古 夭 子 (ィ) 

或 問、 上古 は 天子 諸國を 巡狩し 給へ り。 然に 王位に て は 方々 の 御 見物 も 成が たし、 といへ る は何ぞ や。 云、 いにしへの 

巡狩 は 見物の ためなら す、 諸侯の 國 政の 是非、 風俗の 善 惡を御 じ、 水 土の か はり 人情 事變 をし ろしめ さんがた め 也。 

善 を 好し 不能 をめ ぐみ 給へば、 いにしへの， 巡狩 は 諸 國の悅 なり。 政道 公に して 私お はし まさねば、 人の 恨な し。 御用 心 

川， i お ハイ〕 

なければ 小勢に て 民の 累 にならざる 樣に めぐり 袷 ひし 也。 土地 山川 も御覽 なくて は 山 澤の政 を 命じ 給 ふべき 様な し。 

故 ija (イノ  •  依て (えァ W 

をの づ から 天下の 山川 靈地 も御覽 する 也。 後世の 人 主 は 政に 私有て 公なら す。。 人の 恨 あれば 御用 心に て、 をの づ から 

ば (ィ) ， 

天下 をめ ぐり 給と あた はす。 かりそめの 出御 も 大勢に て 事六ケ 敷ければ， 下の 累と なれり。 天子の 出御 を 行幸と いへ る 

は、 出させ 給へば 贵賤 ともに 幸 を 受れば 也。 後世 は 諸侯の 費 民の 累 となれば、 行幸に は あらで 世み なきら へり。 故にい 

•  攀  鲁 

つと なく 巡狩の 行幸 絶たり 

或 問、 日本に て 道 有 代 は いづれ の 御 時ぞ。 云、 上古 は 道 有 代 多 けれど、 2 にあら はれて 見易き は應祌 天皇の 御代 也。 仲 

哀 天皇より 三韓と 取合 あり、 九州に いたりみ づ から 大將と 成 給て、 數十 年合戰 有。 其 聞に 仲哀 崩御 ありて、 いまだ 太子 

皇 (ィ〕 ァリ 

なし。 きさき 祌功 皇后 御 懐胎 也 。。后 甲胄 をめ され 大將と 成 給 ふ。 御子 九州 宇佐に て 生れ 給 ふ。 應神 天皇 是也。 十六に 

皇 (ィ〕 ァリ  • 

成 袷 ふとし、 御 母。 后 大將を ゆ づらせ 給へ り。 それより 十八 年の 戰 にて 終に 日本の 勝と なれり。 應祌 天皇 崩御の 後神と 

成 給 ふ、 八幡宮 是也。 御 誕生の 所 なれば 宇佐に 御社 を 作り 給 ふ。 字 佐に て は 八幡 太 神 。と 申 奉るな り。 應神 都に 歸せ給 

孝輕外 傅。 問 一之 下.  六 一!i 


いにし へ 


ねば (ィ) 

ナ シ 

小^に て 

(ィ) ナシ 

御 用 心に 

て (ィ： -ナ 

シ 

.人 子の 出 

御… 港と 

なれば 

(ィ) ナジ 

行幸に… 

…きら へ 

り ハイ) 行 

幸 あれ ぱ 

世の^と 

なる 

©子「 ィ) 

御^ 睥有 

て 

戰 にて… 

…成 給 ふ 

(ィ) ナク 
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應祌 「イ) ァリ 

て、 百濟國 より 霜 者 を まねき 御學問 あり。 王仁來 朝して 御子 達の 師 となれ り。 。崩御の 時御遼 励に て、 宇治の 御子に 御 

•  •  • 

位 を ゅづり 給。 難 波 Q 御子 兄 なれば ゅづり 給て 位に つき 給 はす、 仁德 天皇 は 兄 なれ ども、 先帝の 御 一??3 助 なれば、 なに は 

な ひ (ィ) 

の 御子 こそ 位に はっき 給 ふべ けれと て、 受給 はす。 たが ひの 御辭 退に て 三年 諸 國の貢 もと まれり。 宇治の 御子 仰け る 

•  位に 印 給 はず (ィ)  おいて？〕 

は、 我 あるに よりて、 なに はの 御子 御 即位な しとて、 自害し 給へば、 ちからなく、 なに はの 御子 都に いで 給 ひ、 御 即位 あ 

仁 ^天皇 是也 (ィ) ァ リ 

り。 。^譲 を 尊て 爭の 事な し。 是有道 を 知 一な り。 上古に て易簡 質素 なれば、 いまだ 學 校の 備 はな かりし かど も、 御學 

あり、 道に 卟洽ふ 事 は 後世の 學咬 ありた るより はまされ り。 御子む まれながら 尊く し 給 はす、 太子のお もなくて、 田 

暴  • 

舍に くだし、 民の 艱苦 人情 事變 をし らしめ 給。 そのうへ 弓馬の 藝、 漁 獵の事 を もみ づ からな し 給 ひ、 文武 御身 を はなれ 

す。 。闕の 利器 を 人に あ づけ 給 は ざらん がた め 也。 是有道 を 知 二 也。 仲 哀應神 都 をば あけ 置 給 ひ， 九州に 数十 年お はし 

ましても 何の 御氣づ かひ もな し。 幾 內中國 南海 東海 山陽 山陰 北陸み ちの くに 至まで 無箏 也。 是 天下の 心服 也。 有？ 泣 を 

知 三 也。 王 代の 盛な りし 時 は、 此國 東西と をく 南北 ひろし。 是有道 を 知 四 也。 い にしへ は 公家 武家の 名な し？ 禮樂弓 

學び 弓馬 を 習 ひ？.〕  民と；！： 

馬の 錢に あそび、 漁獵 によりて 武事 をなら はし、 平生は 文 を 好み 禮を 尊び、 事 あれば みづ から 大將と 成 給へ り。 如此な 

くヽ. 0  な り (ィ) 

ら ざれば 山野 を 家と し 雨露に ぬれ、 雪 霜 をし のぎ 給 ふ 事 あた はす。 後世の 天子 公卿 女 上ら ふの 様に て は、 いかで 此 艱難 

にたへ たま はんや。 武家 だに 三 四 代 五六 代 治世 なれば、 武事に うとく 成て、 長 陣の難 苦た ゆべ くも あらす。 漁 猫の 1* は 

士  ？、 

武 をなら はすの みなら や、 君の 下の 事 をみ づ から 知 給 道 也。 平生は 禮式嚴 なれば 官位 ひき i 者 は 直に 天子 諸侯に 物 中 事 

漁 ィ) 

あた はす。 田 獵の時 は 王侯と い へど も かりし やう ぞく、 平 人に 異ならす。 常 は 君の 御前へ は 出る 事 もな き 者、 はしり ま 

.  1 二  0  , 


あ 9 ト 

ス 

を まねき 

…… 王 仁 
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はりて 直の 御 下知 を受. 直に 物申す 者 也。 しかの みなら， i 屋 にもた ちょり 給て、 賤の鉢 を も御覽 じ、 直に 物な ど 御た 

づね あり、 賤も君 上と もしら ざれば、 御 こたへ を 申也。 書のう へに て 知 袷の みならす、 上代 は H にも 御 I し 事 は 御 か 

おり， の 故 也。 後世 威た かく 事 造作に なりて、 御 狩 も 切々 なりが たく、 狩 i はなやか にて、 下賤に も 近付が たく 成ければ、 

田の 蹇 の 武の なら は, T 雨露 賺を しのぎ 給 ふべき, II なの ァがリ け もな く、 下の 事 を 知 S べき 仁慈の 道 もむな し 

く 成て 後、 公家 武家の 名 出来、 事 あれば 武士に 命ぜら る。 武人 大君と 成べき きざし 有し 事 一朝一夕の 故 こ あらす、.， 

漸 久し。 擎 左右に 相 守て こそ 王 威 も 立た る なれ。 II へば 必す王 威 をう ば ひて 大君と 成べき、 人 I 震に きう 

つす が f 見えけ る を、 知 給 は f し 公まず ろ こそお ろか なれ。 はやくう ば ひたる 者 は、 はやく 亡べき 天理 を しら 

で 、つまで も 平家の 世な らんと 思 ひし は 平氏の 不知な り。 霸を助 置し 故と いへ る はな を もって 愚 也。 重 盛の いへ る 

f 、蓮つ きな ば國々 の 源氏 いづれ か 敵に あら ざら む。 頼 朝より さきへ 平 家を 追落 せし も S 木 曾 也。 蓮の みじかく 

なる 本 は 不仁 無道 也。 天命の 冥加 S  くる f しらで、 我 身 Q 用心、 子孫の 長久 を は sf 凡人 Q なら ひ 也 

或 問、 宇治の 御子 S 自害 はいか，.。 云、 ？り 多し。 御 父 八幡宮に 似させ 給 ひて 御 心 勇 也。 宇 冶の 御子より な こま 

の 御子へ 御 位を す V め 給 は、 こと はり なれ ども、 なに はの 御子 三度 御辭退 あらば 御 霧のう へ は、 0sf 

禮は 三度 を かぎと する Q 式 もい まだな かりし as 時な りし ゆへ 也 。宇治の 御子 も 我 有 ゆへ と覺 しめされば、 御 跡 を 

けして かくれ 給 ひ、 なを ^1^1 まじく ば 御 I 有べき と 仰 置 無 h ぷ 8^ お i します まさ 短ず 

し. J そ遼恨 なれ。 後世 は 爭亂を 憂る に 禮讓の 過る を殘 多お も ふ は 雲泥の か はり 也 

孝 經外傳 或 問 一之 下 


^\ 1、 

蕃山仝 集 ^一一  册 

或 問、 何 を か 有 道の 代に 曰 本 の國東 西き く 南北 廣 しと？。 云、 禮 式の 外 は 無用の 牲來 なし。 露い そがす、 高な 

ければ I と 知 也 。故に 遠く ひろき がごと し。 道な き 時は禮 Q 外にへ つ SIg しげし。 そ S へつ sf なりて 

鱸の どし。 使者 飛 if いそぐ 事、 亂ま 急を吿 るが ごとし。 故に 柬西 南北ち かくせば きが？ -。  II の 第一 

也  - 


p どまに fi を かけば 緣寺 風下 なれば s も？  とも 居な f5 方 2 失 I んょリ は 夜中 r^u^i 

上せられ ぱ f  §sf るべ し 其 時 向 a よ" 手痛く 賫破 か 5 より 火. &て sgs.s し 何 ssf  S 


あぐる… 

ナ シ 


軎人… 道 

理 なる 

(ィ し淺近 

の 

知得 (ィ〕 

知 ずても 


或 問、 天 は 易 を 以て 知 也。 地 は簡を 以て 能 也と は 何 ぞゃ。 云、 天地の 道 は易簡 也。 先王 是に 則と りて 易 簡の善 を 得て 

天下 を顺 にす。 孝 は至德 也" 易 簡の善 は 至德に 配す。 故に 易 簡の理 を 得 ざれば 孝道 行 はれす。 問、 何 を か 先王の 易簡 

とする。 云、 政易簡 なれば 事 すくなく 物儉 也。 事 すくなき は 天の 易に 則と る 也。 物儉 なる は 地の 簡に 則と る 也。 牵子 

も儉を 以て 三寶の 一とす。 敎易簡 なれば 知 やすく 隨 ひやす し。 易 簡の善 も 配すべき 德 なければ むなしく 行 はれす。 故 

に 政 は 人 を 得に あり。 いにしへ より 帝堯を 以て 聖 主の 至極と す。 書經を 見る に 賢 を あぐる を 以て 事と し 給の み。 帝堯の 

賢.^ 樽て 天下の 人 を 安 ぜんとお ぼす、 心の 至誠なる によりて 天より 舜を 以て 堯に與 給へ り。 問、 天の 與 ふる 者い かむ。 

云、 舜 は至聖 也。 野人の 子に 生て はよ き 野人の 如し、 無心 無爲 なれば 人知べき やうな し 0 父の 頑繼 母の 姦、 弟の 奢、 三 

惡 人の 變 によりて 舜の德 をみ がき 出せり。 年 塞して 松柏 あら はれ、 國亂れ て 忠臣 しらる、 が 如し。 是 天の 與 ふる 勢 也。 

资臣を 得て 易 簡の政 行 はる。 知者 は 無事なる 所 を 行と い へり。 無事 を 行て 無爲 なる は 知の 至 也 。易 筒の 善 也。 問、 天地 

の 道 は 博 也。 厚也。 高 也。 明 也。 悠也。 久 也。 とい へり。 しかるに 知 やすく 隨 ひやす きと 聞と き は、 聖人の 道 は淺近 Q 

道理な やう 也。 いか J -。 云、 知 やすく 隨 ひやす き 故に 深遠 也。 何事 も 知が たく 隨が たき 事 は 知得 隨 得て 後 は 味なく、 

一 (ィ) ァリ  •  (ィ) 

淺 近なる もの 也。 知 やすく 隨 やすき 事 は 其。 味 深長に してき はまりな し。 學て後 博 厚 高 明 悠久の 道 味 を 知べ し。 樂の 


孝 經外傳 或 問 二 


六 七 一 
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琵琶の ばちあたり のどし。 四紘を かきくだ したる 所 は 知 やすく 隨 やす けれども、 共 かきくだす ばかりの ばちあたり、 教 

然り 2 ァ" 

十 年 修行しても 思 ふやう に は あたらす。 箏の敍 も o、 すが、 き はた r 1 なでに てむ つかしき 事な けれど、 爪 昔の よき は 

まれな り。 問、 今 孝 を 以て 政 を 爲給は 先 事 すくなく、 物儉 なるべき か。 云、 事 はすくなくなる べし。 唯今 物 は 過て 人 

のいた みになる 一 5^ は儉 にして、 儉 にて 人の いたむ 事 は 今よりも ゆるやかなる べし。 先 富有 大業の 仁政なくて は 4- に儉は 

行 はるべ からす 

或 問、 天地の 造化 は 陰陽 五行なら す や。 四 象 四 化の みとい へる は何ぞ や。 云、 四 象 四 化、 則 陰陽 五行 也。 陰陽 五行の 輕 

く 滑る は氣 也。 のぼりて 四 象と なる、 天 也。 重く 濁る は 質 也。 くだりて 四 化と なる、 地 也。 日 は 陽の 精、 月 は 陰の 摘 也。 

故に 日 を 大^と し、 月を大 陰と す。 星 を 小 陽と し、 辰 を 小 陰と す。 星辰 は 地の 土石の 如し。 星 は^を つかさどり、 おは 

夜 を つかさどる。 日 は 暴 を つかさどり、 月 は 寒 を つかさどる。 晝夜 寒暑 まじわりて 四時 行 はれ 年 をな す。 万物：^ 中に 

造化す。 千變 万化き はまりな しとい へど も、 天の 政 は 四 象の み、 是 易なる に 非す や。 易 は無爲 無事に やすらかなる ii: ^也。 

^多く ゎづら はしく 苦勞 なるやう にて は、 悠久に してた がふ 事な き 道 は 行 はれす。 問、 四時 は 五行に 非す や。 云、 H は 

木 火の 神に して 大陽 也。 月 は 金 水の 神に して 大陰 也。 2Jil は 日の 餘氣 也。 辰 は 土 氣の精 也。 日 は 陽 神に して 木 火の 精な 

るが 故に、 春 夏 を つかさどる。 月 は 陰 神に して 金 水の 精なる が 故に、 秋 冬 を つかさどる。 土ぐ は §： 時に 分配す。 辰 は 天 

の 土 也。 日月 星み な 辰に やどれる が 如し。 問、 曰は大 陽に して 春 夏 を つかさどる といへ 共、 春 は 冬に つ きて^し。、 月 

は大 陰に して 秋 冬 を つかさどる といへ ども、 秋 は S につ きて 暑き は何ぞ や。 云、 是勢 也。 冬 十一 に 一陽 來復 すと い 

ニー  £ 


.  ニー 五 

へど も、 却て 塞氣 つよし。 陽 下に 生じて 陰 上に うかべば 也。 曉方 にさむ くなる は 東に 大陽 出る にした が ひて、 陰氣 I；； 

れ (さ  (ィ) ナシ 

れ來て ひや、 かなる 如し。 春 正月 は 三 陽 三 陰に て 泰の月 なれば、 冬の 餘襄 にて いまだ 寒し。 五月 は 夏の 中な X- ども、 い 

まだ 甚だ あっから す。 夏至に 微陰 下に 生じて 陽 上に うかべば、 六月に 至て 暑氣盛 也。 七月 は 三 陰 三 陽に て 秋の 初 なれ ど 

も、 淺暑 つよければ あっし。 世の 盛衰 治 亂も亦 如, 此。 亂 世の 後に 生 出て 天下 をと る 人 は、 天命 は歸 するとい へ 共、 亂世 

王 (ィ〕 

の餘 腐に て-人事 急に は 一 同し がた し。 一 同しても 氣遣多 者 也。 治世の 末に 悪 主 ありて、 すでに 天命 ははなる、 とい へ 

共、 數 代の 勢に て 人の 勢 盛 なれば 急に は亂れ ざる ごとし。 問、 春 夏秋夂 、一 土用 は 五行の 相 生す る 次第 也。 春 七十 二日、 夏 

七十 二日、 秋 七十 二日、 冬 七十 二日、 土用 七十 二日、 五日 を 一 候と す。 五氣の 七十 二日 を 合て 、一年 を 七十 二 候と す。 

しかるに 日月 星辰 を 以て 四時 をい へる は何ぞ や。 云、 同じ 理 也。 唯 天地の 道の 見えた る 如く-易 簡 なる 事 を知レ めんた 

めに いふの み。 四時の 氣は 日月の 運行に したが ひて うつり か はれり。 日月 は 五行の 精靈 也。 故に 五行 も 日月に したが 

ひて 運行す。 五行の 逆行と 共に、 日月 も 亦 蓮 行す。 夏 は 日 行 北に よりて 近く、 月は滿 にした が ひて 南 を 行て 遠し。 故に 

寄 (ィ〕  • 

あっし。 冬 は月滿 にした が ひて 北に よりて 近く、 日 は 南に 行て 遠し。 故に 塞し。 仲春 仲秋 は 日 卯に 出て 酉に 入、 晝夜ひ 

とし。 故に 時 正と す。 俗に 彼岸と い へり。 此時月 も 叉 中 行す。 陰陽の 交 也。 故に 不レ 襄不レ 暑。 春 は溫暖 をい ひ、 秋は淸 

冷 を 云。 問、 地の 四 化の 政 はいかむ。 云、 水氣 化して 雨と なり、 土氣 化して 露と なり、 火氣 化して 風と なり、 石氣 化し 

て 雷と なる。 天氣 くだり 地氣 のぼり、 蒸て 雲と なる。 雲 中に 水氣を ふくみて 雨と なる。 たと へば 茶が まに 湯氣 のた まり 

て しづくの 落る 如し。 万物 を 潤して これ を 生じ、 これ を 長 じ、 これ を實 のらし めて 人 を 養 ふ 政と なれり。 雨 1® 比ば あし 


孝？； -外傳 t だ 問 二 
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V0 故に 時節 を 以て 折々 に ふるもの なれば、 其 間に は 土 氣の露 を 以て 草木 を 養へ り。 雨露 か はかざれば 漁 氣病を 生す。 

ざれば (ィ) 

故に 風 吹て 港 を 散す。 夏物の 成長の 時に あたりて、 留 滞しての びが たく、 病 を 生じ 火氣を 生ぜん とすれば、 雷 紫 ありて 

發散 (ィ 5  . 

切 滞の 氣 とけ、 病氣 虫^ を 消す。 是 地の 道簡に して 万物 を 成 £窮 なき 所 也 

或 問、 鬼神 は 福 善禍淫 也。 王侯 則と りて 功過 を 順にす と は何ぞ や。 云、 鬼神 は 善に 福し、 ffi に禍 すと. S へど も、 急に き 

鬼 ヒア リ 

びし き赏葑 はまれ 也 。人うた がふ 事 も あり。 いかむ となれば. 人 見て よしと すれ 共。 祌の兑 る KJ よか， I ざるせ。 人 見 

鬼？： "ァリ 

てあし、 とすれ ども，。 神の 见る 事よ き あり。 人 善ば かりなる 者 はすくな し。 よき 人と いふに も あしき 審も あり。 又 悪 

ばかりにても 立 ざれば， 善なる 事 も 有。 小惡 百に て大 善丁ソ あれば、 百の惡 を 消す る 事 あり。 小善 百に て大悪 一 あれ 

ば 百の 小善 を 消す る もの あり。 大 慈心 ある 者 、凡人な れば 俗に 習て 常の 作法よ からねば、 其 非 千万な りと いへ ども、 一 

>  i  .  .a  (ィ- ァリ 

の 慈心 數十 年の 非 を 消す る 者 あり。 是 等の たぐ ひ、 人 見て よから ね ど， 。神の 見る 所よ きなり。 又氣 質に て 常の 作法 

よき：^ あ. リ、 其是百 千な りと いへ ども、 不仁の 心 有 者 あり。 一の 不仁、 數 百の 是を消 する 者 あり。 是 等の たぐ ひ、 人 

共 a? 祌 7)  有 C ぇァリ 

見て よければ 神の 見る 所よ からざる 也。 人 行 天地の 造化 を 助く る あり、 害する あり。 。 助た， るに は 幅 あり。 栽 者 は 培 

する が 如し。 お " したる には禍 あり、 傾 者 は 覆す るが 如し。 人の 善と 港と 箅を 積て、 善大 なる 時 は 福 あり、 惡大 なる 時 は 

禍 あり。 一代に 算極者 あり、 二三 代に 極 者 有。 小人 は 小善 を 益な しと 言て せす、 小惡を やぶれな しと 云て 不 r*。 善稜 

て 名 をな し、 惡 積て 身 を 亡す こと を不 i 知。 小善 は 日々 にあり、 大善 はまれ 也。 大善は 名に 近く、 小善 は德に 近し。 、故 

に 小善 を もらさす 、日 * に 善 を 爲者を 善人と 云。 叉問畢 せす、 道 を しらざる 人の、 其 心は稱 すべき 事な しとい へど も、 


二 一 六 


うちかた ぶきて 人事 を つとむる 者は是 功也。 造化 を 害する ほどの 惡だ になければ、 其 功に 福す。 又 其 心に は惡 なしと 

いへ ども、 人事の つとめ をろ そかなる 者 あり。 叉 つとむれ 共、 人道の 用に は あらで、 か はら を やぶり かきに ゑが きて、 

功と おも ふが ことくなる 者 あり。 造化の 神 功 を 外にして 人事 をぬ すむ が 如し。 これら も淫 のた ぐ ひに て、 子孫 衰る 者な 

り。 夫人 はむな しく 貧す る 者に あらす。 或は カを勞 し、 或は 心を勞 す。 カを勞 する 者 は 人 を 養 ひ、.. - 心を勞 する 者 は 人に 

やしな はる。 カを勞 する もの は 人に 治められ、 心を勞 する 者 は 人 を 治む とい へり。 心を勞 して 功な き 者 は 先王の 道に し 

たが は ざれば 也、 むなしく 食す る 者 を 遊民と 云、 遊民 も淫 のた ぐ ひ 也。 士 以上 は 人 を 治る 職 なれ 共、 文武と もに 不レ修 

民 (ィ) 

者 は天祿 をぬ すむ 遊民 也。 しかの みならす、 人 を なさけなく 使 ひ、 民 をし へたぐ る 者 は 民の 賊也。 人 を あざむきて 渡世 

とする 者 は 民心の 賊也。 道な き 世に は如此 ものみち みて り。 人 多 時 は 天に 勝の 勢に て、 鬼神 も禍 する $ たはざる が 如 

し。 しかれ 共 天 定る時 はまた よく 人に 勝の 理 必然 なれば、 人の 勢 表る とき は 乱世と 成て、 民の 賊徒 等の 禍 のがれが たし。 

しかれ ども 此賊を もに くむべ からす。 畢竟 彼等が 罪に あらざる 襄を あはれ むべ し。 た 此ま. -に 道を與 し、 賊徒 をも盡 

く 平 人に 歸し、 一人 も 難儀す る 者な く 治た き 事 也。 此道を 知者 をば 彼等 却て 歒 とす。 あたに は あらで 父母の 道なる 事 

變 ずる 造 をな し是を (ィ  >. リ 

を 不レ知 也。 故に 鬼神の 禍淫 を。 も 和す る は 人の 道 也。 後世の 人君 鬼神 を も 福 善禍淫 なれば、 赏罸を 正しくす る を 政の 

君 は 7.〕 

肝耍 也と いへ る は あやまれり。 乱世の 後に おこれる 人 主と 風俗 あしき 代 をつ ぎて 君た ると は、 赏 して 不レ罰 を 時の 中と 

す 0 いかむ となれば、 敎 なく 道なくて 貴賤 共に あしく 習 たれば、 賞罸を 正しく せんと すれば、 惡 多して 善 はまれ 也。 その 

惡を あげて 罸 すれば、 衆 手足 を 置に 所な し。 賞罸 却て 剛惡の 政と なれり。 闇 主 をした ひ 乱 を 願 者 也。 如レ此 なれば 又久 

孝 經外傳 或 問 二  七】 
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しからす。 故に 仁 知の 君 は 政 を 以て 人 を そこな はむ 事 を 恐れて、 法 を 出す 事を愼 めり。 漢髙？ ^法 三 章に 約す。 是髙祇 の 

始られ たるに あらす、 明君の 古法 也。 大道 行 はる k 時 は、 禮式 にて 事 たれり。 政 は 衆 を 富し めて 後敎 ゆる 也。 その 敎は 

六 被 S1 なり。 したが はざる をも不 fes 、したが ふ を 賞す るの み。 直 を あげて まがれる をす て 置。 是を鈹 し是を 舞す。 衆 日々 

に 善に うつりて 自不レ 知、 まがれる 者 をの づ から 直く なれり。 是 鬼神の 禍淫を や はらげ て、 福 善の みに て衆惡 消す。 し 

かるに 後世の 諸侯 數年 奉公の 功 有 者 も、 一日の 過に よりて 癡 せられ、 親 先祖の 1- に 功 有 者 も、 子孫の よからざる により 

敎 (ィ〕  ィ： ァリ 

て 改易 せらる。 子孫よ からすと も、 祖父の 功 を 思 は 赦て立 をくべき 事 也。 其 身 過 有と も 前日の 功に 0  くらべて な だむ 

る宽 仁な き は、 鬼神の 福 善 禍淫に 則と りて、 功過 を 順にす るに は あらす。 主人 は 威勢 を 以て 利 運に 使 ひ、 功過のお に は 

あらで 氣に 入た る 者 を 賞し、 臣は 忠義 Q 心なく、 利祿を 求て 奉公す。 君 は 威 高く 臣は 便利に よりて 身 をせ；： せざる ^ 心す ( 

•  道 7)  卟 は ず (ィ) 

天氣 のぼり 地氣 くだりて 和せ ざる は 否の 象 也。 共に たのもしき 事な し。 天地 生々 の 道に あらす、 孝の 理 にたが へり。 数 

年の 忠 功た 一過に よりて むなしく せら るれば 怨 あり。 此怨は 平 人に はこと はり 也。 故に 造化の 氣に 感じて 害 あり、 1 

婦怨て 東海 早す といへ り. - 君子 は 千 功 万善 有せ ざれば 、一過 を 罪と して 辭 せす、 怨す といへ ども、 をし 極れば 忠 にして 

罪に あらす。 鬼 怒り 天罸 す。 叉 慈心 有 者の 悪 は 惡には あらで 非なる 事 あり。 不 慈なる 者の 非 は 非に は あらで 惡 なる^ 

•  •  攀秦 

多し。 又 有德の 人の 非 をす る は、 非に は あらで 仁 也。 不德の 者の 善 をす る は、 善に は あらで 利 也。 外 君子に して 内 小人 

なる 者 あり、 外 小人に して 內 君子なる 者 有。 是 等の 內外、 一 旦人を あざむく とい へど も、 鬼神 を あざむく 事 あた はす 

或 問、 莫 t 遺 「其， k の 親 は 註に 二親 を さしてい へり。 しかるに 吾子 親愛の 親と いへ る は何ぞ や。 云、 同じ 理也。 二親 


-I 九 


父母に… 

ごとし 

(ィ〕 ナシ 

仁君… 時 

は (ィ) ナ 

シ 


か はり… 

敎 ならで 

(ィ) に敎 

g はして 


と 見る 時 は 形 鉢の 父母 なれ ども、 父母 を わする、 ことなき は是を 親愛す る 也。 形より 心 を かねたり。 予が 親愛と 云 は， 

心より 形 を かねたり。 先王の 博愛に こたへ て 親愛と 見た る 也。 先王 博愛の 德に 化し、 敎 によりて 天性の 父子の 道 を わす 

る、 事な し。 天性 を不 失と き は 五倫の道 皆 天性 なれば、 父母 を 本と して 和睦せ すと 云るな し。 問、 先王の 博愛 も 父母に 

よりて 生す るに あらす や。 云、 しかり。 親の 膝下に 生やる 事 は、 天子より 庶 人に 至まで 一 也。 先王 天地に 事 袷る、 父 

母に 事 給が 如し。 父母に 事 給と、 天地に 事 給が ごとし。 故に 四海 を 一家と し、 中國を 人と す。 是を 博愛と 云 也 

を 以て (イノ アリミ チビ ク  ならば ィ) 

或 問、 今の 禮樂。 人民 を 善に 導べき か。 云、 先 今の 禮樂を 潤色す ると も 少し は 助と なるべし。 仁君の 仁政に て 人心 改り * 

S 色 4j ば (ィ〕 ァリ  • 

天地の 氣和 する 诗は、 禮樂に 器用なる 人出 生し、 。音聲 共に いっとな く 正にう つり 雅に變 すべし。 禮は 大君 だに 志お は 

しませば、 禮式 を定給 こと 易し。 大學平 天下の 或 問に 見えたり。 問、 今の 糸竹の 管 絃舞樂 など は、 世俗の 不レ知 ことに 

て、 白人 數寄 のせざる もの 也。 うた ひ • まひ • ぜぅ留 利 • 平 家* こうた ならでは 不レ 知。 是等も 叉 用 ひやう 有べき か。 

云、 まことに 管 紘舞樂 は 俗 遠く 成たり、 少し 道 を 學て後 好 こと を 知者 も、 音律 を 稽古せ ざれば、 其 味 しられす。 上に 大 

道の 志お はし まし、 下に 道學 興起せば 古事。 よきうた ひ 出来、 能 拍子の 風 も漸々 か はり、 中 入の かたりな ど、 わざとの 

敎 ならで 人の 善行 を みちびく Hi あるべし。 狂言 も 其始は 大身の 人、 下の 情 を 知 給 はぬ を風諫 したる 者 なれば、 是も 益に 

•  本 (ィ〕 ァリ たらば (ィ〕 ァリ 

なる 事 あるべし。 じ やうる りの あやつり、 まひの 仕形な ども、 よき 古事 。出來 。人の 善心 を感發 する たよりなる 事 も 

童女の 小唄の (ィ〕  - 

有べ し。 童女の こうた も 昔 はすな をな りき。 漸- _< 淫風に 流來 て、 今 はせ うが も ふし も 凡俗 と共にく だれり。 是も 道行 は 


れば、 いっとな く 昔に かへ る 事 あるべし 

孝 經外傳 或 問 二 


七三 


おはな あ 
7 かげ 
i らて 


c 山 4^ き 


七 四 


f  E ヒ 

或 問、 堯舜の 御代に は K 罸 なしとの たまへ 共、 賞 罸の言 見えたり。 其上{:.^^陶は賞罸をっかさどる官ならすゃ。 云、 赏ぼ 

る 計 也 r ィ) 

に 似た る tj あり。 其 德其才 ある 人 を 其 位に あげ、 官職 を 命ぜら るれば、 日本の 昔 も 位田 職 K 有し，： ^ く、 其 {R^ に 付た 

る 祿を受 る 也。 是德才 を 賞す るが どく なれ ども、 道 德の士 其 位 職を榮 とせす、 其祿を 欲せす、 出が たく  へど もし ゐて 

K ハイ.〕 

起して あげ 用ら る 故に、 君 も 官祿を あた へ て 恩と せす。 有 道の 君 は 公の 富貴 をも樂 しとし 給 はす、 天命 なれば 不 レ^レ 已 

して 天祿を つかさどり 給 也。 賢士 もやむ と を 得 ざれば、 共に 天位 を 共に し、 共に 天祿を 共に する 也。 故に 易に 我と 汝と 

つながれん といへ り。 仁君 賢士 天命 じて 良民の 父母と す。 慈愛の 心より 共に 苦勞 する 也。 狂者 は 其 苦勞を さけて 位祿 

を 辭す。 本より 淸明 高大の 心地 鉦 水め る 者 也。 聖賢 も 其 心地 は 狂者に 同じ けれ 共、 光 を や はらげ 藤に 同じく する 者 は、 

生 ハイ)  、.^00 ァリ 

衆 民の ための 父母 なれば、 慈 仁の 0 不レ 得， 已也。 叉惡人 ありて 人道 を亂 り、 衆 を やましむ る 時 は、 其 罪 を 衆に て- 衆 

みな 刑すべし と 云 時 は 刑す。 一；?； 是を にくます、 いからす、 德の 至らざる こと をな げき 給へ り。 故に！^ r- れを 罪する に 

も？？ なし 7リ 

あらす、 後に は- パ £ を 亂り法 を そむく 者 もなかり しかば、 皋陶も 有司 をお かさす とい へり。 功能有^も其功能にほこる^$ 

を 小レ 知。 善 は^の 常と 成て 我事 を爲と 思へ り。 此 時に 善 を あげて 賞せば、 無心の 衆に 名利の 欲 を 生ぜん 事 を 恐れて 也。 

唯 1; 小に. 吓惡を 以てして 衆禁を 知の み。 問、 成湯赏 して 不レ罸 者 は何ぞ や。 云、 夏の 末に 德" 被へ 道 殿れ て、 主く らく 衆淫 

也。 善人 はまれに て 惡人は 多し。 赏罸を 以て 治 をな さんと せば 罪人 多して、 罸 あげて 盡 すべから す。 衆 手足 を 置に 所な 

からむ は 亂の端 也。 故に 善人 あれば 是を 賞し、 仁者 あれば 是を {.S しめ、 まがれる 者 はすて 置て？：^ 盤せ す。 法度 すくなけ 

ればを かす 者 まれ 也 。た？ 人 を 殺す もの をば 是を 殺す。 盜賊は 其 終： 直にした が ひて 刑す るの み 也。 此 ニケ條 は- レ：： 今定 


ニー！ 0 


一  1 三 1 

れる法 なれば、 罸に は あらす、 衆と 共に 罪する 也。 君の 好悪 誠 ありて 正しく， 謹す るに I を以 する 時 は、 天下の 人 

恥 心 開て、 まがれる 者 直から ざる 事 あた はす。 驩に式 あり、 そむく 者 を も 刑せ す、 禮 を不， 知 を 恥と する のみ。 後世 仁 

政 行 はれす、 大學小 S 敎 なく 鱧 式 不定して 法。^ r。 困窮 不吿 の舊惡 に 習た る 凡 <  £ かざる 事 あた はす、 そむ 

けば 溝す。 是震 §2S す 也。 賞 を 行きへ 共 善人 餐 はまれに て、 仁人 は 却て 貧乏 也。 ^しへの賞に異1 

奉公の 功 あり S 身す と i も、 nt 民に 霞 し。 却て 民 G 良心 をけ がし 、風 f そ. J な ふ？ 

し。 今の 中 3 臣 はいに しへの 民賊と 云に 近し。 利祿を 求る 事 を 知の み 

或 問、 今 諸侯 sli とて 甚だい やしめ り。 中 夏に て霍 の 大夫士 にも、 天子より 爵位 を 命ぜられし 事 は 何 ぞゃ。 

云、 中 S 本より 人£ はりな し。 天地を 父母と して 氣化 5 生れし 人？？ i§. 其 中に て德 ある を I 位 尊く 

し、 國郡 £ とし、 卿大 夫と す。 S る をば f 與て奉 g 人と す。 故 S 臣 とて 5 やしむべき 管し。 

のみ。 直臣と 直 置れば、 駕 じたる 人 座 上に 居 也。 憲と I なれば、 雷 年 まさりても 霞 座 上に 居 也。 。雷 を 

鱧して 上に 着 也。 是. 臺 極の 秦 とす。 其 外さの みか はりた る 事 はなし。 曰 本 にても 不士仕 ^pljt 下な し。 俗に 侍と いへ 

り。 士多は 王孫 也。 武家 Q 大樹 諸侯 も 本 は皆士 也。 優と なり、 雷と 成 は 時 Q 仕 合。 也。 百年 Q 間に も 霞 入 か はり 

たる は 人の 知 所 也。 故に 讓を知 給へ る 諸侯 は 他家 Q 士 なれば、 殿 文字 を 付て よび 給へ り。 又 者と て甚 いやしむ るは士 

の 冥加に 盡 べき 理を不 レ知。 く はしき 事 は 他卷に 見えたり 

或 問、 鰥寡 孤 5 り も S しき 無富 、今？ 人 t  J -。 國 さまき 苹 人まで は、 何十 万と S ぎりな し。 彼を あ 

孝 經外傳 或 間 二  a 


f 

its 今 7 又屮 7  ； あ ナら昔 
» ての 一' 其 あ ふなる、 シ ずの 
乂  》^ ぁ代リ ナ きべ ゥ： 
兵 節 りの； シ »： し 、乙 あ 


よふ S 身 K-H 家 はの 网 
り 其へ し 跡 tc 中; Si み 士郡 

主 移て へ ffi はて 身 的 をの 

人 JfM 《立て 其 も 代 
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まねく 救 ひ 袷 はむ 事 は、 公儀の 力に も 及が たかるべき か。 云、 仁政 は 無告 を 救 ひ 給 ふこと 急 なれば、 今の 率 人 先す く は 

るべ し。 政 を 以て 救 給 は M、 公儀の 藏を ひらかす して、 あまねく 救 はるべし。 信 長 一； 今；： 吉兩 君の 比より 渡り奉公 人と 云 者 

、  迄 (i  Ew ハイン 

少し づ.. ^ありし が、 漸々 多 出来て、 在所 を はなれ 奉公す。 其 子孫 は 在所 を 失 ひ ぬれば、 主人 身代 果て V は^べき 所な く 

言 長 (ィ) ァリ 

て苹 人と なれり。 。秀吉 の 時分より 心 付 袷ば、 如レ此 流浪 人 多 は 有 まじ。 士の 風俗 も 如, 此 あしく は 成べ からす 0 國邯の 

嘛 

キ； i^R 上 はて &も、 家中 は 其 ま.^ 其國 所に 置て 扶持 を 給 はり、 立身して 國主郡 主と なり、 耠人 國付听 はに 其 諸 士を扶 ゆせ 

鲁 

させ 給 は 、いにしへ の 農兵の K1 くにて 苹人 はな かるべし。 今 は 左様に も 成が たき 勢 なれ ども、 富有 大業の 仁政 行 はれ 

て、 士の卒 人 天下の 產 なき 者 皆 所 を 得べ し。 今 は 鰥寡 孤獨苹 人の みならす、 常の 產を 失へ る； fq: 幾千 万と いふ 攻を しら 

ね 共 (ィ) 

す。 f の 代の 救 も 行わた るべき 勢に あらす。 今 は 今の 時 所 位に 應 する 仁政 あるべし。 いにしへ なき 窮民 多ければ、 叉 昔 

古記に も (ィ) 

な き^を て 救 はるべし。 問、 いにしへ なき 政 は何ぞ や。 云、 富有 大業な り。 公義の 蔵 も 米穀 金銀み ちく、^ 侯の^ 

もみち く、  士 ェ 商の 借物 も濟、 かし 主も悅 び、 天下の 窮民 盡く すく はるべし。 治 道に 志お はし まさん 大君の 爲に、 

大學平 天下の 或 問に 記し 置り。 此時 變ぜば 事 か はりて、 記した る條目 Q ごとくに はならざる 勢 有べ し。 甯有 大業の 

語 は、 いにしへの 語に て、 事 は 昔な き 時 中 あり。 この 事變 過て は 又 其 代の 時 中 if べし 

•  •  君 〔ィ) 

或 問、 福禍は 鬼神の 賞 也。 賢 君 賞して 罸せ す、 衆惡 消して 禍淫 やむ 時 は、 賢主 は 鬼神よりも まされる か。 云、 鬼神の 

福 善 禍淫は 水の 潤へ るに ながれ、 火の か はける につく が，： t し。 自然の 理也。 今 賢 君の 政 敎は德 盛に して 惡人 なき 時 は、 

鬼神 。人 主に ゅづ りて 禍淫を やむ。. 德の 流行 日 を かさねて 天下な ベて 善人と 成 時 は、 善 常と 成て 賞。，.；^ ベから す。 此時は 

1 SJ I 


市き g; き 

牢人は S 

なき 布な 

れぱ 


鎖 福士レ 庶翠 
命に 生 人て 
長生し に ^ 
き るて 不 C/ 


も 仝く (ィ) ァリ  常に 歸 (i 

人 主。 福 善 を 鬼神に ゅづ りて 賞 を やむ。 至 治の 代 は不賞 不罸是 也。 善と 無病と は 人の 常 也。 惡と 病と は 人の 變也。 惡は 

の 疾 (i  の 疾 (ィ) 

心 病 也。 病 は 体 病 也。 賢 君の 風化に て 心 病の 惡 去る 時 は 、本来の 善人 也。 明醫の 養生に て 体 病 去 時 は 無病の 常人 也。 病 

攀  鲁攀 

者は惡 人の ごとし、 日々 に禍 あり。 無病 は 善人の どし。 日々 に 福 あり。 天下 惡の心 病い へて、 皆 善人と 成 時 は、 人君 

鲁 

禍 (ィ ：-  且？： -ァリ 

の 賞 やむ といへ ども、 鬼神の 福 善 は 日々 にかぎ りなし。 問 t 無病 病 者の 禍福 は何ぞ や。 云、 。病 者は氣 分の よき 事す く 

魚 鳥の 美も昧 (ィ〕  あた (i 

なければ、 四時の 佳 興の えんなる を もむな しく 過し、 五倫の 交 もお もしろ からす、 食の 味 もよ からす。 或はた、 り やす 

と 云 

し。 暑に あたり、 寒に いたみ、 すべて 人間の 生樂 すくなし。 臨時の ついえ あれば、 小身なる 者 は 勝手 も 不自由 也。 富る 者 

共 一 丙 者 は (ィ) 

も財寶 身の 樂 となる 事す くなければ、 貧なる がごと し。 不達 者 なれば 步 行の 遊山 も 思 ふやうなら す、 終に 命 もみじ かし。 

たと ひ 存命しても 病 者の 十 年 は 無病の 一年の 樂も なし。 如レ 此の 禍日 々にあり。 無病の 人 は 常に 氣分 よければ、 四時の 

佳 興を樂 み、 万物の 時 を 得 K- を 好し、 山水 川 澤の遊 も 心の ま.^ 也。 人は達者なれば、馬にのり、 ^Jしにかiれたるょり 

も、 歩行 ほど 面白き もの はなし。 食に 禁好 なし。 粗食 なれ ども 病 者の 厚味に まされり。 暑に あたらす、 寒に いたます、 

五倫の 交り 書 を 學ぴ藝 に 遊ぶ £ も、 皆樂 となれ り。 如レ 此の 福 日々 に來る あげて かぞ へがた し。 むかし 貧なる 老人 あり、 

其 額色樂 める がごと し。 孔子 其 故 を 問た まへば、 答て 云、 亂國に 生れす して 治國に 生る 上 i、 女に 生れす して 男に 生 

福 (i 

る 上 i、 學て性 命の 理を 知て 樂。 如レ 此の 樂 多し、 贫は士 の 常 也と. S へり。 人 天命の 福 あれ 共、 かへ りみ 不レ 知者 はな 

• 是等 ィ)  是を (ィ) 

きが ごとし。 此是 HJ を 不知して 彼 を 願 ひ、 有 もの を 不レ樂 してな き 者 を 求る は 欲 也。 惑 也。 欲 惑 を 凡人と 云 也。 問、 善 

人の 福 はいかむ。 云、 此 善人 は 三 皇五帝 三 五の 民 也。 不 レ知不 i 識善 にう つりて 惑な きもの 也。 第一に は聖 主の 時に 生 

孝. 總外傳 或 問 二  七 七 
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れて 天災 地 夭 人禍を 不レ知 福、 ^二に は 父母 兄弟 妻子 和睦して 樂 める 福、 第三に は 康寧の 福、 ^四に は 富お の- s、 第五 

には^ 終 命の 福、 く はしく いへば かぎりなき 福 あり。 H 々に 福 を受、 士 以上 は此 上に 吸 好 德の福 を 得る 人 多し。 民の 中 

にも 有。 問、 何 を か 天災 地 夭と 云 や。 云 、早. 大風. 久陰. 長雨. 洪水 ♦ 日月 歷の變 など は 天災 也。 地 篮. 火難 *悪 

疾. 悪 虫. 夭 怖 等 は 地 夭 也。 堯舜の 御代に は 十雨、 五 風、 雨 土 ぐれ を 流さす。 風 枝 をなら さす。 五 口に 一 度 風 吹 ども 木 

の 枝 を 鳴す ほどの つよき 風 は不レ 吹。 人物の 濕氣を 吹 はら ふば かり 也。 毎日 も 少づ、 の 輕き風 ありて、 瓦の暴^！^にたぇ 

がた き 人身 を，? V しむ 。是を 南風と 云。 冬 は あた、 かに 夏 はす.^ しき 風 なれば 好 風な り o 叉 南 なれ 共 未の 方に よりて 

吹 風 は 物 を そこな ふ 風 なれば、 聖代に はふ かす、 俗に 羊 頭と いへ り。 十日に 一度 雨 ふれ ども 大方 夜中 ふりて 田 畠 草木 を 

i  V キヌの 水 まさす か はかす。 土 くれ をな がし 物 を そこな ふやうな る 大雨 はふら す。 其 外に 六 七月 は 折節 所. -に 夕立 

して f おの 暴 を さまし、 夜 を やすくい ねし む。 夕立 は 山 澤氣を 通じて、 雷雨 9 行かぎ り あり。 故に 山 澤の率 行、 山 祌の氣 

をつ よく せんた めに、 所 A に 山林 を そだて 置 也。 故に S 早す る 所な く暑氣 にあたり 煩 人 も すくなし。 如レ. の 福、 共.^ 

のん は 後世より は のぞましき 事 也。 長雨洪水大風の屋をゃぶり、物をそこなふ^^はなし。 又 三 口の 雨を雜 

雨と ISO  1^ 雨の しめ やかに ふりて よき は泰 二月と、 复 五月 也。 二月 は 驟雨に て 土よ くしめ り 田昌を かへ すに よし。 草 

k のめ だち 生屮 I 花^に よし。 一 兩度 ほど ふりて よき 也。 五月 は ffl をう ふるに よし。 此月は 二三 度 もしめ やかに ふり M 

水 まし、 井手 を かけ、 水澤山 ff/ & ^0〕 是 を時 雨と 云、 時雨の 化する がごと しとて、 靈の 德澤の 天下 贵 f 润し、 

惡を おじて 善と なすた とへ にいへ り。 日 01  及と 地震 は 有 道の 代に はなし。 火災 惡疾夭 惟 五穀 をから す惡虫 もな し。 問、 


行レ 止せ 7 ： 晃 

はぜ 3^ 事ず. i たこ 
るし を し る り 
て 3 くて に 也 ； 


一 i 

月 ( ィ〕 ァ 9 

蝕 は 膀算に 出ても とより 有べき 理り 也。 しかるに 有 道の 代に なきと は何ぞ や。 云、 曆算に は 出れ 共、 食せ ざる をよ 

互 (ィ)  せず (ィ)  道 (ィ) 

しとす。 月日 道に 出る 時 は 蝕す。 日月 は 陰陽に て、 君臣 男女の 尊卑の ごとし。 有 道の 代 は 君臣 男女の 禮 正しき 故に、 人 

氣に 感じて 月の 方より 其 道 をよ くる 也。 人 は 天地の 德也。 祌 明の 舍也。 故に 天地の 氣の正 不正 は 人道の 正 不正に よる 

孕み (ィ) 

也。 問、 地震の 有 道の 代に なき 事 はいかむ。 云、 地震 は 地雷 也。 陰氣 につ k まれた る 陽春、 夏の 時 を 得て 陰 を はら ひて 

發 する 聲を 雷と す。 陰つ よく 陽よ はき 時は發 する 事 あた はす。 地中に 留滞 すれば 地震と 成 也。 是も 君臣 男女 正しから 

ざるに よりて 感 する 所 也。 問、 火災 は人禍 ならす や。 云、 人 過 にても え 出た る 火 は 消 やすき もの 也。 天災に て やけ 出た 

天 7- 

る 火 は、 人力の 及 ものに あらす。 火氣 化して 風と なる は 常の 事 なれ 共、 大火 事 は 大火の 氣の變 なれば、 强風發 す。 同氣 

相 求て やけ 出る 也。 故に 人力 不レ 及、 大 やけす る 也。 付 火な ど は 有 道の 代に は 有べき やうな し。 火 あぶりの 刑は甚 しけ 

れぽ (ィ〕 

れ共、 兑 こりせ すして やまざる は氣 のちが ひたる 也。 盜賊を 刑す る 其 場に て盜 をす る 者 あり。 人氣 ちが ひて わき 出る 

攀  詹 

者 なれば、 刑罸 にて 惡 人の 絶る 蓽 はなし。 本 は 困窮より お こり たれ ども、 う ゆる ほどに もな きもの、 する は 四 体に うご 

く 夭 怖 の 類 也。. 問、 惡疾惡 虫 は何ぞ や。 云、 癞病. 癲癇. 抱瘡. 瘡氣 など は 上古に はな かりし 病 也。 续紂秦 の 始皇な 

どが 暴政より 造化の 氣 をふさぎ て出來 たる 病と 見えたり。 この類い まだ 多 かるべし。 惡虫は 五穀 草木 をから す 虫 、々を 

六 七 J 

なやます 虫な ど 也。 . これ も 上古 はな かりし 也。 今 老人の 知て 五六 十年此 かた 出来た る 惑 虫 も ありと いへ り。 時雨なら 

ぬ 長雨に て、 ci 物 水く さりに なり、 種 まきて 三 葉 四 葉に 生 出 も 消失 物 あり。 雨露の めぐみに て、 出生す る 物、 かへ りて 

雨に てな く 成 は 不正の 氣也。 人は此 不正の 雨 湯に あたりて 病發 す。 久陰は 雨 ふら ざれ 共、 くもりがち にて むしう つす る 

孝 經外傳 或 間 二  七 九 
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氣也。 人 も 煩 ひ、 草木 も 病 生じ、 惡虫 出来、 其 上に 洪水 大風な どに て、 屋を やぶり 五. 穀を そこな ひて、 士民 共に 困窮 

す。 世に 惡人 多ければ、 鬼神の 日月に 禍 する 其 品々 也。 火崐 岡に も ゆれば 玉石と もに やかる、 勢に て、 其 時の.^ は 善人 

も 共に 此禍 のがれが たし。 天人 君 を あはれ みて、 色々 のさと しあれ ども、 仁政 行 はれ ざれば、 終に 亂 世と なれり。 此禍 

も 又 善人 共に のがれす、 天の 人君 を あはれ みて、 天災 地 夭人禍 のさと し 久しき は、 罪な き^の 亂 逆の 難に か、 れるを あ 

はれみ て 也。 され 共 善人 は 陰 中の 陽 を 守て 難 をの がれ、 禍を點 じて 福と する こと も あり。 其 身 一人 はさ も あれ、 人の 憂 

を S る^、 我 手足の 疵 付が 如し 

或 問、 天地の 造化 を 助く る 者、 害する 者の 事い かむ。 云、 仁義 禮智 信の 心 を 存じ、 五常の 道 を 行 は 助る 也。 時 所 位の な 

すべき 事 をな して、 國 天下 ゆたかなる は 助る 也。 五常の 性 を 亡 じ、 五常の 道に たが ふ は 害するな り。 五常 は 五行の 道 也。 

故に 是を 存じ 是を行 は 五行と 相應 じて 助る 也。 時處 位の なすべき 事 をせ すして、 世 聞の 困窮と 成 は 害する 也。 夫 仁 は 木 

祌也。 春 を つかさどりて 万物 を 生す。 君 仁心 ありて 仁政 行 はる k 時 は、 天の 元德に 合し、 造化の 生氣を 助て 天人 相 應す。 

一家 仁 有て 一圃 仁 を 興す といへ り。 君 不仁に して 暴政 行 はる k 時 は、 諸侯 卿大夫 不仁の 心に 成て、 殺伐の 令 流行す、 造 

化の生氣を^！！：；して、 災害 並び 至る 時 はいかむ 共す る ことなし。 是を 一 人貧戾 にして 一 國亂を 作と い へり。 禮は火 神 也。 

上？ 

W を つかさどりて 万物 を 長す、 君 敬 和の 德 ありて 禮樂行 はる、 時 は、 天の 亨德に 合し、 造化の 感氣を 助く。 天地人 和 

す。 君 不敬に して 禮式 時の 中 を不レ 得、 事 煩し く 物 分 過に て 世間 困窮す る 時 は、 盛夏の 氣を亂 りて、 或は 早 或は 大風 • 

大潮 等の 災 あり。 雅樂 亡て 淫聲 流行す る 時 は、 天地の 和 を やぶりて、 或は 久陰、 或は 長雨、 漁 毒の 病發 する 也。 義は金 

二-一六  » 
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神 也。 秋 を つかさどりて 物 をな す。 夫 秋の 金氣は 天地の 義氣 也。 故に 草木 黄ばみ 落て 五穀 實 のり、 木の 實 むすぶ。 是斷 

制の 理 にして 物 を 利す。 利 は 小人に 在て は 己 を 利し 人 を 損する 故に 欲 也。 天と 君子と に 在て 物 を 利す る 故に 義也。 故 

に 國は聚 歛の臣 あらんより は盜臣 あらんと い へ る は、 義を 以て 利と する 治 國の道 也。 後世 盜臣 を罸 して 聚歛 の臣を 賞す 

る は 利 を 以て 利と する 也。 人心 己 を 利して 義を失 ふ 時 は、 天の 利德を やぶり、 金 氣を亂 る。 故に 五穀 取實 すくなく、 木 

の實 落。 人道義理^^失へば勢に付、 衰を すて、 富貴に 付て 貧賤 を あなどる。 主人 は臣 僕の 難 をす く はす、 臣は 主の 落 目 

云共レ 不拘 (i 

を不- 一見 屆？ すべて 君臣 朋友 共に たのもしげ なし。 上下た が ひに 利 を 取て 國危 しとい へり。 亂の 生す る 所 也。 知 は 水神 

也。 冬 を つかさどりて 物を藏 む。 君大 知に して 問と を 好み、 無事 を 行 時 は 造化の 伏 陽 を 養て 物 含蓄す。 小知に して 予知 

ありと し、 言 路を閉 て 人情 事變 に不レ 通。 政令 可に あたらす 人民い きと をり 下に 屈する 時 は、 造化の 貞德を やぶり 水氣 

を亂 る。 信 は 土神 也。 四季 を つかさどる。 仁義 禮知 いづれ も 信 あらす と 云 事な し。 四時に 土用の 有が ごとし。 誠 は 天 

の 道 也。 是を 誠にす る は 人の 道 也。 人心 誠 を 失 ふ 時 は邪僞 生す、 造 物 者 これ を 失と す 。俗に 信 を 律儀と 云。 理 にくら 

くして 律傣 なる 者 は 左 道 を 信す。 似て 非 なれば 是も 天地の 條物 也。 故に 君子の 誠 は 善に 明かに して 身に 誠 あり。 天の 

道に かな ひて 造化 を 助く る 者 也  , 

或 問、 不仁 不義 不禮 不信の 無道た る 事 は、 大方 人た る 者の 知 所 也。 不知の 無道た る 事 は、 生 付て 愚なる 者 はいか J -。 云、 

人 皆 我に 慈愛 有人 を悅 び、 不 慈愛なる をば 恨む る£ を 知。 其 心 則 知 也。 義理のと きたる 人 を 感じ、 人外なる 不義 をに 

くむ 心 は、 いかなる 愚者に も あり。 我に 禮 ある 人を悅 て、 我 も 又 鱧し、 無禮 なる をに くみ、 信 有を悅 ひ、 僞を にくむ 心 

孝 經外傳 或 問 二  八 一 
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人 皆 有。 是刖知 也。 愚と 云 は 不才に て 物の がってん を そき 也。 是は生 付 也。 知べき 事 を 不レ知 は不， 問不， 學故 也。 义邪 

道 を ゆて 愚に 激を かさぬ る 者 あり。 一 向の 愚者 は 俗にい へる 毒に も藥 にもなら ざる 者 なれば、 無 造に は 非す。 無道の 不 

?c  (ィ) 

知 はな まじ ゐに 少才 ありて、 心得 あしく、 我 邪 意 を 立て 不レ問 不レ學 者 也。 不知 不才 不能 は 小 愚 也。 大愚 は 才能^ 志の 中 

にあり。 いかんと なれば 世に 稱 せらるべき 才能 有ながら、 其 才能 を 失て、 却て 身の あだと なる^ を不レ 知者 は 大愚に あ 

らす や。 故に 其 能に ほこる 者 は、 其 能 を 失 ひ、 其 功に ほこる 者 は、 其 功 を 失と いへ り。 人の 悪む 所 也。 王公 侯卿大 夫の 

毒  • 

大 は、 我 知 ありと して 諫を こばみ、 言 路を絕 也。 國 家 を 失 ふ 根本なる 事 を不レ 知、 愚是 より 大 なる はなし 

或 問、 天の 史官と は何ぞ や。 云、 いにしへ は 史官 を 置て、 君 を 始め 三 公 九 卿 大夫士 の 善惡を 記さし む、 のこさす かざら 

す、 是天官 也。 諸侯の 國々 も 又し かり。 後世 此宫を 凝す。 有と いへ ども 虚名 也。 惡主 ありて 其 代に は 記す こと あた はす 

といへ 共、 後世に 及て 其 事に 器用なる 者 出生し、 明細に 記し 留 むる 乙と、 古今の ためし 述 るに 不レ 及。 是 天の 史 {=2 也。 善 

•  惡 (ィ)  王 (i 

人に は 令名 を あたへ、 淫 人に は 惡名を あた ふ。 是 鬼神 福 禍の理 也、、 惡主 猛威 ありと いへ ども 鬼神に 勝 £ あた はす 

或 問、 天に 二の 日な き理 なれば， 兩 御所 大殿 若殿な どい へる は 非なる か。 云、 仙 洞 • 院の 御所な ど、 て 天子に 隱 ある 

ど (ィ〕  Igv) 

は 後世の 失禮 3。 匹夫より 天下 を 取、 天子と 成た る 人、 父 は 凡 民 なれば 太 上 天皇の 号 を 奉す、 是も 後世の 失義 也。 人舜 

は 天 IV と 成 給へ ども 父に 尊号な し。 た M 舜 一人 父に あ ひ 給と き は、 昔の 匹夫の 時の，；. J  く 位 を 忘れて^ 給へ り。 ヘム 卿大夫 

に 在す (i  、 

の 預り知 ことに あらす。 父の 方に は^に 役人 ありて 用 をば 達すべし。 日本に て 頼 朝 以來は 位の 天子 も隱 居の ごとし。 

院 御所 初り し は 天下 を 失 ひ 給べき 前 11^ 也 C 院の 御所 を 仙 洞と 云？ J は、 黄 帝の 生ながら 神と 成、 天上し 給へば、 御 屣ぱか 

•  * 一-、  1 


ti: 能 を 失 

ひ 7) ナ 

シ 


ニー 一九 

り t ^りたり。 故に 天子の 位 を 去 給 を脫屣 といへ り。 是は仙 家の 徒 黄 帝 を 推て 仙 家の 祖 とす、 仙と 成 給と 云より 院の御 

所 を 仙 洞と い へり。 神明 不測の 理 にて 黄 帝 は 神聖 なれば， さお はする 事 も あるべし。 國 土に おはし まさねば、 二の 日な 

し。 名 は 仙 洞 にても、 こ.^ にお はし ませば 二の 日の ごとし。 二の 日 有べき 理 なければ、 終に 天下 を 失 給て. 武人 大君と 

なれり 

問、 天子の 死 を 崩と 云 事 も、 黃 帝より 始れ り。 黄 帝自亡 日を擇 びて 諸臣に 人生 を 去て、 天に 還 こと を吿 給へ り。 橋 山に 

、  を 同 

^る、 山 崩て 棺 空し、 唯劍 履の み棺に 在と い へり。 又 云、 黄 帝道 を 窮め 眞を盡 す。 遂に 龍に 乘て 高ク 濟ル。 天地と 極な 

す (i 

しとい へり。 此理 あり や。 云、 古傳 云、 三 皇の事 は存ズ ルガ 如ク 亡す るが 如 也。 五 帝の 事は覺 たる ごとく、 夢見る がご 

とし 0 洪 荒の 世 は 存じて 論ぜざる 事 可也。 此言 至レル 哉と いへ り。 たしかに しれた る は堯舜 より 此 かたと 聞へ たり。 

道 を竊め 眞を盡 して 天地と 極な き 事 は 聖賢 皆し かり。 黄 帝に かぎる ベから す 

し 氣 は (ィ) 

或 問、 氣 屈して 歸とは 何方に 歸る や。 云、 赤子より 日々 に 仲す。 来る 也。 神 也。 老ては 日々 に 屈す。 歸る 也、 鬼 也 

天 (ィ) ァリ 

或 問、 雷の 落る を 。災 といへ る は何ぞ や。 云、 雷 は 八卦の 一 神に て 、五穀 草木 を 生長す る 正 神 也。 叉 天地の 刑官. なり。 故 

に天罸 ある 者 は 雷に あたりて 死す、 死せ ざれ 共其屋 錦の 中へ 落れば  一 二 代の 中に 其 家 亡る 者 あり。 是は 天の 其 人 を あわ 

れ みて、 かねて 凶 を 示し 善 を 行て 禍を 點ぜ しめんと 也。 落る は 神に て 形なければ 落べき やう &し。 落る は 餘氣の 糟粕也 

或 問- 髙 明の 學を 小道と いへ る は何ぞ や。 云、 高 明 • 廣大： 幽 深. 玄遠 • 神妙 は 道德の 光景 を美稱 せる 象 跡 也. -道 德 の 

道 (ィ〕  道 (ィ〕 

K は 慈愛 也。 天に 在て は 生々 の理 也。 常 を 行て 自然に 存す、 常 は 愛敬 也。 自然に 存 する 者 は 高 明の 理也。 別に 髙 明廣大 

孝^ 外傳或 £  二  八コー 
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とする (ィ ：>  , 

を 述て流 ある は 小道 也 

或 問、 其 代の 聖 主の 敎 を不レ 聞、 名 もしらざる 外國の 治る £ は 何ぞ や。 云、 中 夏 は 四海の 中 國也。 東夷 南 蠻西戎 北狄の 

中に 在て、 日月の 照す 所、 中 的に あたれる 故に 中國と 云。 日の 升 降 三 万里、 地上 一万 五 千里 也。 八 尺の 臬を樹 て 夏至 

の 日、 中の 日陰 一 尺五寸 あり、 千里 一 寸 也。 日の 長き 事 至れり。 中 國の國 の 中 にても、 東西南北 によりて は 日陰 少づ、 

長短 あり。 况ゃ 四海 を や。 日月 五行の 氣 の中會 なれば、 聖人 生れて 万事の 始を なし、 夷 蠻戎狄 の外國 まで も、 漸々 傅て 

學ぴ しれり。 故に 四海の 宗國 也。 師國 也。 中國 より は 令せ ざれ ども、 德 をした ひ 物 をなら はん 爲に、 其國の 英才 を來朝 

せしめ、 土 廢を献 する 時 は 君臣の 禮也。 故に 四海の 君國 といへ り。 故に 中国に 聖人 出世し 給 ひて、 天下 を 順 治し 給 ふ 

時 は、 天地の 氣大に 和して 淸明 也。 同じ 天 をいた く國々 なれば、 中國の 大和 淸明 の氣、 東西南北 にも 及ばす と 云 

なし。 故に 外國 にもよ き 人生れ て 治る 也。 南蠻の 黄老、 音に も 不レ聞 聖治を 知た る も、 大和 淸 明の 氣に 生じた る 也。 

明 〔ィ) . 

大王 • 王 季* 文 王 *武 王 • 周 公 五代つ きて 有 德の君 なれば、 天地の 氣を 調る こと 久し。 故に 周の 代 ほど 世 中 ゆたか 

に、 物の 澤 山なる 事 はな かりし 也。 夫 治世の 氣は 南す、 北より 南へ 行 也。 南す る 時 は塞氣 勝、 冬よ く.^ して 雪瘸 ふかく 

氷 厚し。 惡虫 死して と をら す、 竹 木金 石 姓 堅く、 人鉢氣 すく やか 也。 亂 世の 氣は 北す。 南より 北に 行 也。 北す る 時は暖 

•  •  •  嘛  • 

氣 ^。夏の 暑久 敷の こり、 夂- 一よ く 寒せ す、 雪 霜 あさく 氷う すし。 悪 虫 伏して 來春 夏へ と をる もの あり。 竹 木金 石 姓 や 

は^^かに、 糸 類よ はし。 穀物 虫 生ズ。 人 筋骨 堅から す * 脉氣 すく やかなら や。 此時 にも^だ くして 人いた む 事 あり、 

S の 寒に は あらす。 殺伐の 風氣 也-, - 腐の 惑 はつよ くても 人いた ます、 却て 氣分 はよ きもの 也。 時節 相應 なれば 也。 南北 


師^ 也 

(ィ) 十 シ 


化； 3 にも 不 

g  (ィ〕 ナ 
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シ ずの 乙い 西  9 に 南々 

？; ナヘ 戎  W よ^ 

0  ： シり；  ナれの 長 


行の 氣は 百年の 間に も か はりあり。 天地の 運氣 にあら す、 人氣 感じて しかり。 亡 國の昔 は哀く 思、 其 民 くるしめば 也。 

兆 (i 

亂 世の 昔 は怨て 怒る、 其 民 そむけば 也と いへ り。 言語に も 歌に も、 哀しく かなしみ 思 音 ある は 亡 國の漸 也。 うらみい き 

ど をる 音 ある は亂 世の 漸也。 或は 二三 十 年 或は 四 五十 年、 渐々 もよ をして 音 ふかく 成 也。 此 時に あたりて 氣 北す、 漸々 

北して 漸々 暑 勝、 是天 人君 を あはれ みて 凶 を吿る こと 久し。 暑 勝 時 は 大風. 大潮-洪水 等の 災度々 あり、 人君 天命 を愼 

•  義 (i  正 (i  散 (ィ) 

て 志を與 起し、 仁心 を發し 仁政 を 行 ひ、 賢才 を 用て 禮式 時の 中に かた ふ 時 は、 淫聲 雅に歸 し、 亡 亂の音 消し、 北せ し氣 

漸々 に (i 

かへ して 南す 

或 問、 天竺 は 天地の 中國 也。 日中に 陰な しとい へり、 いかむ。 云、 理 を不レ 知者の 言 也。 人の 頭の 百會 は、 天の 北極 也。 

兩服は 前に あり、 人の 日月 也。 北極 は 北に あり， 日月 は 南 を 行。 南 を 行中に 北に 遠と 近と にて、 日の 長短 あり。 夏至 は 

北に 近き £ 極れ り。 故に 八 尺の 臬の陰 一尺 五寸 あり。 北狄の 方に よれば 漸々 陰 長く、 南 蠻 の 方に よれば 漸々 陰 短し。 

鲁  • 

短？ 

天竺 は西戎 なれ ども、 南へ よりたる 國 にて、 日の 下に ある 故に 日中に 陰な し、 邊土な る 事 を 知べ し。 人 かげば かりにて 

云なる べし。 * を樹て 見たら ば、 さだめて 少は陰 あるべし。 四時に よって 長短 も 有べ し。 南に よりたる 國 なる 故に、 夂 A 

も 一 入 暑氣甚 し。 佛像 をみ るに も 衣服 肩と 腰ば かりに、 うすき 物 を ひと へ かけて、 肱^な ど あら はし ゐるは 至て あっき 

ヒギ +チ 

故 也。 天竺 は 月の 初て 生す る 下なる 故に、 月 氏國と 云。 叉 西 1?- の 中に 月氏國 と云國 ありと 云と もい へり. - 三日月 は 夜 

•  鲁 

の 長き 時 は 西南に 生す。 夜の 短き 時 は 西北に 生す。 西戎は 半月の 形して、 南北へ 長き 國 なり。 北 狄南蠻 にも つ^きた 

り。 怫生國 は 三日月の 西南に 生す る 下 也。 夜の 長き 時 は 西南に 生じ * 滿 にした が ひて 漸々 北に より、 夜の 短き 時 は 西北 

孝 經外傳 或 問 二  八 五 
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ナ シ 

九^ あり 
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せ 位まで 
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に 生じ、 滿 にした が ひて 漸々 南に よれり。 あしはら 國は 東の 極に て、 曰の 出る 本 なれば、 日本と 名 付。 東へ はより たれ 

.  西蕃 〔ィ〕  夷 (i  m  s 

共、 南北の 中なる 故に、 時の 氣 大方 中國に ひとし。 四海の 中に て は 東夷 をす ぐれたり とす。 九. 夷の 中に て は 朝鮮 琉球 

日本 をす ぐれたり とす。 三！ .1 の 中に て は 又 日本 をす ぐれたり とす。 問、 我國を ひいきす とや 申 侍らむ。 云、 北 を狄と 

云 、八州 あり、 獸 にかた どれり。 西戎と 云、 七 州 あり。 犬に かたどれり。 南 を蠻と 云、 六 州 あり。 虫に かたどれり。 此三 

方 は 人の 形 を 備て十 か 七 八 人 なれ ども、 三は獸 虫の 姓を帶 たる 所 あり。 故に 心に くらき 所 ありて、 中國の 文字 不レ 通、 禮 

樂不 レ傳。 文章 禮樂の 不レ通 國には 衣服に 袖な し。 東 を 夷と 云、 九國 あり、 人に かたどれり。 故に 東夷 は 中國の 文字 體樂 

通す る 故に、 衣服に 袖 あり。 是 自然の 天應 也。 中に も あし はめ 國は、 日の 本に て 土地 山川 靈也。 中國と 同じく 全く 人 

五 七 ハイ) 

の 性を受 て明德 明か 也。 ことに 王者 は 神明の 後 也。 いにしへ は 位 をつ がせ 給 御子の は 外、 た 人と 成 給。 二三 代の 後 

民 (ィ) ァリ  字 〔ィ) 

は、 士共 民と も 成 給へ り。 この 故に 日本の 士。 は 多 は 王孫 也。 人心 靈 なる 故に 中國の 文章. 禮樂 • 衣服. 官位まで も、 

(ィ H シ  . 

全く 通じたり。 源平 戰國 より 此 かた、 力の つよき 人の みか はるん \ 天下 を 取て、 文道衰 へたれ 共、 いまだ 北狄. 西 

南楚の 人に はまされ り。 國土 山川 靈に、 人の 氏 筋よ き 故 也。 佛 書に 記した る を 見れば、 釋迦の 弟子 さ へ 菩薩 • 阿羅漢な 

どの 外 は 禽獣に 近き 行跡 也。 あづま ゑび すの 土民の 中に も ある まじき 事共 也。 若年の 時、 天竺へ 11: 度 あきな ひに 渡り 

し 者の 直談 を も 聞たり。 中 國とは 種類 異にして 禽獸の 性を帶 たると いへ る はさ も 有事 共 也。 東夷の 夷の 字 を はなちて 

みれば 大弓 也。 又 一 弓 人 也。 日本 は小國 なれ ども、 日 l,- 本に て 九 夷 C 本 なれば、 弓矢 を 取て 武國 也。 大弓 を も 用れ、 はか 

たぐ 以て 夷の 儀に あたれり。 中國を 始め、 朝鮮 轄靼皆 半弓 を 用る こと は、 國大 なれば 虎 多し、 虎 を 退ん ために、 弓馬の 


I  E 一 


達者 を 事と す。 弓馬に て 虎が り をす るに は、 半弓なら では 自由なら す。 馬上に て 矢 を はなちて、 虎に 中 死すべき 急所 

を 射れ ども ハイ) 

なれ 共、 勇猛の 獸なれ ば、 一 矢に てた をれ す。 飛て 射た る 者 を 取 故に、 矢 を はなつ と 馬の 下腹に まわれ ぱ、 虎 あまりて 

飛 過、 のりな をり て 二の矢 を發 す。 此 達者 大弓 は 自由なら す。 日本 は小國 にて 虎なければ、 戰場 にて 用る に は 大弓 まさ 

れり。 問、 箏. 琵琶 .笙- 笛 を 極樂の 二十 五の 菩薩の 管絃 とする 事 は、 天竺の 傳 ならす や。 禮樂不 レ傳と は 云べ から ざ 

！ i  (ィ) 

るか。 云、 極 樂國も 二十 五の 菩薩 もな き 者 也。 悟道の 心の 苦な き至樂 をい はむ とて かりに 極樂 をい ひ、 二十 五の 菩薩 を 

まう けいだ せる 物 なれば、 箏. 琵琶 • 笙. 笛を かりてい へるな り。 釋遞の 方便に せられし は、 天竺に 有樂 器なる べし。 

琉 球の 樂器、 朝鮮の 樂器 も、 皆 其國の 風に て か はれり。 中 國の樂 器 を 用る は 日本の み 也。 右の 事共 は此 書に は 無用の 事 

の やう なれ ども. 孝 治 をな すべく、 堯舜の 道の 行 はるべき 國 なる 事 をい はん 爲也。 昔 は 官位 ある 人 は 云に 及ばす、 みち 

のく にの 奥、 つくしの はてまで も、 士 たる 者 は 妻子まで も ひき 傳 たる 琵琶 • 箏の樂 なれ 共、 戰國 より 此 かた 次第に をと 

ろへ、 雅樂 うとく 成 たれば、 淫聲 おこりぬ。 百年 このかた、 もはや 公家なら ではし り 給 はぬ 様に 成ぬ。 近年 は 公家に も 

家と 云 事 出来て、 其 家より 外の 公家 は學ぶ 事なら ぬ 様に 成たり。 後陽成 院 より 小 倉 公 根 卿へ 直に 琵琶 を 偉へ させ 給 ひ、 

四 辻 大納言 季繼 卿より 舍弟藪 大納言 嗣良 卿へ 箏を傳 られ、 其 上に 後水尾 院 より ゆるさせ 給 ひたれば、 此ー 一人へ は 四 辻よ 

りさ はり をな し 得す。 其 子 達より はも はやさ はりて ひかせす。 四迂 大納言 公理 卿樂 所の 奉行せられ しょり 此 ふせぎ 出 

季 B_tf 卿 (ィ) ァリ  其 CO ァリ 

來 たり。 其 子中納 言。 跡 をつ ぎて ほどなく 死去 也。 其 弟。 跡に 立 たれ ども、 それさへ 早世に て、 幼少の 人跡に 立て 無 案 

內也 。箏に はふり と 云 事 あり。 書に も 記す 事 あた はす、 ロ傳 にもなら す、 た よき 人の 所作 を 見て 知、 聞て 知者 也。 今 

孝 經外傳 或 問 二  八 七 
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、乂, ィ) ァリ  . 

の 薮嗣隶 卿 。亞相 卿の すが、 きの ふり、 目に ふれ 爪音 耳に とまりて おはす らん。 幼少より 器 W にも 見えたり。 今 は 四十 

餘 にも あらん。 此 人お はする 內に おこさば おこさるべし。 取 出す 事 もなら ぬ 勢に 屈しお はする は、 なげか はしき ^也。 

絶べき 時 

とかくせば やがてた ゆるなる べし。 王 代の 昔國 のために 英才 をす ぐり て、 遠き から 國に 遺し、 經 傳禮樂 なら はせ 給へ 

り。 數年 居て 命 を かけて^ 來、 H 本の 風俗と なし、 もろこしよりも 君子 國 とい はれし 也.」 經傳蹭 式 は^によ りて おこす 

者 也。 た 樂 ばかり は 書に もと めら れ ざる 事 あり。 絡て後は聖人神明の知なくては、吹：^人のカにも及がたし0 琴の ふ 

りたえ て 琴と 書と は あれ ども、 再與 ならざる にて 知べ し。 賢 君お こり 給 ひ、 孝 を 以て 天下 を 治 給べき 左右の 手 は 鵡樂な 

書 

るに、 今 至極 あやうく 絕か、 りたる は 口 惜き事 也。 ぁまねくひろく國の風俗と成べき樂を、-冢を立てかく亡す^^は先王 

を BE 

の 罪人な り。 問、 長 崎へ 来る 唐人に 琴の 手 を 習たり とて ひく 人 あり。 絕 たると はいか 1-。 云、 今 _ 中に て 樂の事 知た 

りと て ひく 人 有が 如し。 予も むかし 樂不レ 知 時に 習て、 樂 也と 思 ひし 也。 越殿樂 Q みじかき 樂を喚 頭 さへ しらで、 つく 

しの ふきの 歌に あはせ て ひきたり。 拍子の 合た るば かりにて、 昔 律の 合た るに も あらす。 つくし 琴の 調 は 大牀は 平 調に 

て、 商 S を めら せた る 者 也。 しから ざれば 淫聲 のな へたる ふしに は あはす。 樂の平 調 は五聲 正しく、 めり. かりなく 合 

たる：^ 也。 それにて は 聲は のらざる 故に、 ふきのう た をな へたる ふしなら で、 すなほに うた ひて ひく 也。 喚^ さへ 

ひかれねば、 ぜ絃の 樂に合 と はなし。 大聖の 容. BC は溫 にして 勵し、 威 ありて 猛 からす、 恭 にして 安し。 ^^^て 漸く 

(ィ〕 十 シ 

是を うた ひて ひきたり 。是 より江 西に てせ うが 作れり。 後に 朱皋 者な ど 作りて 多な りたり。 皆樂を しら ざれば、 是を 

詹 

樂と思 ひし 故 也。 つくし ごとの しらべに てうた ひたり。 合た る も不合 もしら ざり し 也。 今 琴の 手と て ひく もこの 類な 

一 SIS 


とほと 

(ィ； -ナシ 


など 作り 

て ハイ；； ナ 


1 E 五 


害 有ノ下 

(ィ) 筝の 

左右の 偽 

に 中 倚し 


り。 管 絃の樂 と は 各 別 也 リ い にしへの 琴の しらべに も あらす。 いにしへの 琴 は 琵琶. 等 • 筮 • 笛. 打 物に 合て、 大に樂 

みたる 者な り。 古樂 はもろ こしに はとく 絕 たり。 音律 建 者な りし 故、 代々 に 作り かへ て、 本 をば 作り 失 ひたりと いへ.^。 

日本 は 昔 律 不達 者なる ゆへ、 習 たるま k にて 不レ 失。 今 中 夏に 明 王 出 給 は 、日本に 來て古 樂を學 ばるべき に、 かく 危く 

成た る は 無， 一 是非, 勢 也。 堯舜の 御代に 住 心地す る 道 德の樂 みの おもかげ は、 樂の 遊の 中に あり。 此 意味 は學び ざれば 不 

レ 知事 也。 樂學 びても 聖學 なければ 不レ 通。 く はしき 理は 雅樂の 解に 見えたり。 夫 八 音の 中に て 糸 は 君 也。 糸の 中に て 

琴、 叉大！；^？のごとし。 他の 樂 器に ひ 5- きわたり てっか さどる 聲也 とい へり。 ある 樂の 古書に 琴 を ひく を 聞た る 人の 云、 

あかりせ うじの 內 にあぶ を こめた る聲の ごとしと い へり。 源氏物語 などに しるした ると は 各^ 也。 琴ば かり は 京に て 見 

たり。 たけみ じかく、 はらせば し。 箏. 和 琴 • 琵琶よりも 小ぶ り 也。 樂の 琵琶 はたけ こそみ じか けれ 共、 は 5- ひろく 大 

ぶり 也。 しかれ ども 攀. 和 琴よりも ちいさき もの 故、 聲 つかさと りて 大也。 琴 は 琵琶よりも ちいさければ、 聲の淸 て 高 

かるべし。 殺 じて 何もち いさき 物 ほど 音た かき 理也。 人 も 幼少の 子 ほど 昔 高し。 十二 律 もみじ かき ほど 次第に 音 高し。 

二  (ィ) 

の 十 三絃 も ほそき ほど 髙し。 平 調 なれば 一 一七 爲 共に 平聲 にて 同音 なれ 共、 三よりも 七 は 高く、 七よりも 爲は又 高し。 

琴 は絃の 中に て 小ぶ りなれば、 第一 聲高 かるべし。 いづれ よりもお とりて 徵 音に は 有べ からす。 今の 琴の しかたに て 

は. 順の 調子に も あがる ベから す。 故に 至極 乙に おとして 調べす る ゆへ に徵音 也。 昔 大舜の 作り 給 ひし 琴 は、 桐の 白木 

にて 其 ま、 作り 給 ひたる なるべし。 今の 琴 は 木の 色 も 見えぬ ほどうる しぬ りたり。 少も色 どり かざりて は、 音に 害 有。。 

亂 (ィ)  聖人 (i  、 

况ゃ 琴に うるしぬ るべき 现 はなき 事 也。 琴の 道絕 たる 故に、 琴の 器 も 後世 はな からん こと を 憂 ひ、 神聖のお こり 給 はん 


孝 經外傳 或 問 二 


八 九 一 
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て さへ 音 


百餘首 

(ィ) ナシ 


まで、 形ば かりもの こさんと て， 堅く うるしぬりて 神社な どに こめた る を、 其 心 をば しらで 手本と し 作りた る ものなら 

ん か。 中 夏に て 近代の 賢者 さへ 樂の絕 たる 事 をな げかれ しに、 今 長 崎へ 渡る 者の 知べき やう はなし。 しかれ ども 予ぃ 

まだ 今の 琴の 手 を學び ざれば、 いにしへの おもかげの こりた るか も不レ 知。 た^ 樂 書に 記した ると、 道理と を 以て かく 

云 也。 それに も あらぬ 物 を それと 云 は、 其 道の 害な り。 今の 等 も 後々 に はふり 結て、 箏 にも あらぬ^ を 傅ん と をな げく 

首 00 ァリ 

也。 晋 は 朗詠 百餘首 をうた ひたる に、 その ふしはかせ を 失 ひて、 今 はみ じかき 詩た 四 0 のこりた る を、 猶 朗詠 はの こ 

詹 

りたり と 思へ り。 越跋樂 ばかり を 樂と思 ふごと く、 琴の 手少 のこりた る を、 昔に あらぬ 昔に しらべて、 琴し りたる とい 

ふ もの か。 今の 寧 も ふりた えたり 共、 拍子ば かり は 合て、 かつぐ ひく 人 有べ し。 等の 手な りと 敎傅 ふべ けれど、 武の 

昔 は 出ざる ベければ、 人の 善心 を 養 ひ、 道 德の樂 み を 助く る 事 有べ からす。 志 有人 も 感心な かるべ ければ、 終に は 亡る 

ならむ。 今の 仙 洞 御 在位の 初つ かた、 樂被レ 遊し か 共、 次第にす さませ 給 ひし は、 いにしへの 御遊 か、 りの ふり は诹奉 

る 人 もな し。 樂 しらぬ 樂所 奉行 • 御 師範たり。 其 身 家の 我慢 をつ ぎて 人の 善 を とらす。 よき 人の 所作 は 兌た る^も な 

く、 拍子 を 合せた るば かりなれば、 何の 風情 も 意味 もな きこと 也" 御 感心 有べき やうな し。 たまく いにしへの 風 を 知 

たる 藪亞相 あれ ども 出さす、 樂は 祌靈の 器に て、 其 人 がら 爪 昔に あら はる、 者 也。 前の 藪 亞相は 公家ら しき 人な りし か 

ば、 爪 昔け だかく 餘情 ありき。 我慢の 人た どい かで 此 神器に た ゆべき や 。我 死後に 公方に 御 志 W 來た まふ か、 つぎの 

君 • 力 一 再興お はし まさん かと、 國の爲 に 記し 置 也。 素 喰せ す 四 恩に 報す る 志の み 〔〇 ィ本卷 二 上 終 トス〕 

言た る 5(i  寓言 (ィ) 

或 問、 源氏 は 好色の 事に て 作る 物語 なれば、 琴の 證據に ひかる i 事 はいか マ。 云、 好色の 事 は 作物 語に て、 他 は 大方 

1 E 六  . 


i  1 E 七 

事 也。 古代の 政事 鱧 樂の敎 のみ 記した る 書 は、 見る 人す くなければ、 終に は絕 るに 近し。 あれ 共 知人なければ なきが ご 

とし。 上の 行 所 を 風と 一： ム。 下の 習 所 を 俗と 云。 好色 は 人情の このむ 者 なれば、 外 は 好色 を專 にかき て、 內には 古の 禮樂 

風俗 をい ひのこせ り。 好色の 物語 を 釣糸に して、 上代の 還 風 禮樂の 善美 を かき 置た る 主意 をば しらで、 * 中の 源氏 をよ 

せ (ィ)  加 7) 

む 人 多 は 好色の 媒 となれ り。 源氏の 實は 錦の ごとし。 好色の 物語 は 綱を尙 たるが ごとし。 世 中の 源氏 を 見る 人 は 銅の 

み 見て 錦 を しらす。 この 故に 好色の 家に うづ もれて 益 すくなき J 久し。 錦 は 上古 淳 素の 風俗、 禮樂 の實事 也。 糸竹の 樂 

の傳 にも 絕 たる 秘曲 源氏に と M まれる 事 あり。 この 故に 源氏に まされる 證據 はなし。 好色の 銅 をと りの けて 見れば、 神 

事 祭禮の 古法、 喪の 服 暇、 藤 衣の こきう すきな ど は、 まとに 殊勝の 古風 也。 其 時代の 頭 中將、 源氏の 大將は 今の 諸侯に 

くらぶれば、 中より 上の 大身 也。 同道に て 參內の 時、 朝釵 をす &む るに、 かゆ • こ は 飯 也。 早朝よりの 參內 にて、 聲 な 

ら では 退出な き 故に、 かゆば かりにて は 成が たければ、 力に こ は 飯 を まいらせ たるなる べし。 源氏の さがへ 行て とまり 

たまへ るに も 、かゆ. こ は 飯なら では 用 ひられ ざり しと かけり。 上代の 質素 淸美 の遼風 を 知べ し。 かくの ごとくに て 

そ 世 は ゆたかな るべ けれ。 夫 民 貢 は 薄き を 以て 正と す。 貢の 薄き は淳 素の 風俗 を 本と す。 谆 素の 風俗 は 禮樂の 正しき 

によれり。 禮樂 正しから ざる 時 は、 淫樂 慝禮を こりて 驕 生す。 日本 も谆 素の 昔 は 十一 の 貢に て 農兵 也。， 源氏 は大將 にて 

武官 を かけられ たれば、 須 磨の かろき 住居に も、 よき 馬 どもつな ぎ を かれたり といへ り。 常の 作法 質素に て、 文武の 備 

に は を； J たりな き 事 を 見るべし。 問、 うす 雲の 女院、 おぼろ 月夜 尙 侍の 事に なりて は 筆 をす つるな り。 かくの どきの 不 

義 はいか t -。 云、 うす 雲の 事 は 作り事 也。 其 時分の 物語に は 世に めづ らしき 事 をい へり。 竹と りの 翁の 物語 にても 知 

孝 經外傳 或 問 二  九 一 
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べし。 又な き 事 を、 いひて 人に 用心 を敎 たる 意 も あり。 ^道 は 親戚の 中より 跋な るが よし。 魏戚 とて 心安ぶ りに うちと 

くれば、 不覺 悟なる わかき 者な ど、 思 ひの 外なる あやまち も 有 者な り。 世 中の なら はし あしきに、 一人ば かり 嚴 なれば 

人の うらみ も あり、 世の 禮 なればん のうら み もな し。 禮式を 定る事 は飮食 男女 を始 とすと い へる はお 人の 奥 儀な り。 

源氏 を 好色の 下流に たて、、 廢 日本の 好色の ためし をい ひつけた る 者 也。 多 贺璺後 守 よくうつ たへ をき かれし かば、 棠 

陰 比率に 有 古^ ども を瞥： 後 守と い へ るが ごとし。 うす 雲の 事の 虚說は 則 源氏の 中に も； U- えたり。 なき；^ を もい ひける 

人ロなれども、此^|はかけても云ものなしとかけり。 隱 よりあら はる、 はなき tj はり なれば、 有事 なれば いはざる 事な 

し。 ぉしはかりにもぃひける者なしとかきたるは、作り事な.^^とぃはん爲也o 問、 源氏の 好色 十が 七 八 も 人の いひつ け 

たる 虚 なりと も、 其 心 好色の 人なら ば、 末の 榮 ありし 事 は何ぞ や。 云、 凡 心なれば 其 時代の 風俗に 習て 好色 なれ ども， 

心の 仁愛 深き 人と 見えたり。 これ も 人 見て よから ね ども、 天の 見所よ き 類 也。 今の 時に 生れ まし かば、 むかしの 好色の 

ど (え .  は 

^は、 をの づ からなる ベければ、 仁愛 深き 人に て 好 人の 名 有べ し。 凡人の 好色の 心 は 同じ けれども、 今の 好色 の^に 

昔な し？)  今 は： ィ：； ァリ 

は、 昔の：^ 色の 牀は 。なし。 今の 好色の 風俗 を 昔 人に きかせ まし かば、 いやしと いふべ し。 心 は 古今 同じ けれ 共、 時代 屈 

俗の か はり 也 〔〇 此次ィ 本 一條 ァリ 此卷ノ 終-出 ス〕 

或 問、 慈心 ある^の 悪 は 惡には あらで 非なる 事 有と は何ぞ や。 云、 世間に 是非. 善悪. 義. 不義 わかた す、 同じ 言に い 

へ る 者 あり。 是非 はかろ し、 善惡は 是非より は 重し。 儀 不義 は大に 重し、 人の 一生に 一 度 か 一 ー庋有かなきかの^5^也。 

•  嘛 

是非 は 日 々にあり、 知 あれば 是 多く、 愚 なれば 非 多き 者 あり。 又 其 事 を しれば 爲 こと 是也。 其 事 を しら ざれば 爲 こと 非 

1 E 八 
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なる 事 有 (ィ) 

なる もの 有。 たと へば 國 天下の 命令 も、 上の 心 は 是と覺 しく 出と い へど も、 下の 人情 事變 にあたら ざれば 非 也。 下の 上 

に 事る も 是と思 ひて つとむれ ども、 上の 事 を しら ざれば 非なる 者 あり。 上 は 問 こと を 好て 下の 情を盡 し、 古ん マ 上下の 事 

變を 知と き は、 あたらす と. S ふ 事な し。 下 は 先輩に たづね、 上た る 人に うか ひ、 人の 爲 こと を 見習て、 己が！： 口 を 先 だ 

てざる 時 は 非 少し。 上下 共に 不レ 問、 不レ 習して 非なる 者 は 過 也。 朋友の 交 日用の 務、 是非 あらす と 云 事な し。 善 惡は誰 

も 知て 明白なる 事 也。 故に 善 を爲者 善人 也。 惡を爲 者 は惡人 也。 是非 は定 鉢な し。 彼國 には是 なれ 共 此國に は 非なる 

る は？〕 

事 あり。 所の ちが ひ 也。 彼 人に ありて は是 なれ 共此 人に ありて は 非なる 者 有。 位の ちが ひ 也。 いにしへ は是 也。 今 は 

非なる 事 あり、 時の ちが ひなり。 其 事に 不案內 なれば 人に と はむ も 相談すべき 者 もな く、 たづ ねても 彼 も わき まへ ざれ 

ば、 己が 心に 是と思 ふ 事 をす る 也。 心に 非 を せんと は 思 は ざれ 共、 ォ知不 i 及して 非なる 者 有。 不案内に て 非なる 者 あ 

り。 又 是非 もしれ て 有？ J は 善惡に 似たり。 しかれ ども 其 事に なれたる 者 は 明白 也。 なれざる 者 は 明白なら す。 彼 人 は 

ひ (ィ) 

慈 人 なれ ども、 如 此の 惡き事 有と 云 は、 慈心の 人惡 をす るに 心 はなければ、 惡には あらで 非 也。 不 慈なる 者の 非 は、 非に 

は あらで 惡 也と は、 不慈は 不仁 也。 俗にむ ごきと 云 もの 也 C 不仁 は 惡の本 也。 非 はかろ き 事 なれ 共 不仁の 心より する 故 

不は 5  70 ァリ 

に惡 也。 人の 惡 不仁より 犬なる はなし。 鬼神の 造化 を 害する 事 も 0 不仁の 心より 甚 はなし。 問、 有德の 人の 非 を 爲は非 

に は あらで 仁 也と は何ぞ や。 此有德 は 時に あはざる 君子 也。 道な き 世に は 事 非が ちなる 者 也。 いにしへ 事のお こりた 

る 心に はたが ひて、 もち ゆる 事 多し。 非なる ほどに なす まじき とすれば、 世に まじ はる 事 あた はす。 五倫 は 天下 Q 達 道 

にして 大義 存す。 事の 非 は 小事 也。 故に 君子 非と 知と も 小事の ために 大道 を 害せす。 是有德 の 人の 非 をす る は 非に は 

孝 經外傳 或 問 il  /  九 一 一一 
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あらで 仁なる 所 也。 故に 君子 は 是非 は 俗にした がふ 者 あり。 善惡 は、 善 は 己 ひとり 行 ひ、 惡は己 ひとりせ す。 人 をと が 

めす、 人の 耳目に さはら す、 義 不義 は 大也。 俗に そむき 人に さはる とい へど も は からす、 君子の 獨立 する 所 也 

ィ本ー 一 テ補フ (九 ニ頁ヲ 見ョ) 

問、 糸竹の 樂の傳 にも 失た る 秘曲の 源氏に 淺れる は何ぞ や。 曰、 難 匕 一目。 心 は可傳 けれ 共 所作 至ら ざれば 彈 得す。 

所作 は 大方 能ても 其 人に 非れば 不レ 通。 女子に 心 所作 共に 通すべき 者 あれ ども 、貴て 一年 も 折々 に同學 せで は、 傳校 

し 難し。 世の 勢に て 一所に 居る 箏 なければ 傳る事 不：， 能。 予命 今年 も 量 難し。 偶 再興す と 云共是 もまた 絶なる べし 


一 


或 問、 始祖と 父と を 以て 天帝に 配し 祭た まふ.^、 聖 王の 禮の 必然なら ば、 何ぞ 堯舜禹 湯の 盛な りし 代に 祭り 給 はで、 

周 公 獨此禮 を 行 給 や。 云、 時 也。 叉た まく 應 する 所 あり、 堯舜 天地と 並び 立て、 造化の 功 用 を 成 給 ひし 時、 伯. 禹* 

稷. 契. 益. 皋陶. 伯 夷. 變 龍の 諸賢、 堯舜 と共に 天地の 造化 を 助て、 天地人の 三才 相應 せし 事、 天に 在て は 日月 星辰 

天帝と 共に 造化 を 行 ひ- 地に 在て は 風 雷雨 露の 神 地祇と 共に 造化 を 成が ごとし。 后 稷文王 明に は 天地人と 並立、 幽には 

帝の 左 石に 在す。 南郊 明 堂の 祭 は 天神 賓の 如し。 后稷文 王の 功德 主たるに かなへば 配し 祭 給 ふ 也 

ほ (イノ 

或 問、 註に 親 は 親愛の 心 也。. 胎 下は孩 幼の 時 也と いへ り。 しかるに吾子^^典の親とし、胎を下る ー聲、赤子の心ょり說 

下す MJ は 何 ぞゃ。 云、 孟子に 大人 は 赤子の 心 を 不失者 也と いへ り。 孔子 も 性 相 近し とのた まへ り 。赤子の 時 は 聖人 只 

•  格別に (ィ〕  時の？ ~ァ*  .  、  、  0 

夫 相 近し、 習 を 以て 各 別にな り、 赤子の 心 を 失て 凡夫と 成 者 也。 道家の 語に 胎を 下る。 ー聲 大山 もせ をく じくと いへ り 

人 大に感 する 事 あれば、 身 鉢 動き 伏す。 大山の 神の 至誠に 感 する？ 1 をい ふ 也。 釋氏も 叉胎を 下る 時の 心 を 指て、 天上 天 

然り (ィ〕 ァリ  化 (イリ 

下 唯我獨 尊と いへ り。 二 家 共に。 孟子の 語に よりて 或は 活言、 或は 權說 したる 者 也 

或 問、 註に 父母 を 養へば 日々 に嚴 也と 見えたり。 然るに 吾子 以て 養へば 父母 日々 に嚴 也と い へ る は何ぞ や。 云、 父母 老 

て子養時分は妻をめと.^、 三十 四十 以後の 事 也。 嚴 敬の 心 生す る 時節 は 過たり。 二三 歳まで は 父母 をした ふ 心の み 也。 

孝 經外傳 或 問 三  九 五 
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三 四 歳より 父母 を 愛する 心 生じ、 四 五 歳より 敬 心 少し ひらけ、 十四 五 歳までの 間に 漸 敬 心 深くな り， 十五 六^より 一 一 

十歲 までに 敬 心 日々 に 殿 也。 是 神の 知 を ひらく 次第 也。 廿歳 以後 は 成人の 道備 り、 齩 敬の 蹭债 全し。 父母 老て子 養 時 

は、 愛 を 以て 敬 を 和し、 愉色 艷容 あり。 殿 を 云 時に あらす 

或 問、 因レ 嚴敎レ 敬、 因レ 親敎レ 愛と、 仁 鱧の 敎 のみに て義知 信の 敎 なき は 何 ぞゃ。 云、 其 中に あり。 仁禮の 固有の 敎の義 

は!： 解に 害す。 義は金 氣の神 也。 性の 固有 也。 君臣 朋友た が ひに 義を たのみて、 生 をと ぐる. 者 也。 賤 大小 共 分に 隨て 

一年に 五 百 分の 用 あり。 一日に 一分 づ、 損して 一家の 用 を 達し、 一 國の用 を 達す。 五 百 分の- s: 三百 六十 分 は 自分の 用 

肇  • 

とし、 百 四十 分 は 人に 施す 所 也。 禮義は 一分 己を投 すれば 一分 人 を 益、 朋友 臣妾難 を 救 ひ、 不足 を 助る^ 其 中に あり。 

况ゃ 親族 を や 。故に 一分 己 を まし、 一分 人を視 する は義 にあら す。 家屋敷 財 用 を かへ などす るに も 此^ あり、 義士 は 

是を愤 めり。 大義に 當ては 己が 一年の 月の 内を报 じても 人 を 助る 道 あり。 百 四十 分の 用 施すべき 人な きとき は、 擠て 

不時の 用 を 待。 右は报 益の 見やす き 所に 付て 義を云 也。 文武の 道理の 義、 經傳の 義理、 天下 國家 。道の 義、 己 を 俯め 人 

を 治る 義、 何^に も義 あらす と云箏 なし。 ^に 隨て義 精く 成 者 也。 天地の 造花 も 秋の 義氣に 至て 物 成就す。 草木 も赏を 

むすびて は 紫 落枝报 す。 已を报 じて 他の 用 を成義 なり。 五穀 K のり人 を 養 ふに 至て は 其 功 を はる。 功 成 名 遂て身 退く、 

敬 (ィ) ァリ 

天道の 義也。 聖學。 の義 あげて 盛す ベから す。 問、 今 士農工商 は 云に 及ばす、 國 郡の 主と いへ ども、 一年の 五 百 分、 の S 

もヒ  . 

不足の みならす、 國 郡の 主 も 一年の 1! 只 物 を不残 借物に 渡ても 不足、 家中の 諸士は 二三 年の 知行の 納米を 借物に あて V 

も々 ル、 民 も 又し かり。 すべて 世 中 貴賤 共に 借金のお ひた をれ となれ り。 何 を 以て か 人に 施さん や。 故に 货賤 共に..？ 

翁 


を 損し、 己を签 とのみ にして 義を 行と あた はす、 あた はざる をと がむべき やうな し、 いかむ。 云、 しかり、 昔孔 夫子 


彼 政た る 

ベ きか 

(ィ) ナシ 


信 は… 事 

なし (ィ ) 

ナ シ 


うたが は 

しく 統 

(ィ) ナジ 

盗賊… た 

め (ィ) ナ 

シ 


衆 ありとの 袷 。何 を か 加む と 問ば、 是を 富さん とのた まふ。 すでに 富な ば、 何 を か 加ん と 問ば、 是 を敎ん とのた まへ 

(ィ) ナ シ 

り。 富さん と は 富有 大業の 仁政 を 行て 上下 貴賤と もに 富貴 足し めんと 也。 富 足て 敎 なき 時 は 、禽獣に 近し。 故に 人道 を 

日々 に 世事 を勉 (ィ〕 ァリ 

敎て、 人倫 を 明かに せんと 也。 貧乏 困窮の 士 民に は敎を なしが たし。 。何のい とま ありて か禮儀 を修ん やといへ り。 問、 

叶 ハイ)  よりい ふ (ィ〕  ならず S- 

贵賤 共に 富 足し めんなら ば此 借物 を なくなさ では 足べ からす。 昔 ありし 德政 たるべき か。 云、 德政は 非道の 令 也。 か 

(ィ)  璺 なる 道 あり や (ィ)  信 (i ァリ 

し 主 も かりたる 者 も 共に 悅て、 世 中の 借物 皆濟の 大道 あり。 大學或 問に 見えたり。 問、 知。 の敎 はいかむ。 云、 有- 1 至德 

要 道 7 以 順，, 天下？ 汝知レ 之 乎。 とのた まふより 教授し 給 所、 知の 敎 にあら すと 云 事な し。 信 は 仁義 禮知皆 信 あらす と 云 事 

なし。 問、 五 等の 孝に 父子 君臣 兄弟 朋友の 道 ありて、 夫婦の道 をのた ま はざる は何ぞ や。 云、 夫婦 は 人倫の 本 也。 夫 

.  夫婦の^&は(ィ：>ァリ 

婦別 ありて 父子 親と いへ り。 。不レ 言して 其 中に あり。 問、 五 典の 道、 四 典 は 義理 分明 也。 ^道に 至て、 男 は 外に 居、 女 

は內に 居、 內外 かぎり 有て 不レ 乱が どき 事 は、 大鉢 聞え たりと いへ 共、 別の 精義 不分明が ごとし、 いかむ。 云、 別 は 男 

女 夫婦 別々 の義 也。 別々 乱て うたが はしく 統 正しから ざる 時 は、 父子 不レ 親。 故に 盗賊と 覲の 敵と、 妻歒は うちすての 

鲁秦  攀 

法 也。 これ 別々 の 道 を 立て、 人倫 を 明に せんがた め、 是を 本と して 別 道の 禮品 々あり。 書傳に 見えたり。 問、 夫婦の 

^の 知に 屬 したる 義 はいかむ。 云、 知 は 水神 也。 水の 物た る、 外く らく 內明 也。 ひきく にっきて 流て 不已處 によりて 

象 をな す 。無事 を 行て 無爲 也。 天の 爲 KJ くらき に 始る。 冬 は 水氣の 時に して 水神 事 を つかさどり、 万物 閉藏 しお さま 

れり 。夂- 一の 仲に 一陽来復す といへ 共、 地下に 生じて あら はれす。 陰陽の 交り 其始聲 もな く 臭 もな し。 皆 くらき に始る 

孝 經外傳 或 問 111  -  i 
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道理 也。 夫婦 是に 則と りて 其 交り 深 密也。 男の なり は、 しまる 所、 女の なり はじまる 所 を、 かくし 所と 名 付、 ふかく かく 

ン てあら はさす。 自然の 理也。 故に 智者 は 謙 退して 知 を 披露せ す、 温 恭自虚 にして 問と を 好む。 退て 密 にかくれ て 知 

隨 に ^ff? な り 7.) 

いよく 光明 也。 人に 取て 善 を 爲を大 知と する 所 也。 君子の 知 はよ く 過 を 改め、 諫に從 にたれ り。 ^！^るが故に虚明 

尊して てれり。 卑して こ ゆべ からす。 德の 盛なる 也。 小人の 知 は 過 を 文り。 諫を ふせぐ にたれ り。 予知 ありと す 

る 者 は凶德 也。 小身 は 身 を 失 ひ、 大身 は 國を失 ふ。 天の 道に そむけば 也 

或 問、 幼少の 子 共に 手 習 文字 讀を敎 て、 お ぼ ゆる 事 fVJ そく、 或は 忘る、 とて むちうつ は肅 にあら す や。 云、 肅也。 道 

一句 づっ なければ 也。 文字 讀は子 共の 方より よみたら す、 今少し 多くよ まんと 進む やうに、 1 句づ、 或は 三 四 字 ほどよ ませた 

^Kir) るよ し、 それにて はお ぼ ゆる 事 もはやく、 忘る、 事 も すくなし。 器用 無器用 は 生 付 なれ ども、 胎 中に 感じ、 二三 厳よ 

り W ふる、 事 こ は、 さ Q み 無器用 はなし。 今 とても 四書な ど をな かばよ むまでに は 無器用 あり。 それ 過て は 器用と 大方 

車 (ィ〕 

ひとつに 成 者 也。 叉敎 やう 也。 手 習 は 筆 道より 敎れ ばす、 む 也。 むちうつ やうなる 子 はなし。 いろはの いの 字 ：2 やす 

く 見 ゆる 字 なれ 共， 初て 手 習 子 は， 二三 日に も かき 得す。 眞字は 初 はな を 以て 書が たけれ 共、 筆 道よりか、 すれば、 い 、 

曰 (ィ) B  (ィ)  m 

一宇お… の 字 を だに 得 か、 ざる 子 も、 二三 べん 四 五 へんにて は、 字形 正しく かく 者 也。 一日に j 字敎 て、 聞 曰 四 五日 ありて 1^ 一 

は ) 字 づ> -敎 てよ し。 字の 二三 十 も 書 得て 後、 筆勢 を敎 るに、 た 1 へんにて うつる 者 也。 二三 年 折 * 習て 後 は、 も、 はや 

師傳を またす. いか やうの 達者 も 成 者 也。 我 習た る こと はな けれども、 七 八 歳の 子に 敎る を晃 たり。 世間の 手 習と は 各 

^の審 也 0 弓馬な を 以て 道より 敎 ゆれば、 早く 用 を爲者 也。 今 聞 もせす 見 もせぬ 率 をよ まんと 思 ふ 心 もな きョに f や 


1 i 五  1 

ゥ あしく よま すれば、 覺らる 、者に て はなし。 少し 覺て も、 又 先 をよ ますれば 跡 は 忘る、 者 也。 それ を 覺ぬぞ 、忘る 一 

ぞ とて、 うちた、 きする は 不仁 也 C 不知 也。 不：， 敎 して 置たら まし かば 成人の 後學を 好べき 氣 質の 人 も、 幼少の 時の く 一 

るし みに うとみて、 きら ひに 成 者 也。 手 習 も 筆 道不レ 知師に 付て、 字形ば かり をなら はすれば、 何 ほどせ つかん せられ 一 

て も， 成人の 後惡筆 也。 勞 して 功な き 事共ば かり 也。 右 も 左 も 文盲 無藝の 中に そだちて、 た 一人 無 功の 師に 任す る： 

は、 一人の 薛居 州、 獨の宋 王 をい かむ といへ るが 如し。 今 女子 持 給 ふ 大身 • 其 子の 言葉よ からん KJ を； }?: して、 畿內 の老ー 

女壹 人よ びて 敎ら れんに、 本より 夷 中生れ にて、 おちめのと、 遊びが たきまで 皆 夷 中 者な らんに は、 日々 に 京 言葉 を敎 

とも. いひ 得る, AJ あた はじ。 たと ひ 言葉 は 少し 覺 ゆる 共、 なまり 聲色 は. 本の 夷 中なら む。 敎す ともおち めのと、 あそ 一 

びが たきまで- 皆 畿內の 者. ならん に は、 その子 生れ 付た る 畿內の 子の どくな らん。 聖人の 敎嚴肅 を またす して 治る 事 一 

如 レ此。 農 人の子に 農事 無器用なる 者 はなし。 敎 ると 云 事 もな けれ 共、 幼少より 見聞なる、 事 なれば、 よくせ すと 云 事 一 

なし。 有 道の 世に は 善事の 大垣 大綱 あり。 垣 は 四海 を かぎりと し、 綱 は 宇宙 をの こさす、 貴賤 其 中に 遊て、 日々 に舊ー 

習 を 去て、 日 々 に 新 也。 問、 垣 綱 は 法制 禁令 か。 云、 垣 は禮樂 . 弓馬 • 書數 等の 藝也。 綱 は 善に 習 風俗 也  一 

或 問、 凡人 は 法度なければ、 さまぐ の惡事 を爲者 なれば、 それく の 法度はなくて 不 叶。 そむく 者 をば 刑せ ざる 事 一 

あた はす、 い かむ、" 云、 末にて 見れば さお も はるれ ども、 しからす。 漢の 高祖の 天下 を とられし は、 秦の惡 政に て 風 一 

治 (ィ) 

俗惡 敷、 惡人多 かりし 跡 なれ ども、 法 三 章に て 天下し まり、 四百 年の 基本 をな せり。 法度の 多くき びし かりし は秦 の始； 

皇 にしく はなし。 しかれ ども 十六 年に て 天下 を 失へ り。 紀鋼は 法度に はなき 者 也。 後世 は 種々 分別 吟味して、 法度 多 alj 

孝 經外傳 或 問 三  九九  一 
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るの みならす、 何 ぞ惡事 出來れ ば、 此 法度な かりし 故に 此惡事 出来たり とて、 それに 付て 又 法度 加り ぬれば、 後に は覺 

られ ざる ほど ケ條多 成 也。 敎 なく 道な き 故に、 惡事 凶事の 出来る 所は考 なき 也。 法度つ よく 窮屈 なれば、 惡人 はさの み 

いたます して、 善人の いたみに 成 者 也。 たと へば 今 五六 万 石の 城主、 二三 万 石の 在所な ど 領地 をなら ベて 住居 あれば、 

M 下 厘 敷より 五町 十 町の， 外に も 、他^人く みて あり。 無道の 武士 他領へ 行て 作法 あしき：^ あれば、 他所へ 出べ から ざ 

攀  書 

るの 法度 あり。 是 によりて 作法よ き 者 も 出る 事 あた はす。 あしき 者 はしの びても 出れ ども、 よき 者 はかげ ひなたな け 

れば不 レ出。 山野に 遊て (ぞ ゲ」 のぶべき やう もな し。 武士の 達者 をなら はすべき 心がけ も かな はす。 有 道の 敎 ある 時 は 無 

道の 武十： 一 人 もなければ， 自他 共に 法度なくて ゆるやか 也 

問、 敎 ありて 無道の 武士な き 一議 はいか t -。 云、 全 鉢 は 長々 しければ 略す。 八 九 歳の 比より 小维に 入て、 文 * 禮樂弓 

を. ら はしむ。 十五 六 歳の 比より 山野 川澤に 遊し めて 武事 をなら はしむ。 覺悟 あしく 文武の W に 立 聞 敷^ は庶人 

に 下す。 無作法の 者 あれば、 其 者ば かり 庶 人に 下す か、 罪の 品に よりて 五 刑 三千の 翳 あり。 一二の 悪人の 爲に、 百 

万 (i ァリ •  . 

千 。入の 善士を ゎづら はしめ、 武事 を癡 する 事 はせ す。 其 上 無作法 は 法度 を 出す に 及ばす。 古今 無法の 法に て 禁制 也。 

入の 親 を 殺す ベから す、 入の 妻子 をお かすべ からす、 盗賊 をな すべから す。 無作法 をな すべから すとの 法度の ケ條は 

なき 事 也。 親 は 古今 無法の 法 なれば 也。 夫 士は文 道 を 心 かげ、 武道に おこたらす、 禮 義を愼 み、 作法； 4- しき を 常と 

•  •  w して (ィ) 

す。 しかるに 無作法なる 者 は 文に も あらす、 武 にも あらす、 禮義を しらざる 者 なれば、 其 者ば かり 戒て 可也。 それに 

付て 法度 を 出し、 罪な き 常人 を ゎづら はすべき 義 にあら す 

1 K 六 


あし さ 

あれ (ィ) 

を 犯 


•：> ナ シ 


はの 家 不大有 物 
如 用 多 足 名 や は 
何 ひ しな JIi2  ； 
樣 fli る 用 W 入 


1五 七 

を！ a み (ィ)  武士 ハ i 

問、 隨分武 を 心が くる 大將 も行傣 つよく し 給へ り。 今の 人 ゆるさば、 百 人が 六 七十 人も亂 るべき 鉢 也。 一二 人と 云 事 は 

有べ からす。 叉武は 心の 勇に あり、 必 しもなら はしと 云べ からざる か。 云、 令 百 人が 六 七十 人 迄 ゆるさば、 亂 るべき と 

見 ゆる は敎 なく 道な き 故 也。 道 あり 敎 あらば、 皆 善に うつりて， ゆるす 共亂る まじき 者 也。 道 有 時に も 乱る &は百 人に 

一人也。 叉武は 心の 勇に 有と いへ る は 誰も 知た る 事 也 0 喧嘩 • か たきう ち. 取 こもり 者、 仕者當 座の 凶事な どに は 勇 次 

第なる 事 あり。 軍陣 も 勇 第一 なれ ども、 病氣 不達 者に て は 死す まじき 所 にても 死し、 うたれ まじき 者に もう たれ、 或は 

敵に あはざる 前に、 塞 暑風濕 にたへ すして 病死す。 心の 勇 は彌武 なりと も長陣 にた ゆべ からす。 身体 や はら かにて は、 

.  に (ィ ) 

馬 川に も 得が たければ、 あたら 善士 をす つる 事 あり。 故に 名 將は善 士の身 無病に、 手足 達者な らん 事 を 欲す。 太平 記。 戰 

ァリ . 

國の 時分、 正 成 ほどの 勇者 はな かりし かど も、 常に 士を 武事に なら はして 、達者に しょく 戰て 死せ ざる やうに せし 也 

或 問、 天下の 物 は 皆 大君 Q 物 也。 無欲な りと も不レ 足と なけん。 何が 故に 財 を あつめて 人心 を 散 じて、 吝啬 にて 後世の 

•  有 (ィ) ァ-  人 (ィ) 

そしり を 得し 人 有 や。 云、 。惑の 心より 財 を 用れば、 大身 は 大身 ほど 財 多 費る 者 也。 財 を あつむる といへ ども、 凡 心 は 

器量せば き 故に、 人心 を 散す る ほど、 多 あつめても 不レ 足が 如し。 如レ此 にして さへ 不足 R- なれば、 無欲に て ほどこさば 

鲁 

何 を 以て か 用 を 達せん と 思へ る 故 也。 故に 昔 は 大君と 成べき 人 をば 幼少より 學 校に 入て、 師保を 立て 道 をし らしめ、 

の 、い (ィ〕 ァリ  . 

惑 0 なからん £ を 欲す。 仁君の 財 を あつむる は、 大道 ありて 生す る 故に、 人心 あつまりて 財 犬に 生す。 あまねく ほどこ 

せど もつ きす、 造 物 者の 無盡藏 なる が 如し 

或 問、 一身の 容に 耳目 をい はざる は何ぞ や。 云、 聖人の 聰明 は 無聲に 聞、 無形に 見と いへ 共、 目容溫 にして 明 を かく 
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今 百 人… 

兑 ゆる は 
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彌武 …… 

馬 =■  _-、 も 

(ィ： >ナ シ 


如此に • 

故に (ィ 
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な り (ィ) ァリ 

し、 耳容靜 にして 聰を かくす。 心 ありて かくすに あらす、 至 仁 なれば。 天道 春 生物の 時に あたりて、 日 はかす み 月 はお 

ぼろ 也 0 水 至て 淸き時 は 魚な し。 人 至て 察する 時 は 徒な しとい へり。 明察 は 君子の 所 レ不レ 貴 也。 問、 頭容は 直とて、 頭 

かたぶかす。 ロ容 止と て、 言す くな く、 手 容は恭 とて、 手 を こまぬ き、 足容は 重と て、 くびす を ひきて ありかむ は 甚 

だ 固から ざらん や。 怫 者の 數 多の 戒を 持て、 木佛の 如くなる に 似 ざらん や。 云、 外より する にあら す、 心 正しければ 身 

條る、 自然にし かり。 故に 恭しく 安し といへ り 

或 問、 凡 心 をまぬ かれざる 人の 作 事 ありし は 誰 ぞゃ。 云、 漢の 高祖 は無學 にも あり、 凡人な りし か 共、 秦の多 法 を 退て 

法 三ケ條 にて 四海 治り、 諸侯 則と り、 後世 稱 す。 是作事 也。 高祖に 君子の 道 三 有。 第一 に は寬仁 大度の 量 あり、 第二 は 

才知 ある 人 を あげて、 事 を まかせられたり。 第三に-は 諫に從 ひ 下問 を不 恥、 人の 知 を 用 ひ、 人の 善 を 取て 行 £ を は？ か 

らす。 其 他 は 大方 凡人な りし か 共、 右の 三に は 凡 心なし。 人君に して は 最上の 善なる 故に、 匹夫より 天下 を とれり。 十门 

今 作 事 は 聖人 分 上の 事と して 時に なさで 不レ叶 0 生 財の 大道 を { 仝し くす。 故に 造化 を 助ざる 事 久し 0 大^ K 志 有て 衆お 

を 子と する の 仁心 だに あれば、 本 才の人 を あげ 用て 作 事 をな せり。 聖人の 作 事に は贤人 だに 及ざる 事 なれ ども、 い 

まだ 跡な き 事の、 今に 當て なさで 不什事 有。 本才の 人の 道に 志 あり。 少し 學カ ありて 大君と 心 を 一にす る 時 は 行 はる 

べし。 是 後世の 作 事 也 0 時に 爲 べき 事 をな さ ざれば、 た に签 しきの みならす、 海の 困窮と なり、 天 fi ながく 絶る 者 

也  、 

或 問、 何 を か 仁に 進み 知に 退と 云 や。 云、 衆 民の 父母た る 仁に あたりて は 君の 止る 所 也。 一人 是を 任す、 ゅづら ざる 所 

1 五八 


士に と 我 

大在 9 國 
夫て さ. ： 

のは|5^^】士 


1 S 九 

也。 人君 は 知 をく らまして 天下の 知 を 進め 用 ゆ。 退て 人の 知 を 用る 時 は、 自己の 知虚 明に して 一物な し。 故に 知ます 

S7) 

く 照り， 退て 密に藏 る、 知 はかくる. -事其 性 也 0 天下の 知の 紀綱 たる 所 也。 問、 何 を か義に 進み、 禮に 退と いへ る 

兼ぬ (ィ〕 に 7) 

や。 云、 義は已 先行べ し。 人 をかぬ ベから す。 感 する 時 は 人も隨 て可レ 行。 禮は ゆづる を 以て 美 也と し、 尊し とす。 己 

を 後に し 人 を 先にす。 功 成て 身 退く、 退て 功彌大 也。 退 譲して 禮 益 盛 也。 堯舜 天下 を 以て 子に 不レ傳 して、 贤に ゅづれ 

り。 退讓の 至な り。 大舜 耕稼陶 漁より 帝と なる に 至る まで、 ゅづら すと いふ 事な し。 善 を 人と 同す。 人に 取て 善 を爲者 

也。 堯舜禮 譲 を 以て 天下 を 治む。 賢に ゆづるの みならす、 平日 ゅづら すと いふ 市 I なし 

或 問、 在レ 醜の 解に、 童 僕の 貞 をい へる は何ぞ や。 云、 易の 旅の 卦に、 童 僕の 貞 をい へり。 旅 は 我 國里を 出て 他 國に居 

也。 ^にて は 一入 禮 ふかく 態穀 なる をよ しとす。 童子 は 他人 にても 男子 をば 伯父 公と いひ、 女子 をば 叔母 公と いひて 

言 盤 懸也。 他國 にて は士大 夫たり とも、 士額 大夫顏 をせ す、 言行と もに くだりて 慇動 I なる によし とす。 我國 にて は士 

なれば 庶 人と は 貴賤の 品 あり。 大夫 なれば 土と 位の 上下 あり。 故に 言行 共に 其 品に したが ふ ものな り。 他 國の庶 人に 

•  他國 (ィ) 

士 顔して 無禮 をな し、 他 國の士 に大夫 顔して 驕ては 人 許容せ す。 人に にくまれて は 旅に は 居が たし。 故に 國を 出れば 

して 慇穀 なる がよ し？. 5 

士も庶 人 を 醜と 心得て よし。 庶人は 彼は士 なる に 我に ゅづれ ると おもへば、 愛敬 ありて 庶 人の かたより， e だる ものな 

り。 この 故に 童 僕の 貞 をい へり。 問、 旅の 六 二に 云、 旅 即， 次-一。 懷ー， 其ノ資 1 得 r 童 僕.^ 貞 一とい へり。 しかれば I^M 僕 は 旅 

人の 從 者と 見えたり。 しかるに 吾子な ベての 童子の 事と しいへ る は 何 ぞゃ。 云、 旅人の 從者 も、 其 中に あり。 您 じて 童 

僕 は 行 作み だり ならす、 柔順に. 3 て 人に 隨を貞 とす。 旅に て は 成 人士 犬 夫と いへ ども， 童 僕の 夷の どく なれば、 災害 を 

孝 經 外 傳或間 一 一一  5S 
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まぬがれて 尤 なし。 童子の 人の 敎に したが はす、 僕の 主人に したが はざる は、 天下の 棄ネ 也。 旅に て は柔頓 にして 人に 

したが は ざれば 一日 も 立が たし。 一夜の 宿 にても 主 をた のみ、 しばらくの 住居に も 上下 左右 をた のみ， 問 たづね ざれ 

ば 事なら す。 故に 柔順 中正に して 童 僕の 貞を 得て 吉也。 從者も 勿論 主人に 心服して 態 なる もの を 旅に つれてよ し 

或 問、 老人に も 知の 若き にしかざる 者 あり。 隨が たき £有* いか t -。 云、 老人に は 人情 事 變來歷 の 功 有。 故に 才知 ある 

若き 者の 不レ 知事 を、 老人 は 知者 也。 又 若き 者に は當 世の 功 あり、 老人 は當 世の 交り 若き 者より はすくなければ、 當 

の 事 は 若き 者 ほどに は不レ 知事 有。 知た る 所に 付て はま さりた る やうな り、 不レ 知事に 付て はおとり たる やうな り。 唯 

\ に くだり 問 WJ を 好 者 を まさりた りと 知べ し。 故に 老人の 知 有は當 世の 事 は 若き 者に 相談す。 ことわざ にも 老ては 子 

にした がへ といへ り。 若き 者の 知 有 は、 老人に したが ひ、 想 じて 問 KJ を 好 者 也。 老人の 知な き は、 今に あわざる 事 を か 

たくちに いひ、 若き 者の 愚なる は老 者に もした が はす、 同輩に も 問 J をせ す、 我 ま、 なる 者 也 

或 問、 世間に 犬 死と 云 は、 やみうち などに あ ひ、 わけもなく、 やみ/ ヽと 死た るた ぐ ひ をい へり。 喧嘩 は 首尾よくし 

て、 相手 を きれば 手 がらの やうに いへ り。 在 レ醜爭 所に 犬 死と いへ る は何ぞ や。 云、 戰陳 にて 身 を 殺し、 其 外 主 親の た 

めに 死す るは義 死なり。 喧嘩 は不愛 不敬の 心より 出て 死 すれば、 仁義の 死に あらす、 犬の かみあ ふ どく、 怒氣 にお かさ 

れて する 事 なれば、 犬 死と 云 也。 不愛 不敬の 事 もな く、 怒氣 もな く 不慮に 人に しかけられ たる は、 災難な り、 喧嘩に は 

あらす 

或 問、 中 夏に て 牛 羊！^ を 厚味の 物と して、 天子 諸侯 も 食し 給 ひ、 祭體 にも 用ら る。 日本に ては贵 人の <K にあら す。 神琪 


一 AO 


-j  1 六 一 

に はけ がれと す。 日本の 習に て 見る 故 か、 いやしき 食の やう 也。 其 上 山野 海 河の 鳥 魚 を だに 生類 を 殺す 事 は 忍びざる 

心 有。 况ゃ牛 羊豕雞 など かひ 置て、 殺し 食す る は 不仁なる が 如し。 伏犧 氏の 網 罟を作 給 を も、 佛 書に は 初 を 作 は 知 あれ 

共、 殺生の 事 を はじむる は 可なら すと いへ り。 いづれ か是 なる。 云、 是大國 と 小 國と水 土の か はり 有と いへ ども、 聖人 

の 田 獵の事 を 始給ふ は、 天地 5^ 養の 理也。 人の子 生れば 母の 5^ ぶ さに より 乳 出て、 子の 養と なれり。 子 食す る 年に 成て 

は、 母の 乳 自然に すくなくな りて、 魚肉に か はれり。 され ども 魚肉 は 五穀の 助に て 多食せ す、 魚 鳥獸は 人の ために 生す、 

弓矢 田 獵網罟 の 事な き 時 は、 五穀 生せ す、 人道 不レ 立、 天地人 ありて 用な し。 用な き 天地人 生すべき 理 なし。 故に 山野 

にかり し 川澤河 海に 漁して、 五穀 を 生じ 人道 を 立る 者 也。 水 土の か はりと 云 は 日本 は小國 にて 海 近し。 故に 多 は 海魚 

を 食す。 海魚の 及ばざる 所に は 湖 池川澤 あり。 其 上に 海の 鹽魚來 り、 山野の 鳥獸 あり、 園 郡の 主の 在す 所に は 少し 遠せ 

れ共、 。海の なま 魚 も 来れり。 中更 は大國 にて 海 遠ければ、 万乘の 天子、 千乘の 公侯と いへ ども 生なる 漁 魚 を 食し 給 

ふ K1 あた はす。 來る 干魚 也。 湖 池川澤 ありと いへ 共、 大國 にて 人 多ければ 多 は 用 ひがたし。 故に 牛 羊豕雞 など を 食せ 

唐土  ， 

ざれば、 人の 元 氣を養 ひがたし。 其 上 日本 は 米よ く、 中 夏 は 米よ からす。 彼是 以て 肉食す る 者 也。 問、 中 夏 は 米よ から 

す、 日本 はよ しと は何ぞ や。 云、 中 夏 は上國 にて 土地の 氣 厚し、 同じ 一反の 田 にても 米の 出 來£ 多し。 日本 は 中 下 まじ 

はれり、 米の 出來 £ 少し。 日本の 中 にても 大和な ど は上國 にて 米 多 出. 來れ ば、 米の 性よ からす。 大和の 國中 にても 山 方 

の 下田の 米よ し。 其 外 日本 國中地 福よ く、 物の 多く 出 來る所 は、 五穀 野菜 共に 味う すし。 木の 實も多 成た る 年 は、 風味 

psg  (ィ) 味 (ィ〕  性 (ィ) 

よから す。 すくなく とまりた る 年 はよ し。 山中 は 五穀 野菜 共に 濁氣 なく 性よ し。 故に 海魚 乏し けれども 生 を 養へ り。 


孝經外 或 問 一一 一 


1 0 五 
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是 自然の 理也。 又なら はし 也。 唐 僧 は 酒 肉を絕 故に 脾胃 虚し、 元氣 うすければ、 獨參湯 を 用。 日本に 渡りて は獨 It 湯 

肇  . 

を不レ 用、 米の 性よ く 元 氣を養 ふ 故 也 

；吶を ほて 

或 問、 祭， 犯に 酒 五 辛 を 忌 は 何 ぞゃ。 云。 五 辛 は 神 をけ がし、 酒 は 心 をく らまさん 事 を 恐て 也。 問、 祭主 は 好て 潔 黹す。 

意 ハイ〕 

助に 煤齋 する お、 寒氣の 節酒 を不飮 u を 難 義に思 ふ 者 あり。 祭禮 をい とふ は 却て 不敬な らん か。 云、 .g^a 氣 にたへ ざる 

攀 - 

人、 共 ふせぎば かりに 飮て 不レ過 は、 當 服の 藥 のどし。 助 にても 主人 にても 左様の 節 は不レ 苦。 盛なる 人の 爲に 忌た る 者 

分の (ィ 5 

也。 病氣の 人な ど は、 時々 身の ほど を^て 損益 有べ し。 一定に なづ むべ からす。 五 辛ば かり は 神 をけ がす 物 なれば 忌べ 

し- レ其外 は 忌た る 主意に だに 叶 は t -、 飲食して くるしから す。 その、 王 意 は、 齋の聞 は 情欲 を さけた る 者 也。 精 を 益べき 

物 は 欲念の 發とを 恐て 忌 也。 老人病 者 其 さはり だに なければ、 飮 食して 不苦 也。 三年の 喪に だに 老人 は 酒 をのみ 肉 を 食 

し、 た V 喪服の 身に 有の みとい へり。 不老 者 も 病 氣の節 は 生 を 助く るば かりに、 - 酒 肉 をお、 病い へて 本に 歸 といへ り。 

問、 惑 の^は 何ぞ や。 云、 時代に より 人に よりての 事 なれば さしてい ひがたし。 中 夏 も 日本 も 多く 费 へし 事 は原廟 也。 

ISii と は 同じ 神を勸 請と て 又 社 を 作り、 同じ 佛を又 作る 事 也。 本社の 外に 二 社 作 を だに 原廟 とて 忌た る^なる に、 日 

本^ 屮 の原廟 あげて かぞ へがた し。 是 なを 小國に あはせ て 作た る 神社 也。 西戎 の大國 にて 作し 堂 寺 を、 又 中 夏の 大國に 

うつし、 それ を 叉 その ま、 にて 日本の 小國 にう つし たれば、 一所な りと も國 に相應 せざる^ なる に、 同じ 怫閣 の國々 所 

•  攀 

* に 多 CJ かぎりなし。 破 报所を 修理しても、 めぐりて 普請の た ゆる 事な し。 かりそめの 佛閣 にも、 財 木 多く 费る 事な 

れば、 公^の 藏人は 大方： i 濫怫 寺に 入た る 代 も ありと いへ り。 惑に よりて 財の 费る其 第一 也。 如レ 此の！ t 重 S$ せりと. S 


云 はるば 則 愁 聞れ ； さ 

也 則"？ 欲な もた ば； と 
儒欲，：^とけ 晴ら':^ 人ら 
のを惡 なれ てばし なば 


ほ 道 は 非道み ； 怫 
の を 五ず は 7 不者 
み 明 我 左. 1 失 も 
也に の 道に 我の 又 


一  一 六 三 

へど も、 その 所に て はら ざれば、 明らかなら ざるに より、 重復を かへ り 見す 

何 (ィ) 

或 問、 三敎 一致と いへば 廣 くきこえ、 ^といへば 我 道 を 立てせば く 聞 ゆ、 いかむ。 云、 一致と いへば 怫 者の 氣 にもい 

り 、世間のと なへ も を だ やかに て、 身の ため 心安 けれども、 佛者も 又 我 朋友 也。 愛せざる 事 あた はす 0 是を 愛して 其 非 

鲁 

を不 i 格 K- あた はす。 しかれ 共 可 i 格 可 i 爭 はまれ 也。 多は不 i 可 レ爭、 不 i 可 i 格 者 也。 儒道 怫道 同異 を不 ヒー 目、 た？ 世閒 

の 物語の みして 朋友の 親み を不 失の み。 深 草の 元 政 法師、 ま、 賞 道心の 怫者 にて、 人が らもよ かりし かば、 おしく 思 ひ、 

少しみ ちび き 見し かど も、 輸 廻の 見 ふかく、 其 上世 間に 釋迦の やうに 尊びら れし は、 變 じがた く 2^ えし。 故に 其 後 は 

不レ 言。 哥 書の 事な どに て 友と し 遊びたり。 君臣 も 同じ。 可 レ諫可 レ爭時 有。 不 レ可レ 爭不， 可：. 諫時 あり。 不レ可 時 は 

默す。 君の 非に 道理 を 付て、 順從 する 者 は 君の 過 を 益 也。 今 三教 一致と 云 者 も 道家 ，佛 家に 道理 を 付て、 順從 する 也。 

数々 の！^ の 間^の 言 を y) 

信の 道に あらす。 尤 儒家。 道家 . 怫家 共に 敎の 言の 善なる を 取合 すれば 一 致と もい はる- -事 多し。 異なる 所 は 生死 輪 

廻の 見 也。 是佛氏 悟道 中の 惑な り。 天地人 本 輪廻な し。 空中 本 花な し、 眼病に て 签花を 見る が どし。 此 惑より 五輪 を は 

なれ 出家と なれり。 釋迦 • 達磨 を 聖人に あはせ、 輪廻な き 道理 を さとらば 即日に 還俗 せらるべし。 此 二字 〔0 子歟〕 は 

•  S 欲 (ィ) 

名利の 凡 心 を はなれた る 人 なれば * と ほり は 有 まじ 0 問、 佛 法に は 愛欲 愛着と て、 凡 心の 第一と す。 儒に は 愛敬 を 

ィ)  ，  敬 は (ィ〕 ァり 

本心の 用と する は何ぞ や。 云、 愛着の 愛 は 七 情の 愛也。 則なければ 欲と なる。 愛敬の 愛は德 愛也。 。利の 字 同じ けれ 共 

大德 (ィ)  • 

物 を 利 すれば 欲と する が どし。 

或 問、 賴刑は 五 刑に 入べき 者、 金 を 出して ゆるさる る 時 は、 富 人 は 幸に まぬがれ、 貧者 は 刑 せらる、 平 かなら すと いへ 


もぱ(5來^^な,?015：朋 し胆にて / の aa^ すせ 7* 教 ナぁ兄 へる へ卒 
は を 心 *u ひ 口 « 何 を大逍 に掛る * ごあき シ り？? J り 事り か 
なす かの し に 事 先 小す に そ 人に us 公 又れ 子 9  ： と ； 
くれら 出て 方く 劣 t と 衣 故し こ； H て 親 を 若ば； ； S 者 云 こい 
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W  (ィ)  . 

り。 いかむ。 云、 日本の 過 代の 法是 也。 富 人 は 金 を 出し、 貧者 は勞を 用て 其 罪 をな だめら る、 事 あり。 昔 首 代と て 山に 

木を植 させた る 人 も あり、 兄弟 鞔族 など わびて、 何 にても 土 普請 をして ゆるされば、 より 合て 助たり。 左様に して 助て 

もと かく 人 たるま じき 者 なれば わびす。 しかれば 當る 刑に 行者 あり。 後世 贖 刑に は 死刑 をす くひた る 者、 終 死罪に 行 

鲁 

はる、 事 あり。 若き 子 共、 父吝 にて 物 をつ か はせ されば、 衣類 大小な ど 友に をと る 事 を かなしみ、 斗 方なくて 盜 鉢の 事 

をした る 者 あれば、 常の 法に まかせて 死罪に 行 はる。 これら は 實の盜 にても なし。 父が 吝 よりな さしめ たる^ なれば、 

首 代 ハイ〕 ァリ ， 

父に-かね を 出させ、 子の 命 をな を 助た き 事 也。 是非な く 殺さる  >- は 不便の 事 也。 父が 吝の過 代に は、 子の 命 をと らん 

が 好な りハ i 

より は 金 を 出さす る 事 あたれり。 左様の 過 代金 は 上の 用と せす、 貧乏の すく ひ、 路 次の 舟橋な どに つか ふと 兑 えたり。 

問、 流 五 刑 をな だむ ると は、 遠く はなち 遣す 事と えたり。 左遷の 事 はなし。 後世 は 遠 流左邀 同じ やうに もい へり、 い 

かむ。 云、 上古に 五 刑に 落 入べき 罪 あれ 共、 情の 不レ 忍虚 あれば、 なだめて 遠方へ 流されたり。 中ズ より 逮流を 又な だ 

め.， y 左遷と 成たり。 左遷 は 祿を减 じ 官位 をく だし 使 事 也。 王 代に 三位 以上の 公卿 を 受領な どに して 遣し、 武家の 代に は 

關. 2： 侯 のれ きくを 代宫 などに してつ か はされ し 類 也。 昔は宫 刑に むちうつ こと 有し か 共、 次第に 文明に 成て、 官位 有 

人々 を むちうつ は、 はづ かしめ を與る やうの 人情に 成 たれば、 不：， 忍して 左遷に か はりた ると も兑 えたり。 七 八十 年以 

又 五 7.) ァリ 

前まで 日本 にても 國 君に 詣士 をむ ちう たれし 人 あり。 。六十 年 以前まで、 兒 小姓な ど をう たれし 諸侯 も ありし が、 其 後 

はやみたり。 今 諸侯の 國 にて 左遷 どきの 事 あらば、 立 退べき 人情 風俗と 成たり。 天下 を 知 給 大君の 下にて は、 立 退べき 

所なければ， 人情 も ゆるす と 見えたり。 國 * も 上より 其 風俗に なし 給 は 去べ からす。 今 改易 追放 國々 に 多し。 さは 

-  攀 

•1  . 「 - .1, 匿-， m^—n 


天下 を… 

去べ から 

ず (ィ) ナ 


あるて 賊 7 者 

V  i> 刑な あ 

者せ どて P 
もらし 盜 


、  一六 S 

どの 罪と も 聞えざる 者 有。 たと ひ 其 身 罪 ありと も、 父祖の 功 を 思 は 5- 戒て なだめら るべき 者 多し。 罪の がれ かたく は、 

せめて は 左遷の 法に より 度 事 也。 改易 せられて は 二人の 罪に よりて 一家の 罪な き 者、 善人まで も無吿 困窮の 民と なる 

君の 光に 人 も 敬し に 「.i 

はいた ましき 事 也 0 祿有時 は 常人 なれ ども、 率 人と 成て は 人に より 悪人の 徒と 成 者 あり。 常の 產 なくて 常の 心なき は 

凡人の 習 也 0 しかれば 天下に 惡 人の 種 を まく 事 なれば、 大君への 不忠 也。 昔は學 校の 刑に も むちうつ 事 見えたり。 是も 

今の 人情 風俗に て は 行 はるべ からす。 むちうた す 共禁戒 立べ し。 寺 子 共 さへ 五六 十 年 以前まで は むちうち しが、 近年 

は士の 子な ど は 左様に ならざる 風俗 也。 庶 人の子と いへ 共う っ師 はまれに 成たり。 世 中の 風氣 五十 年に は小變 し、 五 

百年に は大變 す。 何事 も 時處位 ある 事 也。 問、 大舜も 五 刑の 罸を 皐陶に 命ぜられし 事 は何ぞ や。 云、 五 刑の 禁は武 の 

1 (ィ〕 ァリ 

0 事 也。 治世の 備 也。 備 へて 小人 を 威して 其 事 は 行 はれ ざり し 也。 今 も 弓馬 等の 武具の 備は多 けれ 共、 戰陣 はなき が ど 

し。 武士 は 金よ きわき ざし、 刀 をた しなみ、 つか ざ やして 腰 を はなた すと いへ 共、 一生 用る 事 はなし 。用て 人 をき る は 

勇の 不足 か。 或は 不幸 也。 房す ぐるれば 威つ よき 故に、 刀 をぬ く 事 はなき 者 也。 文事 有 者 は 武備 有。 治國に 民の 備 全き 

は、 今の 神事 祭禮 に； 固有が どし。 千 一 暴 逆の 者 酒 犯な ど あれば、 戒て 事を大 にせす、 堯舜の 御代 とても まれに は 

悪人 あり。 大舜の 父、 繼母、 弟な どは舜 なくば 五 刑に 落 入べき 者 也。 上 知と 下 愚と はう つらす とて、 聖人 大賢の 質 は 

數百 人の 悪人の 中に、， 唯一 人 ありても 惡に はう つらす、 自暴自棄の 下 愚 は、 數百 人の 善人の 中に 置ても 善に うつらす。 

左様の 下 愚 もまれ 成 者 也。 大方 は 通氣の 質に て、 善人に なら はせば 善 をな し、 惡 人に まじ はれば 惡に習 者 也。 下 愚 は 愚 

蒙の 者に は あらす、 平 人よりも 才知 ありと いへ 共、 をし き は むれば 蒙昧の 愚 夫愚婦 より は を とれり。 故に 下 愚と 云 也。 

牵經外 傳或問 111  10 九 
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故 所に m:^' む 
也 ゾク才 ざ 丄 

W; の る ifiiS 

き 川 故 を 也 
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自卷は 剛強の 愚、 自棄 は 柔弱の 愚 也。 形 ある 者に は 精粗 あり。 賢人 は 人の 精 也。 聖人 は 精の 精 也。 愚 夫 愚婦は 人の 粗 

也。 下 愚 は 叉 粗の 粗 也。 堯舜の 御代 とても 形苻 者に は 精粗な きと あた はす。 禹 .稷. 益 *契* 阜陶 • 伯 夷 龍 どき 

の 精 あれば、 四 凶 どきの 粗 あり、 四 凶 は 下 愚 也。 衆に 越て 才知 あれ ども、 堯舜の 善に うつらす して、 民 を 害せり。 故に 

罸 なき 事 あた はす。 然共堯 舜は賞 翳 を 以て 政と し 給 はす、 賞罸に 心なし。 故に 不賞不 SS と 云な り 


1 六 t 

孝 經外傳 或 問 四  ， 

或 問、 後世の 人君、 多は諫 をい みにくめ り。 故に 不善 あれ ども 臣諫る 事 あた はす。 不善と 知ながら、 不レ諫 して 祿 を受 

る は 不忠な らん か。 云 • 可 レ諫位 職に あたる 臣 あり。 事 を つとむる を 以て 祿を 受る臣 あり。 大祿を 受て君 前に 近く、 君 

臣 共に 心安く 物い ふ は 可 レ諫職 也。 家老 は 猶以可 レ諫職 也。 しかれ 共君諫 を不レ 好、 たまく 諫る者 をう とん すれば いふ 

HJ あた はす。 家老と いへ 共諫て 不レ入 しれば 不レ諫 。まして 今の 出頭 近習な ど 云 者 は、 君に へつら ひて 立身し、 身が 

まへ をして 主人の 是非に はかま はす、 いはん や 其 外の 城 誥の士 は、 番供使 だに つとむれば 無， 1 刖義ー 馬 廻. 番頭. 物 頭 

は 皆 武官 也。 武道 をた しなみ 武藝 をお こたら す、 人馬 を 扶持し、 軍用の 心がけ だに よければ、 君の 可否に はぁづ からす。 

中 夏 にても 聖賢の 世 を 去 MJ 遠して、 君諫 を不レ 好、 臣諫る 事 あた はざる ゆへ に、 諫 議の官 出来たり。 諫を 以て 官職と す 

る ゆへ に、 君 はにくむ 事 あた はす。 臣 もい さめざる 事 あた はす。 史宫も 善惡を 有の ま V に 記す 役人 なれば、 諫 議の官 

也。 後に は諫議 史官 さへ 名のみ にて その 實す たれたり。 言 路の閉 たる 也。 有 道の 代 は言路 開け、 無道の 代 は 言 路を閉 る 

事 古今 同じ. - せめて は 君の 非に 道理 を 付て 非 を 助ざる を 令の 善士 とす。 默 すれば 無言の 諫 とも 成 事 あり。 志のと ぐべ 

き 事 をば 不 i 諫、 過た る 十： はとが めす、 云べ からすして 云 は、 言 を 失へ り。 云べ くして 不レ言 は 人 を 失へ り。 君臣 朋友と 

惡 (ィ) 

もに しかり。 今の 友 は 多面 友 也。 したしき と 云 も氣の 合た る 也。 心 友 はまれ 也 C 心 友と 云 はたが ひに 過 を吿、 善 を 助る 
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云 (ィ) ナ 

シ 


友 也。 55; 君凶德 ありて 國を失 ふべ く、 友不覺 悟に て 身 を 失 ふべ く は、 いか^せん。 云、 君凶德 ありて 國を 亡す に 及べ 

•  〃、(ィ)  体 (ィ) 

く は、 きかれす とも 家老 臣は諫 べし。 家老 近臣 は、 國 と共に 存亡す る臣 なれば、 君忿 りて 其 身 を 殺し 身代 を はたす 

とも、 、い を盡 して 諫 べし。 友 不覺悟 あらば 忠告て 爭 べし。 不レ聞 時は義 絡す とも 可也。 しかれ ども 古人 君 を諫て 退ら る 

^(ィ ) 

、時、 其 身 過 ありと す、 友 不義 ありて 絕時 は、 小事に よせてた ち、 妻 無道 ありて 去 時 は、 小^ をい かりて す。 友 は 人 

と 交ら しむべく、 妻 は 又 嫁せ しむべ きがため 也。 我 身に そしり を 得 事 を は からす、 厚き の 至 也。 或 問、 忠臣 二君に 不 

レ 仕と. S へり。 又士 さかい を 出る 時に、 他國に 行て 可レ 仕、 禮義の 用意して ゆく といへ る は 何 ぞゃ。 云、 。二 に不 仕と 

云 は、 祿を 世々 にして 國 と共に 存亡す る 大臣 か、 扨 は 君臣 志 相 合て、 道 を 行た る士、 其 君 死して 子の 代に、 故 ありて 祿 

を^して 去と いへ ども， 二君に 不 i 仕義 あり。 叉 は 戰國に 君 亡び 敵の 代と なれば、 庶 人と 成て 不レ 仕士も あり。 共 外 は 

士は 仕る を 以て 業と す、 農夫 他 國へ行 時に、 農具 を 持て 行が ごとしと い へり 

或 問、 貞女 兩 夫に 不レ 見と 云 時 は、 夫 死して 二た び 嫁す る は 非なる か。 云、 夫婦 人 がら 志と もに 相 合て たが ひに 他念な 

きが、 不幸に して 夫に を くれ ぬれば、 二た び 嫁せ ざる 者 あり。 兄弟 あれば 兄； fS に 養 はれて その 家事 を 助、 兄弟な けれ 

ば 大身の 奥方 母 公な どに つか ふる も あり。 叉 男子 あれば 子 を 養育して、 夫の 家 をつ がしめ、 一生 子に？^ はれて 終る も 

あり。 或婦. 年 わかくて 夫に を くれたり。 しれる 者 再嫁 をす- - めければ、 婦人 云、 後の 夫の 衣類な ど 仕 立る 時、 先夫 

の^を思ひ出て淚こ&^る、事ぁらば、 今の夫への不孝也。 それ を 思へば 嫁がた しとい へり。 是は 夫と 人 がら 心 共に 相 

合 たれば、 先夫の、 どくなる 夫に は 逢が たからん とお も ひて 不レ嫁 也。 如レ此 なる は 百 人に 一人也 0 大方 は 夫婦と 成ても 


、  世 を 渡べき K なければ (ィ) 

たが ひに 不足 を 堪忍して、 日 を、 くる 鉢 也。 養育すべき 子 もな くば 叉 嫁す ると も 可也。 男子 は 人に 不義 を 仕 かけられ 

鲁 

て、 つまる 處は うちはた すと 云 事 あり。 女子 は 微弱に て 力 もな し。 不義の 者に あ ひて、 思 ひの 外 成 恥 も あれば 却て あし 

く、 同心せ すと も 進で 嫁せ しむべし。 况ゃ凡 女に わきより 貞女の 道 を 立し むる は 不可 也 0 古人の 貞女 兩 夫に 不, 見と い 

へる は理の 至極 也。 なべて しかりと 云に は あらす、 夫 も 心に かな ひたる 妻 死 すれば、 二た びめ とる も 初の 妻の *:io く 成 者 

苦しき 7) 

は 在が たかるべし。 子 も あれば 繼 母に かけて、 腹た、 しき 事 も あらんと 思 ひて、 後妻な きもの あり 

リぉ (ィ)  あた、 

或 問、 喪に 酒 肉 五 辛 を 忌 事、 王， 意 ありと は 何 ぞゃ。 云、 喪 は S 戚の中 なれば、 人間 世の 生樂 にあ づ からす。 故に 身に あ 

かき 衣 を不： '着 7) 

らき衣 を 着、 口に 厚味 を不レ 食。 樂を不 レ聞。 男女 まじ はらす、 魚 鳥 獸の肉 は 精 を 益 もの 也。 酒 は 能 程に のめば 氣血を 

潤し、 精 を 益、 過れば 氣 血を亂 り、 心 をく らます。 精進 物 なれ 共 五 辛 は 生に て 食 すれば 忿を 生じ、 熟して 食 すれば 精 を 

益。 右 は 犬に 精 をます 物なる 故に 忌 也。 其 外に も 野菜の 靑 やかに 生氣を ふくめる 物、 山の. S ものた ぐ ひ、 油 物 何に て 

も 精 を 益べき 物 は 忌 也。 盛 成 者 は、 な • 大 こん も 干て 用 ひ、 廢漬 などに して 食す。 米 も 甘味 ある 米、 新米な ど は 精 を 益。 

故に 食に よから す。 麁飯 味なければ 飽 まで 食す る； J と あた はす。 精氣 乏しく 力なければ、 杖つ きて 起居す。 如 i 此なれ 

愦ィ)  •  • 

ば 諸欲發 べき やうな し。 とまに いね、 土 くれ を 枕に す。 是は 上古の 人の 元氣 すく やかに、 脾胃 つよく 血氣 盛な りし 時の 

事 也。 令の 人 如レ此 して は 性 命た もちが たし。 却て 不孝と 成 也。 朱學格 法の 學者、 此法を 行て 死した る 者 あり。 煩 付て 

後 おどろきて 酒 肉 小袖な どい ひけれ ども、 藥 も不レ 及して、 生 を 亡し ぬ。 右 は經に 出た る 事故、 其 あらまし を 記す 也 0 

今の 人に は あわざる 事 也。 日本の 今の 時、 孔子 出 給 は 此法は 用 ひ 給 はじ。 いま は 末代 なれ ども、 大古 にかへ り 伏犧氏 • 

孝 經外傳 或 問 四  1 1 111 


蕃山仝 集 第 111 册  -  - -I 

祌農 氏の 誠 を sif び、 禮を 後に すべき 時 也。 問、 聖人 今日 本に 出 給 はで、 喪 期い か.^ 制 法 有べき 哉。 云、 親の 喪 は、 今の 

俗の 五十 日の 忌 たるべし。 兄弟 夫妻 等の 忌、 皆 今の 俗の どく 成べ し。 服 は 日本の 法に て神審 にあ づ からざる ばかり 成 

べし。 五十 日の 間 も、 人々 の氣 質に 應 じて 食事 等 不同 有べ し。 老人と 病人と は 三年の 喪の 時代に さへ、 酒 肉 を 用たり。 

况ゃ今 は 各自 己の 分 を はかりて、 元氣 を損ぜ さる やうに 用心すべし。 脾 胃の つよき 者 は、 朝夕の 食 をよ く 食して 食^ 

食せ す。 よはき 者 は 一度に 多食 すれば あしき ゆへ に、 朝夕の 外晝食 夜食 を 用。 夜 明に かゆ か、 ゆ づけ を 用る も^。 親子 

夫妻の 1^ にあ ひて 一が の 中に も 二三 柳の 間に、 はやくう ゆる 者 あり。 上古の 三日に して 食す る 法に ては忽 死すべし。 つか 

れて t まか ゆ も藥も 及ざる 者 也。 五十 日 を 精進に て 居 者 は、 脾胃 つよき 無病の 者、 年若き 者 也。 それさへ 進物に、 厚 

味 を 用。 病氣虛 の 者 は、 能 ほどに はから ひて、 折々. を 食し 酒 を も飮、 氣分 よき 時 は、 叉 精進すべし。 わかく 無病 成 

者、 fe. たけても 脾胃 つよき 者、 或は かろく 習た る 者 は、 長 精進 もさの み 苦にならざる 者 也。 問、 歩 • 若^. 小者な ど は 

年中 大方 翁 食 情 進が ち 也。 折- -干 物鹽 魚な ど 食 すれ 共、 厚味の 精進 物に はおとれ り。 しかれ 共 無-一^ 義. - 長 精進 もせば 

成べき か。 云、 貧家に 生れ そだち、 未 生 以前より のなら はし 也。 食の みな すら、 今の 歩. 若黨. 小者の 務は、 なら はし 

なくて はとげ がた し。 今の 小者. 屮 間と 云 者 は、 多 は 村里の 土民の 子 也。 親里に て 米の 飯 を 食す る 事 はまれ 也。 奉公に 

出れば 艱苦ながら も 米 を 食す る 故に fT. くせ，? いへ り。 それ だに よはき 者 は 病氣に 成て、 M に歸 り、 凶年に 逢て、 娥 死す 

る も 有。 乞食と 成た る も あり。 近 江 圃地士 の 子、 地頭の 關內 侯へ 中小 姓に 出たり。 或 云、 はた 本の 中小 姓 をと ぐべき 習 

生ォ C 非す。 病氣に 成て 上る か 死る かならん、 不便の 事 也。 とい ひしが、 三年 を 過す して 病氣 付て 歸り 終に 死たり。 問、 


m 


1 JM 

かせ 奉公人 は、 干物 麋魚 にても、 折々 食し、 生魚 もまれに 食せ り。 出家 は 一生 精進 にても 老僧と 成まで 居る はいか i-o 

云、 是 もなら はし 也。 出家 は 多 は 貧賤 中よ り 出、 千 人が 九 百人餘 まで は、 庶 人の子 也。 親の 內 より 齒 食に て 生長した る 

者 也。 適々 武士の 率 人の子 も あれ ども、 せんかたなくて 坊主に 成 者 多ければ， 精進 物 も 苦に 不 i 成。 其 上 親里の 食より 

m  (ィ) 

は 精進 にても まされる 者 多し。 今 は 精進に て 通る 33 家 はまれ 也。 農工 商の 貧家 は 云に 及ばす、 小身の 武士よりも 酒 肉 

にあけ り。 天台 虞 言 は 神に なれつ かふる 故に、 罸を 恐れて 魚 鳥 を不レ 食。 それさへ 正から ぬ 僧 ありと いへ り。 貧賤なら 

ぬ 里より 出た る 坊主の 精進に て 居 者 は、 十 人が 五六 人 は 病氣に 成、 若 死す とい へり 

或 問、 小身の 武士 妻 を 持、 妾 を 置べき 餘 力なければ、 男 友の 道なくて 年 を 過す 者 多し。 喪の 間 情欲 を絕ん とも かた かる 

まじき か。 云、 かせ 奉公人 は麁 食して 身 を 使 ことしげし。 故に 情欲 制し 易し。 人 十六に て 精通す といへ ども、 土民の 子 

八 九 (イ) 

など は 十七 八、 二十歳に 及て 聲か はり、 精通る 者 多し。 麁 食して 身を勞 する ゆへ 也 0 魚 鳥 を 食し、 安居す る 子ども は、 

十六に も 及ばす、 大方 十四 五に て聲か はり 精通す 0 たと へば 出家 は 不娃の 法 なれば 娃欲 を絕を 戒律の 第一と す。 佛書 

に 云、 若不 K レ娃 ヲ修ラ 禪定 。如 i つ 砂 石 V 欲 fer 其 飯 T と. S へり。 男色 等を戒 たり。 釋 氏の 法 は 寺に て 食 を かしが 

す、 佛 書に 云、 世 尊 食 時-一 著 レ衣ヲ 持〕 鉢 § 入 一- 舍衞大 城-一-乞 ズ 良，' といへ り。 今日 朝飯 時に 里に 出て 乞食し、 寺に 歸て又 

乞 す ノ- 

明朝 出 一食 也" 高く 物い ひ、 あらく 立居步 行して は、 明日まで AJ たへ がた し。 故に 音聲 ひきく、 歩行 起居 しづかに す。 

菩薩 阿羅漢 

食 乏しき 1 事に 諸 欲 を 忘れて 諸の 戒を たもつ。 是 聖人の 喪の 法 を 一 生に 用た る 者 也。 如レ此 しても、 ぼさつ • あらかん 

などの 外 は 食後 腹中よ き 時 は 娃念發 す。 釋迦も 此ー戒 に はさまぐ の ふせぎ をな せり。 しきみ の 香、 しゅろ の 風、 精氣 

孝經外 @- 或 問 四  -  一一 五 
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を へらす 物 なれば、 しきみ を 花と し、 抹香と し、 しゅろ を 寺に 植 させられたり。 酒 肉 五 辛 をた つも、 一食 も 寺に て 食 か、 

しからざる も 皆 不娃戒 を 立べき 主意 也。 それにても 凡僧 は 制しが たき 故に、 藥を あたへ て 精 をく だせり。 これに 付て は 

いろくの 審佛 書に 記せり。 佛 在世に は 病 比丘に は 肉 を ゆるされたり。 病身 を 助る ばかりにて、 娱 欲を發 すべから ざる 

ほど を 見て あた へられし 也。 生類 を 殺して 罪と ならば 死す と 云と も ゆるされ まじ。 しかれば 酒 肉 を 絕£ は 情欲の ふせ 

ぎなる 事 を 知べ し。 我滅 後に 病 比丘と 云 共 ゆるす 事な かれと いへ り。 病に 事よ せて 戒を 破らん,^ を 恐れて 也。 後世 は 

妻妾な く 肉 を不， <K を 上品の 出家と す。 それ だに 飮酒戒 を やぶり、 酒 をのみ、 一食 戒を やぶりて 隨食 せり。 精進と 云 

ばかりにて 厚味 を贫 す。 故に 餒欲 盛に て 少年 を くるしむ。 男色 は 出家の 者と 云。 佛に 背き 愚民に 向て 妄語戒 を 犯す お 

也。 其 次 は 酒 肉 五 辛 を ほしい ま、 に 食し、 妻妾 を 置 をば 檀那 も 知て いましめす。 其 次 は 遊女に たは ぶれ 人の 赛子を 犯す 

も あり。 世俗 なれば 大罪 人 なれ 共、 坊主 故に 不レ知 分に て 無事 成 者 ありと いへ り。 律 僧 は 一 食に て戒を 持と いへ ども、 私 

なる 一食 は 腹中み つれば、 かくれて 大不 律の 罪 を 犯す 者 ありと いへ り。 皆？ t 氏の 一食 戒を やぶる より 事お これり。 尤 

病 氣虛； i£ の愤は 一食 はかな ふま じければ、 二三 度 食す ると も 不娃戒 の 犯しな き 用心せば、 食の 制 有べ し 

或 問、 小身の 奉公人な ど は 三十 四十に 及ても 妻 を 持と あた はざる 者 あり。 情欲 を さへ がた き 故に、 遊女 等 を も あり。 

爲事 なれ？〕 ァリ  • 

不義と 知ながら も 凡人。 は 制しが たし。 其 外 色々 の 事共 あり。 ぃか^^すべきゃ。 云、 上古に は 大方 三十 歳まで 妻妾な 

し。 八 歳より 學 校に 入て 三十 歳まで は道藝 にいと まなし。 讀 書. 手 習 • 鱧樂. 弓馬 • 數學 など 毎日 か はるぐ 修！ b し、 

一 つかれて は 精神 を 養 ひ、 養 ひ 得て は又務 む。 夜 はねぶ たく、 いぬる より 外のお も ひなし。 道藝に 精神 を 凝し、 S= 水^く 


あり 
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.3  (ィ) 
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閉て、 情欲 不レ 發。 故に 畢校 は麁食 也。 元氣 つかれ 脾胃虚 せんとす る 時 は、 里に 歸 りて 魚肉 を 食す。 本に かへ る 時 は、 

學 校に 行て 務、 美味 を 食す るも樂 みのた めに はせ す。 故に 情欲 不レ 發、 若年 壯 年の 間、 精 をた く はへ て不レ 損。 故に 無 

病 長命 也。 三十 以後 子 あれば 子 も 無病 達者 也。 。今の 人 若壯の 時、 道藝の 修行な く.、 精 を 凝し つとむる 事な くして、 美 

味 を 食す。 い たづら にくら せば 種 々の 念 慮 有。 故に 情欲 發 して を さへ がた し。 遊女 は 買 食の 類 なれば、 凡人に して は 

不義に は あら ざれ ども、 瘡を うつりて は 其 身す たり、 不孝の 罪に 落 入 事 あれば 愼 べし。 內に成 共 外に 成 共 妾 を 置て 可 

也。 今の 風俗 是 をば 見ぐ るし き やうに 思 ひて せす、 却て 不義の 行、 不孝の 罪に 落 入 者 有。 妻 も 妾 も 置 事なら ざる 者 は、 

古の 學 校の 法に、 喪の 鉢 を かねて 常に 麁 食し、 折 々養生に 魚 鳥 を 食した る 時 は、 其 精力 を 武藝に 用 ひ、 事な き 時 は 書 を 

よみ、 念お こらば 一 念の 微 にやめ て 書の 得が たき 義理 を 思 ふべ し。 すべて 間 思 雜盧は 心勞し 身の 煩になる もの なれば、 

一念の きざしに はやく 善事に うつすべし。 心の 宫は思 ふ 人お も ひなき 事 あた はす。 妄を 正に かへ 惡を 善に かへ て、 思 

常に 正 善なる 時 は、 心靈 明の 本然 を 得て、 靜を 主と す。 靜は 動靜の II にあら す、 無欲 也。 無欲 成 時 は 寂然 不動に して 感 

道 i 

じて 天下の 故に 通す。 昔孔 夫子 一男 一女 ありて 後天 下 を 周流し 給へば、 其 後 は 子な し。 曾 子 妻 をめ とり子 ありて 後、 故 

ありて 妻 を 去る。 人後 妻 をす、 むれ ども 二た びめ とらす。 飮酒 肉食な ど 禁戒の 法 はな けれども、 寂莫 として 情欲 不レ 發、 

„ ^憂 (ィ) 

心 法 至て i4K 如たり。 諸 欲 靈臺を 犯さす、 孔聖曾 子の 此行常 法に あら ざれ 共時處 位た まくし かり。 水の 潤 下、 火の 炎 

上の ごとし。 有に も 無に もこ、 ろな し。 問、 精力 を 武藝に 用む も、 師 なき 者 はいか せん。 云、 誥 奉公人な らば、 つと 

を IS ぬし 7) 

めて 奉公 をすべし。 外 ざまに て 隙 多 者 は 我 身 を 使べ し。 文武の 器 手 置よ くし、 ちり はら ひ、 座敷 はき 庭 はき、 衣服の 取 あ 

牵經 外 傳或問 四  1 1 七 
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つか ひまで も、 精力 餘り あらば、 人 ありと も 自身な し、 公用 禮用 などに つかれたる 時 は、 人に なさ しむべし。 前栽な どの 

^^までも、 僕 と共にせば、 農兵の 心地し、 武の 心がけ も 成べ し。 人 は 動物 也。 つとめて 不レ已 時 は、 念 慮の 出べき 隙な し。 

身を勞 して 思念 を勞せ ざれば、 夜 もやす くいね、 養生と 成て 身体す くや か 也。 長者へ のっとめ、 朋友の まじ はり、 へ つら 

道瑰 (i 

はす を こたら す、 禮 にかな ふべ し。 城 中の 宿 仕な どせば、 帶 かたく 枕 高く、 うちとけて いねぬ ほどに、 少 まどろみ、 目 

さめて 起てと もし 火に むかひ、 無音の 所への 文 かき、 返事な ど すれば、 夜 „^ 中の 心がけながら、 用意 達せり。 馬 持 ほどの 

身上なら ば、 草 わら、 大豆な ど 折 * 自身 かひ、 馬 をな づけ、 くつ わの かけ はづ し、 くら をく 事 を もと もに し、 切々 乘 べし。 

や r(i 

馬 は逆乘 だに せねば、 切く 引出し、 或は 馬場 或は 近の り 遠の りすれば、 馬の 氣 いさみ、 毛 わかき もの 也。 食 は. せ 休 を 

•  鲁 

養べき ほど を はかりて 進退し、 精 あまらば 如 レ此種 々の 務に用 ひ、 其 上に 心 法 有て、 念應を 一念の 微に 制する 者 は、 情 

ま c ィ： >  ァリ 

欲の 制しが たき 事 はなき 者 也。 昔 二十 歲餘の 小僧 あり、 無病に て 額 色うる はし。 人 あり、 小 傲に。 色欲 をば 何とかす る 

と 問ければ、 精 を もらさば もらし やう あれ ども、 近年の 間に 經を 讀覺 ざれば ならす。 精 を もらして は覺 がた し。 この 故 

に愼て 左樣の 事に はふれ すと い へり。 奇特 成 心 入と 感ぜし 也。 まして 武士 は 十五 六歲 より 三 四十までの 閱に、 主君の 用 

に 立べき 武藝を 達者に なすべき 義也。 微力に て强 力に 勝、 小兵に て 大兵に 勝 は 兵法 也。 第一に は 弓馬、 第二に は鎚太 

git  (イノ， 

刀 等 也。 第三に は 川 逹也。 拉 はし & 鳥に か k づら ひて、 山野 を ありき、 雨露 霜雪 を 犯して 身 を^ 固に す。 右の 審 ども 色 

欲 を 好て は 成就せ ざる 者 也。 心得ざる は 不忠 不孝の 本 也  、 

或 問、 椒踊哭 泣の 中、 哭泣は 今 も あり、 擗 踊の 鉢 は 見えす、 いかん。 云、 情 厚して 哀の 至れる 者 を あげての たま ふ 也。 

一七 K 


1 七 五 


喪の… 不 

レ忿 (ィ) 

ナ シ 


死す る… 

どし (ィ ) 

ナ シ 


形に… せ 

り (ィ〕 故 

有て 閉時 

は 色 体の 


問、 哭泣も 人に より、 心に はかなし くても 泣の 出ざる 者 あり。 かりそめにも 淚 もろき 者 あり。 親子 夫妻 兄弟の 死別に 

情. イ〕 ァリ  は (ィ) ァリ 

淚なき は、 。うすき やうに てっきな き 者 也。 泣の 出る 藥を用 方 ありと いへ り。 及ざる もの を も 及ばし むる 。鱧 か、 云、 

疆は僞 の 初、 亂の 端と いへ る も かやう のた ぐ ひ 也。 人の 氣質 品々 あり、 禮を 以て 一にす る 事と せざる 事 あり。 情う すき 

者 を 厚き .1^ とひと しく せんとし、 虚弱なる 者 を 赏强成 者と 一 にせん とする 時 は、 いつはらざる 事 あた はす。 偽 は 亂の端 

也。 又 死^な どに よく かなしみて、 情 厚く 見 ゆる 者に、 利欲 深き 者 あり。 情う すきやう にて かなしまぬ 者に、 利 心なき 

き 者 あり。 一事 を 以て 人 を そしる ベから す、 ほむべ からす 0 問、 く はだて 及ばし めて 一に せん 事 は 何 ぞゃ。 云、 上 

戶 にても よく 酒 を 飲 者 は 常 を變ぜ す。 大方 は 常を變 する 者 也。 酒 を 飲て 多言し 高 笑し、 機嫌よ き 者 あり。 機 げん あし 

く忿 りを發 する 者 あり 0 喪の 中 は不, 笑不, 忿。 老人病 人 は 酒 肉 を 用と い へど も、 常を變 する 覺 あらば 不レ可 レ飮。 肉 を 食 

肇  • 

しても 情欲の 氣遣 なき 故に ゆるせり といへ ども、 その さはり とならば、 用心して みだりに 食せ す。 其 外 何 にても 自已 

の 分 を はかりて 進退すべし。 是 用心 を 以て 用心な き 正 人に 及べし。 他 は をして 知べ し 

或 問、 死して 魂氣は 天に 歸 すと 聞と き は、 人の 精神 天に 行て 住する 處 あり や。 云、 魂 氣は今 も 天と ひとつ 也。 人 は 神 

明の 舍と いひて、 しばらくの 旅 宿の ごとし。 死す る は 爪の 落る が どし。 生に 數 あり、 數盡る 時 は、 氣形を 去る。 氣絕 

参  • , 

する を 死と 云。. 數不, 盡時も 口 をふさぎ て、 氣を絕 時 は 死す。 耳目 口 C 界 より 天地の 氣 一体 流行して 不 レ已、 天 は 空 也。 

我氣も {4! 也 0 空 は 二な し、 不 行して 歸 する 也。 故に 天に 歸 すると 云 は、 さに 歸 する を 云 也。 此氣 形に 舍時は 色 体の 用 を 

なせり。 形 を 去て 色 鉢の 用な きを 天に 歸 すると 云 也。 問、 釋氏 {4! を 以て 宗 とす。 いまだ 天地 あらざる 先 を 以て 吾眞体 


問 四 
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とす。 天地万物 を 以て 皆 幻と す、 人事す ベて 粗迹 とす。 盡屛け 除き 了て、 一に W 空に^せん とす。 しからば^ 佛 一致 

か。 云、 釋氏 空を宗 とすと いへ ども、 いまだ 全く 空 を 極め 得す 0 故に 輪廻 を 見たり 0 天に 輪 姐な し、 これ 天 を-小, 知 30 

捨て (ィ)  祌は 天帝 (ィ) 

天を不 i 知、 故に 幻 をい へり。 問、 吾 學は空 を 極めて 聲も なく、 臭 もな くば、 何ぞ文 王の 升 降、 帝の 左右に 在す とい へ 

天 (i ァリ .  巧. 0 

る や。 云、 天は理 也。 理に 順ば。 帝の 左右に 在す 也。 問、 天は理 のみなら ば 無心に して、 精神な きか、 云、 现刖 至祌 也。 

往て (え ァリ 

人生る 時 は 動ざる 事 あた はす、 死 称 は 動 事 あた はす。 天と 日月と：。 不已。 精神な くば 何 を 以て 不レ已 の 行 あらん。 天の 

万物 を 造化して 無盡 蔵なる は 大{ 仝なる が 故 也。 万物 虚 中より 来る、 ゆく もの は 盡てか へらす、 輪廻の 理 なし。 山 澤氣を 

通じて 水 {<H 中より わき 出、 ながれて 本の 水に あらす。 川 流の どし。 問、 中 夏 を始、 九 夷 六 蠻七戎 八狄の 大國の 大河 小 河 

夜と まらす。 數 万歳 此 かた 海に 入て 海水 まさす。 海水 土砂に こされて、 又 川 流と なりて めぐりて やます といへ り。 

しからば 水 も 輪廻 也。 萬 物 皆し からん か。 云、 神理 を不レ 知者の 言 也。 潮時 知 死期と 云 は、 水の^ 减也。 さし 潮 は 生す 

る 也。 ひき 汐は减 する 也。 其. 中 地形の 勢 あり。 さし 潮に ひく。 やう 成 所 あり、 ひき 汐 にさす やうなる 所有。 是 地形の 勢 

也。 さしひきに あなた こなたす るに は あらす。 北國 浦に て 能し る.' なり 0 北海に て は 潮汐の 指 ひき、 南海の やうに は兑 

えす、 引 時 少し 减 す。 さす 時 少增、 地形の 勢の 變 なし。 人の 生る、 は 水の 生る 時 也。 世間に 是を 潮時と 云、 死す る は 水 

4y  (ィ)  • 

の减 する 時 也。 知 死期と いへ り。 中 夏 四海の 川 流、 海に 入て 海水と 共に 减す 0 山 澤氣を 通じて 虚 中より わき 35 て、 出 泉 

鲁 

やむ 時な し。 ま はりて めぐる 理な し。 渤 海の 東 幾 億万 里と 云 事 を不, 知、 大壑 有。 實に是 無 底の 壑 なりと. S へり。 大壑 

無 底 は { や： 臌を さして 云 也。 東南 は 天の 陽、 地の 陰に て、 國の 地形 束 さがりな り。 故に 水 は 常に 束 逝す る 也。 東に 行て 减 

1 七 穴 


S を不レ 

は 


シに國 時の 

7® 也 死 
6; す 
ナ束 る 


、  I 七 七 

する 故に、 底な き 谷と. S へり。 南に 山 あり、 北に 海 をう けたる 國は 北に ながれ， 東に 岡 あり。 西に 海を受 たる 5^ は 西に 

流る。 これ を 逆 川と 云、 しばらく 地形の 勢 也。 終に ゆく は 東南 也。 さかさま 川に 鮭 魚 あり。 問、 死して S となりた る 

の 汰 も？) 

者 あり- {仝 に歸 するとば かり も 心得が たし、 いかん。 云、 五六 十 年 以前に 幽靈 鉢の 者 ありければ、 老僧 あり、 佛法 もも 

つけなる もの 也と いひけ ると 也。 此僧學 力 ありて、 輪廻に 不レ 惑。 故に 佛法 出来て 幽靈も 有 £ を しれり。 佛 法に 輪廻 妄 

執 を 云 を、 聞 習て 死す る 故に、 思 ふ 事 を 夢に 見る どく、 數不 レ盡に 死した る 者、 しばらく もえさしの けぶりの こりた る 

なり。 又 世間の 者幽靈 ありと 思 ふまよ ひに 乗じて、 狐狸の 妖を なす も あり。 佛法 以前に はなき 夭 佑 也 0 取 分 天竺 南蠻に 

は 輪廻 幽靈 鉢の 事 度々 ありと. S へり。 中 夏日 本に はまれ 也 C 叉佛法 以前に も靈 となりた る 者 あり。 それ は 精魂の つよ 

多 き (ィ) 

き 者、 其 死 を 得す、 數不 レ盡に 死した る 者 也。 數 しらぬ 人の 中に、 五 百年 千年の 間に もまれなる 事 也。 又 剛強の 者、 其 死 

を 得す、 うらみ をの こして 犬なる 災害 をな す 事 あり。 これ をば 世人 靈と は不レ 知。 問、 輪廻 幽靈 鉢の 事、 南 蠻西戎 に は 

多く、 中 夏日 本に まれなる 事 は何ぞ や。 云、 南 蠻西戎 北狄は 種類 異也 とて、 形 は 人に て 大方 人の 心 ありと いへ ども、 獸 

虫の 性を帶 したる 處 ありて、 明德 全く 明なら す。 故に 人に も變化 鉢の 者 まれに はありと 見えたり。 島獸は 欲、 レ斗 にて 

蠻西戎 は ハイ) 

知 偏 塞な り。 南西 北の 人 は 知 ありて 欲禽獸 の，：：， J く なれば、 死しても 沈 魂 滞魄、 しばらく 不レ散 者 あり。 其 跡に よりて 見 

字 

れば 生れ か はる やうなる 事 も、 輪廻の やうなる 鉢 も あり。 聖人の 生れざる 國 なれば、 天地人 一貫の 心 法、 叉 正しき 文學 

(ィ) 

なし。 故に 本 理を不 レ知。 跡に て 見る 時 は 輪廻と 思 ふ も餘義 なし。 物の 生す るに 氣化. 形 化. 卵 化. 變化 あり。 氣化は 

父母な く氣 中より 生す る 物 也 0 形 化 は 形より 形 ありて 生す る 者 也。 卵 化 はた まごに て 生す、 鳥 魚な どの 類 也。 變化 はす 

孝 經外籐 或 問 四  1 二 1 


所 は… こ 

れ (ィ ；} 國 


形 ありて 

(ィ しナシ 


佛 法の… 

神. 加 力 は 

(ィ) ナシ 

これ を is- 

(ィ レナ シ 


泰山 全集 笫三册  一一 一一 一 

め^ 水に 入て 蛤と 成、 維た いらぎ となり • 毛虫 蝶と なり、 きりう じ蟬 となり、 山の いもうな ぎと 成 類 也。 此變化 を 跡 

にて 兑れ ば、 生れ か はる やうな り。 取 分 虫に 變 化の 物 多し。 佛生國 は西戎 なれ 共、 南に よりて 南 1.1 と 隣 也。 ^^は虫にか 

たどれり。 虫の 姓を帶 たる 所有 故に、 文字に も 作れり。 問、 釋逸は 大聖 世 尊と いへ り。 西戎に 聖人 不レ 生と は 如何。 云、 

釋迦は 西^の 聖人 也。 生 國西戎 なれ 共、 南北の 諸 國には 叉 二人ともな くすぐれたり。 西戎に 世眞と 云お あり、 身の 色 

黄お。 子孫 代. 黄身 也。 釋迦 は世眞 より 十代の 孫 也。 世 は 通り 字 也。 世 尊 は 名 也。 世 世 尊と つ きたり。 尊^ 尊 

朝な ど. - 云が どし。 世人 釋^ を 尊て 云と 思へ り。 身 は 人 聞 第一の 賤き 乞食の 修行 なれ 共、 心 は 凡 心 を 去 たれば、. „ 

にて は 尊て 云と も 可也。 實は世 尊 は 名に て 釋迦と 云が 尊びた る 言 也。 能 仁 を 釋迦と 云 也。 慈悲 深き 心の 位 をい へり。 

誰 にても 能 仁の 人を釋 逸と 云斷 なれ ども、 世 尊 一人の 名と なりたる は、 慈悲の すぐれたれば 也。 中 S の道學 。を 以て、 七 

のな を 云 時 は、 釋迦達 M は 大意 を 見て 悟道 也。 悟道 はい まだ 大賢に もお よばす。 狂者の 心の 位な り。 問、 釋迦の 神^ 

力、 廣大の 方便 は、 狂者の 及べき にあら す。 中 夏の 聖賢に もま. さらむ の 故に 大聖 世 尊と は 云なる べし。 云、 是 ミ^^ を不 

レ知 のみなら す、 佛舉を も 不レ知 也。 釋 迦の祌 通力 は怫 法の 中の 末成 事 也。 怫辔 にいへ る祌 通力 M 皆 幻術 也。 南键 の^ 昔 

ま 上手な りし を、 擇 迦 これ を ® 'て 佛 法を廣 むる 方便と せり。 釋迦は 此術を 得られて 一入 上手 也。 法 印 を 傳んも 得心す 

•  •  を 先 (ィ〕 ァリ  力 (ィ) ァリ 

べき 者に あらす。 後生 輪廻の 說 にも 思 ひ 入す、 何とも 取 入べき やうな き 者に、 幻術 を 以て 祌通 。をな せば、 さすが 凡夫 

こて 理 くらければ おどろく 故に、 それより 後生? の說に おもむきぬ。 釋迦 も不レ 得レ已 しての 神通力 也。 怫法を 中 夏べ 渡 

に て.. t 一 

す诗、 此術を 傅て は 中 夏 は 知 ある 國 なれば、 の佛法 共に 淺く ならん とて 不 4f た 5- 佛の 通力 也。 後世の 创^ の 及へ 
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シ し 法 な なな 

Q に れ はれれ 

共 方ば ； 


一 セ 九 

きに あらす とい ひしば かり 也。 中 夏に て 仙 家に 此術 少し 有し を、 空海坊 習て 歸國の 後、 折 々奇特 をな せり。 中 夏の 書 

にも 日本より. S 海と 云僭來 て、 仙 家の 術を學 びたり とかけ り。 與福寺 東大寺の 僭と、 空 海と 天子の 御前に て 法論に 及び 

し 時、 {4! 海 身より 光 を はなちければ、 兩 寺の 僧 頭 を 地に つけて 拜 したり。 天子 も 拜し給 ひしと 也。 又 天子の 御前に 生 

栗 有ければ、 火の 印 を むすびたり とて 手の内に て燒 栗に して 出したり。 其 外方々 にて きとく をな し、 怫 法の 方便と す。 

然 ども {4,- 海 は學カ ありければ 正 法に きとくな しとい へり 0 折々 きとく を あら はした る は、 末の 事 也と 思 はし めんがた 

て 病て ハイ) 

め 也。 釋撫 はくさ びら の 毒に あたり 背 痛して 死せ り。 達磨 は、 中 夏の 凡僧 ども、 渡世の 害になる CJ をに くみて、 毒 を あた 

察して 週れ ざる？ リ 

へて 殺したり。 過去 現世 未来 人の 心まで 見通す ほどの 神通力な らば、 何 ぞ其毒 を 不レ知 や。 不レ知 却て よし、 釋^ 達磨の 

力 (イソ, リ 

道の 疵には あらす。 怫書 にいへ る祌 通。 は 或は 幻術、 或は 權說 なる,^ を あら はさんが 爲也。 聖賢の 敎に は假說 あり、 假說 

BK  -.. ィ) 

と は 彼 物 を 以て 此 物の 理を云 也。 莊周是 を 一 變 して 寓言 をい へり。 寓言と は魔姬 のよ めいり、 髑體の 夢の 吿 どき 事 也。 

赏 髑髏の。 吿 はな けれども、 物い はせ て 生死の 理 をい へり。 權說は 又 寓言 をー變 して 方便に いへ り。 なき 事 なれば 偽な 

有 P うに  一 |f り (ィ〕 ァリ  の 、い (ィ： i ァ リ出づ (ィ) 

れ ども。、 釋迦は 凡 心 を 去て 慈悲。 よりい へれば、 僞も 方便な り。 幼少の 子 をす かす は 大方 僞 なれ ども、 慈愛の 心より 云 

方 K を (ィ〕 ァリ  . 

事 なれば、 僞 者と は 人い はざる が どし。 後世の 怫氏凡 心 ありて。 いへば、 方便 も僞 也。 故に 正 法に 歸 せし 佛氏 は、 奇特 

書  鲁毒 

を 好 は 利 心 成と いひ、 通力 を 說は野 狐 性な りと いへ り。 無用の長物 語 なれ 共、 惑と け ざれば 孝の 正理 あら はれが たし。 

E-5:i ァリ  配 (ィ) 

0 出る に まかせて 記し 置ぬ。 瘿 所の 形見と 思 ふば かり 也 0 われより は 久し かるべき あと なれ ど、 しのばぬ 人 は あはれ と 

も 見 じ 〔〇 孝 經外傳 或 問 卷之ニ 下 大尾 ト (ィ： >-ー ァリ〕 

孝 經外傳 或 問 四  一 二 s 


I 

や 


大學  」 

. 一 

發 端の 二字 を 以て 書の 名と す  _ 

ダイ ガクノ ミチ ハ  ： 

大學之 道  一 

いにしへ 大學 校に して 人に 敎 たる 道 也  一 

アリア キラ 力 II スルー I  メイ トク  ■ 一 

在 レ明ニ 明德 T  . 

人 は 天地の 靈を禀 て、 五常の 德を 含めり。 仁義の 身に 在 こと、 日月の 天に か、 れ るが 如し。 故 に 人の 性 を 明 德とー 

いへ り。 明德は 人性の 尊号 也 。他の 万物の 性 は、 此ノ名 を 得る こと あた はす。 人 は 陰陽 五行の 秀氣 あつまりて 生す： 

る 故に、 理の 照し 全し。 天の 德も 人に 依て 顯 はれ、 祌 明の 威 も 人に 依て ます。 五 尺の 身、 造化 を贊て 天 地位し、 ll^tj 

物 育す。 されば 天地の 中に 人の ある は、 人に 心の あるが ごとし 0 明かに す、 と は 顧 一， 謁天之 明 命？ 人の 人た る 人た) 

らんと 欲す。 故に 後來の 惑を雜 へ、 凡 習 を 除き， いまだ 盡さ る 所を盡 し、 いまだ 達せざる 所 を 達す 0 こ i を 以て，： 

大學 の 敎は 明德を 明かに する に 在と 云。 孟子， 云、 盡，， 其^ V 者" 知 性 T 也と いへ り。 心 は 靈覺の 名 也。 性情 を M 

大學小 解  •  一  一 
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て 神 明^なる^ なり。 其祌 明の 本然お ほ はれ、 靈覺 全から ざる 所 ある は 不：. 盡也。 尊；？. 德性 T 道； 一問 舉 一一の 功に 依 

て、 本然の 祌 靈明资 をいた す を盡， 心， と 云。 心の 靈^く もりな き 時 は、 性理 をの づ から 顯 はる。 性 は 本心 なれば なり 

アリシ タシム || ヒトヲ  — 

在 レ親レ 民 

民 は 人 也。 無 i 位 者 を 民と 云。 位 は 人の 命す る 者 也。 生れ 出た る 所 は贵賤 ともに 皆 天 民 也。 いにしへ は 皇子と いへ 

ども、 生れながら 官位な し。 凡人と 同じく 學 校に 入て 學び 給へ り。 人情 時變に 通じて、 治 #; を 知 給 はんが 爲也。 故に 

民の 字、 君臣 父子 夫婦 兄弟 朋友の 五倫 を I- てい へり。 親 は 五 典の 始 なり、 義刖序 信 を かねてい へり。 に 倫 相貌む の 

道 を 五 典 十義と 云。 明 德は廣 大，髙 明 • 神靈 • 不測 *幽 深 *玄 遠の 至 なれば、 是を 明かに する 所、 淸淨の 地 を 求る 

の談 あらん こと を 恐る。 五倫の 交りに ぉゐ て、 此明德 を 明かに す。 鳥 は 林に 棲、 空 を かけり、 は 淵杂 にす み、 車 

は 陸 を やり、 舟 は 河 海に 浮ぶ。 皆 其， 天性 也。 人生れ て 五倫 備 はる も 天性 也。 其 天性に あら ざれば 妙 用 あら はれす。 

故に 明明 德は 五倫の 交りに ぉゐ て、 五 典 十 義を行 ふに あり。 順逆と もに 五倫の 交り 砥石と 成て、 明德を 明かに する 

也。 德を 明かに する 天道 自然の 學校は 五倫 也。 故に 人 を 親む に 在と 云 

ァリ トド>-.-- 一 シ ゼン 

在. 止， 於 至善 一 

縱 者 は裤也 とい へり。 天 行 健に して 息 ことなし。 万物 を 造化して 無盡 蔵なる は 善 也。 人 其 性に 率 て 行 ふ 時 は、、 其 

跡^ 善 也。 性に したが はざる の 跡 は 不善 也。 故に 性 善と いへ り。 の 可 レ名は 跡 也、 不レ可 レ名を 至善と 云。 至善の 


一-  T 八 1 一一 

ジャ ウテ ンノ n トバ ナク ラト モナ シカモ  コレ テン ノ  メイ ァ • 

鉢 はいふべ からす。 上天 之 載。 無 レ聲無 レ奥。 人生れ て靜 なる は 天の 性 也。 靜 なる 以上 は、 不 i 可レ言 0 是天之 命。 於 

穆 不 レ已。 これらの 語 を 以て 見る 時 は、 至善の 本然、 言外に 明か 也。 未 發の中 は 至善 也。 時に 止る は 至善に 止る の 

跡 なれ 共、 是叉止 n 於 至善 一一 也。 人の 君と して は 仁に 止り、 人の 父と して は 慈に 止り、 人の 臣 として は 敬に. d り， 人 

の 子と して は 孝に 止る。 天下 道 ある 時 は、 兼て 天下 をよ くし、 天下 道な き 時 は、 ひとり 其 身 をよ くす。 貧 而 樂。 

富 而好レ 鱧。 無心 自然にして 靜坐 すれば、 申々 夭々 の氣象 あり。 鄙 夫 問 つ 於 我 一一。 空々 如たり。 今日 吾人の 受 用に 在 

て は、 不瞎不 聞 を 戒慎 恐惧 して、 未發の 中を存 養す。 天地万物 収歛を 主と す。 發散 は不レ 得， 已の氣 象 を 見て、 精神 を 

収斂し、 應事接 物見 一一 其 背 一時 は 物來て 順應す 。其餘 は をして 知べ し。 止- 1 於 至善 一一に あらす と 云 ことなし。 國 家の 

タス ケ  ガヅ  ィ ハク 

政道に 及で 時 所 位に 叶て、 上下 安く 造化 を贊て 天長地久なる も 止 r 於 至善 一 の 功 用 也。 合 ラ於內 外 V 之 道 也。 或 書-二 ir 

今 それ 天の 湛 然として 虚 明なる は、 習も染 ベから す、 淵 然として 靜 深なる は 才識も 測る ベから す、 大虚の 本 鉢 也。 

ム シ  ク ダリ  ヲ 3 ゾ 

蒸て 雲と なり、 降て 雨と なり、 鼓して 風と なり、 激して 雷と なり、 屈して 塞と なり、 伸て 暑と なる。 凡 ニ氣感 通の 

妙、 万物 發 生の 機、 太虚の 實理 これ を 主宰して、 湛然淵 然の本 鉢 まことに 自若たり。 これらの 造化の 氣象を 見て 止 n 

於 至善， の 眞を識 得すべし といへ り。 至善 は 無 極の 理也。 止 は 無 極に して 太 極の 儀な り 。專 いへば 明德と 云て 至善 

其 中に あり。 至善と 云て 明德其 中に 在。 鏡の 虚明を 明德と いひ、 物に 應 じて 跡な きを 至善と いはむ がごと し。 鏡に 

は神靈 なし、 鉢の 明の み 也。 明德は 神明 也。 止 二 至善 一一 は 明と 德親 民の 工夫の 主宰 也。 孔子.' 曰、 至善 を 期して、 其 爲 

ィ へャブ 

によらす と。 むかし 鲁國 に. 寡 夫鰥婦 あり。 夜風 雨つ よくして 鰥婦の 屋壞れ たり。 寡 夫の 家に 行て、 戶 をた、 き、 今 

大學小 解  m 
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^の 風雨に 我屋 やぶれて 居べき やうな し、 こよ. ひの 宿 を からん と 請。 寡 夫， 云、 男女と もに 六十なら ざれば、 兑 者な 

きに は 二人 居る ベから す。 鰥婦ノ 云、 何 ぞ柳下 惠を學 びざる や。 寡 夫 21r 柳 下惠は 可也、 我 は 不可 也と 云て、 終に 

不レ 人。 孔子 聞 給 ひて， 善哉、 柳 下 惠を學 で 如レ斯 なる は あら じ。 至善 を 期して 其爲 に不レ 襲との たまへ り。 柳 下 

婦人な き 時、 夕に 及で 若き 女の 道に まよへ る あり。 里 をと へば 遠し。 よび 入て 夜 を 明 させ、 をく りて m 一へ つか はせ 

り。 父兄 其 慈を悅 び、 鄉人其 仁 を 好し、 疑 ふ 者な し。 たと ひ 寡 夫 心 はけ がれす とも、 柳 下 恋の 德に 及ばざる 時 は、 

人の ゆるさぬ 處也。 故に 不可な りと いへ り。 柳 下惠と 行跡 は 各刖違 ひたれ ども、 學 でとの たま ひし 孔子の 心 をし る 

べし 

トド マル 1 ヲ ノチ -I アリサ ダ ザル「 

知 _丕 而.^ 后 有 

至善に 止る こと を 知な り。 動 靜語默 應事接 物 有事 無事 閑居 獨 座に 至る まで、 時に 止り、 時に 用る は 至善に 止る こと 

をし る 也。 故に 心に 主宰 ありて 定る こ と あり 

サ ダマ 5- 子シ カフ メノチ 一 ーョ クシ ダカ 

定而 后 能 靜ず 

靜 は 動 靜の靜 にあら す。 心適莫 なく、 好悪な し、 義 と共に 從て 無欲 也 0 故に 能靜 也。 動靜を はなれて 動靜 ともに 

シづカ 

靜也 

シヅ カー ーメシ カフ ダ ノチニ  m ク ヤス シ 

靜 而后能 安 

ズ鬭 


,  一 八 五 

旣に 無欲に して 靜 なること を 樂む時 は、 吉凶 順逆 吾心 中の 一事に して、 其 位に して 行 ふ、 其 外 を不， 願。 故に 其 

心の 動かざる 事 泰山 の 安き が 如し 

ヤス フシ カフ ダノチ  一 I ョクヲ モン、 パカル 

安メ而 后 能 慮 

慮 は 心 思變に 通じ、 精義 入神 用 を 成な り 

ヲ モン、、 ハ カッテ シカ ウメノ チ 一一 ョク M タリ 

盧 而后 能 得 

思慮 神明に して 能 常 也、 能權 也。 從容 として 道に 中る。 入と して 自得せ すと いふ ことなし。 定靜 安盧得 はが 止の 後、 

日 新 盛德の 階級な り  - 

モノ ァリ ホン、、 ハツ n トァリ シゥシ  シル 寸ハト a  ロヲ セン コ ウス ル チカ シ ミチ II 

物 有 1- 本末？ 事 有 二 終始？ 知 . 所 二 先 後, 則 近， 道矣 

物 は 天地 萬 物 也。 天地の 本 は 太虚の 神道 也。 天地 ありて 後 は 天道と 云。 先天 ありて 後地 あり 0 天生 じ 地 是 天道 

の 本末 也。 万物 は 人を靈 なりと す。 故に 人道 立て 万物 治る。 是 天下の 本末 也。 五倫 は 生育 を 以てい へば、 夫婦 を始 

とす。 故に 夫婦 有て 後、 父子 あり。 敎を 以てい へば、 父子 を始 とす。 故に 人君 天下に 敎 を施ゲ に、 忠を いはす して 

孝 を 第 一 とす。 治 を 以てい へば、 君臣 を始 とす。 極 を 立る の 大義 あれば なり 0 故に 父子 君臣 夫婦 を 三 鋼と 云。 三 綱 

はたが ひに 賓主 をな せり。 兄弟 朋友 是 につげ り。 兄弟 は 同 親 同氣の 兄弟 なれば、 枝 を つらぬる が 如し。 朋友 は異親 

異氣の 兄弟 也。 天地 を 父母と すれば 也。 故に 朋友 も 信 同じければ、 年長す る を 以て 上と す。 是を 長幼の 序と いへ り。 

大學小 解  £ 
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是 物の 本末 先 後 を 知て、 五 典 十義行 はれ、 人倫 明かなる 時 は、 道に 近し。 事 は 心の 思 ひに 始て、 身の 用に 終る 者な 

P0 人の 動靜は 天地の 化育 を 助けて 尤 重し。 其始は 心に あり。 心に 一念き ざす 所 善 なれば * 思 ひ 共 {R を 得て 邪 な 

し 0 身に 施して 身修 り、 家に 施して 家齊 り、 國に 及で 國 治る。 是先 後す る 所 を 知て 道に 近し。 一念 起る 所 不善 なれ 

ば、 思 ひ 共宫を 失て 邪 也。 身不 i 修、 家不 レ齊、 國不 i 治。 一念 獨 知の 所に ぉゐ て、 戒愼せ ざれば 思 ひ亂れ て心不 

タダシ カラ  ノ チイ マシ  ゲキ 

-正。 身行惡 多して、 後戒 むる 時 は、 思 ひに さか ひ 心に 逆して 改めが たし。 是先 後す る 所 を不レ 知して 道に 遠き 也 

ィ 一一 シへノ  *  " ス.， アキラ 力 I 一  セント トク ヲ テンカ II モノ 

古 之 欲レ 明： 一 德於 天下一 者ハ 

古と は孔 夫子の 時より 以前、 三 皇五帝 三 王の 時 を さして 云 也。 明德は 天下の 逹德 也。 五倫の道 は 天下の 逮道 也。 齊 

{ 豕治圃 平 天下 は、 位に 隨て人 を 親み 一 鉢の 實を盡 す 也 0 身 を 愛せざる 者な し。 痛き 痒き 覺 えざる^ なし。 心の^ 物 

に をけ る も かくの ごとし。 家に 在て は 家 を 鉢に し、 圃に 在て は國を 鉢に し、 天下に 在て は 天下 を脉 にす。 心の が 物に 

をけ る 鉢せ すと 云 ことなし。 我 明德ー 鉢の 實盡 して、 初て 天下に 明か 也。 故に 五 典 十 義は明 德の感 通 也。 感 通の 故 

によって 本 鉢の 明 不明 を 知り、 お ほふ 所 あり、 ふさがる 所 ある こと を 知て、 敎を施 十 者 也。 君 相と ならで も克け 己- 

*- へ S レイ  イタり チウ クハ ァ ラタ 

レ禮- 一時 は、 顔 子の 閑居と いへ ども、 其明德 天下に 明か 也。 致-中和 一一 新に する 民 を 輿し、 天地 位し、 万物 育し、 四 

海 浪を揚 ざる ごとき は、 天下に 明かなる 明 德の功 用 也 

►  * ッ， サム ソ / ク ニヲ 

先 治- 1 其國 I 

f<lC 
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其國 は邦畿 千里、 天子の 畿內の 國也。 畿內の 國を能 治る は 四方の 諸侯の 手本 也。 

ホ ッスル ヲサメ ントソ /クー 一 モノ マ ヅト、 ノフソ ィへ 

欲 4Sm 其國 T 者 ハ先齊 m 其ノ家 T 

其 家 は 天子の 親族 也。 諸侯 も 同じ。 それ 諸疾は 先祖より 國を傳 へ、 誰 にても 天下 を 取 人 を 主君と しした がふ 者 也。 

親族 は 天下 取の 幸に ひかれて 富貴 を 得る 者 也。 賤 しき 者な どお ほく 富貴 を 得れば、 風俗 あしき 者な り。 すて をけば 

恨み、 取 あぐれば 奢る 者 なれば、 と、 のへ 難し。 不レ 恨、 奢らし めす、 上の 仁政 を 助く る やうに する は、 其 家 を齊ふ 

る 也。 德を 好み 道 を 尊び、 志しよ きに は 地 を 多く あたへ て 治めし め、 心 もとな きをば 其 地の 貢物ば かり あたへ て、 

其 所へ は 代官 をつ か はし、 上より 治めて 士 民の 迷惑せ ざる 樣 にし、 一向 無知 無才に て、 士民を そこな ふべき をば、 

くだして 庶人 とし、 折く 不足 を 省みめ ぐみ 給 ふ 也。 富 贵の人 交 はり せんより は、 心安くて まされり、 と 思 ふ 様に 

し 袷 ふ 也。 一家の 事 なれば、 いか やうに しても 撣 りなし。 四方の 諸侯 も是を 見て 愼 みあり。 天子の 親族 風俗よ く、 

奉行 人 皆 仁 厚淸白 なれば、 國 をの づ から 治る 者 也。 則士 民の 師 なれ ぱ也 

ホッス ルト、 ノ ヘント ソノィ へ モノ マ ヅヲサ ソ ミ 

欲 レ齊 M 其 家 T 者 ハ先慘 1 其 iT 

ク バ ク タヅ. \ シシ 

一家の 心 を 正く し、 風俗 をよ くす る こと は、 其 身 を 能修れ ば、 をの づ から 手本と なりて、 不レ知 不レ識 過化存 神の 妙 

あるな り。 

ホッ スルヲ サメ， ノト ソ ミ モノ マ タタ *、 シ フソノ  a  、  n 

欲 其 i 一 者ハ先 正 1 ハ、 お 

大學小 解  ，  七 
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心 は 港 覺の名 也。 性情 を すべたる 者 也。 ^-に五常の條理ぁり、 云 仁義 醴知信 氣に七 情 あり、 云 r! 喜怒哀 馏愛惡 

欲 T。 心 主 を 得る 時 は 七 情 皆 理に隨 て 正し。 心 主 を 失 ふ 時 は 七 情理に もとりて 正しから す 

ホッス A タ V シフ セント ソ n  、口 モノ マヅ マコト ソ コ、 a  、、ハセ  - 

欲 レ正二 其/お 者ハ先 誠； 一 i つ 意 T 

聖人の 心 は {仝 よ 如たり。 意の 動な し。 寂然 不動に して 感じて 通す るの み。 大賢の 心 も 近し。 聖人の 心、 天と 同胙な 

る を うらやみて、 俄に 意 をな くせんと 欲する 時 は 病 を 生す 0 誠にす るの 工夫 を 以て、 自然に 意な きに 至るべし。 

故に 誠 聖學の 淵源、 心 法の 起る 處 なり 

ホ ヅ ス， - マコト 一一 セント ソ a  、  &  、、 (セ モノ  一二 ツイ タル ソ チ 

欲 レ誠 M 其螆 T 者ハ先 致，， W つ 知 一 

^知く もりて、 本分の 明 照 さ る ゆへ に 心に 惑 ひ あり 0 意に 不常 性來 ありて， 間 思 雜慮止 時な し。 しかる 故に， 夢 

に 正 お 稀に して， 妄 夢お ほし。 故に、 意 を 誠に せんと 欲する 者 は 其， 知の 本然の 明 をみ がき 出さん とす。 知 明らかに 

成て、 心に 惑 ひなき 時 は、 大陽 東に 出れば 狐 強 衆 邪の がれて 跡な きが 如し 0 知 を 明らかにせす して、 意妄を さらむ 

とする は、 閱 夜に 狐狸 を かるが 如し。 東に 减 して、 西に 生す るの み 

ィ々 ル 「ハチ ァリ タ、 >ス3 ト 

致 レ 知-一 在レ格 i ヲ 

物 は 事の 鉢に して、 事 は 物の 用 也 0 故に 物 あれば 事 あり、 事 あれば 物 あり 0 物の 字 をコト とよます る處 也。 天下の 

物.？ $、  .4 倫より 尊き はなく， 五 事より 耍 なる はなし。 故に 五 事に おねて 非 心 を 格し 非 禮を戒 むる を 格 物と 云り。 格 

- 八 < 
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物の 功 至て 精義 入， 神-者 は 知 明らか なれば 也。 學 も不學 も、 士 たる 者盜を せざる 心 は 死に 至る まで 變ぜ す。 是ー つ 

は 生れて よりこの かた、 自然に 格 物して 精義 神に 入 たれば 也。 故に 夢にも 盜 をした る 事 はみ す。 是ー つ は 聖人に 無 

レ夢 所に 至れり。 こ k にお ゐて心 鉢 空ぶ 如の 本眞を さとるべし 

；^; ^ノぉ リノ ー5 チ お チ nl ィ テお フノ コ JP, 、ハセ マお 。ァ リコ，；， セマ ilr- ノ フメ) チコ、、 ロタ；： ンコ 、ロタ，、 シフ- f 、；サ ： 

杉 格 而 后 知 至 タ至 fm 后 意. 誠。 意 誠 而 后 心 正。 心 正 而.' 后 身 脩 0 

1 ぐ,^ マツ  一- -TJ  メ； fu.x い ト,： リゎル ト，、 しフ； ァ ノ -チク -I ヲサ マルク- 1 ヲサ マツ テ ノチ テンカ タ イラ 

お 脩 ley 后 家 齊。 家 齊 而.^ 后國 治。 國 治 而> 后 天下 平 カナリ 

先の 字 を 以て 本始を たづね、 后の 字 を 以てしる し をい へり。 畢竟 致 知 格 物の 心 法に 歸す  . 

莊周 * 一 fr 道の 眞 * 以て 身 を 治め、 其 緒餘、 以て 國家を め、 共 ノト 土サ 直、 以て 天下 を i どい へり。 道 を 以て 身 を修る 

こと， 天子 諸疾 より 士庶 人と いへ ども 別の 法な し。 修身の 餘慶 ほどこす 所、 廣き あり 狭き あり。 其ノ 富有の 分 こした 

がふの み。 たと ひ國家 善事 を 施す といへ ども、 入 君德を このみ、 道 を 尊ぶ の實 なき 時 は、 其 善 事大なる ベから す。 

遂 ベから す。 是を其 本亂れ て末不 レ治ラ とい へり 

；ノ トコ 口  ノア、 レフ スル モノ ウス フメ  ソノ トコ ロノ ウス フス,^  ft ヌ AV '、- ，や -- 

其 所. 厚 者 薄。 而其所 . 薄 I。 气ポ： 秦， 也。 f$f 

人君 道德を 好て、 厚く 身 を 修る時 は、 其德 行家國 天下に 及て、 一 t する 所 厚く 治れり。 後世の 人君、 II 家 天下の 平 治 

大學小 解  ：， 
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を 欲すと いへ ども、 身を修 るに 道德を 以てせす。 故に 厚 せんと 欲する 國家 薄して 長久なら す。 我に 忠 あれ、 よく 奉 

公せ よとの み 戒めて、 鄕里 にして 孝弟の 敎 なし。 故に 忠臣 すくなし。 奉公 を 勤む る 者 は、 己れ が 立身 を 心に かけて 

利の ためにす るの み。 いにしへの 賢 君 は、 我に 忠 あれと いは ざれ ども、 小 學の敎 孝涕を 尊に すれば、 家 毎に 孝子、 

國智 忠臣と なれり。 國 家の 長久 を 祈ら ざれ ども、 をの づ から 長久 也。 是知 至て 本 を 知 給へば なり。 俯 身 を 本と する 

バ TIT- ゥ  ^^ノ.^ftラ 

者 は、 其 學旣に 實也。 實 ある もの は、 かなら すしる しあり。 木 を植る 者、 その 根本 を 厚く 培 擁する 時 は、 其 枝葉 自 

茂し 0 その 厚すべき 根本 を 薄して、 其 薄す る 所の 枝葉 達する 者 は あら じ。 本に 薄して 末 を 厚す る は 眼前の 利 を 兄る 

が 故 也。 德 を不, 知人 は、 天下 國 家の 大 なること を 知て よく せんと 思 ふに 急 なれ ども、 其實を 不レ知 故に、 法制 知 術 

の 末に 專 にして、 其 本の 道德 にある こと を さとらす。 本 を 養て 末 自 脩る 者 は 知の 至 也 

イワ ュ几 マコト 二 スト ハソ/ コ, 口、、 ハセ  ナカ  ミヅ カラ ァザム  ゴ トク 一一 クムが ァ クシ ゥ  ゴ トシコ ノムが 力 フシ m ク ゴ レコレ プィフ ジ ケン 

所謂 誠 M 其 意 一 者。 母， レ i ト" 自 欺 r 也。 如レ惡 I- 惡臭 r 如 レ好ニ 好色 T。 此之 謂， -自謙 t。 

カルが ュ へ-一 クン シ カナ ラズッ 、シソ ヒ トリ 

故 君子 ハ必 經其， 獨 i 

不レ舉 して 知、 不 レ^して よくす るの 良知 良能 あらす とい ふこと なし。 不義 を惡 み、 惡を 恥る の靈明 我に^ を 云 也。 是 

聖學の 主 本 也。 故に 良知の 知 處の善 をな し、 良知のに くむ 處の惡 を 去ば、 誰か 好 人たら ざらん。 只み づ から 欺て せ 

ざるの み。 自 欺 に 依て 意馬 奔走す。 不レ 欺と き は をの づ から 意な し。 心の 發 する 所、 性 命の 正に 隨て自 欺の 意 令むな 

ければ、 心！ 虚明 にして、 惡を にくむ 事 は惡臭 をに くむ ごとく、 善 を 好む 事 は 好色 を このむ ごとくに して 不 5 能レ已 也。 
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謙 を へりくだる とよます る は、 謙の 皮膚 也 0 謙の M は 無欲 無我 虚 明の 心 鉢 也。 無心に して へりくだり 讓 るを自 謙と 

い へり。 無心に して へりくだり 讓る者 は、 虚明 にして 一 物なければ 也。 虚 明なる が 故に、 我な し。 明かなる が 故に、 

シヅ タイ 

人の 善 をし る。 人の 善 を 知て 我な き 時 は、 ゅづら すと 云 ことなし。 只虚 明なる が 故に、 好惡の 5^ 滞な くして、 善 を 

好む こと は 好色 を； 0 のむ がごと し、 沛然と して ふせぐ ベから す。 惡を にくむ こと は惡臭 をに くむが ごとし、 流水に 

けがれな きが 如し。 善の 好む の 至り は、 德を 尊に しく はなし。 惡 をに くむの 至り は、 愼獨 にしく はなし。 故に 仁 賢 を 

魏で流 俗に そます、 日に 善 をな してやます、 猶謙 にして 自み てりと せす。 故に 一念 獨 知の 所に ぉゐ て、 不睹不 聞 を 

戒 愼恐惧 する のみ  ，  ！ 

セフ ジン カン キヨ  ナ フゼン  ナシ トコ 口 ズト云 イタラ ミ クン シ シ カフ ノチ アン ゼン ヲ、 フソ フ ゼン  ァラ ハス ソ ゼン 

小人 閑居 メ而爲 r- 不善 一。 無， 所禾レ 至。 見 碧 ま而 4。 厭 然ト. '換 1 つ 不善 i 著 H せつ 善 一。 

ヒト ミ  レ ゴト ミル ソ ハイ カン  ナン ヱキ ァ ラン コ レイフ マコト  ゥチ ァラ ハルト』 * 力 力 1 が， ュへ 二. v.- 

人 ノ之視 "己ヲ 如 t 見？. ir 肺肝 r 然ラ、 、ハ 則何ズ 全. M 矢。 此ヲ謂 T 誠 パ於中 一形 * 於 外^ 故 君 

シ  ッ 、シン ヒ トリ  ソゥシ ィ ハク ジ フボク トコ ロミ  ジ フシ ュ トコ 口 ュビサ ソレ ゲン ナル カナ 

子 ハ必. ームー 其ノ獨 一也。 曾子ノ 曰。 十目 ノ所， 視ち 十手 ノ所レ 指さ 其嚴乎  • 

ザル ホロ ビ 

小人の 閑居 は獨 居の みに あらす。 我に 同じき 小人 寄 合て 惡言亂 行 憚な き 鉢 也。 しかれ ども 本心の 靈明レ まだ 不レ 亡、 

. 故に 君子 を 見て は 恥 恐る- -心 生じ、 燈を けして 座中 を 見せざる ごとく、 言行と もに 愼で よき 者 ふりす。 故に 君子 小 

人、 ともに 公界 にて はさの みちが ひて みえす。 此 君子 必 しも 賢者に あらす、 小人の ごとき 不善 をせ ざれば 小人の 爲 

大舉小 解  1 一 
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に は 君子. so 其 君子 は、 小人の 不善 を 何事と もしら ざれ ども、 小人の 心に は 肺肝 をみ とおさる、 ごとく 苦しく 思 也。 

小人 は 不善 をす る を樂と 思へ ども、 却て くるしむ 事 なれば、 益 もな き 事 なれ ども、 くらく 迷て わき まへ す。 善悪と も 

に!^ に 誠 ある 故に、 終に はル にあら はる、 者 也。 隱 よりあら はる、 はなく、 微 より あきらかなる はなし。 故に 

君子 は 自己の 獨 知を愼 むの み。 十目 十手 は、 衆の みると ころ 指さす 所 也。 世間に 十 人な みと 云 こと は、 千 人な み、 

万人な み 也。 十と い へば m の 極 なれば 也。 心 は 無色の 者 なれば、 其 善悪 知が たし。 吟味す る 者 は 却て しら ざれ ども、 

吟味せ ざる 衆人 は、 其赏を 指す 者 也。 是 善悪と もに 誠のお ほふべ からざる 也 

トミ ハウ ルヲシ ヲクヲ トク ハウ ルヲ スミ コ、 口 ヒロ チイ ュ- タカ I に』 々ン シ. - 、力、 ナラズ j,J; t 、 r1、 コ、 ベセ 

富 潤 レ屋。 德潤 レ身 t 心 廣 ク體胖 ナリ。 故 一一 君子 ハ必 誠 一一 一一 ス其ノ 意 T 

^大は 心の 本然 也 0 心 本然に 歸 する 時 は、 鉢 をの づ から 胖也。 富有の 者の 屋は 下地 S 固なる 上に、 時に 先立て 修理 

を 加 ふる 故に、 風雨に も あやうき 事な し。 有 德の人 は 其 身 善人た る 上に、 自 反愼獨 やむ 時なければ、 國有 レ^ 時 は 用 

られ、 國道 なき 時 は 災害 をまぬ かる。 道 德身脉 に ほどこして 從容 たる 時 は、 閏レ 身の 至 也。 誠意の しるし 也。 心の 發 

する 所、 性 命の 正に 順て 自 欺の 意 念なければ、 自謙靈 明の 本 鉢 泰然と して 心 廣鉢昨 也 Q 孟子の 浩然の 氣を養 ふて 天 

地の 聞に ふさがる とい へる が 如し。 不善 をす る 小人 は 貧乏なる 者の 屋の ごとし。 破れ か" り、 倒れ か、 りたれば、 

風雨の 恐れ あり。 とかく 其 ま、 にて は 立 まじき 鉢 也。 何事な く 死す る は 幸に してまぬ かれたり 

$o  i¥ キ淇 i 一。  ^.p.  スさギ つ 磋：， 力。 . ^トク J スさ i. けぎ。 
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シヅ タリ カン タリ カク タリ ケン タリ アル アヤ クン  ツイ  ぺカラ ヮスレ  ゴト セヅ  ゴ』 、ソ サスレ ゲ  ノ フ-ソ *- 

瑟兮 僴兮。 赫兮 喧兮。 有， 斐 君子。 終-不^, 諠兮。 如 窃スル ぶュ磋 者 道 ¥ヲ 也。 如ク 

レ琢ス ルが如 i 磨スル i 自脩 ムル 也。 瑟兮 僴兮ト 者拘慄 %  ^^il 一^お お ihi^fki,; ん 

ぺ カラ ヮスル  ィフ セ イト クシ ゼンタ ミノ ザルヲ ァタ ヮ スル、 ti 

レ可 兮者道 ニ盛德 至善 民 之 不一 レ能ゅ 忘 也 

文義 章句 大全に つまびら か 也。 詩 を 引て 前章の 餘情 を述て 格物致知の 受用を 明す。 初に は自 謙と 云て、 君子の 知の 

全く S: に 用ても る， -事 なき 本然 をい ひ、 次に は 小人の 不善. S たらざる 事な き 者 も、 天眞の 知? と をい へり。 致 

知 は 尊 ri 德性 T 也。 格 物 は 道 ニ問學 一-也 0 切 嗟 球 磨 は 問學の 功也 0 切 碟の主 は 知 也。 誠意の 工夫と て、 致 知 格 物の 外に 

なし。 故に 偉の 初 は 誠意 也。 誠意の 章に お ゐて格 致の 工夫 を 反復して 誠意の 功と する 處 也。 問、 格 物 は 五 事の 非 を 

3 パ  3 レ 

た す 也と いひて、 又 道 一一 問學 一-と 云る は 何 ぞゃ。 云、 五 事 を 本と して 道 一一 問學 一は 實學 也。 問學 のみ 事と して 五 事 を 要- 

と する 者 は 入 德の學 にあら  t  叉 五 事の みに よりて 問學 によらざる 者 は、 切 礎の 功く はしから す。 MyiH^T な 

^ ^ ザ，^, 、 ョル  ゴ トク タク ス ルザ- コトシ マス ルガ ミヅ カラ ヲ サム ル 

と は 道 レ學- 一とい へる は 道 n 問學 一一 也。 如レ球 如レ磨 者自 條 なりと 云る は、 五 事の 上に 工夫 を 用る 也 

-xr,  ノ  s^-r.. ァ、 ".Jt* ン ワカ プ ヮス ラレ クニ- ン. ケニ ソ ケン シ カフ シン ソ シン  セフ ジン ハタ ノシ ソ タノ シミ ヲシ カフ メリ 

詩 二 tr 。於戲 前王不 fe  。君子 ハ賢 ri つ 賢 T 而メ 親； 1 ス其ノ 親 一。 小人 樂 っ樂， 而 利ひス 

ソ リ  コ、 モヅヲ フレド モヨ ズ ヮスレ 

其ノ利 T。 此ヲ 以テ沒 ， 世 ヲ不レ 忘 也 

前 王 は 文 王武王 也。 成 王 周 公の 攝政を かねてい へり。 其 遺 德遣風 を 思 ひした ひて 忘られざる 也。 君子 は 在位 在德か 

大畢小 解  1=1 
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ねたる 君子 也。 君子 は 公卿 諸 俟大夫 其 中に あり。 賢ぶ ル i 賢，、 賢者 を 尊で あげ 用る 也。 仁政 は 賢 を 得る を^ 一  とす。 

ス 5."-， は、 親しむべき 人 を 親む 也。 則國家 天下の 敎 也。 天下の 人の 父た る 者 を 敬 とい へる 者 也。 親よ の 敎も賢 

を 得 ざれば 行 はれす。 故に 聖主賢 君の 先務に 急なる 虚也。 知の 實は人 を知是 なり。 大學の道は王^3也。 聖主の 天神 

地祗に 事へ 給 ひて 極 を 立 給 ふ。 道 は 賢 を 得る より さきなる はなし。 四方の 歡心を 得て 先王に 事へ 給 ふ 事 も、 »<臣 な 

くて はかな はす。 德は 親. - に本づ くと いへ ども、 親々 の 道 は 賢々 より 生す。 賢々 の 明 くらければ、 國 ほろび、 天下 

亂る。 親 有ても 親愛すべき 處 なし。 故に 王道 は 賢々 を 先と す。 在位の 人、 德を 好ま ざれば、 自己の 好惡 あり。 好惡 

の 執 滞 あれば、 賢 を 知と いへ ども、 好惡の 欲に さはる が ゆへ にいみ にくめり。 小人と しれ ども、 好悪に かな ふが 故 

に、 近付 者 あり。 此 小人 は あしき 者に あらす、 下に 居 者 をい ふ 也。 上德を 好み、 道 を 尊び 給 ひて • 慈 謙儉の 三资を 

たからと し 給 ひて、 財 散 じ民聚 る。 故に 農工 商： IIT 天命の 分 をた のしみ、 其 業 を 利と して 外 を 願 はす、 足 ル事を 知 も 

の は 富り。 民間の 婦女 も ネ苡の 天 遊 あり。 其 代に ありて は、 德大 なれば 不レ 知、 た と はざる のみ。 遠ければ til- む 

こと あり。 故に 忘る、 こと あた はす。 風 淸く俗 美に、 上 安く 下 順 なれば、 其 遣 化 を 樂む事 其 中に あり 

カウ コゥ ィハ  ョク アキラ 力 トク 

康誥- 一 曰 S 克 明-一 スレ 德ヲ 

人 皆明德 ありと いへ ども、 明かに する 事 あた はす。 た 5- 文 王よ く 其德を 明かに すと いへ り 

大甲 -nro 顧； -rsr 天 ノ之明 命 T  、 
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天命 を 恐る、 意思 あり。 天より 人の 人た る 明德を あた ふる 故に、 仁義 禮知信 は、 人の 心に 明に し、 身に 行 ふべき 天 一 

職 也。 万物の 長と して 諸 物 をした がふる は、 天命 を受て 奉行 職に 居、 知行 を 給る がごと し。 知行の み 取て、 其 職お 一 

廢 する 時は罸 あり。 天より 明かに 人の 性 を 命ぜられ、 万物 をした がへ ながら 其 天命 を 恐れざる も 同罪 也  ！ 

ティ テン ィハ  3 少 アキラ 力 シ ユン トク 

帝 典-曰 S 克 明； 一ス峻 德ー  . i 

峻は 高大 也。 天下に 明なる 明德 也。 光 T1 被 四 表 • 一格 ニ于 上下 一一 是也。 德本大 也。 帝堯 によって 德の大 を 知 也  一 

ミナミ ゾ カノ アキラ 力  わ 

皆 自 明- スル也  . 

仁 を 欲すれば 仁 こ、 にあるな り  一 

タウ  、、ハンメ イイ ハ  マコト t や 、ァ ラタ ヒ *,、 ヒヾァ ラタ  マ タヒ、 、、ァ ラタ  ，； 

湯ノ之 盤ノ銘 一一 曰 S 苟 曰 一一 新 一一。 日日 一一 新 一一。 又 日 一一 新ナリ  \ 

解 章句に みえたり。 宇宙 有て よりこの かた、 日と して 生せ すと いふ 事な し。 天 行 健 ナリ。 君子 以テ 自 强メ テ不レ 息。 君 一 

子の 學、 天道に 同じき 時 は、 朝に 聞て 夕に 死と も 遺恨な し  一 

カウ コ ウイ ハヲ コア ラタ  タミ  一 

康誥 曰"。 作ース 一新 一一 スル民 T  i 

みづ から 新に する の 民 也。 民 は 人 也。 いにしへ は 農兵に して 士民 聞に あり。 民と い へば、 士人 其.^ 中に 有。 作 は 新 一 

よって 愛 を をし へ、 嚴 によって 敬 を敎る 也。 鼓レ之 ，舞 ^ 之， 自 新に する 人民 を 振 ひ 起し、 日 M に 善 をな さしむ。 翥 

大擧小 解  1E  ふ 
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舜の民 は比屋 善人と い へる これ 也 

シ ィハ  シゥ ィへド モキ ゥ ホウ  ン メイコ レア ラタ  ゴ/ ュへ クン シ ナ ト T1JJ ズト云 乇チヒ  キ m ク 

詩-一 Dr。 周 ハ雖こ 舊邦 r。 其乂叩 維新 ナリ。 是故 一一 君子 ハ無 不， 用 一一 其， 極 T 

タ lb チ 

周 は 后 稷國を うけてより 千餘年 也。 富貴 は 久しく 持 難し。 世 を かさぬ る 者 は必す 子孫 衰 ふる 者 也。 古 <Jr 代々 r 蝕を受 

たる 家に 善人 生れが たし。 故に 賢 を 求る こと 野に ぉゐ てす とい へり。 周の 國千餘 年に して 久しければ、 衰 ふべき こ 

となる に、 却て 新に 天命 を受 て、 天下に 王たり。 丈 王 其德を 新に し、 新に する 民 を 興し 給へば、 天命 も 加 はりて 新 

也。 --極 は 天の 明 命に して、 造化の 主宰なる が 故に、 蓮 命 を も ひき かへ す理 あれ 也。 時處 位と なく 君子の 其 極を不 

レ 用と いふ^な き 處也 

シ ィハ * ゥキ セン リ コレ タミ トコ 口 ト 、や， ル 

詩-云 さ 邦 幾千 里。 惟 民， 所ズ止 

東西南北 四方 千里 を 天子の 幾內 とす。 日本 王 代の 時、 大和 山城 攝津和 泉 河內、 五ケ 國を 天子の 幾 内と せし が 如し。 

人主藏 入の 地 也。 载內は 自然に 中和の 風 あり。 文武！ i 樂中を 得て 俗に 落す、 民の 風俗うる はしく ゆるやかに てせ は 

くしから す。 ごと 大 やうに て 四方の 通路 自由 也。 士 は王臣 たらん こと を 欲し、 民 は 王土に 耕さん こと を 欲し、 

ェ商は 王 都に 住居 せんこと を 欲す。 たと ひ 住居せ ざれ ども、 せめて 一度 は 行て 見た き 心 あり 0. 心服す る は 止る！！ 也。 

東西南北の 人民の 心 を 止る 處也。 日本 もい にしへ は 如 此 ありし といへ り 

一九 六 
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シィ <  ビン.，.. ハン ク ハウ チャウ ト •、， キゥグ  ノ玉  ヲ イト タ， ル -ーシ ソ トゴロト^-マル ペケ ンャモ ッヒト  一 

詩 一 一考。 縟蠻 タル 黄 鳥。 止， ルー 于丘隅 r 子ノ曰 ハク。 於 テレ止 知 1 つ 所 ブ止。 可 下 以又ヲ 而メー 

不 如 S さモ乎  .  ^ 

解 章句に みえたり。 山の 高く け はしき 上に、 しげりた る 木 あるに、 黄鳥 止り 居れば、 人のと るべき 所に 非す。 鶩鳥ー 

うつべ からす。 身 安く 聲 ゆるやか にて、 春 をた のしむ こと 深し。 鳥 だに も 其 止る 所 を しれり 0 仁 は 人の 安宅 也。 義ー 

ズ ヲラ ステ ザ レョラ  ； 

は 人の 正路 也。 安宅に 居て 正路 を 行 は、 至善に 止る 也。 しかる を签 して 不レ 居、 舍 て不レ 由ば、 心苦しみ 身不レ 安し 一 

て、 鳥に も 劣れる 也。  ^ 

シ ィハ  ボタ/ il ブン ワウ  ァ： ンゥキ  ケ イシ  シテ ヒト キミ トずマ  ジン シテ  ト、， >  マ  ケィ  シテ ヒト に 

詩-一 云ク。 穆穆. ^ル文 王。 於 辑熙ー フ敬止 ナリ。 爲- ハー 人ノ君 一止 n 於 仁 f 。爲ー ハー 人臣 一止 n 於 敬！。 爲 .ズ ノー 

n ト、 や マ カウ  シテ ヒト チ， トヾマ ジ  ト クー 一 タミ マジ ハリ テハト や、 マ シ ン  ，  ，1 

子 一止 n 於 孝？。 爲， ズノ父 T 止 n 於 慈！。 與 M 國人 1 交 止^ 信？  1 

穆々 は 幽深玄 遠の 意 也。 緝 はやむべからざる の 誠 也。 聽は掩 ベから ざるの 明 也と い へり。 敬 は 無心 自然にして 存す 1 

シモ ブシ  ケィ  イツ、 

本 鉢の 敬 也。 止 は 未發の 中を存 養す、 是も 無心 自然の 止り 也。 下， 文 止 1 於 敬 一の 敬 は 事 5 君- - 1 事の 敬 也。 五の 止， 字 

は 一事の 止 也、 發 して 節に 中る がごと し。 文 王の 心 法 生. < 無 息の 天を師 として 聞斷 なく、 不， 止 時 は必明 生す。 鳥 

ェ 商の 業と いへ ども、 常にな して 久しければ、 明細， Q 工夫 生す。 六藝 なをし かり。 天と 日月 星辰と しばらく も 聞斷ー 

なき は 本 鉢 自然の 敬 也。 陰陽 五行の 氣理に 順て たが はざる は 本 鉢の 止 也。 君子 用て 不睹不 聞の 地に お ゐて戒 愼恐惧 一 

大學小 解  1 七" 
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す。 不レ 敬セと いふ ことなく、 不， 止ラ とい ふこと なし。 敬と 云 止と 云、 一物 あるに あらす。 理 明かに して 主意 存 やる 

時 は、 無心に して 敬 止 あり。 一人の 文 王、 人の 君と 成 給て は、 其 心 仁 惠に專 也。 人の 臣と成 給て は、 忠 敬に 尊 也。 

変 里に とら はれ 給 ひし を幽拘 操， 詩に 臣が 罪誅に 常れ り、 大 〔0 テンと 假字を 振れり〕 王聖 明と いひし が 如し。 人の子 

と 成 給 ひて は、 牵 順に 專也。 人の 父と 成 給 ひて は、 慈愛に 專 也。 朋友と 交り 給 ひて は 3^ 赏に專 也。 "至善に 止る に 非 

すと 云 ことなし。 心の 明掩 ふところな くして， 事の 理 可に あたる 事 其 中に あり。 伯 夷 柳 下 惠其バ I； 跡 は 各^ なれ ど 

も、 心の 天理に 專 にして、 人欲の 私な き 所 は 同じ。 共に 至善 を いふべ し。 故に 君 父 不義 ある 時 は、 諫め 一 3- て 敬 順の 

道な きが 如く なれ ども、 至善 を 期す る 時 は、 敬 順の 至 也。 或 問、 文 王^ 職の 德、 事に あら はれた る 1^ あり や。 云、 

あり。 一！ 一は 明 也、 B;-nl 重卦は 明を績 たる 也。 御子に 武王周 公 あり。 召 公 ごときの 賢臣 多し といへ ども、 太公望 を あ 

げ給 へる は、 明を廣 くし 給へ り。 輯 翻の 德の 事に あら はれた る 者 也 

シ ノ玉 ハク キク ゥヅ タへヮ レナ ヲ ヒト  カナ ラズ シズン ナカ ラウ ヅタへ  ナキ マコト モノ  ヱ ヅクス r ヲソ  ヲホ ヒヲゾ レム 

子ノ 曰。 聽 ハレ 訟 ヲ吾猶 レ人ノ 也。 必 也 使！ 無 レ訟 乎。 無レ iS 考不レ 得レ盡 一一 其ノ辭 一。 大-  S 一一 

コトパ 

タ ミノ ゴ ゴ 口 ザシ コレ ィ シ  モト 

民 志 r 此.^ 謂け 知ル" 本，' 

公^ 沙汰の 理非 分明に、 依怙 1® 展 なくよ くこと はる 者 も 稀 也。 しかれ ども 天質 其 事に 器用なる 者 は、 訟を關 こと 神 

の ごとくな るん あり。 たと ひ 孔子 をして 奉行 職に をき、 訟を きかしむ ると も、 聞 給 ふなら ば、 右の ごとくす ぐれ、 たる 

人に 異なる こと 遠から じ。 や； 人の 德治 は是に 異也。 うった ふる 者なくなる 也。 人の 心 志 を 感動して 恥 恐る k 故 也。 

1 九 < 


1 力 力 

自欺 こと あた は ざれば、 をの づ から 訟 やむ 也。 誠な きもの、 巧に 辭を盡 す は 自欺故 也。 虞 の 田 を爭ふ 者、 文 王の 

廷を ふむ 事 を不レ 得。 文 王 一言 を も 恥し めお どし 給 ふ 事な けれども、 至誠 神を感 す、 况ゃ 人に お ゐてを や。 犬に 民 

ヲゾレ  ゥヅタ へ 

の 心 志 を 恥 長し めて、 自然に 詐 なし。 本 を しれば、 すゑ をの づ から 治る もの 也 . 

イワ ュルヲ サム ルミ ァリ タ V シフソ  ココロ  ミ アル  ト ゴロ フン チ  ズ ヱ ソ セィ  アル 寸ハ  ケゥク 

所 レ謂脩 二 身 ヲ在ユ 正 一 スール- 一 其/お 者。 身有寸 ハレ 所 ニ忿懷 r 則" 不レ 得-一 其.' 正 r 有レ所 r 一 恐懼 ール則 

ズヱ ソセィ  アル 寸ハト ゴロ カウ  で  ソ セィ  アル 寸ハ トコ ロイ ゥク ハン スナハ チズ ヱ ソセィ 

不. 得，, 其ノ正 一。 有 レ 所，， 好 樂ール 則 チ不レ 得 二せ つ 正 r 有 レ所 M 憂患 r 則 不ん侍 i つ 正 r 心。 

ザ レ、、 ハァラ コ 、一一 ミレド モシ カモ ズ ミへ キケド モシ カモ ズ キコへ ショク スレド モシ カ乇 ズ シラ ソ ァ Mv ハイ コレ ヲィフ 几 「ハミ ァリト 

不. 在， 焉。 視 而 不， 見。 聽 而不レ 聞。 食 而 不， 知 M せつ 味 一。 此 謂 H 脩 ，身ヲ 在 1 

タダシ フス ルー 一 ソココ 口 

レ正 一一 其ノ心 T 

心 は 身の 主 也。 心 正しき 時 は 身 をの づ から 脩る。 心 は 性情 を統 て、 靈 照知覺 する もの 也。 天に 在て は 理氣、 人に 在 

て は 性情 也。 性の 條理 は、 仁義 禮知 信、 情の 靈覺は 喜 怒哀惧 愛惡欲 也。 故に 聖人と いへ ども 七 情なき こと あた はす。 

天に も 七 情の 色 あり。 凡人と いへ 共 性 理備れ り。 故に 心の 知覺、 性 理に順 ふ 時 は 正して 身修 り、 身の 欲に 隨ふ時 は 

ズヲサ マラ  アルト no  サ 

不レ 正して 身不， 修、 身の 欲に 有レ所 ゆへ 也。 人々 我 身の 欲の 好悪す る 所 あり。 好む 物 来れば 悅び去 レば薆 ふ、 悪む 物 

イカ  カン クウ ヘイ 

来れば 忿り、 欲する 物難レ 得ければ 恐る。 他 は をして 知べ し。 身の 欲に 執 滞して 心の 鑑空 衡平の 本然 を 失て 其 心 を 

不レ 得。 是 本心の 主人公 物に 役せられ て、 物 却て 主と なる。 是を 放心と いへ り。 心不， 在， 焉と 云な り。 見る 物に や 

大學小 解  1 九 
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ぶら れ、 聞 物に 破られ、 食す る 物に 慯られ て 身所レ 不レ修 也。 或 問、 君子の 身に 所な き忿は 如何 ト。 云、 忿に うつ 

ら すして、 不義 をに くむ 心 はいに しへの 事、 他人の 上 にても 同じ こと 也。 其 名義 をた すべき 任な き 時 も、 ー應の 

み 我に 任 ある 時 はいかる 0 其忿る 時、 心すみ 氣剛に 成て、 惡人 恐るべく 邪神 去べ し。 我鑑 i 仝の 本然 自若たり。 小人 

は 迷 ひより 恋れ、 欲より いかる。 古人の 勇力 勝れた る 武士 も 鬼 を 恐れ 迷 ひ あり。 欲の とげ. ざらん こと を 恐る。 ^^子 

は 欲な く ければ 恐るべき 物な し。 君子 は 天命 を 恐れ、 君 父の 命 を 恐れ、 自己 過 ありて 人に 道现 ある 時 は、 (象 人 

女子と い へど も 恐る。 君子 は德を 好み 學を 好み、 天命の 生樂 をた のしむ。 身の 修ら ざる こと を S ひ、 {狖 の不， 齊， こ 

とを悤 ふ。 其 衡平の 本然 自若たり。 

g レ ir^% ま 一お 人 ヘぞぎ 者。 

へキ  ヲィ テゾ ト an ィケィ  へキ  ヲ ィテソ トコロア イク フ . へ. キ.— ォ T ン . ト r コ-? は- ゴ—. /レ ll; い f  * 

而辟 ス焉。 之 i つ所奠 敬 r 而辟 ス焉。 之 i つ 所賛矜 r 而辟 ス焉。 之 1 つ 所 i 惰 r 而， 辟ス 

カルが ュへ 一一 ョ ミス レド モシ 力 モシ リ ソ ァク 一一 タミ スレド モシ 力 モシ ソ ヨキ  テンカ スクナ "I  • . リ t ィ サマリ コ ルイ- 1^*) 

焉。 故 好而 知 二せ っ惡ー 惡 而 知 1 つ 美 一. 者ハ 天下- 鮮. ン矣。 故-諺- 有レ之 曰。. 

ヒトナ シル 「ソ コ  ァシキ  ナシ -ンル r "ソ ナヘ  ヲ、 ヒナ ル r- ヲコ レイフ ミズ ン、 、ハ- ズ  J カラ *  ノフ り,.， ヒ， 

入莫け 知 一一 其 ノ子ノ 之 惡 一。 莫レ知 一一 其 ノ苗ノ 之 碩？ 此ヲ謂 T 身 不レ脩 ラ不： -レ可 1 一一 以テ齊 一- 其ノ家 T 

n ノム. tnp カタ ヨリヲ チイ ル  ズ ，？ 'マラ  ト*ノ ホーフ 

辟 は偏碎 也、 かたより おちいる 也。 好 所に 偏陷 時 は 身不， 修、 家不， 齊。 親愛すべき 者 父子 夫婦 兄き にしく 

/ リ  ズ ベ カラ モ+ュ  V  /1  \  -  & 5  ) 

はなし。 しがれ ども 愛に 過て 則なければ、 子 も 氣隨に 成て 不レ可 レ用。 いやしき 者 は 愚 夫愚婦 也。 しかれ ども 埤賤の 


二 ol 

中に 好 人 あり。 其 上 愚 夫愚婦 多くして 君子 を 養 ふ 者なければ、 位賤 しとい へど も、 其 者 をば 賤 しむべ か. A す。 下賤 

を 見く だす は 我 富貴に 自滿 する 也。 身 は 富貴 なれ ども 心は賤 しき 所を自 反すべ し。 惡 むべき 者 は 不義 利欲の 人 也。 

ヮガ モト 

然ど も是を 惡む にも 時 あり 任 あり、 我 本ぁづ からす。 長 敬すべき は 君 父に しく はなし。 然 ども ひとへ にかし こまり 

て は 不義 を不レ 知- 却て 不忠 不孝と なること あり。 哀矜 すべき 者 は 民 也。 士君子 を 養て 年中い とまなければ 也。 し 

かれ ども 威な く 則なければ 惡を なす、 却て 不仁になる 事 あり。 ぉ惰 して 心と すべから ざる 者 は 習俗 無用の 事 也。 我 

かたはらに 袒 榻裸裎 すれ ども 我ぁづ からす。 汝 は汝、 我 は 我、 天 さして 鳥の 飛に まかす る、 廣大の 量 也。 然 ども 土 

を 安 じ、 仁に 厚き 時 は、 幼少の たは ふれ を も 共に 我すべき 時 あり。 世俗 を も はなる ベから す。 畏背歒 應の心 法に て、 

水に 入て 潤 下せす、 火に 入て 炎上せ す。 故に 好 すれ ども 其惡を 知、 にくめ ども 其 美 を 知。 是聖學 の 太虚 を 出る 處也。 

氣を 御す る、 モ 立す して、 氣の爲 に陷溺 する 時 は、 甚 しき 者 は 其 子の 悪 を不レ 知、 其 苗の 大 なる を不， 知が ごとし。 親 

愛 長 敬 も氣の 欲に 隨て偏 辟 なれば、 親 敬 せらる- -者は 奢り、 賤惡 せらる ト者は 恨み、 哀矜せらるi者はぉ^Jたる。 

ズ ヲサ マラ  ザ ルト， ノハ 

是身 不レ修 して 家不 V 齊 なり 

4.  、 

所， 謂 治 二 國ヲ。 必ズ 先ゾま 1 其 ぼ T 者 。其ぶ 豕不岢 レ敎。 而， 能ノ被 入"". 者ハ 無. 2。 故 君子 ハ 

不，， 出， 家ヲ。 而， 成； ー敎 ヲ於國 r 孝ハ者 所；.， 以. ァ" 事 rw 君 _ 一也。 弟 ハ者所 51 以 "リ事7長_ 一也。 慈 者 

所, 以ナリ 使 フ衆ヲ 也 
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家 道 齊て國 郡 を 化する 者 は 文 王に しく はなし。 周 南 召 南 を 見て 知べ し。 家 道 は 夫婦 を始 とす。 夫夫たり、 婦： i たる 

は 其た ぐ ひ 也。 夫婦 和義贞 順の 道 有て、 和親す る 事 琴瑟の 友た るが 如くなる を刖 道と 云。 夫婦^ ありて 父子 鋭み 兄 

弟 和睦し 家人 心服す るを不 V 出して 敎を國 になす の 本 也。 家 を かさねて 國と. > み .2;、 國を かさねて 天下と なる。 父に 

つか ふる 愛敬の 心 を、 君に うつして 敬 同じ。 父に は 愛敬なら び 存じ、 ならび 行 はる。 君には愛€:に^^じて敬5^を用 

ゆ。 故に 忠臣 は 孝子の 門に 出と い へり。 兄 を 敬す る を、 うつして 長に つか ふる 時 は 順と なり、 子 を 愛する 慈心 をう 

つして 衆 をつ かふ 時 は 民の 父母たり 

康誥- 一 曰。 如 赤子 r 心 口 誠 求レ， I 之ヲ。 雖ユ不 "中 ラ不レ 遠 カ矣。 未， 有 r 一 學げ養 「孚. '而. ^后 

嫁- -者 一也 

子女 子 を 養 ふこと を學 で後チ 嫁す る 者 はな けれども、 子 あれば 養育して 人と なす。 赤子 不 =m ども、 父母 慈心の 誠よ 

り 求れば あたら ざれ ども 遠から す。 國君 人民に 父母た る 仁心の 誠 だに あれば、 國を 治る こと やすし。 下民 無知 なれ 

ども、 赤子の ものい はざる がごと くなら ざれば、 政の 可否 は 知" 易し。 土地 あり 衆 あり 才 あり 能 あり 善人 あり、 不 t 足" 

ことな けれども、 仁政 を 行 ふべき 誠た 5-  r 不レ 足して 古今 治國 少し。 此誠は 我に 偏れり。 欲すれば こ V にあり、 不 

k 思の み。 此誠 ある 君 はたぐ ひに か、 はらす して 賢 を 求る 才能 を 用 ひ、 言路を 開て 諫を いれ、 謗の 甘まで も 取 用 ひて 

ふせがす。 是 仁人の 民に 父母た る 道 也。 則 天職な り 


、  1 loll 一 

一家 仁ァ i ー國 興. £s 一家 讓ァ i 1 國興 滅ヲ。 一人 貪 戻-一 メー國 作 i..- 其^ 如 t 此ノ。 

此ヲ 謂,^ 一  言憤リ レ事ヲ 一 入定れ トレ 國ヲ 

1 家は國 君の 一門 並に 世臣 也、 今の 家老 也。 君 仁人に して 一門 家老 皆 仁 を 好む 時 は、 ー國 化して 不仁の 者な し。 一 

鬥 家老 皆 禮譲を 好む 時 は、 ー國 化して 無 鱧の 者な く爭訟 なし。 一門 家老お ほく は 言 奢り 身無禮 なる もの 也。 故に 士 

禮 讓を不 好、 民 爭訟を 好む 者 也。 貪 は をのれ 吝 にして 人に 求る 者 也。 吝欲 かねた る 者 也。 吝 にして 施すべき 物 を 

ほどこさす、 有， k クて利 を 求め 下 をし へたげ、 身 一 國の富 を タ< ^"て 貴し といへ ども 心 は 極て 賤し。 房 は諫を いれす、 

我を立て 道理に g せざる 者 也。 いひ 出した る 事 を 人に 難 ぜられ て、 我 も少は 非と しれ ども、 のがれ 詞を いむ .5 を 力 

ざり てァ i チを改 るに 吝 なる 者 也。 俗に こじれた ると 云が 如し。 忿も まじりた る 意 也。 貪 は 欲の 極、 戾は 怒の 偏 也と い 

へり。 貪 戾のニ 病 は 人君 第一の 凶惡 也。 ー國作 •) 亂 ，0 一言 憤き の 本 也。 凡人 は 五 年 十 年の 間に の 吉凶み え ざれ 

ば 合点せ す。 其ノ i と あるに て 知べ し。 此善惡 より 吉凶の 来るべき 機 分明 也。 機は發 動の よる 所 也。 善の 機 は發動 

して 吉と 成、 悪の 機は發 動して 凶と なる。 其 善 惡の淺 深に よりて 吉凶の 来る も 又遲速 あり。 天災 地 災人亂 並" いた 

りて は悔 といへ ども 益な し。 亂は必 しも 兵亂 のみに あらす。 政 刑 あやまり、 禮儀違 ひ、 風俗 亂れ、 人心 はなれ、 君 

並に 士大夫 は 衆庶 を あなどりし へたげ、 衆庶 は、 君 大夫士 を 恨み、 いき ど をる は、 兵 起ら ざれ ども 亂邦 也。 兵亂も 

亦 遠から す 
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堯舜帥 1 天下一 以枉。 而 诞從ヌ i 榮紂 帥？^ ル- 天下 T 以 s。 而， 民從 23 其， 所ズ 1 

反 ，1 其ノ所 一， 好ム。 而モ 民不， 從ハ。 是 お-君子 有； S 己-一而 i 求 i 人 一-。 無 i 己 一而， 后 非， ルー 

諸人 一。 所 乎 身！ 不ぉ i 而， 能^ ,ス| 諸人 i ハ。 未？； 之レ有 i 。故-治 二 IT 在： 齊， V- 共， 

家 T 

^ぉ^；-とぃ へ ども 治國を 欲せす と 云 事な し。 國不 5 治 T ラ時は 忽ち 災害 身に 及ぶ が 故に， 制 法 は禁： 「一人， 惡 ぺ勸ュ 人， 善パ C 

求" 人， 非 $ 人 ヲ也。 紂が惡 と. S へど も、 古家 善政 賢臣 ありて 命 5^ する 所 は 善 也。 しかりと. S へど も 民不レ 信ぜ こと は紂 

力 好む 所と 行 ふ 所と、 國に 下知す る 所 二に すれば 也。 心に 好む 所 は惡、 身に なす 所 は 淫也。 故に 國民其 淫惡に 習て 

不善 至らす と 云 ことなし。 下知す る 所 は賢臣 より 出て 善な りと いへ ども 民不レ 從义。 政 は 君の 身 を 安す る 所 tio  > 

に 得、 身に 行 ふ 所の^ なれば 是を恕 と 云。 令す る 所 心に 不得、 身に 行 はす、 國民 ばかり 善に して 闽 治り、 己 I 入淫 

惡を樂 むと する 時 は、 國 民した が はす。 堯舜は 民の 父母と して、 民 を さとす る仁德 あっき 故に、 令せ ざれ ども 民呰 

善 也。 身不， レ修？ ば 家不， 齊、 國不 $ 治- 7 ところ 也 

詩 4。  f0f  k 睑 iir。 之；？ ま E¥£!。T: ぞ Efri, 

 1 f … - …… .  --  二  0K 


二  ow 

一 

，マに- "ュ iLli タ" ) シ： メハ  ヨロ シ クケィ ヨロ シティ  ョ&シ タケイ ヨロ シク ティ  ノチ， /シ モン マ-ノエ ク-ー タミ  \  ft 

以 -., 敎 ： 國人， 詩-云 S 宜 . 兄 _-宜. 弟-。 宜 .兄_-宜 . 弟- 而， HI す， きま： g ギ；。 ぎ-手。 

ズ キズ タが〃 タヾ スコ シコク  ソレタ „ ^フシ ケィ I- 「イタ ツー ァノソ トレー 一  ， 4- ズミ / ソ， i  ti \  ，，  V  ト-、 

其 ノ義不 k。 正，， 曰 rg! き。 其爲， - 父子 兄， 足 . あ 而 i&T きお-也。 

レ國ヲ 在 1 レ齊ニ  ； 家 T®〔0 校 云 此字武 江 本-一 ハ 押捺 シ テア リ、 寬政再 治 本-一 ハナ シ〕 

解 詩の 註に みえたり。 三 詩 を 引て 上ノ 文の 事 を 深 歎す といへ り 

ま r?r だ rf  nrk ま. 者。 i4 ま羅 き。 BT:sri" 愿シ 

力" メグ。 デコ. マン カフ タミ. k クム 力 コ， モッ テク， ンシ ァリ ケック ノ ミチ ケィ 

. 弟 マ。 上 恤レ孤 ヲ而メ 民不レ 倍。 是ヲ以 君子 ハ有 一一 絜矩之 道, 也鞋 5 校 i 條ト 同ジ〕 

我 老を老 として 人の 老に 及ぼす。 故に 老を老 とする の道大 なり。 文 王武王 太公望 を とのた まふ。 伯 夷 兄弟 も 

• 西 伯 は 能 老を養 ふ 人 也と 云て 来れる 類 也。 天下の 三達ハ 高位と 德と 年と 也 。位な く德 なけれ ども 老者を 尊ぶ は、 是又 

老 トス？ 老ヲ 也。 五十 は鄕に 杖つ き、 六十 は國に 杖き、 七十 は 朝ゥに 杖き、 八十 は 天子と いへ どもめ さす.. 共 家に 行幸す。 

老人 ある 家 は 公役 を ゆるさる。 如レ 此の 類 皆 老トぅ S 老の道 也。 上老々 の 誠 ありて 如此 なれば、 民人 孝心 を感發 する 也 0 

天下の 人の 父た る 者 を 敬す とい へり。 長 トス 5 々"^は 天子の 御子と いへ ども、 學 校に 入て？：. 5i 大夫 士庶 人の 英才と 共に 

舉 びて 禮樂を 習 ひ、 人情 事變に 達して 治 鉢 を 知 給へ り。 天に 二日な く、 國に 二君な し。 天子の 元 子と いへ ども、 父 

君 在す 時 は 臣の鱧 を 行て、 老臣と 齒 しゅ づり 給へ り。 誠に 君た らんと す。 しかるに よは ひし ゆづる こと は 何 ぞゃ。 
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Jli^  70  ft? 也。 人民 感動して iQ 心 盔カ 孤 は 幼に して 父き 者 也。 是を あげて、 老て子 

なく、 老て； r なく f  If かねたり。 其 外す ベて 便な き者 をめ ぐみ 給 ふ 也。 f 倍 は、 命令に たが はざる 也 a 

常の S き 者 は 常の 心なし。 諺に も 貧の ぬすみとい へり。 き 慈愛の 誠 通り、 みちて 感動す るの み ひ，.；"、 i 

火の ごとくに て、 民 不仁なる 者な し。 故に 衆 皆 常の 心 有て 義理に そむかす。 是 君子 繋 矩の道 ありて 如 レ此。 絜矩の 

道 は 忠恕 也。 聖凡 となく 貴賤と なく、 皆 天に 得た る 所 は 同心 同德 也。 墨 かねの 天下 同じき が 如し。 故に 靈の 道と 

5 へり 

所 s_1 於 上 r 母， レ-以 亍ヲ。 所レ § 於ェ。 母- レ- 以チ事 マい 上-。 所 レ惡ュ 於 前 一。 母 > レ-以 チ先ズ 1 

レ後 i 所 ，惡 一 1 於 後つ。 母 ュ以チ s£ 一-。 所 レ惡ュ 於 右 r 母 K 二 父 一 ハ飞於 左；。 所 レ惡ー 1 於 左-一一。 

母， H ニハる 「於 右 r 此レ之 短 壬 道 一 

章句 備れり 

詩 一一 一巧。 i ハノ只 君子 ハ。 民^ 父母 ナリ。 民 ノ之所 一 好ム 好、 い 之ち 民 ノ之所 i ム S 之" 此 レ之ヲ 

謂 ，フ| 民， 之 父母 一 

解 章句に みえたり。 君子 は必樂 あり、 不ぃ樂 は 君子 を 語る にたら すと いへ り。 君子の 樂む所 凡人 誠に ィレ矢 君子 は 

好悪な し、 民の 好 を 以て 好惡 とす。 君子 は 私の 畜 なし、 民の ための たく はへ あるの み。 或は 水 早飢錢 の， 用に そな 
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へ、 或は 夷狄 兵難の 備 とす。 文事 ある 者は必 武備 ある 者 也。 萬 事 時に 先達て 務を なせば 足ざる ことなく、 あやうき： 

事な し。 賢 を あげ 能 を 用 ひて 國 常に 富有 也。 如， 此 して 後、 六 藝に游 び 無事 を樂 めり。 或は 山野 川澤に 出て 武事 をな 一 

ら はす も 民の 爲の幸 あり。 故にい にしへ は 人 主の 出御 を 行幸と い へり。 民の いた ける 事、 日月の ごとく、 愛する： 

心、 父母の ごとし。 是を 恐て 愛すと い へり。 衆 も 又 上の 樂を悅 てた のしめる 君子 は 民の 父母な りと ことぶきし、 万ケ 

歳と 祈る 意 也。 天下の 觀心を 得て、 先王 神祇に つかへ 給へば、 常に 春風 和氣の 中に あるが ごとし  1 

シ ィハ セッ タルカ 力 ナン ザン コ イシが ン /、  カク ノ、 シ イン タミ トモ ナン M- ミル タモ クー 一 モノで ぺ カラ モッ  ： 

詩-一 云ク。 節 彼ノ 南山。 維レ 石巖巖 タリ 。赫赫 タル 師尹。 民具-一 爾ヲ瞻 。有 I 國ヲ者 ハ不. 可-一 以テ不 つ アル； 

ヅ、 シ へキナ ル寸ハ ナス テンカ リク  , 

レ惯 マ。 辟 則爲 一一 天下 ノ修 i  〈 

解 章句に みえたり。 天下 は 天下の 天下なる 天命の 理を しらすして、 一己の 好惡に 偏なる 時 は、 天命 はなれ、 天 祿な一 

がく 絶る 時に 至て は、 君臣 共に 亡で 子孫まで も 殺されて、 天下の 爲に刑 像 せらる、 がごと し。 此 時に 當て庶 人たら 一 

んと 欲すれ ども 得べ からす。 故に 大命 を 得る こと は 其 身の 悅 ばかりにて、 子孫の ため 先祖の ために は 害なる こと あ 一 

り。 故に 賢主 は 玄路を 開て 天下の 善 言 を いれ、 天下の 賢者 能 者 を 用 ひ、 天下 を 天下の 天下と して 私する ことなし。 一 

天長地久 にして 子孫 永久し る處也  一 

詩 Mfr。 殷之未 ^ 喪ナ i 師ヲ。 克ク 配：！ 上帝 r 儀， 監； 1 于殷 r 峻 命不， 易 カラ。 道. - ハ得ォ i 衆 ヲ則得 一 

ザル寸  ぺシ  一 
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レ國ち 失寸 i 衆ヲ則 失い 國ヲ 

&レ 衆" 失. -衆" は 衆の 心 を 得る と 失と 也。 殷の代 六 百年の 聞、 いまだ 衆の 心 を 失 は ざり し 間 は、 天地に 對 して 天子た 

り。 上帝 は 天帝 也。 天生 じ 地 育し 人 助く。 天神地祇 人 主と 三才 並立て 三 極の 道行 はる。 故に 上帝に 配す とい へ り。 

湯 王 は 七十 里の 小國 より 起り、 衆の 心 を 得て、 天命 を受て 天下に 王たり。 3e は 代々 傳へ來 たる 天下 なれ ども、 衆の 心 

を 失て 獨 夫と なれり。 是 殷に視 べき 處也。 天より 天下 を與 ふる 大命" 保が たしと 也 

是.' 故-君子 ハ 先ゾ愼 ュ乎德 T。 有レ、 -德 此-有 X。 有レ、 X 此" 有リ i 。有レ 1 土此- 有" レ財。 有"，】 財 

此- 一有 1 用。 德ハ者 本.^ 也。 財 ハ者末 也。 外 一一- ^ ン本內 _ 一 スレ、 I 末ち 爭. ぎ ^ 民ヲ施 スレ奪 「ヲ 

！^？；子は在位の人也。 在位の 人德 あれば、 下の 人心 上に 服す。 人心 服 すれば、 國 固 也。 國 治れば 財 E は 其 巾に あり。 

國 天下 をた もつ 入、 財用不 1 足， 1<? ある は 有 3 本才 一人 を 用 ひすして、 政 あしければ 也。 共 人 を不レ 川して 政 あし けれ 

ば 人心 服せ す。 人心 服せ ざれば、 國 有ても なきが 如し。 士民贫 して 財 用 乏し。 乏しき によりて 彌下 をし へた ぐれば、 

人心ます く はなれて 國 亡ぶ。 又 國君財 をた く はへ て、 下 困窮す る^ は、 有德 より 生せ ざる 財 なれば、 かへ りて 夭 

物と 成て^ 亡ぶ る 者 也。 この 故に 德は本 也、 財 は 末 也。 本と すべき 德 をば 外にして 修めす、 外にすべき 財 をば 5： 心 

に 入て 積-たく はふる 時 は、 爭 奪の 風 生じて 亂 となる。 亂生 する 時 は 財 却て 身の 仇と なる 也  . 

是ノ 故-一 財聚 1 ズ則民 散"。 財 散 一ぶ オハ 則 民聚ル 


、  二  0* 

下の 財 を 上へ あつむれば、 下の 心 はなれ 散す。 上の 財 を 下へ 散 すれば、 下の 心 上に 服し 聚 まる。 下心 服す るの 極 は 

五穀 財 用水 火の ごとくに 成て 富有 也。 富有 大業 を 生じて； I 樂 おこり 文 武備 はる。 本 才の人 を m る 時は是 をな す 

是ノ 故-一言 悖- ァ而出 r 者 ハ。. 亦.^ 悖テ而 入 几。 貸 悸テ而 入，， 者ハ。 亦，. 、悖- ァ 而出ゾ 

人 を惡ロ すれば、 人 も 亦 我 を惡言 す。 貨財 を 貪りて 不仁に して 取貯 へたる 者 は、 貨 さかって 入 者 也。 時 ありて 必さ 

かって 出る 者 也。 其 出さ まに は、 身弑 せられ、 國 亡ぼさる。 古今の ためし 明白 也。 たと ひ 人の 物 を とらで も、 あた 

ふべき 義 あれ ども あたへ す、 少は 施すべき 仁心 あれ 共 忍です く はす、 人の 不自由 艱難 を も かへ りみ す、 1^ く 蓬く た 

チリ  タ カラ 

く はへ たる は、 さかりて 入と 同じ。 其 出さ ま には子 孫の 用に もた、 す 塵になる 者 也。 貨は 本、 天下の 人の 通用の た 

めに 生す、 禮義を 以て 牲來 する 道理 也。 しかるに 禮義に 背きて、 二 己の 欲に のみ 用る は 天 物 を 私する なれば、 必す 

天罸 にあた る こと はり 也 

康誥 一一 曰ク。 惟レ命 不ズ， 于テぶ 吊ち 道心 ハ善ナ ル寸ハ 則 得， 之 も 不善 I オハ 則 失 ヲ矣 

人心 i する 時 は、 天命 歸す、 人心 去 * 時 は 天命 去" といへ り。 人心 は 仁 善に 歸す、 天命 も 亦 仁 善に 歸す。 是命 常に 歸 

するな し。 善 を 以て 得、 不善 を 以て 失 ふ。 惟 天命の 常なら ざる、 則 常 ある 道理 也 

楚 書-一 曰 S 楚國 一一 ハ 無：) 以 ーァ爲 fsr 惟 善以- 一， 爲 

國は 金玉 を齊 とせす して、 善人 を資 とす。 金玉 を 愛して 國を 亡す 者 多し。 却て 凶 物と なる。 善人 をた からと する 時 

大擧小 解  一一 九 
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ほ、 絶ん とする をつ ぎ、 亡びん とする を 輿し、 危 きを 持つ。 况ゃ 無事なる 國を や？ 故に 仁政 は 人 を 得る より 先なる 

はなし 

舅 犯が 曰ク。 亡人ハ 無； j 以 -ァ爲 7 レ寳。 仁 アルレ 親-一 以テ爲 ，寳ト 

亡 人 は苹人 也。 父 死して 憂 服の 中に 居、 親 を 愛する 本心 父子 一 鉢の 理を不 t 失ナ ハを寶 とす。 國を たからと し、 利 

はかるべき 時節に あらす と 也。 事 は禮記 檀弓篇 にみ えたり 

秦 誓-一 曰ク。 若. ン 有ーン 1 1 个ノ 臣.？ 斷斷 トメ 兮無 r ー他ノ 技？ 其/心 休 休 タリ 焉。 其レ 如， 有ば 容 1 焉。 人ノ之 

有ヲ、 M。 若" H レ有ブ 之レ。 人；』 彥聖 r ヲ。 其/心， - 好スレ 之ヲ。 不一 一一 啼若ー ，自： 其 レロ出 1 

ィル  カナ 

{是_ -能乂 谷， 之ヲ。 以テ 能ク保 r 一 我が 子孫 T 。黎 民.^ 尙 亦有ァ ^ 利 哉。 人ノ之有ヲ、^技。娼疾..以_ァ惡^wさ 

人， 之 彥聖… -、 ハ。 而モ 違- 2_ ー俾芣 -M ゼ。 宴 一- 不， 能 一 容 「o 以 テ不. 能 .保8 が 子孫 T。 黎民 * 亦 

ゴ 、 II  カナ 

曰 殆 t 哉  , 

1 个の臣 と は 一人の 家老と いはむ が 如し。 斷々 は 誠に 專 なる 人 也。 純一 無 雜の氣 象 也。 無；， 他， 技 一は 無^ 能 也。 た 

ヲサ カク  タシナ i 

とひ^ 能 器用な りと も、 技 慈 を 用 ゆべき 位に あら ざれば、 収め 蔵して 出さす、 天分の に 樂.. -と はすべき 也。 其ノ 心 

休. < ^と は、 安らかに して おとなしき 意 也。 樂 メル 只 君子" 民 之 父母と い へる 氣象 あり。 其レ 如い ノ有ル M 谷ル， 「焉と は、 大 

一二  0 
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海の 淸濁 をえ らまざる が 如く、 知 愚 賢 不肖と もに 許容して ふせがす、 よく 人の 言 こと を 取 用る 也。 一老の 臣は政 あ 

る 時み づ から 發るを 出さる 樣に あまねく 人に い はじめて、 惡し きを もお とさす、 其 中に 時の 中に あたりた る 善 言 あ 

れば、 取 用 ひて 國政を 助る 様に する 事 第一 也。 しかれば、 下より 忠言 善 語 を吿る こと を樂 しむ 者 也。 たと ひ 政 を そ 

しり 己 を あしく いふ 言葉まで も、 怒らす ふせがす 取 薪て 考へ とすべし。 是を 言路を 開く ともい へり 3 いにしへ より 

國 天下 共に 言路 開る 時 は 治りて 長久 也。 言 路閉る 時ば、 亡に 及ぶ 事 歴然たり。 靑砥左 衛門鎌 倉の 仕置 を そしりた る 

を 聞て、 擧用 ひられた るも泰 時の 名將 たる 處也。 人 之 有 技 若 fl 己 有 t ヷ N とは、 諸士の 中に 藝能 すぐれたる あれば 己 

れに藝 能の 有 ごとくに 悅 びて、 文武の 藝術 家中に 廣 くす。 ^Jの故に治世には孩俗をょくし、 兵 を 用る 事 あれば、 諸 

士武藝 に 達者に て， 身方 を そこな はすして 敵 を 退る 事 速 也。 人.' 之彥聖 ナル。 其/心 好， 之， と は、 彥 聖は必 しも 賢 

人 聖人に は あら ざれ ども、 聖賢の 道 を 信じて、 したが はんこと をね がふの 士也。 左様の よき 人 あれば、 M 赏に是 

を 親しみ、 其 詞に譽 あぐる より は、 心に 好す る 事 ふかし。 其 内 師 とする 者 あり、 友と する 者 あり。 室 能ク… 有レ利 

哉、 如此 よき 人 を 許容して 悅び用 ひれば、 國 堅固に して 君の 子孫 を 保ち、 民 も ゆたかに、 其 利 を 利と し、 其 樂を樂 

む 者 也。 人ゾ N 有， 技 …… 後世 小人の 家老 職に 居る は、 己に 少 にても 文武の 藝 術の 中に 得た る 事 あれば、 諸士の 中に 

己に まさる 者 ある を そね み、 其 樣諸士 の 文武の 藝を取 立る こと をせ す。 德 ある 人 を そね みて 許容せ す。 剩 其國に 

も 居られざる 様に する 時 は、 國の 風俗 あしく、 民 困窮し、 君の 子孫の 左右に ある 者 も 皆 小人 なれば、 君の 子孫の 習 

も あしく、 中 人の 生れ 付なる も 下 愚の 類に 成 給 ふ 者 也。 終に 國 亡る ゆへ、 我 子孫 を 保 こと あた はすと い へり。 治世 

大學小 解  11 一 1 
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に は 風俗 を やぶり、 亂 世に は國を 亡ぼす こと を しらす。 是 君子 小人の 分る、 處 也。 民も亂 世に 逢て 死亡す る 者 多け 

れば、 是^ 也。 國の 起る も 亡る も 大臣の 心 一 ッ 也。 堯舜の 知 も、 物に あまね からす、 先務に 急 也と いへ る は资者 

H. 國 天下 共に 長久に して、 子 5ug ん こと I する に は 人の 情 也。 しかれ ども 其 本の 善人 を 好む と 

にくむ との 1 1 ッ にある こと を しらす 

唯.，， 仁 入 放.： 流メ之 一。 逆 〔§4- 諸 四 夷 一。 不， i つ 同 r- セ中國 1。 此 仁人 能 ^K， 

能 ク惡ム 「V 今 

仁政 は 其 人 を 得る を 第一と す。 しかるに 賢者 をい み惡 みて 流言し、 民 を まど はし、 國を 痛ましむ る 者 は、 教の 大敵 

にして 衆の 仇 也。 故に 仁人 は 如 此惡人 を 人倫に まじへ t 四海 S 儀 を しらぬ 國、 中の 外に 退 ゾケて 害 をな さしめ 

す。 衆 を 愛する 心 切なる 故に、 衆の あた をに くみ 退く る 也 

nssT 而ボ 擧 テ而不 能. 先き..。 命 也。 見 r, 不善 不. 能 i ま f  而不ょ 

, 能. 遠.. C 過 也  . 

き 知ても あげ ざれば 不， 知に おとれり。 あげても 命令に i て せ 用 ひざれ I なし。 不善 人 を 知ても、 しりぞ 

けす、 或は 退く といへ ども、 國中 にあれば、 とかく 人倫 をみ だり 國政 を妨 ぐる こと あり。 此， rr は^の 過 也。 器量 

なく 仁心う すき ゆ へ 也 


ニニ 1- 

t ト  トコ 口 一一  ク  -I ク t ト  ト T- 0  n  ノ  T1 レ ィ モト ヒト  セィ  ヮザ ハカ ナラヲ ヨブ 力 ミ 

好； X ノ之所 ブ惡さ 惡； X ノ 之所ブ 好ム。 是 is - 一 ト人ノ 之 性 r  B ィ必 二 夫 ノ身？ 

人のに くむ 所 は、 不仁 不義 無 禮愚癡 不實の 者 也。 人の 好む 所 は、 仁愛 義理 禮讓知 慧眞實 の 人 也。 しかるに 仁者 を 遠 

ざけ て 欲心 功利の 者 を 近付る 時 は、 衆の 好む 所 をに くみ、 衆の 惡む所 を 好て、 衆の 心 はなる。 仁者 は 無欲 也。 欲 あ 

る 者 は必す 不仁 也。 俗に もし はきと むごき と は 一 人 也と. S へり。 義理 を 思 はざる 人 は、 君に しても 友に しても たの 

もしげ なし。 無禮は 上下と もに 人の 甚 にくむ 者 也 0 愚癡 にして 知者 を師 とせす、 まされる にした が はざる 者 は、 大 

小と もに 家の 亡る こと 早し。 不實の 者 は 立べき 樣 なし。 是皆 人の 性に さかりて 災害 其 身に 及ぶ 者 也 

ュへ クン シ ァ ダイ ドウ カナ ラ チウ シン モッ ヱ  コレ  キヤウ タイ モッ ゥシ ナフ コレ 

是ノ故 一一 君子 ハ有 n 大道？ 必ズ 忠信 以テ 得レ 之"。 驕 泰以テ 失 レ 之.' 

大道 は 心 法 政事 淺す 事な き 也。 則 天地の 道 也。 天道 殘す ことなし。 或は 心 法 を 立て、 齊家 治國平 天下に うとく、 或 

は 政事の み 云て、 心 法に うとき は 小道 也。 今 怫氏自 云て 大道と 云。 天地人の 道 を不レ 知、 齊 治の 道に あらす、 ゎづ 

かに 自己 一流の 心 法 を 立て 大道と い へど も、 其， 小道なる 事 明か 也。 今 儒者と 云 者 も通ぜ ざる 者 多し。 是又 小道 也。 

君子 は 天道と ひとしく 殘す 事な き 大道 あり。 本人- 備れる 道. なれ ども、 忠信の 尺 はこれ を 得、 驟泰の 人 は 是を失 ふ 0 

忠信 は 誠 也。 二字 緩た るに さして 意 はな かるべし。 天道 は 誠 也。 誠と 云て すむ 事 なれ ども、 言 は 意を不 レ盡、 いひ 

たらざる が 如く なれば 至誠と 云。 人生 は 食 兵 信 を 重し とす。 信 は 本 也。 信と 云て すむ ことなれ ども、 いひたら ざる 

がごと く なれば、 字 を かさねて 忠信と い へり。 天道 は 至誠 也。 人 至誠 ノ 中より 来りて 本心と す。 故に 忠臣と い へり。 
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しばらく 字の 形に よりて いは 5-、 中心 を忠 とす。 中 は 天下の 大本 也。 未發の 中^ 本心 也。 人 言 を 信と す、 言 は 心の 

整 也。 汄の言 はまこと なるべき 者 也 • 未發の 心を忠 とい ひ、 已發の 心 を 信と 云べ し。 体 用の 意 也。 騸泰 はお ごり 也 0 

スギ  シ モラゴ ル 

家屋 飲食 衣服 諸道 具 等分に 過て 花 美 を 好む は 驟 也。 身 持 うづ だかく、 下へ 遠き は泰 也。 仁^ は is 物質 素に て 身に 過 

美なら す、 施しす く ふ XJ と を 好む に、 此驕人 は 諸 色 を 身に 盡 して、 人の 困苦 を かへ りみ す。 剩へ下 をし へたげ 取て 

我 * 欲の 用と す。 仁者 はげす ちかく、 下の 情に 通す るに、 威勢 を 極めて 人情 時變を しらす。 如 レ此" 人 は 大道 を 失て、 

家 やぶれ 國亡 ぶる 也 

セィ  ザィ ァ ダイ ドウ ナ ゴレ モノ ヲ *  ショク n レ モノ スタナ スル ゴレ モノ ト  モチ フコレ モノ ュルャ カナ ル寸ハ 

生スュ 財ヲ有 n 大道？ 生 ^ 之-者 衆 S 食 ス-之 ヲ者寡 S 爲， 之ヲ 者ハ疾 S 用 1 之ヲ者 舒。 則 

ザ イツ ネー 一 タル 

財 恒足矣 

人道 かねす とい ふ 事な し。 殊に 財 を 生す る 道 は 天下の 衆 を 養 ふ 所 也。 生す る 者 多き は 奥 多き 也。 <SSf する^ すくなき 

は 天子 諸^ 卿大 夫士。 國用を 任す る 人の み 在て 空しく 食す る 者な し。 ェ商は 五 等の 人の 用に 叶の み、 外に 遊民な し、 

スル モノ トキ  ャ キダチ 

兵 農 中に あり。 爲者疾 は、 農の 時 を不， 奪、 民の 力 をから す、 時々 先達て 務を なす 也。 用る^ ゆるき は、 鱧 俄備て 

無用の 费 なければ、 天子 諸侯 大夫士 の 用餘り あり。 如， 此 なれば 國用 足て ゆたか 也 

ジン シャ モ？、  ,e  V. ヲ コシミ  フ ジン シャ モヅ ミ ヲコ ザィ 

仁者 ハ以 -;: 財- 發， 身ち 不仁 者ハ 以-- 身.. 發 ^ 財.' 

二 1 K 
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財 は 天の 衆の ために 生す る 者 也。 仁者 天に か はりて、 財 を 通用して 私せす。 故に 天より 多 福 を 命す。 是財を 以て 身 

を發す 也。 不仁 者 は 天の 衆 を 養 ふ 財 を 私して、 一人の 用と す。 故に 生 付た る 福 命 そがれて 國 亡び 身 殺さる。 是 財の 

爲に身 を 失 ふ 也。 古今の ためし 明白 也 

< マダァ カミコ ノン ジン シ カフ メシ モザル コ， ノマギ モノ  イマ ダァ コ ノン ギ ソ コト  ヲハ モノ  ィマダ ァ フコ ザィ 

未， 有 ri 好 ui ヲ而 下不. 好， 義ヲ者 } 也 。未， 有 Bsi ヲ其， 事不 i ラ者 也。 未レ有 1- 府庫.^ 財 

ジ  シ  シ 

非 1 つ 財 ー者&  、 

解 章句に みえたり。 君の 庫の 五穀 財物 は、 民の ための たく はへ なれば、 民と もに 守る 意 あり。 文事の 器は禮 用に し 

て、 治平の 備也。 武備の 器 は 民の 瞀固 にして 民 安し。 賢者に して 後能樂 むの 義也 

lisi 子 ノ&。 畜ー ハー 馬 乘ー。 不レ察 ーセ1 於雞膝 T。 伐 氷ノ之 家ハ。 不レ畜 一一 牛 羊 T 。百 乘ノ之 家 ハ不レ 畜-ハ I 聚 

歛ノ之 臣？。 與 1 つ 有 一 1 聚歛ノ 之 臣.？ 寧 口 有；) 盜 臣.？ 此ヲ謂 ハ不 以ー レア 利ヲ爲 T レ利以 一 レア 義ヲ爲 上 

レ利ト 也 

馬 乘は士 初めて 大夫 となり、 四 馬の 車に 乘." 者 也。 馬 四百 疋 つなぐ 身上 なれば、 鷄 豚の 事 をみ づ から 不レ察 セ佚人 あ 

り。 伐 氷 は、 喪祭に 炎暑の 節、 氷 を 用る 身上 也。 祿 多ければ、 牛 羊の 用なる 時 は 市中に て 調る 也。 商と 利を不 レ爭。 

身上よ き 者 ガ物を 買 ザ は 商人 1^, 立 故 也。 百 乘の家 は、 大國の 諸 疾の上 卿 也。 軍陣に 車百乘 出す 身上 也。 ー乘に 七十 
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ヲ タ メレ 

二人 づ. - なれば、 人 數七千 二百 人 也。 知行 所 ある 者 也。 故に 聚歛 の臣を 扶持せ す。 聚歛 の臣は 後世の 御爲者 也。 士 

民 をむ さぶ りて 主君に 利の 有 やうに する 者 也。 左樣の 小人 は 大給を 不知。 大 結と 云 は 士も民 も 痛ます、 主人 もつ ま 

しからで 用 足 * 者 也。 是も 大道 行 はれ、 君 仁 を 好で 下心 服し、 何の 氣づ かひ も 用心 もな き樣 になくて は、 よく は 成 

がた し。 小人の 小知の 利口に てす る 仕置より はことの 外 安き 者 也。 盜臣は あし けれども、 是は 主教 一人の 报 にて、 

國 家の 害に はなら す。 聚欽 の臣は 主人 一人に は 利 あれ ども、 畢竟 衆の 心 はなれて 國 亡る 者 なれば、 盜臣 はまされ り。 

古今と もに 盜 をば つよく いまし むれ ども、 ^叙の 臣を いまし むる ことなき は 愚 也。 後世 代官 下 代な ど、 民の 物 貪り 

取 をば * 民 も あしく いへ ども、 共 時 は 民 さして 迷惑せ す。 淸 白の 奉行 出 來て下 代に 物 を とらせぬ より、 民 聞 大きに 困 

窮す。 世の 淸 白の 奉行 は、 下より" 賄 を とらぬ と 云ば かり 也。 淸 白に 自滿 してつよ く 取^ なれば、 刖聚歛 の臣也 0 

賄 をと る は盜臣 なれ ども、 國家 のために は淸 白より まされり。 いかんと なれば、 下 苦しむ 時 は、 上の 天命の 冥加 拫 

する 故 也。 上を报 じて 下 を 益 は、 报の樣 なれ ども 國家 長久 なれば、 義を 以て 利と する 也。 利 を 以て 利と する 時 は、 

利 を も 失 ふ 者 也。 是本を 外にし、 末を內 にす る 者 也 

i ビ Si 雖！^^っき！^ーぉぎぎケ飞怖！ミ矣。 t^ii ハ不っ i 以-" ，爲： 利ト以 お、 レ利ト 

ニニ ハ 


ニーお 

也 

人君 金銀 財 用の 不足 を 憂て、 積た く はへんと 欲する 者 は、 必す其 道に 賢き 小人 を 用て 事 をと らしむ。 彼 利に さとき 

小人 君の 爲 として、 利 を つとむれば、 君是を 善と していよ く權 をと らしむ。 小人 は國 天下の 治 鉢 を 知べき 樣 なけれ 

ば、 天下 贵賤 ともに 困窮し、 心 はなれ、 天命 を 失て 天災 地 妖人亂 ならび 至る。 其 時 驚きて 仕置の あしきが いたす 所と 

悔て、 賢者 を 求む、 いまだ 天命 少か k り、 人心 も不 5 散ゼ 前なら ば、 賢者の 力に も 及ぶ ベ けれども、 旣， に 人心 散 じ、 天 

命 はなれて はすべき 樣 なし。 人心 は あつまり 難し。 聚 りて は少々 あしき 分に は 又 散 じがた し。 四海 困窮し、 天祿絕 

え 散 じ そめて は、 又 あつむる 事 は 難 レ成者 也。 是 畢竟 利 を 以て 利と せし 過な り。 人君 は 財 用の 不足な し、 天下の 財 

用 皆 君の 財 用 也。 小人の あつむる は 多き 樣 にても、 飢饉 か 北狄の 兵亂に 逢て は、 事不， 足して 人 多く 死し、 國 亡る 

者 也。 君子の 大道よ， り 生す る 財 用 は、 みちくて 水火の 如し。 小人の あつめた るに は 百倍 も 多 けれども、 諸國 ゆた 

かにて、 士民 困窮せ す。 いかなる 大旱 洪水 飢饉に あ ふても、 たく はへ 澤山 にて 人不レ 死、 北 狄の兵 ありても 兵粮 事 か 

けす して 出陣 長陣心 やすし。 先大 軍の 扶持米 多して 後、 軍法 はかるべし。 たと ひ 張 良孔明 ありても、 軍法 〔〇 自 

兵〕 の糧 なく 進退 すみやか ならでは、 軍に 勝べき ことかた し。 故に 文事 ある 者 は、 必す 武備 あり。 文事 も 先 富し めて 

後、 敎 ゆべ し。 武備 も 先 兵粮 有て 後、 はかるべし。 小人 は 文武と もに しらす、 國の賊 なり COB 筆 本- ハ なほ 別に 

或 問 あり ァ リ〕 
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t: 九 

大學 和解 全 

大學了 介 先生 抄 

大 畢は學 校の 名 也。 大人の 學と云 も 同じ 義也。 道 は敎の 道な り。 學術 といわん がごと し。 明德は 人生の 尊号な り。 人 

は 五行の 秀氣 万物の 靈、 天地の 德、 神明の 舍、 太虚の 全体な り。 天地の 中に 人 ある は 人に 心の あるが ごとし。 お ほふ 

ベから ざる. の眞 あり。 人く 不義 をに くむ もの 我に ある 也。 是以 明德と 云。 明に すと は 其 明の 本体 を 不失を 云。 大學 

の敎は 明德を 明に する より 外 はなし。 故-明 德を 明に する にあり と 云。 明德を 明に する 天道 自然の 學校は 五倫 也。 故- 

在 親 民と いふ。 古へ は 人と 民と 通す、 上古-一は 天子の 御子と 申せ ども 生レ ながらに して 官位な し。 凡人と 同じく 皆學 校- 

\ お。 民 は 無位の 名 也。 公卿 諸侯の 子と い へど も生レ 出た る 處は皆 民 也。 是以民 を あげて 五倫の 人 を „ ^たり。 親 は 父子 

有 親の 親 也。 父子の 道 は 天性な り、 君臣の 義 也。， 百行の 源なる 故-親 を あげて 義別序 信 を 兼たり。 明 德眞實 の 感通を あ 

げて五 典 十義と 云。 其感 通の 跡に よって 本 休の 明 を 知、 不明 を 知、 お ほふ 處 あり、 ふさがる 處 ある 事 を 知て、 敎を ほど 

こす 者 也。 明德は 天下の 達德 也。 五倫の道 は 天下の 達 道な り。 齊家 治國平 天下 は 位に 隨て親 民 也。 其 一体の 實を盡 す 

也。 人々 身 を 愛せざる 者な し。 いたき かゆき 覺 ざる 者な し。 心の 萬 物に おける も 叉 如此。 家に 有て は 家 を 体に し、 國 

こ 有て は國を 休に し， 天下に 有て は 天下 を 体に す。 心の 万物に おける 体せ すと いふ 事な し。 吾明德 一体の 盡 して 

大學 和解  一 
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初て 天下に 明な り。 天下の 君と なり 相と ならで も、 一日 も 能 克己 復禮 とき は、 顏 子の 閑居 獨坐も 明德を 天下に 明に 十 

る 也。 其 一体の 赏 を盡す もの は 五倫..^ 先なる はなく、 おもき はなく、 したしき はたし。 故に 明德を 明に する CJ は 人 を 

したしむ にあり。 然 ども 明. > -德親 民に 於て 主宰な くして かな はす。 至善に 止 を 主宰と す。 子 を 愛し、 民 を^ は 善な り。 

孟子の 四 端と いふ も蕃 なり。 然共 情の 善に して 性の 善に あらす。 尤 情の 善 も 性より おこる といへ ども、 已 にあと あれ 

ば惡 と扣對 す。 善悪と なる 時 は 常なる ベから す。 ： 常なら ざる 時 は 止る ベから す。 止べ から ざれば 至善と iir へからす。 

それ 至善 は 性の 本体な り。 中庸に は 未發の 中と 云。 上天 之 載無聲 無臭と いふ。 吾人の 性 相 近 けれども 扪遼 し、 こ、 

ろながら 知が たし。 <fr それ 天の 湛 然として 虚 明なる は 習も染 ベから す。 淵^と して 靜 深なる は 才^ も 溯べ からす。 太 

虚の木 休な り。 むして 雲と なり、 降て 雨と なり、 散 じて 風と なり、 激して 雷と なり、 屈して 寒と なり、 仲て 尸ぶ となる。 

凡 二 〈讽感 通の 妙、 万物 發 生の 機、 太虚の 實、 是を 主宰して 其 湛然淵 然の本 休ま ことに 自若たり。 これらの 造化の 氣象 

を兒て 至善に 止る の 眞を識 得すべし。 約して いへば、 至善 は 無 極の 理 なり。 止 は 無 極に して 大 極の^ 也。 鄭 いへば 明 

德と 首て 至善 あり、 至善と 首て 明德 有。 分て い へば、 明德は 性の 体な り。 至善 は 性の 主宰な り。 親 民 は 休 をせ し 用 を 

なすの 機 也 

知 止の 知 は 知識の 知に あらす、 能す るの 心 也。 村里 を 知行す るの 知の 義 なり。 ^ししめ て 我 ものと なりたる なり。 お 

靜安^ 得 は 知 止の 後日 新に 德を 成の 心の 進 KJ を覺 ゆる 階. 級な り。 文字 f 目說 のさと すべき^に あらす、 よく 自得す、 べし 

△ 物 有 本末。 事 有 終始。 知 所 先 後。 則 近道 矣 
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物 は 器な り。 心 を 本と す。 事 は視聽 言動な り。 思を始 とす。 人生 は 吉凶 悔吝の 四に 過す。 吝は吉 より 凶に ゆく。 悔はー 

凶より 吉に ゆく。 然共其 箏の旣 に 見えた る處 にて 悔 たる 分に て は、 其 凶の 根 をた つべ からす。 本 我心に まど ひ ありて 1 

其 思に 始る もの なれば、 其 惑 をと き 其 始を愼 べし。 如此 にして 悔亡 べし。 是を以 先 後す る處を 知と き は 道 近し。 なを 一 

叉 下 を 起す の 語 也  一 

古 之 欲 明々 德於 天下 0 堯舜も 人な り、 我 も 人 也。 我 獨り愚 夫た る 事 はま HJ に ロ惜儀 也。 舜の 明德を 天下に 明に I 

した まひし,：： U  くせんの み。 舜の >:t  くせんと 思 は t-、 先 其國を 治べ し。 國は 君臣 朋友な り。 人の 君と して は 仁に 止り、 一 

人の 臣 として は 敬に 止り、 人の 朋友と して は 信に 止る。 君 王 は 其實を 心に 得た まひ、 其餘を 以て 國を 風化した まひ、 一 

下に 居 者 は 其實を 身に 行 ひ、 其德 人に 及ぶ を 治國と 云。 欲 治 其國者 先齊其 家。 家 は 父子 夫婦 兄弟 也。 人の 父と して は 一 

慈に 止り、 人の子と して は 孝に 止る。 人の 夫と して は 和義に 止り、 人の 婦 として は 貞 順に 止り、 人の 兄と して は 友愛 一 

に 止り、 人の 弟と して は 弟從に 止る。 君 王 は 其實を 心に 得 給 ひ、 其 餘を以 家 を 風化し 給 ひ、 下に 居る 者 は 其實を 身に 一 

行、 其德を 人に 及す を齊 家と 云。 齊 家治國 はた 其 次第 を 云な り。 身は國 家風 化の 本 也、 心 は 身の 主 也。 意 は 明 惑の 一 

機な り。 敎學 のよ つてお こる 處 なり。 致 知 格 物 は 誠意の 工夫 也。 此 目先の 字 を 以本始 を たづね、 后の 字 を 以てしる し 一 

を あら はす。 畢竟 致 知 格 物の 心 法 を いわんが 爲 なり。 大學は 王者の 學也。 孔子の 聖 といへ ども 下に 居 給 ひて は、 天下 1 

を 風化し 平 治した まふ 事なら す。 しゐ ておし ゆれば 却て っゐゑ あり。 怫敎 帝位 をす て k 出家し、 下に 居て 敎を せんと i 

す。 終に とげす して 其 生国に すたれ、 中國に 入て 中國を そこな ひ、 日本に 來て 日本の 神道 を 亡し 國を すいびせ しむ。 一 

一 
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下に 居て 敎者は 聖人の 五倫の 常道 だに 再傳 して は 費いで きぬ 。しかれ 共、 本人 道なる 故に 害 あり とても 千に して 二三な 

り。 釋； i 帝位 をす てた る 心 は 殊勝に 侍れ ども、 仁 を 好て 聖學を 不知の 愚に 落 入たり。 生 付た る 帝位 をす つる は 五倫 を 

はなる、 の 初な り。 佛敎 初て 後、 天下に おいて 何 か 益 ある や、 害 は あげて かぞ へがた し、 益 は 一 もな し。 只 其 徒の 共 

道を悅 ぶば かり 也。 常道 だに 君 王に 其 人なくて は敎化 全から す、 いわん や 常なら ぬ 道 なれば 共 そこな ひ尤 なり。 佛者 

身 は 乞食して 心 は 大虚の 外に 出る と 云。 大虚. 2： 外な し、 いづく にか 出ん や、 陰陽 を 出る の義 なるべし。 水火 は 陰陽 也。 

釋：^ 達磨 も 水火なくて は 一日 も 生て あるべ からす、 いかんして 出ん や。 しかれ 共 もろこし にも 此 見解の 人 あり。 駭子 

陵 は 光武帝の 故人 也。 光武帝と ね 物語して 天子の 御腹の 上に 足 を もたせて 云、 天子 は是 何の 宫ぞ と。 其 夜 天文 博士 星 

辰を兑 るに、 客 星 あり、 帝 坐に 入ぬ。 天子の 御 坐の 聞に 非常の 事 あらん、 とよば、 りぬ。 終-一 嚴子 陵が 鉢 を 見て 罪 もん 

とす。 光武帝 仰け る は、 汝 等が 知 所に あらす。 此 者の 學 は 天地 陰陽の 外に 出たり、 天下 を 以心と せす、 と。 如此 天に 

其し るし あら はる、 事 なれ 弁、 其 見解の 世界 を 出た るに は神罸 もく わ へられす。 尤 たかき 事 なれ 共、 ©li 舉は又 これ 等 

を はるかの 下にみ る 道理 あり。 天 蓮に 乘じ志 を 得て はかね て 天下 をよ くす、 明德を 天下に 明かに する 也。 天運 否 塞に 

して 志 を 得ざる 時 は、 ひとり 其 身 をよ くす。 格物致知、 誠意 正 心まで は、 天子より 庶 人に 至る まで 修身 を 本と する の學 

なり。 齊家 治國平 天下 は、 修身の 人の 時 を 得と 得ざる とに あるべし。 先の 字 を 以て たづね 至て 格物致知 につ まれり。 

格物致知の 心得 は 天子より 庶 人に 至まで か はる 事な し。 格 はた しふせ ぐの 心 あり。 格 物 は 克己な り、 致 知は復 な 

り。 克己 復禮は 顔 子に 吿た まふ， く なれば、 其 語意 高して 初 學の取 入が たき 處有。 同じ 心 法 なれ ども 格物致知 といへ 

ニニ 二 
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ば、 初 學の人 も 取 入 こと 安し。 物 は 事の 体に して、 事 は 物の 用 也。 耳目 口 手足の 物 あれば、 視聽 言動の 事 あり。 天下の 

事視聽 言動より 本なる はなく 近き はなし。 故-一格 物の 始は 視聽 言動の 非 心 をた し、 耳目 口 身の 欲 を ふせぐ にあり。 ふ 

せぐ とて 物 をた つに は あらす、 其 分の 得べき 道理に 隨て其 外 をした はす、 過てと 1- めす、 慮して か へ さす。 明覺の 体昭- 

然として 四 達す。 孟子 寡欲 ヲ以 養， 心， 周 子 無欲 ヲ以學 レ聖の 心 法な り。 記 曰、 人生 而靜天 之 性 也。 感於物 而動性 之 欲 也 0 

物 至 知 至、 然 後好惡 形焉。 物 之感人 無窮 而人之 好惡無 節、 則是物 至而人 化物 也。 人 化物 也者减 天理 而窮 人欲 者 也。 それ 

心の 虚靈知 足 は 二 あらす。 物いたり 知 至て た M しふせ ぐと を 不知 は、 知の 知と ころ は 物の みに して、 終に 其 本然 を 失 

ふなり。 故-一 性の 存ぜ ざる 處の もの は 心の 受 ざる 處也。 其大 なる 者 を 立れば、 小き なる 者 奪 こと あた はす。 天理 人欲の 

か、 る處 なくて、 當 世の 名 根 利害より 出た る ほめ そじり 是非 は 不受、 飄 風の 吾 耳 を 過る がごと し。 窮通得 喪う けす、 

浮 雲の 吾 目 を 過る がごと し。 死生 存亡う けす、 寒暑 晝 夜の 吾 前-か はるごと し。 其 窮竟に 及て は 世界 やぶれ、 天地 無に 

歸 すと. S へど も、 吾 明覺の 本体 獨 立して 不改、 物 を 格て 知 至の 極な り。 日本に てむかし 心を內 とも、 うらと もい へり。 

形 色 を 外物と 云に たゐ しての 義 なり。 禁中 を 內と申 も、 日本 國の 心と 云義 也。 心 は 主なるが 故 也。 畿內 北國東 國西國 九 

州 四國の 政令 は、 王 代に は 皆 禁中より 下知な されし 故-一、 心の 方寸に 居て 耳目 口 鼻 手足の 下知 をな すが ごとし。 身の ホ 

は 心 也、 國の主 は 王なる 理 にて 內と申 奉りたり。 又內を 禁中と 申 事 は、 不 節非禁 不時の 物 を あらためて 洛中に 入 ざり 

し 故 也。 色 も 靑黃赤 白黑の 正色 を 用て 間色 を不 入。 菓魚等 も 時なら す、 尺に みたざる は不 入。 茶の湯 等の ごとき 俗の 

作 出した る 常道に は づれ、 常の 器の 外に 器 を 用意す る やうなる 事は不 入と く禮と 云た ぐいな り。 樂も 天地の 律呂に^ 
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たる 糸竹の しらべば かり 用て、 猿樂、 田樂、 俗の こうた、 さみせん、 尺八、 まい、 ぜ うるり 等を不 入。 坊主 等の. 五倫 

の 常にち が ひたる 者は不 入。 是則物 をた しふせ ぐの 義 なり。 此法 立て ありし 間 は、 王道 もお とろえ たま はす、 天下 

を 失 はせ たま は ざり しが、 此物 をた！. - しふせ ぐの 禁法 ゆるまり て 後、 禁中の 御 かまへの 白砂 を だに ふませ ざり しお 共 

が 殿上にまで のぼりし かば、 內の內 たる 處は いづく へ か 行て、 王 威 を 失 はせ たま ひて、 名のみ tf りて なきが どくな り 

たま ひたり。 心 も 又 如此、 本虚靈 にして 一物な き 道理の 心に、 いろ/、 の 物 をう け 入て、 ふせぐ 道 を 不知ば、 心 は 物 

に 化して、 见れ ども 見えす、 きけ どもき こへ す。 食 すれ ども 味 を 不知が ごとく、 如此を 放心と はいふな り。 軍陳 にて 

も 大將の 法 を しらぬ は大軍 1 乱、 みだれて は 大將は いづく に 有 やらん 不知 中になる といへ り。 主 を 立に は必す 正しき 

法なくて 不叶義 也 

問、 王 代の むかし 禁中ば かりに ふせぎた まわん より、 日本 國 中に 非常の 者 を 禁じた ま はざる 事 はいか 5-。 云、 始 はか 

、らん ものと もしれ す、 何となく はじまりて ひろくな り、 或は あやまりて おこしな どしても、 ひろくな りたる を 俄 

に 力 を以と t- むれば、 其 者め いわくに 及ぬ。 其 上さる かく 鉢の 者 は 凡俗に はありても 不苦、 とても 大道 はしら ぬ^の 

IBI^ なり。 た にの み 禁じた まひて、 國 郡の 政道 を も 取 行れき くだに 正しき 禮樂 によりた まへば よければ、 下ら ふ 

の 事と して さし 置た る 也。 畢党は 大道 行 はれざる あやまり lu 一、 終に は內に 入て 內 乱ぬ。 間 物 を ふせいで 知 を 全す る 

とならば、 閉口 K をむな しくして 後飮 食の 正 を 得る か、 種類 を絕减 して 後 夫婦 の^を 全 せんか、 窮 理の學 なくして は 知 

を 致 MJ なからん か。 言 さきに すでにい へ 共 世 學の習 ふかくして さとしが たし。 天下の 物 は 五倫より 大 なる はなし、 天 

ニニ  B  k 
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下の S 五 f タ f Is く 霞る し。 五 事 QI を， し. 其 f  $5、 謹 明き 時 は、 心 正く 身修 ぬ。 

其た しふせ ぐの 主宰 は 知な り。 誠意 其內に 有、 學處は 孝弟 忠信の 道な り。 行處も 孝弟 忠信の 道な り。 孝弟 忠信に お 

ゐて ふさがる 物 をと き、 通ぜ ざる 事 を 達して、 其 邪 を ふせぎ、 璧專 り、 讓 神に 入て 用 をな す、 囊 これより 大 

なる はなし。 うたが ひた まふ 處 の窮理 と 云 もの は、 皆 堯舜の 民に はなき 事 也。 そ Q 流 俗の まど ひ は 多， は 異端より 5- ぬ。 

力 を 不用して 明辨 すべし。 自 天子… . 謂知臺 也。 修身 を 本と する もの は其學 すでに 實 なり。 實 ある もの は必 しるし 

有。 木 をう へ 養 者、 義本を あつく S する 時 は、 其 枝葉お のづ からしげ し。 蒙すべき 本 を 薄して i する 處の技 

葉を季 る もの は あら じ。 本に うすくして 末 を 厚す る は、 眼前 Qf 見る が 故ず。 すでに I きなり 。彼の 法を不 

知の 人 は、 天下 國 家の 犬なる 事 を 知て、 是 をよ くせんと 思に 急々 なれ 共、 其實を しらざる ゆへ に、 法制 智 術の 末に 專 

にして、 其 ゆへ を 不覺。 法 は 時 ありて 敗 5 あり、 智は時 ありて 窮£ あり。 天下の 民 日々 に はなれ、 天下の 勢 曰々 にさる 

がなら ひかな、 何ぞ其 本に か へらざる や 

所 IS 誠 鬼 ハム ……… 慎 t^K 獨也 ◦ 所謂の 二字 を以、 傳の義 を あらわせり。 條目は あれ ども 格物致知 は 誠意の 工夫 受 

用 なれば g に f 、し。 誠意 Q£ 備れ り。 夫 意 は IQg る、 處 にして、 IQ さか ひなり。 聖人 はすで 昼な し。 意 

なき 時 は 惑な し。 惑なければ 敎 なし。 敎 なければ 聖賢の 名な し。 是を大 古 神聖の 至 治の 代と いふ。 心 上に 始 なかり し 

意と いふ もの 生じて よ 义に惑 あり。 惑あって 後人に 病疾 あり， 世に 治乱 あり。 敎 なく 政な き 事 あた はす。 かるが ゆ 

へに 大舉 の 始敎讓 を 本と す。 I の 心 も 誠意よ 4 格へ は 一路に 靈 くだりたり。 大學の 道 在 明 明德、 明德を 明に 
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する 地形 は .れ 倫に 交に あり。 五倫に ぉゐて 明々 德の 主宰 は 在 止 於 至善、 知 止より 能 得 迄 は 至善に 止の 切なり。 物 有 本 

末 …… 近道の 語 はれ 4 者の 工夫の 內に向 こと を 示し、 且 以下の 修目 をお こすな り。 修目は 誠意に 及 ばんがため 也。 致 知 格 

物 は 誠意の 舉術 なり。 自 天子 …… 知 之 至 也は爲 己の 實學を 示し、 且德 性の 知 は 一心の 神明た るの みに あらす， 天下の 

主宰た る こと を敎 たまへ り。 それ かくの ごとく なれば、 傳の始 は 誠意に おこらで 不叶義 なり。 意 は不常 往来の 念な り。 

無事の 時 は 聞 思と なり、 有事の 時は雜 慮と なる。 赤子の 心に これな し、 聖人の こ、 ろに これな し。 凡 心に は此意 念の み 

にして、 至誠 無 息の 性 はなき がごと くな り。 俄に 此意 を絕 ベから す、 た になく せんとして はなくなら す。 誠にす る 

によりて なくなる なり。 異學- -は此 意 を りん ゑと みたり。 誠にして なくす る 受用を しらで たち 亡さん とするな り。 こ、 

に 於て 奄^ を あやまりて 千里の たが ひ 出来ぬ。 此 意の たえす して 心 上に あり、 自欺者 は 習性と 成て 知く もれば なり。 

然 ども 善 を 好 こと は 如 好々 色、 惡を惡 と は如惡 * 臭の 天性の 神明 は减ぜ すして 吾に あり。 なき なぞと 人 をば 欺 ども 心 

の祌明 をば あざむく ベから す。 誠に はづ かしき 事 なれば、 君子 は 人の 知と 不知と によらす、 一念 獨 知の 神明 を 愈 慎スル 

也。 自 謙と：： ム" 虔 明の 体 也。 知の 實を さして 云 也。 知 善 知 惡は旣 に 跡 也。 虔 明なる が 故に 能 如 好々 色、 如惡々 臭の K あ 

る 也" へりくだ ると 云も虔 明に して 我な きが 故 也。 彼 物 知の 記 隙の 知 はみ つる 虚 有が ゆへ に、 自 まして へりくだる 事 あ 

たはざる 也。 それ も 虔明自 謙の 眞 知に 至れば 其 記 臆の 知も大 に重寶 となる 也。 謙 は 德の枘 なり、 性の 至 德耍道 也。 天 は 

謙 を 得て 生 * 不息 なり。 少も なし 得た るの 心 あらば 造化 やみ 四時た がふべ し。 地 は 謙 を 得て 万物 を 養育す。 少も なし 

得た るの 心 あらば 乾坤 やぶるべし。 故に 自謙は 無心の 敬な り、 性の 德也" 是 故に 君子 はよ く 獨を愼 む。 易の 六 4>g: 卦、 
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乾坤と いへ ども 戒の言 あり。 只 謙の ー卦 のみ 全体 吉 なり。 其 故い かんと なれば、 天道 はみ てる を か. S で 謙 を まし、 地， 

道 はみ てる を變 じて 謙に しく。 神道 は 盈を禍 して 謙に 福す。 人道 はみ てる を 惡て謙 を 好む。 謙 は 高して てり、 ひきく， 

して こ ゆべ からす、 德の至 也。 此傳の 初に 知の 實鉢を さし 示して 謙と いへ る こ、 ろ は 誠に 妙なる かな、 神なる かな。； 

知 はまこと に 謙 を 得 ざれば 衆理に 妙に して 萬 事に 應じ、 萬 物 を てらす 事 あまね からざる 義 なり。 三 極の 至 德耍道 こ、： 

に 極ぬ。 敬と いへば 人の こ、 ろ を 生じ、 筆 をた つるの 費 あれば 自謙 にして 愼獨と 云て 敬其內 あにり  .： 

わ 人間 罟 …：. 其 嚴乎。 此間 居は獨 座に あらす、 其 小人 Q 類が より 合て 不行義 無作法 をす る 也。 悪の 同心 同德 なれ 一 

ば、 は づる事 も はにかる 者 もなければ、 不善い たらざる 事な き 也。 报 明る 日 にても いつにても 君子 をみ て は 左様に 惡ー 

事 無作法 をな したる 氣色 もな く、 急 度 作法 をよ くし 顔色 を 作て 居 也。 此君 P は眞、 の德 ある 君子に あらす、 只 其 間 居の i 

無作法に まじわらぬ 人 也。 此 小人 共の 爲には 君子の ごとく 思 ふなり、 何ぞ 四方の 物が たりに つけても 顔色に つけても、 一 

其 君子 は 知ても しらいでも、 小人 共の 心に はしられ たる やうに 覺て、 其惡 事の 內所 をよ く 知た るが 知た そうな とお も 一 

は ゆく 氣遣 するな り。 人 は 何の こ、 ろ もなくても、 我と 肺肝 を 見ぬ かる、 やうに 思 ふ は、 內に 不義 を はづる 良心が 有 一 

ゆへ 也。 善惡 ともに 內に誠 ありて 外に あら はる、 事 かくれな し。 たと へば 一 旦 は善惡 共に かくれても 其實は 終に しれ 一 

ぬと いふ 事 は 無ぞ、 惡事 をす る 者 も かなら す あら はれん と 知て 白昼に 人中に てす る 者 はなき ぞ。 皆 かくし 忍びて する 一 

fc 愚なる 事 也。 十目 十手 は 大勢の 事ぞ。 大勢の 指と ころ は我獨 知と ころ 也。 盗と いへば 手 さし 出す といへ る こと 一 

わざの ごとく， 小人の かくし 忍て 不善 をす る はくる しひ 事ぞ。 しからば 名のた めに も 利の 爲 にも 今 曰の 樂の爲 にもな 一 
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らで 何の 益が ある や。 かやう の 事共 をかん が へても、 君子の 學を する 者 は、 其 一念 獨知 を愼 より 外 はなき なり。 むか 

し 衞の伯 玉 

富 閏 屋 …… 誠せ ハ 意。 不善 をす る 小人 を 見に、 貧乏なる 者の 屋の ごとし。 やぶれ か、 り、 た ふれ か、 りて、 はし 

さま あき- 大風 雨 あらん 事 をお それ、 とかく 此ま、 にて は 立 まじき 程なる ぞ。 愼獨 のれ 子 をみ るに、 富なる もの 

、屋の ごとく、 何方もく 時に 先達て 修理 すれば、 少も さまの あきたる 所 もな く、 風雨 あり とても；^ 遺な し。 こ、 ろ 

の發 する 所 は 性 命の 正に 順て 自 欺の 惡 念なければ、 自 謙の 虚 明の 本 鉢 泰然と して 大虚に 逍遙 すれば 心 魔 体^な り。 孟 

子の 浩然の 氣を 養て、 天地の 間に ふさがる とい ふ もこ、 に 出たり 

詩 云、 瞻 …… 不化化忘.^^0 こ、 に 詩 を 引て 其 意 を 解し、 格 物の 受用を 明す。 初に は自 謙と いふて 君子の 知の 全內 

に 用て かわる なき 本然 をい ひ、 次には小人の不知ぃたらざる事なき者も天眞の知不亡してぁる^5ザをぃふ。 致レ知 こと 

は 格 物に あれば、 物 を 格し 杆の舉 はた 5- にくら ふしてな すべから す。 門に 於て 非常 を あらたむ るが ごとし。 共舉を 精す 

るな り。 舉を 精す る 事 は問學 によって 切 嗟 琢磨すべし。 其 切 碟の主 は 又 知な り。 誠意の 工夫と て^に あるべき やうな 

し。 故に 致 知 格 物の 工夫 を 反復して 誠意の 功と す。 字義 は 諸 注に 讓る 

詩 云、 於戲 …… # 不忘 也。 是又詩 を 引て 義 精く 知 明に して 意な きの 極 をい ふ。 意と いふ は 好悪の 念の 不 常往來 

する 也。， 好惡は 物欲 留 滞して 生す る 者な り。 此好惡 の執滯 あれば、 たと へ 明 覺の赏 に は資を しれ ども， 己が 好悪、 の砍 

にさ わるが ゆへ にいみ にくみ、 小人と しれ ども 己が 好惡に 叶が ゆへ に 近く、 甚 しければ 內 くらく 成て^ 不緊を も兒し 
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らす • 義を 精く して 物欲 を 格し ふせぎ かち 去て、 眞知 全てり ぬれば 好惡 是非の 乙. -ろを 煩べき 物な し。 知の 實は 賢人の 

知て 尊より 犬なる はなく、 親 を 親と して 親愛す るより 本なる はなし。 此 君子 は 在位 有德 かねて みるべし。 大學は 王道な 

り。 天子の 舉. なり。 天神地祇 にっかへ 給て 極 を 立 給 ふの 道 は賢臣 なくて は 叶べ からす。 四方の 悅心を 得て 先王に 事 給 

ふ 事 も賢臣 なくて はなら す。 德は 親々 に 本 づきた まふと いへ ども、 親. < の 業 は 賢々 より 始れ り。 賢々 の 明く らくして 

天下 乱 時 は、 鋭 ありても 親愛し 給べき やうな し。 故に 王道に 於て 々こと を 先と す。 小人 は 不德の 人に あらす、 下に 

居 者 をい ふなり。 誠意の 學 下に 及て 好惡の 迷なければ、 百姓 は 農 を樂み 利と して 其 外を不 願。 ェ商は 其 ェ商を 樂み利 

として 其 外を不 願。 民間の 婦女と いへ ども 芣 すの 天 遊 あり 

康誥 云、 克明 德 ：… 自明 也。 訓詁 は 諸 註に 讓" 

湯 之 盤 ：： 又 日 新  — 

宇宙 ありて より 此 かた 日と して 生ぜす とい ふこと なし。 君子の 舉日 々 に 進 ざれば 曰 々 に 退く 一：：： 11 作 新 民み づ から 新に 

する の 民 也。 親に よりて 愛 を敎、 厳に よりて 敬を敎 也。 詩 云、 周 …… 其 極。 富貴 久しき 時 はおとろ へ 安し、 然るに 其 

命 新に して 天下 をた もてり. - 人 極 は 天の 明 命に して 造化の 主宰なる が 故な り 

詩 云. S …… 止 於 Ino 詩 書 をみ だれ 引て 格 致の 餘情を 詠嘆し、 明々 德親民 止 於 至善の 功 も 格 致の 心 法の 內 にあ 

り。 各々 に みるべからざる 事 を 明す。 訓詁 は 諸 注に ゆづる。 子 臼、 聽訟 …… 知 本 0 獄を i はる 事 いかほど 明に て 

も 其 をき くから は 人に 遠き ことい くば くもなし。 峻德を 明に する の 至 は 恥 乙と 有て 自 欺す。 犬に 自己の 志に 恐る- -處 
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あり。 是を 以て 訟 やむべし。 是 もまた 誠意 致 知 格 物の 外に^ 路 なし。 畢竟 本 をし るに 有. -知本 は 知の 至な り。 大陽束 

に 出て 横行の ものな きが ごとし。 所謂 倏身在 正 其 心 …… 七 情の 發 する も 性 命の 正に 本 づゐて 時に 忿恐愛 る 者 は 心 

に 於て さまたげ なし。 有 所の 二字に こ. -ろを 付て 見て 分明な り。 人々 吾 身の 欲の 好惡 する 所有。 好 慮が 不 叶ば 1#S 患し、 

惡 ものが 来れば 忿懐 す。 好 處の物 かなれば 樂み、 難 成ければ 失 はん 事 を 恐懼す。 ^身の 欲に 執 滞す る 所 あるが ゆへ に、 

こ、 ろの 鑑 {>^； 衡平 の 本然 を 失て 其 心を不 得、 これ こ- - ろの 主 は 物に 位せられて 物 反て 主と なる、 是を 放心と 云。 こ、 ろ 

こ  >- にあらざる や、 みる 事 こ、 ろ を 以て 不見、 きく 事 心を以 きかす、 食す る 事 心 を以贪 せす。 食 は 身 を 養 者 なれ 共 却て 

身 を 害する がごと きにいた る。 心 正から ざれば 身不 修の義 なり。 格物致知して 意 を 誠に すれば、 心 はおの づ から 正き 者 

也。 誠意の 傳 にお ゐて (- せり。 爱には 有 所の 病 を あら はして 先 后の あらまし をのべ たま ふ 者な り。 或 問、 子の 身に 

所な き忿 はいか 1^ あるべき。 云、 私な くして 不義 をに くむ こ、 ろ は、 我に 少も か.^ ら ぬいに しへの 事、 他人のう へに て 

も 同じ ことわり なり。 其不義を格の任なき時はた^-に 一 應にくむのみなり。 我に 任 ある 時 はいかる、 其い かる 時、 心 

すみ 氣剛 になり て、 惡人 おそるべく、 邪神 さるべし。 我 ^{„^Q 本然 は 自若たり。 小人 は 迷より おそれ、 欲心より おそる。 

いにしへの 勇力 すぐれたる 武士と いへ ども 鬼 をお そる、 のま どひ あり。 欲のと げざらん 子 を 恐の こ、 ろ あり。 君子 は 

欲な く 迷なければ 恐べき 物な し。 天命 をお それ、 君 父の 命 をお そる。 みづ から 過ち ありて 人に 道理 ある 時 は、 下人 女 

子と いへ ども これ を 恐る。 君子 は德を 好み 學を 好む。 天命の 生 樂を樂 む。 身の 不修 こと を S ひ を 不齊事 を 患 ふ、。 其 

衡平の 本 休 自若たり。 所謂 齊其家 …… 親愛すべき もの は 父子 兄弟に しく はなし。 然共 愛に 過て 別なければ、 共 子；！^ 隨 
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になり て 不可 用、 いやしみ にくむべき 者 は 不義 利欲の 者な り。 然 ども 是 をに くむに も 時 あり、 任 あり、 本 我に ぁづか 

らす。 長 敬すべき 人 は 君 父に しく はなし。 然 ども ひとへ にかし こまりて は 不義 を 不知、 却て 不忠 不孝と もなる 也 。哀 

矜 すべき もの は 民な り。 然 ども 威な く 法なければ 惡を なす、 却て 不仁と なるべし。 傲惰 して 心と すべから！^ る は 無用 

の 事な り。 然 ども 子 を 愛する によって、 幼子の た わ ぶれ を もと もに すべし。 土 を 安し、 仁に あつく ば 世俗 を も はなる 

ベから す、 只 心に ぁづ からざる ばかり なるべし。 畏背敵 應の心 法に て 水の 潤 下に 潤せす、 火の 炎上に 炎上せ す。 故に 

よみ すれ ども 其惡を 知、 惡め ども 其 善 を 知。 これ 我 學の眞 に 大虔を 出るな り。 氣を 御す るの 主た へて、 氣の爲 におち 

入 者 は、^ き 時 は 其 子の 悪 を 不知、 其 苗の 犬なる を 不知、 これ を 身不修 とい ふ。 身 不修時 は 親愛 長 敬 等み な氣の 欲に し 

たがって 偏 辟 なれば、 畏敬 親愛 せらる、 もの はお ごり、 賤 惡傲惰 せらる、 者 は うらみ、 哀矜 せらる、 者 はお； J たる。 

家の不齊と^Jろなり。  . 
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大學或 問 治國平 天下 之別卷 ， 

和漢に 通ズ ベから す、 古今 一一 わたるべ からす、 今 をす く ふ活法 也。 其 人 を 待て 行 はるべし。 故に 秘 して 不レ傳 

時務 之目錄  ， 

1 人君 天職 之 事 

1 人臣 天職 之 事 

1 拜,, 昌言 I 事 

1 富有 大業 之 事 

一 諸 國水損 之 S なく、 日 損すくな かるべき 事 

I 北狄 の備、 其 外 不意の たく はへ • 凶年の すく ひも、 富有 大業の  ー^5^-なる事 

1 公儀の 御藏に 金銀 米穀 充滿、 國主 城主 共に 五穀 無-, 置 所-やうに 澤 山に 可レ成 事。 付 五穀 如 r 水火-にして、 不仁の 者 

なく、 盗賊な く 成べき 事 

1 世 聞 借金 かし 主 迷惑せ す、 不， 殘 相濟、 天下 無；， 借 銀， に 可成 事 

一 諸 苹人不 レ殘在 付 遊民 幷產 なき 者 片付、 困窮 人 ことぐ ク救 はるべき 事 

大學戎 問  一 
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諸國 山林 茂り、 川 深く 可， 成 事。 付 民 困窮 故山 川 荒る V 事 

上の 御 冥加 报益之 事 

遴 兵の 昔に か へるべき 事 

地な し髙を やめ、 幷 運上 新 知 加 增に有 仁政 事 

異國の 糸 卷物地 能 下 直に 可レ成 事。 付 十 年 十五 年の 間に は 日本に 糸 綿 多く 成、 よき 親 可-. m 來, 事 

吉利支 丹 之 法 斷絕之 事 

佛法 再興 之 事 

祌道 再興 之 事  . 

仁 奴  > 

g 君 H 本 中興 之 事 

學校之 政 之 事 

王子 皇女 諸 公家の 男子 女子 出家と なさで、 諸國學 校の 師と 成べき 事 (^お ネ is^^^w の 4, と 小な 惠 すなへ がきら 1? さ々 jlli„ ^れ^、 

小惠 ながら 益 あるべき 事 


iB 


,  二 li 

1 或 問、 人君の 天職 は何ぞ や。 云、 人民の 父母た るに 心 ありて、 仁政 を 行 ふ を 天職と す。 ー國の 君に は、 ー國の 父母た 

る 天命 有。 天下の 君に は、 天下の 父母た る 天命 あり。 今人 君の 諸 位 を 命じ 給 ふが ごとし。 故に 天命 常な し、 衆の 心 

を 得る 時 は國を 得、 衆の 心 を 失 ふ 時 は 國を失 ふといへ り。 衆の 心 は、 仁に より、 不仁に はなる。 是 天職 を 修る. t は、 

天命 を 得、 天職 を廢 する 時 は、 天命 を 失 ふ 所 也。 天命 は 常に 仁 善に 與す。 是常 なくして 常 ある 處也。 人君 仁心 あり 

といへ 共、 仁政 を不， 行ば 徒 善 也。 仁政 を 行 ふこと は、 其 人 を得ル にあり。 賢者 を 位に 置、 本才 ある 人に 國政 をと らし 

め、 能 者 を 諸 役に 命す る 時 は、 君の 仁心 ひろく 成て、 仁政 行 はる。 問、 賢者 を 位に 置と は何ぞ や。 云、 君 は 天下の 剛 

也。 剛 一一して 剛- 一居る 時 は 過たり 二 几 龍の 悔 ありて 凶 也。 故に 柔を 以て 剛を濟 ふ。 師 保の 職 を 置、 諫議 の官を 立、 德 

を 好み、 文武の 藝 をす &め、 仁に して 風 淸き人 を卿大 夫と し、 上士 として 士の 上に 置。 是贊者 を 位 一一 置 也。 問、 本ネと 

は何ぞ や。 云、 才知 品々 ありと いへ 共、 必す 天下の 政に 達する 才を、 本才 といへ り。 孔子の 才 難しとの 給 ひし 人 也。 

有が たき 人なる 故に、 いにしへ より 有 道の 君 は、 陪臣 • 民間， 匹夫 を きら はす、 あげ 用 ひ 給へ り。 伊 尹 は 有莘の 野よ 

り 擧られ 、傅 說は版 築の 中より あげられたり。 中古より 宰相の 職 を 立て、 貴賤 を きら はす、 才 次第に 擧 用ら れ たり。 

祿を 代- にせす、 一代 切に 用ら れ たり。 一度 宰相の 祿を 置て、 十 世 百世の 外まで も、 天下の 賢才 をの こさ マる 法な 

れ ば， 後世の 時勢に あたれり。 問、 祿を 世々 にす とこ そ聞シ に、 一代 切と は何ぞ や。 云、 自分の 領地 家中 ありて は、 

其 仕置に 精力 もれて、 公用に 害 有。 殊に 匹夫より 擧られ て、 俄に 士民 多くて は、 それにの み 心 を 用 ざれば 不レ 治。 こ 

の 故に 宰相の 祿 十万 石 なれば、 米麥 金銀に てた ま はる 也。 人馬 は 其 身の 生 を 養 ひ、 身 を 助く るば かり 也。 公用に は、 

大學或 問  一 一一 
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公義の 人 ありて、 家 頼の ごとく 使 はる. -也 a 十万 石の 祿、 一万 石ば かりにて、 自家の 用達 ス。 九 万お は餘 度と 成り 

て、 親類 • 裸 類 • 知 昔* 近付の 貧乏の 者す く はれ、 子孫 永く 富有 也。 其 身 もし は病氣 となり、 もし は 老翁す る 時 は、 

厶 厶 

職 を 群して、 故 鄉に歸 り、 故鄕 なき 者 は、 在所 を 賜 はりて 休す。 執政の 人に 領地 をた ま はりて、 子孫に ふる 時 は、 

十 人 か はれば 百万 石の 領地 出ル 也。 公義の 地 も、 左樣に はつ ^かざれば、 後にはひろくぇらびぁぐる^^ぁたゎすし 

て、 大身の 中より えらばる。 大身 は 数す くなければ、 本 才の人 有が たし。 其 上 才德其 任に 不 叶して、 代々 大 祿を受 

されば  〔一)  . 

る こと は、 天の 廢 する 處也。 故に 子孫に よき 人生れ がた し。 故にい にし ゑ は、 賢 を 擧る事 野に おいてす とい へり。 此 

0  0  I."  (5  . 

故に 言 路を 開て、 天下の 善 言 を 来し、 排 謗の 言まで を 取、 明 知 を 先ンぜ すして、 問 ふこと を 好む。 是 人^の 人民に 父 

母た る 第一 也 

1 或 問、 人臣の 天職 は M: そや。 云、 君 を 助て、 仁政 を 行 はしむ る を、 臣の 天職と す。 或は 君の 心 を 助け、 身 を 助け、 或 

は 言 を 補 ひ、 行 を 補、 善 を 君に 歸シ、 過 を 己に 歸し、 身の 威權を 欲せす、 ことぐ ク 君の 威檨 〔榄 威〕 に歸 す。 臣逝は 地 

に 則と る。 柔に 過べ からす。 利の 爲に まがらす、 君 不善 あれば 諫爭 す。 其！ i„ ^をす くふ虚 有。 是 天道 は下濟 し、 地道 は 

上 行す。 上下 交て、 其 志 、通す、 君臣の 正理 也。 若君 剛に 一 に、 臣柔に 一 なれば、 驟冗暴 戾の勢 ひ 行 はれ、 卑^ 阿 曲 

の 態 生じて、 君臣の 理 乱る とい へり。 康 暗の 君 は、 使柔 一一 失シ、 明察の 君 は、 辨急に 係らる。 此ニハ 天下 を たもつの 

SV.  tow  <j  <1 なん 

通忠 也。 遂に 亡ル道 也。 故に 君 上 は 知 を 尊て、 聰明 を不レ 尊。 明知の君は深沈寬洪の量ぁりて、下.&^^^.^易の；^ぁり。 

天道 は 編 覆 包含 を 以て 德 とすと い へり。 或 問、 國 天下の、 治乱 存亡 吉凶の 先知 あり や。 云、 有。 古ん r. 和涣 のた めし を 

i 一六  > 


.  ニー 一  I 七 

智 

考 るに、 言路 ひらけ 通す る 時 は 治り、 ふさがり とづる 時 は 乱る。 一 W 路は君 王 愚に して はふ さがる ことなく、 知 ありて は 

(五) 

皆 ふさがる もの 也。 故に 云、 陵の 上 九 は、 離 也。 離 は、 諸卦 にあり て は 明と す。 ひとり 睽に 於て、 變 じて 惡 となれ り-" 

其 故 は、 陽 を 以て 上に 在と きは充 とす。 剛を 以て 上 一一 在と き は 狼と す。 明 を 以て 上に あれば、 變 じて 察と なる。 猥 

A  A 

を 以てし、 察 を 以てする は 陵の 極 也。 離 火 は 上 行シ、 免澤は 下行す。 言 路とぢ て、 上下の 情不， 通 象 也 = 上下の 情速ぜ 

ざる 時 は、 天下の 心 はなる &者 也。 天下の 人心 はなる、 は、 君な きの 象 也。 是 大乱の 本 也。 君 上 自己の 察に 任して、 

e な- 

國 天下の 謗 をい み、 諫言 を は みてい-たす 處也。 諫臣 を 殺せば、 必其國 を 亡す。 切 直の 言 は、 人臣の 利に あらす、 

國 家の 福 也と いへ り。 故に 誹謗 を 罪し、 忠良 ノ 切言 胸中に 欝 する は、 秦の 天下 を 失ふ處 也。 高祖 は、 善 を 納レ、 諫 

(七)  S 

にした がふ。 天下の 知 を 合て、 天下の 威 を 合ス。 孝 文 加ル- 一恭 儉を 以てして、 天下 平 也。 孝 武忠諌 を 好み、 善せ 〔を 悅。 

是 EI 百年の 久を たもつ 處の 基本 也。 君 上 明察なる 時は罸 多シ。 是 天道に あらす。 陽 は 常 一 一大 夏 一一 居て * 生育 長 養 を 

以て 事と す。 陰 は 常に 大夂- 一に 居て、 空虚 不用の 所に 镜 といへ り。 是を 以て 天道 は 仁 德に任 ジテ、 刑罸 一一 不レ任 こと を 

知べ し。 天人の 際甚 長べ し。 國家道 を 失 ふの. 敗 あらんと する 時 は、 天災 害 を 出して 譴吿。 災害 (と) は 風水 等の 難 也 „ - 

いまだ さとらざる 時 は、 怪異 を 出して 驚懼 せし む。 怪異 は、 神人 非常の 變也。 猶 いまだ さとらざる 時 は、 傷 敗いた 

ると いへ り。 是 天道 人君 を 仁愛して、 禍乱を 止めん とする 處也。 賞罸を 厳に する は、 道 もとより 行 はれ ざれば 也。 

道行 はる、 時 は、 衣に ゑが き、 章 服 を 異にして、 民禁 を不， 犯と い へり。 禮樂は 人民の 服す る處 也。 直 を あげて、 ま 

がれる をす て をく 時 は、 恥ル心 生じて、 まがれる 者 直から しむる は、 王道の 寬仁 なり。 或 問、 人君の 德は、 至 明より 

大舉或 間  I  五， 
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ほ 

犬なる はなし。 しかるに、 明察 を戒 むる は、 何ぞ や。 云、 至 明姦を 照せば、 巧 邪蔽 こと あた はすと いへ 共， 知 を 

くらま! 3 て、 天下の 知 を 用 ひ、 よく 諫を いれ、 謗 を 聞 (ば)。 身 安く 心樂 み、 國 治り、 天下 平にして、 令名 後世に あら は 

ノ.  力 * ャ d 

る。 是其至 明なる 處也。 故に 君 道 は 天に 則と る。 剛に 過べ からす。 用 九 首な くして 吉 なる、 是也。 威武 を 糊 さす、 

刑誅を 峻 セす。 心 を 降して、 言を受 く。 溫恭 にして、 下 一一 接す。 共 剛を濟 ひ、 其 明 を 和す る 所な りと いえり 

一 或 問、 禹拜， 一昌 言 一とい へり。 昌 -言 は何ぞ や。 云、 昌言 は、 道德學 術の 言に あらす。 聖人に 造 德の言 を 下より 敎 べき 

やう はなし。 國家 天下の 政事の 可否， を吿ル 也。 上の人の令する處善なれ共、 人情事變_ーハ全くぁたらざる^^ぁり。 共 

可否 を 聞て、 あらたむ る 時 は、 今の 時勢に 叶て、， 在位の 人 は ゆたかに、 諸 民 は 其 所 を 得て、 其 利 を 利と し， 共樂を 

たのしむ 也。 其中昌 言に も、 大事 小事 あり。 大水の 勢 は、 河 邊の者 知 ごとく、 下の 人情 は、 下に 居 者 これ を しれり。 

故に 其 言 の 政に 益 ある 事 を 悅給ふ 也。 拜し給 ふ 者 は、 知 給 は ざり し 事 を吿る は、 一事の 師也、 故に 拜し給 ふ 也。 聖 

人の 心 体 無我に して、 虚 中に 天下の 签を來 し 給 ふ 事 を 知べ し。 問 ことをこのみ、 諫 を受、 謗の 言 を も あげ いれて、 

政事の 可 を考 ふる、 是を 言路を ひらく といへ り。 天下の 吉凶の 先知 は、 言路の 開く と、 閉 ると にあり。 故に 天下 

の 知 を 合する もの は ゆたか 也 

I 或 問、 富有 大業 をな すべき 事い かん。 云、 仁政 を 天下に 行 はん 事 は、 富有なら ざれば 叶 はす。 近世 無告の 者お ほし。 

無告と は、 誰 をた のみ、 何方へ よらん 便な く、 何 をして 父母 妻子 共に、 一生 を 送るべき 様な き ^3。 仁君の 政に は、 

先此 無告の 者ヲす くひ 給へ り。 今の 無告の 至極 は苹人 也。 度々 の 飢饉に、 餓死せ る 者數を しらす。 ® 年 にして、 米 

ニョへ  , 


、  二 s 九 

下 直にても、 勝手 つきはて ぬれば 益な し。 毎年 人 しれす 餓死す る 者 多シ。 此本 は、 國主郡 主 不勝手に て、 家中 を 扶持 

はなし、 其 上に 家中の 物 成 少なく なれば、 又 家中の 家来 を も 扶持 はなす 故 也。 其 外 眼前お ほく 出来た る 諸苹人 は、 

人の 知 所 也。 諸 大名 諸家 中、 身上 不相應 の 借金に て、 すべき やうなければ、 つよきと 思 ひながら も、 民に 取 こと 年々 

に 多シ。 この 故に、 民 聞の 借物、 叉 分に 過て 多シ。 すべて 今の 世 中 は、 貴賤 共に 借金のお いた をれ とい ふ 者 也。 武 

力  .eg 

士 百姓つ まり たれば、 ェ商も 困窮す。 是 天下の 困窮 也。 公義の 御藏の 金銀 米穀 不レ淺 出 シて、 すく ひ 給と も、 百 分が 

一に も 及べから す。 いかんと なれば、 <HK 下の 借 銀 高 は、 天下の 有 銀の 百倍に も 過べ し。 しかれ ども、 政 を 以てすく 

厶厶厶 

ひ 給 は 5-、 又 易 かるべし。 いにし ゑ (に) もき かす、 後世 (に) も 有べ からす、 今に あたりて、 甚だ やすき 大道 あり。 問、 

政 は何ぞ や。 云、 富有 也。 世間の 富有 は、 己 を 利 すれば 人 を 損ジ、 己 よろこべば 人 うらむ。 國君 富有 なれば 國中 恨み、 

大君 富有 なれば 天下 うらむ。 小 富有 なれば 也。 大道の 富有 は、 國君 富有 なれば、 ー國悅 び、 大君 富有 なれば、 天下 

よろこぶ。 大 富有 なれば 也。 天長地久 にして、 子孫 福祿 を受、 令名 後 f に傳 へて、 身 安く 心樂" あり。 武家の 代と 成 

て、 五百歲 このかた、 其 器に あたり 給へ る 大樹 出 給へ ども、 其 言 を 聞 給 は ざり し 事 を惜む 也。 大 E ありて、 目 力つ 

よく、 ェ 上手 なれ 共、 規矩 を 得 ざれば、 家屋 を 作 こと あた はす。 名君 出 給と いへ ども、 先王の 法 を 得 ざれば、 天下 

を 平 治して 永久なら しむる こと あた はす。 問、 先王の 法 は、 經傳 にあり。 其 器に あたれば、 君何ぞ これ を 用 ひ 給 は ざ 

る や。 云、 先王の 法 中に、 時 虚位の 至善 あり、 筆紙に あら はしが たし。 生ながら 國君 大君に 備り 給へば、 生 知の 聖 

0 

はしらす、 此 至善 を ひとり 得ル事 難シ。 下 一一 生れて、 事實 人情に 通ジ、 學カ あり、 其 志 有て、 本才 ある 者是を 知べ 

大學或 問  七 
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し 0 是ヲ 知る 者ハ 王者の 師 たるべし。 問、 近年 程 高 免なる こと は、 古 來不， 聞 辜に て、 民 至極 困窮せ り。 何方より 取 

て、 富有なる べき や。 云、 天下の 高 免 を ゆるし、 諸國の 武士 富み 足ル やうに して、 公義の 御^、 幷-諸 俟の藏 共に、 

米み ちくて、 置 所 なきやう にすべき 政 あり。 今 は 誰が 有に もなら で、 すたる 米 限りなし。 然れ共 今の 勢 は 4^ すた 

る 故 一一 世間 立 こと 也。 百姓 は 年貢 を 納め、 武士 は 物 成 取て 以後 は、 お ほくす たる 程、 贵賤 共に よき 勢と なれり。 此 

勢 を變ぜ すして、 すたらぬ やう 一一せば、 世 中ます く 困窮すべし。 すたり を 取 あげたら ば、 米 又 下 直に 成べ し。 近 

年 暨 年 ゆ、 一一、 武士 も 民 もます く 困窮す。 士民 つまり たれば、 あきな ひなし、 ェ商も 又 困窮す。 ^人 は 米下ハ はに 

て、 よき 様 なれ 共、 大身 小身 共に つまり たれば、 合力 もな りが たく、 拘 へらる る こと もまれに、 苹人する^は多シ。 

其！！；すぎの者はょき^；^なれ共、 士農工商 共-、 誥 りたれば、 やと ふ 者 すくなし。 此您づ まり は、 米 少しお ほく 成た る 

故 也。 問、 民 は 豊年 を不， 願 や。 云、 民 も 近年の 豊年に て、 借 銀ます く 多く 成て、 至極つ まりたり。 七 八十 目の 時 

に、 かりたる 銀 を、 三 四十 目の 米 をう りて かへ せば、 元 銀ば かり も 一倍 也。 共 上に 利 足 かくれば、 一倍の 上 也。 登 

年 とても、 田に 一倍 は 出来ざる 也。 江 州に て、 搦を 買に、 先年 は 米 を 一荷 持 行て、 二 荷と り來 (り) たり。 近年 は 米 を 

二 荷 持 行て、 m 荷 取 来れり。 米 下 直 成 故 也。 万事 如レ此 なれば、 其餘は をして 知べ し。 民 は 凶年の 高直なる に は、 

ゥ るべき 米なければ 用- -不， 立。 璺年 にて 〔は〕、 米の あた ひよ からねば、 息をつくべき 樣 なし。 故にす たる 米 を 取 あ 

げ、 新田な どお こす 事 も * 今の 勢に はよ からす。 問、 此 勢を變 する 政 ありて、 すてさる 〔すたる〕 米 は 何く ぞ。 云、 

大 すたり 有。 是を すて 給 はすば、 公方 〔儀〕 も諸俟 も、 大 富有に 成耠 ひて、 今の 蔵. にて は 置 所な かるべし。 諸俟の 

二  15 


分ュて は不レ 叶、 公方 S ビー 大道の 御 志 あれば、 今の 節 は かるべし。 此勢 少し (も) 變ぜ ば、 御 志お 來共不 レ可レ 叶。 宋 

〔試〕 に 少しば かり 可レ 記。 こ」 に 11 小事の すたり を 記す 也。 川 堤の 普請の 仕樣、 其 地理 を不レ 得して すたる 米、 日本 

國中 にて、 水 は 大凡 高 百万 石 は 有べ し。 又 池 所 あれ 共せ す、 すれ 共 無 功に て、 用 すくなき すたり、 早 年に 多シ。 

二に は、 江 戶の大 廻 舟， 九 四國西 國北國 より、 大 坂への 米 船 、破損の すたり 數 しらす。 J§ 三に は、 昔の 粟 納變じ 

て米納 となり、 藏々 にて 虫に 成て すたる 米數 しらす。 第 四に は、 酒屋 昔に 百倍して、 水に 成て すたる 米數 しらす。 

IT 五に は、 たばこ 地の すたり。 第 六に は、 田に 木 わた を 作る すたり。 第 七に は、 民力よ はく、 田に 出來 べき 米の すく 

,  厶 

なきす たり。 第 八に は、 南 蠻 菓子、 昔に 百倍す るすたり。 如 i 此のす たり、 此 外に 々タ かるべし。 今は此 すたりなくて 

は、 武家 米 をう りて、 公義 をつ とむべき 樣 なし。 近年 世 中 あしからで、 賣米 多ければ、 天下の 困窮と 成た るに て 知べ 

し。 問、 すたる 米 をす てす して、 米 は 下 直なら す、 貴賤 共に 悅 べき 政 は何ぞ や。 云、 今 は 金銀 錢の 遣なる 故に、 米 を 

うらで は. 公役 も 何もと、 の ほらす。 此 故に 大坂江 戶の津 に は、 寶米 のみみ ちくて、 買 者す くなければ、 下 直に 成 

て、 諸人 困竊 す。 根本 國々 の 米 は、 思 ひの 外に すくなし。 米の 直 段 を、 錢の直 段の ごとく 定て、 京大 坂 江 戶諸网 共 

にて  ささん 

に、 諸 色 〔を〕 米も赍 買し、 吳服所 を はじめて、 米-て 渡さば、 其 下の 職人に も、 米に て 渡シ、 諸 物 米に て かふべ し。 

東闕 衆の 京の 賈物、 西國 衆と、 江戶 にて 米 か はせ にも 成べ し。 少宛 さしつ かゆる 事 は可レ 有れ ども、 それ は 時に あた 

厶 △ 厶厶  厶 

りて、 解 こと 易 かるべし。 米 を うらで も、 事の かけざる 様に して、 彼す たる 米 を 取 あげ、 粟に て 諸 國に積 置な ば、 飢 

筵に も餓ル 者な く、 北狄來 ると も、 兵粮に 事欠べ からす。 問、 金銀 錢 はすた るべき か。 云、 是も 其ま& つか はるべ 

大學或 問  九 
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し。 米 金銀 錢 きら ひなく、 取 遣す る 時 は、 いづれ も 用-立 也。 問、 米の 直 段 はいか 云、 費 石 銀 五十 目、 今の 中な 

るべ し。 其 後 は 勢 次第に 時の 中 あるべし 

(一) 問、 川 堤の 地理 を 得て、 水 損 やむべき 事 は 何 ぞゃ。 云、 諸國 今の 川 堤の 普請 は、 俗に 飯 上の 蠅.^ 逐と 云が ごとし。 

今の 地理の 勢に 不レ叶 、永久の 道 は、 山林し げり、 川 ふかく 成ル 一一 ありと いへ ども、 大君 大道の 其 〔眞〕 志お はしまして、 

仁政 を 行 ひ 給 は ざれば、 成就す る ことかた し 。たと ひ 仁政に て、 永久の はかりごとお はします 共、 五十 年 六十 年の 

聞-其し るし を 見る ベから す 。業 を 始め、 統を たれて、 永久 を はかり 給べ くば、 しばらく 五六 十 年の 間、 水 拫の憂 

なかるべき 让様 あり。 諸國の 川々 の 地形 を 見て 知べき 處也 。書に 記シ がた し。 然り といへ 共、 淀川に て 此法を 行 は 

れば、 諸國の 手本と も 成べき 歟。 是を行 ふに 先 仁政 あり。 今の 川ち がへ 水よ け は、 多の 人の なげきと なれり。 平の 淸 

盛 十 人餘の 人柱 をと りたる だに、 數百 歳の 人心 をいた ましむ。 後世 は、 直にと りて うちこまぬ ばかり 也 。數 ぶ.^ f 千 

(百) 人、 地 を とられ、 産 を 失て 流浪し、 終に は 飢饉に 逢て 餓死す。 是 人柱に あらす や。 是 故に、 事 はよ くても 成就せ 

す。 况ゃ 凡人の 小知に てす る 事 なれば、 時の 地理に あたらす。 むかし 或 人、 予 * 問、 三十 年 以前-一、 古地の 上田 三 万 石 

餘、 水 入て 沼と なれり。 此水を 海へ ぬきて、 三 万 石の 古地 を與 し、 又 下に 三 万 石餘の 新田お 来る 積り あり。 此 水ぬ 

きの 新 川 堤に、 古地 壹万 石ば かりの 费 あれ 共、 壹万石 失て、 六 万 石 出来れば、 人 を 養 ふ 事 多シ。 よき 事なら す や。 予 

云、 壹万 石お 失て、 六 万 石 得と 云 は 利 也。 沼と 成た る 所の 民 は、 流浪 シ、 餓死 シ、 殘 りたる 者 も、 今にと かく 在 付テ居 

ifl せり 0 殘 りたる 者 ども、 むかしの 地 を 得ば、 悅 ぶべき のみ。 昔の事 なれば、 今 は 得ざる とても くるしから す" 爱万 


I 常ョ 山謂按 
山川 都備此 
按ハ下 前一 
l^o 旭岡 事 


二塁 

石の 上田に、 昔より 在 付た る 民 妻子 共に、 大凡 千 人 余な らん。 此者 俄に 所 を 失 ひ、 上田 を とられて、 流浪 シ娥 死せ 

ん事 は、 不便なる 事 也。 六 万 石、 壹万 石の 利 をのけ て みれば、 仁者の せざる こと 也。 それよりも、 大きによ き 事 あ 

り。 長雨 大水の 年 ごとに、 毎年 十五 万 石餘、 水 損の 國 あり。 外に 五 万 石ば かり 沼と なりたる 古地 あり。 此 沼の 水 を 

ぬきな がし、 十五 万 石の 水 損 もな き 普請の 仕樣 ありと い へ 共、 是-- も  一 二 万 石 上田つ ぶ るれば、 又  一二 千 人 QV 生 あ 

ら こと を 恐れて、 人に かたらす。 もし 仁政 を 以て、 此 普請 をし 給 は.. 語るべし。 上田の 水底に ある 五 万 石 を再與 

せば、 今の 間 すくなく 共、 五 ッ物成 は 有べ し。 水 ぬきにつ ぶれた る 田地 一 万 石の 民に、 一 万 石の 五 ッ物成 を 給 はり、 

再興の 地に て替地 をつ か はし、 屋敷 をと り、 家 を 作り、 田 畠に 立 毛 付まで は、 右の 物 成た ま はらば、 古地 を とられ 

て、 却て 悅 ぶべ し。 利 を 以てい ひても、 上の 得分 四 ッ物成 五 万 石 あり、 其 上 十四 五 万 石の 水 損 やむ 時 は、 上下の 得： 

あげて かぞ へがた し。 世の 習と 成て、 如レ 此の 仁政 は、 すべき 事共 しらす、 かたりても 奉行 人 同心せ す。 其 道 S 上に 

達せ T ？。 ガ 所の 水 をぬ きて、 洪水の 水よ けす るば かりに は、 よくした らば 壹万 石の 古地 は 損す まじ。 下て 田を發 

シ、 水 を かけんと する 故に、 多くの 古地 損する 也。 新田 多 は 國の爲 よから す、 おこ. ら ぬに はしか じ。 諸國の 川々、 仁 

政 を 本と して 普請せば、 田地の 水 損なく、 民 屋の褒 なかるべし。 西國 にて、 大 川の 下に 城 あり。 士 屋敷町 屋 城下に あ 

り。 度々 の 水 破に あへ り。 川 どこい よく 高く 成 たれば、 重ての 洪水に は 人 も 死すべし、 家中 町 共に 流れん こと を 

憂 ふ。 これに 依て、 予川 よけの 道 を敎 ゆ。 予 がいひた る 様に 全 はな けれ 共、 大形に はしたり し 故、 其後數 度の 大雨 

にて 水 出 たれ 共、 城下つ- -が なし。 此跡を 見ば、 其 道に 器用なる 人 は、 V 心 付 事 も 可レ有 か。 世 聞の 水 ふせぎの 普請 は、 

ブ 學或 Si  -、  一 一 
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目の 付 所ち が ひたり。 たまく 暗に あたりた る も、 仁政に 本 付 ざれば、 成就せ ざる 也。 問、 早の 倫 はいか 云、 

日 損 所に は、 大方 池 所 ありと いへ ども、 是は猶 以仁 政なら ではなし がた し 。西國 にて， 曰拫 所に 大成 池餘多 請し 

たり。 仁政に てな したれば 成就す。 今 は 三十 年餘 になれ ども、 度よ の大 孕に、 日报 せす。 洪水に も、 堤 やぶれす。 

よき 池 听に池 をな しても、 仕樣 あしければ、 洪水に 堤 やぶれて、 其 下の 古池 永 荒になる 者 なれば、 大^ 也。 その あ 

らまし、 少 ばかり 愛に 記す。 堤 は 自然の 山の ごとく、  土 を かたくし、 荒 手 は 天然の 流の ごとくす る 時 は、 いか 成大 

雨 洪水に も、 破拫 する 事な し。 先 池の 底 を 入る とい ふ 事 あり。 谷 ふかく、 水 多た まるべき 所 を 兄 立て、 爱に设 をせ 

んと思 ふ 所 を、 根 切すべし。 i^I§ 地なら ぱ、 其 下は眞 土と 知べ し。 眞 土に あたる 迄、 砂 を 堀の け、 かねて 近所に 

S 土 を 見立て、 其 砂 をのけ たる 所 を うづむ を、 そこ を 入る と 云 也。 其 上に 堤 をつ かんとす るに、 常 は 水な きハ介 なれ 

ども、 三 町 も 五町 も、 奥より 水う きて 流る、 者 也。 それ は 底 をく る 水 を とめられ たる 故 化 故に 樋 を ふせんと 思 

ふ 所 を あけて、 此水を 通す 也。 又 石 河原 なれば、 底 はお、 く は 一枚岩 也。 石 をの こらす のけて、 腐 土に て うづむ^ 前 

の ごとし。 大 鉢の 池 堤なら ば、 根 置 十 間な らんと 思 は 1-、 二十 間-すべし。 世 聞に は、 提の 上に 繩 はりし、 何 聞-何 

間、 髙さ何 尺、 何人 役と して、 土 を もた する 故に、 堤 堅固なら す。 大事の 堤 は、 土 取 所に 繩 はりし、 何 間-一 何 聞、 深 

さ 何 ss、 何人 役と して、 土 を もたせ、 堤の 上に て は、 かさの 上りかぬ る 様に 見 ゆるがよ し。 の 中に たてに 繩 はり 

し、 一方へ かたつけ もたせ、 一 もっかう だけ、 一と をり 持て 後、 又 一方へ もた す 。其內 に、 鍬 取の 者、 もちた、 る 土 

ま で 

を、 くだきな らし、 石竹 木 かやの かぶ を も はねのけ、 是を 取の くる 役人 有。 何 にても 土に まじる 物 あれば よはみ- 


二 e 五 

成 故 也。 扱なら したる 上へ、 また 土 を もた する 時 、東の 土 は 西へ もたせ、 西の 土 は 東へ もたせて よし。 役人 は 一倍 

多 いれ 共、 堤 を 自然の 山の ごとく、 堅固に せんと 也。 慰て 役人 は よのつね なれば、 三 万 入べき と 云 所に は、 九 万 十 

万 も 入べ し。 然ら ざれば 堅から す。 叉 役人 はかろ くつ かふ もの 也。 一人 一日 一一 米 一升 五合 扶持 を 下と す。 朝 五ッ時 

より 初て、 晚 は七ッ 時に 仕 廻すべし。 其內 一 時 は寶休 也。 是も 仁政の 一 ッ 也。 荒 手 は、 堤の 兩方 にて、 岩 を 切ぬ き、 

ト 川の ごとくに して、 あまる 水 を通ズ べし。 近所に 山の たはみ あらば、 ま はりて 山の た わみ を 切ぬ きても よし 。是 

大數 也。 問、 よき 事 はよ けれ 共、 役人 ことの 外 多く いれば、 今の 人情に は あはざる 事 敷。 云、 其 以前 予が 十万 入た 

る 程の 普請 をば、 三 万に て かろく 仕姬 たれ 共、 十 年の 聞に は、 四 五 度 ほ どづ、 破損して、 Si 中の 没 人、 大方 破損に 

か、 れり 。其 上に 池 下の 田地 損じた る も あり。 予が 役人 多，" いれた る 池 は、 三十 年 餘-- なれ 共、 一 も 破損した るな し-し 

是 にて 掛益 各^ 成 事 を考ら るべ し。 予が 普請せ しめたる 數 i の大池 ども、 昔より 諸 奉行 もくろみ たる 事 なれ 共、 山 

谷 長くて、 大雨の 時、 水の 勢つ よければ、 きれた る 時 は、 其 下の 田地 三千 石 五千石 永 荒に 成 乙と を 恐れて せす。 き 

れ ざる 様に する 事 は、 吾子の 言の ごとく、 人情の ゆるさぬ 事 成 故 得せす。 數+年 日 損に あ ひて、 士民 共に 困窮せ り。 

予は諸 奉行の 望 所 を ゆるして なさし む。 それより 三十 年餘に (至れ ども)、 今 (まで) 曰 損の 憂な し。 功 は 諸 奉行-一 讓 たり。 

今 大和 國の日 拫水損 を やむ るに は、 河 內國の 古地の すたり を發 すべき 事 有。 其 事ば かりい ひて、 仁政 不レ行 時 は、 予 

も 又 民の 罪人と なる ベければ、 人に かたらす。 仁政 を以、 滯 なく 行 はれば、 水 損 日 損な からん 事 は、 富有の 一事 也。 

しかれ 共、 今の 勢の 上に (て)、 これ をな さば、 いよく 土民の 困窮と 成べ し。 たと へば、 水-一入て 衣服 を 失た る 者に 

大學或 問  1 さ 
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へんに 

は、 小袖 を あた ふべ し。 川より 取 あげ、 ゆかたに て 身 を ふき、 其 後に あた ふべき 事 成に、 川 中に て、 小袖 をき せば、 

いよく 重みと 成て 沈むべし。 先士民 共に 米 を うらで も、 借金の 返 弁、 諸 遣と も 一一、 事のかけざる^^^にして，後の事 

A 

也。 問、 世間 米 遣と ならば、 つか ゆる 事 可レ有 か。 云、 か 様の 事-一 ハ、 つかへ 有 物 也。 然共其 事に あたりて、 つかへ を 

解ん^^-は、 易 かるべし。 問、 世間に、 人 多 成た る 故-、 田に も 木 わた を 作る 成べ し。 米 を 作る より は、 木 わたに て、 

百姓の 勝手-一 もよ し。 是を やめば、 木綿 高直 一一 成て、 下々 こ M ゆべき か。 百姓 も、 木 わた を やめ、 米 を 作りて は、 彌 

厶<  厶厶 △  厶厶  <1 厶厶 A 厶  <"厶<3<"<厶厶<1 厶厶厶 

年貢 不足 せん。 云、 近年 は、 儉 約の 法 きびしく、  士已 上歷々 まで も、 木綿 を 着す。 農工 商の 甯 有人 も、 木綿 を 着す 

る 故に、 木 わた 多く 作る 也。 木 わた を 作て、 年貢 出しよ ければ、 彌高 免-一成て、 畢竟 民の 爲 にもなら す、 給 人 も、 免 

は少シ 髙ク 取と も、 米 下 直 なれば、 昔の 少-" 下 免な りし 時よりも、 勝手 あし &。 田 木 わた やめて、 免少シ さがる とも、 

仁政に て、 武士の 勝手よ き 事 多ければ， つかへ に はなら す。 十 年の 間-一は、 諸侯 並-家中 共に、 借金^な く 成べ し。 

共上士 以上の 木綿 着物 は 費 也。 木綿 は 糊 こはく 付、 おもて 色紙 あて、、 むしろの 上に て 着す る 者の 爲に はよ し。 五 

十年已 前まで は、 士 以上の 者 は、 綸子 竊緬紗 綾羽 二重 を 着したり。 歩若黨 も耦紬 着たり 。人に よりて は、 物 も 藩 

たり。 中小 性已上 も、 人に より 緒 細 をき たり。 其 時 は、 今の 様に すり 切て、 借金 多き 者 はな かりきり 政 近に よりて、 

昔の ごとく 成べ ければ、 田に 木 わた 不， 作 共、 木 わた 澤山 にて、 下々 泰 かく isrQ るべ からす。 其上庶 人の 富 人 も、 昔 

の ごとく 卷 物可レ 着。 家屋 も、 富ル 百姓 町人 は、 小身の 武士より 各刖 うる はし (く)、 小袖 も 同前の 物 也。 贵賤 は、 色ヲ 

以， わかち、 髙 直下 直の 物-一て は、 わかたざる 者 也。 先 急用の 大事 多ければ、 唐物 幷日 本物の 事 は、 末に 論すべし。 

二  E 穴 


二  B 七 

問、 酒屋 を やめん 事、 世間の 事 かき 也。 其 上 多クの 酒屋 産業 を 失 ふべ ければ、 いか 5-0 云、 世間に も 事 か、 す、 酒屋 

も 迷惑せ ざる 樣 あり。 米 遣に なれば、 酒 も 米に てうり、 其 利 米 を 以て、 一 家の 用 をな し、 あまる 米に て、 酒 を^る 也。 

A 厶 

舟に て 方々 する 事 をせ ざれば、 海に 入て すたる 費な く、 海陸に てぬ すみ 取ル すたりな し" 他所の 酒 を通ぜ す、 所々 に 

て 作る 時 は、 多不レ 作。 其 上す たりなければ、 やめす して くるしから じ。 但シ北 狄の備 か、 4s 、き. -ん にて、 急に 米 を 

たく はへ 給 ふ 事 あらば、 一二 年 はやめら る- -事 も可レ 有。 問、 たばこに は 大に利 有。 やめて 他の物 作て 〔作物に〕 は、 

• 暑 • 

年貢に も產 業に も大に 不足すべし。 いか 。云、 此 一色 は 急に はなしが たし。 後に は 自然と やむ 勢 出来なん。 公義 

丼-一 諸侯の 蔵々 に、 米穀み ちくて 置 所な く、 つかわん 事 もさの みなき 時節-一 當て たばこ を やめて、 しばし 作 取に さ 

せん も 安 かるべし。 十 (分) 一 の 貢 を 取りても 成べ し。 たばこき ざみ、 其 外 たばこ 道具に よりて、 產 とする もの 多シ。 

是等も 富有の 後、 別 産に 有 付 間の 扶持米、 人口 をかぞ へた ま はりて やむべし。 南蠻 菓子 同前 也。 粟 納粟遣 は、 米の 

AAA 

すたりな きのみなら す、 人の 生 を 養 ふ 事各刖 也。 是 にも 當分 は、 少ッ、 のっかへ 有べ けれ 共、 解 通 ぜん 事 易 かるべ 

し。 米 船 破損の すたりな からん 事 は、 大君 眞志立 給 はん 後、 と めん 事 易 かるべし。 其 所に 可 41 

一 或 問、 北 狄の備 ながら、 諸人の 困窮 くつろぎ ゆたか 成べき 政 は、 何 ぞゃ。 云、 文事 ある 者 は 武備 ありと. S へり。 文 

事 は 治國平 天下の 政 也。 武備 は €： 堅固に して、 外恐惧 す、 武威の 備也。 內 堅固なる 第一 は、 道 ありて 和シ、 兵粮 多 也。 

外國 おそる k 第一 は、 弓馬 兵法の たしな み ふかく、  士民 共に 達者に て. 武國の 名に 叶 也。 の 急務 は- 兵粮 多 ク貯は ゆ 

る 一一 あり。 北 狄中國 〔唐土〕 を 取て、 日本 〔本邦〕 に 來りシ 事 度 々也。 今旣- 一中 國 〔唐土〕 を とれり。 よも 來り はせ じと 思 ふ 

S 翁  •  •  詹攀 

大畢或 問  1 五 
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たのみ は、 武備に あらす。 今 北狄來 りなば、 彼と 合戰 までに 及ばす。 ts: 虚 一一して、 人心 散す る 1$ あらん。 今 (の) 諧虔. 

一 ^の 人 數を屮 ：シ て、 其 兵粮 あらん 事 は、 一 一十 俟- 一 一 一人 〔侯〕 もまれ 成べ し。 大 坂へ 出した る齊 米の？^ り は，^ 國- -ぇ戾 

すべし。 其 上に 用 銀 あらば 米 を かふべ し。 十日 廿日の 間に は、 米 は 登 石 銀 百 目贰百 目の 赍買 になり、 廿日 卅 日の 問-一 

ハ、 四 五 百 目と ならん。 しからば 諸 苹人諸 町人、 民間の 一 日 過の 者、 諸宗の 坊主、 忽 餓死に 及なん。 其 時 は 世 聞 さは 

がしく、^ 人う は氣に 成、 虚說 のみお. - ければ、 無事の 時の 飢饉の ごとく、 居ながら 餓死す る 者 はすくな からん。 ゆ S 

強盗と 成て、 少キは 五十人 W 人、 多 キは五 百 人 千 人、 組て 横行すべし。 軍法 者歷々 の 率 人な ど、 大將に 取 立て、 いか 様 成 

事 を せん も はかりが たし。 吉野熊 野、 其 外の 山中の 杣は 、強力の 者 共に て， 幾千 人 も 有なん。 彼等 は 材木 を 切て、 米に 

かへ て <妷 とす。 其 時 は、 材木 を 米に かゆる 者 有 まじければ、 皆 强盜と 成て、 國 中に 出ん より、 外の 事 あら じ。 昔 は吉 

野 を 世のう き 時の かくれが とい へり。 其 時 は、 諸國 山林 多て、 吉 野に 杣 すくなき 故 也。 今 は 第 一 居が たき 所な らん。 

今 用 銀 持た る 人々 の 積も、 遠 ふ ベ し。 昔 は 農兵に て 、 年貢 すくなく、 其 上米 遣に て、 在 々所々 に米澤 山な りし かば、 金 

銀 持 ゆけば、 先々 にて、 扶持米と k の ほりたり。 今 は 在々 所々 に 米な し。 國々 も 米す くな けれ 共、 勢に て 多様 也。 其 

時 米の なき 事を^くべし。 たと ひ 少シ米 を 求 共、 百日の 扶持米と あてた る 者 は、 米 高直に て、 廿 にも たるま じ。 先に 

北狄 あり、 路 次に は、 飢有。 と-一 も かく. にも、 進退 きわまり たると 思 は^、 下々 はぬけく に？？ 歸ル べし。 武士 は 恥.^ - 

思 ひて と 1^ まる 共、 馬 取 もな く、 鐽持 具足 持な く、 朝夕の 食た き、 水 汲 もの もな く、 己と 馬と 計 あり 共、 供に 凱て， 

用に 立べ からす。 m 中て 國に歸 り、 重て 用意 せんより 外の 事 あら じ。 五十人 百 人の 走り 人なら ば こそ、 法度に も 行 

二 1G 八 


V  二  B 九 

はめ 、一圃の 者の 逃歸 たる は、 いかんと もす る 事な からん。 彼等-無- -餘儀 一 道理 も あり、 し ゐて法 を 立ん とせば、 國中 

1 授を こり、 乱に 乱 を かさぬべし。 一旦 は武 命の おもきに、 人數を 出す 共、 重て は 出す 事 あたわ じ 。それに 叉 見 ご 

りする 人 も 有べ し。 扶持米な く、 路銀な しとい は t -、 公義に も なければ、 しねて 下知し 給 ふ 事 叶 まじ。 是- 一より 武 

威 かろく 成 初て は、 たく はへ 有人 もな しとい ひて、 出ざる 者 も あるべき 歟。 弊に 乘て、 北狄 1^ 本 をした がふる 〔大に 侵 

す〕 事 C も〕 あり 〔るべ し〕。 若した がへ 〔彼お かす 事 を 得"〕 すして， ひ. S て歸 りたり 共、 跡 は 戰國と 成べき か。 公方 〔儀〕 一- 向 

•  •  •  •  •  • 

て 敵す る 人 はなく 共、 粮 盡カ盡 て、 無 r 是非 I 下知に 隨 はすば、 上よりも 下知し 給 ふ 箏不， 叶して、 諸國 我々 持の 灏成 

べし。 是上々 の 始末 成べ し。 其 外い かやう の變 あらん も 知べ からす。 此難を 思 ひ 給 は、、 \ 今 無事の 時備 をな し 可レ給 

事 也。 其 時に 當て は、 孔明張 良を師 とす 共、 いかん 共す る 事な からん。 強盗 共 は、 諸 <K の 兵の 粮 につかれて、 動が た 

き 弊に 乘、 要害の 地 をと り、 彼は盜 (人〕 なれば、 方々 m 行 SK:- 米 をお さへ 取、 民 聞 を押領 し、 却て 富有に 成て、 勢い 

よく 大 (に) ならば、 是 によって いか 成變 あらん も不 レ可レ 知。 北 狄來て 騒動せば、 今の 勢と は 各刖相 遠して、 後 

悔し 給 ふと も 甲斐 有 まじ。 問、 今日 本 〔本邦〕 にて 諸 流の 軍法 を 聞に、 此國の ft にて 中間 取合に 用べき のみ、 北 狄に歒 

鲁 翁 

する 軍法 可レ有 か。 云、 彼 下策 を 以て 來 りなば. すみやかに 八！： 戰 すべし。 然 らば 今の 車 法 者の 中、 將の器 有、 勝負の 利 

以 

にさと き 人 あらば、 少は 用に 立 事 も 可レ有 か。 彼 もし 上资を 得て 來 らんに は、 今の 軍法 (者) の 及 所に あらす。 北狄の 

家 

上策の 軍法に、 まけ まじき 上策 あり。 我國の (御) 爲と思 ひたる 故に、 先年 紀刀 § 公 〔某 侯〕 其 外へ も 語 たれ 共、 共ん々 皆 

なく 成 給へ り。 若 は その 人々 の 傳へを かれし 人 もお らん か。 然共其 所 迄 ゆきた つ 尊 にても 有 まじ。 兵粮 を澤 山に す 
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る 軍法なくて は、 今 も 何事 も 用- 不レ立 事 也 

1 問、 兵粮 を澤 山に する 法 は、 前に 承 * 八ケ條 のみ か。 云、 前にい ひたる は大鉢 也。 それば かりにて は、 數年 せで 

成就せ す、 急なる 用に は、 間に あはす 。来年の 春 夏、 北狄 より 寄來 らんに は、 當年八 九月より 用意せ では、 十二月 

正月に 至て は、 遲 くして 成が たし。 速に 令 を 出し 給 ひ、 在府の 大名 不レ 殘歸國 せしめ、 來年 參府の 大名 も、 來年 御免 

の 上、 借 銀 當暮の 返 弁 を相延 (し)、 當 秋の 納米 は、 粟に て、 諸 國に積 置な ば、 兵粮の 氣遺 なくして、 -嶽 法の みは かる 

べし。 扨 かし 銀の 者 共に も、 當 年の 利 分 は不， 取、 元 銀の 內 にて 志 五十. 9^ にして、 人々 の 家內の 來ハ卟 中の 入用 程、 

國々 よりつけ 可， 造 。諸 あき 物の 代 も、 米に てっけつ かわすべし。 富 人 井-諸 職人、 諸 商人、 皆 米を澤 山に つけさせ 

て、 其に 付た る 職人 一一 遣シ、 小 買物 在京の 公家 武士 (にも)、 米 を 遣、 お 家 も 米 を 取て 遺な ば、 大方 充滿 すべ けれ 共， 旅 

人幷 一一 銀錢 (を) 持た る 者、 米なくて かふ 者 も 可" レ 有ば、 能 程に 米屋 を 置、 京に て 五十 H ュ うりて、 其 米屋の 產可， 有^ 

に、 大坂 にて 直 を さげて か はすべし。 諸俟藏 入の 米稜 1 應 じて、 何程 づ、 と定 て、 大 坂へ 上せ S  、公義 御^ 米と、 

E 戾の 米と めぐりて、 米屋-一 寶玉 は^、 つかへ 不 レ可レ 有。 それにても、 一二 年 酒屋 を t 給 はすば、 國 * の 積 米 、来年 

の 北狄の 備に 不足すべし。 北狄來 たる 時 は、 上方 飢饉、 强盜の 出来ざる 備に も 足 まじ。 酒屋 は 大本 手 ある 者 なれば、 

すきと 止ても 困窮せ じ。 たと ひ 迷惑す 共、 大事の 前の 小事 なれば、 用捨-一 及ばす。 其國 所の 大小に よって、 十分 一 か、 

二十 分 一 の 酒屋 は 在べ し。 法の 出 やうに て、 おの づ から 多 は 作る ベから す。 三年の 聞、 酒 を 人に 送 ベから す。 客-一 

出す ベから す。 祝儀に は榑代 たるべし。 神事 婚禮- は、 昔の 風に 濁酒 を 作るべし。 家 內の 用-は、 手 酒 たるべし。 手 酒 

二  § 


、  二 五 一 

作る 事なら ざる 者、 井に 薬の 用ば かり-一 酒屋 有べ し。 古へ は士 以上の 人 は、 酒屋の 買 酒 をのます、 手 酒 を 作て たく 

わへ 置、 年に 二三 度 良友 を まねきし 也。 花 月 雪 霜の 折節なる べし。 如レ此 ならば さの みつまら しからで、 酒 米の 費 止 

べし。 三年 如 レ此し 給 は s-、 北狄來 り、 其 上に 凶年 飢鐘 あり 共、 ^乱 有べ からす。 日本 〔我 邦〕 の 今の 三年の たく わへ 

は、 古への 三十 年の 通より はお ほかるべし。 如レ此 ならされば、 國其國 にあら すと いへ り。 問、 何 を 以て か-今の 三年 

のた くわへ、 賢 君の 時代の 三十 年より 多し と 云 や。 云、 生 民より このかた、 中 夏 〔唐土〕 にも 日本 〔本邦〕 にも、 近年 程 

年貢 多く 取 事な し。 昔 農兵の 時 は、 日本 〔本邦〕 も 中 夏 〔異 國〕 も、 年貢 十一な りき。 今 三十 万 石の 國主、 家中の 知行 扶持 

參參  肇搴 

切 米 を、 二十 万 石に て 仕 廻、 十万 石藏 入と なら 〔さ〕 では、 公用 私用 不レ調 様 〔鉢〕 也。 昔 十万 石の 物 成 は、 壹万石 也。 今 

十万 石の 物 成 は、 中分に て 五 万 石 也。 昔 一万 石の 蔵 入 を 四に して、 三 を 以て 公私の 用 を 調、 一 をのけ て 、不時の たく 

わへ とす。 壹 年に、 二 千 (五 百) 石餘 なり。 十 年に 二 万 五千石 也。 それにて は 高 三十 万 石の 國、 北狄の 備に も、 凶年の 

A  厶 

たく わへ にも 不足 故に、 三十 年 積て、 七 万 五千石 也。 是 にて 漸 不時の 患難 を ふせぐべし。 今 在國の 大名、 三十 万 石の 

國主、 十五 万 石の 蔵米、 拾 〔壹〕 万 石 を 以て 用 を 調、 四 萬 石を備 とせば、 三年に は 十二 万 石 なれば、 昔の 三十 年より 

ム  T 

多に あらす や。 五 年-一は 二十 万 石 也。 粟に て は 四十 万 石の かさ 也。 今西國 にて、 三十 万 石の 國、 城下 大 坂の 藏 共に、 

中分-一て 五 万 石 入べ し。 それに 四十 万 石出來 なば、 國 々置 所な きに あらす や。 五 万 石の 上下 はおして 知べ し。 國 によ 

り、 十万 石の 藏米有 も、 二十 万 石 有 も あるべし。 三年の 後 は、 たく はへ 用なければ、 何 を か 先にす くひ 給 はん。 諸 率 

人 を 在 付 給 はんか。 天下の 借 銀す まし 給 はんか。 北狄 C 備用 なく 共、 日本 〔本邦〕 中興の 主と 後世に よばれ 給 はん 賢 君 

大學或 問  1 九 


I 
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ならでは、 此 仁政 を 行 ひ 給 は ざらん や。 問、 三年の 後、 諸 大名の 參-时 在 江戶、 本の ごとくならば、 何 を 以て かすく 

ひ 給 はん。 云、 鎌 倉の 時代の ごとく、 諸 大名、 三年 ュ 一度の 參勤、 在府 五十 R 六十 日-一定 給 ひて 〔ふ〕， 式 あらば、 三十 

万 石の 國主、 米 五千石-一て は餘り あらん。 鎌 倉の 時代 は、 器量 ある 大名 あり、 氣 遣なる 大身 も 多 かりし だに、 人質 も 

なく、 三年に 一度 五十 日の 在府 にて、 何事 もなかり き。 北 條は九 代まで つ i 、き、 足 利 { 象 は 十 1： 代 也。 十代 「し 後 は 名 

ばかりにて、 今の 禁中の ごと 〔流寓 所な〕 しとい へ 共、 誰も 公方に 向て、 敵す る 人 はな かりき。 ？化御 常 { 永 天下 一 一:^ に) 

して， 江戸-一 諸 大名の 母 儀 奥方 子 達 あり" 其上氣 遣なる 人 はなし、 何 を 憚て 天命の 大吉 を 取 給 はで、 居ながら 大凶 を 

恃袷 はんや。 その上 公方 〔儀〕 より 在江戶 〔軒〕 すくなく し！^ はて、 御 恩惠と 成て 思 はれ、 心服の 本と ならん。 ^俟の 

毒 • 

勝手つ まり、 參府 ならす して、 下より 申て ゆるされ なば、 あしき 事 多 かるべし 0 如レ 此の世 間 あまたの 善行 は、 江戶 

詰 を ゆるく し 給 所、 仁政の 大本 也。 問、 諸侯の 餘米、 幷 _| 家中の 餘米 はいか J -。 云、 IS 俟 のた くわへ 米、 上へ 取 給 事 

はな けれ 共、 所帶は 上より 聞 給 ふべ し。 位 人 有て， 其 多少 を 記すべし。 諸 大名 借 銀の 返 弁 も 上より 下知 あるべ けれ 

ば、 其 {诙 中の 借 銀 も、 其 主人より 下知 有べ し 

(一) 問、 阔主 城主 は、 江戶の 入用 を 御免 ありて、 餘米 おほし。 家中の 小身^ は、 知行の 物 成に て、 家 內の用 も 足が たき 者 

拭 主國守 

あり。 何の 餘米 有て、 借 銀 を 返 弁すべき や、 云、 國主郡 主の 餘米 は、 左様の 者の^ 物 をす まさん 爲也。 其 上 仁政 行 

はれ、 式 定ル時 は、 今迄の 遣闭 はいらす。 今までな かりし 物 は、 出 來ル事 なれば、 思の 外-一 小身の 者 迄、 心安く 成 事 也。 

然れ ば、 尺 {嗷 中共に 公義， 下知 也。 是尤 役人 あり、 京大 坂に も 役人 あり。 諸國へ 金銀 かした る 者 を 記シ、 多き は 年 

二 五 二 


二 五 s 

を延、 少きは 年 をし めて、 彼に は 百 石 二百 石、 彼に は 三十 石 五十石と わかち、 多く かした る 者に も、 一度に 過て 遣 

さす。 十 年 二十 年に て、 濟も 有べ し。 〔0 以下 ナシ〕 五十 年 七十 年に て、 濟も 有べ し。 〔0 以上〕 甚 多くして、 年數- か、 わ 

ら ざる は、 永代の 知行の ごとくして、 其 家の 用 を 達せ しむべし。 大名 三人 五 人に かした る は、 三 五 人より 集れば- 

遺す 處は 多から じ。 かし 主 共、 手前 不足 (等) にもな く、 奢 もせで、 心安 をく る 樣-- 奉行より はから ひ 有べ し。 如レ此 

ならば、 たく わへ 米、 四 万 石、、 ッ、 有國主 も、 借金 多く 共、 漸ニ 三千 石-一て は 借 銀の 埒 明べき か。 拨 百姓の 借物 〔銀〕 濟し 

遣す に は、 米 多 出べ けれ 共、 三年 も 五 年 も か、 りて すまさば、 四 万 石の 積 米の 給 人 は、 年-二 万 石ヅ、 出して、 郡 

切に 裁判せ しむべし。 今の 高 免 にても、 年貢 程 は、 大方 あれ ども、 借 銀の 元利に ひかれて、 不足 すれば、 いよく 借 

銀 多く 成て、 今 は 至極 困窮に 及べり 。借物 さへ 濟し給 は t -、 所に より、 一寸の 免の さがりた る 一一 あたるべき か 。在 

々にて 裁判の 仕樣 多 けれども、 長々 しければ 大數 ばかりい ひて 殘す 也。 右の 通 なれば、 いまだ 餘米 多し、 諸苹 人の 

在 付 も 一度に 成べ し 

(一) 問、 諸 大名 家中の 人餘 あり、 其 上に 此 大勢の 率 人に、 本 知 遣"、 本 知な きに も、 父母 妻子 を 養 ふ 程の 祿を あたへば、 

可レ遣 知行な からん か。 云、 しからす。 率 人の 間、 公義の めぐみ なれば、 本 知に か k わらす、 各苹 人の 家 口 を かぞへ 

て、 十 人の 家人 有に は、 二十 人ぶ ちの 積 "にして、 率 人 百 人に、 贰千人 扶持 也。 米 四千 石餘 か。 其 中 千石已 上、 或は 

格よ き 率 人、 名 ある 歷々 は、 人口 一一 よらす、 家內 十五 人 あり 共、 二十 人 有 共、 五 七十 人 扶持 も 給 はるべし。 又 小身の 

牢人、 家 口 五六 人の も 有べ し。 外-一男 一 人 女 一 人の 給 分、 宿 ちんな ど 遣す とも、 米 五千石 餘 ならん。 右の 積 "にて、 ^ 

大學或 間  二 一 
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たらす ば 〔とも〕、 (万〕 石 余に はさの み 出べ からす。 四 万 石の 積 米 有 諸疾に は、 六 七 千 石 一万 石の 扶持米 を 出させて、 

攀  - 

預け 給 ふべ し。 此 積り にて、 他 は 知べ し。 其 中 呼出シ 度と 思 はる、 者 あらば、 本 知 を あた ゆる か， 又は 親の 跡 知行な 

らば、 相對 次第に 知行 遣して、 抱ら るべ し。 苹人 自分-一 在 付 あらば、 斷を いひ、 扶持 を あげて、 往 べし。 かねて 貯 

ありて 引 込 居ル卒 人、 又はよ き 親類 知 音 ありて、 合力 ある もの は、 其 通なる べし。 國々 へ 呼 給 はん 事 は、 屋を 作り. 

引越な ど， 騷動 なれば、 4 マまで 宿 かり 居た る 所に、 其 ま k 指 置、 其 中に て歷々 成人  一二 人、 您 名代に 禮に 行て、 目 

见シ、 其 外 は 主人 江 戶參府 の 往來- 一 近き 所に て目兑 so すべし。 ゆく く は 勢 次第にて、 其主人の國所へ引越^^^もぁ 

らん か、 是大數 也。 くわしき 事 は 其 時 所に 隨ふ べしつ 今 天下 贵賤共 二、 困窮 難儀 は、 借金 也。 是を ことぐ ク すまし 下 

され、 已來借 銀な き 様なら ば、 諸人の くつろぎ 大慶、 是- 一過べ からす。 無告の 諧率 人へ、 飢寒の 氣遣 なくならば， 此 

一 一 ッは指 あたり 仁政の 大 なる 者な り 

一 或 問、 山川 は 國の本 也。 近年 山荒 川淺ク なれり、 是國 の大荒 也。 昔より 如レ此 なれば、 乱世と 成、 百年 も、 二 in 年 も、 

戰國 にて 人 多く 死シ、 其 上 軍兵の 扶持米に 難義 すれば、 奢べき 力 もな く、 材木 薪 を 取 襄も各 すくなく、 《せ 寺 を 作 

こと もなら ざる 聞-一、 山々 本の ごとく 茂り、 川々 深ク なるとい へり。 乱世 を またす、 政に て 山 茂り 川 深く 成 こと あらん 

か。 云、 戰國 にて、 昔の 山川と ならん は、 百 五十 年 二百 年 成 〔經〕 べし。 仁政に て は、 百年の 聞に は、 本の 山川に 歸 * 

べし。 仁政 始， て、 五六 年せば、 天下の 借金な く 成べ ければ、 此 米多ク あまれり。 是を以て山川の政をせんこと《^ン。 

吉野熊 野木會 、其 外 山々 --て 材木 を 伐 事 を やめて、 秈の產 なき をば、 國々 にて 餘米を 以て 扶持すべし。 近邊 --、 山 在 

二  XE  」 


二 五 五 

所に て は、 山に か、 りて 草 を かり、 薪 を 取 者、 田 畠の 作物のから を燒、 山に か、 ら ざる 仕様 有。 渡世な りが たき 故 

に、 わら をう りて 用 を 達シ、 薪なければ 山に か >- る 有 〔たり〕。 是には 米 を 遣." -、 わら を うらせす ば、 山に とらざる 者 

有べ し。 里 中に 山 はな けれ 共、 薪 も か はすして、 朝夕 をと、 の ゆる は、 作物の からのみ 也。 叉 山 近き 在所、 田 畠よ， 

り は、 人 多くて、 作物のから、 薪に 不足なる 所 は、 たと へば、 家 数 五十の 村なら ば、 二十 ヲ 他え 出し、 其 田 畠を淺 

る 三十 家に 合せ、 其 上-一 免 を 五分 か 一寸 さげて、 山 をからで、 薪の 用達す る も 有べ し。 他え はぶく と 云 事 は、 九州 は 地 

廣ク人 少シ、 他領より 五 千 人 一万 人逃來 りたる もの を さへ 馳走して、 隱シ置 習 也。 如レ 此の所へ、 五十人 百 人 ヅ、、 一 

與 --メ つかわさば、 九 は 上田 畠に て、 年貢 やすし。 先にて 屋を 作り、 在 付 迄の 用 は、 余 米 を 以て、 澤 山に 遣 はすべ 

し。 此方-一て、 一 在所の 者、 一所に 行事 なれば、 さの みう ゐく敷 こと も あら じ、 在 付で は、 此方より はま さるべし。 

又 古地の かま， S にならぬ よき 新田 地 も 有べ し。 古地の すたり を 取 立ルも 有べ し。 池 川の 普請の 仕様に て、 餘 地お 來も 

有べ し 0 いづれ に 山 をと めて、 民の 難儀せ す、 却て 悅 ぶべき 事 いかほど も 有べ し。 草木な き はげ 山 を 林と. なす 事 あ 

り。 山の 廣さ をつ もり、 一度になら すば、 一峯 一谷 ヅ、 も、 はやすべし。 谷 峯の廣 さに よって、 稗ヲ 三十 石 五十石 

百 石武百 石ヅ、 まかせ、 其 上に わら 〔かれ〕 草萱 など (を) ちらし 置 也。 諸鳥來 て、 是を ひろ ふ。 鳥のお としに まじりた 

• 鲁 

る 木の 實は、 よく は ゆる 者 也。 上に あくた 〔搞 草〕 置 こと は、 ひろ ひにくき やうに して、 鳥 を ひさしく 來 さんと 也、 共 上 

暑 e  e 

雨に もな がれす、 稗 山 土に 生 付ても よし。 如此 すれば、 三十 年ば かりに は、 雜 木の しげりと 成 者 也。 雜木 茂りて は、 

其 近所の 村里 薪に 事 はか- - ざる 也。 法 をよ く 立れば、 次第に 山 茂りて、 永代 薪澤 山な り。 此 しげり 出来る 迄 は、 松 

大學或 問  一 11 一一 
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山 を 伐て、 作物の からに 足て、 用事 ノ足所 も 有べ し。 松 山 は、 山 土 田地 共-一 惡シ。 白地の 草木の そだ 、ぬ 所に も、 松 

は 生 付 者 也。 當 分の よきに 目 付て、 後年の 害 を しらす。 右の 政 行 はれば、 小 松 は 根ぶ かくなら ぬ 前に 引す て 、よし。 

今の 松 山、 自然に は雜木 山と 成べ し。 松に か V りたる 雨露 毒なる 故-一 、下 木 下草 も 生ぜす、 田 島-落 入て あし、 其 上 

松 山に は、 夕立 雨 もお こらす。 吉野 金剛 山、 其 外の 太 山 共の 伐 あらした る峯 谷に は、 杉 檢の赏 を まかすべし。 贞^ 

北國、 其 外に も 杉 檜の 實ぉ、 き 所 ありと いえり 。其 道-一 器用なる 者に 命 シ給は ^ -、 彼に 付是に 付、 山 は 程なく 茂りな 

ん 0 杉^ 幷 --雜 木、 山 々に 多くば、 夏 は神氣 盛-成て、 夕立 度 々すべければ、 池な くと も 日 損な かるべし。 山し げり 

て 山 谷より 土砂 を 出さす ば、 川 は 一水く 一一 土砂 海に 落て ふかく 成べ ければ、 洪水の ® もなかるべし。 富 有の 大業 を 

守 

生す る 事 あげて かぞ へがた し。 問、 木 曾 熊 野 土 佐な どの 材木 は、 其 國主田 畠の 物 成-ならび たる 公 sa。 やめが たか 

らん か。 云、 大道 行 はる k 時 は、 今の 公用 私用の 諸 遣 は、 十が 九 やむべし。 富有 大業の 代に は、 今 思 ふさし つかへ 

はなき 也。 又 山のう き 物 成 は、 他のう き 物 成と かゆる 事 も 有べ し。 今 は 山のう き 物 成 §1 出しても、 ^^金の利にも不 

レ足 0 借金 をす まし 給 ひて、 今の 諸 入用 やまば、 うき 物 成な くと も 事足 ヌ べし。 問、 諸國 にも 山川の 法度 は 侍 〔備〕 れ 

ども、 山 はます く あれ、 川 はいよ く淺 くなる 事 は 何 ぞゃ。 云、 山 あらす 事 法度と あれ ども、 三！ 1： の 食物 さへ た 

くわへ なき 者 多ければ、 薪 を 買て 燒 べき 様なければ， たと ひ 明 曰 首を切らる、 迄 も、 今日はぬ すみて、 山 をからで 

はなら す。 庄屋 年寄 も、 それ を しれば、 a のがしに せんより 外の ことなし 0 問、 山々 の杣を 4=1 て、 村木不 出ば、 祌 

社. 怫 寺の 建立、 國.- の 城 中、 士屋 舗、 江 戶の諸 やしき、 諸國の 在鄕町 等の 作 事 は、 いか せん。 云、 大逍行 はる V 

厶 

二 五六 


,  二 五 七 

-ー 

時 は 山の 木 を きらで も、 材木 事 かけざる 積り あり。 何審も 前に 分^ ありてい えり。 乍， 去 事 長ければ、 其 所に て は 略 

せり。 先 原廟を 作と て、 同 ジ神を 方々 に 社 を立ル こと は、 非禮 なれば、 いにしへ はせ ざる 事 也。 神の 威も是 によって か 

ろく 成れり。 天照皇 は、 伊勢山 田ば かり、 八幡宮 は、 宇佐ば かり、 春 日 は、 奈良 斗り、 素 1 烏 は、 雲 州 斗.' 大已貴 

は、 三輪ば かり、 其 外 皆 如 レ此メ 山の むかしに かへ らん 聞 は、 諸 神社 あらたに 作り直す 事 を やめて、 其 末社の た- * み 

たる 木 を 以て 修理の みせば、 (材木) あげて 用 ゆべ からす。 問、 H 本 〔我 邦〕 は神國 也、 土民の 生產 はいか t せん。 云、 

大和 國 ならば 則 春 日. 三輪. 龍 田 • 生 駒. など を生產 とせん。 原廟 のみに て、 本社の 神な き 所に は、 ー國の 社稷の 

祌を 立て、 た、 みたる 原 廟の祌 をう つし、 よせ 社の ごとくす る も 有べ し。 く はしき 事 其 時の 勢に よるべし。 邪祌亡 

て、 正 神の 威增 (る〕 べし。 問、 男 山 はいか 云、 是 ばかり は 唯一に 改 りて、 殘ル こと も 有べ し。 問、 怫寺 はいか 1-。 

云、 是は 急に は 成べ からす 。急に 出せば 坊主の 難義 なるべし。 昔の 得度の 法 を 再 與メ、 猥 一一 われと 出家す る 事を禁 

ジ給 はん。 何の 國 何の 郡、 何の 村、 何某と 云 者、 出家 ヲ願ふ 時、 その 村 中、 外 村の 親類まで 寄 合、 戒定惠 の 三學を 

かねて、 出家 をと ぐべき もの なれば、 其 郡の 奉行に 達" 、奉行 吟味して 國君 _ 一 申ス。 國 主より 公義の 奉行所に 達"、 御 朱 

印 給 はりて、 始て 出家す。 もし 其偕不 律の 事 あれば、 儈正是 を 礼 明して、 公義へ 申ス。 公義より 國 主-かへ し 給て、 

不 吟味の 過怠 有" 國君叉 其 郡 奉行所の 庄屋 一類に 過怠 有。 其 在所 井-新 類と して、 還俗せ しめて、 一生 養 ふ 也。 如レ此 

なれば、 出家す る 者 まれ 也。 出家す る 者 は、 戒律 正 ざ 寺 は 里 を 去 こと 十五 町 也。 町 は 云 一一 不レ 及、 少シノ 在家まで 

も、 十五 町 ヲ隔ル 法 也。 町屋 在家と 軒 をなら ベた る 堂 寺 は、 怫の 法に あら ざれば、 あき 次第 一一た、 み 置て、 山寺の 

大畢或 問  ,  二 五 
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堂 寺 ヲ 修理 せんに あまり 有べ し。 觀 音も淸 水. 長 谷の 靈地 ばかり^り て、 他 は 勢 次第た、 まるべし。 藥師 も、 冈蟠 

藥 帥な ど、 名 ある 計 山寺の あき 地に ひかるべし。 其餘は 推て 知べ し。 わざと さへ 在所 を隔 つる 山寺に、 寺內 など、 

て 上田 畠 を 公義へ 申て 取、 在家 を 引よ せ 置 こと は、 甚法 にもれ たる ことなれ 共、 習に て かく 成 たれば、 仁政 は 急に 

せ や、 自然に 昔  一 I か へるべし。 律儀 を守ル 僭と、 相談し 給 は 5^ よかるべし。 くわしき 事 は 略す。 問、 武+屋 舗の 

修理作^|-はぃかビ0 云、 大道 行 はれば、 程なく 農兵の 昔に か へるべし。 其 時 は 城 も 今の 傑-一は 有 まじ。 士 屋敷 今の 卜 

分 一 も いらす 。是又 餘る屋 をよ くた、 み 置て 修理 せんに、 事 かくべ からす。 近年公義作^^-の祌社怫閣を兒聞？ー、 修 

理 してよ きをう ちく づし、 新 敷 立直せり。 其 新 敷 は 木の 性 あしく、 工匠のう け 取に て >  切く わせ 齒相 なれば、 程なく 

破报 せり。 此 故-公義 御 建立の 間 もな し 〔く〕。 いよく 山澤も あれ、 川 も淺く なれり。 本の ま、 にて 修理せば、 新 敷 

したる より は 三 五倍 も 久し からん と 思 ふ 所お ほし。 公義の 財 用 も、 いらぬ 事に 多く 费、 山川 も あれ まさるの み 也。 逹 

も 無功德 といへ り、 凡僧 凡俗、 却て 功德 とす 。【故 一一 神社 怫閣 共-一、 大方 修理に て 取つ くる 事 30 後世 は 火寧繁 

シ、 仁政に て此火 しづ まれば、 是又大 なる 山の 爲、 諸人の 爲 によき 事 也。 問、 出家 は、 得度の 法に て、 戒你 正くな 

らば、 次第に すくなくな り、 町 屋寺は あき 侍らん。 神社 すくなくならば、 禰宜は 妻子 あり、 いか^すべき。 云、 在 

々の 神社に しかと したる 踊宜有 はまれ 也。 大方 百姓の 中 一一、 彼は祌 主筋と いふ 者 あるば かり 也。 n だに は 社 跡の 地 を 

あた へても 可な らん。 社 〔¥>禰 宜 など 、てあらば. 公義より 扶持た ま はり、 問學 させ、 舉 校の 役人と も 成べ し。 民 還に 

は 木 多く いらす、 大方 村 廻" の 木 にても 事足 体^。 其 上 何方に も 松 山 多ければ、 町 在の 修现は 事足べ し。 土よ き 山の 


.  二 五 九 

松 は、 自然に 用 木に 伐て、 其跡雜 木と なすべし。 叉 松なら では 他の 木 そだ、 ぬ 赤 ざり 山 あり。 是は 後まで も 松 山た 

るべ し。 近年 は 男女 共に ®&:le〕 氣 おほし。 此 故に せんじ 茶 を 好めり。 國々 の茶圜 むかしに 百倍せ り.。 是-- 薪 を 盡す事 

又 限りなし。 仁政に て欝氣 はれ、 學 校の 敎 にて、 人 無病に ならば、 むかしの ごとく 夂 A 日-一は 湯 を ひみ、 夏日に は 水 を 

のみて 足べ し 。茶園 多 は 五穀と 成て、 食增 のみなら す， 薪 すくなく 入べ し。 彼是 貴賤 共に 所帶 ゆるやかに、 無用の 

いそがわし さやみ \ ^、男女 共忙 象驗 のっとめ よかるべし 


熊澤 先生 大學或 問 上 終 〔册 畢」 
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(大學 或 問 下册) 

1 或 問、 諸 大名 困窮 すれば、 勢な くして * 公方 〔餞〕 の御爲 却て よしと 申說 あり 0 しかるに 諸阔 共に 富有なる べき 政け 

いか J-。 云、 諸侯 不勝手に て、 武士 困窮 すれば、 民に 取 事つ よくて、 百姓 も 困窮す。 士民 困窮 すれば、 ェ商も ffll? 

す 。しかの みならす 苹人餘 多 出来て、 鍵 塞に 及ぬ。 是 天下の 困窮 也。 天下 困窃 すれば、 上の 天命の 其 加衰ぬ 。天命 

おとろ へて は、 いかんと もす る 事な し。 堯.' 曰、 四海 困窮 * バ、 天祿永 終？ -と、 然 ヒは識 大名の 困窮 は、 上の 御爲 あしき 

^一也。 然 * を御爲 よしと いへ る は、 伯 術に しても 分^ あさき 事 也。 右 大將家 北 條足利 は 伯^ 也。 巾に も北條 をす ぐ 

れ たりと す。 諸 大名， 在 鎌 倉 三年に 一度、 五十 日を定 て、 それさへ 鎌 倉に て、 费 多から ぬ 様に と 戒られ たり。 諸國の 

潤澤 を、 鎌 倉に てからさん 事 を 恐れて なり 

一 或 問、 如レ此 農と 兵と わかれた る 事 久シ、 昔に かへ さん 事 かたから す や。 云、 其 道 を 得 ざれば、 甚 難シ。 其 道 を 得れ 

ば 易 シ。 若 仁心 仁 聞 ある 者 出 給 ひ、 あしく ゆるめ、 ぁしく施シ耠は^-、 かへ さん 事 難 かるべ し。 前-一 云 所の 仁政 も、 

不.. 可 レ行。 問、 あしく 施 シ> あしく ゆるむ と は 何 ぞゃ。 云、 諸 大名 在 江戶、 三年に 一度、 五十 日の 古法に 返し 給 ふ 共、 

た に 返し 給 は J-、 國々 にて 私の 奢 生ジ、 東に 减 じて、 西に 生やる ごとくならば、 何の 签も有 まじ 。親の 子 C 所帶を 

下知す る ごとく、 公儀より 下知 せられば、 前にい ふ虚の 仁政 行 はれ、 事 調て 後、 叉餘 りて 置 所な き 米穀 を 以て、 兵 

にかへ し 給 はん 事 易 かるべし。 是は士 も 民 も、 悅 やうに なくて はかへ し 難シ。 先 民閒の 借物 かへ し 給 はり、 質の 田 

二 六 0 
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地 取 返シ、 ？ たる 田地 も、 上よ リ本 銀に て 買 もどし 給 はるべし。 是は 買た る 者、 田 畠 多くば、 寶 たる 者の すくなき 方 

え 給 はるべし。 若賣 たる 者、 田畠猶 多く、 かいたる 者少キ は、 その ま、 買た る 者の 地と なるべし。 その上に、 士を民 

聞に 入 さまになって、 民-一 免 一寸 ゆるし 給 ふべ し 。如， 此 自然に 高 免に 成て、 民の 悴 たる は、 士と はなれた る 故 也。 

士の 在々 に 在付樣 にすべし。 叉士の 心得に も、 此後 子々 孫々 生死 を 共に する 普 代の 民 たれば、 民の 爲 あしからぬ 様に 

使番 

たし なむべし。 軍役 は 民 を つれて 出る 事 なれば、 常に 人 をお ほく は 抱 を かす、 二 成 にても 三 成 にても 足べ し。 番使も 

こ 

なく、 公用の 務 もな し。 同村 隣 里 の 士と 往來す るに も、 臺 所へ 入て 語る 様に 成 なれば、 客の 人に つかわる、 1$ なく、 少 

づ、 の 手 作 あれば， 菜園の 草 を 取 やうなる 事.； 慰、、、 (のン 養生-一、 下人の 手 傳シ、 山野に 狩シ、 川， 逸に 漁シ、 雨 雪 霜 をい 

と はす、 文武の 藝 を務、 君の 干城と 成べき 二 K の 武夫な らん。 くわしき 事 は、 其 時に あたりて、 制 法 あるべし。 一：？ 知 

二  △ 

の 者の 子 多き は、 子 共に わかちて、 よき 程の なみ 出来ぬべし。 子々 孫々 に 至りて は、 士 共に 作 人となりて、 十一の 貢 

に歸 すべし。 其 時 は 郡 奉行 代官の 役 重し。 今の 代官に て は 治べ からす。 士 大將與 頭と 云 者、 村里 を 分て 預り、 眞の 

君の 御 代官なる べし。 問、 今 高 拾 万 石の 城主、 中分の 知行に すれば、 五ッ物 成に て， 五 万 石納れ り、 十一 なれば 壹万 

石 也、 五分一に て 足べき か。 云、 五 万 石の 納米 を、 家中の 知行 四ッ物 成に 遣シ、 其 外 扶持 切 米-一 出せば、 漸藏入 は壹万 

石 斗 也。 それにて 在 江戶の 用に あつれば 不レ 足、 借 銀 すれば、 叉 其 利 分に 出て 彌 不足、 後に は 家中の 物 成 を 借り、 或は 

暇 (など〕 を出シ 〔す〕 など、 樣々 の 不仁の 仕置 出來ル 也。 仁政 行 はれ、 在江戶 三年に 一度 五十 日の 昔-一 か へれば、 一年に 

千 石宛餘 置、 三年 目 _ 一 三千 石-一て は、 參府の 用餘り あり。 一年に 九 千 石の 蔵米 は. さの み 入べき 察な し。 在."？ より 其 器-一 

大學 或 問  二 九 


蕃山.^^集 笫：. 趼  so 

あたる 役人 を 城下に 呼 出シ、 役領給 はるば かり 也。 城にも<^^•の樣--者入べからす。 本丸 二， 丸に て 足べ し。 . ^屋敷 は、 

猶以 今の 十分 一なる べし。 大方 田昌 とならん。 此田畠 はう き 物にして、 上下の 爲ー 1 成 事 あらん。 城下に 出 * 役ん は、 

屋敷 廣く給 はり、 表 は 竹 を植て 生垣に し、 隣の 驟は 桑を植 て、 妻子？ すべし。 問、 關. S: 俟 はいか J -。 云、 是は S に 

江戶の 地に て 農兵の ごとく 成ても あらん か 0 仁政 行 はれ、 諸； 1!^ 心服の 上 は、 母 俊 妻子、 皆 々國 元え 引せ 給 ふべ し。 江 

戶-- 大名の 屋敷 も 一所に て 足べ し。 町 も 今の 十分 一にて 足べ し。 旗本 (衆) も、 大身 は 各の 領地に ひかるべし。 御藏 所 

の 士大將 と 成て、 つかわる、 も 有べ し。 江戶の 屋敷 跡、 夥敷 ことならん。 本 來水掛 ，もよ ければ， 大分^と 成べき か。 

地形 平 なれば、 井田の 法 も 行 はれん か。 農兵と 成ての 安樂 長久 を 見 及て は、 小身の 旗本 衆、 知行 所く に ゆかん 事 を 

願 はるべし。 學 校の 政 ありて、 上下 道 を 知 時 は、 今の 心と は 各^なる ベければ、 相談に て、 いか 様 共よ きに 〔宜しく〕 

•  ■ 參 

成べ し。 位 人ば かり 御城の 四方 一一、 廣く 屋敷 耠 はり、 是も表 生垣、 裹の堺 は、 桑 *H 植て 住つ めば 〔する， おは〕、 長久な 

•  •  • 

る 風景な らん。 番頭 與頭は 組 を 引 つれ、 五 里 十 里の 外より 出て、 五十 曰か 百日の 番を つとめて、 御城の 四方 を警 固す 

べし。 弓 鉄 炮の頭 も 同シ。 番中】 入 武藝を 習 はし、 學 校に 入て 道 を 聞ば、 出番 を樂 とせん 0 城下 一一 姿 子 ある 武士 千 人 

より は、 遠方に 妻子 を 置て、 男の み務る 武士 三百 人 はま さるもの 也。 仁政 行 はれて 無事 なれば、 何の 氣遣 はな けれ 共 * 

文事 武備の 業 を 忘れす、 其 上 道 藝の爲 なり。 問、 萬 事 調て 後、 十一 の 貢に 歸 せば、 公義の 蔵 入、 天下の 一 不足なら 

ん か。 云、 今 は 諸疾に 給て、 諸 の 益に もな らん 〔ぬ〕 事 あり。 叉 上に 奉りて、 上の 益に もな らん、 下にて は 肘 (の， ノ 

費る 事 あり。 か 様の 事 は 上下 共に やめ 給べ ければ、 公義の 不足 あるべ からす 。若 不足なら ば、 古法の ごとく、 在 15  二 

二 さ 


二 六 II 一 

年に 五十 分 一の 貢 を 取 給 は J -、 いか やうの 事 も 調べし 。納 米鱟万 石より、 米 二百 石の 貢物 也。 拾 万 石に 二 千 石 也。 

外にう き 物 成の 貢 あり。 京大 坂駿府 等の 在番 もやむべし。 神佛の 寺社 も、 数 すくなく、 修理に て 調べければ、 公義の 

入用 多く は ある まじ。 其 上 有 道の 代 は、 道 ある 入用 なれば、 万 一 公義 御 不足の 事 あらば、 諸 大名の 相談に て、. 5 かやう 

にも 足 玉 ふ 様-一成 べし。 諸 大名 大分の 公用 を ゆるされ 給へば、 貢 少シ多 奉リ給 共、 不足 有べ からす。 上より 諸 疾を子 

の ごとくし 給へば、 諸 4^ も 上 を 父の ごとく 思 ひ 給べ し。 問、 富有 大業、 財 用 置 所な かるべし と 承れば、 いっとても 

上の 不足 は 有 まじき か。 云、 富有 は 天下の 爲の 富有 也。 置 所な き 穀物 も， 文事 武備の 用 なれば、 いっとても 不足な 

し。 四海の 困窮 くつろぎ、 万事 調て 已後 は、 餘財 用なければ、 農兵の 昔-かへ り、 十一 の 貢-一成て、 財散シ 人心 あつ 

まれり。 足 こと を 知て 富有 谆 厚の 風俗と 成て、 人民 不， 足 こと を不レ 知。 農兵と ならば、 日本 〔本邦〕 の 武略 各 別つ よく、 

眞の 武士 〔國〕 の 名に 叶べ し。 武士 農 を 別れて このかた、 身 病氣に 手足 弱く 成りぬ。 心 斗 はい さむと も • 敵に も あはで 

痰るべし 〔く〕、 病死すべし。 其 上若黨 小者 共に、 一年 居に て、 主 を 思 はす。 是は 軍用の 損 也。 平生 も 農兵なら ざれ 

ば、 風俗 あしく 成て、 長久なら す。 農兵の むかしに 返すべき は 此時也 

一 或 問、 諸國に 地な し 高と いふ 事 あり。 國の 困窮、 地頭の 損 也。 無理なる 事に あらす や。 云、 然リ。 檢 地と は、 か 様の 無 

理を 除べき 爲也。 (給) 人に は 〔も〕、 其 地な し (高〕 を 高に むすびて 給 はれば、 除べき 樣 なし。 地な し 高 を 持た る 故 〔人〕 

に、 加墦袷 はる 時、 高 加 增を物 成加增 にして たまへば、 則 地形ら は 〔なし 高 は〕 除かる k 也〕 公義の 蔵 所の 地なら 〔し〕 

ば、 た 1- に 〔多 は〕 除かれて 同じ 事 也。 其 外 も 仁政の 餘慶を 以て 除かるべき 事 易シゲ 又 蓮 上 を 高に むすびて 給 はりて あ 

大學或 間  .  1 一一 一 
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しき 事 あり 0 若 狭の 小濱 より、 近 江の 湖水へ 米 を 付 越、 駄贊の 運上 を 高に むすびて 有 故に、 國 主より ゆるす 事 あた 

厶 

わす。 是に 依て か、 り 物 多ければ 、連々 舟を乘 得て， 大坂 へま はる 故、 大津 衰微す。 小 濱の主 も报 あり。 かくの ご 

とき 類 諸 國に多 かるべし 。諸國 の 運上う き 物 成 は， 公義へ 取 給 ひ、 國主郡 主に は 甲乙な く. 田 OH ばかり を 給ヒ、 う 

き 物 成 は 天下の ためさげ てよ き はさげ、 ゆるして よき は ゆるし 袷 は 、日本 國 中の 爲 よかるべし。 十！： へ 名山 大滞 をば 

封ぜ す、 ^に大 守 あり、 山澤を あらさせす。 故に 炎 早に は 夕立 雨お こり、 大雨に は 山し げりて、 水 を ふくみ、 川 深し 

て、 水 拱の S なし。 又い にし ゑ は 加 增新知 共に， 三年 用捨 有、 勝手 富有に て、 末な がく 務 しめんと て、 魏の跡 を 給 は 

る も同ジ 

1 或 問、 異國の 糸卷物 渡らす、 曰 本 〔本邦〕 Q 地に (て) 可 一一お 來 一政 はいか i -。 云、 曰 本 〔本 S にて^ シ、 糸 取 こと は、 民 聞 

の いそがわ しき 中に て、 農業に 取 まぜて する 故に、 よき 綿よ き 糸 出来が たし。 其 上 少ナク して 用不， 足。 武士の 妻子、 

大身 は 無用の 遊に 日 をく らし、 小身 は 益な き 事に 勞 して 暇な し。 道行 はれ、 式 定る時 は、 小身 は畈 ありて 勞 せす、 大 

身 は 道^ を樂て 女^ を 思 ふ。 此時 にあたり て、 人々 の 屋敷の 垣、 幷- 一空 地に 桑 を 植て！ ^すべし。 よき 人の 手 一一 出來の 

みならす、 隙に あかせて せ はくしから ざれば、 年 を かさねて、 女 事く わしく 成、 いか やうの 糸^ 物 も 出来べ し。 今 

綿に て 糸 をと るに. よき 人のと る は、 色白う つくし。 同じ わた なれ ど (も； r その 下の 人のと る は， 各 別 劣れる にて 知 

べし。 然共、 今より 桑 を植て に 出 來る聞 * 十 年 十五 年 は 、異國 より 渡さで は 事欠べ し。 昔の ごとく 長 崎 平戶兩 港に 

して、 地よ き 物 波り、 下 直に も 成べ し 0 後 とても 藥 種-一 取 まぜて、 今の 五十 分； ばかり 少シヅ 、は、 渡す 事 も 有べ し。 

,  < "厶 

,  二 六 E  』 


-  二 六 s 

日本 國 中に、 耦綿澤 山に ならば、 士已上 井-農工 商の 富有なる 者 は、 親 を 着べ ければ、 m の 木綿 やみ、 昔の ごとく 

のみ- &る 共、 貧者 幷ュ 下. はもめ ん澤 山に 着すべし。 問、 異國物 下 直に 成て、 地よ き 事 はいか 云、 道行 はるれば、 

事 明かに なり、 奉行の 心 も、 商の 心 も、 改る者 なれば、 其 節に. 臨て、 事改 るべ し。 平 戶の津 やみ、 長 崎に P に 成ての 

ち、 如レ あらく 成 たれば、 此處 事の 改 るべき 始 ならん。 扨異國 人に、 財寶遣 はせ、 日本に 銀の 留る 様に とする 事 あ 

し、。 財寶 をつ かへば、 それ 程卷 物の 地 あしく、 又は 高直に して、 費 を 取 返す もの なれば、 却て せ 〔我 邦〕 の费 とな 

^-り。 日本 〔此方〕 の津 にて、 隨 分財贊 をつ かわせぬ 樣 にして、 異國 人の 手より 買た る 者再寶 せす、 直に 京の 吳服 所へ 

渡シ、 其 身の 渡世 程に 少し 利 を 取 制 法 あらば、 糸 卷物は 下 底な らんと い へり。 紗緩 綸子 縮緬 數 すくなく 高直に して 

地よ き 物 を わたす 樣 にせば、 異國へ 渡す 銀 はすくな くして、 日本 〔本邦〕 の爲- よかるべし。 異國 人の 手前 は 高直な り 

共、 日本 〔本邦〕 にて 耳 資 などの 手く ろな くば、 京 着 は 下 直に あたるべし といへ り。 異國人 を 買 殺ス樣 にせし めば、 其 

攀 e 

後 は 地 を あしく して わたり、 其 あしき は 習と 成て、 今 は 下 直に もな く、 双方 共に 習 あしき 亊多シ といえ り 

1 或 問、 吉利支 丹の 法 を斷絕 せんこと はいか ど。 云、 吉利支 丹 は、 人心の 惑と、 民の 困窮に よりて、 法を廣 むる 者 也。 

天下 文明の 敎 ありて、 人心 惑 ひ 解ケ、 仁政 行 はれて C 困窮：) 止まば、 廣め よと 云 共 あたわ じ。 其證據 に は、 fPf 唐土 リ 

は 聖賢の 國 にて、 文明 なれば、 制禁 はな けれ 共、 廣 むる 事 あたわす。 她の道 はへ びが 知と いへ る 諺の ごとく、 吉利 

支 丹なら では、 吉利支 丹 は不レ 知と. S へり。 今の 寺 請 は、 何の 用-一 もた k す、 事 外 成國々 の 費 也。 九 刀 i にて さし 来る 

者 を、 とらへ に 行た る 者の いへ る は、 常人より は 怫寺を 信. シ、 後世 願と 人^-み (ゆ) る 者 也、 よも 彼に て は 有 まじと、 

大畢或 m  三 S 
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所の 者 共 も 思 ひ、 其 身 も 申 わけして 歸 らんと い- * て 出れ ども、 奉行所に 行て は、 ciii 據 ありて、 陳 する 事 あたわす と 一 

い へり。 共 上 此吉利 支 丹 請に て、 不義 無道の 出家 浸、 佛 法の 實は 亡びた ると い へり。 斷絕の 仕 © くわしき 事 は 永.. -ー 

しければ^^す、 仁政の 行 はる- -時を 待の み  ； 

一 或 問、 ：彿法 は、 其 國西戎 にも、 中 夏 〔唐土〕 にも、 日本 〔我 邦〕 の 今の 樣-- 、繁昌なる 事な し。 然るに 佛法冉 興と は 何ぞゃ 0ー 

云、 堂 寺の 多き と、 出家の 多き (と) を 以て 見れば、 怫法 出来て よりこの かた、 今の 日本の 様 成 はなし 0  = ^法 を て： 

AAA  .  ... 

兄れば、 破滅の 時 至れり。 出家 も 少シ心 ある もの は、 今の 僧 は盜賊 也と いへ り。 «;赏に佛法にょりて出家したる^1<?は*ー 

万人に 百 人な らん。 其 次 は、 其 身 かたわな るか、 士農工商の 一 人の 働き 不レ成 者、 無， 一 是非 一 m 家した る^、 万人に 千 人 一 

も あらん。 其 外 は 皆 渡世の 爲- 一、 奸謀 をな して、 娃欲 肉食に 飽 たる 事、 在家にま^^れり。 同宿 諸 化 江湖な ど、 て、 大ー 

寺に より 居 者、 多く は惡 人盜賊 也と いへ り 0 在家の 者 知て 指 (し.) いへ り。 北狄來 るか、 大飢缠 にて 、盗賊と なる 者 は、 一 

此 数十-力 人の 出家な らん。 今 吉利支 丹の 寺 請に、 貧なる 者 は 迷惑し、 貧に は あらね ど、 少シ 目の 明きた るお は、 きの 一 

どく 一一 思 ひ 居れり。 其 故 は、 貧なる 者 は、 出家に 金銀 を あたへ ざれば、 寺 請に 不， 立 こと を 迷惑 シ、 目の 明キ たる 者 は. 一 

不義 不作法の 出家 なれ 共、 無，， 是非 一 檀那と する 事 を 氣の毒 一一 思へ り。 北 狄の騷 か、 亂 世の 時 至りな ば、 吉利支 丹の 改ー 

する 人 も 有 まじければ、 出家 をた のみ、 金銀 予 ふる 者す くな からん。 愚 凝に して、 信じた る 者 も、 信ぜざる 者の 多， 1 二 

ひかれ、 且亂 世の 不自由なる によりて、 寺の 務 おろそか ならん。 万人に 百 人の 眞の 出家 は、 其 時 とても、 力に て 一 

今日の 飢は救 はるべし。 千 人の 人たら ざる 出家 も、 人の あはれ みに て、 かつく 乞食 シ、 暮すも 有べ し、 餓死す る も 一 

二 穴 


二 六 七 

有べ し、 其 外 は 盗賊と 成て、 うちう たれて 亡ぶべし。 堂 寺 は 一度 燒れ なば、 二度 建 事 あら じ、 淺 たる も 狐狸の 住家と 

なるべし。 出家の 無道に て、 盛なる は 亡べき 天命なら す や。 此 必然の 理を しらで、 いつまでも 如此 繁昌な らんと 思へ 

る は、 はかなき 事 也。 山林 は 荒たり、 人の 信 はなし、 亂 世の 兵粮に 迷惑して、 公方 幷-ー 諸 も、 堂 寺 建立の 力 あるべ 

からす。 吉利支 丹 請の 益な き 事に、 貴賤 退屈 シ ぬれば、 兵 亂の紛 ご 一、 寺 請 取 人 も あ f  〔る ま〕 じ。 今 富 人名 聞 まじり 

(に)、 出家に 大分の 金銀 を あたへ、 堂 寺立ル も、 金銀 は 皆 盗賊に とられ、 一命 を も 失 ふべ ければ、 叶 まじ。 山林 如レ此 

あれ、 川々 如 レ此淺 く 成て は、 世 中つ ^かす、 出家 如レ此 無道の 奢 も、 績 くべ からす。 此ニ のために も、 大變 遠から じ。 

亂 世と 成て、 一 二百 年せば、 山林 もとの ごとくし げり、 川々 昔の ごとく 深ク なるべし。 其間佛 法の 無道の 繁昌 亡び、 

眞の 道、 レの俗 Q みあり て、 佛法も 叉 再興 せんか。 是天是 を 格 時 は、 一度 兵亂を 以てす。 其 中間  一二 百年、 いたまし 

A  A 

き 事 多 かるべし。 人道より 仁政 を 以て 格す 時 は、 貴賤 共に、 さかしま にか、 れる者 を、 とくが ごとくに て * 悅樂中 

に 昔に かへ る 也。 問、 今 寺 請 を 止て、 天下の 人の 信 不信に まかせば、 檀那寺 持ざる 者 大分な らん。 然 らば 僧 は 飢に及 

なんか。 云、 此ゅ へに、 先 仁政 を 先にして、 餘米を 以て 糧 なき 僧 を 養へ り。 狼に みづ から 出家す る 者 を 禁じ、 前に 

いふ 所の 得度の 法 行 はれば、 出家す る 者 千分が 一 ならん、 三十 年の 聞に は； 出家 も 死で 少ク なるべし。 渡世の 爲に、 

無； 一 是非 一 出家した る 者 多ければ、 還俗せ しめて、 渡世 だに あらば 還俗す る 者 も 多 かるべ し。 文字 達者なる 者 は、 在. - 

所" •< にて、 小學の 役人 共 成べ し。 むかし は佛 法の 精進日 も 一年- 1 度、 其 月 曰ば かりなり き、 毎月 忌日の 道 3 なければ 

お。 出家の 作法 正しく、  ■ 僧になる もの 少き時 は、 在家 一 日の 忌日に て、 偺の齋 米 足ぬべし。 出家の 作法 壞れ、 にな 

大 學 或 問  BE 
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る 者多 ずし かば、 一年 一度の 齋米 にて 不足 故-、 毎月 精進と いふ 事始れ り。 佛法 むかし S に 正しくならば、 00 

忌日 もやみ て、 佛 在世の 昔-かへ るべ し。 僧す くな く、 作法 正しくば、 不レ贫 して、 法力 を 以て、 曰皇 るべ レ 0 樹下 

石 上. 麻衣 草 座の 昔 一一 歸り、 戒定惠 の三學 全くば、 佛 法の 再興に あらす や。 問、 王子の 多き. 比丘 比丘 となし 給 は 

では、 せらるべき 様 ある まじ。 攝家 公家の 庶子 も 同ジ。 是は 外より 押て なさで も 叶 まじ， いかん。 云、 道行 はる、 

時 は、 王子 公家の 庶子、 男女 共に お ほく 共、 一人 も 出家に なさで， せらるべき 様 あり 。諸^の 風俗の 爲 にもよ かる 

其 事 末の 條に ノ へ り 

べし。 u 本 中興の 奥に あり 

) 或^、 神道の W 興すべき 事い か. -。 云、 今 世間に 神道と いへ る は、 昔の 社家の 法 也、 祌道ュ は あらで， 祌 職の 人の 心 

W ひ (の〕 作法 也。 それ を 潤色して 神 書と し、 神道と す。 日本 紀を 第一と すれ ども、 漸 陰陽 大 極の 皮 成 をい へる のみ。 

其 外の など は、 祌代 上下に も 1  及ばす。 日本の 祌書 とすべき 書 は 兌へ す。 唯 三種の神器 のみ、 此國の 神 誓 也。 上古 

は 文字 もな く、 書 もな し 。心の 知 仁 勇 を 三種の 象-一よ りて 示シ 玉へ り。 玉の 溫潤 にして 光明なる を、 仁徳に かたど 

り、 鎮の蹇 明に して、 能 美惡を わかつ を、 知の 靈 明に 象り、 銥の剛 にして、 よく 斷 制する を 以て、 の 神武に 象り 

^へり。 の 八卦 六十 四卦の 象の ごとし。 1 仁 勇 は、 天下の 達德 なり。 此 三種の 象 を 註解して、 經傳 とせば、 是に過 

たる 神 (擄) ^じ。 三種の 註解 は、 中廢 にしく はなし。 中 夏 〔唐土〕 の 聖人、 曰 本の 神 也 〔入〕、 其德 一也、 其 道 不二 也 

故-其 象 其 tr 符節 を 合せた るが ごとし。 天下 を 知人 は、 神の 主 也。 いづれ の 時 にても、 天下の 主たる 人知 仁 勇の 德 

を 明に して、 時 鹿 位に 叶 ひ、 人情 事 變に應 じて、 天下 を 治 給 ふ。 德行は 神道と なり、 其 跡 を 記." たる 害 は、 神 と 成 

二 六< 


二 

べし。 天 照皇の 御代 は、 德治 也。 今 其德 治を述 て、 文明の 國 とし 袷 は S -、 神道の W\ ほ 成べ し。 世間に 神道と いへ る は、 

一事の 祌 道-一 ノ， 全き 事に あらざる 事 を 知べ し。 道 は 天地の 祌道 也。 中 夏 i 土〕 の 聖人の 道、 日本 〔本邦〕 の钟 人の 道、 

天地の 祌道 也。 曰 本 〔本邦〕 にて 神と い へる は、 か 5- みの 中の か を 略メ、 かみと い へり。 鏡の ごとく、 知 明かなる 人と 

云 心 也。 中 夏 〔唐土〕 にても、 聖人 を 神聖と い へり。 聖人に は、 神明の 德 あれば 也 0 神 は 形な くして 用 有、 人 は 形 あり 

て 所作 あり。 神 は 有形の 所作に 及ばす、 人 は 無形の 妙 用に 及ばす。 祌と 人と を 兼た る 者 は、 聖人 也。 問、 中庸 を、 

三種の 註解と せば、 儒 を かるに あらす や。 云、 中 夏 〔唐土〕 は 四海の 師國 也。 四方の 國 より 法 を 取て、 習 はすと いふ 

事な し。 昔 は 官位 衣服 禮樂、 悉く 傳來て 用ら れ たり。 南蠻西 北狄 は、 文字 不レ 通、 日本 〔本邦〕 朝鮮 琉球 は、 文字 通 

す。 故に 昔より 漢字 を 習 来て、 日 〔我 邦〕 の學 とす。 旣に昔 は、 京都に 大學校 あり、 諸 民の 學校 あり、 國 * にも 學 

校 あり たれ ども、 戰 國久シ かりし 間に 絕 たり。 後世 武士の 弓矢 神と する、 八幡宮の 御 在世に は、 百濟國 より 儒 をめ し 

て學び 給へ り。 經傳 は、 道德の 駕 也。 中 夏 〔唐土〕 の 文字 をからで は 道 明なら す 0 怫氏は 大きに 儒 を かり、 佛道を 

廣 めたり。 天竺 國ぇ は、 文字 通ぜ ざる だに、 悉く 中 夏 〔唐土〕 の 文字 理學を 借たり。 今 はかりた る こ と をい わす、 却て 

, .  起 

聖 門より 出た る 辭を佛 語と す。 况ゃ 三種の 象 は、 孔鬥傳 授の心 法 也。 是を 本と して、 神道 を 興 記せん に、 殘ス こと 有 

ベから す。 神道 者 は、 儒 を かる 事 を 憚れり。 故に 理せ ばくして、 孤 獨の小 術の 如 成て、 儒 怫に對 すべき 道學 なし。 

賢 君 出世し 給 はで は、 神道の 再興 難 かるべし 

i 或 間、 今 賢 君 日本 〔我 邦〕 を 中 輿し 給 は 1-、 儒道 を 用 ひ 可レ給 か。 云、 中 輿〇 主 * 何ぞ儒 倚 袷 はん、 唯 賢 君の 仁政 

大學或 問  111 七- 


にて、 f  I ハ 中に 雷るべき のみ。 管、 §1 時に あたりて i き 至善 あり。 蓄、 中との 

p、  なく、 よる 所な く、 天理に したが ひて、 S 位の 當然 をと り， 巧 か 也。 問、 何 を か 私心の よる 所と 云 大君 

霧中 II わ if  。  一  il、 人 誓 I。  11 

に 知 ことせば くして、 人情 事 f しらす、 藝可 にあたら すして、 入 民の f あり、 苦しみ あり、 憤リ 有て 天 t 

月 I し、 造化 を そこなへ り。 人道 は 造化 II なる に、 却て さまた ぐる 時 は、 1 地妖 生ジ、 人 疾多シ t 

s を閉、 01 如 k なれば、 凶 亂遠 から t 三に は 儒 を 好、、、、 佛を 好、、、、 神 を 好む。 S 一は、 善な 

れ ども、 かたよる 時 は、 政に 寒。 儒 は 星の 跡 也と い へ 共、 今の 儒 は 己 I とし、 f 非と する のみ、 ？ しら ざ 

れば、 一流 S 者 也。 小 德は川 流の ごとし、 大 德の敦 化-あら t 四に は I に 倚り、 吟味つ よく、， は、 天地の 生 

，孝。 人 、じ 安から す、 好て 賞す る は、 よから-す。 I ハ功 にあたら ざる 者 有、 必 しも 霧 を 好に は あら ざれ 共、 ^ 

，正しくす る を、 治平の 政と 思へ る は 不可 也。 賞 I 不レ 得レ已 して m ゆ、 必 とする にあ；. す。 量. I は、.. 

fe.  fin, 至靈 治の 世 也。 i 氏 は、 0i 堯舜藝 の 代に 線り。 天下？ て、？  J 

itt 中に すぐれたる I する 時 は、 無心の 民に 利 心 を生 ジ、 利 心 を，、 悪ノ きざし をな せば 也。 力 

一  All 刑 i み。 是禹大 知に して、 無？ 行 ひ 玉え り。 H.  Ms^r^, 

if, 乘善 になら へり。 惡人 多ければ、 ？げて 盡 すべから す。 故-たまく 善人 あれば、 ー化叛 す 悪 

人 をす て 置事 不レ 知が ごとし。 仁 政を 行 ひ、 敎を ち、 In 枉れる f 直から しむる の政也 


"  二 七 一 

後世 は 是-- 中る 時 多シ。 大道す たれて、 賞罸 ならび 行 はる、 德の衰 へたる 也。 造化の 神 功 を 助ざる 事 久シ。 問、 堯舜 

ノ時 にも、 賞 罸の鉢 見へ す や。 云、 似た る 事 あり。 日本 〔本邦〕 のむ かし 位田 職 田 ありし がごと し。 其才 ある 人 を. 其 位 

鲁 • 

職に 任 すれ は、 其 位 職に 付た る祿 を受。 是 賞-一 似 たれ 共、 賞に は あらす。 天位 を 共に し、 天祿を 共に する 也。 此位祿 を 

受る 人、 恩惠 と不レ 思、 不 レ悅、 強て 起して 勞せ しむる 也。 叉 公侯 卿大 夫の 子に 生れても、 愚 不肖に て、 過 を 改めす、 

非 を さとらす、 民 を 治むべからざる 者 は、 庶 人に 下して、 農工 商の 事を務 しむ。 是罸に 似 たれ 共、 罸 にあら す。 五に 

は， 貨を 好ミ、 色 を 好む。 貨を 好. -モ、 匹夫の 好む は、 己一 人 を 利す。 大君 諸侯に して、 匹夫の 貨を 好む ごとく なれば * 

悖て 入、 悖て 出、 亂の本 也。 身 を 以て 貨を おこす は、 好む 事 少しき なれば なり。 仁君の 貨を 好む は、 大也、 富有 大業 

をな す 。天下 君の 貨を 好む こと をた のしめり。 是貨を 以て、 身 をお こす 也。 色 を 好む にも、 道 あり。 一人 を 愛して、 國 

を倾 くる 者 あり、 十 人 を 愛しても、 國に 害な き 者 あり。 一人 を 愛して、 國を 傾く る 者 は、 玄宗是 也。 楊 貴妃を 愛して、 揚 

國忠に 及ぼす。 故に 天下 を亂 る。 道 ありと. S ふ 者 は、 其 身 一 人 を 愛して 類に 及 さす、 恩澤 一 人に と VI まる。 貧者 あれ 

ば、 恩澤の 餘慶を 以て、 私に 施す のみ。 不德の 者、 內緣 にたより て、 驕 こと あたわす。 夫 聖賢なら ざれば、 天下 を 平 治 

する 事 あたわ ざるに は あらす、 貨色を 好の 凡 心 ありと いへ ども、 人民に 父母た る 仁心 ありて、 仁政 を 行 ひ、 其 心 を 

得て、 造化 を 助く る 時 は、 仁君 也。 天職 を務 て、 天 祿を得 こと 久シ。 六に は 人 を ゑら ぶこと、 たぐ ひ 一一 あり。 類と は 

格定 りたる 中、 數知 たる 中より、 撰ぶ. こと も 〔也〕 せば ければ、 好 人 有が たし。 格の 外數 しれぬ 人の 中より、 ひろく 

舉 ざれば、 賢者 能者才 ある 人 は 得が たし。 賢 を 求る こと、 野に おいてす といへ る、 是 也。 治國平 天下の 本 は、 人 を得ル 

大學或 問  111* 
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にあり とい ふこと は、 誰も 知た る 事 なれ 共、 用る 事 稀なる は， 人民に 父母た る 仁心 すくなく， 若 は 凡人の 習に まど 

われて、 憤を發 する 勇の たらざる 歟成 べし、 是大畧 也。 今時 富有 大業の にあ たれり。 賢^?^の：11本〔我邦〕を屮與し給 

べき 時 也。 事 は 古人の 十が 一 にして、 功は必 十倍 せん。 右に 云 處の條 ：、 皆 中興の 寧 也。 祸學 校の 政に 論す 

1 或 問、 畢校 は、 文 學の所 也。 政と い へる は 何 ぞゃ。 云、 學校 は、 人道 を 敎る所 也。 治國平 天下 は， 心 を 正しくす る を 

本と す、 是 政の 第一 也。 其 上 大君の 諸侯 を 親み 給 ひ、 父子の ごとく、 兄弟の ごとく、 心服す る は、 # 校 有 や-よって 也。 

學 校の 師 (は)、 德 ありて、 理 くらから ざる \ を 司と す。 博 文 達才の 者、 其 下に 生れて、 經傅を 講 明す。 大君 老臣？？ 侯 

上士中 士を牽 ひて、 義；^ 1 講習す 。大君の 道德に 親切なる 一 言 は、 他の 千 言 萬 語よりも まさりて、 諸侯 IS  士の心 志 を 

感動す。 諸 國に傳 へて、 衆の！： 有の 善心 を感發 す。 德の 流行 置郵 して、 命を傳 ふるよりも すみやか 也。 ャ腎 といへ 共、 

下に 在と き は、 此益少 ナシ、 諸侯に 有ても 及が たし。 故に 聖人の 大寶を 位と. S へり。 位 は 大君の 位 也 0  -人 といへ ど 

も、 此位を 得 ざれば、 天下 を 風化す る 事 あたわす 0 たと へ德 賢人に 及す、 いまだ 凡 習 を 免 がれす といへ 共、 人民に 父 

母た る 仁心 ありて、 道德を 尊信し 給へば、 位の 德 によりて 右の ごとし。 是心 法- s: にむ かいたる 師を 得て * 大 の 心 

內に向 ひ 給へば 也。 和漢 共に * 文字 を 好み 給 ふ 君 ありと いへ 共、 心 法內に 向ひ给 はざる 故に、 此大签 なし。 問、 * 校 

は 如 i 此のみ か。 云、 是大 なる 事 を 云 也。 學校 は、 文武 を 兼 習 はしむ。 され ども、 今の 人情 時勢、 三十 四十の 武士 を 

俄に、 學に 入べ からす。 武士の 子 は、 八 九十 歳より、 學に 入て、 其 子 Q 成 易き 事より 敎 0 手 習 は 一 s こ  一 .viz ッ 、 .,&<ら は 

しむ。 筆 道に 得た る 者、 敎る時 は、 成 易 シ。 種 は 父兄 長者 賓客の 前 ゑ 出る 禮容、 陪膳 給仕 進退 左右 i_ は迎、 うけ こたへ な 

, . 二 七-一  r 


どの 事 也。 十  一二より 經傳 をよ ましむ、 一 日 一 句ヅ、 敎 べし。 大事， 之 道。 在 M 明 r 一-一  明德マ 在." IMS 在い 止 

に 

於 至善 r 此 一章 を、 四日- -敎。 此次 は、 大 かた 此 格に 習ぶべし。 よむ 子苦勞 になく、 今少シ 多くよ み 度と ふ 程に 敎 

る 也。 八 九 才の子 は、 い まだ 讀 ざれ ども、 傍に てよ む聲、 自 から 耳に 入て、 益に 成 者 也。 手 習と 文字よ みと、 日 を か 

へて 敎 べし。 禮の 進退 は、 手習讀書にて|^\^る氣を點すれば， 同日-一 敎。 十三 四才 より は、 漸々 禮の大 なる を敎、 太 

刀 折 帋の請 取 渡、 使者と 成、 奏者と なり、 披露 口上な ど、 かわりぐ 習べ し 。弓矢 鞍 镫の請 取 渡、 披露 等 品々 有べ 

し 0 七五三、 五々 三等、 客と 成、 陪 膳と 成て、 かわる ぐ 習べ し。 其 他 はおして 知べ し。 又 日を替 へて、 音樂 を敎。 

八 九 (歳) 十二 一歳の 子に は、 笛 篥篥笙 の 譜を唱 しむべし。 音律よ き師に 付て、 十 人 も廿人 も、 一度に 習 也。 十二 三よ 

り は、 三 管 を わかち 敎。 紘は箏 より 敎。 八 九 歳の 子、 おの づ から 耳-一入て、 後年の 益-一なる もの 也。 十四 五より、 弓馬 を 

敎。 弓 はしのば り、 同事 〔弓〕 のよ わきより 射させ、 馬 は 木馬より 始め、 乘 おり 鞍定 * 手綱 さばき、 手 鋼 引な ど をよ く 

敎て 後、 無爲 なる 馬に、 綱 付、 地道 をのせ I 馬より 落さぬ 樣に敎 立べ し。 弓馬 共に、 道より 敎る時 は、 すみやかに 

成就す る もの 也。 弓馬 共に、 大方 達者に 成て 後、 春 は 遠乘を 第一と す。 乘 おりに も、 馬上に も、 弓矢 を はなつ ベから 

t 馴 ざれば 弓 治りが たし。 夏 は 水邊を 第一と す。 川 入. 川 渡" * 馬 も 人 もお よぎ を 習 也。 戰陣 にて 無 非よ き士を 

失 ふ は、 馬 川 也。 秋 はせ め 馬 を 第一と す。 馬の足 ヲ きわむ ベから す、 逆乘 すべから す、 息 をよ く 知べ し。 夂 A は 馬 をよ く 

飼べ し。 十  一二 月-鹿 狩して、 弓馬の 達者 を 習すべし。 f の 狩つ め-、 狩よ する は 益な し。 山より 廣 場へ 追 出シ、 追 

放て 弓馬の 士 のかせぎ に まかす る 也。 其 外に、 鹿 鳥の ねら ひ あり。 是は 歩行 立の 一 人 わざ 也。 是 大略 推。 數 St は、 各 
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ても學 び、 又 日永く 夜 永き いとまに、 心掛 次第、 學校 にても 學ぶ べし。 十五 六より は、 折 * 講^に 出て、 ^たる 

誓の 道理 文義を 聞べ し。 廿歲 前後より は、 自分に 本 を 見、 不， 通 所に 付 紙して 問べ し。 先へ 學ぴ たる 子、 跡より 學ぶ 

子-、 文字よ みを敎 べし。 次第 送りに すれば、 敎學 共に 益 有て、 師勞 せす。 務術 は、 上手の 師を 立べ し。 f 上手なら ざ 

れば、 め 子す 、ます。 太刀 鏠鉄炮 等の 術、 其 中に あり。 鉄ド W は、 目當の 稽古ば かりして、 鹿， 》 ^ゾ -ぇ搏 しむべ からす。 $ 

を 盛して、 士の 弓矢に て、 身 を 堅固に し、 手足 を 達者に する 狩の 用に 害 あり。 八 歳より 三ト まで、 如レ 此^ はす 時 は、 

十 文武に 達シ、 國用 軍用 備れ り。 其 中道 德に 通す る 人お. 才能 秀る者 有。 天下 國 {| 人な きが を不レ •#、 子の 親 * も、 

自學 ざれ 共、 子の 道^に 通す る を 見て 心 和シ、 粗理を 聞て 惑 はす。 生 付 器用に して、 終に 不レ舉 者 も、 老學 なれ 共、 

早く 經義に 通す る 者 あり。 學び たる 子 共、 やがて 人の 親と なれば、 老て敎 べし。 幼年に は、 悌順 を舉 び、 壯 にして 行 

ひ、 老後に 敎、 五十 年の 間に は、 君子 國と 成べ し C 是 H 本の 中興に あらす や。 問、 式 は、 何と むべき や。 一- ム、 武 

士 より 出た る 者の 道 を 知て、 人情 事變に 達せる 人 を、 式 を定る 司と し、 和漢の 事-一、 博學 なる 者 を まじへ、 救 十ケ條 

を 記シ、 及び 老臣. 上士. 中士. 下士、 近く 座して、 義論講 明し、 損益の 思 ひ 寄 をのべ、 君と 司と、 道理の 定る所 

を决 して、 淸 書せ しむ。 尙又 諸國に 下知して、 所と 人情との 同異 を 聞、 賢才の 者の 昌言を 得て 报 益す。 一世の 中 五十 

年て は小變 し、 五 百年に は大變 す。 古の 式に、 今 (に) 可レ 用事 あり、 不 i 可：， 用事 あり。 式 は 法度に あらす、 法度 は 救 

すくなき を 善 也と す。 漢の 高祖、 法 三 章 を 約して、 天下 大きに 定れ り。 式 はくわし ければ、 世屮 無事-成て、 贵賤共 

に安シ 。法に 背た る 者 は 翳 あり、 式に 背た る 者は罸 なし、 恥と する のみ。 恥 重なれば、 尺 前 成が たし。 故に せ ざ 

二 七 E 
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れ ども、 たつ 者 也。 問、 式の 條目、 古の <_r 'に 用 ゆべき あり 哉。 云、 君臣に 給 ふ 事 あれば、 拜 して 受。 使 =11^ を 鬥內ま 

で 送ル。 使者 歸て 後、 君 所-一 性て、 きこと を拜 す。 大臣 士に 賜す る 時 は、 受て拜 す。 使者 を 戶ロ迄 送る。 性て 拜 

せす。 若 他行の 時 来れば、 牲て拜 す。 病 を 問、 喪 を 問 は、 互の 事 也、 報 禮の義 なレ。 人禮 有て 來る時 は、 我も禮 有て 

牲、 鰭の 送り もの は 返しす。 志の 债り物 は 返しせ す。 我家-冠 婚 などの 事 ありて、 人餘り 物す る 時 は、 叉 尺の 象に 冠 

，^時、 sja り ものす。 德 ある 人 は、 尺に 忠 ある 一一 言 を 以てす • 富る 者 は、 》^ を 助く る-一 肘ヒ 以てす。 老者 は勞を 用 

ひす、 貧者 は 財の 報せ す。 人 無音 を 問 時 は、 我 も 又 後日に 無音 を 問べ し。 人 来て、 我家に なき 時 は、 性て 拜す。 先 

の 人 叉 家に なしと いへ ども、 又來 るべ からす、 使に も不レ 及。 人 を 問て、 家に なき 時、 報 禮に來 るべ からす。 後 曰 約し 

て、 參會 せんと. S わ 、其 意に 任せて 可也。 禮は 三た び を 極と す。 一度 を 禮辭と 云、 二度 を と 云、 三度 を終辭 

と 云。 主人 客を禮 す。 客 着べき 座 なれ 共、 一度 は 凝す、 是禮 也。 主人 又禮 する 時 は、 客辭 せす して 座に つく。 客 重 

て辭 する を固辭 とす。 主人 强て禮 す、 客辭 すべから す。 故 ありて、 三度す る 時 は、 終辭 也。 主人 强 すして、 客の 下に 

つく。 着べき 座 を終辭 する は、 鱧に あらす。 主人 を やましむ と 云。 人の 賜 を 辭シ、 官 fi を辭 する も 同ジ。 受 まじき 

義 あれば、 終辭す 0 受 べき 物 なれば、 終辭 せす。 他 は をして 知べ し。 式定 * 時 は、 逐 一 ケ條數 あり。 鎌 倉の 時代、 大名 

の 家 G 式に、 錄 倉の 式 を 用て 記せる あり。 其 中に も 今に 〔も〕 可レ 用事 あらん。 諸侯 三番に して、 三年に 一度 參府 あり。 

農業の 時 を 除て、 遠近 定 あり。 道中 時 を 同じ ふせす、 路を 急がす。 在 1Z の 時、 一年に 一度の 使者 を 以て、 太刀 馬 代 

を獻 す。 正月 中に 府に 至る。 霧國は 二月 中、 或は 三月 初に、 國を 出、 道中 曰 數の積 有。 五 畿內の 諸侯の 使者 なれば、 
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JB^AIIf まで 十一 二 nr- 至ル。 或は 水 か、 病氣 かにて、 遲きは 苦から す。 日數 より 早， 蓊事 を禁 す。 道中 難所 多き は、 

是 より E 數延る 也。 遠近お して 知べ し。 式定る 時 は、 逐一く わしく 記さる V 也 。凡 使^ は、 一日-九 里. 十 里. 十一 

里、 或は 七 八 里 也 。飛脚 は、 十二. 十三 • 十四 五 里 也。 三十 六 町 を 一里に しての 接 "也。 使者 は 一年に. 一度の 外来 * 

事を禁 す。 故 あれば 執政 所より 指南 有。 故な くして 使者の 至る は、 鱧に あらす とし、 韶 へりと す。 飛脚 は、 一大 身 は 

一月-二度、 中 は 二月 二度、 小ハ 三月 五月-二度、 ^倉の 安否 を 問、 國 (中 の 有事 無事 を吿。 飛脚 狀は、 執政 所-一至 

(ら ず)、 旗本 の 中 しるべく-一至る 也 0 使者 飛脚 毎 に遲 きをゆるして、 はやき を 戒め ざれば 、次第-早， なりて、^^ の 凶 

を吿ル がごと し。 おの 外 を 戒め ざれば、 次第-一し げくなる 者 也。 ますく しげく、 次第-早き 時 は、 諸^ す。 或は 

肖氣こ t り、 或は 夭死す る 者 あり。 いにし ゑ は、 贵賤色 を 以て わかつ。 高直 下 直 を 以て^た す。 貴し て^なる 人 有、 

賤 して 富る 者 あり。 家屋 諸道 具 (幷 に. 衣服 は、 富る 者 美 也。 色 は玄衣 は士已 上の 朝 服 也。 故- -庶人 井-歩行 若 it 小 レ着。 

な，なれば中小性已上^55すべし。 白衣 は 官位 ある 人 着す 。烏帽子 K 垂 袴の 禮 服に かえらば、 下着 〔》〕 の 美 惡に心 有 じ、 

易簡- して 糟術 わるべし。 內外 共に ちいさ 刀 一 腰に て たれり。 事 ある 時 は、 共 上に 太刀 を帶 す。 今の こじり のな き 脇 

差 は、 庶人 井-歩行 若黨 小者まで 指た る 者 也。 事 ある 時 は、 庶ん 歩行 若黨 は、 今の 刀 を させり。 小者 は 脇^ 斗 也。 禮 

備る時 は、 道具 も 多から す、 儉約 をい わすして、 易簡 也。 式の 本意 は、 世 巾 無事にして、 贵腿 やすく、 代 * 長久な 

らん 事 を 欲して なり  、 

.1 或 問、 心から 怫 道に 歸 して、 戒定惠 の 三學を 修業す る 者 をのみ 出. ：！^ を ゆるさば、 王子 幷-ー 諸 公. 3!- の 息， 心から 發 心す 

二 七 K, 
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る はまれな らん。 いかにし 給 はんや。 云、 王子 諸 公象 男女 共に 出家し 給 はで も， 道行 はる k 時 はすべき 樣 あり、 いま 

だすくな しと せんか。 いつの 比 にゃあり けん。 亂世 にて、 禁中 公家 領貢 をい る、 事な かりし かば、 鎵を尋 て、 田 舍-- 

居 ル人多 かりき。 其 公家の 中に、 願 はれし 人 ありと きく。 天下 を 一同して、 將軍 とならん 人、 道學を 好まれよ かし。 

京に 昔の 學校を 輿シ、 國々 にも 古ノ ごとく、 學校 あらば、 師 になすべき 人 稀な らん。 足 利に かたばかり 殘 りたる 學 

校に さへ、 師 なければ、 出家に 預け 置たり。 人倫の 學校 を、 出家に 預け 置べき 様な き 事な り。 諸 國に師 を 多く せん 

に は、 京の 舉 校に 天子より 諸 公家の 子、 生れながら 官位の 沙汰な く、 た 人と 同じく、 皆學 校に 入、 文 學昔樂 を 習 

しめ、 樂 人の子、 社家の 子 は、 王子 公家の 子の 陪膳 給仕の 爲- 一入て. 公義より 入用 を與 へ、 講習の 時 は、 同座して 共 

に學 び、 音 學尤學 ぶべ し。 其 中に 仁德 おはします 王子 を、 位に 即 奉り、 諸 公家の 子 才知 ある 者 を、 其 家を繼 しめ、 文 

學音樂 に 達せる を、 國々 へ 遣 はすべし。 王子 攝家淸 花の 子に 准へ、 攝家は 羽 林の 子に 准へ、 宫位 (を) ひきく (と、 其 

國の 客と せん。 大國は 二 千 石、 中 は 千せ 百 石、 其 次 は 千 石、 小 は 五六 百 石、 高 一万 石の 上下 は、 より 合て、 師を 招く 

べき か。 十 萬 石 以上の (學校 y 付 も 有べ し。 樂人 社家の 子、 音 樂文擧 有 者、 助と なりて 行べ し。 大國は 五六 人、 中 は 

四 五 人、 小 は 二三 人、 ^に領 あるべし。 皇女 幷-ー 諸 公家の 女子、 たがいに 此國 客に 嫁 せん。 一代 を 限り、 其 子より は 

其國 のた 人となり、 在々 の 小 學の師 ともなり、 才器 ある は、 國用を もっとむべし。 國學へ は、 京より 新に つかわ 

さるべし。 如， 此 ならば、 國風 ゆるやかに 成りて、 賤 しから じ 0 國主は 猶以テ 正しき 鱧樂を 得て、 惡に 習べ からす。 

彌 すぐれたらん は、 公方の 師 とし、 客と して、 めさるべし。 是 を國師 と. S はん。 出家 を國師 とする は、 是も足 利の 
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師の ごとく 誤れり。 武士 は 公方の 爲- 一は 皆臣 なれば、 禮嚴 にして 對話 成が たし。 公家 は、 公方の 客の ごとく 成れば、 

學ォ ある 人を師 とし、 音律に 達せる を樂 友と し 給 は-、 よき 事 多 かるべし。 諸侯 も 共國- 一て は 君 なれば、 一 國皆臣 な 

り。 是も學 校の 師- 一、 公家の 息 客と して 来らば、 友 ありて よかる べしと、 此 人の 言理に 中れ り。 扨 又 $i 勢と 加 茂に は、 

规 宮可レ 有事 なれ ども、 戰國の 間-一 絶て、 其 後 は 取 立， X ム方 もな し。 武家 一同の 時、 領 はいか 程 入べき と 心得られ しに、 

△ 厶  <1 

三 万 石な くば 足が たしと い へり 0 禁中の 御領 だに 三 万 石ば かりなり、 齋宮に 左 は 成が たしと て 止-たり とい へり。 柱 

に 膠した る喩の ごとし。 公家の 人情 事變 を不， 知事、 毎度 如 レ此。 むかし は 常にして 成よ かりし 時 も、 今 は 常-一な き^ 

なれば、 取 立ルに 成て はむ つかし。 今の 三 万 * の 貢 は、 王 代の 時の、 五 畿內、 和 泉 か河內 一圃の 貢-一 當る べし。 王 代に 

は幾內 五ケ所に て、 天下の 用 たれり。 齋宮 ばかり、 ー國の 貢を盡 して は、 天下の 万事い かで 調べき や。 昔の 三 万 石 

の 貢 は、 今の 三千 石 也。 それ も 王 代に 皇女 を 立 給 ひし 時の 事 也。 今 は 高 三千 石に て (事) 足べ し。 中を取て 貢 千 五 百 

石 也。 武士に すれば、 靑侍 二十 人、 力 者 二十 人、 馬 五疋、 中閒十 人、 表む き 五十人ば かり も 扶持す。 內 所に 女 ト人も 

十 丑 人 も あり、 父母 妻子 を 養 ひ、 公義 をつ とむ。 齋宮に は 如， 此 人馬 いらす。 女房 上中下 三人 ヅ、、 年より たる 侍 二 

三人、 下男 W 五- - にて は、 事足べ し。 外に 樂 人の 女子 七 八 人、 三 管に 打 物の 役者 ありて、 樂 して 遊び 給 ひ、 神明 を 

す M しめ 給 はんより 外の 事な し。 官女 三人 は 公家の 子に て、 筝 琵琶 和 琴、 同 被し 給わん。 外-一老 女の 文 率歌學 あるん 

有て、 和漢の 事 を も 聞、 道理 を も 知 給べ し。 高 三千 石、 貢 米 千 五百石に て、 事足 やうに せよ との 一言に て、 興 は Is 

かるべし。 伊勢 は 日本 〔本邦〕 の 大祖、 賀茂は 始祖に てお はし ませば、 一度お こりた る脔宮 のす たるべき やうな き道现 

• 鲁 

 .   >r い：：.；：： f  ;;r  rii,  ケ. if  ..  IMK.l ；. iti 


二 

一 或 問、 前に 承る 富有 大業 は、 古今 有が たき 仁政 なれ 共、 餘 りに 大き 成 事 なれば、 急-成が たからん か。 今 其 ま V に 

、 

て 成 やすく、 世間 も くつろぎ、 北狄 の手當 十分なら すと も、 可 レ成事 あらん か。 云、 近年 豐年 にて、 大身 中身、 士 民と 

もに 至極 困窮せ り。 民 も今豐 年の 時、 米 高直なら では、 用不， 達。 凶年に は、 賣 べき 米なければ、 高直 にても 益な し。 

大名 家中 共に 然り。 譬ば 中の 國、 至極の 凶年に は あらで、 中より 下の 年 なれば、 大 坂え 上す る 責米三 万 石 有。 近年 

豊年に て、 五 万 石なら ば、 凶年の 積り に 三 万 石 上せて、 貳万石 もみに て 積 置、 北狄の 手當、 拉 は後來 凶年 飢饉の 備と 

せん。 諸 国是-一 應 すべし。 然 らば a 石 五拾錢 目-一は なるべき か、 それより 高直 成 事 も あらん。 今は壹 石 五 拾錢目 中分 

なり。 左 ありて は、 武士 も 下々 -ー も難義 成べ からす。 然れ ども、 近年の ごとく、 米， 急に うらで 不レ叶 勢 なれば、 右の 積 

なさ  め 

り も 益な き 事 あらん。 米 を 錢の直 段の ごとく、 壹石 五拾錢 目に 定り、 米に て 成と も、 銀に て 成 共、 さり きら ひなく、 

少シ の寶買 は、 いふに 及ばす、 借 銀の 利 上、 吳服 所の 代物 迄 も、 米に て 遣 度 者 は、 つけ 上せる やうならば、 手づ かへ 

有 まじ。 暫 貴賤 共に くつろぎの 間 は、 借 銀す ます 事相 延、 かし 主へ は、 家 內の用 ほど 諸 大名より 米 を 上せば、 米 愛 

万 石 借 銀の 利 足の 爲に、 銀に うる 方 は、 漸ク千 石-一て 足べ し。 九 千 石 を 五十 錢 目の 米に して 遣 は^、 今の ごとく 江戶 

誥 にても、 用 は 足べき か。 叉 江戶大 坂に て、 米の 直 段 五 拾錢目 六拾錢 目の 聞に 定り、 六十 一 (錢〕 匁-一 上りな ば、 五 

十九 匁に 買 下ゲ、 四十 九 (錢〕 匁に 下りな ば、 五十 一( 錢〕 匁-一 買 上ゲ、 其 間 十 (錢) 匁 は 米屋の 利 倍 たるべし。 御藏と、 

SS 大名の 蒇と、 趣り て 買 上 ゲ買下 ゲセバ 、つかへ 有 まじき か。 加 様の 事-は、 つかへ 有 もの なれ 共、 其 時に 當 りて、 つか 

大學或 問  四 七 
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へ を， 解 十； T『 易シ。 五十 sr. 匁餘 は、 苹 人と 一 日過ノ 者の 爲-ー 少シ高 過た る樣 なれ 共、 武士 兢ひ ぬれば、 叙 類 知 4；= 合お も 

成！！：^ン。 一 H 過 も、 武士と 民と よければ、 ェ商 もよ し、 餹者 多ければ、 是も少 シ高ぽ なる は 却て よし。 所 ゆにても、 

逸 有べ し。 六 拾 (§0 匁餘 は、 高直 過て、 飢る者 あり。 右の 畜へ、 米改 にて は、 凶年 とても、 六十 (き： Z の 餘へは 出 

ベから す。 此ま、 にて、 位つ め-困窮 シ、 變 を待ン より は、 まさるべ きか。 然れ 共、 其 分に て は 本人 遊民 等の 無告の 者 

も不； 一 在 付 T  農工 商の 借金 もす ます、 北 狄の備 も 全から す、 大 なる 仁政に は あらす 

或 問、 前にい へる 富有 大業、 其 外の 數ケ條 は、 豊年の 時に 行て、 凶年の 備 となすべき 事 也 0 とかくす る、 ほど) 一一、 今 

年に も， 四時 不作に て、 五穀 取實 すくなく ば、 本より 諧國 米す くな けれ 共、 勢に て多キ 様な りし 所 あら はれて、 米 俄 

に 高直に 成な ぱ、 又々 飢饉 もすべき か。 諸 苹人も 十年已 前に は、 一倍 も 多 かるべし。 諸人 困窮 極た る 〔の〕 上 なれば、 

參 暴 

いかなる 變か あらん。 心 元な し。 如， 此時 も、 世 中 くつろぐべき 政 あらん や。 云、 凶年 至りて は、 お 大業の 仁政 も 

なしが たし、 變を 救わん 事 もむ つかし。 近年 豐歳 にて、 米 下 直な りし 審、 五六 年 も あらん か。 此 聞に すたり たる 米 金 

を^り て 見れば、 高 拾 万 石の 諸侯、 中分の 領知 にして、 五物 成 なれば、 現 米 五 万 石 也。 一年の すたり- 

1 銀 千 莨 E 主人 入 家中 共の 摸 

1^ 千 貫目 在中の 招 

1 五 百 貧 目 城 中 町中の 損  も  . 

合 三千 五 百 W 目の すたりな. 90 五 年-費 万 七 千 五 百 貫目 ノ損也 

=A0 
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拾 万 石； 13 上の 大名、 物 成よ き 所 は、 S よく 捨り夥 く、 公義の 御藏 入 は、 猶 以ての 事 也。 小身と いへ ども， 其 分- -應 

じての あり。 知行 百 石 取 者 も、 四 物 成に して 一年の 捨り金 拾 兩也。 千 石 取 は 百 雨の 損 也。 五 年に 五 百 兩の損 あり。 

諸 大名 諸家 中 旗本 共に、 大きにつ まりた る 事 ことわり 也。 在 町の 損 も 同前 也。 諸苹人 遊民の 歎き、 言語に のべが たし。 

時に 造化 を 助る 政 あれば、 右の 損す たれす して、 諸人の 有と 成べき 者なる に、 時務 を 申 人な き 故に、 すたりて、 天 

下の 困窮と なれり。 問、 右の ごとく なれば、 諸國の 損益 夥シ、 算 にも かんらぬ 程の 金銀なる べし。 日本 〔諸 國〕 に 左 樣-ー 金 

罄 詹 

銀 は 有べ からす 0 云、 日本 國 中の 借金 高 は、 有 銀の 百倍に も 過 (ぬ) べし。 故に 損益と もに 如 レ此大 也。 問、 凶年に て、 

行 ひ難シ とい ひて、 居ながら 變を 待ん より は、 變に 通す る 政 あるべき か。 云、 是も諸 大名 在國 にて、 米 遣と なり、 米 を 

錢の直 段の ごとく 定て、 金銀 米 さり きら ひなく 取 遣. ン、、 前-一 論す る ごとく、 借金 をのべ、 酒屋 を 止メ、 江戶 人す くな-一 

成て、 いそぐ 事な くば、 米 船の 牲來も すくなく、 彼是-一 付、 米の すたり 少ナき 様-一せば、 少 (し は 補 ひに は 成べき か。 

なし 

其 時の 變計リ 難ければ、 かねて 云が たし。 米の 直 段の 定も、 少" 凶年に おもむき なば、 世間の 勢ち が ひて、 五十 (錢) 目 

を 中分と いひし も、 五 拾 五 (錢) 匁 を 中分と せで は 成ざる 事 あるべし。 いっとても、 八 九月より 政 あらば、 變を救 ふ 

共 〔事 も〕 成べ けれ 共、 兎角す る 聞-一、 冬 も 半-一成 なば、 たと ひ 上に 御 心 づき 給 ふ 共、 行 ひ 難 かるべし。 况ゃ 凶年 續き、 

米 七 八 拾 (錢) 目に も 上りな ば、 先年の 八 九 拾 (錢) 目の 時と は 違て、 心 元な き 勢 也。 返す くも、 近年の 豊年 は 惜しき 

事 也。 五六 十 年の 聞の 三 拾 (錢) 目餘、 四 拾 (錢〕 目 迄の 米 を， 五 拾 (錢) 目 六 拾 (錢) 目の 聞に 定て、 餘米を 積 置 給 は：^、 た 

とひ 凶年 三 五年績 とも、 七 八十 C 錢) 匁の 高直に は 登る ベから す。 是滿 * を貯 へ、 不足 を 補 ふの 人才に して、 造化 を 助る 
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道 也。 前々 も 時務の 行 はるべき 節、 度. << 空シ かりし 故に、 旗本 も 大名 も、 家中 も 百姓 も、 町ん も， 如， 此惣づ まり-一成て、 

苹人 出家 其 外の 遊民 も 如レ此 多クは 成たり。 漢唐宋 明の 代、 三代の やう 一一、 聖賢の 君 もなかり しか ども、 三百 年 四百 年 

つ きたる は、 宰相の 職 を 置て、 天下の 賢才 を 用 ひ、 時務 を 行て 當然の 式 ありし 故 也 。宰相 は 本 才の人 也。 本才は 

天下 第一の 才なれ 共、 德 なければ 用 をな さす。 德は必 しも 聖賢の 神德 なら ざれ 共、 諫を いれ、 昌言 を歡ぶ を、 宰相 

の德 とする 者な. p 


能 1 先生 大學或 問 下 (き 終 s〕 


一一 さ 


ィ本ノ 傍註 

:s 書， 大禹漠 野-一 無二 遣 賢 一 云々 野ハ 民間 ナ， 

00 諷諫落 書 等 ヲ云歟 

ff 中庸-一 舜好レ 問 而察ス 一一 通言ヲ 1 云々 

1. 天道 易 謙 卦-- 天道 下濟， 而 光明 云々 濟ハ相 助 ルナ 

^0 易 ノ卦名 

H? 高 班 漢 天子 

S 孝 文 孝祖， 中子 前漢第 =1 主 

S: 孝武 孝 文 孫前漢 第五 主 

W 四百 年 前後 漢ノ世 凡 四百 年 

11^ 北狄 北狄， '事 下-一 出 


大學 或！^ 


I 


I  KM 

中庸 は 書の 名に あらす 受 用の 法 也。 故に 孔門 傳授の 心 法 也と いへ り。 中 は 寂然 不動 無聲 無臭の 天 眞也。 故に 天下の， 

大本 也と い へり。 庸は常 也。 天下の 達 道 也。 堯 舜は屮 とのみ のた まへ り。 中 則 常 也。 後世 中との みい ひて は の德ー 

見が たし 0 故に 孔子 中の 内より 庸字を か、 げ 出して 中庸との 給へ り。 和語に 心 をう ちとい ひ、 中 をもう ちとよ めり。 一 

禁中 をう ちと 申 も、 物の 主 は內に 在て、 德行 はる、 故 也。 心 は 形色聲 臭な くして 身の 主たり、 心 もと 内外な けれど 

も、 あら はれざる を 以てう ちとい へる fo 中 は 天地 造化の 主 也。 太虚に 在て 古今 終に あら はれす、 しかるに 不發ー 

と 不言して 未發 といへ る は 庸の意 を ふくめり。 發 して 節に あたる の 和 も 又 中 也。 體用 一源 顯微 へだてな し。 發 する； 

は 氣也。 中の 發す るに あらす、 節に あたる は 時 中の 義 なり。 中 江 氏 云、 中は內 也。 庸は用 也。 内に 用る の 意 E.^ あり i 

といへ り。 又舊說 云、 中 は 蔵 也と いへ り。 有無 を はなれて 有無 存す、 うちと 云も內 外のう ちに は あらす、 内外 を か 一 

ねて 天下の 主たり。 故に 中 は 心なり。 學術 心に 得て 心 法と 云、 是を うちに 向と 云。 終 曰 語て 理 たが は ざれ ども、 內ー 

に 不向を 理學と 云な り。 一言に して 內に向 あり、 曾 子 一貫の 唯是 也。 言語の 辨 する 所に あらす、 以心 傳心 ともい ふ 一 

と 相 通す (ィ〕  二 

べし。 中は藏 也。 庸は用 也。 かくれて 天下の 用 をな す 者 は 心なり、 費隱の 義是に 同じ。 未發の 中天 下の 大本た ると j 

KJ ろな り  ^ 

中庸 小 解 丄  1 
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天命 之. -謂 ^ 性。 率， 7 性 一一 之， 謂 5返ト。 脩-道 チ之チ 謂 ^ 敎 

天 は 形象の 天に あらす、 理氣の 本然 也。 二 五の 氣是 その 形 也。 無 極の 现是其 心なり。 其氣を 分て 人物の 形 を 命じ、 

其理を 分て 人物の 性 を 命す、 唯 人の み 其 理の全 鉢 を 得て 明德 明か 也。 其氣の -mH を 得て 動 1§ 順 也。 頭の まと かなる 

は 天な り。 足の 方なる は 地 也。 首の つじ は 北極に して 上に あら はれ、 腹の 臍 は 南極に して 下に かくれ、 兩^ は nw: 

に 配して 前に 明かに、 背の 不動 は 北辰の 其 所に 居る 也。 左右の 手 は 東西 を さし、 耳 は 五 昔 十二 律に 通じ、 口 は 五味 

を わき まへ、 知 神明に して 思慮 通ぜ すと いふ ことなし。 故に 萬 物の 靈長 にして 大 をした がへ 强を 制す、 德 天地に 配 

して 造化 を 助く。 他の 生類 は 皆. 頭を橫 にして、 草木 は 頭 を 下にす、 天地の 形に 似ざる こと は 氣質偏 塞 なれば 也" 故 

に精祌 にごりて 现 の態覺 なし。 無知 闇昧 にして 形 氣の欲 あるの み 也。 造化の 人 を 生す る糟柏 なれば 也。 或 問、 理は 

寂感 也と いへ り。 無欲 無心に して 形色聲 奥な し、 何に よりて 感 する や。 云、 生理なる が 故に 惑す るな り。 生 现の感 

を 元と 云、 乾の 四 德の長 也。 人に ありて は 仁 也。 元 亨利良 は 命 也。 仁義 鱧 知 は 性 也。 仁 は 木 神に して を つかさど 

り、 赠は火 神に して 夏 を つかさどり、 義は金 神に して 秋 を つかさどり、 知 は 水神に して 冬 を つかさどる。 故に 人性 

M 天命 也。 しかれども细^.-賢以下の人の心は情欲相交，リ、氣質の偏舊染の習など種々 のぉほはれ厚ければ性兑がたし。 

天道 則 吾人の 性の 本然 なれば、 天命 是性 也と 敎給 ふなり。 朱 子， 云、 人生テ而靜ナル以上"是レ人物未^^t時ナ，只可，謂ー，^ 

之， 理 T 人生 レ， 以後 此ノ理 巳-一 墮-在 ス形氣 之 中 一一 不 Ur 是レ 性， 之 本体 ー矣 とい へり。 しかれ ども 推 秋 冬 流行し、 .nGC 星 

K か はるぐ 明か 也。 こ Q 天命に をいて 元 亨利貞 の 天理 をみ る 時 は、 仁義 鱧 知の 性 一理 異名 也。 程子ノ ir 理" 天命 ナ， 

二八 六  に 


一  二八 七 

也 順 チ而循 i 之-一則 チ道 なりと いへ. P0 道哥 云、 我 性の 人 かくれて しられす ば髙 天の原に 立 出て みよ。 人性 神明に し 

て 仁義 禮 知の 條理 あり、 是を 明德と 云、 此性 にしたがって 行 時 は 道 也。 天の 物 を 生す る 物 あれば あり、 五倫の 物 

あれば 五 典 十 義の則 あり。 人身 欲 あれば 無欲の 義理 主と 成て 欲 を 制する 也。 欲の みに て 義理な き は 禽獣 也。 義理の 

みに て 欲な き は、 人生れ て靜 なる 以上の 事 也。 欲の 義理に したがって 動く を 道と 云、 性 は 義理 也。 したが ふ 者 は 形 

氣の欲 也。 木 火 土 金 水の 氣は元 亨利貞 の理に 合て たが はす、 故に 四時 あやまた す。 日月 星辰 常を不 失、 天地 は 無心 

無欲なる が ゆへ に理 にたが はす。 人 は 有心 有 欲なる が 故に 理 にたが ひ 易し。 故に 性に したが ふの 心 法 あり。 脩は修 

覆の 意 也と いへ り。 五倫の 交、 あるひ は 性に したが ひ、 或はした が はす。 人の 知 愚 賢 不肖、 過 あり 不及 あり、 人道 

破損の ごとし。 故に 德不德 善 不善 を わき まへ、 善 を 行 ひ惡を 去て 道 を 立る を敎と 云。 先哲， 云、 人. '性 本 善 ラ而無 

レ惡。 人， 之性ハ 天， 之 命 也。 止" 惡ヲ 明-一】 善，^ 以テ順 「一天 命 ーーー。 君子 脩 *w 道ヲ之 功出ス ノレ 治 ヲ之本 也。 率 性の 道 約して いへば 仁 

義也。 天道 生理の 感も 東北 一陽来復に 發 して 温厚の 氣 東南に 盛 也。 是 天地の 盛德 にして 仁氣 也。 天道 義理の 感、 西 

南に 始て 西北に 盛 也。 是 天地 尊嚴， 氣 なり。 〔(ィ〕 天地の 義氣也 ァ"〕 樂は 陽に おこり、 禮は 陰に おこる。 故に 禮樂は 仁義 

の 用 也。 知 は 仁義の 神明 也。 信 は 仁義の 鉢 也。 四時 皆 土用 あるが ことし。 誠 は 土 氣の神 也。 誠 は 義理の 出る 所に し 

て、 人心の 同じく しかる 所 也と い へり。 是 天の 道に して 聖人 先是を 得たり。 動容 周旋 理義 にあたら すと 云 ことなし。 

是を 制して 禮 とす、 天下の 法と なる 所 也。 性に したが ふの 道 也。 禮の節 文 外に 見る といへ ども 德の發 にあら すと 云 

ことなし 0 禮に 三た び を 用る 者 は、 月 は 三日に して 魄を なす、 三月に して 時 をな す、 是を 以て 禮に三 譲 あり。 月 は 陰 

中 Si 小 解 上  W 
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の靈 なり、 禮は 陰に おこる 所 也。 嚴 凝の 氣 盛なる 時 は心氣 おさまり 形鉢愼 しむ、 驄の敎 なり。 溫 厚の 氣 盛なる 時 は 

心；^ 和 樂し形 鉢 ゆるやか 也。 樂の敎 也。 故に 仁義 禮樂は 聖人 天命の 性に 沐 づきて 道を絛 るの 敎也。 仁義 禮知信 は 性 

の條理 也。 ある 時 は 共に あり 

道ハ也 者不. 可，， 須吏モ 離 一也。 可 一 離ル非 i_- 也。 是ノ 故-君子 ハ戒 二愼. ン乎其 新 1- 不 。恐：, 

乎 其， 所-一に 不. 聞 力。 

天の 万物に 賦與 して 自ゃ むこと 不能者 は 命 也と. S へり。 故に 離るべからざる は 性 を 離れざる なり。 性理を はなれて 

道 をい ふ は 伯 者の 類 也。 外に 仁義 を 立て 內 やましき 所 あり、 人 皆戒愼 あり。 凡人 は 人の 兑聞 する 所に 戒愼 し、 は 子 

は 人の 見聞せ ざる 所に 戒愼 する 也。 ？)" 下 暴- r ァ？. -其の 字 を 以て 我 不睹不 聞と もみるな り。 道现は 通す、 朱 發を禁 す 

る 意 も あるべし S 上 3 

莫 t 見 M 乎隱 T 莫、 i-l 乎 微？"。 故-君子 ハ愼 1 っ獨 T 也。 

隱 はかくれ てあら はれざる 所 也。 微は發 すべきが いまだ 發 せざる のき ざし 也。 これ 小人の 懈る 所に してお 子の 愼む 

所な り。 獨は ひとり 知 所 也。 獨 知を愼 むは 敬の 至れる 者 也。 君子 小人の わかる、 所 也。 小人 惡人 といへ ども 公界晴 

の 地に て 不善 をす る 者 はなし、 皆 能 愼む者 也。 公界 よりも 隱微の 所の 晴 なる 審を 不知 也。 人 か だましき 心 はよ く か 

くして よき ：11<？ ぶり すれ ども、 彼 はかくの ごとき 心根の 者 也、 かやう のかた ぎの 人と かくれな く 諸人と もに 知と ころ 

二  << 
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也。 隱微は 天地神明の 通す る 所 也。 人 皆 一 鉢の 神明 あり、 故に かくれな し。 君子 は 明かに して 是を しり、 小人 はく 

らき 故に 不知 也。 〔02:gl 入ァリ 「夫昭 々は 冥々 -I 生ルト 云リ。 君子 ノ德ヲ ナシ名 ヲ成ス ハ Si "々ノレ 也。 其 本 二 共々 ノ受用 一- 

ァ，」 〕 しかれ ども 君子 は 諸人の 知べき こと を 思て 慎む にあら す、 た I- 己が 獨知 を公界 よりも 恥し く 思 ふ 也。 心； & 

明なる が ゆへ なり 

喜 怒 哀樂之 未 發謂， フー 之ヲ中 一。 發， 而皆ナ 中 $ 節ラ謂 一 フー 之ヲ和 一。 中 ハ也者 一 天下 之 大本 ナリ也 和ハ 

也 者。 天下 之 達 道ナっ 也。 

喜 怒 哀樂は 七 情 を かねてい へり。 七 情 は 喜 怒 哀懼愛 悪 欲 也。 未 發已發 とて 七 情の 發 せざる 以前 を 中と いひ、 又 其 中 

の發 して 和と なる に は あらす、 中 は 天下の 大本と あるに て其理 明か 也。 喜怒哀楽して 節に 中る は 喜 怒 哀樂に 倚 也。 

た 喜 怒 哀樂の 中に 在て 過不及な きを 和 〔ハ i 坛 ァリ〕 とい へり。 是大 本立て 無欲の 性 明か なれば 也。 万事 万物 共に 物 

の 根本た る 物 は 初 中 後 あら はれざる 者 也。 木の 根 土中に かくれて あら はれす、 この 故に 春 花 夏靑秋 黄の 時 色た が は 

す發 して 節に あたる の 理也。 形 ある 物 だに 如此、 いはん や 中 は 形色聲 臭な し。 七 情い まだ 發 せす、 善念惡 念と もに 

きざ k ざる 寂然 不動の 時に ぉゐて 天下の 大本 を みるべし。 此 大本 立 時 は 七情發 して 節に 中ル 〔(ふ 也 中 は ァ"〕 七 情未發 

の 時の みならす、 已發の 時も發 せす、 是を 人の 背に たと ふ、 靜に 座せ る 時 も 不動 也、、 うごき はたらく 時 も 不レゥ i 力な 

り。 一身の 用 は 背の 不動に よってな す もの 也。 七 情の 理 にたが はす、 節に あたる こと は 本心の 不動に よって 也。 本 

心の 不動 は 背の ごとく はたらか ざるに は あらす、 至祌 至. 動 なれ ども 無欲なる が 故に 靜 也。 是理の 寂然 不動 也。 天下 

中^ 小 解 上  五 
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の 大本た る 處也。 天下の 主なるが 故に 中と 云、 中 はう ちとい ふ 意 あり、 しかれ ども 中 は あらす と 云 所な し。 しばら 

く 天下の 大本た る 所より 中と いひ、 達 道た る 所より 和と いへ り 0 呂氏， 云、 當 其， 未發 一一 此， 心 至 虚ナ" 無い-所 一一 ！^倚-； ぶ 

故-謂 「1 之" 中 Hr; 此， 心 T 而應； 一 ガ 物之變 卜 メ而非 中- -矣 と. S へり 

致； I 中和 _1ー。 天地 位. ン焉。 萬 物 育 ス焉。 

致 屮和は 大本 立て 達 道行 はる k 也。 大本 立と き は 天地と 德を 合し、 達 道行 はる、^ は 造化 を 助る 也。 故に 大本 立と 

き は 天地 位し、 達 道行 はる、 とき は 万物 育す。 天地人 を 三才と 云、 一 も かけて は 位 育 全から す。 人 は 天地の 德* 神 

明の 舍、 五行の 秀^に して 萬 物の 長な り。 天地の 聞に 人の 有 は、 人の 身中に 精神の 有が ごとし 0 故に 人 は 天地の 心 

ともい へり。 天地の 氣は 人道の 正邪に よりて 損益 あり。 上 一 人明德 明か なれば、 天下の 人民 習 邪 を 去て 正道に 歸し、 

皆 善人と なる 也 U これ 人民 聖人と 同心 同德 なれば 也。 是を自 新に する 民 を 興す といへ り。 堯舜の 治世 は 位 育の 至れ 

る 也。 人 極た、 ざれば 天地 も 全く 位せす、 万物 も 全く 育せ ざる 也。 人の 心 正しから ざれば、 誠の 人なら ざるが ごと 

し。 心 邪 なれば 百行 错 あやまり、 身命 全から す、 家 長久なら す， 是我 身の 天地 位せざる なり。 下位に 在て 德 ある 人 

は 造化 を不 助と いへ ども、 我に お ゐては 天地 位し 萬 物 育す、 其德 後世に 及て むなしから す。 故に 聖人の 天地 を 位し 

萬 物 を 育す るに 至る、 未發の 中より 養 ひ 来る といへ り 

仲 尼， m。 君子 ハ 中庸 ナ"。 小人 ハ 反：. I 中庸 ！• 

^子 は屮 n なりと は、 心 術 躬行 中庸に よく かな ひたる を 君子と いへば、 中 麻の 全 鉢 をし らんと ならば、 ！ 子^ 一顧 

.  ,  二 九 〇  > 
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の 中庸な り 0 小人 は 心 術 共に 中庸に そむく 者な り 

君子 ノ之 中庸 ハ也 君子- フ而 時-中， 小人 ノ之 中庸 ハ也。 小人， 而 無；： 厚" 「也。 

又 こ、 に 似せ 者 あり、 不知 者 はま どへ り、 君子の 跡に なづ ます、 法に とに こ ほらす、 時と 共に 變 易して 行 を 見て、 

不德の 者 心に 正義の 守 もな く、 利ロにまかせてぃみは ^-かる ことなきは小人也。 心根 くらき ゆへ に 天地神明 を も 恐 

れす、 氣質才 ありて 人 を 何とも 思 はす、 小ノ學 問な どして ロ實 をと り、 是 中庸 也と いひて 人 を まど はす もの あり。 君 

子の 中庸 は 君子の 德 ありて 後 時に 中す る 者 也。 小人の 中庸と いへ る は 其 身 凡 心の 小人に して、 時の 間に合せて 行者 

なり 

/  カナ 

子ノ 曰。 中庸 ハ其レ 至 レル矣 乎。 民 鮮キぉ 化スル 「久 シ矣。 

中庸 は 道德の 至極 也。 故に 常にして あまね し。 人民 これに よらす と 云 事な し。 しかれ ども 能 これに かな ふ 者す くな 

し。 王道の 行れざる 事 久しければ なり 

子ノ 曰， 道ノ 之不ル U 仃 ハレ 也。 我レ 知レ！ 之 ヲ矣。 知者 ハ過 t 之ヲ。 愚者 ハ不. 及 也。 道ノ 之不， 明ナラ 也。 

我レ知レ^Nヲ矣。 賢者 ハ過 t 之 S 不肯者 ハ不， 及 也。 

此 知者 は 狂者の 類な り。 高 明 廣大の 定見 ある 者な り。 愚者 も 世 聞 愚痴の 者に あらす、 格 法な どに かたより 時 所 位に 

不叶事 をな して、 いにしへの 道 を 得たり と 思 ふ 者な り (- 或は 高に 過、 或は 法に 落、 共に 道の 行 はれざる 所 也。 過た 

中庸 小 解 上  七 
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る を 以て 極と し、 不及を 以て 得たり とす。 此 賢者 は 者の 類な り、 氣質 正く 生 付て 厚き 行 あり、 孝子に て は 孟宗な 

どの 類な り。 孔門に て は 子羔、 さて は溫 公な どなり。 うちみる より 君子と しられて、 聖人 大腎 より はま さりて 兑ゅ 

る 人 也。 しかれ ども 知少ン 不足に て、 時に 中す る 事 全から す、 篤き に 過て 人の 及が たき 所 あり。 にかへ りみ て や 

ましから す、 志に にくむ 事な し。 不肖 者 も 常の 愚 不肖に は あらす、 世間 知 ありて 道を不 行、 當 世に 入て 時 所に 叶へ 

りと B ^へり。 或は 行に 過、 或は 行に 不及、 道の 不明と ころな り。 問、 愚者 賢者 正しき 所 は 似た るが ごとしい かむ。 

云、 各训 なり、 欣眞落 法 は 正しき に 似 たれ ども 凡 心 あり、 平生 安す る 所の 地 凡人に 異なる ことなし、 不肖 者と 同位 

なり。 不肖 者 は 一 向 道を不 行、 愚者 は 道 を 行へ ども 心の 凡 情 は 異ならす。 賢者 は 凡情少 もな し、 有德 の； 子 也。 知 

者と 同位 也。 外見 は 知者 は 凡 情 有が ごとし、 行跡 あらきが 故に 賢者より は 各^ 劣りて み ゆれ 共、 心に 凡 情なく、 兄 

所の 高き 事 知に 不足な き 事 は 聖人に 同じ、 故に 賢者と 同位 也。 こ. * の 愚 不肖 は 道の 不行 不明に 付て いへば、 W 間の 

愚-小 肖と は少 異なり。 愚者 は 作法よ けれども 知く らし。 不肖 者 は 作法よ からね ども、 少知 ところ あり。 世 聞の 愚不 

肖に も少は 此氣味 あり 

人英 飲食 1 也 •  S 能 >. 知 r: 味ヲ也 • 子つ cr 道 ハ其レ 不ュ仃 ハレ 矣夫。 

ん！ =： 々に 飲食して 味 を 知と 思へ ども、 飲食の 本意に 不叶 はよ くしらざる なり。 飮食は 生 を 養 ふ 者 也。 しかるに 飮食 

の 爲に生 を そこな ふお あり、 やぶらる、 に 至ら ざれ ども. よく 生 を 不養は 味 を 不知な り。 水と 米と は 味の 至極 也。 

故に：：：々 に 5 ていと はす。 しかれ ども 平常なる が 故に、 至 味なる こと を 不知。 人道 中に US といへ ども 道 を 不知 ゆへ 

二 九 二 


に不行 

子ノ 曰。 舜ハ其 大知ナ ルカ 也與。 舜好 ^ 問 7 「ヲ而 好テ察 r, 通 言 1 隱 ぃ惡ヲ 而楊蝱 -ns 執， 一 其， 兩端 1 

用 一 VH つ 中ヲ於 民-一-。 其 レ斯レ ヲ以ー ァ爲ル .St ト乎。 

己 一 人の 知 を 用て 事の 裁判す るを大 知と はい はす、 天下の 人の 知 を 用る を大 知と 云。 〔70 舜ノ德 其 虚天ノ 如ク其 靜地ノ 

n トシ。 一善 ヲ有セ ズシテ 万善 ソナハ レリ。 人-一 トラ ズト云 「ナ シ。 是ヲ其 虚天ノ 如シト 云 也。 天下 ノ任 重シ トセ ズ、 天下 ヲ 〔5; 

テア ヅ カラ ズ、 其 心無 欲 ナ^ ガ ュ へ I ー靜 ナリ。 是ヲ其 靜地ノ 如 シト云 也。 其 化 四時 ノ如ク -I  メ物 ゴト 變ズ。 犁ー 人 ノ祌德 過 化存神 

ノ妙 也。 其大德 大知ノ 天下 ヲ平 治スル -I ァ ラハル 、處、 好問ヲ 第一 トス 故-一 0 "卜. ts:i<〕 ー國數 郡を領 知し、 衆人 を ffl て 事 を 

なす 者 を 大名と いふが 如し。 勇 も 匹夫の勇 は 小異 也。 數 萬の 兵 を 用て よく 勝 こと をす る を 大勇と い へり。 已 が知廣 

大 にして 明かなら ざれば、 天下の 知に 主 帥と して 取 用る こと はならざる 也。 好 問 は 人 をみ る 事 明かに して、 其 人の 

得た る 事の よく 見 ゆる 故 也。 遞言は 世間 平常の 言 也、 其 中に も 至理の ある こと を 知て、 つまびら かにし 給 也。 隱惡 

楊 善 は 善 を ほめ 〔.(ィ〕 褒美 也 ァリ〕 あげ 用て 惡に はかま はす、 不知が ごとく なれば、 人々 心に 恥悔 さとりて 改め 去 もの 也。 

惡を いひ あら はされ て は、 凡 情と 云 者 心に もとりて 改めが たし、 押へ て 改めし むれば， 上に 悪 をせ ざるの みに て、 內 

心 は不改 かくさる、 によりて、 此 人の 知た る 事は覺 あれば うれしく 思 ひ 心から 改め 去 もの 也。 善 も舜の あげれ ^ へば、 

共 身の 善より ははる かによ くなる 也。 初學の 人の よみた る哥を 上手の 引 直す がごと し。 執 其 兩端用 其 中 於 民、 兩端 

は 衆説の 是非 也。 〔〇• "下？〕 tj 下問 を 不恥を 君子と し、 恥る を 小人と するな り。 後世の 君 は、 下の 善 言 をよ きと 知 ど 

中席 小 解， 上  ._„- 
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も、 下の 老に 敎られ て國政 をす る は 恥の やうに 思へ り 。其 心 則 凡人なる こと を 不知、 尤§- ^明かなら すして 事の 善 

ばかり 用な ぱ 却て 惡 かるべし。 下の 情と 下の 事 は 上に 居る 人 は委く 不知 者 なれば、 下問 は货 人の 第一の 政な り。 故 

^衆 說を兼 總て其 不同の 極 所 を执て 義理の 至當を 求と 云り。 至 明の 君是 をよ くすべし。 舜の大 知なる 51 なり。 sal 

卡シ〕 事は是 なれ ども 時に 不叶 歟、 所に 不應 欽、 人情に もとれば 用て 必ぁ しくなる 者 也。 衆說の 善に して 時處 位に 叶 

たる を 民に 用 ひ 給 ふ は 事の 中 也。 〔0?) 以下 ナシ〕 えらぶ 心 明か なれば 也。 〔〔以上 +シ〕 天下の 知 をす ベ 袷 ふ は 舜の大 知 也 C 

故に 共斯 以爲舜 乎と いへ り。 堯舜諫 鼓 を かけ 謗 木 を 立 給 ふ、 是問 こと を 好の 至 也。 誹謗 を ゆるして いまざる とき は、 

口 ある 者 は 其 情を盡 すべし。 國 家の 爲に深 計 者、 或は 是を 口に 發し、 或は 是を 書に 筆す。 堯舜 の祌聖 だに 人 を 知 を 

難と す、 人 を 知の 道 は 言に 求る を始 とす。 北 條家靑 硬 左 衞鬥が 謗 を 聞て 家の 命 脉を延 たり。 高 時に F: 成 あれ ども 辨 

謗 を ，お 故に 愼て 不發、 §ィぼ 下 チシ〕 貴賤 共に 〔§£ 身の 過 を *<1 かざれば、 悪行 日 H に 長 じて みづ から 不知、 終に 亡 を 

致せり。 又 大兹忠 に 似た る あれ、 大侫 信に 似た る あり ハ暗 主に 叶 者 あり 〔o 下 2K ィ) ナ .と といへ り。 唯み づ から 明 德を明 

にして 言 を 知人 を 知べ し 

子 曰。 人 皆ナ曰 r 一予 レ知 T ト。 驅 テ而納 r 一 諸 罟獲陷 阱ノ之 中 r 而莫； ) 之ヲ 知？：： 辟.^ ル 「ヲ 也。 人 皆 曰 つ 

予レ知 1。 擇季 中庸 一。 而不. 能 M 期 月モ守 r 也。 

曰 は 思 也。 人 皆 われ 知 ありと 思 ふ。 人々 S 滿 せざる 者な し。 博學達 才藝能 ありて 自滿 する はよ からね 共少 は。 と は 

り 也 0 無舉 無才の 凡人 も 分. <  に 自滿の 意思 あり。 高慢の 精神 を 天狗と 名 付たり、 凡夫の 高慢 を 木の 紫 天狗と いへ り * 

二 九 E 
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衆人 皆 天狗 心 あり。 罟は あみ 也。 摟は追 入て 取 もの 也。 魚の やなすな ども 獲の 類 也。 陷阱は 落 穴 也。 鳥獸 をと る 物 

也。 世間 我 知 ありと 自滿 する 者の 所作 を みれば， 我と 我 身を禍 におと しいれ、 家 を 亡し 子孫 を絕 にいた る 者 多し。 

鳥 ill の 網に か- -り、 おとし 穴に 入よりも くらき 事 也。 莫 之知醉 也。 かねて 禍を さくる の 道 を 不知 也。 人 皆 我 知 あり 

て自滿 す、 道德の 至極 は 中庸 なれば、 もし 知 あらば 中庸 をえ らばん 事 なれ ども、 一月 も 守る ことならざる は 畢竟 知 

なき 也。 人 一事 1 物 もよ きをえ らばぬ 者な し、 物の 恰好の よき も 其 物の 中 也。 飮食 味の 至極 を 得た る も 其 事の 中 也。 

人え らばす とい ふ >」 となし。 根本の 人道に をいて 中庸 をえ らばざる はま ど へ るな り 

子 曰。 回が 之爲， 人ト 也。 擇 『一 乎 中庸 マ 得， 1 オハ 一 善 r 則" 拳 拳 服膺/。 而弗， 失 i 之 ヲ矣。 

爲人は 顔 子の 人 がら 也。 擇 中庸 は 〔0 は 下 (ィ， 」ナ シ〕 く はしく 中庸の 心 法 をみ がく 也。 〔o 以上〕 これ を あ ふげ はいよ く 高く、 

これ を きれば M かたし、 前に 有 かとすれば 後に ありの 章 額 子の 中庸 を えらべる 也。 一善 は 一事の 善に あらす、 一は 

心 法  シヮザ 

不二 也。 不二の 善 は 至善な り。 至善 を 期して 其爲 によら ざるの 心 法 也。 拳々 服 磨 は 至善に 止る 受用 也。 止 至善の 受 

用 はい ひがたし。 拳々 と 奉持し、 心 胸に あて、 不 失が ごとし、 必事 とする t と あり。 忘る、 ことな かれ、 助け 長す 

る ことな かれ、 あて & する 事な かれ、 是則 拳々 服 n; の舉 也。 孟子 は聖學 の眞を 得たり。 問、 顏 子の、 彌高 くいよ く 

かたしの 語 は、 道の 得が たき と をい へる がごと し。 中庸 を擇て 一善 を 得た ると はいかん。 云、 あ ふげ は彌 高し と 

は 目 力 見解 を 以て 至べ からざる なり 0 きれば いよ- 堅し と は、 力量 を 以て 入べ からざる 也。 前に あるかと すれば 

後に ありと は、 氣 象に 求べ からざる 也。 是則 得た る 也。 問、 しからば 中庸 を擇 こと は顏 子の 外 は 不能 敷、 中庸 は あ 

中庸 小 解 上  1 1 


蕃 山- <s 笫 一 一一 册  一 二 

ら すと 云 ことなし、 顔 子 は 其 至極な り 

子 曰。 天下 國家ハ 可 t 均クス 也。 爵 祿ハ可§ス 也。 白^ 可. M ム也。 中 廠ハ不 t 可 、也。 

天下 國家を 平 治す る 事 才知 あらば なすべし。 中庸の 平 治に あら ざれば 其 跡い やしき 所 あり。 5 れ下 (TH と 管 仲が ごと 

き是 なり。 〔oa£ 爵祿を 辞し 去 XJ と 好 名の 士も なすべし。 中庸の 無欲に あら ざれば、 いさぎよき ばかりにて、 全く 

人道の 義理に 不叶者 あり。 白^^-をふみ犯して事ともせざる こと、 血氣の 勇者 もな すべし。 屮席を 化！. び ざれば、 仁義 

の li? にあら す、 乱世に は 用べ けれども、 治世に 用べ からす。 仁義の 勇 は 乱世に は^ 陣を 破り 歒を 退、 治 I に は 其 勇 

を 神.義 に 用て、 民 其澤を かう ぶる 者 也。 三の 者 皆 知 仁 勇の 德 にして 中庸の 能事 也。 此 外に 中庸 あるに あらす 

子路 問. 强ち 子ノ  Ii。 南方.^ 之 強力 與。 北方.^ 之 強力 與。 抑 力 强與。 寬柔 -フ以 チ敎ち 不二 

レ報 r; 無道！。 南方， 之 强ナ， 也。 君子 居レ 1 之 一一。 衽 -一つ 金 革 T。 死， 而不ル i 厭ハ。 北方 ノ Z 强" リ也。 

(而) 强者 1H5 ュ 之。 故-一 君子 ハ和， 而不 k さ 强ナ ミナ 哉 IT も 中立， 而不. i.^ 强哉 船：。 國 

有ュナ i.; 不レ變 い _ 塞 ヲ焉强 哉嬌。 國無レ 道。 至 さ レア 死不， 變セ强 哉矯。 

1  ぼ 一は 4, 日本に て 武道 男 道な どい へる がごと し。 强 にも 口 g A あり、 南^西 戎 にて 至極と する 强 あり、 束 _ ^北狄 にて 尊 

ふ强 あり， これ 皆 水 土の 風 也、 道 德の强 にあら す。 なん ぢが强 は 中庸の 强也 • 汝等受 用すべき 強と 云 意.^ り。 ？^_^^以 

械不報 無 逝は佛 氏の 忍 辱 慈悲、 老子の 報 *i 怨" 以ス？ IfT 類 也。 いかるべき 事に も不 怒、 物 を やぶる 心なし" 故に 邪鬼 


おかす ことなく、 虎狼 毒她も 害する ことなし。 廣 大の强 也。 君子の 風 ある 人、 此强を 尊て 是に 居る 也。 中 行の 君子 

に は あらす。 枉金革 死 而不厭 は * 甲胄 を 枕に し 山野 を 家と し、 一命 を 失 ふこと を 何とも 思 はす、 無事に 病死す るよ 

り は、 戰死を 悅び思 ふ 者 也。 北狄 日本な どの 風 也。 男 强に生 付た る 者、 これ を 尊て これに 居 也。 故 君子 和而不 流、 

これより 中庸の 强を說 給へ り 0 吾人 聖學の 者の 受 用すべき 强也。 万物 一 鉢物 我へ だてな く、 五倫よ く 和 すれ ども、 

和に ながれす、 不流 ところ 則强 也。 矯は 武き貌 也。 詩に も矯々 たる 虎臣と いへ り。 强哉矯 たり は、 賛 歎の 辞 也。 直 

を 立淸を 立て、 和せ すして 不流 こと はなり やすし。 光 を や はらげ 塵に 同じて 俗と へだてす、 よく 和して 不流は 其 心 

の强を みるべし。 故に これ を賛 歎す。 陵の 象傳 曰、 上 火 下 澤は暌 なり。 君子 以同而 異也。 離 火 はの ぼり^ 澤は 下る、 

性と する 所 異なれ ども、 鉢 を 同して ー卦 となる。 君子 此象を 見て 小人と 同居す る 也。 和して へだてな きが ごとくな 

れ ども、 君子 は義 にさと り 、小人 は 利に さとる。 君子 は大 鉢に したが ひ.， 小人 は 小鉢に したが ふ。 小人の 志は澤 水の 

くだる がごと く、 君子の 志 は 離 火の 上る がごと し。 小人 は 上 すれ ども 下達し、 君子 は下學 して 上達す。 和して 同 

せす 羣 して 黨 せす、 周して 比せす。 君子 小人 共 飲食 すれ ども、 小人 は 貪り、 君子 は不 貪。 共に 男女 あれ ども、 小 

人は淫 し、 君子 は 不淫、 兌 澤の悅 同して 離 火の 明 異なり、 皆 和して 不流 也。 中立 而不 倚、 物に かたよらす、 義 と共に 

したが ふ を 以て、 未發の 中の 立と を 知 也。 不倚は 無欲 也。 勇武 剛強の 人と. S へど も 欲 ある 者 はした がへ やすし、 必 

たはむ 所 あり。 いにしへ は 龍 を 養 ひたる 者 あり、 其 欲より みちびきたり。 欲 あれ ぱ未發 の中不 立、 故に 未發の 中立 

て 浩然の 氣 至大 至剛 にして 天地の 間に ふさがる は 强哉燔 たり。 國有 道不變 塞焉强 哉矯、 塞 は 浩然の 氣也。 天地の 聞 
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に ふさがる 也 0 國道 ありて 微賤より あげられ、 高位 大錄を 得たり といへ ども、 平生の 養を少 も變ぜ す、 心 をう ごか 

さす、 和漢 共に 天下に 名 を 得た る武將 大勇 〔0( ィ) 力 ァリ〕 の 人と いへ ども 國を とり 天下 をと りて 後 は、 或は 奢、 或は 乱 

て、 戰國の 時の ほまれ は 跡 かたなき 者 多し。 これ 塞 を 變じ强 を 失 ふ 所な り。 中庸の 强者は 匹夫より 國 天下の 主と 成 

て も 不奢不 乱、 其 强を禮 儀に 用て 民と 共に 樂て塞 を 不變、 强哉矯 たり。 國 無道 至 死 不變、 無道の 時に 逢て 小人の 爲 

に 犯し かすめら る、 といへ ども 彼 を はからす、 却て 德を みがく 砥石と す。 貧賤 なれ ども 樂み、 患難に 逢ても W せす。 

死に 至れ ども 平生の 養 を 不變、 た 正 を 知て 死 を しらす。 これ 中庸の 强者 なり 

子 曰。 素， 隱パ 怪ち 後世 有 2 述スル 「焉。 吾レ弗 レ爲， 之ぶ 矢。 

屮江氏 云、 素 は 空 也。 隱は 上天の J は無聲 無臭の 實理 なり。 素隱は 此赏理 をと り 失 ひたる 也。 故に 不 側の 祌现 をし 

らで あやしき 事 をな す 也 0 後世 は 此行怪 の術大 になり て簿述 する 者 あるべし。 孔子 はさ やうの 事し 給 はすと 也。 前 

知し 給 ふごと く 後世 道.： Is^ の 長生 飛行の 術 輿り をし セ黄帝 老子 を祖 とす。 怫家 後生 輪廻の 說 わたり、 輝迴速 磨 を祖と 

す 0 是 $1 無聲 無臭の 實理 をと り 失 ひ 迷 ひて 怪を 行者 也。 孔子の 時少 きざし 有しが 後世 大 になり たり。 王者 久しく 出 

世し 給 はで 道 くらき 故 也。 〔0?)aT+ シ〕 或 問、 釋氏签 を 以て 宗 とす、 未 天地 あらざる 先 を 以て 我 1K 体と す。 天地万物 

を 以て 皆 幻と す、 人事す ベて 組迹 とす、 盡く祥 除き 捨、 一 に眞 空 に歸 せんとす。 何 ぞ無聲 無臭の 理を 不知と いはん 

や。 云、 道 体 を 云 こと は 道家 佛家 共に 理に 近し、 しかれ ども 二 氏 共に 爲 にす る處 あり。 叉な きと を ありと す、 悟と 

ほ， と t ろに 愁 あり、 舞の i<.&l を しらす。 〔0 は 上 t.〕 集 iljiir 素 は 索の iJt の^や まり 池と いへ り、 さも 有べ し。 其 時 はか 


くれたる 道理 を さぐり 求る 也。 悟道の 類 也。 幽明 死生 は 昼夜の ごとし、 明白に て 何事 もな き 所に まど ひて 幽隱 の理 

を ふかくい ひて 是を 求め、 不測の 神 を しらで、 祌道邪 術に 入の 類 也。 孔子の 時 はさ やうの 事 はな かりし かど も、 如 

此 なるべき i 見えし 故にの たまへ る 也。 此兩說 遠た る やう なれ ども 畢竟 同じ 理也。 眞の神 通 妙 用 は 春夏秋冬、 日月 

星辰、 風雨 露 雷、 人道 乃 神 樂也。 めづ らしく 怪 きを 妙 奇特と し、 正道の 外に 幽深 をい ふ は 迷 ひなり 

君子 ハ邀 W 道 一 一而 行 70 半 塗 ーフ而 廢ス。 吾， ス弗， 能 i 已パ 矣。 

此界子 は 大抵 君子の 風 ある 人 也。 とかく 悪へ は ゆく まじき 生 付 也。 故に 道に したが ひ 行ても とらす、 しかれ ども 大 

に 志を與 し、 入 德の受 用 はせ ざる 也。 是を半 塗に して 魔す といへ り。 大 かたよくて 行たら ざるが ごとし。 眞知 ひら 

けて 道に 志す とき はやめん としても やめられす、 終に 至 所に いたる 者な り 0 天道 は 至誠 〔o(ia 下 ナシ〕 な る が 故に 3a 上〕 

無 息 也 0  〔0 下 (i 勤て なすに あらず ト アルく-〕 人道 は 明か なれば 誠 あり、 誠 あれば やます、 半 塗に して 廢 する こと あた はす 

君子 ハ依， 1 乎 中庸 一-。 遯 t 世ヲ不 a 見-知。 而不， 悔ヒ。 唯 聖者 能-之 ヲ。 

此 君子 は 有德の 君子 也。 時 處位を はかりて 道 を はなれざる を 依 乎 中庸と 云 也。 天下 道な き 時 はかくれ て しられす、 

故に 小人の 禍を さけて 悔 なし。 遞世は 山林 川澤 にかくる- - にあら す、 或は 小官 を不 辞して 貧が 爲の仕 をし、 或は 巿 

井の 庶 人と 成て 才德を かくし 居 也。 才德 ありて かくる. -事は 深く 志し， 厚く 行て、 己が 爲 にす るの 學 なり。 故に 唯聖 

者なら では 是を よくす る こと あた はす、 聖人と いへば 一人の 事 也。 聖者と、 いふ 時 は 廣し。 必 しも 德聖人 をき はめ ざ 

れ ども、 眞， 實の志 ありて 聖學 をす る 者 也。 又 時 ありて 山林 海邊 にも かくるべし、 必 とせざる のみ。 又 かくるべき 人 

…   庸 小お 上，  -. . - 
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のか くれざる あり。 初學の 時人に しられ、 德 いたりて かくれむ と 思 ひも 〔つ？) はや ァ 3 かくる ゝ£ あた はざる^ ある 

べし 

君子 之 道 ハ費ー フ而隱 I 

〔？ 0 集註- ァリ〕 費 は 〔0 は 下  シ〕 散な り、 財 用 を 散す る 也。 廣の義 と 用の 義と あり。 故に 〔s 上〕 用の 廣也 といへ り。 

弗 貝の 二字 を 合て 作れり。 昔 は 貝 を 以てた からと す、 今の 金銀の ごとし。 昔の たからの 貝、 いづれ の 貝と いふ 市 を 

不^、 费は t からと せざる 也 0 君子の 道は秘 しかくす ことなしな あまねく 用て ひろき の 義也。 隱は 体の 微也 といへ 

PO 君子の 道いたら すと 云 所な し。 しかれ ども 道 休は见 聞の 及と ころに あらす。 これ を 無と いはんと すれば 神明 不 

測 也。 是を 道と いはんと すれば 形色聲 臭な し。 されば 隱 とならで はいふべき やうな し。 〔0?)w 下 ナシ〕 かくる、 と 云に 

て 無 中の 遂明を 知べ し。 〔2«上〕古<^マ終にぁらはれざるものなれども、 万事 万物の 大本と して 神明 不測 也と 云條也 

夫婦， 之愚モ 可； -) 以 i つ 知 i  。及 ri つ 至 一也。 雖 i 人 T 亦有リ 所レ不 ルレ 知ラ焉 。夫 ST 之不 背モ。 

可 si バ仃 3。 及 r, 其 至 ri- 也。 雖 i 人 一 I 有お レ不遙 ハ焉。 天地 壬大… 也。 人 » 有 

レ所. 憾た。 故 二君 子 語ュ大 S 天下 莫 載 r1 焉。 語 ュ小芙 下 莫-レ 1 能" 破 r 焉。 

君子の 道 は 人倫に あり、 人 皆 良知 あり、 夫婦の 愚なる も不學 して 知べ し。 道 鉢 無 極 也" 聖人と いへ どもき は、 め し 

て、 比外になきと云^^^はたし。 有窮 とい は V 道に あらす、 聖人に あらす、 無 極に して 太 極道 鉢 也。 人 皆 良能 あり、 


ミ o 一 

愚 夫 5,^ 婦も不 習して よくす る こと あり。 故に 夫婦の 不肖 も 道 を 行べ し。 聖人 も 形 あり、 形 はかね ざる 所 あり。 故に 

聖人 も あた はざる 事 あり。 た 聖人の みならす、 天地 も 形 ある 故に かくる 所 あり。 この 故に 君子 は 形 鉢の 上に をい 

て 道德を かたらす。 地大 なれ ども 天 これ をのす、 天大 なれ ども 太虚 これ をのす。 た 1- 道の 大は 形な し、 天下の する 

こと あた はす。 叉 形 ある もの は 微少 なれ ども やぶり 失 ふべ し。 道の 小 は 形象なければ やぶるべき やうな し 

詩-云。 鳶飛 天-一魚 躍 r 一子 淵 r 言ハ 其， 上下 察ナリ 也。 

蔦 は 天、 魚 は 淵、 形 を 以て みれば 上下 不相 通、 是 天地の 大なる もうらむ る 所 ある 義 也。 しかれ ども 蔦の 飛 ゆ へん、 

魚の 躍 ゆ へんは、 天機に 乘 じて 無心 也。 上下へ だてな し。 ？ も 淵に， 1、 や 〔も 天に いたるべし。 のす る ことなく、 や 

ぶる ことなき の 道 鉢 也。 活澄潑 地な り。 中 江 氏 云、 上下の 上 は 形より 上の 道 也。 下 は 形より 下の 器な り。 道 器と な 

して みるべし 

君子 王道 ハ。 造；^ 端 ¥ 夫婦 r 及； V 其^? ル- 一也。 乎 天地 r  U 

天た かく？？ ひき，^ は 禮 なり。 夫婦^Jれにのっとh^て禮儀みだれす、 天氣 くだり 地氣 のぼり、 交泰 して 春 をな す。 夫 

婦 和睦の 道 也。 〔0 は 下？ ン〕 天 高 けれども 其氣下 交し、 地卑 けれども 其氣上 交す。 卑高常 ありて 交 和 時 あり 〔0 以上〕、 夫 

婦禮和 行 はれて 一家と- -の ほれり、 これ 一家の 春風 也。 家 をつ みて 國 となり、 國を かさねて 天下と なる。 人 極 を 立 

て 天地と 德を 合する 端 は 夫婦に はじまれり。 故に 詩 は關睢 にお こり、 易 は 乾坤に はじまれり。 夫婦 和して 父子， 親み、 

父子 覲 みて 君臣 義 あり、 兄弟 序 あり、 朋友 信 あり。 故に 夫婦 は 人倫の 本 也。 天地 は 萬 物の 始 なり 
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子， 曰。 道ポ JiT 乂 一一。 人 壬 爲バ道 耑遠人 一一。 不， 可 ーフ1 以 爲プ 道ト。 

後世 人倫の 外に 出て 道 を 求べき 兆 ありし 故に この 戒 あり。 其 後 仙 家の 流出 來て 人倫 をい とひ 山林 を 好めり。 叉^ 敎 

渡りて いよ/、 人道 を 外にす るの 道 盛に 成たり。 道な き 時の 人倫 は 窝獸に 近し 。ことに 天竺 南 などの 人倫 は 《おと 

て も 中國の 乱れた る 風俗 也。 其く だれる 费を兒 て 卑近な りと し、 高 明 を 好む 者 は 人に 遠き 道 を 立たり。 火^に 懲て 

火 をい むが ごとし。 高き 事は髙 けれども 用な し。 中庸の 髙明 にあら ざれば なり。 二 氏の 末流 終に 偽 をい ひて 渡世と 

し、 〔0? お下ナ シ〕 不義 無道 盗賊に ひとしく 成ぬ。 無道の 時の 凡俗に も を とれり 〔〇a 上〕 

詩-云。 00d0o 其， 购不レ 遠 i 執-い 柯ヲ 以-ほ 一 柯ち 視 一 之る 猶 3 以 -_，爲.遠ト。 

故-一 君子 ハ以 _K 人 3 治 ^ 人ら 改チ而 止ル。 

斧の 柄 をき る 者、 持た る をの、 え 手本 なれば、 是 程近き 法 はなし。 しかれ ども 二 物 なれば、 すがめ てみ る 也。 子 

の 道 は 人の 則 を 以て 人の 身 を 治む、 我 身の 法 我心に あり、 二 物なら す。 これに 比すれば) r 一 な を 取て 斧 を 作る も猶 遠し。 

我 身に 非 あれば 我心 これ を しれり。 我心の 善惡を わかつ こと 鏡の ごとし。 惡を あらためて 善に. y るの み 

忠恕 ハ 違"^, -不， 遠" ラ。 施 r - 諸 己一 一而 不ルニ 願. -ハ。 亦.^ 勿-施 ，ス| 「於 人 一一 一。 

〔oa 下？ S ミ S- 一？〕 中に 存 する 者 忠なると き は、 外に 發 する 者 恕也。 應事 接物恕 ならざる は、 我に 在 もの 心ト分 W 

K ならす。 故に 忠の 心を發 するとき は 恕の事 也。 恕の事 をな す は忠の 心なり といへ り。 忠は誠 也。 乙の 心 有て 不自 

ー-|0ニ  ； 
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欺、 恕は己 を 待の 心 を 推て 人に 及す 者な りと いへ り 〔o は 上〕。 物と 我と 一 鉢なる は 道 也。 忠恕の 受用 はすで に 一 鉢な 一 

らんと す。 故に 道 を さる こと 不遠。 己に 施して 不欲事 を、 人に ほどこさ 1- る は 一 鉢に する 工夫な り  ^ 

〔〇or ブ ss  ノ. チ B ス〕 「中心 を忠 とす。 未 發の心 也。 未 發の心 は 思. t なく 爲 さなし。 寂然 不動に して 感じて 天下に 通す る 者 也 0 一 

いへ はた 5- 理也 。如 心を恕 とす。 天眞の 心の さく 視聽 言動 應事接 物す る 也。」  一 

君子 ノ Z 道 四 S 丘 未. 广ヒ化 二 ナル 「焉。 所， 求 「r 乎 子 r 以 -Mt ル 父-未- 4』 也。 所， 求， 1 ル乎臣 r  i 

以チ 事" 君-未 i ハ也。 所， 求： T 乎 弟？。 以テ 事" 兄-未， 能 也。 所， 求； T 乎 朋友， 先ッ施 "之-一 

未 ぱ能ハ 也。 庸德壬 行。 庸言之 謹。 有 ュ所禾 1 足ラ。 不 M 敢- 7 不一 Ti, 。有ユ 餘ボ， 敢テ盡 t 。一 

言ハ顧 X 行ヲ。 行 顧 1 言 S 君子 胡. V 不 ニヤ 偿健爾 1。  一 

1 を もよ くせす とい ひて は 謙 退 過たり、 一なる こと あた はす 也。 これ 忠恕 也 。道に いたる の 工夫 也。 子の 我に 孝 あ" 

らんこと を 求る は、 眞實 より 出て つとめす。 しからば 親に つかへ て 孝なる こと も眞赏 にして、 つとめに 及 まじき 事. 一 

なれ ども、 つとめても 猶 及が たし。 親より 子に 及 こと は和應 にて 水の 下につ くが ごとし。 故に 愛つ とめす して 行 は. 一 

る。 子より 父 は、 下より 上へ 向て 正應 也。 故に 孝 かたし。 明德 全く 明かに 氣質變 化し、 其 背に 止る 時 は 万事 皆 正應. 一 

L て 服 逆 一 致 也。 故に 子に 求る 心と 父に つか ふる 心と 一 一 あらす、 これ 一 貫の 心 法 也。 大身 小身と もに 程./ \» に： Is て、」 

W  (ィ)  ？ 

臣の 我に 二心な く， かげ 日な たなく 忠 あらん こと を 求ざる 者な し。 是も 上より 下へ 向て 和 癒に 近ければ、 氣に 入. 

中庸 小 解 上  一九ぶ 
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る g をば 大に念 比に し、 取 立る 者 多し。 君に つかへ て 二心な く、 かげ 日な たなく 忠 あらんと 思 ふ 者に すくなし。 下 

より 上へ 向て 正應 なれば なり。 更背正 應の心 法 明か なれば、 上下 一 になるな り。 兄弟 は大 かた 父子 君臣に 近し。 し 

K  (ィ) 

かれ 共 i. 應 すくなく、 正應 多し。 故に 兄弟 十分なる 者 まれ 也。 叉 はよ きも あれ ども 氣合 とみえたり。 資 人なら すし 

て^子 有が ごとし。 朋友 はたが ひに 正應 也。 故に 報禮 すみやか 也。 我より お ■ すれば 彼も禮 し、 我^ あれば； "li も義ぁ 

り。 故に 先 此方より 施すべし。 夫婦 はたが ひに 和應 なれば、 一 になり やすし。 故に 此 一 倫 を 略して 四との たまへ り。 

是は 孔子 他人に か はりて、 忠恕より 一貫に 入の 心 法を說 給へ り。 聖人 は艮 背正應 なれば ー贯 也。 しかれ ども ト分得 

たりと は 思 ひ 給 はす。 聖人の 上に 付て 又少は 一なら すと 思 召 こと あるべし。 庸は常 也。 行に は徳を いひ、 ； H に は 謹 

を 云。 行 は 常に 不足 あり、 故につ とむ。 言 は 常に 餘 あり、 故につ、 しむ。 言 は 常に 德に過 やすし、 故に 行 を かへ り 

みる。 行 は 常に 言に 不及、 故に 言 を かへ りみ る 也。 暴竞言 を 謹み、 行 を つとむる なり。 是 君子 善 をす るお 一な り。 

善 をつ まざれば 德を なす となし。 链々 は篤赏 なり。 言行 相 かへ りみ て 日々 に 善 をす るの lij; 子 は、 德-2:に1$-て撝|2^ 

なり 

君子 ハ素 M つ 位； 而行 7。 不 k 二 乎 其ノ外 一。 素 ri 富貴 U 仃ュ乎 富 贵ー。 素 貧賤 一行 ま，.、 れ ST。 素 

夷狄 utri 乎 夷狄 r 素 r, 患難 utr- 乎 患難 r 君子 ハ 無，， ！ 入ト， 而不 ミ 自得 t 焉。 

素 は 物の 本 也。 五彩の 質 也。 素 其 位 は 左右 其 源に 逢の 意 也。 君子 は 道 ある 事の み 知て 好惡 する 事な し。 故に 共 外 を 

ねが はす。 外物 を必 とせざる 者 也。 富貴 なれば 體を 好み 人 をめ ぐむ、 これ 富貴に 虚 する 道な り。 贫， たれば 獨其身 

三 0E  L 
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をよ くし、 道 を樂て 貧賤の わざ をつ とむ、 是 貧賤に 居る 道 也。 夷狄に 入て は 身 夷狄の 風 浴と ともに してよ く 衆 をい 

れ、 德を 以て 彼が 心氣を 化し、 不知 不識惡 を あらため、 善に うつり、 時 ありて fl 樂 起るべし" 是 夷狄に 居の 道 也。 

忠 難に 逢て は 心の 大 生じて 常よりも 心すみ、 氣 すく やかに、 人の 憂 屈する を なぐさめ いさめ、 しかも 雞 をまぬ か 

る、 道 を盡す 也。 知 仁 勇 共に あら はる &地 なり。 是 患難に 居の 道 也。 無 入而不 自得 は、 君子 は 其 道を盡 して、 境界 

の 善惡に 心なし。 時として 學 にあら すと 云 事な きを 以て 也。 天地の 陰陽 人生の 順逆 は 一也。 冬 は 塞の 用意し、 夏 は 

暑の 用意し、 其來を 待てい と はす、 順逆 叉 人生の 常 なれば、 同じ 順 を 好み 逆 をい とふ は、 天の 陽の みに して 陰な か 

らんと 欲する がごと し、 是私 也。 私心 を 凡 心と 云 也。 此四 凡人より 昆れぱ 富貴の み 順にして 三 は 逆な り。 君子より 

みれば 皆 順 也。 富贵 なる 時 は ひろく 施し、 衆 をめ ぐむ こと を樂 しみ、 貧賤なる 時 は ひとり 其 身 をよ くし、 德を成 こ 

とを樂 しみ、 夷狄に 入て は易簡 にして いとま 多く、 道學を もて あそぶ こと を樂 しみ、 患難に 逢て は 志 を 堅く し、 德 

をみ がく 事を樂 しむ。 孔子 E と陳蔡 にて 絃の聲 を絕給 はす、 文王羑 里に て 易 を 作 給へ るが ごとし。 入と して 自得せ 

すと 云 事な きの 至 也。 君子の 樂 しむ 處を知 べし。 蓬 萊仙宮 に は 南面の 王 樂も及 まじき こと をい ひ、 九 品 上 生に は 無 

上の 樂を. S へり。 是皆道 德の樂 を 形容 せんとして いまだ 及ばす。 中 江 氏 云、 素 は {仝 なり、 其 位 をむな しくして 行 也。 

舜 天下 を 有て ぁづ からざる の 意な り 

在 ri 位？ 不， 陵 ザヲ。 在 ri 下位 一 不 上ヲ。 正 i 己" 而不 i 求，, 於 人 r 則チ無 滅ミ。 上不， 怨ミ 

レ天さ 下不， 尤ズ ヲ。 
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下 をし のぐ は あなどり かろし め 或は くるしむ る 類 也。 奢て 用たら ざれば、 分限の 家人の 抉 持 を を 〔0 を S ナリ 〔ィ〕ナ シ〕 は 

なし、 流浪せ しめ、 困窮せ させ、 百姓に は 田に 不足の 米 を 催 足し、 妻子 離散せ しめ， 娥こ えしむ。 貧富 は 命の 自 

然な るに、 富家 を 見かけて 高 免 をと りな どす る は 盗心に ひとし。 これら は 下 をし のぐ の 至極 也。 上に 在て 下 をし の 

ぐの 心、 則 下に 居て 上 を ひく 心と 成 也。 上た る 人し のぐ とひく と 一心なる こと を 知 給 はす、 ひく は 上に 忠 ある 心 は 

少も なく、 た 己が 欲の 求の みに て 奉公し、 口に は忠 功の こと をい へど も、 畢竟 其 心に 君 はなき 也 0 利欲の み 心に 

主 たれば、 足 もと をみ て變じ やすし。 しのぎ ひく 心 其 初 は 微少なる 事に て、 我 もしら ざれ ども、 次第に 大 になる 者 

也。 君子 は、 上に あれば 下 をし のぐ 事 有 やと かへ りみ、 下に あれば 上 を ひく 意思 あり やと かへ りみ るな り。 子 は 

なけれ ども かへ りみ、 小人 は あれ ども 不知。 故に 君子 は 我 身 を 正しくす るに のみ 心 ありて、 人に 求る 心なし。 たに 

求る 心 則 凌ぎ ひく 根なる こと を しれば 也。 怨は 人に 求む るより 生す。 天に 求れば 天 を うらみ、 人に もと むれば.^ を 

とがむ。 君子 は 上下に 求な き 故に、 上天 を も 不怨、 下人 を も不尤 なり 

故 君子 ハ 居-け 易- 以 _T 俟ズ 叩ヲぃ 小人 ハ行 t 險.^ 以テ徼 1 幸ち 

君子の 胸中 明瑩 洒落 光風 菜 月の ごとし、 一 点の 私累 なし、 これ 居 易 也。 易 は 平易 也。 易 簡の善 也。 俟は あいしら ふ 

意な り。 富 贵贫賤 夷狄 患難の 來る こと、 種々 の 客の 來往 する がごと し。 我心 好惡 なく 平易に して 命に 應 する こと、 

客 を あいしら ふが ごとし。 あいしら ふ は 主客の 禮を盡 すなり。 小人 は 心 おだやかなら す、 常に 險 難の 地 を ふむ が 如 

し 。 身の 危 きをば しらで、 幸福 を 求る 也。 たと ひ 一 旦の榮 幸 を 得れ ども、 理の 得べき にあら すして 得れば 人の 怨尤 


so 七 

あり。 外 はよ き やう なれ ども 內心 はやす からす。 又 身命と もに 失 ふ 者お ほし 

子- Ii。 射 キル 「有" 似 一寸.. 乎 君子 _1。 失 ース 一 レハ諸 正鵠 r 反- ァ求ー ムー諸 其ノ身 r 

願 を 得 ざれば 人 を 怨みと がむ る は 小人の 情なり。 た ゆみ ゐる 事の み 小人と い へど も 的に あたら ざれば、 わが 手前 

のよ からざる にかへ り 求るな り 0 君子の 天下に をけ る 萬 事 ゆみ ゐ るが ごとし。 我 十分 道理に てん 全く 無理 なれば、 

人 をと がむ る もこと はり 也。 しかれ ども 君子 は 吾に 德 あらば、 此 如なる 無理 は 人 もす まじき とかへ りみ る 故に、 尺 

をと がむ る 事 はなき 也。 蹇 の象傳 云、 山上 有 水蹇、 君子 以 反身 脩 德 といへ り。 坎 水の 險陷 前に 有、 犯して す、 むべ 

からす。 艮 山の 峻阪 後に あり、 道な くして 退く ベから す。 反身 は 見の 背に 止る にと り、 修德 は坎の 一心にと る。 K 

身 は 山の 不動が ごとし。 條德は 水の 山 を 潤して 草木 蕃が ごとし。 君子 人 を 愛し 人 を 治め 人 を 禮す。 反して これ を 求 

れば皆 我 身に 不出 也。 蹇は 君子 無道の 世に 居の 象な り。 君子 は 小人 を 治め 養 ふ 人 なれ ども、 小人 は 君子 を あだと す。 

前に 險陷 あり、 後に 峻阻 あるが 如し。 君子 道 を 行 はんとす る 時 は 足な えたる がごと し。 反身 修德 にし かす 

君子， 之道ハ 辟へ ハ 如？. 行 一 必ス自 邇キ。 辟へ ハ如； J 登 ルヹ咼 一一 必自？ ル は卑。 詩 一一 曰。 妻子 好 "合 ヘリ。 

如 錢>1瑟 琴 T。 兄弟 旣- 翁ミ 和樂 i.. 耽ム。 s 爾ノ室 家 r 樂；) ム爾/ 妻孥 一。 子ノ ir 父母 

其 レ順ナ ？ミ矣 乎。 

君子の 學は實 を ふみ 行て 善 をす る 故に、 近が 如く 卑が ごとく なれ 共、 其德 をな すに 至て は、 國 天下 を 平 治し、 天地 
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の 造化 をた すけ、 幽明 死生 一貫 也。 もとより 道に 卑高 遠近のへ だて はなし。 器 を 以て みれば 赛子は 至て 卑近なる が 

如し。 しかれ ども 好 合の 道 は 天地に 配す。 凡人の 合と 云 は 情欲に おぼれ 和に 流る、 ながれざる 者 は 和せ す。 ながる 

V と 和せ ざると 共に 道に あらす。 故に 家と k の ほらす。 君子の 好 合と 云 は、 瑟琴を ひくが ごとし。 瑟琴は 二 物 也。 

へだて、 ひくと いへ ども、 其 音 は 和して 一也。 君子の 妻子に をけ る禮儀 F: して 赛 主の ごとし、 故に 其 和 久して 不變。 

道徳の 和 は 兄弟 一 鬥 ともに 和睦す。 琴 瑟に笙 笛う ち 物 をく は へ て大に 和す るが 如し。 故に 和樂 してた のしめり。 窒 

(糸 は 今 家中と 云が ごとし。 宜は 家中の 風俗うる はしき 也。 奴 1^ は 子孫 也。 積善の # -慶 子孫の 妻子に 及て 樂 しむ 也。 孔 

子 詩 を 解ての たま ふ、 如此 ならば 父母の 心 順な らんと。 順 は 父母 安 Iss- 至な り。 人の 權 心 を 以てつ かふる 也。 父 

母赛風 和氣の 中に たのしめり。 是 高遠の 至 也、 其 本 は 妻子 好 合に 始れり 

子， li。 鬼神 ノ N 爲ぃ 德。 其レ 盛て， 力" 矣乎。 視. H\ マ而 弗い 見。 聽^^而弗レ？^。  Isw 物-一而 不 

レ可 力： 遺；。 .  . 

鬼神の 德は 盛大 流行 幽深玄 遠 Itl 明 不測 也 0 甚^^^なれども目を以て3-るべからす、 耳 を 以てき くべ からす。 しかれ ど 

も： 大地. 力 物 鬼神の 造化に あらす と 云 ことなし。 形 色 あり、 聲臭 ある 物 皆 鬼祌を 以て 本体と す。 鬼神の 逾す こと はな 

き也0天下，之物莫.^非；^-?鬼神，之所_ーに爲也。 故-鬼神 爲ー， 物， 之 体 T 而物 無？ 不 n 云パ ftfr 而有 ー者ナ ，とい へり。 天の 道 鬼 

神の 德 みな 誠な り。 天道 鬼祌 自然の 理 にして 至 實無妄 なり。 俗に 日月 は 生 神 也と いへ り。 象 あら はれて 祌楚 なる は 

HI 月に しく は &し。 形 ある 者の 中に て は 人 又 生 神 也。 知祌 明な れぱ 也。 鳢を行 ひ樂を しらべ、 六尺の 身 方寸の 神舍 
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なれ ども、 知 仁 勇の 德 ありて 天下 をす ベ 治む。 祌通妙 用の 至 也。 凡人め づ らしき 事 を 神 通 奇特と する は 迷へ り。 眼 

病 {4! 花 を みるな り 0  〔ow 下 (ィ) ナジ〕 其 眼病 の 語を傳 へて 心 を まど はす 者 おほし 〔0 a も 

使 天下 ノ之人 ー齊 明 盛 服 r 以 -i,., ハ 祭祀 r 洋洋 乎ト， 如 t 在 ri つ 上 _飞 如 t 在 ri つ 左右 r 

鬼祌 (1 

天下の 人 をして 齊明盛 服せ しむる 者に 神明の 德也。 冬 火 あれば 人より て 身 を あた、 め、 夏 水 あれば 人より て 暴 を さ 

ますが ごとし。 祭 は 神明と まじ はる ことなれば、 もの. S みして 心 を 洗 ひ、 身 をき よめ、 禮服を 盛に して 我 身 を 神明 

にす る 也。 かくて 祭祀に つか ふれば^る 人の 誠 敬に よりて、 其 上に いますが ごとく、 其 左右に 在が ごとし。 神 は 形な 

ければ 形 ありて 在が 如しと 也。 洋 -，. は 流動 充滿 G 意な り。 孔子， 曰、 其， 氣發， 一 揚メ于 上一爲 昭明 i 咼懐 5 此レ百 物， 

之 精 ナリ也 神， 之 一 者ナ" 也 

詩 _-曰ク。 神ノ 之格ル 「思。 不， 可 S ル思。 矧ャ可 • 八 射 思。 夫レ 微^ 顯。 誠 之 不ルぃ 可： 搶 7 如. 此， - 

夫。 

鬼神 は 形な きを 見！^ なき をき く  0 其來格 はかる ベから す。 いはん やい とひ かくして 不敬 をな すべから す。 己一 人知 

て 人 不知の 隱微 あら はれ、 人の 誠 をた くみに お ほへ どもお ほ はれす。 我惡を カを盡 して かくせ ども かくされす、 和 

漢 ともに しかり。 善惡 ともに 誠の かくれな き は 鬼神の 實理也 

子.' Iil。 舜ハ其 レ大孝 t メカ 也與。 德爲 r 一聖 人. - 尊爲 n 天子.？ 富ミ 有？； 四海 ノ之內 T。 宗廟 饗ケレ 之 ザ。 
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子孫 保 I 之： 故 _ -大 德ハ必 4 二せ つ 位 T。 必ス得 i ハ祿 一。 必ス特 二せ つ 名 r 必、 得， 其.^ 壽 1 

德 聖人た る 所 孝の 本 也。 有 道の 代 天爵 人爵 相應 する 道理 なれば、 位と 祿と 其應 也。 舜の年百有餘^^也。 是义 天爵の 

應也。 しかれ ども 舜の 知處は 孝の み 也。 位 祿壽名 は 天 これ を 命す、 舜是を 得に 心なし。 天道 鬼神の 福善禍 の 定理 

• を 云の み。 無上の 尊 位 至極の 富有。 禮譲を 以て 是を得 給へ り。 故に 先祖の 鬼神 これ を受、 其餘！ K 子孫に 及べり。 舜 

は 黄 帝の^ 也。 千歳の 後と いへ ども、 武王舜 の 子孫 を たづね て 神明の 後 也と て、 武 王の 元 女 大姬を 胡 公滿に 配して 

陳國に 封し 給、 舜 より 千歳 後の 裔孫 也。 これ 子孫 こ れを受 也。 必の字 妙 也。 必然の 理 をい へり。 子 思の 時、 孔子の 

大聖に して 位祿 共に 得 給 はす、 壽も 七十 餘 にて 終 給へば、 諸聖の 中に て は 短し。 得 給へ る もの は聖の 名のみ 也。 し 

かるに 位祿名 毒と もに 必の字 をく だせり。 孔子 は氣運 衰世の 時に 當て 生れ 給 ふ、 天地の 變也。 例に あらす といへ ど 

も 千歳の 後、 文宣 王の 謚 あり。 天子の 禮樂を 以て 万歳 不朽の 祭祀 を 受給へば、 天子の 富贵 空しから す。 は^ 人の 

中に て は 短し とい へど も、 七十 有餘 なれば、 平 人に して は 長命 也。 其 上 盛 德は生 民ながら、 天地の 悠久に 配して 死 

生  一 Ib: 也。 額 子の 短命と いへ ども 無上の 毒な り。 况ゃ 孔子 を や 

故- -BC 之生ス 一 物 ヲ、、 必ス因 s: 材 一而 篤ス焉 。 故-栽 ル者ハ 培 2^。 傾考覆 2 る 

村 は 生 質 也。 13- は 木 をう へて よく 土 かひ、 根 を かたくす るな り。 傾 は 木 をう へて、 しかと 土 も か はす、 很を かため 

ざる 也. - よくう へたる 木 は 雨 のめぐ み を 得て ます-/ \» 生長す る 也。 風 は 木 を 動かす やう なれ ども、 風の 吹と をす 

にょりて濕^^をはらひ、 虫^^^を去て、 木 堅固に なれば、 風雨と もに 天の 養育 也。 しかるに 根の かたから ぬ 木 は、 
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育の 風雨に あ ひて、 かへ りて くつが へりた をる、 もの 也。 天命 は 一 なれ ども • 命 を受る 者の 下地に よりて 福と なり 

禍 となれ り。 人の 福 善禍淫 かく の ごとし。 天道 は 至善に て 惡 命と 云 事 は なし。 同じ 慈 命な れ ども 善心の 者 は 福 あり、 

惡 心の 者 は禍 あり。 居 t 易-侯， 命 は 多 福 を 受る生 質 也。 栽 者 はこれ を 培す る 也。 行い ァ險 ，1^$ 幸， は 災害 を受る 下地 也。 

傾 考- は こ れ を複 すな ：9。 是天 の 物 を 生す る 其 材質 による 所な り 

詩 一一 曰。 嘉樂ノ 君子 .憲 憲.， ん令德 ァ"。 耳 ン t 民 一一 人 一一。 受 ^ 祿ヲ于 天！。 保 佑.' 命 ^ 之ヲ。 自 t 天 

申パ 之ヲ。 故 一一 大德， ^者 ハ必. ^受 t 命ヲ。 

嘉は 目出度な ど 云 意 也。 目出度 樂 める 君子と、 人民より 上 を 祝て 萬々 歳と いのる 也。 此樂は 詩に 興り、 禮に 立、 樂に 

成、 藝に游 の 事 を かねたり。 すべて 道德の 人の 樂也。 上に 道 德の樂 あれば 國 治り、 天下 平にして 萬 民 安し。 これ 目 

出度 樂也。 道 德の樂 を 不知 は必す 俗樂に 流る- - もの 也。 俗 樂は奢 生じて 人民 困窮し、 國家 長久なら す、 これ 目 出た 

からざる 樂也。 憲々 は 明か 也。 令 は 善 也。 此嘉樂 の 君子 は憲々 と 明かなる 令 善の 德 ありて、 民の 爲 にもよ く、 人の 

爲 にもよ し。 人民 其澤を かう ぶり、 德に 化して 善人と なる 也。 宫職 ある を 人と いひ、 無位 を 民と いへ り。 無位 を 先 

に 云 もの は、 民 は 衆に して 本 也。 其 上天 命の 存亡 は 民に あれば なり。 此 君子 は 人民の 君師 なれば、 祿を 天より 受た 

り。 人力 を 以て 得た るに あらす。 一人 を 以て 天下 を 治しむ、 一人に 天下 を あたへ ざる は 天命 也。 國郡も 叉し かり。 

天 の 威 命を愼 て 國 天下 の 富有 皆 人民 の爲 にして 私欲の 爲 にせす。 故に 天是を たもち 助けて ますく 福 を 命す。 生 付 

たる 天命の 上に 叉 幸福 を かさねら るる 也。 大德は 聖人の 德也。 聖人 は 無上の 天爵 也。 故に 人爵 も 叉 無上の 位 を 命ぜ 
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らる、 也。 必の字 を 以て 天道 祌 明の 實理 うたが ふべ からざる こと を 明す 者 也 

子， 曰。 無二 憂 者 其 レ唯文 王 力 乎。 以呈季 ト。 以 王 T 爲レ 子ト。 父 作 ゾ？， r 子述 2 ち 

天下 道な き は國主 以下の 人 如何と もす る ことなし。 時の 蓮 なれば ぁづ かるべ からす。 一 { 永の よからざる は 君子の： 个 

憂 こと あた はす。 舜禹 の父惡 也、 堯舜 の子德 なし。 聖賢の 憂べき は是 のみな り。 大舜 は富贵 をき はめ 給 ひ、 人生の 

樂し みかくる 事な し。 た 父母に 順なら ざるが 爲に 窮民の 歸 する 所な きが ごとし。 文 王 は 紂と云 惡人を 君と して 無 

道の 時に 生れ、 外 夷の 雞を かう ぶり、 大國の 主として とら はれと 成 給 ふ は 至極の 困苦 なれ ども、 ゆ Z 外物 なれば 心と 

し 給 はす。 囚の屮 にて はじめて 易 傳を作 給へ り。 大舜 は堯を 君と して 有 道の 代に 逢 給 ひ、 識 り を受て 四海の 富贵を 

たもち 給へば、 人生の 順境 古今 一人な り。 しかれ ども 父母 愚 不肖に して 惡な るが 故に 心に 愛たら す、 外 凡人より 兄 

て は 大舜と 文 王と 苦樂 各^ なれ ども、 自己の 心より みれば 文 王 まされり。 父 作し 子 述るは 人倫の 常な り。 しかれ ど 

も 此常を 得る 人 古今 まれ 也。 故に：《|!^なき人はひとり文王かとのケ：ま へり 

武王霄 i 大王 王季文 王， 之 緒 一。 壹 t 戎衣 メ而有 f 矢 下 マ 身不レ失，，}^;下>之顯名ー。 尊 爲，， 天子.？ 

富ミ有 rl!: 海 ノ之內 1" {.: 小廟饗 t 之.^。 子孫 保， ッ之ヲ 

大王 は^ 号 也。 その かみ は 周 Q 國主 也。 仁人 也。 其 子王季 賢人 也。 王 李の 子 文 王 聖人 也" 共に 謚号 也。 緒 は^ 也" 

大王 王季文 王の 業 は 仁政 也。 武王は 文 王の 子 也。 親 先祖の 緒 業 を繼て 仁政 を 行 ひ 給へ り。 武 王は學 知の 聖人 也。 戎 
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はつ はものと よむ。 戎衣 はつ はもの、 服と いはんが ごとし。 甲胄の 事 也。 一 たびする もの は戰を 好に あらす。 天命 

せまりいたり 不得已 して 甲胄し 給へ り。 故にた V- 1 戰 にて 天下 定 りぬ。 紂は王 也。 武王 は當時 周 侯 也。 臣 として 君 

をう つの 惡名を 蒙 るべき ことなる に、 天下の 人 其 惡名を あ た へ す、 順 天應人 不得已 こと を しれり。 天下の 人民 貴賤と 

もに 商 を 君と しいた ける XJ と 六 百餘歲 也。 皆 一門 又 普 代の 臣 にあら すと 云 事な し。 紂 だに 亡び は舊 主の 子孫 を 君 

とせん か。 しかるに 武王其 人情 を きら ひ 給 はす、 財が 子 を 立て 大 II を あたへ、 商の 祭 を不絕 して 退き 給へ り。 諸人 

天下 を 富と する にあらざる 事 を知處 なり。 人力に あらす、 子孫 保 之、 宗廟 饗之 こと、 天道 神明の 照覽に 恥る ことなき 

所 也。 揖讓と 征伐と 德に淺 深 あるの み。 故に 舜 におね ては德 聖人たり、 必其名 を 得と 云、 武 王に は 天下の 顯 名を不 

失との たまへ り 

武王 末受ズ 巧。 周 公成 文武 ノ之德 T。 追 二王 ス 大王 王 季 r 上祀そ 一先 公 T。 以 「一天 子， 之 禮ー。 

斯.^ 禮ャ 也。 達 r 一 乎 諸侯 大夫及 ヒ士庶 人 r 父爲 n 大 夫.？ 子爲 二士  〉 葬ル -以； •) 大夫 1 祭ル -以ス 

レ 士ヲ。 父 爲芏。 子 爲ーぺ 大夫ー 葬ル -ー以 S ヲ。 祭 ルー ー以 r 一大 夫 期ノ \ー 喪ハ。 達；) 乎大夫 r 三 

年ノ之 喪ハ。 達 「一 乎 天子！。 父母 ノ之 喪ハ。 無 r 一 貴賤 I 一  ナリ 也。 

武王 老年に 天命 を受て 天子と 成 給へば、 弟の 周 公旦， 幼君 成 王 を 助て 攝 政し 給 ひ、 禮樂を 制し 袷へ り。 文王武 王の 

德業を 成就し、 文 王王季 大王と 三代に 追て 尊号 を 奉り 給へ り。 大王 以前 后稷は 始祖 也。 先 公 を 祭に 天子の 禮樂を 用 
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ひ 給へ り。 此禮則 諸侯 大夫 士庶 人までに 達する 道理 也。 たと へば 父大夫 なれば 其 身の 分 を 以て 終る ことなれば、 雜 

は大 夫の 禮を 以てし、 子士 なれば 祭 は 士の禮 を 以てする 也。 叉 父 土たり、 子大夫 たれば 終 は 其 身の 十の 禮に 終り、 祭 

は 子の 身上に したが ふ 也。 生る 親 を 我家へ 客に 請す る ことなれば、 我家の 分限 を 以てする 也。 期の 喪は大 夫までに 

て^ 侯に はなし。 いかんと なれば、 兄弟 伯父 频 など は 天子 諸侯に は臣 なれば 也。 大夫は 降と て 大夫も 期から はすく 

なくす る 也 0 國政 にいと まなき 故 也。 三年の 喪 は 天子に 達すと は、 天子と い へど も 父母 を臣 とする 道理なければ 也。 

故に 父母の 喪に は 貴賤の^ なき 也。 聖代の 投 には國 郡の 主の 子 父の 跡 を繼人 一人に て、 兄^^-ともに^臣となり、 ま 

臣と 成て 出る 者な し。 是本を 厚して 家の 衰微せ す、 士民 共に 困窮せ ざる 仕嗇 なり 

子ノ 曰。 武王周 公 ハ其レ 達孝ナ ルカ ナ矣 乎。 夫 レ孝ハ 者 善ク繼 r 一人 ノ之志 T。 善" 述 -1 人， 之 事 T 者ナリ 也。 - 

舜の孝 は 〔0(ィ)天 の ァリ〕 名 付べ からざる がごと し。 故に 大孝 とのた まふ。 武王周 公の 孝 はよ く變に 通す。 故に 達 孝と 

のた まへ り。 孝の 本 はよ く 父祖の 志 をつ ぎ、 その 事業 を 終る 也。 武王周 公 父の 聖人 也。 先祖 は S お 仁人 也。 其 志 を 

繼共事 を 述て達 孝の 義 明か 也。 張子， 云、 知 ル寸ぃ 化，^ 則 善" 述 1 つ 事？ 窮 * ュ神， ^則 善ク繼 r 一 其， 志され 天子に つか ふる 孝 

也。 武王周 公の 父祖 は 賢 也。 天に つか ふるに 同じ。 是叉達 孝の 義也。 西山眞 氏， Mir 當； 一 持 守？ 而持 守，. 繼 述ナ" 

也。 常； ー變通 T 而變 通スル * 亦 繼述ナ "也。 畢竟 文 王の 志 は 人の 德を 明かに する にあり 

春秋- ハ 俯：， 其， 祖廟、 一。 陳 fi 其ぶ ssr 設 1 つ 裳 衣 一。 薦 t つ 時 食 T。  、 

1!^ は^;^ の始、 秋 は 陰 氣の始 なれば、 上古 は 春秋に まつれり。 後世 夏 冬 をく はへ C 四時に 成たり。 時 祭に は. まの 躕 
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へ いづれ も 神主 をう つして 一所に て 祭 也。 是は 天子 諸侯の 事 也。 士庶 人な どは祠 堂を大 にす る 事 はなら ざれば、 祌 

主 あまた なれば、 本屋の 座敷へ うつして 祭 也。 親 先祖 を 請す る 意 也。 天子の 澤も 小人の 澤も 五世に て盡る 道理 なれ 

ば、 貴賤と もに 上 四 代 を 祭る 也。 五代 目に は 其廟を XJ ぼちて 、神主 を 太祖の 廟に おさむる 也。 周の 太祖 は后稷 なり、 

又 文王武 王の 廟は こぼつ ことならざる 故に 七廟に 成たり。 是を 例と して 後世に 天子の 廟 を七廟 とい へ る叛。 脩 は 掃 

除な どして 祭の 用意 をす る 也。 宗器は 太祖より このかた 傳 はりし 寶物 也。 裳 衣 は 父母 先祖の 衣服な り。 是等を 取 出 

してつら ねまう くる 也。 時 食 は 其 時分に 出来る 物 也。 先祖の 志に 應 じて 珍 物 はこの まざるな り 

宗廟， 之 禮ハ。 所 1,1 以ナ "序/一 ル昭穆 。序 ツル.. ST 所 H 以.^ リ辨， 1 复賤 t 也。 序ル i 事ヲ。 所，， 以ナ リ辨？ ル 

レ賢 7 也。 旅酬 一一 下 ノ爲 ーミて 十。 所 一一 以 ナリ逮 7 賤 一一 也。 燕スル i 毛 一一。 所 一一 以ー" 序？. 齒グ 也。 

左を昭 とす、 陽 明の 義也。 右を穆 とす、 陰 幽の義 也。 宗廟の 祌の位 也。 子孫 も 叉 神 位に 付て わかる k 也。 座の 次第 

は 位 を 以て わかつ を序爵 とい へり。 貴賤 は 公； 1^ 大夫 士庶ん の ごとく 大に ちが ひたる 貴賤に あらす" 官位の 上下 を 云 

也。 事の 大な るかむ つかしき は 官位 ひきくても 賢才 次第に 取 行 はしむ， 是德を あら はす 義也。 年老て 位な く才 なき 

は廟 中に 榮 なきが ごとし。 故に 祭 終て 酒 燕の 時に 年次 第^ 上に 置て、 位 職 賢才 皆老 者に くだる 也。 天下の 達 尊を廟 

中に 立る 義也。 叉 若年に て 事な き は、 さか づきの 取 持 をして、 長者に 禮を行 也。 とれ 國象を 治る に は 卑賤に 及て 人 

を 拾ざる 儀 也。 祭祀 中に お ゐ て國家 天下 の 政道の 大意 をし めす 者 也 

中庸 小 解 上  一一 二 
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i, 一せ つ 位 U 仃ま >§。  i まつ 樂 一。 敬；) 其 ノ所ブ 尊，。 愛 r, 其 新 ブ親ム 。事パ 死 一一 如 fir: 生-。 

事 "亡-一如. S- ル 一一。 孝ノ 之至ナ ，也。 

位 は 天子の 位 也。 其 禮其樂 は 先王の 作 給 ひし 禮樂 也。 讓り を受て 先王の 位 を ふみ、 古樂を 奏し 古糟 による は 述其事 

也。 しかれ ども 禮 法の 小節 は 五十 年 過れば 時變 人情う つりて 全く 行 ひがたき 勢 あり。 百年 すれば^ 以行 ひがたき 審 

ども 有。 時に 順て 變 通し 行 ふ は 事 をのぶ る 中に 志 を繼所 あり。 跡に た； つます 時と 共に 中して 大道 を 立る は 先王の 志 

なれば 也。 其 尊 所 は 先王の 尊び 給 ひし は 其祖考 也。 武王周 公より 文 王 を 先王と し 見 給へば、 文 王の 尊び 給 ひし は大 

王王季 也。 德も 王者 なれば 尊号 を 奉り 給 ふ 也。 其 親 所 は 子孫 也。 吾爲に はいと こ、 いやい とこな どに て、 しかも 臣 

なれば、 遠く 賤 しけれ ども、 祖考 よりみれば、 吾に ひとしき 子孫に て、 其 親み 給 ひし 所 也。 故に 是を 愛して 疎に し 

給 はす、 是 志を繼 也。 百官 諸 士を手 〔〇( ィ) 足 ァリ〕 の ごとくし、 諸疾を 兄弟の ごとくし、 庶民 を 子の ごとくし 給 は 先王 

の 志 也。 其 位 を踐の 中に あり。 生 は 存し死 は 亡す。 有と 無と 也。 孝子の 心に 覲を なしと 思 はす。 故に 存生に つか ふ 

るが 如し。 孝の 至 は踐其 位より 如事存 まで をす ベて. S へり 

郊社， 之 禮ハ。 所 一一 ー以ナ "事 i1 上帝 5。 宗廟 之 禮ハ。 所 一， ー以ナ リ祀： 羊 其 美 一也。 明. 1 乎 郊社ノ 之 

鱧。 蹄 常 乏義 7 治ル WIT 其レ 如キ！ 示； T 諸 掌 T 乎。  、 

郊は天 を 祭り、 肚は地 を 祭る、 上帝 は 天帝 也。 上帝 后 土と いはざる は 天 をい へば 地 其 中に あり。 冬至 一陽 始て 生す 
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カラ 

る 時に 南郊に をいて 天子 自 天帝 を 祭 袷 ふ。 夏至 陰 氣始て 生す る 時には 北郊に て 后 土 を 祭 袷 ふ 也。 夫 天地 は 人民の 大ー 

父母なる に、 た？ 王の み を 天子と 云て、 天の 子と する 者 は 天の 宗子 にして、 天に 繼て極 を 立、 人民 を敎 治て 造化 を 一 

たすくる 任 あれば 也。 國 君の 子、 繼子 一 人 父と 云て、 次男より は 君と 云が 如し。 纖 子の 外は臣 なれば 也。 後世 繼子ー 

の 外の 諸子 を 子と する 者 は 道なければ 也。 是 によりて 諸領を わけ 直臣 とすれば 家褰微 し、 人民つ かれ、 終に 國 亡る 一 

こと あり。 天子 は 太子と いへ 共、 天子 を 父との たま はす、 君との たま ふ 者 は 天に 二の 日なければ、 天子 御 在位の 間 一 

は， 太子 も臣 なれば 也。 夫 天 を 祭 給 ふの 禮 至て 易簡 なり。 至 敬に は 文な きの 理也。 今太樹 まで は 將軍樣 とい へど も、 一 

王 は 天子とば かりい ひて、 樣も殿 も 付す。 至 敬の 理に 叶へ り。 宗は尊 也。 廟は形 也。 親 先祖の 祌、 王の 在所 也。 蹄 は 一 

天子 宗廟の 大祭 也。 甞は 秋の， 祭 也。 秋 はみ のり 萬 物 成就して 万民 生 をた のしむ 時 也。 故に 是ヒ 報して 祭 給。 この 祭 一 

に は 盛 膳 ありと みえたり。 冬至に は 尊 ひ 祭 給 ふ。 故に 至 敬 文な し. 秋 は 親しみ 祭 給へば 文 あり。 大祖を 以て 主と し、： 

天帝 を 祭 給 ふ。 上帝 は賓の 如し。 日本に てこの 禮 あらば 伊勢 太 神宮 を 主と し、 天に 配して 祭 給 ふべ し。 大祖に 其德ー 

なくて は 成が たし。 此郊社 蹄甞の 祭祀の 義理 を 明かに 知た る 人なら ば、 天下 を 平 治し 給 はんこと、 手の 內を みる ご 一 

とく 易 かるべし と 也。 此國の 字 は 天下の こと 也。 唐國 日本 國 といへ る 國也。 問， 祭の 義を 知て 太平の 功 をな す 事 や 一 

すき こと は 何ぞ や。 云、 明かなる より 誠 あり、 誠 あらざる は眞の 明に あらす。 王者 郊社 にして 天地 を 祭 給 ひて、 天； 

祌 地祇に 叶 給 は^ 则德 天地と 三 也。 三 極の 至善 明かなら ば 治平 易 かるべし  一 

哀公 問お，"。 子ノ III。 文武 i 政ハ。 布テ在 r 一方 策 r 其 乂，. 存ス さハ 則其魬 擧ス。 其 人 亡スル オハ 一 

巾 席 小 解 上  =1111  ^ 
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哀公 は 孔子の 生 國魯の 君 也。 國家を 治る の 政道 をと はれし 也。 其 時 はい まだ 周の 末 也。 故に 文王武 王の 政 をの 袷 ふ 

也。 又 政 は 治世 戰國 共に 文武 かけて はなら ざれば、 文 道 武道と みても よき 也。 方 は 木 をけ づり 板と なして 宇 を ほり 

付、 策 は 竹 をけ づり 文字 を ほり、 あみて 書と す。 昔 は 墨 筆 はな かりし 也。 文字 も すくなく、 害 もす くな かりし 故 也。 

問 給 ふ 文武の 政に 書に のせて ありと 也。 文武の 德 ある 人 あれば 文武の 政と りあげ 行 はれ、 有徳の 人なければ 嘗 のみ 

有て 其 政 行 はれざる と 也 

人 S3" 敏ぃ政 一一。 地道 ハ敏 t 樹 ユー。 夫 レ政ハ 也 者 蒲盧" リ也。 

謂 侯の たから 三 あり。 土地 人民 政事と. S へり。 土地 人民 は 天より >7れ を 生す。 政事 は 人君より 出す。 政 は 人道 を 立 

る を 本と す、 人道 立て 政の 行 はる、 は、 地に 物 をう へて 生す るが 如し。 蒲^！-はぁし也。 生じ やすき もの 也。 \ 倫 明 

かに 成て 政事の よろしき 審、 地に あし をう へ て 生じ やすきが 如し。 人倫 道なければ 何程よ き 仕置 出ても £ にたら す、 

結句 卞" に&る こと 也 

故 一一 爲パ 政ヲ 在"， 人 一一。 取 人 1， 以 身ヲ。 脩ル 1 身ヲ以 t 道 S 脩ル i 道ヲ 以ス， 仁ヲ。 

爲政在 尺と は资 e を 得る にあり と 也。 取 人 以なは 同氣相 求め、 同 聲相應 する 理 なれば、 gi? 者 を 得 こと は、 君の 身の 

^德を 以てする 也。 故に 身を條 るに 道を以 すべし。 君 道 あれば 賢者 必 下にお こる 者 也。 天道の 自然な り。 道との み 

1= 1 A 


」-  11 二 九 

いひて は、 ひろくして 手 をく だし 難し。 或は 格 法な どに も ゆく こと あり。 仁 は 全 德の名 也。 人君 身 を 修め 道 を 行 ひ 

耠ふ本 は 心の 德 にあり。 仁 は 天地 生物の 心なり。 人君 此现を 得て 德 となり、 仁政 行 はる、 也 

仁 ハ者人 ナ- 也。 親 トス ル I 親 ヲ爲， 大ナ リト。 義ハ 者。 t 且" リ也。 尊 7 ヲレ賢 ヲ爲. 大ナ リト。 親 トル W 親 之 殺。 

尊 レフ K メ之 等。 禮ノ所ナ^iMスル也。 

だは 天地 生々 の理 なりと い へど も 廣大高 明精微 中庸の 妙 見が たし。 た 人の 人た る 人 をみ て 仁の 全 鉢 さとるべし。 

此人は 人 也。 天地 萬 物 を 以て 一 鉢と し、 死生 順逆 天下の 事に ぉゐ て好惡 なく、 義 と共に 行て 無心なる 人 則 仁者 也。 

少 にても 順 を 好み， 逆 をい とひ、 生 を 好み 死 をに くむ 意思 あらば いまだ 仁なら す。 人の 身の 中 しびれな えて 覺 なけ 

れば >  是を 不仁の 病と 云、 我 身ながら 通ぜ ざる 處 あれば 也。 仁者 は 死生 順逆 天地万物 皆 我 也。 故に 物 我へ だて ある 

は 〔CMf 下 stHl ナシ〕 不仁な り。 手足の なえた る 所有が ごとし。 天下に をいて 好惡 する 事 ある は、 〔o( ィ) 不仁 也 ァリ〕 物 を 

二に して 我に あらす とする 所 あれば なり。 親々 爲大は 物 我へ だてな き 受用は 親に 孝 あるより 初て 一門 を 親むべし。 

義は宜 也 は、 人の 道 は 仁義 也。 義は よろしき 也。 其よ ろしき を 得る こと は、 賢人 を 尊て 師 とする より 初る 也。 齊家 

治國平 天下の 政道 可に あたる はよ ろしき を 得る 也。 親々 之 殺 は 親み の淺 深厚 薄 也。 父 は 尊く 母 は 親く、 兄 を 敬 ひ、 

弟 を あはれ み、 伯父 甥 從父昆 弟な ど 天然の 品 ある 也。 尊 賢 之 等は師 としつ かふる あり、 友と し 交る あり、 先覺 とし 

敬す る あり、 禮の 生やる 初 也。 知 は 此理に 明か 也。 信は此 理を實 にす る 也  - 

中庸 小 解 ±  ー11五 . 
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在 r 卞位？ 不 M 獲 寧 上！。 民 不レ可 n 得 テ而治 i。 

此句下 文に あり 

故 一一 君子 ハ不. 可 一一 以テ不 ： アルレ 脩. 身ヲ。 思 ハぃ脩 J 身ヲ。 不， 可 一一 以テ 不. つ i 事 一親-一。 思 二 事レ親 一一。 

不レ可 二 以テ不 ーァ一 知乂 ヲ。 思に 知 「乂 ヲ。 不レ可 一一 以テ 不ヨ知 一 吴ヲ。 

パ 子の 畢は脩 身 也。 〔9 ィ) 條 身の ァリ〕 修行の 初 は 孝 也。 孝の 犬なる は 人の 人た る 所 を 知 也。 人の 入た る 理は天 也。 天 

の 神明 则 吾心の 祌 a? 也。 天の 祌明を 知て、 我心の 神靈 のお ほ はれ そこな はれた る 、ことむ 知 也 

天下 ノ之達 道 五。 所-一 以バ仃 フ之ヲ 者 三。 曰 君臣.^ リ也。 父子ず 也。 夫婦 ナリ 也。 す 也。 朋 

友ノ 之交ナ "也。 五 ノ者ハ 天下 ノ之 達道ナ "也。 知 仁 勇 ニーつ 者ハ。 天 ドノ 達 德ナ. ^也。 所-; 以， 行 一 

レ之， 者ム 1 ナ. -也。 

達 は 通達 也。 天下 古今 共に よる 所の 道 也。 父子 有 親 君臣 有義 夫婦 有刖 長幼 有 序 朋友 有信是 也。 五の 者 父子 を始 にい 

ひ、 君臣 を 先に. S ふ u 主意 あり。 仁 は 四德の 首にして 孝 は 百行の 源 也。 故に 次第 をい ふとき は 父子 を 始に云 也。 こ 

、に 君臣 を 先にす る 者は經 世の 主 也。 極 を 立る の 大義 あれげ 也。 先天より い へば 忠臣 は 孝子の 門より 出、 後天より 

いへば、 君臣 極 を 立て 孝の 敎行 はる V なり。 五 達 道の 行 はる、 こと は 仁 知勇の 德 によれり。 此： 二の 者 は 天下 古今 共 

に 得 所の 明 德也。 故に 達德 とい へり。 知 仁 勇 ある 時 はと もに あり。 一 も かけて は 腐の 5;】 におら す。 氣 貧に 得て 
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の 心 法 を 不知 もの は、 分別 ありて 仁 勇な き あり、 慈愛 ありて 知勇な き あり。 剛強に して 仁 知な き あり。 大方 11 一と も 

に氣 質に 備 たる も あれ 共、 心 法 を しら ざれ はこれ を 行 所の 一 を 不知 ゆへ に晴に 叶て 明かに 知 所なければ、 我物と は 

ならざる なり。 この 故に 知 仁 勇の 質と か はりて 平 人なる 事 あり。 一は 是聖學 一貫の 心 法 也。 〔〇( ィ) 誠と 云 もまた 通ず 

トシ ナ下 ナシ〕 知 仁 勇 は 天より 得た る德 なれば、 人 々あらやと いふ 事な けれども、 一 の 心 法 を 不知 者 は 有が ごとく 無が ご 

とし . 

或ハ生-ーメ而知^^Jヲo 或ハ學 テ而知 I 之ヲ 。或 < 困- ァ而知 ルレ 之ヲ。 及； ブー ハ其ノ 知 之ヲ 一 ナリ 也。 或ハ 安， 而 

行 a 之.. - 或ハ利 メ而行 a 之 或ハ勉 强メ而 行， 之ヲっ 及 一一， 一 其 成功 一一 一也。 

生ながら 知、 安 じて 行 は 聖人 也。 學で 知、 利して 行 は 大賢 人 也。 困て 知、 つとめて 行 は 吾人 也。 是は 多分 を 以てい 

へり。 吾人と い へど も 生 知 安行 あり、 良知 是 なり。 聖人の 生ながら 知 もの は 義理 也。 吾人と い へ 共敎を またす して 

知 は 義理 也。 本より 有すれば 也。 又 學知利 行 あり、 一 たび 學て是 をし り、 す &んで 行 こと あり。 いまだ そまらざる 

明 所 あれば 也。 聖人と いへ ども 學知 あり。 周に 行て 禮を 老子に 問 給 ひ、 樂を學 び 弓馬 を 習 給 類 也。 大舜 の樂を 聞て、 

三月 肉の 味 を 忘れて これ を 奏し 給 ひし は 利して 行 也。 事に をいて は 學を俟 て 知 給へば 也。 又 聖人と. S へど も 困知勉 

行 あり。 ひろく 施し 衆 をす く ふ 事 は、 堯舜 もこれ を やめり。 形 ある 者 は 勢の 不及 こと あれば 也。 洪水 天下に た V へ 

し 時は禹 外に 八 年 三度 其 門 を 過て 入 給 はす。 これら は 聖人の 上の 困知勉 行なり。 生 知 安行 は 仁 也。 學知利 行 は 知 也。 

困 知 勉行は 勇 也。 學く はしく 德 成就す るに 及て は 皆 君子 也。 其樂 一也。 或 問、 知 仁 勇 はー德 也。 しかる を わけて 云 
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は何ぞ や。 云、 しばらく つかさどる 所 あり、 たが ひに 賓主 をな す 也 

子 も. 好ュ學 d 孝 知！。 カバ t7 ハ近 乎 仁！。 知ぶ 恥.^ 近罕 勇- 1-。 

實に學 を 好 者 はま どひ を わき まへ 非 を さとりて 曰た に 明に 進む、 故に 知 に^し。 日々 に 善 をな してやまざる を カ行 

と 云、 善 積て 入德の 功と なる、 仁 は 全 德の名 也。 故に 仁に 近し。 柔弱の 者 も 恥の 心感 する 時 は大に ふる ひお こりて、 

一命 を も なげうつ； J と あり。 一文 不通の 人 下 愚 を 恥し く 思 ひて、 大に志 を はげまし， 世に かくれな き 文武 二道の 士 

と 成た る あり。 人に 存 する 者 は 恥 心より よき はなし。 故に 勇に 近し 

知， ルー 寸ハ斯 ノ三ノ 者 r 則チ知 ルレ 所 一一 以ヲ脩 h 身ヲ。 知ル寸 一 所 ニ以ヲ 脩？ レ 身ヲ。 則チ知 ルレ 所-一 以マ治 r 人 マ。 

知ル寸 i 所 二 以ヲ治 f レ人 ヲ。 則チ知 1 所 ミ以ヲ 治 一 11K 下國家 ー矣。 

好學 カ行 知 恥の 三の 者 を 知 は 吾 身 を 脩る 道 を 知 也。 吾と 人と 同心 同德 なれば 吾 身の 脩た るに 人 感化し、 且德 ある.^ 

のい ふこと はよ くきく もの なれば 人 を 治むべし。 家！； 天下 は 人の 多 也。 故に 天下 國{ 糸 を 治むべし。 德の 流行す る こ 

とは傳 馬に て ふれ をく るよりも すみやか 也と いへ る 感化 本 ある 道理 也。 天下の 人 同心 同德 なり。 故に 善に 感じ やす 

し、 德 なき 善に は 人 感ぜざる ものな り 〔0?) 本 ハコ； 上 セズ 3 
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凡爲笑 T 國家 ir- 九經？ 曰 脩 ^也。 尊 S ヲ也親 ュ親ヲ 也。 敬；) 大臣 1 也。 體蒙臣 一也。 

子 庶民 T 也。 來；) 百 HT 也。 柔っ, 遠 人 一也。 懷， r 諸侯 一也。 

經は常 也。 天下 古今 易べ からざる 道 也。 故に 九經と 云。 九 經の本 は 天子 諸侯の 身に あり。 故に 修身 を始 とす。 修身 

の 師は資 也。 昔の 明君 は 賢者 あれば 臣 とせす して 尊敬し 給へ り。 いにしへの 賢聖を 尊ぶ も 同じ。 君 眞實に 道 を 思 ひ 

給 ふ 心 あれば、 天 必賢師 を あたへ 給 ふ 者 也。 县の六 畫五を 君 位と して 上 九 上 六 を師の 位と し、 の 十三 絲ニ を宫と 

して 一 を 上に 置た る、 皆 尊 師の象 也。 天理の 自然な り。 君の み 上位 をき はめて 師を 得ざる は 天理に したが はざる 也。 

故に 長久なら す。 親々 はした しき を 親しむ 也。 是本 孝心に 出たり。 親 先祖の 愛する 所 を 愛する 也。 しかれ ども 其 人 

にも あらぬ 者に 親類と て 位祿を あた ふれば 後悔 あり。 其 身 も 亡る もの 也 0 其 人なら ぬに は 金銀 衣服 等 を あたへ て、 

一 身の 樂を 得せし めて 可也。 敬 大臣 は位祿 重く 諸臣の 上に 置て 禮 儀う やくしき 也。 大臣 を 賢 〔〇( ィ ¥2?1 テ f  e ァリ J 

人に して 臣の禮 にかな ふやう に 敬すべし 0 凡夫に して 敬 すれば 國 天下に も 害 あり、 終に は 大臣 も 亡る 者 也。 賞罸威 

刑の 權を かし 預るは 凡夫に して 敬す る 也。 ひとり 父母の み 性 命に つか ふるに あらす、 五倫と もに 同じ。 體羣臣 は， 

臣を 君の 手足の ごとく 思 ふ 也。 子 庶民 は 農工 商の 庶民 は 上の 慈惠を 守る もの 也。 遠して 愚 也。 赤子 を 保が ごとくの 
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誠 あれば、 あたら ざれ 共不 遠、 樂る 君子 は 民の 父母な りと いへ り。 來百ェ は 農具 兵 具な ど、 ：^^.; 尺の 日用に 事 かけ ざ 

る やうに， 諸 職人 を まねき、 其 所に も 出来る やうに する 也。 人の 奢 を 生じ， 闕郡を せ べき もの は、 其始に 吟味し， 

其 職 を かふる やうに する 也。 秀吉の 時 たばこ を吉利 支丹國 より 渡したり。 秀吉道 を 知 給 はて、 n;. く 禁じて なくし 給 

べし。 大 なる 國 郡の 费也。 今 は 賢 君 出 給 ひても 禁 する じと 成が たき 勢 也。 たばこの 諸道 具に か、 りて 魔 業と する 者 

多ければ、 此^ 共の かたづきなくて は、 俄に 制 禁も成 まじく、 たばこ を 作る 者 も、 是を やめて 他の物 をう へて は 得分 

すくなく 成て、 渡世 成が たき 者 あり。 かくの ごとく 成來て は、 あしき 事と 知ても、 急に は， じ 難し。 かやう のた ぐ 

ひ 世に 多し。 君子 は 知 明かに て、 物の 始て微 なる 時に、 善 は 長し 惡 はやむ る 故に 無事 也。 かやう の^に も 業 を はじ 

め統を たれて *  二三 代 も か、 りて， いつ ともなく 善 惡入か はり、 迷惑す る 者 なきやう にか はるを 善政と 云 也。 ^の 

fi; 志 天に かなへば， 代 を m ねて 賢 君 出 給 ふ 者 也。 柔遠人 は 旅行の 者 商人な ど、 何 國に往 て も；^? なく、  tti 來迷感 せ 

ざる やうに 政 近 ある 也。 懐 諸侯 は 園 郡の 、王 をば 天子の 兄弟の ごとくして 親み 給 ひ， 上洛の 送りむ かへ、 おや t の ごと 

くし 給 ふ 也。 國郡を 以て 一 人 を たのしま しむる にあら す、 一 人 を 以て 國郡を 治しむ る 義也。 多の 人民 を あ づけ 給へ 

ば、 备共心 をよ く 知て、 過た る を を さへ、 不 及を敎 へ、 天子と 同心 同德 なる を 懐に するとい へり。 . ^づ くると よみ 

て も よりな づく意 なれば よし  - 

^ルォ i 身， 則" 道 立 S 尊 さ i 賢- -則" 不， 惑 トハ。 親 トス ル ォ i 親ヲ 則" 諸 父 見 弟不， 怨"、 。 敬 • -ル寸 (I 大臣 T 

则不. 旺さ 一一で ノ オハ 羣臣 r 則 チ士ノ 之 報 鱧 重シ。 子 rr ル オハ 庶 一。 則チ 百姓 勸，^ つ」 來 r 一寸 ハ： 白 エ^ 
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則 チ財用 足 S 柔， ル, オハ 遠 人 1 則チ 四方 歸スレ 之 S 懷 ri ル オハ 諸侯 T。 則チ 天下 畏ル， 之 S 

道 吾 身に 行 はれて 天下の 本 立と き は 人民の 儀 則と なる 也。 賢 を 賢と して 尊敬す る 時 は、 我に 道 あるの みならす、 天 

下の 人民 もよ る 所 を 知て. まど はす。 上 異端 を 好み、 左 道 を 信じ 給へば、 天下の 人心 まど ひて 造化 を あやまる 者 也。 諸 

父 は 諸侯 天子と い へど も、 伯父 叔父 庶兄 など 有 を 云。 昆 弟の 中に 甥い と； 0 など を かねてい へり。 諸 父 昆弟皆 臣下な 

るに. 本の 親み を 忘れ 給 はねば、 かたじけなく 思 ふの みならす、 公 食 卿大夫 士庶 人まで も これに 感化して、 親 を^と 

する 道 を しれば、 天下の 諸 父昆弟 うらみざる 也。 大臣 〔g 下 i ァリ〕 は 家 と共にお こり、 1： 家と 共に 亡びん こと を 思 

ふ 者 なれば、 一時の 欉勢 にあ づ からす。 おとなしくて 諸宫 のうしろ みし、 諫言 を 以て 任と する 者 也。 故に 君 其 篤實を 

重 じ 給 ひ、 諧 其 賢 を 敬す。 其 身 私な くして 身を國 家に 奉す。 故に 上下 内外へ だて まど ふこと なし。 〔os5 卡 (イ )ハ を 

资 とし 敬せ しむる とき は 大臣 も 恥て；； 4 なし。 小 臣の讒 しへ だつ る 事 もな し。 故- 1 眩 迷す る 事な B0 諸臣を 手足の 如く 愛しし 

たがへ 袷へば、 諸 士君を 元首の ごとく 思 ふ 也。 首に 物 あたれば 思 はす しらす 手 を 捨て ふせぎ、 物 を 見て 欲すれば、 

足の ゆく がごと し。 全 鉢 君に 奉る は報禮 重き 也。 庶民 は 子と しめぐ み 給 誠に 感じ、 上の 欽に したが ひ 善に す&む 也。 

利 其 利 樂其樂 こと 其 中に あり。 農工 商み な 功 を 通じ 事 を 易て 共に 生 をと ぐる 者 也。 一 も かけて は 日用の 事と、 の ほ 

ら す。 故に 事の かけざる 様に 諸 職人 を 置 也。 來 すは國 所に より 得た る 事と 得ぬ 事 あれば、 たが ひに 相 来す 也。 後 は 

其 所々 に 上手 出来る もの 也。 旅人 商人の 往来す るに 關 所の なやみな く， 盗賊の 氣遣 なく、 有無 を 通じて 常の 利 有と 

き は 四方 帝土に 歸 する 也。 必 しも 帝土へ ゆき 歸す るに あらす。 利 其 利 こと を かたじけなく おも ひて、 心の 帝土に 歸 
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するな り。 商の 利 は 自然の 勢 ありて 商 あみす る こと あた はす。 もし 財 用の 權 商の 手に くだりて、 天下の 利 を あみす 

ると き は、 士 貧乏して 民 困窮す る もの 也。 商も大 商の み 諸 と 富を爭 て、 常の ェ商は 却て 利ゥ すくなる；^ 也。 天下 

の 政 は 此勢を 知 こと 肝耍 也。 この 勢 を しら ざれば、 後 は 天子 諸侯 共に 財 用 不足して、 ^天下 i や； 虚 する もの 也。 又 天 

下の ェ 商の 餘に 帝土へ 多くつ ど ふも惡 し。 帝土に 奢 を 極て 諸圃 の潤澤 をから すに よりて 也。 たビ^^のかけぬ^£にょ 

四方 C.O 

き 程 あるな り。 天下の 諸俟 天子と 同心 同德 にて よく 和 すれば、 四海の 外まで も 長れ て 来朝す。 此 天下 は 中 國の外 鬼 

夷 南 蠻 西 戎北狄 を さす 也。  I 

齊明盛 服。 非 レゅ 鱧-一 不. 動。 所， 一 以ナリ 脩？ レ身ヲ 也。 去： 讒ヲ 遠い 色 ヲ。 賤 メレ 貨ヲ而 貴. 德ヲ。 所 二 以ナリ 

勸ー &r 也」 尊， ？>r 位 T。 重 っ祿 T。 同， 1 ハ せつ 好 惡ー。 所， I 以ナリ 勸？. 親… 「H®3 也。 官 

盛-一任 使ス ルハ。 所 一一 ー以" リ勸 ，1 大臣 一也。 忠信 重 祿ハ。 所 M 以ナ リ勸 て士ヲ 也。 時-一 使ィ 薄- -二歛 も 所， I 

以 ナリ勸 一. 百姓 ヲ也。 日-一省 "、月-一 試ミ。 旣 禀禰ユ 事-一。 所 一一 以ナ" 勸 百 ェヲ 也。 途： 往ノ迎 i 來ク。 

嘉 Mn? 而 #1 ハ 不能 r 所 二 以"" 柔 逸人？ 也。 繼 r ー絕 タ^ 世 T 。擧 (「一 廢"" 國 r 治. 1 亂マ持 ^ 危，。 朝 

聘以に 時ゾ。 厚 フズ任 マ而薄 フス ュ來 ヲ。 所 一一 以ナ リ懷 ーース ルレ 諸侯 ヲ也。 

齊明^ 服非禮 不動 所以 條身 也。 齊明は 思 邪な く、 胸中 淸 明なる を 云。 心 は 身の 主 なれば、 心 正しき 時 は 身 をの づか ら 

正し。 俯 身の 本 也。 盛 服 は禮服 也。 外 を 正しくして 邪 を ふせぎ 內を 助る 也。 人道 は禮儀 文^ 衣服に あら はれて 風俗 

S  二 六 
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美 也。 法式 定 りて 奢る こと あた はす。 禮は理 也。 道理に あら ざれば 不動 也 〇 去； i は必 しも 護人 を 放流せ ざれ 共， 上 

明かに して 威 あれば 虚說 造言 出る 所な し。 去た ると 同事 也。 遠 色は必 しも 人 を さくる にあら す、 好色の 心なき 也 0 上 

たる 人 色 を 好む 時 は £鎵 より 讒言 もい り、 叉 好色の 心に たよりて 小人 取 入な どして 乱 根 生す る もの 也。 君 上 讒を信 

じ 色 を 近くる とき は 賢者 其 朝に 立が たし。 君子 は 小人の あだなら ね ども、 小人み づ から あだと し， いみに くみて 讒言 

ちまたに みつる こと あり。 故に 明君の 議を さり、 色 を 遠 ざく る は 賢 をす、 むる 道 也 0 曾 子の 賢と 母の 信 を 以てさへ 

三度 すれば おどろく 事 あり。 故に 虚說 造言 多ければ まど ふ 者 也。 賤貨は 人君 金銀 珠玉 珍 器 等 をた からと しもて あそ 

ばる &は妖 也と いへ り。 貸 は 民の 爲の たから 也。 民の 爲の たから は 五穀 也。 金銀 錢は 五穀 を 助た る 者 也。 五穀に 次 

たり。 しかるに 金銀 をお もくして 五穀 を かろくす る 時 は あしき 事 多し。 飢饉の 年に 金銀 は 食と ならす、 異國の 兵難 

にも 多く 用る もの は 五穀 也。 賤貨 とてな げすつ る やうに する に は あらす。 五穀 下にみ ちくて 天下の 用達す るを賤 

すと 云 也。 民の 字 を 御た からと なませ たり。 民の みならす、 多き 物 天下の たからと 成 もの 也。 魚に て は 鰯 也。 むか 

しの 粟 遣此法 也。 粟 は 籾の 事 也。 金銀 をた からと して 天下の 用 を 達する 時 は、 五穀 次第に すくなく 成、 商 富て 士貧 

しく、 民 困窮す る もの 也。 是財 用の 權 商の 手に あれば なり。 庶人 はい やしき 者 なれ ども、 民 を 治る 道 は 君に あり、 君 

子 有德を 尊て 貨財 を賤 すれ ども、 財 用 を 制する 權は 上に あり、 國 天下の 政 は 財 用の 心得 大事 なれば 也。 貴德 は有德 

の 人 を 尊ぶ 也。 天下 國 家の 爲には 善人 程の たから はなし。 賢者 朝に 立と きは國 ゆたかに、 天下 長久 なれば なり。 〇 

尊 其 位 は 一向の 凡人に 高位 を與 るに あらす、 其 分に 應 じて 尊す る 也。 天爵 人爵 相 腔の 道理 なれば- 有， おの 君 は 私な 
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し。 武王周 公の 先祖に 謚号 ありし も、 え 王王季 大王まで にて、 それより 前 は 其 ま、 諸侯の 法に て 祭祀ば かり 天子の 

fl 水 を 用 ひ 給 ひしに て 知べ し。 或 問、 舜の弟 は惡人 也。 有 庳に封 じ 給 ひし は， 其 人たら ね ども 尊す るに 非 や * 孟子 

の 言と 相違の 如し。 云、 舜は堯 の 讓を受 て 堯の先 を 先と し 給へば、 舜の父 死して 祭主た るべき は 象 也。 舜も象 を 助 

て 祭 給 ふべ し。 故に 舜 の 父母 先祖の ために 有 庳に封 じ 給 ふべ し。 舜 より 代官 をつ か. はして 有库を 治め 袷へば、 象 は 

1 國の 碌 を受 るの み 也。 重祿は 公侯 伯 子 男の 事に あらす。 祿と あるに て！； 郡に あらざる XJ と を 知べ し。 しかれ ども 

其 人なら ば！ S 郡 を も あた ふべ し。 ft と 云 は 今の 扶持 方の ごとし。 同好 惡は諸 親類 を界 子の 心に しての 好惡 也" ； 本 

より 幾 賢 なれば、 君と 同好 惡 にて 知べ し。 勸親々 は 親族 道理に 服し 善に 進む 也。 君に 近き を 以て 敢て 人に 不奢無 

膿 を 恥と するな り 〇 官盛任 使 は 万 の 用人 備て 大臣 は惣 つがね を 聞、 諸臣の 上に 座して ゆたか 也。 大臣の 才を HH ひ 

て、 さえ ム 、しき は 下い そが はしくなる もの 也。 大臣 は 才知 ありても 人に 先 だ、 す、 諸人の 才知 を 用 ひて 善なる をば 

していよ く 大 にし、 不及 をば 助て 善に いたらし め、 我分别 より 出た る 善 を も 君と いひ、 1^ 過 あれば 我不 £^ とい ひ、 

進て は 忠を盡 し、 退て は 過 を 捕 ひ、 誠 を 以て 大臣の 職分と する 也。 如此 大臣 は 君の 榴威 をう ば ふ 心なければ， 定た 

る 大法の 事 は 任 使して 小 臣の港 を 入ざる 時 は、 大臣 もい よ/、 忠に 進て 心 を？ _| す もの 也。 古人 云、 官盛は 共 天宫に 

當ては 君 前と いへ ども 不憚、 况ゃ 大臣 を や。 任使は大臣のみならす、諸宫其能に任使して其天質を^„^」さしむるなり0 

綠は 功に 報 ゆ. 故に 世 * する 也。 位 は 賢 を 尊 ふ、 故に 其宫擇 むべ し。 世 枘を授 る 時 は黨與 多くな りて、 威福ド に 移り、 

人 主 W 立して 助な し 〇 忠信 重 祿は誠 ありて 禮儀 正しく 大 やうなる 士を赏 して 祿を 直く し、 人の. M とすれば、 風俗 K:  く 
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成て 輕 薄なら す。 世 聞い そが はしから す。 いとま 多くて 文武の 道 in を つとむる もの 也。 利 發才覺 なる 者 は 忠信の.^ 

の 下に 付て 小事に 用 ひて 可也。 人 を 用る 事 あたれば、 天下の 士善 にす、 む 者 也 〇 時 使 薄歛は 農の 時 を さまたげす、 

年貢 を かろく 取な り。 宋ノ衡 陽王義 季誓テ 春 月-一 出テ 畋。 有 n 老父 1 被 _,ァ 苦" 而 耕さ 左右 斥レ 之， 6 老父， 曰。 盤 一 V 于遊败 -1 古 

人， 所 f 戒 t。 今 陽 和布 i ヲ。 一 曰不、 i 耕 サ民失 ？r 其， 時 70 奈何？ 以 i レ禽， 之樂 i 驅 n 付ケ. 一老 農 T 也。 義季止 曰。 

賢^ 也。 命^ n 之-食 マ 辭ぽ。 大王 不." i 奪 時 マ 則 境ウ之 民皆飽 f 一大 王， 之 食 _,-。 老夫 何.. 敢テ 獨受； 一 大王 壬 賜 T 

乎。 義季問 ri 其， 名 r 不 レ吿而 退ク。 むかし は 農兵に て 武士 民間に あり、 田 畠に も手傳 し、 山野に 狩し、 川澤 にすな ど 

りし、 風雨に あたりて 身 堅固な り。 軍陣に る 者 皆 一 在所の 者 なれば、 にげて 以來 面目なく、 主從敦 代の 恩義 あれば、 

五 人 七 人 つれた る 者 も 主人 を 見 はなさす、 其 身 つよく 下 人 思 ひ 付 たれば 、ことの 外つ よき 者 也。 こ の 故に 聖人 農兵 を 

ほひ 給へ り。 今の 馬 廻りな どい ふ もの、 如し。 軍役 農より 出し 故に 年貢 かろし。 昔 は 日本 も 農兵な りし 故に、 大方 

十分 一 の 年貢な りき。 農に 利 あれば 百姓 農業に す、 む 者 也。 後世 農と 兵と 二つに なりてより 年貢 多く とられ、 つか 

はる \事 もしげ くな りたり、 もはや 今 は 何とも 直しが たし。 業 を はじめ 統を たれ、 數代 を經て 自然に ならでは 本に は 

かへ りが たかるべし 〇 曰 省 月 試 旣禀稱 事- 旣寫は 今の 扶持 方な り。 百ェの 家業 をよ くつと めて 功 あるに は、 其 事 程に 

扶持 を まし、 すぐれざる にも 常の 扶持 をば 給 はるな り 0 或は 五日 十日に 一 度、 或は 一 一 一月に 一 度、 其つ とめ を こたり 

を考 へ、 屋を 作り 器物 を 作 も、 堅固 不 堅固 を 吟味す る 也。 故に 百 ェも心 まめに 家業 をよ くす る 也 〇 送 往迎來 は、 人 

を 出して をく りむ かへ せし むる にあら す。 天下の 旅人 往來 自由にして 氣づ かひな き をく りむ かへの 有が 如し。 
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叉^ は をく りむ かふる 道理 也。 川に のぞみて 渡らん とする 者に、 舟 を 出して むかへ をく らば、 淺 からぬ 事に おも ひ 

て よろこぶべし。 橋 を かけて をけば うれしき とも 不 思が ごとし。 聖賢の 代に は 旅行す る 者、 路銀 を もた で往來 せし 

なり。 所の 主より 旅人の まかな ひ を 出し 置て、 役人 をつ け， 馬 等まで かしたり。 其 代に は禮式 ありて、 人の 往来い そ 

が はしから す、 い たづら に 横行す る 者な かりし 故な り。 むかし 僧の 行跡よ くて 數 すくな かりし 時 は、 ー錢を ももた 

で諸國 修行し、 所々 にて 宿 を かし、 朝夕 を 養 ひて 通せし が 如し。 近世 は 出家 餘 多に 成て 作法 あしく， しかの みなら 

す、 人 を设審 などす る 者 も 僭の 中に 多ければ、 眞の 僭に も 宿 かしがた し。 かせ ども 宿料と るが 如し。 今の 風俗に て 

みれば、 此政は 成 まじき ことの やう 也。 喜善矜 不能 は、 四方より 帝土へ あつまる 者の、 よき をば 赏 美して いよく 

善を大 にし * よからぬ をば ひき 直し 敎 たつる 也。 文學 なで も 夷 中に て 書 まかせに ひろく 見て 達者なる は あれ ども、 

夷中擧 問に て 一 偏なる 所 あり。 帝土 は 四方の 名人 あつまる によりて、 四方の 中 を とりてよ き 者 也。 ことば づか ひさ 

へ 都の 士は いづく ともさ だまらす、 一 偏なら でよ き 者 也。 諸藝亦 如此、 取 分 文 學は數 百歲數 人の 手を經 て、 ひとつ 

くも. 5- に 叶た るよ き 事 をい へる が、 あつまりて いっとな く 護なら へり。 故に 京學は 書に はさの み ひろから でも、 偏 

屈に なく ひろき 所 あり。 又 一 人に も 善と 不能と あるな り。 少 すぐれたる 事 ある 者 は、 一 生に 一 度 帝土へ と 志して 來 

る 也。 帝土に も 天下の 善 を あつめて 風俗うる はし。 昔 は 日本よりも 中 夏の 都に ゆきて 物 を 習 ひし 也。 遠 人 をめ ぐみ 

や はらぐ る 政 ありし 故な り 〇 繼結 世舉廢 1： は、 子孫な く 成て 祭た え、 又 あれ どもお ちぶれ て、 共 人 ともなき を 箱 世と 

云。 國 郡の 主の 子孫なくて 絶たり とも、 同姓 を たづね、 ゆかり を 求て、 祭 を あげし むる を 繼と云 也。 子孫 ありながら、 
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國郡を 失 ひ、 流浪して あらん をば よび 出し、 先祖の 國郡を あたへ て、 代々 の 家來を 扶持せ しめ 祭 をな さしむ る を、 

暖國を 擧と云 也。 治乱 持危は 家中に ロ說 など 出 來て國 乱れん とし、 子孫 不覺 悟に て 家 を 失 はんとす る ごとき こと 出 

來 れぱ、 天子より よき 人 をつ か はし 耠 ひて、 ロ說を しづめ 無事にな し、 惡人 あらば 其 者ば かり を刑罸 して、 跡 をよ 

くし、 子孫 不覺 ならば、 敎 化して 覺悟を 直さし め、 不改 をば 隱 居させ、 先祖の 子孫の 中に て、 よからん を えらびて 

家 を 立、 上下 共に 師 とすべき よき 人 をつ か はして 道 學を敎 へ、 風俗 をよ くし 給 ふ 也。 朝聘以 時、 朝 は 諸侯 帝土に 來 

て 天子に まみ ゆる を 云、 五 年に j 度 也。 聘は 年に 一 度 大夫を 使と し、 三年に 一 度 卿 を 使と して 天子に 土産 を さ 、ぐ 

る 也。 定敫の 外に はへ つら ひて 使者 土 產等を 奉る こと あた はす。 往来の 路次も 1 日に 幾 里と 大數定 りて 急ぐ 事 あた 

はす。 風雨 等の さはり 有て 遲きは 何程 にても くるしから す、 一 日 も定數 より 早き をい ましむ る 也。 故に 道中い そが 

はしから す、 往来 すくなく、 諸國 しづか 也。 時 を 以てする 故 也。 日本 王 代の 時 は、 三年に 一 度の 上洛と い へり。 小 

國 にて 近き 故 也。 京に 三十日より 多 は 居 ざり し 也。 尤人 じちな し。 德 治の 遣 風 也。 厚往 薄來、 諸侯よりの 土產 はか 

ろく、 歸國の 時に 天子よりの たまもの は 多し。 近代 諸 大名の 土産よりも 御 暇の 時に、 大樹より たまもの 多き も、 此 

渡 風なる べし。 或 問、 天子 幾 內の地 は 帝土の 臣に たま はる 所 多し。 如此 天下の 諸侯に 厚く 給 はり 薄く 受給 は マ、 何 

を 以て か 万事と、 の ほり 侍るべき や。 云、 これ は 往來の 鱧 用なる 故に、 臣の 奉る より は 君の たまもの 重し。 諸 ^ispH 

在國 して 帝土に つとめざる 故に、 定れる 貢 を 奉つ る 也。 貢に は返禮 なし。 かろき 貢 にても 天下 を 合せて は 犬なる 事 

也。 上に 異なる 驕だ になければ、 諸國 にめ ぐみ 給 はる 用 はたれ り。 むかし 奥州の 秃衡、 平家に 不隨 して 在國 せし か 
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、 ども、 天子に 奉る 貢 は、 练年 黄金 を傳 へて 京都に さ、 げたり。 頼 朝に もした が は ざり しかば 右の 如し。 "だいにし へ 

の 風 也。 武家の 代と 成て はな，； d 倉久 敷て 圃 m 多く 费す 故に、 諸 疾の貢 やみたり。 貢 を さ V げて 在阈 する こと は、 讅 

fe< も 天下 主も大 によき Ki 也。 士 おも 是 によりて 武士 百姓 共に ゆたか 也。 懐 諸侯 は、 此方に 心 ありて なづ くるに あら 

す、 諸侯より 德 をした ひて なづく 也。 淡に すると 讀て、 同心 同 德の意 也。 なづ くこと 其 中に あり 上 ナクテ r 此 

$t の 解九遂 0 考- 一見え たり， T まリ i 注ァリ 「官盛 ハ其天 官-ー 赏テ ハ^ 前 トイへ ハ 、カラス。 况ャ 大臣 ハ其 官職 一-私 ナキ 鹿ヲ" 

使スル 也。 ，功-一報 ュ故 i 々スル 也。 位ハ資 ヲず。 故-一 其 官櫸. ヘシ。 世柄 ヲ授ル トキ、 i 與ヲ、 クナ リテ、 ゅ麟 下-移 

リ、 入 主 孤立 シテ助 ナシ」 トァリ W 

凡ソ爲 1 天下 國家 一有 r 一九 經. I 所 ニ以バ 仃ブ之 ヲ者ム 一 ナ" 也。 

九 經ハ數 多む つかしき やう なれ 共、 民の 父母た る 誠 一 あれ ぱ、 やめん とすれ ども やめられす、 かたき ことに あらす 

〇 (ィ) 此 m- 一  テ上ノ 終 トス; 3 

凡ゾ事 豫ス. 5 則 i.^。 不 i 豫セ則 まス。 言 前-定ま 則ポレ 給..。 事前-定ま 則" 不レ 困。 行 

前- 定ネハ 則 不，^ カラ。 道 前定ル オハ 則 チ不レ 窮ラ。 

is  tcx.o 此段未 S の 中 を 立て 發 して 節に 當ろ. の 和 を 行 はんとす。 則 中庸の 工夫 也ァ 2 豫は未 發を禁 する の 翁 也。 情欲 念 思の 未 

發に をいて 邪 を ふせぎ、 誠を存 する を、 豫 なる 時 は 立と 云。 しから ざれば 心術廢 亡す る 也。 前に 定るは 心 常に^て 不 

 一  助、， お 見 ありて まど はす、 義 と共にし たが ひて 好惡 せす。 故に言っまづかす、^;^くるします、行ゎづらはしからす、近 


、  I ョ i 

變 通して き はまらざる 也。 前定は 一 心 を 云 也。 3?ぼ下？ス〕 叉豫は 天地人 自然の 理 也。 來夏 熟する 麥は 秋の 末 冬の 

初に これ をう へ、 私の 末に 熟する 米 は * 春た ね をつ け、 寒 氣の時 用る 綿 は、 春 夏の 溫氣 にこが ひし、 來 夏着す る 布 は 

秋 これ をお さむる たぐ ひ 也。 皆 豫の理 也。 類經- 一日。 不 W 治 一 一已-一 病 r 治 二 於 未 S マ。 不 S 一 一已-一 乱 1。 治-一 於ず 乱レ。 

ルラ 

不け治 r 一已-形 f タル，。 治 II 於 未 S 形 ハレ。 故-一 用 力 ヲ少" 而成ス ：功テ 多"。 以見 _1 其， 安" 不 f ，さ 心れ 危" 也。 夫 レ病已 一一 成 テ而， 後一 一 

サルヲ 

藥：^ 之 S 乱 已ュ成 テ而メ 後治ス 之。 譬バ 猶？^ 渴メ而 穿い 井" ノ。 鬪キ而 鑄 U 兵プ。 不二 亦タ晚 r 乎。 昔. ン扁 ifs 見？ 1 齊ノ桓 侯 一 曰。 君 在： 疾 

ゴ トシ 

在 n 勝理 一一。 不ュ 治メ將 1 深？ ミ。 後 五 曰 復見テ 云。 君 在い 疾在 n 血； Mr 不. ぶ治將 i 深 f ト。 叉 後 五曰復 タ見テ 云。 君 在レ疾 

在 n 觴胃， 間 一一。 不 レ治將 i 深。 而ル -ー桓 侯俱- ー不， 能 i 用ル， 。再" 後 五日 復タ 見。 扁鵠 け 顔 ヲ而退 キ走ル 。云。 疾之 居-一勝 理ー 一也。 

湯 尉 力 之 所ナ： 及フ 也。 在 ri 脉 s 石， 之 所ナ： 及 7 也。 在 i 胃 _ーー酒 驟ノ之 所 レ及也 。其， 在¥§ー  雖 n モ司命 T 無 f: 奈， 之 何 r モス ル， 

矣。 後 五日 桓侯疾 e 作ル。 使 re 人ヲ召 扁 n マ 而扁鹩 巳-一 去 S  侯遂- 一死 さ 故に 聖人 は 常に 意 を 未 病 未 乱の 先に 用 ゆ。 

是 故に 災禍 不侵。 身命 可レ 保と い へり。 今の 人 天災 地 夭 人禍勢 すでにき ざせ ども、 隱 しいみ ていふ 事 不能。 すでにお 

さむべからざる に 至て は、 善 者 あれ どもい かんと もす る 事な し。 病已に 成と き は、 扁鹊が 祌醫も 及べから ざるが 如 

し。 禍は 微に始 り、 危は 易に 因 こと を 知て、 かねて 是を ふせぐ は豫 なり。 行 まへ に 定るは 是非の 素 定には あらす。 

た マ戰陣 のみ 備を まう くるに あらす、 平生 皆備 あり。 水火の 難と い へども^^、て備なき時は、前後みだれて心ゃまし。 

故に 事皆備 ある を 行 前に 定 ると 云 也。 言外に 定るは 誠より よき はなし。 誠 ある 者 は 不言して もことの 埒は明 もの 也。 

誠な き 者 はよ くもの いふと い へど も、 心に はつ まづ くば かりなり。 この 故にの がれ 言葉 聞に 合な どい ひて 實 なし。 
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車 前に 定は 万事 時に 先立て 用意 すれば， 行當 りて くるしむ 事な し。 道 前に 定は日 新 成 德の心 術な り 

在 f 位？ 不." 獲 r, レ乎上 r 民不， 可； 1 得- 「而 治？ 矣。 獲 rr_ ギ上？ 有 i。 不レ， I 信 マ， 乎 朋友 r 

不レ獲 1 つ 乎 上！ 矣。 信， v__ 乎 朋友 一有り レ道。 不ぶ 順ナ； フー 乎 親 4 不， 信 M 乎 朋友 一类。 順 >v 乎 親 ス有リ 

レ道。 反 M 身 一不レ 一 誠 ァラ。 不 fe>v フ乎親 1) 〔。一 it ご矣。 誠 i 身-有， 道。 不レ 一 明 ％善ー。 不 

レ誠ヌ 乎 身？ 矣。 

此段は 序哥の 如し。 畢竞 善に 明かに して 身に 誠 あるの 心 法 をい はん 爲也。 人 多 は 誠の 不 立と 眞志 のな きこと を «<s と 

す。 問學 によりて 善に 明か なれば、 誠 は ひとり 立 也。 明かに 見 付た る 所 則眞志 也。 下位 は 民間 居トの 下位に あらす。 

本より 政に ぁづ かるべき 職に 居 人 也。 君に 對 して 下位と いへ り。 君 は 諸宫の 賢な らんこと を 欲すれ ども、 賢な けれ 

ば 上に 得られす。 己が 不德 ゆへ 君の 命せ ざる 事 をば 不知して、 君 我 を 不用と いへ り。 たと ひ 用たり とも、 不德 にて は 

治べ からす。 民 を 治むべき 職に 居て 不治 は 罪な り。 實に 君に も 得られ 民 を も 治むべき 人 は 朋友に 信 あり、 朋友た の 

もしき 人と 思 ふ 也。 一等の 人 あり、 朋友に はたの もし だて すれ 共、 名利の 心より すれば、 畢党 はたの まれす。 親に 

孝に 兄弟 むつまじく、 伯父 甥い とこす ベ て 1 類に 順にて 朋友に も 信 あらば まことの 人なる べし。 又 一 等の 人 あり、 

類 思 ひ はよ けれども、 朋-义 家人に よからざる あり。 善に 明かなら す、 身不修 ゆへ なり。 身に 誠 ある 人 は R 倫 共に よ 

し。 又 一等の 人 あり、 生 付 律儀なる は 身に 誠 ある 様 なれ 共、 問舉 なく、 善に 明かなら ざれば. ^儀 も かたくな しき 
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所 あり。 天理の 誠 は 明德の 明かなる 中に あり 

誠ハ 者。 天ノ之 道.^ り 也。 之 者。 人 ノ之道 t 也。 誠ハ 者。 不 メレ 勉.' 而 中リ。 不 ¥5 ハ而 得。 從 

容 トメ 中ル i 道-聖人 ナリ 也。 誠-一 i 之-一 者。 擇 ST 而固ゾ 執さヲ 者； リ也。 

天道 は 至誠 也。 故に 自然にして 無心 無欲 也。 人 は 有心 有 欲 也。 故に 自然に 合せん と 欲す。 つとめす して 理 にあた 

り、 思 はすして 中 を 得る 者 は 誠より 明かなる 聖人 也。 生 知 安行 天と 一 鉢なる 故に、 從容 として 道に あたる 也。 聖人 

以下 はこれ を 誠にす る受 用 あり。 擇善は 曰々 に 新に する 工夫 也。 今日は 昨日の 我に まさる 意 也。 善に 二 はな けれど 

も、 問學の 功に よりて、 日々 に 新なる は、 鏡 をと ぎて よく 物 をう つし、 刀 をと ぎて 眞. の 金色 を 出し、 玉 をみ がきて 

光明 溫 潤の 德色 あら はるん がごと し。 固執 は 善 を 行の 功つ もりて 德を なし 身に 固有す るな り 

博ク學^^.^。 審-- 問， 之. -。 慎テ思 ^ 之.^。 明- -辨 i 之ヲ。 篤ク行^^ヲ。 

博學 は諸藝 にわたり 諸 書 をみ るに あらす。 そこまでと 期し、 是 までと かぎる はせば き 也 0 是 にき はまりた ると 云 も 

せば き 也。 た ひろく 益 をと る を 博 學と云 也。 今の 万 卷の書 は 昔 はな かりし なり。 古人の 學 は六藝 也。 書 〔0( ィ) 物ァ 

は 易 詩 書な り。 審問 は 行て ゆきが たき 事、 工夫 受 用して 通ぜ ざる 事、 心に うたが はしき 事 を 先覺に たづね、 同學 

に 講習 議論す る 也。 工夫 受 用せ すして、 口に まかせ 書面 をみ て 問 はく どく 問 とても 審問に あらす。 人の 心に も 感ぜ 

ざれば 至誠の 答 もな し。 見ざる 所に 愼は誠 を 思 也。 道 德を講 明し、 經傳 を熟讀 する は 明 辨の耍 なり。 古人の 朋友と 
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交 をた ち、 妻 を まな どせ しも， 徴少の 事に よせたり し は、 己お となげ なき 罪 を 負て、 友 は 人と 交 はらしめ、 ^は 又 

嫁せ しめんと す。 不義 は 己 一 人知て 人知 ことなし。 篤行の 一端 也。 善 を 行て 人に しられん こと を 欲せす、 德を なす 

に歸 する は 篤行の 耍 なり 

有" レ卯 1  ム 學ヒ。 學 一は 之ヲ弗 M 能." 弗， 措 也。 有^^ルぃ問ハ。 問 一け 之弗レ i 知 ヲ弗レ 措 力 也。 有リ レ弗パ 思ハ。 

思 レフ 之 7 弗 レゅ得 弗 4r 也。 有 リレ弗 ルぃ辨 へ。 辨-け 之 ヲ弗レ ゆ 明 ナラ弗 4r 也。 有 1 弗ル I 行ハ。 行- マ。 

弗 ユ篤タ 7 弗 ，措カ 也。 人 一 ヒ能 之 S 己 百：^ 之ヲ。 人 十 t 能ヾ 之る 己レ 千ス， 之ヲ。 

此段を あしく 心得れば いらざる ことに 勞 する 者 あり。 君子 多な らん や、 多なら すと 孔子 ものた まへ り。 君子 道に ffi 

する 事 三 あり、 其 他の 事 は 有司 存 すと 曾 子 もい へり。 不學 して 不叶事 あれば、 これ を學で 用の 達する Si に 能す る 也。 

不通 こと あれば これ を 問て 知 也。 工夫 受用 せざる こと あれば、 思て 自得 を 期す る 也。 此思は 精微を 1^ す 也。 これ 狂 

もよ く 思へば 聖 となる の 思 也。 心の 宫也。 世 聞の 思案す る ごときの 思に は あらす、 終日 終夜 思へ 共益な し、 ^ぶに 

はしか じ、 と 孔子 ものた まへ り。 心を勞 して 無用の 思 多し、 かやう の 儀 わき まふべき 事 肝要 也。 よく わき まへ て 明 

かなれば むつ かしき 事な し。 行 は 孝悌 忠 IIIE の 行 也。 人の 爲 にせす、 名利の 爲 にせす、 自己の 明德を 明かに する 受 S 

なれば、 獨 知を愼 て、 うらおもて かげひなたな きを 篤行と 云 也。 つもれ は德 行と なる 也。 不， 急不， 懈 修身の 受^と 

して 十倍 百倍の 功 を 積な り  . 


、  、  ー纖 
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果ズ 能； r ハ此， 道 T 矣。 雖.. ぺ愚 ナリト 必ス明 ナリ。 雖ズ 柔ナリ ト必ズ 强シ。 

是聖舉 心 法 氣質變 化の 至 也。 明强は 本心の 德也。 愚 柔は氣 質 を 本と して 習のお ほ はれ あり。 學て 明かなる 時 はお ほ 

はれ 除き、 厚く 行て 德を積 時 は、 愚柔の 小人 化して 明 強の 君子と なる 也。 〔o?) 下 ナシ〕 鴻 化して 鹰 となる が 如し。 〔025〕 

聖舉の 極 功也。 學問 修行の つもりな り 

自" 誠 明.^; |ー7ー 之ヲ性 t。 自 I 明 t 誠 アル 謂 一 1 之" 敎. r 誠 アル オハ 則" 明.^ リ矣。 明.' ル オハ 則" 誠ァ リ矣。 

誠より 明かなる は 天道 也。 日月 は貞 明なる もの 也と いへ り。 聖人の 生ながら にして 知ノ女 じて 行 ひ、 從容 として 道 

にあた る は 誠より 明か 也。 人生れ て靜 なる は 天の 性 也。 靜は 無欲 也。 動靜の 類に あらす。 大人 は 赤子の 心を不 失、 

赤子の 心 は 誠 也。 故に 子 生れて 百日より €： なる 家へ は 忍の 盜人 入が たし。 子 啼て家 3： の 者い ねざる 故 也。 これ 感通 

あれば 也。 誠より 明かなる の 一端 を 云 也。 赤子の 時 は 聖凡相 近し、 聖人 は氣淸 明に 質 正直 なれば、 後 来の 習染 こと 

あた はす、 凡人 は氣 濁り、 質 偏なる 故に 染 易し、 成人に 隨て 天性の 誠 あるが 如くな きが 如し。 しかれ ども 人心の 靈 

亡びざる 所 あり。 聖人 其靈 所より 敎て道 をし らしめ、 本然の 誠にいた らしむ。 誠 明 は 本心の 二 德也。 誠 なれば 明か 

也。 明か なれば 誠 あり 

唯 天下， 至誠。 爲 一二 能ク盡 ース 一 「ヲ 其ノ性 T。 能， ノ盡 ，1 其ノ性 T 。則チ 能 盡- 一人 ノ之性 一。 能 ク盡ー  1 人， 之 

性 一。 則チ 能ク盡 r, 物^ 性 r 能 ク盡； V. 物 ノ之性 T。 則- ぜ 1,1 以テ贊 r 矢 地 壬 化育， 1。 可 S オハ 以テ贊 r- 
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天地 ノ之 化育 一 。則チ 可， ー以- ァ與レ 天地 參ー ル矣。 

至誠 至 德至道 は 聖人の 德を稱 す。 其 中 至誠 は 天道 を 云 ことお ほし。 聖人の 天と 同德 なる は 至誠 也。 其 性 は 人の 性 

也。 聖人 は 何人 なれば 人の 人た る 人 也。 人の 人た る 所 を 十分 盡 したる を 性 を^と 云り。 仁 は 人 也の 意 也。 それ 人 は 

五行の 秀氣 也。 神明の 舍也。 天地の 德 なり。 故に 人の 人た る 人 は、 天地と 其德を 合する 也。 此人 天下に おた る 時 は、 

天下の 人の 性 を盡す 也。 堯舜の 民は屋 をなら ベて 善人 也と いへ る是 也。 万物 は 各 其 生 をと ぐる を、 物の 性 を！^ すと 

云 也。 万物 は 生 これ を 性と する もの 也。 物の 性 を盡す こと は 天地の 造化 をた すけて、 天地人と ならび 立に よりて 也。 

參は三 也。 天道 は 本 至善 なれ 共、 人道 乱れて 化 を さまた ぐる 故に、 不正の 氣 生じて、 風雨 時なら す、 この 故に 物の 性 

盡す 事を不 得。 天地 は 人 を 以て 心と すと いへ り。 人心 あしければ 身の 行 あし、。 身の 行 あしければ、 向 人 も あしく、 

用る もの も费 多が ごとし、 心 一 度た しければ、 身の 行よ し 0 身の 行よ ければ. 交る 人 もよ し。 物 を 用る こ とも 可 

にあた る 也。 匹夫 だに 如此、 况ゃ 人君 德 あらば 其 化の 大 なること 可 知 

其 ノ次ハ 致ス， 曲ヲ。 曲スレ ハ能ケ 有： 誠。 誠. -寸ハ 則チ形 ァリ。 形 アル ま 則チ 著さ 著さ ハ則チ 明 ナ 明 ナルズ 

則鍤ク C  ハ則 チ變さ 變 i ハ則チ 化 ス。 唯 天下，. 至誠 爲， 能ク化 r「s  , 

»s  (ィ) 

其 次 は 大賢 以下 平 人まで 通じてい へり。 曲 は 一 偏 也と いへ り。 常人の 性 を 云 也。 たと へば 草木の 土中より 生す る 

が、 物に を さ へられて まがりて 生す るが ごとし。 凡人と いへ ども 天道の 至誠 を 性と して 生れた る^ なれば， 誠 あらす 
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と 云 事な し。 しかれ ども 氣 質の 偏習染 のけ がれ 人欲 等に を さ へられて 直に は 不發、 是を 曲と 云。 天 を 根と して 生々 

やまざるの 性 なれば、 曲 中に もよ く 誠 あり。 洪範に 木に 曲直 をい へり。 物の 生す る は 草木より 生す る はなし。 米麥 

は 直に 生じて 直に 達す。 聖人 大賢の 生の ごとし。 其 外の 草木の 生じ 出る 處多は 屈し 曲て 生す る 者 也。 凡人の 人欲 を 

去、 習 を 除き、 氣 質に ひかれす して、 曲 中の 誠 をいた す 時 は、 其 實內に 積て 德を なせり。 此形は 形 色の 形に あらす、 

赏德 成就 かたち 有が 如し。 中に 有と きは必 外に 形る。 形 は 誠の 身に あら はる、 を 云 也。 身に 形る、 時は必 物に 著 

る。 S?) 著ハ ァリ〕 誠の 物に あら はる、 を 云 也。 故に 形 則 著と 云 也。 誠 著に 至て 內外洞 徹す。 淸明 身に あり。 故に 著 

則 明と 云り。 明なる とき は 衆 を 動す こと あり。 故 明 M 動と 云り。 動と き は 風 を 移し 俗 を 易。 故に 動則變 とい へり。 

變 するとき は 汗 を 革て 淸 とし、 暴 を 革て 良と す。 化して 後は迹 なし。 形 著明に 虚 見に あらす、 誠 明 相す、 む。 故に 感 

動變 化する 也。 曲 中の 誠 は 泉の 土中に 在が ごとし。 土 を 開て 初て ながる、 は 曲 をいた すが 如し。 ひき- - にっきて や 

まざれば、 終に 四海に 達する は、 形 著明 變 化の 如し。 變 化に 至て は 聖人 大賢 也。 此人 上に 在 時 は、 天下の 風俗 を變化 

す。 人心 誠 ある 故 也〕 又 曲 は 屯の 意 也。 物の 勾萠 してい まだ 不舒を 屯と 云。 玉み が、 ざれば 器と ならす、 人 學びざ 

れば道 を しらす。 、ひ 誠 ありと い へど も 道 を 不學、 德を しら ざれば、 玉の みがかす して 石 中に あるが 如く、 物の 勾萠 

してい まだの びざる が 如し。 又 世の 多難に してい まだ 泰 からざる を も 屯と. S へり。 人た ま 道を學 ぶと い へど も、 

人欲に へだてられ、 習染に ひかされ、 氣 質の 偏にお ほ はれて 德に 入が たし。 入て 先王の 道 を 欲し、 出て 富貴 を 欲し、 

二の 物 胸中に 戰て やすから す、 多難 ある 也。 又 曲 は 蒙の 意 も 有。 蒙 は昏眛 にあら す、 純一に してい まだ 發 せざる の 

中庸 小 解 下  S 五 
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義也 とい へり。 山 下の 出 泉 は 一： 豕也。 共本靜 にして 淸し、 水の 源 也。 君子 これに 法て 行 を 梁し、 其 德を養 ふ。 水 行て 

やます、 終に 海に 達す。 故に 果 すと 云。 山 止て よく 草木 を 生す、 雲 を 出し 雨 をな し、 山渾； 1^ を 通して 流 川 あり、 よ 

く 万物 を 養 ふ。 故に 育す と 云。 純一 未 發の蒙 贞以養 之と き は 自然に 聖に 入べ し。 果行 育徳の 功^の、 也。 曲 を 致し 

て 誠 あり、 形 著明 動變 化に いたる 者な り 〔〇 孟子 云、 大人 は 其 赤子の 心 を 不失者 也 2 ァリ *--ナ？〕 

至誠 ノ ZST。 可； まテ前 知？。 國家將 S ント。 必有 M 鎖祥- 國家將 ノト。 必有 「1 妖摩ぺ 見  >ハ，レ 乎蓍 

寸.'  オメ 

龜 r 動 乎四體 r 禍福 將， 至 ント。 善モ必 先ッ知 I 之ヲ。 不善" 必先ッ 知 1 之。 故-至誠 ハ如 神。 

寸ハ 

日月 星 一:^ の變 雾 氣の 象な どの 常に あらざる は 吉凶 を 示す 也。 天道 至誠なる が 故に 前 知 あり。 接 善の 餘 によりて 國 

{ 求のお こらん とするとき は 〔o( ィ〕 蹢祥の ，1 ァ"〕 吉瑞 あり。 楱 惡の餘 狭に て！： 家の 亡と する 時 は 〔o( ィ、 天 地 物 怪人 妖 

等ノ  S 兆トァ リナ 21 事チケ i 凶事 あり。 皆 天道の 至誠の 中に うごく 者 也。 〔0?〕 古人 云災異 之；；^ 所以 示 吉凶 ^親 之 而^ 乃能& 

151^ 主 叙 之：. ggi 所以 致禍ノ ァ"〕 蓍は めど、 龜は卜 也。 かめの うらかた は 今 は 絶たり。 是非 善惡 人力に 不及 こと あれば、 

めど をと りて 天に うか ふ 也 0 天道 至誠なる が 故に、 吉凶 を 吿給ふ 事、 ひ きの 應す るが 如し。 動 乎 ra: 體は 人の 立 

居に も、 其 人の 吉凶 はみ ゆる 也。 子 貢の 郑の隱 公と 魯の定 公との 禮容を 見て、 二君 皆 死亡の 容 ありと いへ り。 菜し 

てし かり。 叉 人民の 言動に て！； 天下の 吉凶 もみ ゆる 也。 禍福の 來る こと 善惡 共に 先 しらる、 こと は 至誠の 感應 也。 

*^子妙を好み、 神 通 を 好て 人に 奇特と 思 はれん ためにす るに 非す。 叉 心 ありて しらば 察 也。 合と 云と も 不可 也。 た 

1- 至誠の 德 あるが 故に、 治乱 輿 亡と もに 事の あら はれざる 前に 知 こと 祌の 如し。 或 問、 ^鳴に 士 " 凶 あるが ごとき は 


s 1 

如何、 云、 人の 前 知 彼に 發す。 又 天道 至誠の 中に 飛 鳴す る もの なれば、 吉凶の 氣 感じて 自然に 聲に發 す、 彼 知 こと 有 

にあら す。 或 問、 蜀 山人， 董五經 だに よく 前 知す といへ り。 聖賢 皆 前 知 あり や。 云、 蜀 山人 は 念 を 不起 こと 十 年に 

してよ く 前 知す といへ り。 董五經 は 隠者な り。 程 子 其 名の 字に よりて 經義を 窮めた る士 ならん と 思 ひて、 往て みれ 

ば、 草 菜閉て 人な し。 歸路に 一 老人に 逢たり。 老人 云、 君 は 程 先生に あらす や、 今日 來 らんこと を 知て、 茶菓子 を 

求て 歸 といへ り。 程 子 其 誠意 を悅 て、 ともに 草 菴に往 て 語れり。 犬に 人に 過た る 者に あらす、 只 久しく 物と 不 接が 

故に、 心靜 にして 明 也。 二人共に 神 氣を養 ひて 靜 なる 故 也。 至誠の 前 知に あらす。 聖賢 は 前 知に 意な し 

誡ハ者 自成リ 也。 而， 道ハ自 道ァリ 也。 誠 ハ者物 i 終始 ナリ 。不二 誠 無. 物。 是ノ故 一一 君子 ハ誠 ゾ之爲 

レ肯 ント 0  •  / 

誠 は 人物の 自然に 生じ 自然に 成就す る處 の實理 也。 道 は實理 にした がふ 所 也。 故に 自然にして 道 あり。 故に 誠 は 人 

物の 始終 也。 もし 誠 あらす ば 一物 もなかるべし。 しかるに 不實の 人 あらば 本心 を 失へ り。 虚 生と いふべ し。 故に 君 

子の t ぶ 所 は 誠の み 

誠 ハ者非 M 自成 S ヲ 而已, 也。 所 M 以ナリ 成 r 物ヲ也 • 成ス 一 己？ 仁ナリ 也。 成ス M 物？ 知ナリ 也。 性， 之 

德ナ "也。 合， 1 外內 一之 道ナリ 也。 故-一時 一一 措- 乏 i シ也 

誠の 道 を 工夫 受 用して はみ づ から 己が 德を 成の みならす、 至誠 人 を 感じて 家と、 のび、 國 治り、 天下 平 也。 方 物 其 

中庸 小 解 下  S 七 
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生 をと げすと 云 事な し。 成 己 は 誠 中の 仁 也。 成 物 は 誠 中の 知な り。 同じく 性の 德 なり。 内外 を 合て 一 にす る は 至誠 

の 道 也 0 行と してよ ろしから すと 云 事な し。 時 措 之 宜は時 中 也 

故-至誠 ハ 無. .NI1T1。 

易に 天 行 被たり といへ り。 天の 蓮ー晝 夜に 周 天す。 日月の 代 明 四時の 錯行萬 古 やまざる は天德 至誠なる が 故 也。 君 

子 これ を 帥と して 自 Si メて やます。 文 王の 辑職 孔子の 不倦 不厭是 なり。 聖學心 法の 淵源な り 

不 il 則チ 久シ。 久キ寸 ハ則チ 徵？。 徵 アル 寸 ハ則チ 悠遠 ナリ。 悠遠 ナき則 チ博厚 ナ"。 博 厚 r ズ则 

高 明ナも 

やまざる もの は 至誠なる が 故に 久し、 久しければ 德內に 積て 業 外に 發す. 故にし るし あり。 悠は其 勢宽緩 也。 其 勢 

寬綾 にして 促 迫なら ざる 者 は必長 遠な り。 三代の 治 は 其 氣象寬 緩 也。 五 翻の 治 は 其 氣象促 迫 也。 故に 三代の 治 は 長 

く、 五 莉の治 は 短し といへ り。 國 土の 勢 をみ るに も此理 あり。 東國は 地の 勢悠緩 也。 故に 遠 長に して ひろし、 悠逮 

の 積は廣 博に して 深厚 也。 悠遠 廣 博なる もの は 高から ざる 乙と を不 得。 深厚なる 者 は 其 精 明かなら ざる こと を不得 

といへ り 

博厚ハ 所-一 以ナリ 載 物ヲ 也。 高 明 所 一一 以ナリ 覆 フ物ヲ 也。 悠久 ハ 所-一 以ナリ 成 ブ物ヲ 也。 博 厚 ハ配蓬 一-。 

高明ハ 配.〕 夭 一一。 悠久 ハ無. -疆 リ。 

II 


博 厚 載 物 は 仁の 德湘 まの 任 也 0 高 明 覆 物 は 知の 德也。 悠久 成 物 は 勇の 德也。 物 久しき に 至て 成て 不直、 不久 とき は 成 

とい へ ども やぶれ 易し。 聖人の 天地と 用 を 同す る 所 は 勇の 德也。 堯舜の 在位 日 久して をの づ から 博 厚 高 明 悠久の 氣 

•  成 ありと いへ り。 君子 は 業 を 始め 統を たれて 繼 しむべき 事 をす。 始業 垂統の 博 厚 高 明の 德 によりて 子孫 悠久に して 

道大 なり。 則 大王 其 人な り。 しるし をい そぎ 急に 功 を 立ん と 欲する は 利 心 也。 博 厚の 德 なし。 故に 悠久なる こと 不 

能。 畢竟 高 明の 知な き 也。 君子 博 厚の 仁 は 地道に 配し、 高 明の 知 は 天道に 配し、 悠久の 勇 は理の 無疆に 配す。 これ 

知 仁 勇の 德の 天地人 三 極の 耍 道なる こと を. S へり。 蕴性は 仁の 至 也。 前 知 は 知の 至 也。 無 息 は 勇の 至 也 

如ナ ^ 此ノ 者ハ。 不 見- フ而章 力す。 不動- フ而 變ス。 無爲- ーメ而 成ル。 

上 一人 1& 厚髙明 悠久の 德 あれば 何の あら はしし めす 事 はな けれども、 人民 まど ふ 事な く、 無 文の 章 日々 に 折 也。 可 

の 動し なさし むる 事 はな けれども、 人民 曰- に 善に うつりて 風俗 變 化す。 形 ある 事 はなす 事 ありて 成就す。 た 德 

知 はなす ことなくして ェ 用の 成就 あり、 不見 にして 章に 不動に して 變す、 皆無 爲 にして 成 也 

天地 ノ之 道ハ。 可； 二 言- フ而盡 r 也。 其ノ爲 1 物不貳 r オハ。 則 チ其ノ 生^物 ヲ不， 測ラ。 

天地す でに 形象 あり、 故に 爲物 といへ り。 不貳は 純一 の德 也。 則 天地の 道 也。 不測 は 無盡藏 にして かぎりなき 也 

1K 地 ノ之道 ハ。， . 博- ン也 厚. ン也。 高 シ也明 カナリ 也。 悠 カナリ 也久シ 也。 

前段に は 博 厚 高 明 悠久 を 以て 君子の 德を稱 美して 天地に 配す る こと をい ひ、 こ&に は是を 以て 天地の 道と す。 天地 

聖人 其 形 は 大小 各 別 なれ ども 其德は 1 也。 现に 大小なければ なり  .. 

中庸 小 解 下  五 九 


蕃 山.^ 集 第一 一一 册  六 〇 

今夫レ tK ハ。 斯レ昭 昭ノ之 多.^ リ。 及 r 一  ハ其パ 無窮-一一 也。 B 月 星辰 蔡 カリ 焉。 萬 物 覆 7 焉。 今夫レ 地ハ。 

一 撮土 壬 多. i 及ーァ i っ廣 厚一。 載 SST 而不. 重、 ント。 振 f 一河 海 一而 不 ki 萬 物 載 ス焉。 

今夫レ 山ハ。 一 卷石之 多 ナリ。 及 っ廣大 r 草木 生 2 一一。 禽獸居 I 之。 寳藏興 ル焉。 今 マ夫レ 

水ハ。 一 勺 ノ之多 ナリ。 及 r 一 ハ其ノ 不測 r 電鼍蚊 龍 魚 鼈 生 シ焉。 货財殖 ス焉。 

昭々 は 空 明 也。 眼前の 空 明 も 万里の 空 明 も 同じ 事 也。 天 は 此筌明 を かぎりなく かさねた る もの 也。 同 鉢 か はりな け 

れ ども、 一里 二 里の 空中に は 何の 妙 もな し。 天の き はまりな きに 及て は、 日月 か はるく 明かに、 星 UK 流行して 春 

夏 秋 冬 行 はれ， 祌 物の 興る こ とき はまりな し。 その 妙 あげてい ひがたし。 万物お ほひ やしな はれす と 云 事な し。 聖 

人の 知と 常人の 知 も 又 如此、 知 善 知 惡義に 感じ 不義 をに くむの 良心 ある こと は 同じ、 仁義 禮知 ありて 四 端の 情 あら 

はる、 こ ともおな じ。 聖人の 性と 平 人の 性と か はりな き蔡、 一間の 空中と 天の 空中 同 鉢なる が 如し。 しかれ ども 才 

知の 分量に 大小 ある こと 各^な り。 平 人の 知 は 一間の さ 中の ごとく、 聖人の 知 は 天の {-ij 中の ごとし。 故に 聖人に は 

神明 不測の 妙 あり。 しかりと い へど も、 聖人の 聖人た る 所 は 一 鉢の 性に ありて、 不測の 妙に は 心なし。 故に 時 あり 

てあら はれ、 時に よりて あら はれす。 伏犧は 文字 經書數 名 もな き 田に 生れ 給 ひて、 始て 八卦 を $1 し、 天地万物の 理を 

1^ し、 心 法治 道の 淵源 を 開き 袷へ り。 祌農 は始て 醫藥灸 針の 術 を 作し、 美 種 をう へて 耕作の 業を敎 給へ り。 是聖知 

廣大 の 妙 也。 學て Sli 人に 至る 者 は 此妙を 得る 事 あた はす。 陽 明 子 t れを 金に たと ふ。 聖人の 知 は 万兩の 金の 如し、 


平 人の 知 は 1 兩の 金の 如し。 分量 各^な りと いへ 共、 金の 金た る 所 はま じ はりな くして 純 & なる にあり。 たと ひ 五 

千 兩の金 也と もま じ はり 多 は 純一の 金に あらす、 正金に 合すべ からす。 一雨の 金な りと もま じ はりな くば 万 雨の 金 

に 合して たが ふこと なし。 平 人より 聖人に 至る 者 も 又 かくの ごとし。 心 天理に 專 にして 人欲の まじ はりな く は、 聖 

知の 分量 は 心と する 處 にあら す。 聖人の 聖人た る 所の 眞を 得れば 也 

今 夫 地 …… 世界 ひろしと い へ ども 服 前の 土の 多 也。 眼前の 土に は 何の 事 もな し。 土地の ひろく 厚に 及て は * 大山 を 

載て 重し とせす。 大河 湖水 四海 を いれて もらさす。 万物の せす とい ふこと なし 

今 夫 山 …… 太山髙 しとい へ どもた 目前の 石の 多 也。 目前の 石に は 何の 用 もみえ す。 深山の ひろく 大な るに は 隱々 

の鳥獸 居り。 材木 薪藥種 金銀 銅鐵 種々 の 重資の 出る こと 藏 にたから を 納め 置た るが 如し 

今 夫.^ …… か^ 湖水 かぎりなし といへ ども、 た f 一す くひの 水の 多 也。 少 水に は 何の 奇特 もみえ す、 泉 源 遠く 流れ 

深淵の はかられす、 大海の かぎりな きに 及て、 無数の 魚 生じて とれ ども 不盡、 蚊 龍の たけき も かくれ 居、 吞 舟の 大 

魚す み、 風波 をお こし、 舟 を 通じ、 數千 万里の 不通 を 渡す。 山海 まじ はりて 塩 を燒。 種々 のた から も 生す。 其 神 用 

力ぎ りなし。 其 上 山 澤氣を 通じて 川 流 やます、 よく 雲 を 出し 雨 をお こす、 妙 用祌功 あげて 盡 すべから ざる 者 は 厚博 

なる がいた す 所 也。 厚博 は 一撮 ー卷 一句の 積 也 0 鷄 鳴て 起て 善 をな してやまざる は 入 德の學 也。 日々 にす る は 小善 

なれ 共、 積て 德を なす 時は大 にして 天地に 配すべし。 積善の 餘慶 家門に 及 こと も 叉 かくの ごとし 

詩-云 ク。 維 レ天ノ 之 命。 於穆ト 米. 已マ。 蓋シ Hr 天ノ之 所，， 以ヲ爲 UK 也。 於ァ、 乎不顯 ナリ。 文 
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王ノ 之德， 之 純ナル さ 蓋シ曰 S "文 王 ノ之所 二 以ヲ爲 1 レ文 也。 純モ亦 タ不. 已 マ。 

天の 天た る 所以 は 至誠 無 息 也。， 天 之 命 は 造化の 流行 也。 春に して 夏、 夏に して 秋、 秋に して 冬。 a にして 夜。 夜に 

して 昼、 一息の 聞斷 なし。 至誠の 德 〔0 德， - 朱- -テ 「道」 トス〕 にあら すと 云 事な し。 これ を彌美 せんと すれ ども、 意 あまり 

て霄 葉たら す、 故に 歎息す 0 於 は 歎の ことば 也。 穆は 深遠 也。 深 はは かるべからざる 也。 遠 はき はむべからざる 也。 

天命 は 深遠に して はかりき はむ ベから す。 不顯も 亦 深遠の 意 也。 あら はれ ざらん や、 あきらかなら ざらん やとよ み 

てき こ ゆれ ども、 しゐ てよ ませた る 者 也。 其 ま、 あ、 ふけん 也。 文 王の 德、 と聲 にて よみて、 於穆の 意に かなへ り。 

文 王の 德廣大 にして 名 付べ からす、 た r 純一 不 16^ なる のみ。 純一なる 者 は 至誠 なれば 也。 故に 純 もまた 不已 といへ 

り。 天の 天た る 所、 文 王の 文た る 所、 同じく 至誠 無 息 也 

大 t 哉 聖人， 之 道。 洋洋 乎 ト，。 發， I 育 ス萬物 r 峻 タル 「極， 1 于 夭). 。 優 優 トメ 大ナ* 哉。 鱧 儀 三百。 

威儀 三千。 

此段は 聖人 天命 を 知て 人道 を盡 すの 事な り。 洋々 と 流動 充滿 して あらす と 云事& きもの は 天地の 神道 也。 则^ 人の 

道 也。 万物 を 迭化發 育して 高大なる 者 は 天 也。 しかれ ども 人道 助けざる 時 は 其 功 不成。 優々 は 充足 有 餘の意 也。 赠 

儀 は 輕耱 とて 鵡の大 なる 者 也。 1^ 儀 は曲禮 とて 膣の 小なる 者 也。 式の たぐ ひ 也。 禮 に五禮 あり、 吉凶 軍资嘉 也。 吉 

は 祭 勝 也。 凶 は 喪 鱧 也。 軍 は 軍法 也。 賓 は客來 主人の 交接 也。 嘉は冠 體 婚禮 等の 祝儀の 禮 也。 三百 三千と い へば 多 

三 £ 六 


過た る樣 なれ ども、 其 時に も 皆 行 はれし に は あらす。 大凡 有べき 察の ケ條は 載て 必と はせ ざる 也。 仕置 法度 は 多け 

れば 人民 迷惑し、 式 はく はしき 程 天下 事 すくなく 成て 心安き もの 也。 式 そな はら ざれば 〔o( え國 ァリ〕 家 次第に 多事に 

成て、 人 多つ か はれ、 財 用 多 費る もの 也。 たと へば 喪 をと ひ 病 をと ふごと き は 互の I なれば、 其返體 には不 行、 、 

もっか はさす、 禮 式に 定れば 無禮に はなら す、 禮 返しに ゆく を 却て 無禮 とする 類 也。 往來 事し げから す、 人使いた 

づカ はしから す、 財 用 費ざる 事 は 式く はしき が 故 也。 烏帽子 直 g ちいさ 刀 は 無官の 士の鱧 容也。 此時は 衣服の ，3._- 

もな く、 刀 脇 措の 數も いらす、 易簡 にして 人道の 禮儀 正し かりし 也 

待 人 T 而ノ後 行ル。 故-曰。 苟 モ不， レ- ハ至德 _,-。 至道不 k 焉。 

其 人 は 有 德の人 也。 聖人 治世の 禮式は 書に 記して 有と. S へ. ども、 有 德の人 これ を 損益して 用 ざれば、 國家ノ 政と はな 

ら ざる 也。 世の 勢と 云 もの 五 わ 年に は小變 し、 五 2. に は大變 す。 其變に 通じて 人民 退屈せ す、 善に 進む やうに を 

しへ 導く 也。 至 道 は 易簡の 善に 配す る耍道 也。 凝 は 聚也。 成 也。 至德 にあら ざれば 易 簡の至 道 成就せ ざる 也。 不德 

にて 感化せ ざる ゆへ に、 いろく 事む つかしく 法度 多に 成な り。 上 一人 至德 あれば、 天下 感化して 日々 に 善に うつ 

る、 故に 何の 法度 も いらす、 易 簡の禮 式 ありて 人道 美な り 

故- - 君子 ハ貧德 性 T 而道， 商學 一。 致展大 i 盡 S 微 1。 極需明 一而 道 ¥庸 一。 溫 故 ヲ而知 < 

レ新 S 敦厚- フ以 テ崇ぃ 德ヲ。 
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德は得 也。 天より 得た る性理 也。 身の 主人公な り。 これ を 恭敬 奉持して 不失を 尊と 云 也。 慎 獨の受 用 也。 書 經には 

天， 之 明 命 T といへ り。 是心 法の 淵源 也。 道 問 學は經 傳を講 明し 道德 を議！ t し、 師に學 び 友に 格し、 過 をき 

K 非 を 改め、 善 をな し、 義に 進み、 禮樂 弓馬 書數 等の 藝に游 び、 曰. <  に 新に する の學 なり。 今 はよ き 帥 友 まれな 

れば、 §1 經賢傳 を讀て 文義を 解し 理に 通じ、 含蓄の 意を呤 詠して、 古人 を 師友と する を 問學の 要と する 也。 ぇ義の 

通ぜ ざる 所、 故事の しれざる など は 道 を 不知と も文學 ある 人に たづね 舉ぶ べし。 S ぶ 人に は 常の 師 なしと て、 我より 先 

に學 びた る 人 をば 皆師 とし 問 給 ふなり。 尊 德性道 問 學のニ は 聖舉に をいて 肝要 也。 1^ 廣大は 大意 fcu- て 凡 位 を はな 

れ たる 也。 盡精微 は 切 達 琢磨の 功 を 用る 也。 極 高 明は德 高く 心 明か 也。 道中 魔 は 人倫 日用の 中に をいて 受 用の 功 を 

用る 也。 溫故 はいに しへの 道 を まなぶ 也。 知 新 は 今に 行べき 至善 を 知 也。 敦厚 崇禮、 〔o( ィは ァ"〕 禮は 厚に 生す、 厚に 

敎 きとき は禮 初て 尊し。 故に 忠信の 人 鱧を舉 ぶべ し。 忠信 は 禮の本 也。 賁の上 九 云、 白 賁 無い" 咎、 赏は飾 也。 物 飾 

にいた る は 亨の極 也。 故に 受 るに 剝を以 す、 其 本に 反る 也。 躬に 厚と き は 自修り、 家に 厚と き は家齊 り、 下に 厚と き 

は^ 安し。 禮樂に 厚と き は 風俗 化すと いへ り。 世間 をみ るに 禮 法に 器用なる 者 は あっき 所 かくる ^也。 あっきに 得 

たる 者 は 野 風 ありて f 疎 也。 是氣 質の 偏 也。 故に 君子 は 人に は 人の 文章 ある こと を 明かに して、 德 行に 厚し。 夫 成 

大の量 ある 者 は必髙 明の 德 あり、 た に 見の み 高 明廣大 なる 者 は、 精微 中庸に をろ そか 也。 德の髙 明 廣大は 椅微中 

庸を のこさす 0 叉 精 微中魔 を 心に かけて 廣大高 明の 量な き 者 あり。 是精微 中庸の 德を しら ざれば 也。 德精微 中庸な 

れば髙 明 廣大其 中に あり。 有と き は 共に あり、 致廣大 より 崇禮 までの 八 條は尊 德性道 問 畢の條 目 也。 呂氏， 云、 道， 


之 在 5 我-者" 德性， 已。 不 先， 貴 「-乎 此 T 則 所謂 ル問學 "者 不， 免， i 口耳 V 爲， 人， 之 事 而已。 道， 之 全体" 者廣大 恥已0 

不 r ハ先ゥ 充；^ 乎此 T 則 所謂 ル精微 --者 或 "偏 或" 脇矣。 道， 之 上達， 者 高 明 g 已。 不， う 先 ゥ止ー ^ 乎此 一則 所謂 * 中庸 i フ者ノ 

同ジ ゾ汙- 合 矣  , 

是ノ 故-一居-レア 上- 不 レ驕。 爲苄ト 不レ倍 力。 國有ュ 道。 其 ユー 1, レー リ以テ 興で 一。 國無レ s。 其^ 足 一 一 

以容？ _-。 詩 二 曰。 旣 二 明- フ且 ッ哲 i 以テ保 一" 一 其. 身 一。 其 レ此ヲ 之 謂 4 

人の 上に 立 5i は 下に 居て 必 そむく 心ず。 廳吝 相よ るが 故 也。 f 吝 i あり。 前段に いへ る ごと 臭實 立 

て、 受用 成就の 人 上に 居て は 下 をめ ぐみ、 富貴に 不 鵜して 禮を 好む 者な り。 下に 居て は 忠を思 ひて 私の 求な し。 賞 

を 得て はお どろく が 如し、 明君 出 給 ひて 國に道 あれば、 其 忠言 を 用 ひて 國家を 輿 起し、 叉 暗君の 代に 逢て、 國に道 

なければ、 其德を かくし、 知 をく らまして 愚なる が 如し、 衆人 是を資 者と 不知、 故に 我 も 人 を. S れ、 人 も 我 を いれ 

てへ だてざる 也。 詩に 明哲 保 其 身と. S へる はこの 人 也。 明 は理に 明か 也。 哲は眞 知 あるな り 

子 d。 愚- フ而 好；、； 自用？ 「ヲ。 賤而 好， ム， 5«5 ぶ 「.。 生 寧 今 i 世 一。 反， ス， 古 之 道 一。 如ぶ. 

者 ノハ。 裁 ィ及， i つ 身-一一 者 ナリ也 

此愚は 上に 居 人才 力 ありて 眞知 くらき 也。 位に 在て 我心の ま、 なれば、 うは 發明を 知 ありと して、 賢 良 を 不用、 みづ 

から 我 知 を 用る 事を好 也。 我 朝に て は上宮 太子 是 なり。 此賤は 下賤に あらす、 君に 對 して 賤 なれば、 なべて 臣をさ 

中庸 小 下 

7  六 五 


蕃山仝 集 第一ー一 册  六 六 

す 也。 臣 たる 者 或は 才知に 自滿 し、 或は 威勢に 乘て 我意 を專 にし、 賢 良 を 遠ざけて 韶ら ひした がふお を 近付 愛す。 

平の 淸盛 など 也。 近き 世に は 石 田な どなるべし。 今の 世に 生る、 者 は、 古人の 道を師 とすべし。 欲に したが ひ 才知 

に 任せて 我 ま、 にと り 行 ひ、 いにしへの 道に そむく 者 は、 君臣と もに 災害 身に 及ぶ 者 也。 にして 自用、 賤 して 自專 

にす る は 古道に そむく の 重き 者 也。 〇〇〇 は 日本の 神道 王道に そむきて 心の ま k に 用 ひ 給 ひし かば、 皇統す でに 危 

かりし。 上宮 太子 は 君臣 相殺して 人 I 乱れ、 其 身の 子孫 亡びぬ。 淸盛 はわ づか 二十 餘年 にて 子孫 一 鬥盡く 亡びたり。 

災害 其 身に 及ぶ の fff^ 據 なり scoi。 傳-1 云。 國ノ將 "與？ 一 君子 自以爲 レ不レ 足 其亡ル 也若レ 有" 餘ト 云リ。 愚- 1  メ 自用 ルハ餘 アル 

カ如シ 。古今 ヲ考 i  -I 言 路開ル トキ ハ治リ 、言い、？. 塞-^ トキ ハ 乱ル。 隋主ソ ノ過ヲ 聞コト ヲ惡テ 天下 ヲ亡 ス。 唐 主 n レ ヲ袋テ ハ シメ 

_| 苜路 ヲヒ ラク、 是ソノ 與ル虚 也。 先務 ヲ^ トイ ヘリ。 此愚ハ 後世 ヨリ ミテノ 愚 ナリ。 其 身ハ 才知 ァリト 思 ヘリ。 故-一問 n トヲ 

不好、 諫ヲィ レス、 下-一 テ政ヲ 批判 スル ヲ惡 メリ。 是 自用 ル事 ヲ好ム 也。 天下 ノ勢 ハ人ノ 一身 ノ如 シ、 血 S 流き-^ コト クシ テ 

後 能 存ス。 諫^ 者ハ下 ノ情ヲ 上-通 シ、 上 ノ意ヲ 下- 1 達シチ 氣血ノ 一身-一 周流 ス. k カ如シ トイ ヘリ〕 

非" V1K 子 一 不. 議. 禮さ 不. 制慶ら 不. 考 一 文.^。 今 天下 車 同. 軌". - 書 同-笠ち 行 同 i,。 

禮は古 凶 軍 賓嘉の 大法 ありと い へど も、 時う つりて は 小 變大變 あり。 故に 拫 益なくて 不 叶。 議は拫 益す る 也。 度 は 

器の 制〃 事の 法 也。 是又 時う つりて は 昔の ま、 に 用 ひがたき 物 あり。 昔の 玉 冠 は 後世の 人いた きがたし。 五十 被 

の 想、 二十 五絃に なり、 义十 三絃に なりし 類 也。 制 は 人力 時勢に 應 じて 改め 易る 也。 文 は 文法 也。 是 も時變 につれ て 

. ^づ、 のか はり 51 来る 也。 今の 人の 文 を かくが 如し。 百年 以前の 文 鉢と は 早 か はりあり。 流 俗の ま、 なれば を 失 

0O  . 


霊 一 

て輕 薄になる もの なれば、 考て 正しくす る 也。 孔子 子 思の 時分に 明 王 出 給 は J.、 損益して 時に 叶樣 にし. 合 ふべ し。 

孔子 は 聖人 なれば、 よく 損益し 給 ふべ けれども、 位な き 故に 損益し 給 はす、 天子に あら ざれば 不議不 制不考 也。 今 

子 思の 時分 は 周の 末 也。 事物 八百歲 以前に 定られ しま、 也。 車の わだちの 跡の 同じき 一 つ を 以て、 万の 器の g をの 

I 袷へ り。 書の 文法 も 事物の 次序 も 同じき 也。 今の 人情 時勢に あはざる 事 も 有べ し。 又 名ば かり 同前に てあしく 戎た 

る 事 も 多 かるべし。 大方 は 周の 名殘 也。 大に 損益 あるべき 時 なれ どもなら ざるの 意 ふくめり 

雖 つ 位 ^ 苟モ 無， f せつ 德？ 不 H 敢テ作 M 禮樂 ー焉。 雖 其， 德ー 苟 _i レ i つ 位 亦不ミ 

敢テ 作； J 議焉。  - 

天子の 位に 在て は 其 時節 相應の 禮樂を 作べき 身 なれ ども、 德 なければ ならざる 也。 ことに 樂は 聖人 神明の 德.. よくて 

は 賢人と いへ ども 作 こと あた はす。 古樂 をと り 失 はざる やうに する 事肝耍 也。 又 孔子 ごときの 聖人 出 給 ひて、 肩』 楽 

を 作べき ネ德は あれ ども、 其 位なければ、 下と して は 不作が 禮儀 也。 禮は 時代に より 損益す る 事 は 其 位 あらば 賢者 

もな すべし。 或 問、 むかし 賢者に も あらざる 人の 作た る 樂の名 ある こと は 何 ぞゃ。 云、 新に 作て 風化 をな すの 樂に 

あらす、 あらゆる 所の 俗樂の 格に よりて 一 己の 小事 をのべ たる 者 也。 今のう た ひ 本の 格に よりて、 叉うた ひ 本 を 作 

たるが 如し。 聖人の 位 を 得 給 ひて、 天下 を 風化す るの 樂を あらたに 作 給 ふ 事 は 格^の 義 なり 

子ノ 曰。 吾 レ說； V 一 ハ夏鱧 一。 祀不レ 足レ徵 トス ルー 一也。 吾 レ學ー J 殷 T ，。有 11 宋存？ ル 「焉。 吾 レ學ー フー 周 鱧 1 
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今用^^r。 吾ハ從 ^ 周-。 

把 は 夏の 後 也。 宋は殷 の 後 也。 杞には 古 禮不傳 、宋に は傳て あり。 孔子 は 周の 末に 生れ 袷へば、 个の禮 は 周の 禮也。 

三代の 禮皆 老子に 舉び 給へ り。 若 位 を 得 給 は 三 二 代の 禮を报 益して 今に 叶 處を用 給 ふべ し。 位な き 故に 時に 應ぜざ 

る ありと いへ ども、 今の 禮 にした が ひ 給 ふ 也 

王， v_- 天下一 有 「一三 重, 焉。 其レ寡 力？" 過チ矣 乎。 

三重 は禮樂 制度 考文 也。 禮は上 を 安し、 下 を 定る大 鉢 也。 人情 事變に 通じて 人民 倦 ことなく、 曰々 に 善に 勸むを 本 

とす。 樂は移 風 俗の 敎 也。 樂は樂 也。 遊び 樂 しむに 道 あり 正 あり、 故に しらすく 心 善に 化する 也。 制度 は 万物 

万事の 法則 也。 易簡の 善に 叶 を 美と す。 人道うる はしく 不驕不 費不僞 敦厚に して 禮偯を 不失を 本と す。 考文は 天下 

の 書 を えらび、 人民 を まど はし、 風俗に 有害べき をば 禁 する 也。 文法 を 一 にす る ことも^ 文の 一也。 これ 天下に 三 

の 重き 事な り。 此 三重 明かなら ば 政に をいて あやまちす くな からん と 也。 或 問、 三重の 中に li- の 事な し、 しかるに 

嶝樂 とのた まふ は 何 ぞゃ。 云、 樂は和 也。 和なければ 禮不 行、 故に いにしへ は鱧樂 しばらく も はなれす。 不講驄 は 

^^禮 ^也。 云に 不及 ことなれば 文 を はぶきた るな り 

上 t レ焉- ""者 二。 雖-善 也ト無 t 徵シ。 無 ュ徵- ン不， 信ゼ ラレ 。不二 信ゼ ラレ 民 弗， 從ハ。 下ナ ルレ 焉" リ 者.' ハ雖 * 

レ善？ 不レ尊 カラ。 不レ i 尊 カラ 不. 信ゼ ラレ。 不 レ信ゼ ラレ 民弗レ 從ハ。 
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上 は 上世 也。 子 思の 時より 上 也。 夏 商の 代の みならす、 周と いへ ども、 前 盛の 始は子 思より 五 百 歳 以前 なれば 上古 

也。 其 代に しるし ありて 民 其澤を かう ぶりし は 昔 物語に て、 今に しるしなければ、 人 不信。 故に 善敎 ありと い へど 

も不從 也。 下 は 下位な り。 下に 居て 位なければ 聖賢と. S へど も其澤 及ばざる 故に、 民 不信して 其 敎に從 ふ 者す くな 

し 〔o ハイ ¥ズ ァ"。 或 問、 釋迦尊 位 を 去て 人 を敎し 1$ は何ぞ や。 云、 入 德の學 を しら ざれば、 上位に 居て 德の 及ぶ CJ ケ しらず。 言說 

を 以て 敎るは 末 也。 又 一 のま どひ あり。 しかれ 共 王位 を 去と いへ ども、 太子 なれば 人の 思 ひ 入 各 別 也。 又 後生 輪廻と いふ 事 人の 兑 

さなく、 心 もとな き處 にて 人 を いざな へ り。 少 かしこき 者の 後生の 敎 にした が はざる をば 悟道より みちびき、 悟道 もき S ぜ さる 者に 

は 幼 術と て 神 通 奇特 をみ せて を どろ か L 入たり。 其 心 は 人の 惡を やめ 善 をす、 めんた め なれ 共、 戎 歯の 侷敎 なれ はとる にたらず〕 

故-君子.^ 之 道ハ。 本 諸 身 r 徵 rr 諸 庶民 _1-。 考 諸 三 王 而不， 霧 7。 建 諸 天地 一而 不， 悖 力。 

質； V ァ諸 鬼神 一而 無レ 疑ヒ。 百世 以-プ 俟一ァ 一聖 人 T 而不， 惑ハ。 

庶 2 

是 より 後天 下に わたる 聖賢 あらば、 其 道 先 身に 德 ありて 諸人 信從 すべし。 三 王の 禮を考 て 損益し、 至善 を 期して 其 

爲を あやまる ベから す。 吾 身 天地の 間に 立て 不悖は 三 極の 道 也。 鬼神と 吉凶 を 合せて 福善禍 淫の理 明か なれば 人民 

不疑、 百世の 後 聖人お こり 給 ふまで は 人民 まど ふべ からざる の 道 あり 〔0,(ィ：- 下 文ァも 又 愚人の 言 は證據 なし。 後世 聖人 出 

て 知べ し。 泰 伯の At 是な p。 千歳の 後 孔子 を 待て 泰 伯の 至 德 あら はれた Bo 

質 っ| 諸 鬼神 一而 メ無 i 疑 t。 知ナ t 天ヲ 也。 百世 以テ俟 聖人 T 而不 § 惑ハ。 知-人 ヲ也。 
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鬼祌は 天地の 幽也。 天地 は 鬼神の 著 也 0 鬼神の 理に 疑な き は 天 を 知の 至 也 0 聖人 は 人の 至 也。 當 世の ほめ そしりに 

か \ はらす、 百世 後の 聖人 を 俟者は 人 を 知の 至 也 

是碰- 君子 ハ。 動テ 而世爲 n 天下 ノ道 „i 行テ 而世爲 n 天下 鎂？ 言テ 而世爲 天下 則 一 遠 i 之 则，^ 

有 i ム 「。 近" ュ 之-一則 チ不. 厭ハ。 . 

動 は出處 進退の 道 也。 行 は 常 行 天下の 達 道な り。 万世 法と すべし。 言 は 心の 聲也。 自然に 發 する 也。 口 を ひらけば 

仁義 をい ふ 也。 其 世 を 去 こと 遠ければ、 共 時に 生れざる こと を うらみ のぞむ 也。 其 代に 生れて は德大 にして 天地の 

恩の しられ ざるが 如し。 故にい と はざる のみ 

詩-一 曰。 在. 彼-一 無 iA「。 在-お-一 無. Mi 庶幾 ハ 夙夜 一一 以 一一， 永ク終 ヘン t 譽マ。 君子 ハ 未，. 有お 不， 

レ如. 此 一一。 而蚤 ルレ 譽- 1 於 天下一 一 者：^ ハ也。 

在 彼 はう とき 也。 在此 はした しき 也。 疎く してに くむべ からす、 したしく していと ふべ からす、 淡然 無事の 君子 也。 

* は 德の應 也。 君子 本 ありて 自然に 譽れ あり 

仲 1:^ 祖 M 述シ堯 舜？。 憲 二章ス 文武 T。 上 律 天 時 一。 下モ襲 >^ 水 土？。 

へ：： ル舜を fiS 德の祖 として 其 道 を述傳 へ、 文武の 德業を 明かに し 給 ふ。 堯舜 文武 其審業 か はり 有と いへ ども、 上天の 時 

に のっとり、 下水 土に より 土 を 安し、 仁に 厚く、 人情 事變に 通じて、 人民 倦 ことなき の K はか はりな し。 うむ こと 
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なき は、 日々 に 善に 勘て やまざる 也。 事變に 通す る は 天 時に のっとる 也。 人情 を 知 は 水 土に よる 也。 水 土 はん 情 風 

俗に あら はる k 者 也。 日本の 人 は喜悅 多く、 西 戎の人 は 悲哀 多き が 如し 

辟へ、 パ 如；：： 天地 i 無レ不 11 ョ 「持载 r  , 無" 不； VJS 疇 r 辟へ、， ハ 如，， 之 錯_- 行 1 如 t 月， 之 代 

np ナルが 0 

聖人の 德の 博く 厚き 事 地の のせた もた すと 云 事な きが 如く、 高く 明かなる 事 は 天のお ほひ やしな はすと いふ 事な き 

が 如し。 變 通して き はまらざる こと 春夏秋冬の たが ひに 行 はる、 が 如し。 知 神明に して 幽明に 通す る 事 日月の か は 

るぐ 照す が 如し 

萬 物 並.^ 育； 而 不一 一 机 害 r 道 並 _ビ 行 レテ而 不一 一 相 悖 r 小 德ハ川 流. ン。 大 德ハ敦 化ス。 此レ 天地 ノ之 

所こ以 ナリ爲 f レ大 也。 

萬 物 天地の 間になら び 生じなら び 長す。 天地の 行 これ を 利し 彼 を 害する ことなし 0 物品々 ありと いへ ども、 ならび 

養育 せられて 各 其 生 をと ぐ。 塞往 とき は暑來 る。 暑往 とき は寒來 る。 襄 暑の まじ はりに 溫凉 あり、 日 升と き は 月 沈 

む、 月 升と き は 日 沈む。 水氣 化して 雨と なり、 土氣 化して 露と なり、 火氣 化して 風と なり、 石氣 化して 雷と なる。 溫 

暑凉逮 日月の 行 は 天の 万物 を 生す る 道 也。 水火 土石 は 地の 物 を 養ふ備 也。 或 問、 雨露の 物 を 養 ひめぐ む 蓽は明 也。 

風 雷の 恩い かん。 云、 風 は濕を はら ひ、 物 を かたくす。 雷 は 物の 留滯を 通す、 雨露の 恩に 相なら へり。 天の 四 象 地 
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の 四 化 相 まじ はり、 道なら ぴ行 はれて 相 そむかざる は 小 德の川 流 也。 渾然たる 天理 は 大德の 教化 也。 ん にて い へ 

ば大德 の敦化 は？. 5! 也。 小 德の川 流 は六藝 也。 六藝は 道に よりて 用 をな せり。 道な き 藝は和 そむき 相ポ： すろ にいた る 

者 也。 小人 は已を 益して 人 を 拱す。 人の 憂を以 己が 利と す。 相 害し 相惇て 天地の 道に たが ふ もの 3。 あら はれて 見 

るべき もの は 小 德の川 流祖。 揮 然として 見るべからざる 者は大 德の敦 化な り。 是 天地. M 人の 道の 大 なる 所 也 

唯； 大下ノ 至聖。 爲 T 能ク聰 明春 知。 足 「ー以 一 ァ有ル は臨ム 「也。 寬榕 溫柔。 足 「一 以チ 有？ レ容ル 、「也。 發强 

剛毅。 足 r, 以チ 有？ 滅ル 「也。 齊莊 中正。 足 n 以 -Mr ブ 敬スル 「也。 文理 密察。 足 r ト以 M^ii 也。 

聰 はみ、 とき 也。 明 は 目 明か 也。 道理 をい ひまど はす 事 あた はす、 お ほひ かくす 事 あた はす。 羅党 は無聲 にき、、 

無形に みる を 聰明と 云 也。 容は知 中の 能事 を か.' げ 出す 深 通の 所な り。 心の 神明 を 知と 云、 明 は 知の 鉢 也。 f 杯 は 神 

也。 聰明 睿知は 生 知 安行の 質 也。 臨 は S 月の 照臨し 袷 ふが 如し。 上に 居て 下に 臨み 知 てらさす と 云 ことなき 也。 人 

民の いた ける 事 日月の 如し、 故に 恐れて 愛する 也。 寬 裕溫柔 にして よくいる、 は 仁の 量 也。 天のお ほ はすと いふ 

^$なきが如く、 地の 不 載と いふ 事な きが ごとし。 發强 剛毅 有 執 は 男 也。 義の德 也。 義は 勇の 虞な り、 二に あらす。 

齊莊 中正 有 敬 f の 本 也。 文理 密察 有^ は 知 也。 發 端の 聰明 睿知 は；， ぶ 質に 付ての たまへ り。 此 四 條は德 に 付ての たま 

へり。 仁義 禮 知の 性 備れ り。 至 聖の德 也 

鴻博淵 泉- フ。 而 時-出， 之ち  、 
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溥博は あまねく ひろき 也。 淵 泉 は靜に 深き 也。 德 內に充 積して 時に あら はる、 也 

溥博ハ 如， レ 天ノ。 淵泉ハ 如. い 淵ノ。 見テ 而民莫 t 不 トー 51 敬セ。 言テ 而民莫 t 不ト 云い 信セ。 行 一 ァ而民 莫-け 不卜云 「 

«1>3 ビ 0 
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君子の 德本 あり、 あまねく ひろき 專 天の はかるべからざる が 如し。 祌化 のき はまりな き 事、 源 ある 泉の 畫夜 をと 5.- 

めざるが 如し。 祌武靜 深なる 事 淵の ごとし。 其 德容を 見る 者 尊敬せ すと 云 事な し。 其言實 あれば 不信と 云 事な し。 

其 行し るし あれば 不悅と 云 事な し。 是 君子 上に 立て 德澤 下に 及べり。 過化存 神の 妙 也 

是ヲ 以テ聲 名。 洋 一一 溢メ乎 中國 r 施メ 及, 蠻額 r 舟 車，^ 所レ 至。 人 カノ 所. 通 ズル。 天， 之 所. 覆フ 。地， 之 

所， 載スち 日月 ノ所， 照ス。 霜 露，^ 所， 除ル。 凡.. 有， ルー 血氣, 者ズ莫 --不 r, 一 5. 尊 親 1 故- -nn 配" 天-。 

聖德の 聲名中 夏の 万國 にみ ち あふれて 四海に 及ぶ 也。 蠻貊を 以て 四海 を かねたり 。四海と 云 は 九 夷 六 蠻七戎 八 狄也。 

日本 は 九 夷の 其 一 なり。 天竺 は 七せ の 其 一 也。 聖人の 名聲を 聞て、 德 をした ふ 事 舟の かよ ふ 所、 車馬の いたる 所、 

人の 力の 通す る 所 は 云に 不及。 天のお ほふ 所、 地の する 所、 雨露 霜雪のお つる 所、 日月の てらす 所 なれば、 いまだ 

人の 歩行 も通ぜ す、 舟 車馬 牛 も かよ はざる 地に も ふと 聖人 行て すみ 給へば、 血氣 あるの 類 ひ は 必す尊 親す る 也。 凡 

血氣 あるの 類 は 天 を 尊び、 日月 をう やま はすと 云 事な し。 天地 日月 を 恐れて 愛する 心め ある 者 は、 聖人 を 見て は 尊 

ぶ 事 君の ごとく、 親む 事 父母の ごとく 思 ふ 者 也。 3(ィ¥文 ァ"。 天照大神の B 本に 〇〇 し 給て 日本の 人の かみと あがめし が 
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どし〕 是を 以て 天に 配す と 云 也。 此 御代に は 天地の 氣大に 和して 淸 明なる 故に、 いまだ 昔に もき かぬ 國 四海の 外の 

. 國ま でも" 穏 か 也。 聖人 神 德の妙 也 〔ひ "下士 宇 下ん ク f レリ〕 三 皇五帝 三 王の 代し かり 〔o, え 文&, 南-有：： 越 裳 氏？ 云。 -大 之 

無コ 烈風 IS 雨 一海 不" 揚け 波テ。 三年 矣。 意 フユ 者 中國- 一有： 一 一聖 入 一 乎。 ト 云り。 時 周 ヘム 旦ノ攝 位-一^ レリ 况ャ堯 舜ヲャ 0- イノぬ 鲁 セリレ 

¥天ド奎 誠。 爲 K. 能 7:®-% 一天 下 i 大經 r 立； _i 天下 之 大本 一。 知 「1  大地 之 化 H。 夫 t 

焉ゾ 有 2 所。 レ 倚ル。 

大經は 父子 1_ 臣 夫婦 兄 朋友の 人倫 也。 經綸 はよ く 品々 を わかちて みだれす、 合て 一 にす る 也。 天下の 大本 を 立る 

は 未 發の中 を 立るな り。 知 仁 勇と みる もよ し、 知 仁 勇 は 中の 條理 也。 知 仁 異の德 を 有する は 天下の 大本 を 立る 也。 

夫國 天下に 主たる 人 は 治 鉢 を 知 ざれば 不治、 治 鉢 は 知 也。 〔0 れ下 (ィ) @«?< ナ"〕 曰 月 天に 在て よく 下 土 をて らし、 人君 上 

に 位して よく 人民の 情に 通す。 夫學校 は士大 夫の 子弟の 爲 のみに 非す、 人君の 知 を 明に せんと 也。 人^た らんと す 

る 人 は 幼より 尊く せす、 校に 入て 士大 夫の 子弟と 居し め、 庶 人の 秀才と 交 はらしめ、 德を養 ひ、 知を大 にす。 生 

ながら 尊して 下情に 遠ければ 上〕 政令く たりて 可に あたらす、 人情 時勢に もとる 事 多ければ、 下 上 を あなどりて 

法 を. 小^。 紀網年 々に ゆるまり て 乱に おも むく 者 也。 〔c( ィ SIH 'と あたらざる 政 令 を 威 を 以て しゐて 立る は剛惡 に 近 

し、 ^命い よく 短き もの 也。 〔S2〕 化育 を 知の 知 は 所 を 知行す るの 知の 字の 意 也。 天地人 ならび 立て 造化 生靑の 

道 をぁづ かり つかさどる 也。 〔c(iwH2s 入〕 天 時 を 生じ、 地 財 を 生じ、 人君 明 正にして 仁政 を 行て これ を 助. < ^也。 

cc«£ よると 云 はせば くちい さき 所より おこる 事 也。 如此 至誠 高大の 德 あれば、 天地万物 陰陽 澳；^ も 己に あらす と 
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云 事な し。 况ゃ 人生の 富貴 貧賤 安危 順逆 皆 我 一 鉢 也。 何ぞ よる 所 あらん や。 よる は 己に あらざる 所 あり 

肫肫ミ 其 ど ナリ。 淵 淵 タル ハ せつ 淵. て。 浩浩… 其 ま ナリ。 

肫々 と懇 至なる は 至誠 中の 仁 也。 淵."； と靜 深なる は 至誠 中の 淵 也。 淵 は 神化の 本 ありて つきざる 所 を 云 也。 浩々 と 

廣大 なる は 至誠 中の 天な り。 天と 聖人と 至誠 中に 在て、. 至誠 は 天 聖の德 なり。 〔s 下 (ィき <〕 肫々 は 仁の 象 也。 淵々 

は 勇の 象 也。 浩々 は 知の 象 也。 至誠の 德なり 〔oa 上 ；- 

苟 モ不, f ハ 固-聰明 聖知 達， V 天德？ 者 i ；。 其レ孰 カ能ク 知" 之ヲ。 . 

〔0( え 下 文 ァリ。 知 之の 知 も 又所ヲ 知行す るの 知の 字の 意 也。 吾 物と する の義 也〕 聰明 聖知 にして 天德に 達する 人なら では、 此至 

誠の 神理を 得て 肫々 淵々 浩々 の德 ある こと あた はじと 也 

詩-一 曰。 衣 一 レア 錦 ヲ尙り 綱ヲ。 惡ー プーナ リ其ノ 文 ノ之著 一也。 故-一 君子 ノ之 道ハ。 闇然 トメ 而 日-一章 ナリ。 小人 ノ 

之 道ハ。 的 然ト. ^而 RT 一 亡 7。 君子 ノ之 道ハ。 淡- フ而 不. 厭ハ。 簡- フ而文 ナリ。 溫- フ而理 ナリ。 知， 一 遠 力 

之 近 r 知 M 風.^ 之自？ ヲ。 知； ァ I 微ノ之 顯？。 可， i 與- ズ？. 德" 矣。 

錦 は 潔 齊の服 也。 いにしへ は 三代 夫婦 もろともに 白 毛まで 居 家に 災害な く、 身に 惡疾 なく、 善人の きこえ ある 者 を 

え.^ んで 三代 目の よめに 天子より 錦 を- 1, こと を 命じ 給へ り。 文明の 服 なれば 君子 是を 着て 其 身 を 神明に す。 故に 其 

文の 外 を か やかす こと をい とひて、 うは を そ ひの 衣 を 表に して 錦 を かくせり。 是則 君子の 心 法 也。 學て 日々 に 明 
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かなれ ども、 己が 爲に すれば 外に あら はさす。 問 こと を： 叶み 善に くだれば 闍 然として 愚なる がごと く なれ ども、 K 

知の てらし 日々 に 章 か 也。 小人の 道 は 的 然と あら はなれば、 一 旦は よき やう なれ ども 心理に くらければ、 才知 ある 

も 邪知 天才と なり、 初よ しと 思 ひし 人 も S 日々 に (i ァ，〕 おとし、 後に はよ き 事 は 亡る 也。 tlS 子の^ 淡き^ 水の ご 

とく、 正樂の 昔の ごとし。 甘味な く 面白 聲 なけれ ども、 曰々 に 用て いと ふこと なし。 My 至 味 至 昔 なれば 也。 簡而文 

は、 簡は事 すくなき 也。 しかれ ども 條理 ありて 兑る ベく、 のりとす べきの 文 あり。 溫而现 は溫和 なれ ども 其 中に 義 

理 ありて 侵す ベから す、 欺くべからざる 也。 知 遠 之 近 は、 國 天下の 治 は 君の 身に おこと を 知 也。 知 風之自 は、 國天 

下の 風俗 は 上の 德 による 也。 知 微之顯 は、 天道 神明の 理は 幽明へ だてな き 事 を 知 也。 衣 錦より 知 微之顯 までの 理を 

しらば、 入 德の受 用なる べしと 也  . 

詩 二 云。 潸 メ雖！ 伏 スト 矣。 亦々 孔タ 之レ昭 カナリ。 故_ー君子ハ內_ー省テ不，^^カラ。 無. 於 志 一一。 君子.' 

之所禾 一 可 岌フ者 ノハ。 其レ唯 人， 之 所 nfi 乎。  . 

至誠の 前 知 は^の いまだ あら はれざる を も 知べ し。 - 矧ゃ ひそまり 伏してよ くかくす とお も ふ は 愚 也。 明かに して 

かくれな し。 小人 はくらくて 此现を 不知、 君子 はかくす ことの 益な き 事 を しれり。 にかへ りみ て ゎづら はしから 

ん xMi は少 もせす、 心に あしきと E わ ふこと は 胸中に と めす。 君子と 小人と 德業备 別 たれ ども、 小ん にも 才知 あり、 

道な き 世に は 君子 小人 當 世に は 相なら びて ほまれ を爭 こと あり。 た 小人の 君子に 及ぶべからざる 所 は、 人の Slg ざ 

る 所に をいて 其 心に 恥し き 事な き 也。 扨 は 大難 大變に 逢て 君子 小人よ くわ かる、 者 也 
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詩-一 云ク。 相ル s-r 爾， 室？。 尙ズ不 ^ 愧羊屋 f  。 故-一 君子 ハ不 i カ而敬 ァリ。 不〕 言ハ 而信ァ リ。 

雨 は 君子 を さす。 屋漏は 室の 西北の 隅の 上に まろき まど ありて 明 を 通す、 其 下 はくら し。 其 地に 居れば 人の 己 をみ 

ざるの みならす、 已も又 我 身 を 見る と 明なら すと. S へり。 くらき に 向て 休息し、 精神 を 養 ふの 地なる べし。  > は 

形 色の みるべき なく 聲臭 のきくべき なし。 深して 知が たし。 室の 奥に たと へたり。 しかれ ども 幽暗の 中 知 神明な，. 

ば 欺く ベから す、 孟子 はこれ を 良知と いへ り。 君子の 獨居を みれば 愼て屋 漏に 恥る ことなき が 如し。 實は屋 漏に あ 

らす、 心の 神明に 恥る 事な き 也。 故に 形 を 動 さ.. れ ども、 敬 ありて 人 あなどらす、 ものい は ざれ ども 信 ありて 人不 

疑 至誠 剩を感 す、 いはん や 人に をいて を や。 SS ィ、 ム 1,.〕 有 虞 氏 未 信，^ 於 民， 一 一而 民 信 ァリ。 夏 一一 口 氏 未 is  ，於 

民-/ 而民敬 7 ぶ 殷人作 1 誓，^ 而民始 テ畔さ 周 人 作-, T 會，， 而民始 ，7 疑 7 とい へり 〔cs 上〕 

詩 一一 曰。 奏 假 無- f  。 時 二 靡 t 有ルぃ 爭ヒ。 是， 故 二君 子ハ。 不ズ員 セ而民 勸ミ。 不ぉ ラ而民 威，.； 

於鈇欽 r。 

奏は進 也。 進て 祌を 祭り、 其來格 をいた す 也 0 鬼神 は 形な きを 見、 聲な きをき く。 故に 敬の 誠 あるに 感 格す、 言葉 を. 

用べ からす。 鬼神 を感 する の 誠 ありて 人 を 化する 時 は、 天下 爭 逆の 事な し。 故に 善 を 賞せ ざれ ども、 人民す.， みて 

善 をす る こと を樂 み、 惡を 怒ら ざれ ども 恐れて 悪 をな さす。 大將 軍の 鉄鎖 をと りたる よりも 威 あり、 神武の 德 なり. 

詩-! IPO 不顯惟 レ德。 百 辟 其 レ刑ュ 之 --。 是ノ 故-一 君子 ハ。 篤 恭ラ而 天下 平 ナリ。 
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顯惟德 は 衣 錦 尙嗣の 象に 叶へ り、 厚き の 至な り。 百 辟 は 天下の 諸 俟を云 也。 天子 敦厚 至誠の 德に 感じて 其 道 を 乎 

本と する 也。 君子 盛德 至善の 至 は篤恭 にして 天下 平 也。 無爲 にして 治る 者は舜 かとい へり。 黄 帝堯舜 衣裳 を たれて 

天下 治る もの 也 

詩- - 云ち 予レ懷 i§。 不レ大 さ 畔以て 色。 子舀。 聲色之 於 > 弋以- 吐 二 民ヲ末 也。 詩 -"弓。 

德ノ ® キ 「如. io 毛ハ 猶^. 倫ヒ。 上 天ノ 之 載ハ。 無 i モ無奠 モ。 至 レリ 矣。 

聲&は 鱧 式法 制の 類 也。 孔子 此詩を 解して 曰、 政 刑法 令の 民人 を 治め 化せん とする は 末 也 0 是を^ 一と はせ す、 風化 

の 本 は 君の 明德に 有。 其 本 明かに して 後 令 式法 度 も 有べ し。 又 詩に 德 のかろ き 事 毛の 如しと いへ り。 微妙の たと へ 

也。 saKi ナシ〕 毛 一筋 を 手に 持 みれば、 微少に して 覺 なければ、 持が たくして 失 ひ 易し。 しかれ ども SW ト-〕 一毛 

猶 たぐ ひ あり、 類 あらば 德 のた とへ にかな ひがたし。 文 王の 詩に 上天の こと は聲 もな く 奥 もな しとい へり。 微妙の 

至に して、 其小內 なく、 其大 外な きの 德に 叶へ り。 道 德は大 をい へばなら ぶ ものな し。 天地 を いれて すくなし とす 

る もの なれ ども、 隱微 神妙に して 失 やすく 持が たし。 此ゅ へに 詩人 も 一 毛 を 以てた とへ とす。 心 は 本 空 也。 しかれ 

ども {4! と觀 する 時 は 空の 病 あり。 形 色 は 本 無 也。 しかれ ども 無と いへば 無の 病 あり、 た？ に 無と いひ、 とい ふと 

き は、 高が ごとく なれ ども 學に ついえ あり、 唯無聲 無臭と いひて いたれり。 素 〔0?) 々ァ" ：- 文義を 云ば かり 也 。、まに 

をいて は 筆 をく だし 雛し、 况ゃ 奥意 を や、 よむ 人の 自得に あらんの み 

5 一一 


中庸 小 解 は 同志の 所望に よりて 書す とい へど も、 自得の 解 は 一 一十に して 一 一 一な らん。 をして 全篇 を 註す る もの は， 

哩を 以て 註す る 也。 理解 はこ、 ろよ く通ぜ す、 しかれ ども 先 愚の 非 を 記 は、 後 哲の是 を ひらく もの なれば、 强て不 

生 (i  , 

辭。 天 予に年 を かさば 後日 あらたむべし。 しからす ば 後世の 同志に 讓る者 也。 此經章 を わかたざる 事 はいに しへの 

中庸 也。 始中終 意 一貫 也。 其 中小 章 ありと. S へど も、 し ゐて章 を わかつ とき は、 文義に ひかれて 實を失 ふの 弊 あり、 

叉 後の 君子 を 待の み 
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